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目

次

序
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語
』
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連
話
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の
出
典
と
研
究
方
法

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

一

一
、
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典
か
ら
み
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『
宇
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遺
物
語
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遺
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五
二
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語
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三
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「
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」
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構
成
と
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二
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八
六

二
、
「
三
年
味
噌
型
」

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

八
八

第
三
節

韓
国
昔
話
の
二
つ
の
亜
型 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

八
九

一
、
韓
国
昔
話
の
採
録
事
例
一
覧

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

九
〇

二
、
『
宇
治
拾
遺
物
語
』
第
九
六
話
と
韓
国
昔
話
と
の
比
較
考
察 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

九
二



III

第
四
節

そ
の
他
、
諸
外
国
に
お
け
る
「
藁
し
べ
長
者
」
類
話

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

九
三

一
、
研
究
史
か
ら
知
ら
れ
る
並
行
伝
承

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

九
三

二
、
諸
外
国
昔
話
と
の
比
較
考
察

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

九
六

第
五
節

日
韓
昔
話
の
比
較
考
察

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

九
八

お
わ
り
に 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

一
〇
一

第
四
章

『
宇
治
拾
遺
物
語
』
第
九
二
話
「
五
色
鹿
事
」
考 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 
 

一
一
〇

―
日
韓
比
較
文
学
の
視
点
か
ら
―

は
じ
め
に

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

一
一
〇

第
一
節

『
宇
治
拾
遺
物
語
』
「
五
色
鹿
事
」
の
話
型
と
構
成

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

一
一
一

第
二
節

日
本
昔
話
「
五
色
鹿
」
の
展
開
と
話
型

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

一
一
四

第
三
節

韓
国
昔
話
の
類
話

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

一
一
七

一
、
崔
仁
鶴
氏
に
よ
る
韓
国
類
話
の
話
型

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

一
一
八

二
、
『
韓
国
口
碑
文
学
大
系
』
に
お
け
る
「
五
色
鹿
」
類
型

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

一
一
八

三
、
そ
の
他
、
韓
国
の
昔
話
集

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

一
一
九

第
四
節

日
本
昔
話
「
五
色
鹿
事
」
類
型
と
韓
国
昔
話
と
の
比
較

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

一
二
〇

第
五
章

『
宇
治
拾
遺
物
語
』
「
留
志
長
者
事
」
考 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 
 

一
三
一

―
韓
国
古
典
『
壅
固
執
伝
』
と
の
比
較
を
め
ぐ
っ
て
―

は
じ
め
に

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

一
三
一

第
一
節

日
本
説
話
『
宇
治
拾
遺
物
語
』
の
話
型
と
構
成 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

一
三
二

一
、
『
宇
治
拾
遺
物
語
』
特
徴
の
展
開

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

一
三
二

二
、
中
国
説
話
『
法
苑
珠
林
』
の
話
型
と
構
成 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

一
三
六



IV

第
二
節

韓
国
の
古
典
「
壅
固
執
伝
」
の
話
型
と
構
成 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

一
四
二

一
、
『
壅
固
執
伝
』
の
研
究
史

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

一
四
四

二
、
『
韓
国
口
碑
文
学
大
系
』
に
お
け
る
「
壅
固
執
伝
類
型
の
話
」 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

一
四
七

第
三
節

『
宇
治
拾
遺
物
語
』
と
『
壅
固
執
伝
』
と
の
比
較 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

一
四
七

お
わ
り
に 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

一
五
一

結
章 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

一
六
一

参
考
文
献 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

一
六
七

補
注

補
論
１

韓
国
昔
話
「
フ
ン
ブ
伝
」
の
伝
承
と
異
本

補
論
２

韓
国
昔
話
・
説
話
の
中
の
ト
ケ
ビ
（
異
界
の
存
在
）

資
料 

 
 

第
二
章
の
【
表
１
】
〔
日
本
昔
話
「
瘤
取
爺
」
類
話
一
覧
〕

【
表
１
】
の
採
録
事
例

初
出
一
覧



- 1 -

序

章

『
宇

治

拾

遺

物

語

』

話

群

の

出

典

と

研

究

方

法 
 

 
 

 

一

、

出

典

か

ら

み

る

『

宇

治

拾

遺

物

語

』

の

話

群

日

本

の

鎌

倉

時

代

初

期

に

、
編

者

は

未

詳

で

あ

る

が

、
京

都

と

い

う

都

市

に

お

い

て

成

立

し

た

と

考

え

ら

れ

る
『

宇

治

拾

遺

物

語

』

（

以

下
『

宇

治

拾

遺

』
）
を

学

的

に

読

も

う

と

す

る

と

き

に

、
ど

の

よ

う

な

目

的

と

方

法

と

が

必

要

で

あ

ろ

う

か

。
ま

ず

こ

の

問

題

か

ら

明

ら

か

に

し

て

お

き

た

い

。

従

来

、

日

本

に

お

け

る

説

話

研

究

は

、

同

一

説

話

や

類

似

説

話

と

の

比

較

を

基

本

的

な

方

法

と

し

て

き

た

。

そ

の

と

き

、

対

象

と

し

て

用

い

る

テ

キ

ス

ト

は

、

い

つ

も

決

ま

っ

て

中

国

の

古

典

文

芸

や

仏

典

を

日

本

の

文

芸

が

ど

の

よ

う

に

受

容

し

た

の

か

と

い

う

視

点

の

も

と

で

行

わ

れ

る

こ

と

が

多

か

っ

た

。

し

か

し

な

が

ら

、

最

近

よ

う

や

く

注

釈

書

が

周

知

の

文

献

だ

け

で

な

く

、

口

承

文

芸

を

参

考

資

料

と

し

て

視

野

に

入

れ

る

よ

う

に

な

っ

た

。

と

は

い

え

、

そ

れ

で

は

ど

の

よ

う

に

比

較

す

る

の

か

と

い

う

方

法

的

検

討

は

、

残

念

な

が

ら

ほ

と

ん

ど

行

わ

れ

て

こ

な

か

っ

た

と

い

え

る

。

そ

こ

で

私

は

、

日

・

中

間

の

比

較

だ

け

で

な

く

、

韓

国

の

口

承

文

芸

を

対

照

さ

せ

る

こ

と

に

よ

っ

て

、

日

・

中

・

韓

と

い

う

広

い

視

野

の

も

と

で

説

話

研

究

を

展

開

す

る

可

能

性

を

探

り

た

い

と

考

え

る

も

の

で

あ

る

。

『

宇

治

拾

遺

』

に

関

す

る

従

来

の

研

究

は

、

主

に

出

典

研

究

と

注

釈

研

究

が

整

備

さ

れ

て

き

た

と

い

え

る

。

例

え

ば

、

出

典

に

つ

い

て

い

え

ば

、
『

宇

治

拾

遺

』

の

説

話

に

つ

い

て

指

摘

さ

れ

て

き

た

典

拠

は

実

に

多

様

で

あ

り

、

多

く

の

説

話

の

源

泉

は

、

個

別

の

文

献

だ

け

に

求

め

ら

れ

る

わ

け

で

な

（

１

）

い

。

す

な

わ

ち

、

原

理

的

に

考

え

る

と

す

る

と

そ

れ

ぞ

れ

の

説

話

は

、

１

ジ

ャ

ー

タ

カ

を

遥

か

な

淵

源

と

し

、

中

国

文

献

を

遠

く

出

典

と

す

る

話

群

。

２

文

献

に

は

同

一

説

話

を

認

め

な

い

が

、

口

承

文

芸

と

し

て

の

昔

話

と

話

型

を

共

有

す

る

話

群

。

３

平

安

時

代

か

ら

鎌

倉

時

代

の

世

間

話

、

都

市

伝

説

な

ど

に

基

づ

く

話

群

。

４

同

一

説

話

や

類

話

の

存

在

が

指

摘

さ

れ

て

お

ら

ず

、

創

作

さ

れ

た

可

能

性

の

あ

る

話

群

。
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な

ど

が

混

在

し

て

い

る

と

想

定

さ

れ

る

。

１

に

つ

い

て

言

え

ば

、

そ

も

そ

も

出

典

と

い

っ

た

と

こ

ろ

で

、

こ

れ

が

淵

源

の

決

定

的

な

テ

キ

ス

ト

だ

と

一

つ

に

確

定

す

る

こ

と

は

実

際

上

で

き

な

い

に

違

い

な

い

。

し

か

も

、

伝

播

経

路

や

影

響

関

係

を

明

ら

か

に

す

る

こ

と

は

、

最

初

か

ら

不

可

能

だ

と

考

え

ら

れ

る

。

伝

播

論

の

最

大

の

欠

点

は

、

出

典

が

固

定

的

で

決

定

的

な

も

の

と

し

て

絶

対

化

さ

れ

る

こ

と

に

あ

る

。

そ

こ

で

、

私

は

、

こ

れ

ま

で

論

じ

ら

れ

て

き

た

よ

う

な

、

イ

ン

ド

か

ら

中

国

・

韓

国

か

ら

日

本

へ

と

い

う

、

い

わ

ゆ

る

伝

播

論

に

つ

い

て

は

留

保

し

て

、

『

宇

治

拾

遺

』

の

個

々

の

説

話

に

つ

い

て

、

す

で

に

出

典

と

指

摘

さ

れ

て

き

た

テ

キ

ス

ト

と

比

較

を

試

み

、

何

を

共

有

す

る

の

か

と

い

う

こ

と

を

明

確

に

す

る

と

こ

ろ

か

ら

考

察

を

始

め

た

い

と

考

え

る

。

２

に

つ

い

て

は

、

現

存

す

る

テ

キ

ス

ト

の

知

ら

れ

る

か

ぎ

り

で

「

孤

立

話

」

と

さ

れ

て

き

た

数

十

話

の

中

に

、

い

わ

ゆ

る

昔

話

と

話

型

を

共

有

す

る

話

群

の

存

在

す

る

も

の

で

あ

る

。

と

は

い

う

も

の

の

、

同

一

説

話

と

さ

れ

る

テ

キ

ス

ト

や

、

類

似

す

る

テ

キ

ス

ト

の

存

在

が
「

現

在

に

は

残

っ

て

い

な

い

」
も

し

く

は
「

知

ら

れ

て

い

な

い

」
だ

け

で

あ

り

、
『

宇

治

拾

遺

』
成

立

の

前

提
、

、
と

し

て

、
昔

話
（

も

し

く

は

昔

話

に

相

当

す

る

伝

承

）
が

存

在

し

た

こ

と

は

論

証

で

き

な

い

が

、
可

能

性

は

あ

る

。
逆

に

、
江

戸

時

代

に

お

い

て

、

『

宇

治

拾

遺

』

が

板

本

と

し

て

普

及

し

た

た

め

に

、
『

宇

治

拾

遺

』

の

説

話

か

ら

昔

話

が

発

生

し

た

可

能

性

も

あ

り

う

る

。

３

と

４

に

つ

い

て

は

、

出

典

が

既

知

の

文

献

の

う

ち

に

は

認

め

ら

れ

ず

、

同

時

に

、

口

承

文

芸

に

同

じ

話

型

の

事

例

が

認

め

ら

れ

る

場

合

に

は

、
従

来

の

文

献

的

理

解

だ

け

で

は

、
比

較

を

論

じ

る

こ

と

が

で

き

な

い

。
そ

こ

で

、
仮

説

と

し

て
「

都

市

伝

説

」
や
「

世

間

話

」

な

ど

の

存

在

を

説

話

の

母

胎

と

し

て

想

定

す

る

こ

と

が

で

き

る

。

た

だ

、

１

か

ら

４

ま

で

の

す

べ

て

を

一

括

し

て

論

じ

る

こ

と

は

不

可

能

で

あ

る

。

そ

こ

で

ま

ず

私

は

、

こ

の

中

で

、

特

に

２

の

話

群

を

「

昔

話

関

連

話

群

」

と

呼

ん

で

、

こ

れ

ら

を

対

象

と

し

て

据

え

る

こ

と

か

ら

始

め

た

い

。

そ

の

と

き

、

私

の

考

察

の

独

自

性

は

、

韓

国

の

国

家

的

事

業

の

成

果

で

あ

る

『

韓

国

口

碑

文

学

大

系

』
（

以

下

、
『

韓

国

口

碑

』

（

２

）

）

を

活

用

し

て

、

比

較

研

究

の

視

点

か

ら

『

宇

治

拾

遺

』

昔

話

関

連

話

群

の

説

話

を

分

析

し

た

い

と

考

え

る

こ

と

に

あ

る

。

『

宇

治

拾

遺

』

総

数

一

九

七

話

の

中

、

韓

国

昔

話

と

共

有

す

る

話

型

を

も

つ

説

話

を

取

り

出

す

と

次

の

よ

う

で

あ

る

。
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宇
治
拾
遺

と
韓
国
昔
話
・
説
話
比
較
一
覧
表

(

★
は

崔
仁
鶴
氏

３

に
よ
る
分
類
番
号
を

☆
は

韓
国
口
碑
文
学
大
系

分
類
番
号
を
表
わ
す)

113 103 96 92 85 48 30 8 3 話

博
打
の
子
聟
入
の
事

東
大
寺
花
厳
会
の
事

長
谷
寺
参
籠
の
男

利
生
に
預
か
る
事

五
色
の
鹿
の
事

留
志
長
者
の
事

雀
報
恩
の
事

唐
に
卒
都
婆
に
血
付
く
事

易
の
占
し
て
金
取
り
出
す
事

鬼
に
瘤
と
ら
る
る
事

宇
治
拾
遺

一
二
五

博
従
聟
入

一
二
六

鳩
提
灯

一
五
五

藁
し
べ
長
者

二
三
四
A

人
間
無
情

報
恩
動
物
・
恩
知
ら
ず
の
人

二
三
四
B

人
忘
恩

一
九
二

腰
折
雀

一
九
八
A

宝
手
拭

一
九
四

瘤
取
爺

日
本
昔
話
大
成

★

二
〇
二

ひ
き
が
え
る
息
子

★

二
三
五
・
二

乞
食
た
ち
を
助
け
た
報
い

初
夜
に
週
女
で
あ
る
妻
を
ご
ま
か
し
た
新
郎

☆

532-

１

突
き
立
て
た
杖

旧
表
忠
寺
に
あ
る
杖
か
ら
で
き
た
木

★

二
三
三

藁
縄
一
本
で
長
者
に
な
る

★

二
三
三

粟
一
粒
で

☆

714-6

藁
三
本

★

一
一
八

老
人
に
救
わ
れ
た
鹿
と
蛇
と
男
の
子

☆
421-1

恩
知
ら
ず
人
間

恩
替
え
す
動
物

★

132

追
い
出
さ
れ
た
家
主
・
鼠
家
主
型

☆

631-

１

壅
固
執
伝
類
型

古
典

壅
固
執
伝

★

四
五
七

ホ
ン
ブ
と
ノ
ル
ブ

☆

722-

１

ホ
ン
ブ
と
ノ
ル
ブ

・
古
典

興
夫
伝

★

438

村
の
陥
没

☆

541-2

広
浦
伝
説

三
国
遺
事

巻
二

恵
恭
王
条

☆

715-5

三
人
の
息
子
に
残
し
た
父
の

遺
産

★

四
七
八

瘤
取
り
爺

☆

634-9

瘤
取
り
に
行

て

瘤
付
け
ら
れ
た
人

韓
国
昔
話
・
説
話
・
小
説

大
唐
西
域
記

六

得
眼
林

九

杖
林

捜
神
記

三

法
苑
珠
林

五
〇
背
恩
篇
五
二

六
度
集
経

六

経
律
異
相
一一

法
苑
珠
林

七
七
・
一
〇
悪
篇
八

四盧
至
長
者
因
縁
経

捜
神
記

二
〇

捜
神
記

一
三

述
異
記

上

太
平
広
記

一
六
三

独
異
記

捜
神
記

三

産
語

上

皐
風
第
六

中

国

ジ

タ
カ

四
話

ジ

タ
カ

四
八
二
話

ジ

タ
カ

五
三
五
話

ジ

タ
カ



 

 

 
 

 
 

 
   

 

  
 

 
   

 

 
 

  
 

  
 

  

 
 

  

 

   
   
        
 
   
    
 
     

  
      
  
   
  

    
  
  

  
    
   
 

    
   
  
   
    
 

 
 
  

 
   
  

 

   
    
             
 

 

 
  
    

 
 
         
  

 

  

     
 

    
 

     
  
 
  
  

 

   
   
 
 
  
       
 
    
 

 
   
   
  

      
 
 

  

 

 
 
  
  

 
  
 
    

  
 

   
     
  
 

 

 
      
  

     
    
 

  

  
   
       
     
  

   

二

、

日

韓

研
究
の
論
点

と

は

い

う

も

の

の

、
こ

こ

に

い

う

比

較

は

簡

単

な

も

の

で

は

な

い

。
な

ぜ

な

ら

、
次

の

よ

う

な

論

点

が

予

想

さ

れ

る

か

ら

で

あ

る

。

1 

『
宇

治

拾

遺

』

を

中

世

京

都

の

テ

キ

ス

ト

と

し

て

捉

え

る

上

で

、

広

く

東

ア

ジ

ア

の

世

界

の

中

で

捉

え

直

す

こ

と

。

従

来

の

和

漢

比

較

文

学

研

究

は

、

文

献

相

互

の

比

較

研

究

に

限

定

さ

れ

て

き

た

。

と

こ

ろ

が

、

す

で

に

指

摘

さ

れ

て

き

た

よ

う

に

、
『
た、
度

集

経

』

や

D

譬

喩

経

』

な

ど

は

、

イ

ン

ド

の
'
'

ン

ャ

ー

タ

カ

の

影

響

の

も

と

に

口

承

文

芸

を

母

胎

と

し

て

、
成
立
し 

た

経

典

で

あ

る

。

つ

ま

り

、

文

献

上

の

比

較

を

い

く

ら

試

み

て

も

、

そ

れ

は

点

と

点

と

の

関

係

に

す

ぎ

な

い

。

し

た

が

っ

て

比 

較

資

料

の

範

囲

を

地

域

上

で

広

げ

る

こ

と

に

よ

っ

て

、

日

本

の

テ

キ

ス

ト

の

個

別

性

、

独

自

性

は

よ

り

際

立

つ

に

違

い

な

い

。

2 

テ

キ

ス

ト

の

比

較

を

行

な

う

上

で

、

文

献

相

互

の

書

承

に

お

け

る

比

較

だ

け

で

な

く

、

日

•
韓

の

地

域

間

に

お

い

て

口

承

文 

芸

を

視

野

に

入

れ

て

比

較

す

る

こ

と

。

そ

の

と

き

、

日

本

昔

話

は

、

す

で

に

蓄

積

さ

れ

て

き

た

採

録

資

料

に

基

づ

い

て

考

察

で

き

る

が

、

比

較

を

よ

り

豊

か

な

も

の 

と

す

る

た

め

に

、
『
韓

国

口

碑

』

を

活

用

し

た

い

。

公

刊

さ

れ

て

い

な

い

部

分

に

つ

い

て

は

、

新

た

に

翻

訳

し

て

比

較

の

た

め 

の
資

料

と

し

た

い

。

3 

B
本

説

話

を

、

日

本

昔

話

だ

け

で

は

な

く

、

特

に

、

韓

国

昔

話

を

比

較

資

料

と

し

て

用

い

る

こ

と

。

R 165 9

「伊
良
縁

^£
1
、

毘
ル
A
の
御
下
し
文
^
^
は
,c

t
j

f

新

の

后

、
金
の
榻
の
事
」

「夢
買
ふ
人
の
事
」

「五
儀

人

碁

を

止

む

・

」

ニ
ニ
五
「
i
の
手
紙
」

一

五

八

「夢
買
長
者
」 

1

ニ
ー
五
六
「猿
神
楊

j

★
六
六

八

「両
班
と

i
い
」

1
围
L
U
巻一

§
书
|
「
®
g
)

★
二
四
五
「魂
鼠
」

☆ 

7
1
1
1
5

「龕

{S
の
>

1T

二
團

暈

』
巻
 

一WW
1

「太

公
」

★ 

二

七

「—

i
の
闘
いJ

★ 

一
四
三

「熊
>

备
」

★
二
八
五
「九
頭

f

☆ 

U
5-

1

「塞

案

む

叢

治

j

☆
一
3
4

-
1
「大
む
か
で
退
治
」

『・

E1

九

U

-4 -
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そ

の

た

め

に

は

、

ジ

ャ

ン

ル

の

異

な

る

テ

キ

ス

ト

間

の

比

較

を

行

な

う

必

要

が

あ

る

。

い

う

ま

で

も

な

く

、

文

献

相

互

間

の

比

較

は

、

表

現

の

次

元

に

お

け

る

比

較

が

可

能

で

あ

る

が

、

異

な

る

ジ

ャ

ン

ル

間

の

比

較

を

行

な

う

に

は

、

も

う

少

し

抽

象

度

を

高

く

し

た

次

元

で

比

較

を

行

な

う

必

要

が

あ

る

。

私

は

、
こ

れ

ら

の

問

題

を

検

討

す

る

上

で

、
〔
『

宇

治

拾

遺

』
と

韓

国

昔

話
・
説

話

比

較

一

覧

表

〕
を

参

照

し

た

上

、
『

宇

治

拾

遺

』

中

、
『

日

本

昔

話

集

成

』

（

４

）

（

以

下

、
『

集

成

』
）
や
『

日

本

昔

話

大

成

』

（

５

）

（

以

下

、
『

大

成

』
）
、
『

日

本

昔

話

通

観

』

（

６

）

（

以

下

、
『

通

観

』
）

な

ど

に

よ

り

、

類

型

と

し

て

分

類

さ

れ

て

い

る

昔

話

群

、

つ

ま

り

、

①

第

三

話

「

鬼

に

瘤

被

取

事

」
『

大

成

』

一

九

四

「

瘤

取

爺

」

②

第

四

八

話

「

雀

報

恩

事

」
『

大

成

』

一

九

一

「

舌

切

爺

」
、

一

九

二

「

腰

折

雀

」

③

第

九

二

話

「
「

五

色

鹿

事

」
『

大

成

』

二

三

四

「

報

恩

動

物

・

恩

知

ら

ず

の

人

」

④

第

九

六

話

「

長

谷

寺

参

籠

男

利

生

に

預

か

る

事

」
『

大

成

』
「

二

一

一

藁

し

べ

長

者

」
、

一

二

七

「

蜂

の

援

助

」

⑤

第

一

一

三

話

「

博

打

子

婿

入

事

」
『

大

成

』

一

二

五

「

博

従

婿

入

」
、

一

二

六

「

鳩

提

灯

」

⑥

第

一

一

九

話

「

吾

嬬

人

生

贄

を

止

む

る

事

」
『

大

成

』

二

五

六

「

猿

神

退

治

」

⑦

第

一

六

五

話

「

夢

買

ふ

人

の

事

」
『

大

成

』

一

五

八

「

夢

買

長

者

」

⑧

第

一

六

六

話

「

大

井

光

遠

妹

強

力

事

」
『

大

成

』

補

遺

九

「

女

の

大

力

」

⑨

第

一

八

〇

話

「

珠

の

価

無

量

事

」
『

大

成

』

補

遺

二

八

「

魚

石

」

な

ど

九

話

の

中

か

ら

、
典

型

的

事

例

と

し

て

五

話

を

取

り

上

げ

た

い

。
さ

ら

に

、『
ジ

ャ

ー

タ

カ

』

や
『

法

苑

珠

林

』（

以

下

、『
法

苑

』
）

な

ど

の

出

典

と

あ

る

一

話

と

、

総

五

話

を

取

り

上

げ

、

昔

話

「

瘤

取

爺

」

と

同

じ

話

型

の

説

話

昔

話

「

腰

折

雀

」

と

同

じ

話

型

の

説

話
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昔

話

「

藁

し

べ

長

者

」

と

同

じ

話

型

の

説

話

昔

話

「

人

間

無

情

」
（
「

五

色

鹿

事

」
）
と

同

じ

話

型

の

説

話

昔

話

「

留

志

長

者

」

と

同

じ

話

型

の

説

話

と

対

象

を

限

定

し

て

考

察

を

加

え

た

い

。

三

、

昔

話

関

連

話

群

研

究

の

方

法

こ

の

よ

う

な

比

較

研

究

を

行

な

う

上

で

、

問

題

と

な

る

の

は

、

日

・

中

・

韓

な

ど

、

異

な

る

地

域

・

国

家

間

の

比

較

は

ど

の

よ

う

に

可

能

か

。

説

話

と

小

説

、

昔

話

な

ど

、

異

な

る

ジ

ャ

ン

ル

相

互

の

比

較

は

ど

の

よ

う

に

可

能

か

。

 
 

中

世

都

市

京

都

に

お

い

て

『

宇

治

拾

遺

』

の

説

話

を

捉

え

る

こ

と

。

を

学

門

的

、
方

法

的

に

行

う

こ

と

で

あ

る

。
そ

こ

で

、
な

お

私

は

、
説

話

の

構

成

に

つ

い

て

は

、
「

主

語

＋

述

語

」
と

い

う

単

位

で

抽

出

で

き

る

事

項

と

い

う

概

念

（

７

）

を

用

い

て

分

析

す

る

こ

と

と

し

た

い

。

ま

た

、

説

話

の

表

現

に

つ

い

て

は

、

国

文

学

研

究

の

伝

統

的

な

方

法

で

あ

る

注

釈

に

よ

っ

て

分

析

す

る

こ

と

と

し

た

い

。

注

(

１)

『

法

苑

珠

林

』

を

出

典

と

す

る

も

の

①

第

七

話

「

竜

門

聖

鹿

に

欲

替

事

」
『

法

苑

珠

林

』

一

〇

出

家

篇

一

②

第

八

五

話

「

留

志

長

者

の

事

」
『

法

苑

珠

林

』

七

七

・

十

悪

篇

八

四

③

第

九

一

話

「

僧

伽

多

、

羅

刹

の

国

に

行

く

事

」
『

法

苑

珠

林

』

三

一

・

妖

怪

篇

二

四

④

第

九

二

話

「

五

色

鹿

事

」
『

法

苑

珠

林

』

五

〇

・

背

恩

篇

五

二
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⑤

第

一

三

七

話

「

達

磨

見

天

竺

僧

行

事

」
『

法

苑

珠

林

』

三

四

・

摂

念

篇

二

八

⑥

第

一

五

二

話

「

八

歳

童

孔

子

問

答

事

」
『

法

苑

珠

林

』

四

・

日

月

篇

三

⑦

第

一

六

一

話

「

上

緒

主

得

金

事

」
『

法

苑

珠

林

』

五

六

・

貧

賤

篇

六

四

⑧

第

一

六

四

話

「

亀

を

買

っ

て

放

事

」
『

法

苑

珠

林

』

一

八

・

敬

法

篇

⑨

第

一

六

七

話

「

或

唐

人

、

女

の

羊

に

生

た

る

知

ら

ず

し

て

殺

す

事

」
『

法

苑

珠

林

』

七

四

・

一

〇

悪

篇

八

四

⑩

第

一

七

一

話

「

渡

天

僧

入

穴

事

」
『

法

苑

珠

林

』

五

六

・

道

篇

四

⑪

第

一

七

二

話

「

寂

昭

上

人

飛

鉢

事

」
『

法

苑

珠

林

』

四

二

・

愛

請

篇

三

九

⑫

第

一

九

五

話

「

秦

始

皇

自

天

天

竺

来

僧

禁

獄

の

事

」
『

法

苑

珠

林

』

一

二

・

千

仏

篇

五

『

ジ

ャ

ー

タ

カ

』

を

出

典

と

す

る

も

の

①

第

八

五

話

「

留

志

長

者

の

事

」
『

ジ

ャ

ー

タ

カ

五

三

五

』

②

第

九

一

話

「

僧

伽

多

、

羅

刹

の

国

に

行

く

事

」
『

ジ

ャ

ー

タ

カ

一

九

六

』

③

第

九

二

話

「

五

色

鹿

事

」
『

ジ

ャ

ー

タ

カ

四

八

二

』

④

第

九

六

話

「

長

谷

寺

参

籠

男

利

生

に

預

か

る

事

」
『

ジ

ャ

ー

タ

カ

四

』

（

２

）

韓

国

精

神

文

化

研

究

院

『

韓

国

口

碑

文

学

大

系

』

全

八

二

冊

、

一

九

七

〇

、

全

国

か

ら

採

録

し

た

説

話

や

民

謡

な

ど

、

総

計

一

万

五

千

百

七

話

が

収

録

さ

れ

て

い

る

。

（

３

）

崔

仁

鶴

『

韓

日

昔

話

の

比

較

研

究

』

三

弥

井

書

店

、

一

九

七

八

年

。

（

４

）

関

敬

吾

『

日

本

昔

話

集

成

』

全

六

巻

、

角

川

書

店

、

一

九

五

三

年

。

（

５

）

関

敬

吾

『

日

本

昔

話

大

成

』

全

一

二

巻

、

角

川

書

店

、

一

九

七

八

年

。

（

６

）

稲

田

浩

二

・

小

澤

俊

夫

『

日

本

昔

話

通

観

』

全

三

一

巻

、

同

朋

舎

出

版

、

一

九

七

七

年

（

７

）

廣

田

收

『
『

宇

治

拾

遺

物

語

』

の

中

の

昔

話

』

新

典

社

新

書

39
、

新

典

社

、

二

〇

〇

九

年

。
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第

一

章

宇

治

拾

遺

物

語

第

四

八

話

雀

報

恩

事

考

韓

国

昔

話

と

の

比

較

を

め

ぐ

て

は

じ

め

に

一

三

世

紀

初

め

鎌

倉

初

期

に

成

立

し

た

宇

治

拾

遺

は

こ

れ

よ

り

も

約

百

年

前

に

成

立

し

た

今

昔

物

語

集

以

下

今

昔

と

と

も

に

中

世

を

代

表

す

る

説

話

集

で

あ

る

今

昔

は

天

竺

・

震

旦

本

朝

世

界

像

釈

尊

説

仏

教

の

霊

験

譚

を

語

て

世

界

が

因

果

と

い

う

法

則

に

よ

て

成

り

立

つ

こ

と

を

明

ら

か

に

し

よ

う

と

す

る

と

い

う

性

格

を

も

つ

こ

れ

に

対

し

て

宇

治

拾

遺

は

序

文

に

よ

る

と

貴

い

話

面

白

い

話

や

恐

ろ

し

い

話

な

ど

当

時

に

実

際

に

語

ら

れ

た

と

さ

れ

る

話

や

作

り

加

え

た

と

考

え

ら

れ

る

話

な

ど

が

収

録

さ

れ

て

い

る

世

俗

説

話

集

で

あ

る

例

え

ば

説

話

文

学

辞

典

は

宇

治

拾

遺

の

日

本

に

お

け

る

説

話

の

文

学

的

位

置

に

つ

い

て

次

の

よ

う

に

評

価

す

る

今

昔

物

語

と

並

び

説

話

文

学

の

最

高

峰

を

行

く

も

の

で

鎌

倉

期

説

話

文

学

の

中

最

も

秀

で

た

説

話

集

で

あ

る

他

の

説

話

集

が

談

義

的

発

想

を

と

る

の

に

く

ら

べ

感

興

が

中

心

を

な

し

て

い

る

地

方

的

・

庶

民

的

発

想

の

中

に

事

件

の

興

味

を

と

ら

え

笑

話

や

滑

稽

談

・

失

敗

軽

妙

な

筆

に

托

し

て

描

き

つ

つ

王

朝

趣

味

や

擬

古

的

な

行

文

で

文

芸

性

を

高

め

た

事

は

説

話

が

文

学

と

し

て

の

意

識

に

支

え

ら

れ

て

い

た

事

を

物

語

て

い

る
１

こ

れ

は

的

確

な

指

摘

と

言

え

る

だ

ろ

う

ま

た

日

本

古

典

文

学

大

系

以

下

大

系

は

書

承

性

の

濃

い

説

話

集

と

捉

え

た

上

で

宇

治

拾

遺

編

者

に

つ

い

て

は

一

方

に

お

い

て

は

直

接

に

口

誦

の

説

話

を

採

録

す

る

と

と

も

に

他

面

書

承

に

よ

て

さ

ら

に

多

く

の

説

話

を

集

録

し

王

朝

の

か

な

物

語

に

近

い

独

特

の

文

体

で

統

一

し

つ

つ

し

か

も

そ

こ

の

多

分

に

口

誦

の

味

わ

い

を

じ

み

出

さ

せ

る

よ

う

な

文

学

の

方

法

を

身

に

つ

け

て

い

た

一

人

の

説

話

文

学

作

家
２

だ

と

指

摘

す

る

さ

ら

に

中

島

悦

次

氏

は

一

は

学

者

的

態

度

で

他

は

文

学

者

的

態

度

で

編

術
３

し

た

と

論

じ

た

う

え

で

宇

治

拾

遺

の

文

学

的

価

値

に

つ

い

て

は

次

の

よ

う

に

述

べ

る
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話

題

の

選

択

人

間

の

描

写

に

本

書

の

特

性

が

見

出

さ

れ

る

そ

れ

は

人

間

を

愛

し

て

自

分

の

行

為

を

も

広

量

に

眺

め

て

そ

こ

に

人

間

性

の

愛

し

さ

を

探

り

お

お

ら

か

な

筆

使

い

で

こ

れ

を

描

き

出

し

て

読

者

を

し

て

人

の

生

の

あ

わ

れ

さ

を

し

み

じ

み

と

感

じ

さ

せ

る

も

の

が

あ

る

こ

れ

が

宇

治

拾

遺

説

話

文

学

の

名

に

価

す

る

最

も

す

ぐ

れ

た

点
４

が

認

め

ら

れ

る

と

い

う

こ

れ

も

指

摘

さ

れ

た

通

り

で

あ

る

そ

れ

で

は

昔

話

関

連

話

群

に

つ

い

て

は

具

体

的

に

ど

の

よ

う

に

評

価

さ

れ

て

い

る

の

で

あ

ろ

う

か

大

系

に

よ

る

宇

治

拾

遺

の

文

学

的

特

質

を

私

に

整

理

す

る

と

次

の

よ

う

で

あ

る
５

①

口

誦

性

の

豊

か

な

こ

と

で

あ

り

王

朝

物

語

文

体

に

近

く

時

に

稚

拙

で

あ

り

な

が

ら

一

面

に

お

い

て

は

は

る

か

に

迫

力

に

富

む

こ

と

本

来

の

口

誦

の

折

の

口

吻

を

物

語

的

な

行

文

の

中

に

鮮

や

か

に

生

か

し

た

発

想

法

が

認

め

ら

れ

る

②

鬼

の

こ

ぶ

取

り

第

三

話

・

腰

折

れ

雀

第

四

八

話

・

博

打

む

こ

入

り

第

一

一

三

話

の

よ

う

な

民

話

を

収

載

し

て

い

る

こ

と

に

も

端

的

に

あ

ら

わ

れ

て

い

る

よ

う

に

伝

承

関

係

の

分

か

て

い

な

い

五

〇

余

話

の

大

半

は

民

衆

の

口

が

た

り

に

裏

づ

け

ら

れ

た

民

話

や

世

間

話

で

あ

り

文

学

の

新

し

い

芽

に

つ

ら

な

る

も

の

で

あ

る

③

雑

然

た

る

説

話

の

配

列

そ

れ

自

体

が

も

た

ら

す

擬

制

的

な

構

成

の

お

も

し

ろ

さ

で

あ

る

素

材

的

・

連

想

的

な

同

質

類

似

の

関

係

に

導

か

れ

な

が

ら

た

く

み

な

転

換

を

重

ね

て

一

つ

一

つ

の

説

話

が

そ

れ

ぞ

れ

の

個

性

と

独

立

性

と

を

も

て

書

承

か

ら

口

が

た

り

か

ら

抜

け

出

し

て

き

て

宇

治

拾

遺

の

中

で

新

し

く

生

き

返

て

い

る

④

多

く

の

出

典

の

中

か

ら

説

話

を

選

択

・

採

録

し

口

が

た

り

を

聞

き

と

め

て

編

成

・

叙

述

し

た

そ

の

全

体

構

造

の

中

に

お

の

ず

か

ら

に

じ

み

出

て

い

る

編

者

の

人

間

理

解

の

独

自

性

に

見

出

す

こ

と

が

で

き

る

宇

治

拾

遺

の

編

者

は

さ

ま

ざ

ま

な

人

間

に

深

い

興

味

を

よ

せ

い

わ

ば

寛

容

に

人

間

を

理

解

す

る

編

者

の

人

間

理

解

を

基

盤

と

す

る

発

想

は

宇

治

拾

遺

の

大

多

数

の

説

話

に

共

通

に

表

れ

て

い

る

問

題

は

言

わ

れ

る

よ

う

な

口

誦

性

民

話

や

世

間

話

口

が

た

り

な

ど

と

宇

治

拾

遺

の

説

話

と

の

関

係

は

明

ら

か

に

さ

れ

て

い

な

い

こ

と

に

あ

る

そ

こ

で

私

は

宇

治

拾

遺

の

中

で

昔

話

と

同

じ

話

型

を

も

つ

説

話

を

昔

話

関

連

話

群
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と

呼

び

口

承

と

書

承

と

の

関

係

に

お

い

て

考

察

を

加

え

た

い

さ

て

宇

治

拾

遺

総

計

一

九

七

話

の

中

で

は

第

三

話

鬼

に

瘤

取

ら

る

ゝ

事

第

四

八

話

雀

報

恩

事

第

九

二

話

五

色

鹿

事

第

九

六

話

長

谷

寺

参

籠

男

利

生

に

預

か

る

事

第

一

一

三

話

博

打

子

婿

入

事

第

一

六

五

話

夢

買

ふ

人

の

事

な

ど

昔

話

と

関

連

の

あ

る

説

話

が

少

な

く

な

い

そ

の

中

で

第

三

話

鬼
に

瘤

取

ら

る

ゝ

事

と

第

四

八

雀

報

恩

事

と

は

宇

治

拾

遺

に

お

い

て

典

型

的

な

隣

の

爺

型

の

説

話

で

あ

る

特

に

第

四

八

話

雀

報

恩

事

の

よ

う

な

腰

折

雀

話

型

は

あ

ま

り

古

い

文

献

に

は

見

当

た

ら

な

い

も

の
６

で

あ

り

日

本

文

学

に

お

い

て

は

宇

治

拾

遺

が

初

出

で

あ

る

と

さ

れ

る
７

宇

治

拾

遺

の

成

立

時

期

を

治

承

元

年

一

一

七

七

か

ら

仁

冶

三

年

一

二

四

二

ま

で

の

間
８

と

す

れ

ば

こ

の

話

型

を

も

つ

伝

承

は

鎌

倉

初

期

と

な

る

一

三

世

紀

初

め

頃

に

は

す

で

に

伝

承

さ

れ

て

い

た

と

考

え

ら

れ

る

が

こ

の

話

は

い

ず

れ

も

明

確

な

出

典

関

係

の

認

め

ら

れ

な

い

も

の

で

昔

話

と

し

て

口

頭

に

よ

り

巷

間

に

流

布

し

た

可

能

性

の

強

い

も

の
９

と

推

測

さ

れ

る

他

に

先

行

研

究

に

よ

る

と

そ

の

変

型

に

あ

た

る

舌

切

雀

は

江

戸

時

代

の

赤

本

な

ど

に

よ

て

か

な

り

広

い

範

囲

に

知

ら

れ

て

い

た
１
０

と

考

え

ら

れ

る

昔

話

に

つ

い

て

み

る

と

宇

治

拾

遺

第

四

八

話

雀

報

恩

事

と

同

じ

話

型

を

も

つ

腰

折

雀

の

採

録

事

例

は

東

北

地

方

か

ら

九

州

地

方

に

及

ぶ

日

本

各

地

に

伝

承

さ

れ

て

い
１
１

る

そ

し

て

こ

の

話

型

を

持

つ

昔

話

は

日

本

だ

け

で

は

な

く

中

国

や

モ

ン

ゴ

ル

韓

国

な

ど

ア

ジ

ア

諸

国

に

広

く

類

話

が

存

在

す

る
１
２

韓

国

の

場

合

は

口

承

に

よ

り

伝

承

さ

れ

た

こ

と

か

ら

一

七

世

紀

か

ら

一

八

世

紀

に

か

け

て

行

わ

れ

た

民

衆

思

想

運

動

が

口

承

説

話

の

文

献

化

を

推

し

進

め

る

一

方

小

説

化

も

盛

ん

に

行

わ

れ

た
１
３

特

に

韓

国

フ

ン

ブ

伝
１
４

類

型

は

日

本

各

地

に

分

布

し

て

い

る

腰

折

雀

の

話

型

の

ひ

と

つ

と

内

容

・

構

成

上

か

ら

み

て

も

類

似

し

て

い

る

こ

と

は

す

で

に

指

摘

さ

れ

て

い

る

本

論

文

に

お

い

て

は

そ

の

類

話

の

内

容

や

構

成

は

ど

の

よ

う

に

変

化

し

て

い

る

か

な

ど

各

話

の

相

互

関

連

性

相

違

点

な

ど

を

調

べ

両

話

の

重

な

り

と

異

な

り

を

明

ら

か

に

し

社

会

的

な

背

景

を

さ

ぐ

る

と

と

も

に

各

話

の

特

徴

を

明

ら

か

に

し

た

い
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第

一

節

宇

治

拾

遺

物

語

雀

報

恩

事

の

独

自

的

構

成

一

先

行

研

究

新

日

本

古

典

文

学

大

系

(

以

下

新

大

系

)

に

よ

る

と

宇

治

拾

遺

雀

報

恩

事

の

同

話

・

類

話

に

つ

い

て

同

話

１

に

御

伽

草

子

雀

の

夕

顔

燕

石

雑

志

四

を

類

話

・

関

連

話

記

事

に

捜

神

記

二

〇

続

斉

諾

記

蒙

求

和

歌

三

蒙

求

註

二

六

一

金

信

類

聚

抄

二

二

昔

話

と

し

て

大

成

分

類

番

号

一

九

一

舌

切

雀

一

九

二

腰

折

雀

な

ど

が

指

摘

さ

れ

て

い

る
１
５

昔

話

研

究

か

ら

言

え

ば

腰

折

雀

の

話

型

は

日

本

昔

話

名

彙

以

下

名

彙

で

は

完

形

昔

話

動

物

の

援

助

の

腰

折

れ

雀
１
６

に

対

応

す

る

と

さ

れ

る

ま

た

集

成

で

は

本

格

昔

話

隣

の

爺

の

分

類

番

号

一

九

二

腰

折

雀
１
７

に

大

成

で

は

本

格

昔

話

の

一

九

二

腰

折

雀
１
８

に

分

類

し

通

観

で

は

隣

の

爺

型

と

し

て

腰

折

れ

雀

足

折

れ

雀

羽

折

れ

雀

に

分

類

さ

れ

て

い

る

さ

ら

に

比

較

と

い

う

観

点

か

ら

み

る

と

日

本

に

お

い

て

初

め

に

雀

報

恩

事

に

つ

い

て

論

じ

た

の

は

一

八

一

一

年

に

刊

行

さ

れ

た

燕

石

雑

志

で

あ

る

馬

琴

は

燕

石

雑

志

巻

四

第

六

舌

切

雀

に

お

い

て

宇

治

亞

相

は

楊

寶

が

故

事

を

よ

く

し

り

て

雀

の

物

が

た

り

を

作

り

給

へ

る

な

る

べ

し
１
９

と

雀

報

恩

事

話

を

中

国

晋

時

代

に

干

宝

に

よ

り

書

か

れ

た

捜

神

記

か

ら

影

響

を

受

け

て

い

る

と

論

じ

て

い

る

な

お

田

中

梅

吉

氏

は

馬

琴

が

興

夫

伝

の

存

在

を

知

て

ゐ

た

な

ら

ば

宇

治

の

雀

報

恩

の

話

に

対

し

て

よ

り

も

興

夫

伝

に

寧

ろ

よ

り

類

似

し

た

点

を

見

出

し

た

に

相

違

な

か

ろ

う

と

捜

神

記

黄

雀

報

恩

と

フ

ン

ブ

伝

と

の

関

連

性

を

指

摘

す

る

と

と

も

に

雀

報

恩

事

と

フ

ン

ブ

伝

は

何

れ

も

同

一

原

話

か

ら

発

生

し

た

か

或

は

二

者

の

何

れ

か

一

つ

が

原

話

と

し

大

陸

か

ら

日

本

へ

伝

来

し

た

も

の

で

朝

鮮

は

そ

の

中

継

者

の

役
２
０

だ

と

推

測

し

て

い

る

一

方

神

話

学

の

立

場

か

ら

松

村

武

雄

氏

は

滝

沢

馬

琴

な

ど

に

よ

て

指

摘

さ

れ

た

捜

神

記

を

宇

治

拾

遺

雀

報

恩

事

の

原

型

と

す

る

論

点

に

は

賛

成

し

が

た

い
２
１

と

反

論

し

て

い

る
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確

か

に

捜

神

記

や

黄

雀

報

恩

及

び

フ

ン

ブ

伝

と

い

た

三

つ

の

作

品

を

分

析

考

察

す

る

と

捜

神

記

黄

雀

報

恩

の

場

合

鳥

の

恩

返

し

を

主

題

と

す

る

と

い

う

点

で

は

雀

報

恩

事

や

フ

ン

ブ

伝

と

似

て

い

る

が

雀

報

恩

事

と

フ

ン

ブ

伝

の

よ

う

な

善

悪

と

い

う

隣

人

や

兄

弟

と

の

対

立

関

係

は

認

め

ら

れ

な

い

ま

た

こ

の

話

型

の

主

な

構

成

と

さ

れ

る

恩

返

し

の

方

法

と

し

て

鳥

か

ら

も

ら

た

種

か

ら

実

が

な

り

そ

の

実

か

ら

米

や

宝

物

が

出

て

く

る

と

い

う

構

成

も

見

ら

れ

な

い

さ

ら

に

柳

田

国

男

氏

は

日

本

民

俗

学

の

立

場

か

ら

舌

切

雀

と

腰

折

れ

雀

に

お

い

て

宇

治

拾

遺

に

出

て

居

る

瓢

の

米

の

話

が

朝

鮮

を

通

て

入

て

来

た

と

い

ふ

こ

と

は

今

で

は

も

う

確

か

だ
２
２

と

述

べ

て

い

る

ま

た

関

敬

吾

氏

も

腰

折

雀

は

お

そ

ら

く

大

陸

か

ら

移

入

さ

れ

た

も

の
２
３

と

指

摘

す

る

八

束

周

吉

氏

は

興

夫

伝

の

解

説

に

お

い

て

舌

切

雀

・

花

咲

爺

な

ど

と

同

じ

系

統

の

話

と

し

源

流

は

蒙

古

地

方

で

広

く

話

さ

れ

て

い

る

瓢

箪

を

割

る

乙

女

が

最

も

有

力
２
４

だ

と

主

張

す

る

ほ

か

大

島

建

彦

氏

は

日

本

各

地

に

分

布

し

て

い

る

腰

折

雀

話

型

を

四

五

話

集

め

そ

れ

ら

の

特

徴

に

つ

い

て

奥

羽

か

ら

九

州

ま

で

ほ

ぼ

全

国

に

わ

た

て

宇

治

拾

遺

の

例

と

同

じ

よ

う

に

一

定

の

型

に

よ

て

伝

え

ら

れ

て

お

り

著

し

い

相

違

は

認

め

ら

れ

な

い
２
５

と

論

じ

て

い

る

稲

田

浩

二

氏

も

同

じ

よ

う

に

各

類

話

は

伝

承

地

に

よ

り

ヒ

ウ

タ

ン

の

中

か

ら

出

て

く

る

も

の

に

違

い

が

あ

る

よ

う

だ

が

大

筋

は

変

わ

ら

な

い
２
６

と

述

べ

た

さ

ら

に

少

し

立

場

は

異

な

る

が

童

話

研

究

の

高

木

敏

雄

氏

は

フ

ン

ブ

伝

に

つ

い

て

宇

治

拾

遺

の

話

と

ま

た

く

同

一
２
７

と

し

こ

の

話

が

朝

鮮

童

話

の

翻

案

で

あ

る
２
８

と

述

べ

て

い

る

ほ

か

に

も

稲

田

和

子

氏

は

日

本

各

地

の

伝

承

は

ほ

ぼ

一

致

し

て

お

り

宇

治

拾

遺

に

あ

る

雀

恩

を

報

ゆ

る

事

と

ほ

と

ん

ど

変

わ

ら

な

い

の

で

舌

切

り

雀

の

よ

う

に

わ

が

国

独

自

の

発

展

で

は

な

く

朝

鮮

か

ら

伝

来

し

た

と

見

ら

れ

て

い

る
２
９

と

み

る

志

村

有

弘

氏

は

中

国

・

朝

鮮

に

伝

わ

る

報

恩

の

つ

ば

め

の

話

の

翻

案

で

腰

折

れ

雀

と

し

て

全

国

に

分

布

し

雀

報

恩

事

も

ほ

ぼ

同

じ

内

容

に

な

て

い

る
３
０

と

述

べ

る

ほ

か

鳥

居

君

子

氏

も

瓢

箪

を

割

る

乙

女
３
１

話

を

腰

折

れ

燕

と

題

し

て

一

九

〇

六

年

モ

ン

ゴ

ル

か

ら

直

接

収

集

し

た

が

宇

治

拾

遺

と

ま

た

く

同

じ

も

の

と

指
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摘

し

中

国

に

も

同

じ

話

が

あ

る

と

論

じ

て

い

る

従

来

の

学

説

で

は

腰

折

れ

雀

の

類

話

は

朝

鮮

か

ら

伝

え

ら

れ

た

か

ま

た

は

大

陸

と

の

架

け

橋

と

し

て

朝

鮮

半

島

を

渡

て

伝

来

さ

れ

た

と

推

測

さ

れ

る

こ

と

が

多

か

た

と

言

え

る

崔

仁

鶴

氏

は

地

理

的

に

隣

接

し

て

い

る

こ

と

も

あ

て

日

本

と

韓

国

に

は

数

多

く

の

類

似

し

た

説

話

・

昔

話

が

存

在

す

る

の

は

①

農

耕

文

化

の

経

路

②

漢

字

の

伝

播

③

仏

教

の

伝

来

な

ど

同

一

文

化

圏

に

生

き

て

お

り

風

俗

や

文

化

の

背

景

が

類

似

し

て

い

る
３
２

こ

と

か

ら

生

じ

た

と

分

析

し

て

い

る

以

上

の

こ

と

か

ら

古

く

か

ら

日

韓

を

め

ぐ

る

様

々

な

交

流

に

よ

て

文

化

や

風

習

な

ど

が

類

似

す

る

に

至

り

伝

承

も

類

似

し

た

も

の

が

生

じ

た

と

考

え

る

こ

と

は

可

能

で

あ

る

と

は

い

う

も

の

の

複

雑

な

影

響

関

係

に

つ

い

て

一

々

論

証

す

る

こ

と

は

で

き

な

い

そ

こ

で

日

本

と

韓

国

の

昔

話

の

中

で

内

容

や

構

成

の

類

似

し

た

説

話

が

多

い

こ

と

に

つ

い

て

伝

承

の

経

路

や

影

響

は

ひ

と

た

び

お

く

こ

と

に

し

て

宇

治

拾

遺

や

日

本

の

説

話

・

昔

話

な

ど

と

の

類

似

し

た

説

話

に

つ

い

て

そ

れ

ぞ

れ

の

独

自

性

の

追

究

を

課

題

と

し

た

い

二

宇

治

拾

遺

物

語

構

成

と

表

現

の

特

徴

同

じ

話

型

を

共

有

す

る

昔

話

だ

け

で

な

く

説

話

を

分

析

す

る

際

に

も

先

に

も

述

べ

た

よ

う

に

方

法

と

し

て

事

項

と

い

う

概

念

を

用

い

る

雀

報

恩

事

の

具

体

的

な

表

現

に

即

し

て

忠

実

に

事

項

を

抽

出

し

て

分

析

を

行

い

雀

報

恩

事

の

分

析

表

補

注

１

-

１

こ

れ

か

ら

考

察

に

参

照

し

た

い

１

老

女

の

子

や

孫

と

の

対

立

関

係

に

よ

る

感

情

の

表

現

宇

治

拾

遺

雀

報

恩

事

の

話

型

を

も

つ

第

四

八

話

の

中

で

構

成

上

最

も

印

象

深

い

特

徴

と

し

て

挙

げ

ら

れ

る

の

は

老

女

と

隣

の

老

女

と

の

対

立

関

係

の

ほ

か

老

女

と

孫

と

の

対

立

と

い

う

家

族

間

の

対

立

・

葛

藤

関

係

が

存

在

す

る

と

い

う

こ

と

で

あ

ろ

う

韓

国

昔

話

フ

ン

ブ

伝

の

類

話

の

場

合

兄

弟

の

対

立

関

係

と

い

う

家

族

内

の

対

立

関

係

が

存

在

す

る

一

方

日

本

昔

話

腰

折

雀

類

話

の

場

合

は

ほ

と

ん

ど

の

事

例

で

隣

の

人

と

の

対

立

関

係

で

あ

る

が

対

立

関

係

の

成

立
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し

な

い

話

も

存

在

す

る

こ

れ

に

対

し

宇

治

拾

遺

の

場

合

隣

の

人

と

の

対

立

関

係

と

と

も

に

老

婆

と

孫

と

の

対

立

関

係

も

併

存

す

る

と

こ

ろ

に

特

徴

が

あ

る

す

で

に

小

峯

和

明

氏

は

雀

報

恩

事

話

は

老

婆

と

子

孫

と

の

関

係

性

で

あ

り

そ

れ

を

軸

に

事

件

が

展

開

し

て

い

く

こ

と

は

注

目

す

べ

き

だ
３
３

と

し

構

成

の

特

徴

と

し

て

隣

人

と

の

対

立

関

係

の

ほ

か

家

族

間

の

対

立

・

葛

藤

関

係

が

存

在

す

る

と

述

べ

て

い

る

こ

の

よ

う

な

老

婆

と

孫

と

の

葛

藤

と

い

た

家

族

内

の

対

立

関

係

は

主

人

公

の

老

婆

だ

け

で

は

な

く

隣

の

老

婆

の

場

合

も

同

じ

展

開

が

見

ら

れ

そ

の

家

族

内

の

葛

藤

を

中

心

に

話

が

展

開

さ

れ

家

族

内

の

葛

藤

や

感

情

の

変

化

な

ど

が

詳

し

く

描

か

れ

て

い

る

そ

う

い

た

点

が

宇

治

拾

遺

雀

報

恩

事

特

徴

の

一

つ

で

あ

り

日

本

昔

話

腰

折

雀

類

話

と

は

異

な

る

口

承

の

昔

話

と

の

決

定

的

な

相

違

３
４

で

あ

る

と

言

え

よ

う

例

え

ば

子

供

が

投

げ

た

石

に

当

た

て

腰

を

折

ら

れ

た

雀

を

老

婆

は

い

そ

ぎ

と

り

て

息

し

か

け

な

ど

し

て

物

食

は

す

小

桶

に

入

て

夜

は

お

さ

む

明

れ

ば

米

食

は

せ

銅

薬

に

こ

そ

げ

て

食

は

せ

と

介

抱

す

る

そ

の

様

子

を

見

た

子

供

た

ち

は

あ

は

れ

女

な

と

じ

は

老

て

雀

か

は

る

ゝ

あ

は

れ

な

む

で

う

雀

か

は

る

ゝ

て

皮

肉

を

込

め

て

笑

う

ほ

か

老

婆

が

雀

か

ら

も

ら

た

種

を

植

え

て

い

る

様

子

を

見

て

も

皮

肉

を

込

め

て

笑

う

場

面

が

あ

る

家

庭

内

に

お

け

る

老

婆

の

位

置

に

つ

い

て

三

木

紀

人

氏

は

次

の

よ

う

に

述

べ

て

い

る

六

〇

歳

を

定

命

と

す

る

中

世

に

通

念

に

従

う

な

ら

彼

女

は

す

で

に

余

命

の

ほ

と

ん

ど

な

い

身

だ

が

し

ら

み

が

取

れ

る

程

度

な

の

だ

か

ら

視

力

も

従

て

体

力

一

段

も

か

な

り

健

在

の

よ

う

で

あ

る

し

か

し

子

や

孫

は

あ

ま

り

老

女

を

尊

重

し

て

い

な

い

ら

し

く

傷

つ

い

た

雀

を

彼

女

が

養

育

す

る

さ

ま

を

見

て

に

く

み

笑

う

こ

の

子

・

孫

の

嘲

笑

は

再

三

反

復

さ

れ

て

老

婆

の

立

場

を

背

後

か

ら

よ

く

浮

き

ぼ

り

に

し

て

い

る

老

女

は

家

の

中

で

尊

重

さ

れ

て

お

ら

ず

孤

立

ぎ

み

な

の

で

あ

る
３
５

三

木

氏

の

指

摘

の

通

り

老

女

に

対

し

て

子

供

が

笑

う

と

い

う

表

現

が

繰

り

返

し

反

復

さ

れ

て

い

る

こ

の

繰

り

返

し

の

表

現

に

よ

て

子

供

に

笑

わ

れ

て

い

る

老

婆

の

立

場

が

強

調

さ

れ

る

と

と

も

に

老

婆

に

対

す

る

子

供

の

態

度

や

家

庭

内

に

お

け

る

老

婆
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の

位

置

が

予

想

さ

れ

る

の

で

あ

る

同

じ

事

を

繰

り

返

し

て

表

現

す

る

と

い

う

こ

と

に

は

改

め

て

強

調

し

た

い

と

い

う

意

図

が

含

ま

れ

て

い

る

と

考

え

ら

れ

る

宇

治

拾

遺

雀

報

恩

事

構

成

に

お

い

て

繰

り

返

し

の

表

現

が

用

い

ら

れ

る

こ

と

は

宇

治

拾

遺

の

一

つ

の

特

徴

と

な

て

い

る

例

え

ば

昔

話

で

も

奄

美

大

島

昔

話

集

雀

の

恩

返

し
３
６

の

場

合

子

供

が

お

婆

さ

ん

を

憎

み

笑

う

と

い

う

事

が

繰

り

返

し

て

表

現

さ

れ

て

い

る

と

こ

ろ

は

雀

報

恩

事

と

よ

く

似

て

い

る

が

こ

の

話

に

は

悪

人

の

役

割

と

な

る

欲

深

い

隣

人

が

登

場

し

な

い

た

め

隣

人

と

の

対

立

関

係

は

成

立

し

な

い

腰

を

折

ら

れ

た

雀

を

介

抱

す

る

老

婆

の

行

動

や

雀

が

落

と

し

た

種

を

手

に

入

れ

て

大

事

に

し

て

い

る

老

婆

の

行

動

が

子

供

に

笑

わ

れ

て

い

る

に

も

か

か

わ

ら

ず

さ

は

れ

い

と

お

し

け

れ

ば

さ

は

れ

植

て

見

ん

と

言

い

な

が

ら

自

分

の

信

念

を

貫

き

雀

が

飛

べ

る

よ

う

に

な

る

ま

で

介

抱

し

て

雀

か

ら

種

を

も

ら

う

こ

と

に

な

る

の

で

あ

る

三

木

氏

は

こ

の

笑

ひ

と

さ

は

れ

の

組

み

合

わ

せ

の

反

復

は

子

・

孫

と

老

婆

と

の

関

係

を

端

的

に

示

す

の

に

な

か

な

か

効

果

的

で

あ

る

老

女

は

放

任

・

譲

歩

の

気

持

ち

を

示

す

こ

の

さ

は

れ

を

口

ぐ

せ

に

し

て

周

囲

と

の

摩

擦

を

回

避

す

る

な

ら

わ

し

と

し

て

い

る

か

の

よ

う

で

あ

る
３
７

と

述

べ

て

い

る

介

抱

し

た

雀

が

腰

を

治

て

飛

び

帰

る

と

老

女

は

退

屈

で

寂

し

く

な

り

ま

た

帰

て

来

る

の

で

は

な

い

か

と

待

つ

こ

の

行

動

か

ら

雀

に

対

す

る

老

女

の

過

剰

な

思

い

入

れ

と

は

か

な

い

期

待
３
８

が

詠

み

取

れ

る

そ

の

様

子

も

ま

た

人

や

子

供

に

笑

わ

れ

一

緒

に

住

ん

で

い

る

の

に

も

か

か

わ

ら

ず

家

族

と

の

あ

た

た

か

い

繋

が

り

の

な

い

孤

独

な

老

女

な

の

だ

と

い

う

こ

と

が

十

分

に

読

み

取

れ

る

こ

の

や

と

よ

と

い

う

詠

嘆

の

言

葉

を

繰

り

返

す

こ

と

に

よ

て

雀

と

離

れ

る

老

女

の

淋

し

さ

が

強

調

さ

れ

る

雀

が

戻

た

時

老

女

の

嬉

し

さ

は

あ

は

れ

に

忘

れ

ず

来

た

る

こ

そ

あ

は

れ

な

れ

と

文

頭

と

文

末

に

あ

は

れ

を

繰

り

返

し

使

う

こ

と

に

よ

て

嬉

し

く

て

興

奮

し

た

感

情

と

し

て

強

調

さ

れ

て

い

る

の

で

あ

る

世

話

を

し

た

雀

が

飛

び

帰

て

か

ら

老

女

は

退

屈

と

な

り

ま

た

寂

し

か

た

生

活

に

戻

て

し

ま

う

老

女

は

傷

つ

い

た

雀

を

喪

失

し

た

家

族

の

代

わ

り

の

よ

う

に

し

て

夜

も

昼

も

面

倒

を

み

た

の

で

あ

る

雀

が

治

て

飛

ん

で

行

た

の

は

喜

ば

し

い

こ

と

だ

た

が

そ

れ

は

新

た

な

家

族

と

の

別

れ

を

意

味
３
９

す

る

の

か

も

知

れ

な

い

種

か

ら

成

た

実
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を

老

女

は

喜

ん

で

子

供

だ

け

で

は

な

く

隣

の

人

々

に

も

食

べ

さ

せ

る

そ

の

行

動

は

疎

外

さ

れ

た

現

実

か

ら

脱

出

し

よ

う

と

す

る

老

女

の

努

力

と

意

図

が

含

ま

れ

て

い

る

と

考

え

ら

れ

る

経

済

力

が

な

く

家

族

内

で

疎

外

さ

れ

た

老

女

に

と

て

雀

は

新

た

な

家

族

の

よ

う

な

存

在

と

な

り

自

分

の

世

話

を

必

要

と

す

る

雀

の

報

恩

の

行

動

に

よ

て

老

女

は

失

た

家

族

内

へ

の

地

位

を

回

復

す

る

の

で

あ

る

２

雀

の

感

情

を

表

す

表

現

と

結

末

昔

話

と

比

べ

宇

治

拾

遺

雀

報

恩

事

の

最

も

大

き

な

特

徴

は

雀

が

感

情

を

持

て

い

る

こ

と

だ

ろ

う

フ

ン

ブ

伝

及

び

日

本

の

昔

話

で

は

雀

報

恩

事

の

よ

う

な

明

確

な

感

情

の

表

現

は

認

め

ら

れ

な

い

燕

は

江

南

の

国

に

帰

れ

る

時

は

必

ず

其

の

国

王

に

見

参

し

て

北

の

国

に

て

あ

り

し

色

の

事

共

を

報

告

す

る

掟

と

す

れ

ば

高

橋

亨

興

夫

伝

朝

鮮

の

物

語

集

こ

の

本

文

に

よ

る

と

燕

は

燕

の

国

に

戻

る

と

今

ま

で

の

出

来

事

を

国

王

に

報

告

す

る

そ

の

報

告

を

聞

い

た

国

王

は

其

は

い

と

殊

勝

な

る

人

間

か

な

己

れ

無

情

の

人

間

奴

い

て

復

讐

せ

て

あ

る

べ

き

と

怒

鳴

て

い

る

こ

こ

か

ら

燕

の

持

つ

フ

ン

ン

ブ

と

ノ

ル

ブ

に

対

す

る

感

情

が

読

み

取

れ

る

と

と

も

に

そ

の

報

告

に

よ

て

結

末

の

話

が

展

開

さ

れ

る

の

で

あ

る

し

か

し

朝

鮮

昔

話

百

選

ホ

ン

ブ

と

ノ

ル

ブ

で

は

ホ

ン

ブ

の

家

に

戻

て

き

た

燕

が

う

れ

し

い

声

を

出

し

な

が

ら

や

て

来

た

と

い

う

表

現

だ

け

で

対

照

さ

れ

る

感

情

の

表

現

は

表

さ

れ

て

い

な

い

こ

れ

に

対

し

宇

治

拾

遺

雀

報

恩

事

の

場

合

は

雀

の

心

に

も

か

く

や

し

な

ひ

い

け

た

る

を

い

み

じ

く

う

れ

し

く

と

思

け

り

雀

は

腰

う

ち

折

ら

れ

て

か

く

月

比

籠

め

置

き

た

る

を

よ

に

ね

た

し

と

思

ひ

け

り

と

二

人

の

老

女

に

対

す

る

雀

の

感

情

が

よ

く

表

さ

れ

て

い

る

危

な

い

と

こ

ろ

を

助

け

ら

れ

手

厚

く

介

抱

さ

れ

て

う

れ

し

い

と

思

う

の

は

ご

く

自

然

な

心

の

動

き

で

あ

て

注

意

し

た

い

の

は

そ

う

い

た

心

情

そ

の

も

の

で

は

な

い

こ

こ

で

雀

の

心

情

が

こ

と

さ

ら

に

語

ら

れ

て

い

る

点

で

あ

る
４
０

こ

の

う

れ

し

い

ね

た

し

と

い

う

老

女

と

隣

の

人

に

対

す

る

雀

の

持

つ
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感

情

に

よ

て

恩

返

し

復

讐

と

い

た

結

末

が

展

開

さ

れ

る

つ

ま

り

幸

を

受

け

ら

れ

る

媼

と

死

に

至

る

隣

の

媼

と

い

う

対

照

的

な

結

末

が

昔

話

に

見

ら

れ

る

よ

う

な

禁

忌

に

対

す

る

違

反

の

有

無

に

よ

て

で

は

な

し

に

媼

と

隣

の

媼

と

の

心

の

有

無

に

よ

て

分

け

ら

れ

る

と

こ

ろ

に

宇

治

拾

遺

の

表

現

の

特

質

は

認

め

ら

れ

る
４
１

の

で

あ

る

３

二

人

の

老

婆

の

家

庭

内

に

お

け

る

地

位

隣

の

老

女

の

行

動

は

穀

潰

し

の

く

せ

に

た

だ

家

に

ご

ろ

ご

ろ

し

て

い

な

い

で

隣

の

お

婆

さ

ん

を

す

こ

し

は

見

習

た

ら

ど

う

な

ん

で

す

か

と

家

族

か

ら

尻

を

た

た

か

れ

る

よ

う

な

気

持

ち
４
２

か

ら

始

ま

た

こ

こ

で

注

意

す

る

こ

と

は

隣

の

女

の

行

動

は

自

分

の

意

志

で

は

な

い
４
３

と

い

う

こ

と

で

あ

る

隣

の

女

の

真

似

の

動

機

は

豊

か

に

な

り

た

い

と

い

う

気

持

ち

だ

け

で

は

な

く

あ

の

隣

の

女

に

は

ま

さ

り

て

子

ど

も

に

ほ

め

ら

れ

ん

と

思

て

の

よ

う

に

子

共

た

ち

に

ほ

め

て

も

ら

い

た

い

と

い

う

こ

と

か

ら

始

ま

た

の

で

あ

る

す

な

わ

ち

老

婆

は

本

人

に

悪

意

が

な

く

懸

命

に

子

供

た

ち

に

気

に

入

ら

れ

よ

う

と

す

る

け

な

げ

さ

が

か

え

て

哀

れ

を

誘

う

そ

こ

に

は

最

初

の

老

婆

と

同

様

家

庭

で

の

地

位

の

あ

や

う

さ

よ

け

い

も

の

と

し

て

疎

外

さ

れ

た

老

人

の

宿

命

が

映

し

出

さ

れ

て

い

る
４
４

の

で

あ

る

前

述

し

た

善

人

の

役

と

な

る

老

女

の

疎

外

さ

れ

た

現

実

か

ら

脱

出

し

よ

う

と

す

る

努

力

に

通

じ

る

も

の

で

あ

る

し

か

し

隣

の

老

女

は

最

初

の

老

女

以

上

に

子

供

に

ほ

め

て

も

ら

い

た

い

負

け

た

く

な

い

と

雀

ど

も

あ

つ

ま

り

て

食

に

来

た

れ

ば

又

う

ち

く

し

け

れ

ば

三

打

折

ぬ

の

よ

う

に

わ

ざ

と

三

羽

の

雀

の

腰

を

折

る

こ

の

よ

う

な

設

定

に

よ

て

隣

の

老

女

の

欲

深

い

性

格

が

強

調

さ

れ

る

こ

の

三

と

い

う

数

字

は

物

語

を

動

的

に

展

開

さ

せ

る

力

が

あ

る

た

め

説

話

・

物

語

に

よ

く

出

る

数

字
４
５

で

あ

る

自

分

を

隣

の

老

女

に

比

べ

て

あ

し

ざ

ま

に

言

う

我

が

子

た

ち

の

鼻

を

あ

か

し

て

や

ろ

う

そ

れ

に

は

隣

の

老

女

よ

り

も

多

く

の

雀

に

恩

返

し

を

さ

せ

る

事

だ

と

子

ら

に

厄

介

者

視

さ

れ

て

い

る

負

い

目

か

ら

き

た

歪

ん

だ

自

己

顕

示

欲

に

基

づ

く

罪

深

い

殺

生
４
６

で

あ

る

だ

ろ

う

隣

の

女

の

真

似

の

行

動

は

動

機

に

悪

意

は

な

く

子

供

に

褒

め

て

も

ら

い

た

い

家

族

内

で

失

わ

れ

た

自

分

の

位

置

を

求

め
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た

い

と

い

う

気

持

ち

か

ら

始

ま

た

も

の

だ

が

手

段

と

方

法

を

問

わ

ず

そ

れ

だ

け

が

目

的

と

な

た

た

め

欲

深

い

悪

人

の

役

割

と

な

り

最

悪

の

結

末

と

な

た

の

で

あ

る

子

供

た

ち

は

腰

を

折

ら

れ

た

雀

を

介

抱

し

雀

が

落

と

し

た

種

を

手

に

入

れ

て

大

事

に

し

て

い

る

老

婆

の

行

動

に

対

し

て

皮

肉

を

込

め

て

笑

う

が

種

か

ら

ひ

さ

ご

が

成

り

余

る

と

媼

を

嗤

て

い

た

子

や

孫

た

ち

は

喜

ん

で

食

べ

て

い

る

宇

治

拾

遺

に

は

こ

の

よ

う

な

自

分

勝

手

な

言

動

の

あ

り

が

た

が

問

わ

れ

て

い

る

こ

の

よ

う

な

人

間

関

係

は

昔

話

に

は

な

い

そ

れ

は

恐

ろ

し

く

こ

の

物

語

が

都

市

の

も

の

で

あ

る

こ

と

に

基

づ

い

て

い

よ

う
４
７

と

指

摘

さ

れ

る

と

こ

ろ

で

あ

る

第

二

節

韓
国

昔

話

フ

ン

ブ

伝

の

話

型

一

昔

話

フ

ン

ブ

伝

の

類

話

日

本

の

説

話

研

究

に

お

い

て

韓

国

側

の

研

究

に

対

す

る

評

価

は

低

い

そ

の

意

味

で

も

日

韓

の

比

較

文

学

研

究

は

重

要

で

あ

る

韓

国

研

究

者

に

お

い

て

こ

れ

ま

で

フ

ン

ブ

伝

の

原

典

と

し

て

指

摘

さ

れ

る

説

話

を

整

理
４
８

す

る

と

次

の

よ

う

な

説

話

が

取

り

上

げ

ら

れ

る

①

旁
㐌

説

話

酉

陽

雑

爼

續

集

↓
新

羅

説

話
４
９

②

ひ

さ

ご

を

割

る

乙

女

若

し

く

は

瓢

箪

を

割

る

乙

女

↓
モ

ン

ゴ

ル

説

話

③

黄

雀

報

恩

捜

神

記

↓
中

国

説

話

(

補

注

１

-

２

)

④

雀

報

恩

事

宇

治

拾

遺

↓
日

本

説

話

⑤

舌

切

雀

↓
日

本

説

話

⑥

花

咲

爺

↓
日

本

説

話

⑦

海

幸

山

幸

説

話

↓
日

本

説

話
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⑧

瓢

説

話

賢

愚

経

巻

五

散

檀

寧

品

↓
イ

ン

ド

仏

典

説

話

旁

㐌

説

話

は

フ

ン

ブ

伝

の

以

外

宇

治

拾

遺

第

三

話

鬼

に

瘤

取

ら

ゝ

る

事

や

韓

国

昔

話

瘤

取

り

爺

類

型

の

話

の

原

典

と

し

て

も

指

摘

さ

れ

て

い

る
５
０

確

か

に

旁

㐌

説

話

の

内

容

か

ら

み

る

と

フ

ン

ブ

伝

と

雀

報

恩

事

と

同

様

鳥

の

登

場

や

善

人

と

悪

人

と

い

う

隣

人

と

の

対

立

関

係

は

似

て

い

る

が

瓢

な

ど

の

つ

る

性

植

物

は

登

場

し

な

い

そ

の

他

恩

返

し

の

方

法

に

つ

い

て

も

共

通

性

が

見

当

た

ら

な

い

た

め

旁

㐌

説

話

を

フ

ン

ブ

伝

の

原

典

と

断

定

す

る

に

は

無

理

が

あ

る

と

思

わ

れ

る

鬼

と

の

関

係

と

い

た

設

定

や

登

場

場

面

他

に

福

を

も

ら

う

罰

を

受

け

る

と

い

う

結

末

か

ら

考

え

る

と

前

半

部

分

は

フ

ン

ブ

伝

に

後

半

部

分

は

鬼

に

瘤

取

ら

ゝ

る

事

に

近

い

と

も

考

え

ら

れ

る

そ

れ

ら

に

つ

い

て

は

第

二

章

に

て

考

察

す

る

次

の

②

ひ

さ

ご

を

割

る

乙

女

は

先

ほ

ど

宇

治

拾

遺

雀

報

恩

事

の

先

行

研

究

に

お

い

て

述

べ

た

よ

う

に

日

本

で

は

鳥

居

君

子

氏

に

よ

り

瓢

箪

を

割

る

乙

女

と

し

て

紹

介

さ

れ

た

モ

ン

ゴ

ル

で

確

認

さ

れ

た

説

話

で

あ

る

こ

の

よ

う

な

評

価

に

対

し

て

特

に

韓

国

に

お

い

て

は

フ

ン

ブ

伝

類

話

の

原

典

と

し

て

初

め

に

注

目

さ

れ

た

説

話

ひ

さ

ご

を

割

る

乙

女

が

一

九

二

二

年

崔

南

善

氏

に

よ

り

雑

誌

東

明

に

外

国

か

ら

帰

化

し

た

朝

鮮

古

談

蒙

古

の

フ

ン

ブ

・

ノ

ル

ブ

の

題

で

紹

介

さ

れ

た

崔

南

善

氏

は

こ

の

話

を

紹

介

し

た

う

え

フ

ン

ブ

伝

と

類

似

し

て

い

る

点

に

注

目

し

朝

鮮

と

蒙

古

は

高

麗

時

代

か

ら

深

く

関

係

が

あ

り

そ

の

時

こ

の

話

が

伝

わ

た

か

ま

た

は

そ

の

反

対

で

あ

る

か

が

疑

問
５
１

で

あ

る

と

述

べ

て

い

る

ま

た

金

台

俊

氏

は

わ

が

郷

土

に

固

有

の

も

の

で

は

な

く

大

陸

か

ら

朝

鮮

日

本

ま

で

の

広

い

範

囲

に

渡

て

ひ

ろ

ま

て

き

た
５
２

と

指

摘

す

る

加

え

て

孫

晋

泰

氏

は

モ

ン

ゴ

ル

の

ひ

さ

ご

を

割

る

乙

女

を

フ

ン

ブ

伝

の

原

典

と

指

摘

し

元

々

モ

ン

ゴ

ル

に

帰

化

し

た

高

麗

の

女

性

に

よ

て

伝

播

さ

れ

た

話
５
３

で

あ

る

と

主

張

す

る

こ

の

よ

う

な

研

究

の

経

緯

に

つ

い

て

は

邊

恩

田

氏
５
４

は

採

録

地

や

語

り

手

・

出

典

な

ど

が

示

さ

れ

て

い

な

い

の

で

論

考

の

根

拠

が

弱

い

と

指

摘

し

て

い

る

印

権

煥

氏

は

ひ

さ

ご

を

割

る

乙

女

説

話

の

現

地

調

査

者

は

鳥

居

き

み

子

氏

で

あ

る
５
５

と

指

摘

し

た

す

な

わ

ち

ひ

さ

ご

を

割

る

乙

女

は

前

述

し

た

鳥

居

君

子

氏

の

脚

折

れ

燕

と

同

じ

事

例

で

あ

る

と

言

え

よ

う

確

か
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に

一

人

の

娘

と

欲

が

深

く

て

性

根

の

ね

じ

れ

た

隣

近

所

の

女

と

い

う

対

立

関

係

や

燕

の

登

場

瓢

の

種

と

い

う

恩

返

し

の

方

法

な

ど

は

似

て

い

る

た

だ

鳥

居

き

み

子

氏

の

脚

折

れ

燕

の

場

合

瓢

か

ら

出

る

も

の

は

お

米

で

あ

る

さ

ら

に

本

論

文

に

引

用

し

た

日

本

語

訳

で

は

脚

と

あ

る

が

崔

南

善

氏

の

蒙

古

の

フ

ン

ブ

・

ノ

ル

ブ

に

つ

い

て

ハ

ン

グ

ル

原

文

を

確

認

し

た

と

こ

ろ

原

文

で

は

脚

で

は

な

く

翼

と

あ

る

そ

の

た

め

原

文

ど

お

り

と

す

れ

ば

鳥

居

き

み

子

氏

脚

折

れ

燕

の

脚

と

は

異

な

る

の

で

あ

る
５
６

そ

の

他

張

徳

順

氏

は

瓢

の

モ

チ

フ

は

仏

典

賢

愚

経

か

ら

の

始

ま

り

で

あ

り

因

果

応

報

と

い

う

内

容

な

ど

が

仏

教

的

で

あ

る

こ

と

か

ら

イ

ン

ド

の

瓢

説

話

が

原

典

で

あ

る
５
７

と

指

摘

し

て

い

る

改

め

て

韓

国

口

碑

を

調

べ

た

と

こ

ろ

フ

ン

ブ

伝

の

類

話

は

現

在

の

と

こ

ろ

見

あ

た

ら

な

い

ノ

ル

ブ

と

ヒ

ン

ボ

の

話
５
８

フ

ン

ブ

と

ノ

ル

ブ

と

ト

ケ

ビ

の

棒
５
９

�
と

い

う

題

名

の

話

は

み

ら

れ

る

が

主

人

公

の

名

前

は

似

て

い

る

も

の

の

内

容

は

フ

ン

ブ

伝

と

は

全

く

違

て

い

る

こ

と

が

確

認

で

き

た

フ

ン

ブ

伝

の

類

話

が

パ

ン

ソ

リ

系

小

説

と

し

て

書

か

れ

た

作

品

と

す

れ

ば

原

典

と

な

る

説

話

の

指

摘

と

と

も

に

そ

の

説

話

と

小

説

と

の

影

響

関

係

や

構

成

の

変

化

な

ど

に

つ

い

て

は

こ

れ

か

ら

の

研

究

課

題

で

あ

ろ

う

以

上

の

よ

う

に

宇

治

拾

遺

成

立

時

期

を

鎌

倉

時

代

治

承

元

年

一

一

七

七

か

ら

仁

冶

三

年

一

二

四

二

ま

で

の

間

と

す

れ

ば

現

在

伝

え

ら

れ

て

い

る

フ

ン

ブ

伝

の

最

も

古

い

伝

本

一

八

六

〇

か

ら

一

八

七

〇

年

の

間

に

刊

行

さ

れ

た

と

推

定

と

宇

治

拾

遺

の

間

に

は

五

世

紀

ほ

ど

の

隔

た

り

が

あ

る

と

い

う

こ

と

に

な

る

パ

ン

ソ

リ

と

は

庶

民

た

ち

に

よ

て

演

じ

ら

れ

庶

民

の

間

に

流

行

し

て

い

た

庶

民

た

ち

の

芸

能

の

一

つ

で

あ

る

パ

ン

ソ

リ

演

唱

者

が

賎

民

と

し

て

篾

視

さ

れ

文

筆

力

に

乏

し

く

そ

の

伝

承

を

専

ら

口

伝

心

授

に

依

存

し

た

事
６
０

か

ら

パ

ン

ソ

リ

に

関

す

る

文

献

が

伝

わ

て

い

な

い

つ

ま

り

パ

ン

ソ

リ

は

記

録

物

で

は

な

く

口

伝

に

よ

て

伝

わ

た

そ

の

た

め

現

在

の

と

こ

ろ

パ

ン

ソ

リ

の

発

生

や

伝

承

な

ど

に

つ

い

て

は

明

ら

か

に

さ

れ

て

い

な

い

の

で

こ

れ

以

上

考

察

を

深

め

て

ゆ

く

こ

と

が

で

き

な

い
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二

韓

国

昔

話

フ

ン

ブ

伝

の

構

成

フ

ン

ブ

伝

は

韓

国

に

お

い

て

は

数

多

く

の

異

本

が

伝

わ

て

い

る

あ

ま

り

に

も

有

名

な

伝

承

で

あ

り

昔

話

の

形

態

を

強

く

残

す

事

例

か

ら

小

説

化

さ

れ

た

事

例

に

至

る

ま

で

幅

広

い

事

例

が

存

在

す

る

そ

こ

で

比

較

的

昔

話

に

近

い

事

例

と

雀

報

恩

事

の

事

例

と

を

事

項

群

の

配

列

に

お

い

て

比

較

を

試

み

雀

報

恩

事

と

韓

国

の

フ

ン

ブ

伝

の

特

質

に

つ

い

て

考

察

し

た

い

雀

報

恩

事

と

の

比

較

に

お

い

て

フ

ン

ブ

伝

に

つ

い

て

は

異

本

の

調

査

や

韓

国

の

資

料

を

用

い

る

必

要

が

あ

る

が

詳

細

な

検

討

は

他

日

を

期

し

た

い

ま

た

本

論

に

お

い

て

は

小

説

形

式

の

フ

ン

ブ

伝

は

考

察

の

対

象

と

し

な

い

本

論

で

は

構

成

の

考

察

上

日

本

語

で

翻

訳

さ

れ

た

朝

鮮

昔

話

百

選

ホ

ン

ブ

と

ノ

ル

ブ
６
１

を

用

い

る

朝

鮮

昔

話

百

選

ホ

ン

ブ

と

ノ

ル

ブ

の

事

項

分

析

を

示

す

と

次

の

よ

う

で

あ

る

蛇

が

燕

の

巣

を

襲

う

燕

が

脚

を

折

る

ホ

ン

ブ

が

燕

を

治

療

す

る

燕

が

完

全

に

回

復

す

る

燕

が

九

月

九

日

に

飛

び

去

る

燕

が

三

月

三

日

に

江

南

か

ら

戻

る

ホ

ン

ブ

が

喜

ぶ

燕

が

瓢

の

種

を

持

て

く

る

ホ

ン

ブ

が

不

審

に

思

う

ホ

ン

ブ

が

種

を

植

え

る

五

個

の

実

が

成

る

ホ

ン

ブ

が

一

つ

目

の

瓢

を

切

り

お

米

が

出

る
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ホ

ン

ブ

が

二

つ

目

の

瓢

を

切

り

お

金

が

出

る

ホ

ン

ブ

が

三

目

の

瓢

を

切

り

仙

女

が

現

わ

れ

る

仙

女

が

大

き

な

屋

敷

を

立

て

て

く

れ

る

ホ

ン

ブ

は

金

持

ち

に

な

る

ノ

ル

ブ

が

噂

を

聞

く

ノ

ル

ブ

が

金

持

ち

に

な

た

わ

け

を

聞

く

ノ

ル

ブ

が

家

に

巣

を

作

り

燕

を

待

つ

燕

が

巣

に

飛

ん

で

来

て

子

を

産

む

ノ

ル

ブ

が

無

理

に

燕

の

脚

を

折

る

ノ

ル

ブ

が

燕

を

治

療

す

る

ノ

ル

ブ

が

燕

か

ら

種

を

も

ら

う

ノ

ル

ブ

が

種

を

植

え

る

ノ

ル

ブ

が

一

つ

目

の

瓢

を

割

る

と

化

け

者

が

出

る

化

け

者

が

ノ

ル

ブ

を

叩

く

ノ

ル

ブ

が

二

つ

目

の

瓢

を

割

る

と

借

金

取

り

た

ち

が

出

る

借

金

取

り

た

ち

が

金

を

取

て

帰

る

ノ

ル

ブ

が

三

つ

目

の

瓢

を

割

る

と

臭

い

汚

れ

た

水

が

出

る

ノ

ル

ブ

が

ホ

ン

ブ

の

家

に

逃

げ

助

け

を

求

め

る

ホ

ン

ブ

は

半

分

の

財

産

を

ノ

ル

ブ

に

あ

げ

る

ノ

ル

ブ

は

反

省

す

る
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兄

弟

は

幸

せ

に

な

る

こ

れ

を

さ

ら

に

整

理

す

る

と

次

の

よ

う

な

単

純

な

事

項

群

に

ま

と

め

る

こ

と

が

で

き

る

蛇

が

燕

の

巣

を

襲

う

燕

が

脚

を

折

る

ホ

ン

ブ

が

燕

を

治

療

す

る

燕

が

完

全

に

回

復

す

る

燕

が

飛

び

去

る

燕

が

瓢

の

種

を

持

て

く

る

こ

れ

ら

が

基

本

的

な

事

項

群

で

あ

り

フ

ン

ブ

伝

の

話

型

を

示

す

も

の

と

言

え

る

事

項

の

次

元

で

み

る

と

朝

鮮

昔

話

百

選

ホ

ン

ブ

と

ノ

ル

ブ

は

日

本

の

昔

話

の

構

成

と

似

て

い

る

こ

と

が

分

か

る

ま

た

田

中

梅

吉

訳

興

夫

伝
６
２

八

束

周

吉

訳

興

夫

伝
６
３

と

比

べ

る

と

導

入

部

分

に

お

け

る

主

人

公

の

性

格

の

特

徴

を

表

す

表

現

な

ど

大

き

く

省

略

さ

れ

て

い

る

こ

と

が

分

か

る

６

４

さ

ら

に

本

文

の

よ

う

な

一

匹

の

蛇

が

現

れ

た

だ

一

匹

の

雛

燕

だ

け

は

危

う

と

こ

ろ

を

辛

う

じ

て

逃

れ

る

こ

と

が

出

来

た｣

な

ど

の

よ

う

に

蛇

の

数

や

命

の

助

か

た

燕

の

数

な

ど

は

昔

話

の

特

徴

上

語

り

手

に

よ

て

一

匹

と

も

二

匹

ま

た

は

強

調

す

る

た

め

数

多

く

の

蛇

に

も

変

化

す

る

可

能

性

が

高

い

と

推

測

で

き

る

第

三

節

宇

治

拾

遺

物

語

及

び

日

本

昔

話

腰

折

雀

類

話

と

韓

国

昔

話

と

の

比

較

こ

の

章

で

は

宇

治

拾

遺

雀

報

恩

事

及

び

日

本

昔

話

腰

折

れ

雀

類

話

と

韓

国

昔

話

フ

ン

ブ

伝

と

の

比

較

を

試



   
 

 
  
  

                

 

 

 

  
 

 
 

  

 
 

 

 

 

 
  

 

  
 

  

  
 
    
 
  
   
   
 

   
  
  

 
 
   
   
    
 
  

    
 
 

  
 

   
 

  

  
 

 
 
  

   
     
  
      
  
 
 

 
 
  
  

       

    

        

日

本

の

『
宇

治

拾

遺

』

「
雀

報

恩

事

」

及

び

日

本

昔

話

「
腰

折

雀

」

類

話

と

韓

国

の

昔

話

「
フ

ン

ブ

伝

」

を

比

較

す

る

と

、

私
は 

最

も

重

要

な

相

違

点

と

し

て

、

次

の

五

つ

の

点

を

取

り

上

げ

る

こ

と

が

で

き

る

と

考

え

る

。

①
隣

人

と

兄

弟

、

②
雀

と

燕

、

③
腰

と

足

、

④
贈

り

物

と

し

て

も

ら

っ

た

種

、

⑤
贈

り

物

か

ら

出

た

物 

さ

ら

に

、

雨

国

の

「
雀

報

恩

事

」

類

話

の

大

き

な

共

通

点

と

し

て

は

、

①
家

族

や

兄

弟

と

い

っ

た

人

間

関

係

内

の

葛

藤

、

②
動
物

結末 展開 発端

悪
役

費
役

出
て
き
た
物

霆
へ
の
贈
り
物

悪
役
の
篇

出
て
き
た
物

贈
り
物

戻
っ
た
時
期

飛
び
去
<5

た
時
期

・

9
^
5
1
^

物
1

対

立

麗

刺
し

f
れ

る=

・

i
に

な

る=

幸
せ
な 

1

甿

蜂

、
ム
カ
デ
、
ト
カ
ゲ
、
蛇

三
羽
か
ら
三
粒
の
種
i
七
•

八
つ
ほ
ど
の
瓢
の
実

自
ら
石
を
S
け
、

f
折

i
突

籠
(

三
S

米瓢
の
種
一
粒

i
た
く
さ
ん
の
実

二
十
日
後

費
後が

^t

•

た
石
丄
腰
が
！̂
^
る

雀六O
h

の

の

『宇

證

S 

「・

曇

弟

か

れ

る

華

S
t

を
反
省
)=

幸
せ
-

穩

に

な

る=

幸
せ
な
・

ト
ケ
ビ
、
霊

取

り

、
汚
れ
た
水
(

家
が
汚
水
に
沈
ん
で
し
ま
ぅ
)

一
つ
の

f
幾
つ
の
実

無
理
に
脚
を
折
っ
て
兹
(
| 

S

$
、
ぉ
< 
仙

女

i
い

瓶
®w

®

1
い
瓶
(

大
工
)

瓢
の
種
一
粒
i
五
個
の
実

朗
・

（11^1
1m

）

九
月
九
日

蛇
の
襲
い
で
巣
か
象
ち

f 
脚
が
！^
る

燕兄

対

弟

韓
国
昔
話
「
フ
ン
ブ
と
ノ
ル
ブ
」

み

た

い

。

(
【
表

1
】
参

照

。

S
昔

話

は

、

崔

S
『
韓

国

昔

話

百

選

』

「
ホ

ン

ブ

と

ノ

ル

ブ

」

1
較

対

象

と

す

る
) 

【
表

1
】

『
宇

治

拾

遺

」

及

び

韓

国

昔

話

「
腰

折

雀

」

類

話

対

照

表

-24 -



- 25 -

の

恩

返

し

③

善

人

に

は

福

を

悪

人

に

は

罰

が

当

た

る

と

い

う

勧

善

懲

悪

・

教

訓

的

な

話

で

あ

る

こ

と

が

取

り

挙

げ

ら

れ

る

１

隣

人

と

兄

弟

対

立

関

係

韓

国

昔

話

フ

ン

ブ

伝

類

話

の

場

合

兄

弟

の

対

立

関

係

や

燕

の

登

場

す

る

と

い

う

こ

と

に

は

変

わ

り

が

な

い

そ

れ

に

対

し

日

本

の

場

合

は

善

人

で

あ

る

主

人

公

対

欲

張

り

隣

の

婆

悪

役

を

中

心

と

し

て

話

が

展

開

さ

れ

る

事

例

が

多

く

私

が

確

認

し

た

五

十

五

話

の

中

で

は

・

対

立

関

係

の

な

い

話

一

〇

話

表

２

前

半

・

後

半

な

し

の

話

を

参

照

す

る

こ

と

・

兄

弟

対

立

関

係

一

話

水

沢

謙

一

お

ば

ば

の

昔

ば

な

し
６
５

の

話

を

除

く

と

ほ

と

ん

ど

が

隣

人

と

の

対

立

関

係

の

話

で

あ

る

関

敬

吾

氏

は

隣

の

爺

型

と

兄

弟

間

葛

藤

型

の

特

徴

に

つ

い

て

次

の

よ

う

に

論

じ

る

兄

弟

譚

隣

の

爺

は

社

会

的

モ

チ

フ

が

主

で

あ

る

人

間

の

社

会

生

活

に

お

け

る

相

互

関

係

相

互

の

社

会

的

葛

藤

が

そ

の

基

本

的

要

素

と

な

て

い

る

中

略

隣

の

爺

型

は

相

隣

り

す

る

二

つ

の

家

あ

る

い

は

爺

と

婆

と

の

闘

争

で

あ

る

善

良

な

る

も

の

が

勝

利

を

制

す

る

物

語

で

あ

り

倫

理

的

教

訓

的

要

素

を

多

分

に

も

つ

我

が

国

で

は

こ

の

型

の

昔

話

が

特

に

発

達

し

て

い

る

や

う

に

思

へ

る
６
６

ま

た

崔

仁

鶴

氏

は

隣

の

爺

型

が

集

成

に

一

四

型

が

認

め

ら

れ

る

が

韓

国

に

は

隣

人

型

が

九

型

兄

弟

間

葛

藤

は

一

八

型

も

及

ぶ

と

い

う

こ

と

を

取

り

上

げ

日

本

に

は

隣

の

爺

型

が

発

達

し

韓

国

に

は

兄

弟

間

葛

藤

型

が

発

達

し

た

の

は

両

民

族

の

間

に

家

族

制

度

と

財

産

の

分

配

な

ど

を

め

ぐ

る

社

会

的

構

造

の

相

違

い

か

ら

も

た

さ

れ

た
６
７

も

の

だ

と

論

じ

る

な

お

小

澤

俊

夫

氏

は

日

本

人

に

と

て

隣

へ

の

関

心

が

い

か

に

強

く

重

要

で

あ

た

か

を

知

る

こ

と

が

で

き

る

そ

れ

は

日

本

人

が

社

会

で

生

き

て

い

く

う

え

で

隣

に

関

心

を

は

ら

う

こ

と

が

必

要

で

重

要

で

あ

た

か

ら

で

あ

ろ

う
６
８

と

日

本

人

の

隣

へ

の

関

心

社

会

的

対

人

関

係

な

ど

が

日

本

に

お

い

て

隣

の

爺

型

が

発

達

し

た

原

因

の

一

つ

で

あ

る

と

述

べ

て

い

る
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つ

ま

り

両

者

の

相

違

は

両

国

の

社

会

制

度

の

影

響

を

受

け

て

い

る

と

言

え

る

だ

ろ

う

ま

た

稲

田

浩

二

氏

は

兄

弟

譚

と

隣

の

爺

譚

一

考

に

お

い

て

兄

弟

譚

形

式

の

分

布

地

域

と

隣

の

爺

譚

形

式

の

そ

れ

ぞ

れ

が

重

な

て

い

る
６
９

こ

と

を

根

拠

と

し

隣

の

爺

譚

は

兄

弟

譚

を

母

体

と

し

て

生

ま

れ

て

構

成

さ

れ

他

の

話

型

に

拡

大

さ

れ

た
７
０

も

の

だ

と

指

摘

す

る

そ

の

上

稲

田

氏

は

朝

鮮

半

島

で

は

兄

弟

間

日

本

で

は

隣

の

爺

と

の

葛

藤

が

存

在

す

る

が

中

国

大

陸

に

は

見

当

た

ら

な

い

と

い

う

こ

と

に

つ

い

て

日

本

で

は

兄

弟

譚

か

ら

隣

の

爺

譚

へ

の

転

成

も

な

お

東

ア

ジ

ア

伝

承

圏

の

中

で

大

陸

と

の

交

渉

を

保

ち

な

が

ら

行

わ

れ

沖

縄

県

で

は

ひ

き

つ

づ

き

兄

弟

譚

形

式

を

根

強

く

保

ち

西

日

本

各

地

で

は

モ

チ

フ

に

そ

の

あ

と

が

い

ち

じ

る

し

い

こ

れ

に

対

し

東

日

本

の

隣

の

爺

譚

構

成

は

大

陸

と

の

交

渉

の

絶

え

た

と

こ

ろ

で

自

由

な

展

開

を

み

せ

て

い

る

よ

う

で

あ

る
７
１

と

述

べ

隣

の

爺

型

と

兄

弟

間

葛

藤

型

は

地

域

上

伝

播

過

程

に

生

じ

た

も

の

で

あ

る

と

論

じ

て

い

る

さ

ら

に

小

峯

和

明

氏

は

こ

の

話

で

注

目

す

べ

き

は

老

婆

と

子

孫

と

の

関

係

性

で

あ

り

そ

れ

を

軸

に

事

件

が

展

開

し

て

い

く

こ

と

で

あ

る
７
２

と

し

隣

人

と

の

対

立

関

係

の

ほ

か

家

族

間

の

対

立

・

葛

藤

関

係

が

存

在

し

て

い

る

こ

と

を

指

摘

す

る

な

お

川

森

博

司

氏

は

日

本

で

は

一

般

的

に

隣

人

対

立

型

が

好

ま

れ

る

こ

と

韓

国

で

は

兄

弟

対

立

型

に

対

す

る

好

み

が

日

本

に

比

べ

か

な

り

強

く

あ

ら

わ

れ

る

と

述

べ

た

う

え

で

昔

話

の

伝

承

の

多

様

性

か

ら

考

え

て

直

接

・

単

純

に

社

会

組

織

と

昔

話

を

結

び

つ

け

る

こ

と

は

つ

つ

し

む

べ

き

で

あ

ろ

う

と

と

し

つ

つ

も

た

だ

昔

話

の

存

在

が

背

景

に

な

る

社

会

に

支

え

ら

れ

た

も

の

で

あ

る

以

上

実

際

に

実

際

社

会

と

の

あ

り

方

相

互

関

係

を

考

え

て

い

く

の

は

重

要

な

課

題

で

あ

る
７
３

と

し

て

昔

話

と

社

会

制

度

と

の

関

連

性

に

つ

い

て

語

る

川

森

氏

は

昔

話

と

は

伝

え

て

き

た

人

々

の

生

活

感

情

の

深

い

部

分

を

如

実

に

反

映

す

る

も

の
７
４

だ

と

い

う

昔

話

の

内

容

に

は

語

り

手

の

生

活

す

る

社

会

・

文

化

生

活

や

伝

承

の

目

的

な

ど

が

反

映

さ

れ

て

い

る

と

み

ら

れ

韓

国

で

は

兄

弟

対

立

型

が

日

本

で

は

隣

人

と

の

対

立

型

が

発

達

し

た

と

推

測

す

る

こ

と

も

可

能

で

あ

る

２

雀

と

燕

韓

国

昔

話

の

中

で

は

登

場

す

る

動

物

に

お

い

て

は

燕

と

決

ま

て

い

る

こ

と

に

対

し

日

本

は

雀

の

登

場

す

る

事

例

が

多

く

み

ら

れ

る

が

燕

の

事

例

も

見

ら

れ

る

例

え

ば

宇

治

拾

遺

雀

報

恩

事

の

類

話

の

中

で

京

都

府

与

謝

郡

伊

根

町

新

井
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に

伝

わ

る

燕

と

か

ぼ

ち
７
５

種

の

話

や

広

島

県

世

羅

郡

甲

山

町

芸

備

昔

話

集
７
６

甲

奴

郡

総

領

町

備

後

昔

話
７
７

に

伝

わ

れ

て

い

る

事

例

に

は

燕

が

登

場

す

る

高

木

敏

雄

氏

は

雀

と

燕

と

い

た

登

場

動

物

の

違

い

に

つ

い

て

宇

治

大

納

言

が

こ

の

話

を

翻

訳

す

る

時

分

に

燕

を

雀

に

直

し

て

瓢

の

内

容

を

簡

単

に

し

た

の

だ

と

思

わ

れ

る
７
８

と

指

摘

し

て

い

る

雀

は

日

本

や

韓

国

で

は

人

里

に

多

く

見

ら

れ

る

も

と

も

一

般

的

な

鳥

で

あ

る

特

に

日

本

で

は

昔

か

ら

白

い

ス

ズ

メ

は

来

福

の

兆

し

と

さ

れ

る

ほ

か

ス

ズ

メ

を

と

る

と

火

事

に

な

る

夜

盲

症

に

な

る

と

す

る

俗

信

は

多

く

ス

ズ

メ

を

保

護

し

よ

う

と

す

る

思

想

が

あ

た

と

さ

れ

て

い

る
７
９

他

に

も

ツ

バ

メ

を

殺

す

と

盲

目

に

な

た

り

火

難

に

あ

た

り

す

る

ツ

バ

メ

の

営

巣

を

家

運

も

勃

興

す

る

兆

し

と

見

反

対

ツ

バ

メ

の

渡

来

の

途

絶

を

そ

の

家

が

没

落

す

る

兆

し
８
０

と

考

え

ら

れ

た

よ

う

だ

こ

の

よ

う

に

日

本

で

は

地

域

に

よ

て

雀

と

と

も

に

燕

が

登

場

す

る

場

合

も

み

ら

れ

る

の

に

対

し

韓

国

昔

話

フ

ン

ブ

伝

の

類

話

の

中

で

は

日

本

の

よ

う

な

雀

の

登

場

す

る

話

は

見

当

た

ら

な

い

３

腰

と

足

韓

国

昔

話

フ

ン

ブ

伝

の

場

合

燕

の

怪

我

と

は

脚

が

折

れ

る

こ

と

を

意

味

し

て

い

る

の

に

対

し

日

本

の

場

合

は

各

地

域

に

よ

て

折

れ

る

と

こ

ろ

が

腰

脚

羽

骨

な

ど

と

異

同

が

あ

り

た

だ

怪

我
８
１

だ

け

と

す

る

事

例

も

見

ら

れ

る

そ

の

他

美

方

郡

村

岡

町

長

坂

の

伝
８
２

承

に

は

腰

折

れ

た

雀

と

足

折

れ

た

雀

が

同

時

に

登

場

す

る

事

例

も

あ

る

怪

我

の

原

因

に

つ

い

て

フ

ン

ブ

伝

の

類

話

は

蛇

や

大

蛇

な

ど

何

ら

か

の

も

の

に

襲

わ

れ

る

中

巣

か

ら

落

ち

て

怪

我

を

す

る

と

い

う

話

が

ほ

と

ん

ど

で

あ

る

が

宇

治

拾

遺

雀

報

恩

事

の

場

合

は

童

部

石

を

取

り

て

打

ち

た

れ

ば

当

た

り

て

腰

を

う

ち

折

ら

れ

に

け

り

と

あ

る

こ

の

よ

う

に

子

供

に

い

た

ず

ら

さ

れ

て

怪

我

を

す

る

と

い

う

類

話

は

埼

玉

県

所

沢

市

採

録

の

武

庫

川

越

昔

話

集
８
３

や

大

分

昔

話

集
８
４

奄

美

大

島

昔

話
８
５

に

も

伝

わ

る

そ

の

他

静

岡

県

浜

松

市

に

は

屋

根

か

ら

落

ち

て

き

た

足

の

折

れ

た

雀
８
６

と

い

う

話

が

伝

わ

れ

て

お

り

勝

田

郡

勝

田

町

の

腰

折

雀
８
７

苫

田

郡

上

斎

原

村

本

村

の

腰

折

雀
８
８

福

岡

県

甘

木

市

の

足

折

れ

雀
８
９

に

は

怪

我

の

原

因

は

な

く

怪

我

し

た

雀

を

拾

て

か

ら

介

抱

す

る

と

い

う

類

話

も

伝

わ

る
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４

動

物

か

ら

の

贈

り

も

の

日

本

・

韓

国

と

も

何

ら

か

の

贈

り

物

を

も

ら

う

こ

と

は

共

通

し

て

い

る

韓

国

の

場

合

表

３

で

示

し

た

a

p
の

う

ち

ｌ

小

澤

俊

夫

編

訳

つ

ば

め

の

足

ｍ

金

素

雲

カ

ボ

チ

の

種
９
０

の

ほ

か

全

て

の

贈

り

物

が

瓢

箪

で

あ

る

一

方

日

本

の

場

合

は

地

域

に

よ

て

瓢

箪

や

ふ

く

べ

の

以

外

世

名

羅

郡

甲

山

町

芸

備

昔

話

集
９
１

与

謝

郡

伊

根

町

丹

後

伊

根

の

昔

話
９
２

美

方

郡

村

岡

町

長

坂

の

伝
９
３

承

で

は

か

ぼ

ち

の

種

と

あ

り

出

雲

の

昔

話
９
４

で

は

す

い

か

の

種

若

狭

の

昔

話
９
５

阿

仁

昔

話

集
９
６

で

は

箱

と

様

々

な

種

類

が

出

て

く

る

す

で

に

大

島

建

彦

氏

は

全

国

に

分

布

す

る

腰

折

れ

雀

類

話

を

集

め

論

文

宇

治

拾

遺

と

昔

話

に

三

五

話

新

潮

日

本

古

典

集

成

に

は

四

五

話

の

事

例

を

挙

げ

て

い

る

地

域

別

に

資

料

を

紹

介

す

る

と

と

も

に

登

場

動

物

や

贈

り

物

と

し

て

も

ら

た

種

の

種

類

な

ど

に

つ

い

て

考

察

す
９

７

る

さ

ら

に

廣

田

收

氏

は

昔

話

腰

折

れ

雀

分

析

表

に

お

い

て

腰

折

れ

雀

類

話

三

三

話

に

つ

い

て

・

爺

・

隣

爺

雀

米

型

・

兄

弟

燕

大

工

型

と

分

類

し

た

上

で

発

端

展

開

結

末

と

分

け

対

立

人

物

登

場

動

物

贈

り

物

か

ら

出

て

来

た

物

に

つ

い

て

詳

し

い

分

析

を

行

な

て

い

る
９
８

こ

れ

ら

の

先

行

研

究

を

踏

ま

え

て

本

論

文

で

は

主

に

登

場

動

物

か

ら

贈

り

物

と

し

て

も

ら

た

種

か

ら

出

て

来

た

も

の

を

中

心

に

日

韓

比

較

考

察

を

試

み

た

い

先

に

日

本

昔

話

腰

折

れ

雀

類

話

に

お

い

て

瓢

の

実

か

ら

出

て

来

た

も

の

が

何

か

と

い

う

こ

と

に

つ

い

て

改

め

て

調

べ

一

覧

表

を

作

成

し

表

２

と

す

る

三

〇

頁

参

照

表

２

に

よ

る

と

比

較

対

象

と

な

る

総

計

五

五

話

の

中

贈

り

も

の

か

ら

出

て

き

た

も

の

の

中

で

お

米

が

出

る

と

い

う

話

は

四

〇

の

話

①

㊵

番

が

認

め

ら

れ

お

米

と

と

も

に

お

金

や

金

銀

な

ど

宝

物

が

出

て

来

る

と

い

う

話

は

六

話

金

銀

や

宝

物

の

み

が

出

る

と

い

う

話

は

八

が

認

め

ら

れ

る

そ

の

ほ

か

大

工

登

場

の

話

㊵

話

や

実

際

大

工

は

登

場

し

な

い

が

出

て
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き

た

お

米

を

売

て

家

を

建

て

直

す

と

い

う

設

定

の

話

㉕

話

も

見

ら

れ

る

こ

の

ほ

か

㊾

番

事

例

の

よ

う

な

叩

き

な

が

ら

欲

し

い

も

の

を

言

う

と

何

で

も

出

て

来

る

と

い

う

モ

チ

フ

は

韓

国

昔

話

ト

ケ

ビ

の

棒

の

類

型

と

融

合

し

た

も

の

と

理

解

で

き

よ

う

ほ

か

に

は

着

る

も

の

が

出

る

○5 3
話

と

か

病

気

を

治

し

て

く

れ

る

㊿

話

と

か

お

米

な

ど

の

代

わ

り

に

瓢

箪

や

か

ぼ

ち

そ

の

も

の

を

食

べ

る

と

い

う

話

㉞

・

○5 2
と

番

事

例

も

見

ら

れ

る

し

か

し

⑯

話

と

㉜

話

の

場

合

は

悪

役

が

瓢

箪

の

実

を

周

り

の

人

に

食

べ

さ

せ

た

と

こ

ろ

腹

痛

に

み

ま

わ

れ

て

恨

み

を

か

う

と

い

う

設

定

は

宇

治

拾

遺

と

同

様

で

あ

る

ほ

か

○5 4
と

○5 5
話

の

よ

う

に

前

半

に

あ

た

る

恵

ま

れ

る

よ

う

な

も

の

の

登

場

は

見

ら

れ

な

い

が

悪

役

に

罰

が

当

た

る

と

い

う

後

半

の

み

の

話

も

見

ら

れ

る

先

行

研

究

に

よ

り

㉕

話

は

兄

弟

対

立

や

燕

の

登

場

す

る

点

㊵

話

の

場

合

は

大

工

家

建

て

の

モ

チ

フ

か

ら

韓

国

昔

話

と

類

似

す

る

こ

と

が

指

摘

さ

れ

て

き
９
９

た

出

雲

の

昔

話

の

場

合

足

を

折

ら

れ

た

燕

の

登

場

や

日

本

昔

話

腰

折

れ

雀

類

話

に

は

珍

し

く

贈

り

物

で

あ

る

瓢

の

実

か

ら

大

工

が

出

て

来

て

家

を

建

て

る

と

い

う

点

か

ら

考

え

る

と

確

か

に

韓

国

昔

話

と

か

な

り

類

似

す

る

よ

う

だ

が

こ

の

話

に

は

兄

弟

や

隣

の

人

と

の

対

立

と

い

た

後

半

に

当

た

る

部

分

が

な

い

表

２

に

よ

る

と

⑦

話

・

⑧

話

で

は

悪

役

の

贈

り

物

か

ら

蛇

や

虫

な

ど

が

出

て

来

る

他

の

話

は

違

い

大

入

道

や

乞

食

お

坊

さ

ん

な

ど

が

出

て

来

る

⑦

話

の

場

合

は

大

入

道

が

出

て

き

て

こ

れ

か

ら

も

悪

い

事

を

す

れ

ば

絞

め

殺

す

ぞ

と

脅

迫

す

る

場

面

が

あ

り

⑧

話

の

場

合

は

乞

食

や

お

坊

さ

ん

が

出

て

き

て

は

ぜ

ん

を

く

れ

ぜ

ん

を

く

れ

と

お

金

を

取

ろ

う

と

す

る

実

際

取

ら

れ

た

と

い

う

結

果

に

あ

た

る

場

面

ま

で

は

描

い

て

い

な

い

が

こ

の

話

の

よ

う

に

悪

役

を

脅

か

す

か

㉕

話

・

㉛

話

の

よ

う

に

ネ

ズ

ミ

な

ど

が

出

て

き

て

家

や

財

物

を

壊

し

て

し

ま

う

か

も

し

く

は

虫

を

退

治

し

よ

う

と

火

を

付

け

た

が

間

違

て

自

分

の

家

を

燃

や

し

て

し

ま

う

と

い

う

結

果

と

し

て

は

悪

役

の

持

つ

家

や

財

産

を

失

く

す

と

い

う

設

定

で

あ

る

こ

れ

ら

は

韓

国

昔

話

フ

ン

ブ

伝

類

話

で

は

よ

く

見

当

た

る

場

面

で

あ

る

ほ

か

韓

国

昔

話

の

場

合

兄

弟

対

立

関

係

の

中

に

は

貧

乏

前

半

対

金

持

ち

後

半

と

い

た

二

重

の

対

立

関

係

が

成

立

す

る



       
     

 
 
 
 
 

  

   

  

 

 

 

 

 

  
    

    

    

   

 

  
  

 

 

    
 

 

   

 

 

 

 
  

 

 

 

 

  

 

⑬ ⑧

絲
瓜

肇 霧
早

4
?

5
0

戰

早

-
つ

・
早

瓢

2
0

〜3
0

警瓢

8
つ

警 ふ
く
べ

3 i

単
3
つ

甄
単

暨 B
単

ふ
く
べ

3 Q

 

I

霧
早 種

米米
、
お
金

米米米白
米

白
米

白
米

米米 米
、
壷

(

塞

着
る

^

米
、
乳
、
〈・

米米
、

米
、
金

米米米
、
お
酒

前
半
(

雲

攀

な

し

だ
ん
ご
蜂
、
ム
カ
デ

蜂
、

®
单
を
食
べ
る
と
下

痢 擊

な

し

蛇後
半
な
し

蛇
、
蛙

蛇蛇
、
と
か
げ
、

ム
カ
、デ

咤

ナ

メ

ロ

蜂
、W

坊
さ
ま
、
ア 

ブ 蜂
、
乳

(

ま
ず
い
)

、
泥
、
 

大

入

道

酒

(
f
下
だ
)

は
ち
' 

と
げ
、
糞

う
じ
、
虫
、

蛇
、
ム
カ
デ
、
ケ
ジ
ケ
ジ
、
 

ト
カ
ゲ

虫
ケ
ラ

蛇後

*
響

㉛㉝ ㉕㉖㉗㉖㉙㉚㉛㉜㉝㉞㉟㉟ ㉓㉔ ㉑㉒ ⑳⑲

表

2
】
日

本

昔

話

「
腰

折

雀

」

の
類
話
事
例
一 

(

前

半

(

善

役

)
と

後

半

(

悪

役

)
に

、
警

単

警瓢S
単1 警警警縣

早
暨 S

早

警趣
単

警S
宝
槌

難
単

瓢警

米米
、
お
金
、
宝
物

白
米

白
米

米
、
縣

へ

る

米米米米米
、
盡

白
米

米
、
宝

白
米

米米上
白
米

米米白
米

白
米

蛇
、
蜂
' 

百
足

瓦
、
震

虫

、

蛇
、
哮

-

备

虫
、

へ
つ
ち 

ん
虫

蛇
、
蜂
、
百

早

と

か

げ

ま
む
し
、
百

^
蟇

蛇蛇
、
食
べ
る

i
通

蜂
、
鼠

後

毒

し

咤

主

寇

'
ム
カ
デ

後

若

し

蛇
、
蜂
、
ア
ブ

咤

蜂

、
ム
カ
デ

當

な

は

ち

、
鼠

蛇
、
ま
む
し

蛇
、
ム
カ
デ

盲
人

蛇
、
ミ
ミ
ズ

咤

蜂

、
百

卑

と

か

げ

蛇
、
蜂
、
ム
カ
デ

覧

表

T
。
。
)

贈

り

も

の

と

し

て

も

ら

つ

た

種

の

種
類

© © © ©F ⑬E5:

L
d

&■£■ ㉚WU U

S rr-
瓜

」

-
1

1

霧

1 」

-

S
-

1
-

1 

j

一

小

箱

i

-

1
厂-

1S5贾 S

前

^
し

前
半
な
し

着
る
物

南

瓜

ベ

る

た
く
さ
ん
の
豆

毚

が

治

る

欲

し

が

る

物

は

何

で

含

て

来

る

、
眼
鏡

宝・黄
金

金金毎
日

-
^

1 

つ

お
金

お
金

米
、
大
工
、

-
ん
、
 

r-
味r

・

米
、
小

箱

食

べ

物

蛇蛇 蛇
、

お
た
ま
じ
や
く
し
、

ミ
ミ
ズ

ミ
ミ
ズ
、
ト
カ
ゲ
、
百

运

蛙

- 
.
.
.
.

一

(

憂

$
又
た
所
か
ら
)

く

ち
な
わ
、

ミ
ミ
ズ

失
敗

亡
目
人

咤

蜂

、
百
足

蛇
、
蜂

覽蛇家
が
燃
え
る

後

・

し

轉

ム

ヵ

デ

蛇
、

^
ま
む
し

後

若

し

後

S
し

が

同

じ

で

あ

る

場

合

、

後

半

は

、

空
欄
に
し
た

-30 -
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そ

の

た

め

貧

乏

前

半

に

は

恩

返

し

と

し

て

財

物

を

与

え

ら

れ

る

も

の

の

金

持

ち

で

あ

る

悪

人

後

半

に

は

罰

の

一

つ

の

方

法

と

し

て

元

々

持

て

い

た

財

産

さ

え

取

て

し

ま

う

と

い

う

設

定

に

な

た

の

で

は

な

い

か

特

に

⑧

話

小

沢

謙

一

お

ば

ば

の

昔

ば

な

し

に

掲

載

さ

れ

て

い

る

事

例

の

場

合

兄

弟

間

の

対

立

関

係

を

な

す

も

の

や

脚

を

折

ら

れ

た

燕

の

登

場

そ

し

て

贈

り

物

も

の

か

ら

ど

ん

な

病

気

で

も

治

し

て

く

れ

る

薬

の

入

た

壺

韓

国

の

場

合

は

瓶

が

出

て

来

る

点

そ

し

て

乞

食

・

お

坊

さ

ん

が

出

て

き

て

お

金

を

取

ろ

う

と

す

る

点

か

ら

み

る

と

韓

国

昔

話

フ

ン

ブ

伝

の

類

話

と

か

な

り

類

似

す

る

次

は

韓

国

昔

話

フ

ン

ブ

伝

類

話

に

つ

い

て

贈

り

も

の

か

ら

出

て

来

た

も

の

に

つ

い

て

考

察

す

る

す

で

に

邊

恩

田

氏

は

フ

ン

ブ

伝

の

伝

本

の

比

較

考

察

に

お

い

て

各

伝

本

に

よ

る

贈

り

も

の

か

ら

出

て

来

た

も

の

の

違

い

に

つ

い

て

論

じ

て

い

る

１

０

１

本

論

文

に

お

け

る

宇

治

拾

遺

雀

報

恩

事

及

び

日

本

昔

話

腰

折

れ

雀

と

の

比

較

に

お

い

て

は

韓

国

の

パ

ン

ソ

リ

唱

本

や

小

説

と

い

た

フ

ン

ブ

伝

の

形

式

の

中

で

同

じ

形

式

上

主

に

説

話

や

昔

話

を

中

心

に

日

韓

比

較

考

察

を

試

み

た

い

そ

れ

に

よ

て

総

計

一

六

話

a

p

の

韓

国

昔

話

フ

ン

ブ

伝

の

類

話

を

比

較

対

象

と

し

贈

り

も

の

か

ら

出

て

来

た

も

の

に

つ

い

て

一

覧

表

を

作

り

表

３
１

０

２

と

す

る

表

３

に

は

韓

国

昔

話

フ

ン

ブ

伝

類

話

の

場

合

伝

本

の

系

統

に

瓢

の

実

の

数

が

根

拠

に

な

る

１

０

３

と

い

う

こ

と

も

あ

り

実

の

数

を

示

し

た

表

３

に

よ

る

と

比

較

対

象

と

な

る

一

六

話

の

中

大

工

が

登

場

す

る

話

は

一

四

話

大

工

と

米

も

し

く

は

穀

物

が

出

て

来

る

話

は

一

二

話

で

あ

り

大

工

の

登

場

は

見

当

た

ら

ず

米

の

み

が

出

て

来

る

と

い

う

話

は

一

話

で

あ

る

ほ

か

大

工

も

米

の

登

場

も

見

当

た

ら

な

い

話

が

一

話

あ

る

韓

国

昔

話

は

日

本

昔

話

と

比

べ

大

工

と

と

も

に

お

米

も

し

く

は

穀

物

が

出

て

く

る

話

が

多

い

そ

の

ほ

か

魔

法

の

瓶

の

よ

う

な

も

の

か

ら

大

工

が

出

た

り

何

の

病

気

で

も

治

し

て

く

れ

る

薬

が

出

て

き

た

り

す

る

悪

役

の

贈

り

も

の

か

ら

は

盲

人

や

お

坊

さ

ん

な

ど

様

々

な

人

な

る

も

の

が

出

て

き

て

お

金

を

取

て

帰

た

り

汚

れ

た

水

な

ど

が

出

て

家

を

沈

ま

せ

た

り

す

る

な

ど

財

産

を

失

く

す

よ

う

場

面

が

多

い

韓

国

昔

話

は

瓢

か

ら

お

米

の

ほ

か

何

の

病

気

も

治

し

て

く

れ

る

薬

大

工
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ト

ケ

ビ

化

け

物

な

ど

様

々

な

存

在

が

登

場

す

る

特

に

大

工

が

出

て

家

を

建

て

る

と

い

う

モ

チ

フ

は

比

較

対

象

と

な

る

一

六

話

の

中

一

四

話

と

あ

る

こ

の

よ

う

な

大

工

家

建

て

モ

チ

フ

に

つ

い

て

雀

報

恩

事

や

室

町

時

代

の

御

伽

草

子

雀

の

夕

顔

な

ど

の

古

い

時

代

の

も

の

に

は

見

ら

れ

ず

さ

ら

に

昔

話

に

お

い

て

も

他

の

採

録

例

に

ま

た

く

見

あ

た

ら

な

い

き

わ

め

て

特

異

で

異

質

な

お

も

む

き

を

感

じ

さ

せ

る

も

の

１

０

４

で

あ

る

と

指

摘

さ

れ

る

そ

れ

に

対

し

雀

報

恩

事

は

白

米

の

入

り

た

る

な

り

思

ひ

か

け

ず

あ

さ

ま

し

と

思

ひ

て

大

な

る

物

に

皆

を

移

し

た

る

に

同

じ

や

う

に

入

れ

て

あ

れ

ば

と

い

く

ら

移

し

て

も

減

る

こ

と

の

な

い

白

米

が

出

て

き

て

裕

福

に

な

る

と

い

う

設

定

で

あ

る

一

方

隣

の

人

の

瓢

か

ら

は

虻

蜂

む

か

で

と

か

げ

蛇

な

ど

が

た

く

さ

ん

出

て

き

て

老

婆

や

子

共

を

刺

し

殺

し

て

し

ま

う

と

い

う

結

末

で

あ

る

人

が

出

て

来

る

事

例

は

見

当

た

ら

な

い

ち

な

み

に

邊

恩

田

氏

は

大

工

の

家

建

て

の

モ

チ

フ

が

韓

国

の

昔

話

と

類

似

す

る

と

い

う

指

摘

は

き

わ

め

て

重

要

１

０

５

で

あ

る

と

述

べ

る

ほ

か

日

本

昔

話

事

典

で

は

大

工

の

家

建

て

の

モ

チ

フ

の

伝

承

地

と

し

て

島

根

県

・

広

島

県

を

取

り

上

げ

登

場

動

物

が

雀

で

は

な

く

韓

国

の

よ

う

に

燕

に

な

て

い

る

類

話

の

伝

承

地

と

し

て

新

潟

県

・

長

野

県

・

岐

阜

県

・

宮

越

県

な

ど

を

取

り

上

げ

古

代

よ

り

朝

鮮

半

島

と

地

理

的

に

近

く

歴

史

・

文

化

的

に

関

わ

り

が

緊

密

で

あ

た

こ

と

か

ら

山

陰

地

方

か

ら

東

ア

ジ

ア

大

陸

と

の

昔

話

の

交

渉

の

根

の

探

さ

が

確

認

さ

れ

た

だ

け

で

は

な

く

山

陰

地

方

か

ら

東

北

地

方

へ

の

伝

播

も

想

定

さ

れ

る

１

０

６

と

論

じ

る

さ

ら

に

鄭

忠

権

氏

は

瓢

か

ら

宝

物

が

出

て

く

る

モ

チ

フ

に

つ

い

て

次

の

よ

う

に

説

く

フ

ン

ブ

伝

は

兄

弟

間

の

友

愛

と

朝

鮮

後

期

一

般

庶

民

の

富

に

関

す

る

問

題

を

扱

て

い

る

こ

の

作

品

で

注

目

す

べ

き

と

こ

ろ

は

朝

鮮

後

期

農

民

達

を

苦

し

め

た

貧

窮

の

問

題

で

あ

ろ

う

朝

鮮

後

期

社

会

変

動

の

最

中

土

地

を

失

く

し

た

農

民

の

数

が

急

増

す

る

こ

と

と

な

り

そ

れ

ら

の

ほ

と

ん

ど

は

生

存

を

襲

わ

れ

る

ほ

ど

貧

し

い

限

り

で

あ

た

瓢

を

割

る

と

宝

物

が

出

る

と

い

う

非

現

実

的

な

発

想

は

こ

の

よ

う

な

当

時

の

現

実

的

状

況

と

関

連

つ

け

て

み

る

と

理

解

で

き

る

も

の

で

こ

の
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よ

う

な

非

現

実

的

要

素

は

農

民

達

が

直

面

す

る

絶

対

貧

窮

と

不

可

能

な

富

へ

の

念

願

に

対

す

る

逆

説

的

表

現

で

む

し

ろ

強

い

現

実

性

を

表

し

た

と

も

言

え

る

１

０

７

鄭

忠

権

氏

の

指

摘

さ

れ

る

よ

う

に

フ

ン

ブ

伝

に

描

か

れ

て

い

る

内

容

と

モ

チ

フ

な

ど

か

ら

当

時

の

社

会

的

変

化

が

作

品

の

中

に

現

れ

た

も

の

だ

と

考

え

ら

れ

る

ほ

か

に

表

３

に

お

い

て

伝

来

童

話

集

金

徳

順

昔

話

集

朝

鮮

伝

来

童

話

集

に

は

主

人

公

が

瓢

箪

を

切

り

な

が

ら

歌

を

歌

う

場

面

が

あ

る

そ

の

歌

は

三

回

・

四

回

と

繰

り

返

し

歌

わ

れ

て

い

て

日

本

昔

話

に

は

見

当

た

ら

な

い

お

わ

り

に

恩

返

し

に

つ

い

て

比

較

の

論

点

を

ま

と

め

て

み

よ

う

１

日

本

昔

話

及

び

宇

治

拾

遺

第

四

八

話

腰

折

雀

の

場

合

①

種

と

種

な

し

箱

型

②

お

米

・

金

銀

・

宝

物

蛇

・

虫

な

ど

が

出

て

き

て

善

役

に

は

福

を

悪

役

を

脅

か

す

と

い

う

設

定

③

前

半

財

物

が

与

え

ら

れ

る

後

半

蛇

や

虫

な

ど

に

刺

さ

れ

る

か

刺

殺

さ

れ

る

身

体→

一

次

懲

罰

２

韓

国

昔

話

フ

ン

ブ

伝

の

場

合

①

種

型

②

大

工

が

出

て

き

て

家

を

建

て

穀

物

・

金

銀

な

宝

物

が

出

て

善

役

に

は

福

を

与

え

悪

役

に

は

人

な

る

も

の

が

出

て

き

て

お

金

な

で

財

物

を

取

て

帰

る

③

前

半

財

物

が

与

え

ら

れ

る

後

半

異

界

の

も

の

か

ら

叩

か

れ

て

脅

か

さ

れ

る

身

体→

一

次

懲

罰
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お

金

を

取

ら

れ

家

や

財

産

が

な

く

な

る

財

産

没

収→

二

次

懲

罰

以

上

宇

治

拾

遺

雀

報

恩

事

と

韓

国

昔

話

フ

ン

ブ

伝

の

類

話

を

調

べ

両

国

の

話

の

構

成

や

特

徴

な

ど

の

比

較

を

通

じ

て

共

通

点

と

相

違

点

に

つ

い

て

分

析

し

各

話

の

特

徴

と

関

連

性

に

つ

い

て

考

察

し

て

き

た

同

じ

出

典

か

ら

伝

わ

た

と

さ

れ

る

昔

話

に

あ

て

も

言

語

の

違

い

信

仰

の

違

い

習

慣

の

違

い

な

ど

が

昔

話

の

変

化

を

も

た

ら

す

原

因

１

０

８

と

な

り

ま

た

伝

播

経

路

や

社

会

的

環

境

や

目

的

語

り

手

な

ど

に

よ

て

話

の

内

容

や

構

成

が

少

し

ず

つ

変

化

し

て

い

く

と

考

え

ら

れ

る

さ

ら

に

宇

治

拾

遺

雀

報

恩

事

及

び

日

本

・

韓

国

の

類

話

昔

話

腰

折

れ

雀

の

よ

う

な

勧

善

懲

悪

教

訓

的

な

話

に

つ

い

て

小

林

智

昭

氏

は

善

因

善

果

の

信

仰

が

庶

民

の

心

に

明

る

く

受

け

と

め

ら

れ

て

い

る

の

で

あ

り

典

型

的

な

悪

因

悪

果

の

応

報

譚
１

０

９

で

あ

る

と

述

べ

る

新

編

全

集

は

一

対

主

人

公

の

幸

不

幸

を

語

る

が

二

人

の

人

柄

に

は

善

悪

と

い

た

対

象

ら

し

き

も

の

は

な

く(

中

略)
勧

善

懲

悪

譚

的

色

彩

は

希

薄

で

あ

る

む

し

ろ

一

見

さ

り

げ

な

く

素

朴

な

よ

そ

お

い

の

中

二

人

の

老

女

の

孤

独

と

心

情

の

ゆ

れ

幸

不

幸

と

い

う

も

の

の

条

理

と

不

条

理

な

ど

を

独

特

な

人

生

批

評

に

も

と

づ

い

て

描

く

も

の

か

と

思

わ

れ

る
１

１

０

と

い

う

私

は

む

し

ろ

本

説

話

が

鎌

倉

初

期

の

京

都

に

お

け

る

家

族

を

描

く

こ

と

に

よ

て

働

か

ず

役

に

立

た

な

い

老

女

が

ひ

さ

ご

に

よ

て

財

を

成

す

存

在

に

な

る

や

手

の

ひ

ら

を

返

し

た

よ

う

に

大

切

に

扱

お

う

と

す

る

家

族

の

打

算

的

な

態

度

を

風

刺

し

た

も

の

と

み

る

内

容

の

点

か

ら

両

話

の

構

成

や

表

現

上

の

特

徴

に

つ

い

て

比

較

考

察

す

る

と

共

通

点

と

し

て

挙

げ

ら

れ

る

の

は

ま

ず

善

人

と

そ

れ

を

真

似

す

る

悪

人

二

つ

は

動

物

の

報

恩

三

つ

は

勧

善

懲

悪

教

訓

的

な

話

で

あ

る

一

方

相

異

点

は

ま

ず

隣

の

人

と

の

葛

藤

と

兄

弟

間

の

葛

藤

二

つ

目

は

雀

と

燕

と

い

う

登

場

動

物

の

違

い

三

つ

目

は

瓢

か

ら

出

た

も

の

の

違

い

四

つ

目

は

死

と

い

う

不

幸

対

幸

せ

な

結

末

な

ど

が

挙

げ

ら

れ

る

ま

た

雀

報

恩

事

の

季

節

は

全

体

的

に

春

を

中

心

と

す

る

が

韓

国

は

三

月

三

日

九

月

九

日

と

あ

り

お

そ

ら

く

年

中

行

事

と

の

関

わ

り

を

示

す

時

期

が

設

定

さ

れ

た

と

考

え

ら

れ

る

さ

ら

に

こ

の

昔

話

の

注

目

す

べ

き

大

き

な

相

違

点

は

瓢

か

ら

出

た

物

の

違

い

で

あ

ろ

う

瓢

か

ら

物

が

出

て

来

て

善

人

に

は
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福

を

悪

人

に

は

罰

が

当

た

る

と

い

う

結

果

は

変

わ

ら

な

い

が

日

本

・

韓

国

の

各

話

の

伝

承

地

ま

た

は

語

り

手

に

よ

て

瓢

か

ら

出

た

も

の

に

は

大

き

な

変

化

が

あ

る

と

い

う

こ

と

が

分

か

る

韓

国

昔

話

の

場

合

ほ

と

ん

ど

の

事

例

で

は

瓢

の

種

と

あ

る

が

日

本

昔

話

の

場

合

は

前

述

し

た

よ

う

に

各

伝

承

地

に

よ

て

ひ

う

た

ん

す

い

か

カ

ボ

チ

な

ど

の

異

同

が

見

ら

れ

る

結

末

に

つ

い

て

は

雀

報

恩

事

の

場

合

は

反

省

す

る

機

会

も

与

え

ら

れ

ず

悪

人

は

刺

し

殺

さ

れ

る

が

フ

ン

ブ

伝

の

類

話

の

場

合

は

悪

人

で

あ

る

ノ

ル

ブ

は

悪

行

を

反

省

し

弟

と

と

も

に

幸

せ

に

な

る

と

い

う

ハ

ピ

エ

ン

ド

で

あ

る

宇

治

拾

遺

雀

報

恩

事

が

文

献

化

さ

れ

た

一

三

世

紀

頃

日

本

と

韓

国

は

と

も

に

農

耕

生

活

を

中

心

と

す

る

社

会

で

あ

た

と

さ

れ

る

特

に

日

本

に

は

平

安

中

期

以

降

の

荘

園

制

が

始

ま

り

米

を

租

税

と

し

て

払

う

年

貢

制

度

が

あ

り

そ

の

制

度

は

江

戸

時

代

ま

で

続

く

権

力

の

中

心

で

あ

る

領

主

武

士

た

ち

に

と

て

米

は

経

済

的

基

礎

で

あ

た

つ

ま

り

米

は

食

料

だ

け

で

は

な

く

金

銭

の

代

わ

り

と

さ

れ

そ

の

米

の

大

事

さ

が

話

の

内

容

に

も

表

れ

た

と

考

え

ら

れ

る

登

場

人

物

の

対

立

関

係

に

お

い

て

日

本

は

特

に

隣

の

人

と

の

対

立

関

係

に

関

す

る

話

つ

ま

り｢

隣

の

爺｣

型

が

活

性

力

を

も

た

こ

と

が

想

像

で

き

る

そ

れ

は

当

時

の

京

都

に

お

け

る

日

本

人

の

隣

へ

の

高

い

関

心

と

人

間

関

係

の

中

で

隣

と

の

関

係

が

重

要

で

あ

た

こ

の

時

代

の

社

会

的

特

徴

と

つ

な

が

り

が

あ

る

と

考

え

ら

れ

る

一

方

韓

国

は

昔

か

ら

財

産

を

長

子

に

継

続

す

る

長

子

相

続

制

度

が

あ

り

長

子

は

先

祖

へ

の

祭

祀

な

ど

を

行

た

つ

ま

り

先

祖

を

崇

拝

す

る

儒

教

思

想

と

の

関

わ

り

が

あ

る

と

考

え

ら

れ

る

が

そ

こ

か

ら

財

産

を

め

ぐ

る

兄

弟

間

の

争

い

が

推

測

さ

れ

兄

弟

対

立

系

の

話

が

発

達

し

た

原

因

の

一

つ

に

な

た

の

で

は

な

い

だ

ろ

う

か

さ

ら

に

廣

田

收

氏

は

宇

治

拾

遺

に

お

け

る

儒

教

的

な

も

の

と

離

反

は

古

代

律

令

を

支

え

る

基

本

的

な

思

想

で

あ

る

儒

教

が

判

断

や

行

動

の

拠

り

ど

こ

ろ

と

し

て

重

視

さ

れ

な

く

な

て

い

た

こ

と

を

意

味

す

る
１

１

１

と

宇

治

拾

遺

の

編

者

の

思

想

が

儒

教

と

は

離

れ

て

い

た

こ

と

を

指

摘

す

る

一

方

韓

国

の

場

合

フ

ン

ブ

伝

が

文

献

化

さ

れ

た

一

八

世

紀

頃

の

朝

鮮

社

会

は

儒

教

を

基

本

思

想

と

し

民

間

信

仰

の

扱
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い

で

あ

た

と

さ

れ

る

当

時

両

班

と

平

民

と

い

う

厳

し

い

身

分

社

会

制

度

で

あ

た

平

民

に

お

い

て

膳

を

す

れ

ば

福

が

訪

れ

る

と

い

う

と

い

た

瓢

か

ら

宝

物

が

出

て

く

る

と

い

う

モ

チ

フ

は

現

実

か

ら

抜

け

出

そ

う

と

す

る

願

い

が

表

れ

た

も

の

で

も

あ

る

だ

ろ

う

こ

の

よ

う

に

両

国

の

家

族

制

度

や

財

産

の

分

配

な

ど

を

め

ぐ

る

社

会

制

度

と

構

造

の

相

違

い

か

ら

日

本

で

は

隣

と

の

対

立

型

が

韓

国

で

は

兄

弟

対

立

型

の

話

型

が

発

達

さ

れ

た

と

考

え

ら

れ

る

つ

ま

り

昔

話

の

変

化

に

社

会

制

度

・

生

活

様

式

な

ど

が

大

き

な

影

響

を

与

え

て

い

る

こ

と

で

あ

ろ

う

注

１

長

野

甞

一

説

話

文

学

辞

典

東

京

堂

出

版

一

九

六

九

年

２

渡

邊

網

也

・

西

尾

光

一

宇

治

拾

遺

物

語

解

説

日

本

古

典

文

学

大

系

宇

治

拾

遺

物

語

岩

波

書

店

一

九

七

二

年

一

九

頁

３

中

島

悦

次

校

注

宇

治

拾

遺

物

語

・

打

聞

集

全

註

解

有

精

堂

出

版

一

九

七

〇

年

三

二

頁

４

注(

3)

に

同

じ

５

注(

2)

に

同

じ

三

三

一

頁

６

大

島

建

彦

宇

治

拾

遺

物

語

と

昔

話

説

話

文

学

会

編

説

話

文

学

研

究

第

一

二

号

一

九

八

〇

年

五

四

頁

７

稲

田

浩

二

兄

弟

譚

と

隣

の

爺

譚

一

考

京

都

女

子

大

学

国

文

学

会

編

女

子

大

国

文

第

八

三

号

京

都

女

子

大

学

国

文

学

会

一

九

七

八

年

一

七

頁

兄

弟

譚

と

隣

の

爺

譚

稲

田

浩

二

昔

話

の

時

代

筑

摩

書

房

一

九

八

五

年

８

注(

2)

に

同

じ

一

九

二

四

頁

確

か

な

宇

治

拾

遺

物

成

立

時

期

に

つ

い

て

は

様

々

な

議

論

が

あ

る

と

い

う

こ

と

か

ら

本

論

に

お

い

て

は

日

本

古

典

文

学

大

系

の

論

を

根

拠

と

す

る

９

佐

々

木

孝

二

中

世

説

話

の

お

け

る

爺

媼

の

語

り

物

羨

み

の

教

訓

を

め

ぐ

て

日

本

文

学

協

会

日

本

文

学

第

三
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九

巻

第

二

号

一

九

九

〇

年

１

０

注(

6)

に

同

じ

／

野

村

純

一

日

本

昔

話

研

究

集

成

５

昔

話

と

文

学

名

著

出

版

一

九

八

四

年

さ

ら

に

日

本

文

学

鑑

賞

辞

典

に

は

今

日

幼

童

と

い

え

ど

も

心

得

て

い

る

有

名

な

民

話

の

原

型

で

し

か

も

文

献

に

見

え

る

最

初

の

も

の

で

あ

る

こ

の

ジ

ン

ル

は

後

世

の

お

伽

草

子

に

よ

て

い

ち

じ

る

し

く

発

展

し

た

も

の

だ

が

時

と

所

と

を

え

ら

ば

ず

人

の

口

か

ら

口

へ

と

あ

ま

ね

く

全

国

を

遊

行

し

た

も

の

で

あ

る

と

あ

る

１

１

大

島

建

彦

校

注

新

潮

日

本

古

典

集

成

宇

治

拾

遺

物

語

新

潮

社

一

九

八

五

年

１

２

小

林

保

治

・

増

古

和

子

校

注

新

編

日

本

古

典

文

学

全

集

宇

治

拾

遺

物

語

小

学

館

二

〇

〇

三

年

１

３

崔

仁

鶴

韓

国

の

イ

ン

ナ

ル

・

イ

ヤ

ギ

昔

話

君

島

久

子

日

本

基

層

文

化

の

探

求

日

本

民

間

伝

承

源

流

小

学

館

一

九

八

九

年

一

八

二

頁

１

４

フ

ン

ブ

と

ノ

ル

ブ

の

類

話

の

場

合

形

式

や

異

本

系

統

に

よ

り

興

夫

伝

興

甫

歌

フ

ン

ブ

伝

ノ

ル

伝

な

ど

様

々

な

呼

び

方

が

あ

る

た

め

本

論

に

お

け

る

韓

国

昔

話

類

話

の

総

称

と

し

て

漢

字

は

使

わ

ず

に

説

話

や

民

譚

形

式

に

よ

く

み

ら

れ

る

名

で

あ

る

こ

と

を

根

拠

と

し

フ

ン

ブ

伝

と

称

す

る

た

だ

し

作

品

題

名

は

除

く

１

５

三

木

紀

人

・

浅

見

和

彦

校

注

新

日

本

古

典

文

学

大

系

宇

治

拾

遺

物

語

岩

波

書

店

一

九

九

〇

年

１

６

柳

田

国

男

日

本

昔

話

名

彙

日

本

放

送

出

版

協

会

一

九

七

一

年

一

三

五

頁

１

７

関

敬

吾

日

本

昔

話

集

成

第

四

巻

本

格

昔

話

第

二

部

の

２

角

川

書

店

一

九

五

八

年

七

二

九

頁

１

８

関

敬

吾

日

本

昔

話

大

成

本

格

昔

話

三

第

四

巻

角

川

書

店

一

九

七

八

年

二

四

九

頁

１

９

滝

沢

馬

琴

燕

石

雑

志

日

本

随

筆

大

成

第

二

期

一

九

巻

吉

川

弘

文

館

一

九

七

五

年

２

０

田

中

梅

吉

興

夫

伝

に

つ

い

て

朝

鮮

説

話

文

学

興

夫

伝

大

阪

屋

号

書

店

一

九

二

九

年

一

三

頁

２

１

松

村

武

雄

世

界

童

話

大

系

日

本

童

話

集

世

界

童

話

大

系

刊

行

会

一

九

二

四

年

２

２

柳

田

国

男

桃

太

郎

の

誕

生

三

省

堂

一

九

四

〇

年

二

〇

七

頁
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２

３

関

敬

吾

日

本

昔

話

集

成

第

四

巻

本

格

昔

話

三

角

川

書

店

一

九

七

八

年

二

四

八

頁

２

４

八

束

周

吉

韓

国

古

典

文

学

全

集

東

京

大

陸

書

房

一

九

七

一

年

五

五

三

五

五

四

頁

２

５

注(
1 1)

に

同

じ

五

七

七

五

七

八

頁

２

６

稲

田

浩

二

縮

製

版

日

本

昔

話

事

典

弘

文

堂

一

九

九

四

年

三

三

五

頁

２

７

高

木

敏

雄

日

韓

共

通

の

民

間

説

話

東

亜

之

光

七

巻

一

一

号

一

九

一

二

年

増

訂

日

本

神

話

伝

説

の

研

究

２

平

凡

社

一

九

七

四

年

二

五

一

二

五

二

頁

２

８

注(

2 7)

に

同

じ

二

五

五

二

頁

２

９

大

島

建

彦

・

稲

田

浩

二

日

本

昔

話

事

典

弘

文

堂

一

九

七

七

年

三

三

五

頁

３

０

志

村

有

弘

日

本

説

話

伝

説

大

事

典

勉

誠

出

版

二

〇

〇

〇

年

五

〇

四

頁

３

１

鳥

居

き

み

子

腰

折

れ

燕

ア

ジ

ア

学

叢

書

２

２

５

土

俗

上

よ

り

観

た

る

蒙

古

２

六

文

館

一

九

二

七

年

一

〇

九

五

頁

再

び

旅

と

伝

説

蒙

古

の

童

話

に

就

い

て

脚

折

れ

雀

一

〇

〇

〇

号

三

元

社

一

九

三

六

年

四

月

３

２

崔

仁

鶴

韓

日

昔

話

の

比

較

研

究

三

弥

井

書

店

初

版

一

九

七

八

年

二

五

三

二

五

四

頁

３

３

小

峯

和

明

宇

治

拾

遺

物

語

の

表

現

時

空

ま

ん

ぼ

う

社

一

九

九

九

年

二

一

七

頁

３

４

小

峯

和

明

宇

治

拾

遺

物

語

と

昔

話

隣

の

爺

型

を

読

む

中

世

文

学

研

究

叢

書

10

宇

治

拾

遺

物

語

の

表

現

時

空

若

草

書

房

一

九

九

九

年

３

５

三

木

紀

人

無

名

人

へ

の

眼

女

二

人

の

物

語

国

文

学

解

釈

と

教

材

の

研

究

巻

二

九

第

九

号

学

燈

社

一

九

八

四

年

九

一

頁

３

６

田

畑

英

勝

雀

の

恩

返

し

全

国

昔

話

資

料

集

成

15

奄

美

大

島

昔

話

集

岩

崎

美

術

社

一

九

七

六

年

３

７

注(

3 5)

に

同

じ

九

一

頁
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３

８

注(

1 5)

に

同

じ

３

９

石

井

正

己

宇

治

拾

遺

物

語

に

見

る

昔

話

の

倫

理

絵

と

語

り

か

ら

物

語

を

読

む

大

修

館

書

店

一

九

九

七

年

七

〇

頁

４

０

氏

家

千

恵

宇

治

拾

遺

物

語

隣

の

婆

の

話

東

北

大

学

国

文

学

研

究

室

編

日

本

文

芸

の

潮

流

一

九

九

四

年

４

１

廣

田

收

雀

報

恩

事

考

宇

治

拾

遺

物

語

表

現

の

研

究

笠

間

書

院

二

〇

〇

三

年

４

２

注(

1 2)

に

同

じ

４

３

注(

1 5)

に

同

じ

４

４

小

峯

和

明

宇

治

拾

遺

物

語

と

昔

話

隣

の

爺

型

を

読

む

説

話

と

思

想

・

社

会

桜

楓

社

一

九

八

七

年

４

５

注(

1 5)

に

同

じ

４

６

小

林

保

治

雀

報

恩

の

事

月

刊

国

語

教

育

第

一

一

巻

一

〇

号

東

京

法

令

出

版

一

九

九

一

年

一

月

４

７

注(

4 1)

に

同

じ

４

８

印

権

煥

興

夫

伝

の

説

話

的

考

察

根

源

説

話

の

探

索

と

小

説

化

過

程

を

中

心

に

高

麗

大

学

国

語

国

文

学

研

究

会

編

語

文

論

集

一

六

巻

一

九

七

五

年

４

９

酉

陽

雑

爼

続

集

巻

一

支

諾

皐

上

鬼

神

妖

怪

の

記

録

拾

遺

上

に

新

羅

の

話

と

し

て

載

せ

ら

れ

る

ほ

か

太

平

御

覽

巻

四

一

東

史

綱

目

附

巻

怪

説

辯

證

旁
㐌

條

に

収

録

さ

れ

て

い

る

５

０

今

村

与

志

雄

東

洋

文

庫

４

０

１

酉

陽

雑

俎

巻

四

平

凡

社

一

九

八

一

年

三

四

頁

５

１

崔

南

善

蒙

古

の

フ

ン

ブ

・

ノ

ル

ブ

東

明

三

号

一

九

二

二

年

５

２

金

台

俊

朝

鮮

小

説

史

安

宇

植

訳

注

平

凡

社

一

九

七

五

年

一

六

四

頁

５

３

孫

晋

泰

朝

鮮

民

族

説

話

の

研

究

朝

鮮

文

化

叢

書

第

一

集

乙

酉

文

化

社

一

九

四

七

年

５

４

邊

恩

田

東

ア

ジ

ア

か

ら

見

た

日

本

昔

話

腰

折

れ

雀

と

朝

鮮

巫

歌

成

造

プ

リ

の

縁

起

説

話

を

め

ぐ

て
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同

志

社

国

文

学

第

六

一

号

二

〇

〇

四

年

一

一

月

５

５

注(

4 6)

に

同

じ

５

６

鳥

居

き

み

子

腰

折

れ

燕

ア

ジ

ア

学

叢

書

２

２

５

土

俗

上

よ

り

観

た

る

蒙

古

２

六

文

館

一

九

二

七

年

一

〇

九

五

頁

邊

恩

田

氏

は

論

文

東

ア

ジ

ア

か

ら

見

た

日

本

昔

話

腰

折

れ

雀

と

朝

鮮

巫

歌

成

造

プ

リ

の

縁

起

説

話

を

め

ぐ

て

に

お

い

て

腰

折

れ

燕

か

ら

脚

折

れ

雀

と

腰

が

脚

に

改

ま

て

い

る

こ

と

を

指

摘

し

周

知

の

如

く

本

話

の

場

合

腰

日

本

に

多

い

ケ

ス

か

脚

朝

鮮

に

多

い

ケ

ス

か

の

差

は

大

き

い

の

で

こ

の

点

が

不

明

瞭

で

あ

る

翻

訳

が

脚

に

訂

正

さ

れ

た

も

の

と

す

る

な

ら

ば

鳥

居

氏

採

録

の

モ

ン

ゴ

ル

の

話

は

朝

鮮

半

島

の

話

に

さ

ら

に

近

似

す

る

こ

と

に

な

る

と

述

べ

て

い

る

同

志

社

国

文

学

第

六

一

号

二

〇

〇

四

年

一

二

月

５

７

張

徳

順

興

夫

伝

研

究

国

語

国

文

学

第

一

三

巻

国

語

国

文

学

会

一

九

五

五

年

５

８

韓

国

精

神

文

化

研

究

院

韓

国

口

碑

文

学

大

系

７-

１

慶

尚

北

道

慶

州

市

・

月

城

篇

1

一

九

八

〇

年

５

９

韓

国

精

神

文

化

研

究

院

韓

国

口

碑

文

学

大

系

２-

１

江

原

道

江

陵

市

・

溟

州

郡

篇

一

九

八

〇

年

６

０

千

二

斗

韓

国

の

パ

ン

ソ

リ

と

日

本

の

語

り

も

の

同

志

社

国

文

学

第

五

二

号

二

〇

〇

〇

年

三

月

６

１

崔

仁

鶴

ホ

ン

ブ

と

ノ

ル

ブ

語

り

手

・

林

鳳

順

五

〇

歳

慶

尚

北

道

金

泉

市

一

九

六

〇

年

編

者

採

集

朝

鮮

昔

話

百

撰

日

本

放

送

出

版

協

会

一

九

七

四

年

一

九

三

頁

６

２

注(

2 0)

に

同

じ

６

３

八

束

周

吉

・

洪

相

圭

訳

韓

国

古

典

文

学

全

集

東

京

大

陸

書

房

一

九

七

一

年

６

４

崔

仁

鶴

ホ

ン

ブ

と

ノ

ル

ブ

朝

鮮

昔

話

百

撰

日

本

放

送

出

版

協

会

一

九

七

四

年

一

九

三

頁

韓

国

版

は

フ

ン

ブ

と

ノ

ル

ブ

崔

仁

鶴

共

編

韓

国

伝

来

童

話

全

集

３

木

こ

り

と

仙

女

全

五

冊

章

原

社

一

九

七

〇

年

と

あ

る

調

べ

た

と

こ

ろ

韓

国

版

原

文

で

は

日

本

語

訳

ホ

ン

ブ

と

ノ

ル

ブ

と

は

違

い

フ

ン

ブ
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と

ノ

ル

ブ

と

弟

の

名

が

フ

ン

ブ

と

な

て

い

た

日

本

語

版

ホ

ン

ブ

と

ノ

ル

ブ

本

文

の

中

ホ

ン

ブ

に

当

て

ら

れ

た

漢

字

興

夫

の

場

合

実

際

韓

国

語

で

読

む

と

ホ

ン

ブ

よ

り

は

フ

ン

ブ

の

ほ

う

が

近

い

内

容

に

関

し

て

日

本

語

版

ホ

ン

ブ

と

ノ

ル

ブ

で

は

主

人

公

の

性

格

表

現

や

日

常

生

活

に

関

す

る

内

容

が

短

い

例

え

ば

日

本

語

版

で

は

む

か

し

と

あ

る

が

韓

国

版

で

は

む

か

し

慶

尚

道

の

あ

る

村

に

と

具

体

的

な

地

名

が

示

さ

れ

て

い

る

ほ

か

兄

で

あ

る

ノ

ル

ブ

の

欲

深

い

性

格

や

苦

し

い

弟

の

生

活

が

詳

し

く

表

現

さ

れ

る

な

ど

日

本

語

版

は

内

容

が

大

き

く

省

略

さ

れ

て

い

る

こ

と

が

確

認

で

き

た

６

５

一

四

七

こ

し

お

り

ツ

バ

メ

水

沢

謙

一

お

ば

ば

の

昔

ば

な

し

池

田

チ

セ

の

語

る

百

五

十

四

話

野

島

出

版

一

九

七

三

年

二

九

二

頁

６

６

関

敬

吾

日

本

昔

話

集

成

第

二

部

の

２

角

川

書

店

一

九

七

三

年

四

八

七

頁

６

７

崔

仁

鶴

韓

日

昔

話

の

比

較

狗

耕

田

譚

と

花

咲

爺

を

中

心

に

東

ア

ジ

ア

民

族

説

話

の

比

較

研

究

桜

楓

社

一

九

七

八

年

九

一

頁

６

８

小

澤

俊

夫

昔

話

に

み

ら

れ

る

隣

モ

テ

フ

日

本

川

田

順

造

・

徳

丸

吉

彦

口

頭

伝

承

の

比

較

研

究

１

弘

文

堂

一

九

八

四

年

二

四

九

二

五

〇

頁

６

９

稲

田

浩

二

兄

弟

譚

と

隣

の

爺

譚

一

考

京

都

女

子

大

学

国

文

学

会

編

女

子

大

国

文

第

八

三

号

京

都

女

子

大

学

国

文

学

会

一

九

七

八

年

一

七

頁

／

兄

弟

譚

と

隣

の

爺

譚

稲

田

浩

二

昔

話

の

時

代

筑

摩

書

房

一

九

八

五

年

二

三

一

頁

７

０

注(

6 9)

に

同

じ

二

頁

７

１

注(

6 9)

に

同

じ

二

一

頁

７

２

注(

3 3)

に

同

じ

二

一

七

頁

７

３

川

森

博

司

日

本

昔

話

の

構

造

と

語

り

手

大

阪

大

学

出

版

会

二

〇

〇

〇

年

一

三

四

一

三

五

頁



- 42 -

７

４

注(

7 3)

に

同

じ

二

五

〇

頁

７

５

1
4
1

燕

と

か

ぼ

ち

種

稲

田

浩

二

・

小

澤

俊

夫

日

本

昔

話

通

観

第

九

巻

茨

城

・

埼

玉

・

千

葉

・

東

京

・

神

川

同

朋

舎

出

版

一

九

八

八

年

二

五

七

頁

７

６

村

岡

浅

夫

四

〇

腰

お

れ

雀

全

国

昔

話

資

料

集

成

14

芸

備

昔

話

集

岩

崎

美

術

社

一

九

七

年

一

〇

二

頁

７

７

注(

1 1)

に

同

じ

五

七

七

五

七

八

頁

７

８

高

木

敏

雄

日

韓

共

通

の

民

間

説

話

東

亜

之

光

第

七

巻

一

一

号

一

九

一

二

年

増

補

日

本

神

話

伝

説

の

研

究

２

平

凡

社

一

九

七

四

年

二

五

一

頁

７

９

下

中

直

也

世

界

大

百

科

事

典

一

五

平

凡

社

一

九

八

八

年

８

０

注(

7 9)

に

同

じ

８

１

①

雀

の

ふ

く

べ

ん

佐

藤

家

の

昔

話

②

腰

折

れ

雀

類

話

１

稲

田

浩

二

・

小

澤

俊

夫

日

本

昔

話

通

観

第

７

巻

福

島

③

燕

の

く

れ

た

瓢

箪

日

本

の

昔

話

18

備

後

の

昔

話

８

２

92

腰

折

れ

雀

稲

田

浩

二

・

小

澤

俊

夫

日

本

昔

話

通

観

第

16
巻

兵

庫

同

朋

舎

出

版

一

九

七

八

年

一

九

一

頁

８

３

二

五

腰

折

れ

雀

鈴

木

棠

三

全

国

昔

話

資

料

集

成

20

武

庫

川

越

昔

話

集

岩

崎

美

術

社

一

九

七

五

年

８

４

阿

部

通

良

・

後

藤

貞

夫

・

鈴

木

清

美

一

二

米

の

な

る

瓢

全

国

昔

話

資

料

集

成

17

大

分

昔

話

集

岩

崎

美

術

社

一

九

七

五

年

二

九

頁

８

５

六

八

雀

の

恩

返

し

田

畑

英

勝

全

国

昔

話

資

料

集

成

15

奄

美

大

島

昔

話

集

岩

崎

美

術

社

一

九

七

五

年

一

三

七

頁

８

６

1
8
1

羽

折

れ

雀

稲

田

浩

二

・

小

澤

俊

夫

日

本

昔

話

通

観

第

13
巻

岐

阜

・

静

岡

同

朋

舎

出

版

一

九

八

〇

年

三

一

八

頁
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８

７
1
0
5

腰

折

れ

雀

稲

田

浩

二

・

小

澤

俊

夫

日

本

昔

話

通

観

第

14
巻

京

都

同

朋

舎

出

版

一

九

七

七

年

二

六

〇

頁

８

８

1
0
6

腰

折

れ

雀

稲

田

浩

二

・

小

澤

俊

夫

日

本

昔

話

通

観

第

14
巻

京

都

同

朋

舎

出

版

一

九

七

九

年

二

六

二

頁

８

９

1
1
8

足

折

れ

雀

稲

田

浩

二

・

小

澤

俊

夫

日

本

昔

話

通

観

第

23
巻

福

岡

・

佐

賀

・

大

分

同

朋

舎

出

版

一

九

八

〇

年

二

二

三

頁

９

０

ｌ

つ

ば

め

の

足

小

澤

俊

夫

編

訳

世

界

の

民

話

９

ア

ジ

ア

１

ぎ

う

せ

い

一

九

七

六

年

／

ｍ

カ

ボ

チ

の

種

金

素

雲

ネ

ギ

を

う

え

た

人

岩

波

少

年

文

庫

一

九

五

三

年

９

１

村

岡

浅

夫

四

〇

腰

お

れ

雀

全

国

昔

話

資

料

集

成

14

芸

備

昔

話

集

岩

崎

美

術

社

一

九

七

六

年

一

〇

二

頁

９

２

京

都

府

総

合

資

料

館

燕

と

種

丹

後

伊

根

の

昔

話

白

川

書

院

一

九

七

三

年

稲

田

浩

二

・

小

澤

俊

夫

燕

と

か

ぼ

ち

の

種

日

本

昔

話

通

観

第

９

巻

茨

城

・

埼

玉

・

千

葉

・

東

京

同

朋

舎

出

版

一

九

八

八

年

二

六

〇

頁

９

３

稲

田

浩

二

・

小

澤

俊

夫

腰

折

れ

雀

日

本

昔

話

通

観

巻

16

兵

庫

同

朋

舎

出

版

一

九

一

頁

９

４

立

石

憲

利

・

山

根

芙

佐

恵

つ

ば

め

の

報

恩

日

本

の

昔

話

14

出

雲

の

昔

話

日

本

放

送

出

版

協

会

一

九

七

六

年

五

〇

頁

９

５

稲

田

浩

二

・

小

澤

俊

夫

腰

折

れ

雀

日

本

の

昔

話

1

若

狭

の

昔

話

日

本

放

送

出

版

協

会

一

九

七

二

年

四

九

頁

注

に

よ

る

と

腰

折

れ

雀

と

舌

切

り

雀

が

融

合

し

て

い

る

と

あ

る

９

６

野

添

憲

治

二

三

腰

の

み

や

げ

全

国

昔

話

資

料

集

成

28

阿

仁

昔

話

集

岩

崎

美

術

社

一

九

七

八

年

七

三

頁

９

７

注(

6)

に

同

じ

五

五

五

六

頁

９

８

注(

4 1)

に

同

じ

二

八

八

二

九

一

頁

９

９

注(

6)

に

同

じ
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１

０

０

①

2
3
3

宝

瓢

箪

稲

田

浩

二

・

小

澤

俊

夫

日

本

昔

話

通

観

第

４

巻

宮

城

同

朋

舎

出

版

一

九

八

二

年

三

六

四

頁

②

1
8
7

雀

の

恩

返

し

稲

田

浩

二

・

小

澤

俊

夫

日

本

昔

話

通

観

第

６

巻

山

形

同

朋

舎

出

版

一

九

八

六

年

三

三

七

頁

③

1
3
1

雀

の

ふ

く

べ

ん

武

田

正

佐

藤

家

の

昔

話

桜

楓

社

一

九

八

二

年

二

二

四

頁

④

す

ず

め

の

ひ

う

た

ん

武

田

正

日

本

の

昔

話

4

羽

前

の

昔

話

日

本

放

送

出

版

協

会

一

九

七

三

年

四

九

頁

／

29

雀

の

ヒ

ウ

タ

ン

武

田

正

牛

方

と

山

姥

海

老

名

ち

う

昔

話

集

海

老

名

正

二

出

版

一

九

七

〇

年

二

二

〇

頁

／

舌

切

り

雀

類

話

１

武

田

正

昔

話

研

究

資

料

叢

書

10

飯

豊

山

麓

の

昔

話

三

弥

井

書

店

一

九

七

三

年

二

一

七

頁

⑤

六

三

腰

折

れ

雀

佐

藤

義

則

全

国

昔

話

資

料

集

成

１

羽

前

小

国

昔

話

集

岩

崎

美

術

社

一

九

七

四

年

一

三

二

頁

⑥

2
0
8

腰

折

れ

雀

類

話

１

稲

田

浩

二

・

小

澤

俊

夫

日

本

昔

話

通

観

第

７

巻

福

島

同

朋

舎

出

版

一

九

八

五

年

四

二

九

頁

⑦

三

一

腰

折

れ

雀

鈴

木

棠

三

日

本

民

俗

誌

大

系

第

８

巻

川

越

地

方

昔

話

集

角

川

書

店

一

九

七

五

年

二

五

六

頁

／

二

五

腰

折

れ

雀

鈴

木

棠

三

全

国

昔

話

資

料

集

成

20

武

蔵

川

越

昔

話

集

岩

崎

美

術

社

一

九

七

五

年

九

九

頁

⑧

一

四

七

こ

し

お

り

ツ

バ

メ

水

沢

謙

一

お

ば

ば

の

昔

ば

な

し

池

田

チ

セ

75
才

の

語

る

百

五

十

四

話

野

島

出

版

一

九

七

三

年

二

九

二

頁

⑨

六

〇

ス

ズ

メ

の

ひ

う

た

ん

同

右

一

四

七

頁

⑩

1
8
8

足

折

れ

雀

類

話

１

稲

田

浩

二

・

小

澤

俊

夫

日

本

昔

話

通

観

第

10
巻

新

潟

同

朋

舎

出

版

一

九

八

四
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年

三

九

〇

頁

⑪

ス

ズ

メ

の

く

れ

た

瓢

箪

水

沢

謙

一

雪

国

の

お

ば

ば

の

昔

講

談

社

一

九

七

四

年

二

二

〇

頁

⑫

雀

の

恩

送

り

水

沢

謙

一

日

本

の

昔

話

8

越

後

の

昔

話

日

本

放

送

出

版

協

会

一

九

七

四

年

二

六

八

頁

⑬

一

九

一

ス

ズ

メ

の

く

れ

た

ヒ

ウ

タ

ン

水

沢

謙

一

雪

国

の

夜

語

り

越

後

の

昔

ば

な

し

野

島

出

版

一

九

六

八

年

六

一

八

頁

⑭

雀

の

恩

返

し

小

澤

俊

夫

・

福

原

登

美

子

共

遍

日

本

の

民

話

5

甲

信

越

ぎ

う

せ

い

一

九

七

九

年

一

七

八

頁

⑮

雀

の

ひ

う

た

ん

笠

井

典

子

日

本

の

昔

話

6

近

江

の

昔

話

日

本

放

送

出

版

協

会

一

九

七

三

年

一

〇

五

頁

⑯

雀

の

ひ

う

た

ん

笠

井

典

子

日

本

の

昔

話

17

浪

涑

の

昔

話

日

本

放

送

出

版

協

会

一

九

七

七

年

二

一

五

頁

⑰

足

折

れ

雀

柴

田

浩

二

・

仙

口

実

・

山

内

靖

子

日

本

の

昔

話

12

東

瀬

戸

内

の

昔

話

日

本

放

送

出

版

協

会

一

九

七

五

年

五

一

頁

⑱

腰

折

れ

雀

民

間

伝

承

の

会

邑

智

郡

昔

話

昔

話

研

究

第

二

巻

一

二

一

九

三

七

年

三

四

頁

⑲

六

五

腰

折

れ

雀

小

島

塋

禮

全

国

昔

話

資

料

集

成

35

武

相

昔

話

集

岩

崎

美

術

社

一

九

七

五

年

九

九

頁

⑳

腰

お

り

雀

関

敬

吾

桃

太

郎

・

舌

切

り

雀

・

花

咲

き

爺

岩

波

書

店

一

九

五

六

年

一

七

五

頁

㉑

雀

の

ひ

う

た

ん

柳

田

浩

二

日

本

の

民

話

10

四

国

ぎ

う

せ

い

一

九

七

九

年

一

三

四

頁

㉒

五

一

羽

無

し

雀

礒

貝

勇

全

国

昔

話

資

料

集

成

5

安

芸

国

昔

話

集

岩

崎

美

術

社

一

九

七

四

年

一

一

〇

頁

㉓

腰

折

れ

雀

前

田

東

雄

・

立

石

憲

利

日

本

昔

話

9

美

作

の

昔

話

日

本

放

送

出

版

協

会

一

九

七

四

年

二

六

〇

頁

㉔

腰

折

れ

雀

岡

節

三

・

細

見

正

三

郎

日

本

の

昔

話

21

丹

後

の

昔

話

日

本

放

送

出

版

協

会

一

九

七

八

年

四

四

頁

㉕

燕

の

く

れ

た

瓢

箪

稲

田

和

子

・

高

田

雅

之

・

新

宅

全

美

日

本

の

昔

話

18

備

後

の

昔

話

日

本

放

送

出

版

協

会

一

九

七

七

年

一

五

七

頁

㉖

腰

折

れ

雀

稲

田

浩

二

・

稲

田

和

子

日

本

昔

話

百

選

三

省

堂

一

九

七

一

年

三

九

五

頁
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㉗

65

腰

折

雀

類

話

１

立

石

憲

利

昔

話

研

究

資

料

叢

書

8

奥

備

中

の

昔

話

三

弥

井

書

店

一

九

七

三

年

二

五

頁

㉘

六

八

雀

の

恩

返

し

田

畑

秀

勝

全

国

昔

話

資

料

集

成

15

奄

美

大

島

昔

話

集

岩

崎

美

術

社

一

九

七

五

年

一

三

七

頁

㉙

65

腰

折

雀

稲

田

源

浩

二

・

立

石

憲

利

昔

話

研

究

資

料

叢

書

8

奥

備

中

の

昔

話

三

弥

井

書

店

一

九

七

三

年

二

五

六

頁

㉚1
0
6

腰

折

れ

雀

稲

田

浩

二

・

小

澤

俊

夫

日

本

昔

話

通

観

第

19
巻

岡

山

同

朋

舎

出

版

一

九

七

九

年

二

六

二

頁

㉛

1
2
8

足

折

れ

雀

類

話

１

稲

田

浩

二

・

小

澤

俊

夫

日

本

昔

話

通

観

第

20
巻

広

島

・

山

口

同

朋

舎

出

版

一

九

七
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返

し

変

つ

た

兄

弟

山

崎

日

城

朝

鮮

の

奇

談

と

伝

説

ウ

ツ

ボ

ヤ

書

房

一

九

二

〇

年

一

七

三

一

七

六

頁

e

一

八

足

折

燕

松

村

武

雄

世

界

童

話

大

系

朝

鮮

童

話

集

第

四

巻

世

界

童

話

大

系

刊

行

一

九

二

三

年

七

六

八

七

七

二

頁

f

二

五

㐐

夫

と

興

夫

朝

鮮

総

督

府

朝

鮮

民

俗

資

料

第

二

編

朝

鮮

童

話

集

朝

鮮

総

督

府

刊

行

一

九

二

四

年

一

六

五

一

八

〇

頁

g

三

〇

㐐

夫

ノ

ル

ブ

と

興

夫

沈

宜

麟

朝

鮮

童

話

大

集

漢

城

図

書

一

九

二

六

年

一

四

二

一

四

六

頁

h

フ

ン

ブ

と

ノ

ル

ブ

李

元

寿

伝

来

童

話

集

現

代

社

一

九

六

三

年

四

二

五

四

四

六

頁

i

フ

ン

ブ

と

ノ

ル

ブ

崔

仁

鶴

共

編

韓

国

伝

来

童

話

全

集Ⅲ

章

原

社

一

九

七

〇

年

一

四

三

一

五

八

頁

j

ホ

ン

ブ

と

ノ

ル

ブ

崔

仁

鶴

朝

鮮

昔

話

百

撰

慶

尚

北

道

金

泉

市

一

九

六

〇

年

採

集

日

本

放

送

出

版

協

会

一

九

七

四

年

一

九

三

一

九

七

頁

k

ホ

ン

ブ

と

ノ

ル

ブ

依

田

千

百

子

・

中

西

正

樹

金

徳

順

昔

話

集

中

国

朝

鮮

族

民

間

故

事

集

三

弥

井

書

店

一

九

九

四

年

一

〇

〇

一

二

七

頁

l

つ

ば

め

の

足

小

澤

俊

夫

編

訳

世

界

の

民

話

９

ア

ジ

ア

１

ぎ

う

せ

い

一

九

七

六

年

m

カ

ボ

チ

の

種

金

素

雲

ネ

ギ

を

う

え

た

人

岩

波

少

年

文

庫

71

岩

波

書

店

一

九

五

三

年

一

三

二

頁
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n

燕

と

瓢

の

種

李

相

魯

韓

国

伝

来

童

話

読

本

乙

酉

文

化

社

一

九

六

二

年

二

四

七

二

五

三

頁

o

㐐

夫

と

興

夫

朴

英

晩

朝

鮮

伝

来

童

話

集

学

芸

社

一

九

四

〇

年

一

〇

七

一

一

五

頁

p

ホ

ン

ブ

と

ノ

ル

ブ

朴

栄

濬

韓

国

の

民

話

と

伝

説

１

古

代

編

韓

国

文

化

図

書

出

版

社

一

九

七

五

年

三

一

六

三

二

〇

頁

１

０

３

注(

2 0)
に

同

じ

１

０

４

邊

恩

田

昔

話

腰

折

れ

雀

と

パ

ン

ソ

リ

興

甫

歌

大

工

の

家

建

て

を

め

ぐ

て

説

話

・

伝

承

学

会

編

説

話

・

伝

承

学

一

九

九

九

年

四

月

１

０

５

注(
1
0
4
)

に

同

じ

三

二

一

頁

１

０

６

注(

2 9)

に

同

じ

三

二

一

頁

１

０

７

鄭

忠

権

興

夫

伝

研

究

図

書

出

版

ウ

リ

ン

二

〇

〇

三

年

二

九

七

頁

１

０

８

臼

田

甚

五

郎

・

崔

仁

鶴

韓

日

昔

話

の

比

較

狗

耕

田

譚

と

花

咲

爺

を

中

心

に

東

ア

ジ

ア

民

族

説

話

の

比

較

研

究

桜

楓

社

一

九

七

八

年

九

〇

頁

１

０

９

小

林

智

昭

校

注

日

本

古

典

文

学

全

集

宇

治

拾

遺

物

語

小

学

館

一

九

七

五

年

一

六

一

頁

１

０

０

注(

1 5)

に

同

じ

一

〇

一

一

〇

二

頁

１

０

１

廣

田

收

宇

治

拾

遺

物

語

の

思

想

末

尾

話

冒

頭

話

を

め

ぐ

て

同

志

社

国

文

学

第

五

三

号

二

〇

〇

〇

年

一

二

月
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第

二

章

『
宇

治

拾

遺

物

語

』

第

三

話

と

昔

話

「

瘤

取

爺

」

類

話

―

韓

国

昔

話

「

瘤

取

爺

」

を

対

照

さ

せ

て

読

む

―

は

じ

め

に

『

宇

治

拾

遺

』

は

、

鎌

倉

初

期

に

成

立

し

た

世

俗

説

話

集

で

あ

る

。

総

数

一

九

七

の

説

話

の

中

に

、

い

わ

ゆ

る

「

隣

爺

型

」

の

説

話

は

、
第

三

話
「

鬼

に

瘤

取

ら

る

ゝ

事

」
、
第

四

八

話
「

雀

報

恩

事

」
と

、
二

つ

が

載

せ

ら

れ

て

い

る

。
後

者

に

つ

い

て

の

考

察

（

１

）

に

続

き

、

本

論

は

第

三

話

に

つ

い

て

検

討

し

た

い

。

『

大

成

』

に

よ

る

と

、
「

瘤

取

爺

」

類

型

の

話

の

「

モ

チ

ー

フ

は

ギ

リ

シ

ャ

時

代

に

ま

で

遡

る

」

こ

と

が

で

き

る

と

、
「

年

次

は

か

な

ら

ず

し

も

明

確

で

は

な

い

に

し

て

も

、

ア

イ

ル

ラ

ン

ド

・

イ

タ

リ

ー

で

は

十

七

世

紀

の

記

録

に

見

え

る

。

十

四

世

紀

初

期

に

カ

イ

ロ

の

ア

ラ

ビ

ア

人

の

記

録

が

あ

る

」

と

説

明

し

て

い

る

。

そ

の

他

、
「

グ

リ

ム

の

「

小

人

の

贈

り

物

」
（

一

八

二

）

や

、

ト

ル

コ

・

イ

ン

ド

・

中

国

・

朝

鮮

な

ど

に

分

布

す

る

と

報

告

し

て

い

る

。

さ

ら

に

、

日

本

の

文

献

と

し

て

は

、

古

く

か

ら

『

五

常

内

義

抄

』

第

一

四

話

に

載

せ

ら

れ

て

、

江

戸

時

代

初

期

に

は

、

安

楽

庵

策

伝

『

醒

睡

笑

』

の

巻

一

と

巻

六

、
『

嬉

遊

笑

覧

』
「

或

問

附

録

」
、

ほ

か

、

狂

言

「

宝

瘤

取

」

な

ど

に

も

類

話

が

み

ら

れ

る

。

中

国

文

献

で

は

、
『

産

語

』
『

笑

林

評

』

に

類

似

す

る

話

が

載

せ

ら

れ

て

い

る

な

ど

、

昔

話

「

瘤

取

爺

」

の

話

型

は

汎

世

界

的

な

広

が

り

を

持

っ

て

い

る

。
（

補

注

２

-

１

）

本

稿

は

、
『

宇

治

拾

遺

』
第

三

話

を

考

察

す

る

に

あ

た

っ

て

、
日

本

昔

話
「

瘤

取

爺

」
の

み

な

ら

ず

、
新

た

に

韓

国

昔

話

を

対

照

さ

せ

る

こ

と

に

よ

っ

て

、

両

国

の

類

話

の

相

違

点

と

表

現

の

特

徴

に

つ

い

て

考

察

を

試

み

た

い

。

第

一

節

『
宇

治

拾

遺

物

語

』

第

三

話

及

び

日

本

昔

話

「

瘤

取

爺

」

類

型

の

構

成

と

特

徴
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一

、

日

本

昔

話

に

お

け

る

「

瘤

取

爺

」

類

型

の

分

類

『

宇

治

拾

遺

』
の

研

究

史

か

ら

み

る

と

、
例

え

ば
『

新

大

系

』
「

類

話

一

覧

」
が

示

し

て

い

る

よ

う

に

、
第

三

話

に

は

、
表

現

や

構

成

に

お

い

て

一

致

す

る

同

話

（

１

）

は

な

く

、

同

話

（

２

）

と

し

て

鎌

倉

時

代

の

『

五

常

内

義

抄

』

だ

け

が

指

摘

さ

れ

て

い

る

。

つ

ま

り

第

三

話

は

従

来

、

比

較

に

適

し

た

類

似

の

事

例

の

少

な

い

説

話

と

さ

れ

て

き

た

。

ほ

か

、

昔

話

の

存

在

に

つ

い

て

は

『

大

成

』

一

九

四

「

瘤

取

爺

他

」

が

指

摘

す

る

の

み

で

あ

る

（

２

）

。

つ

ま

り

、

昔

話

と

の

比

較

研

究

は

、

説

話

文

学

研

究

の

領

域

で

は

未

開

拓

の

分

野

で

あ

る

と

い

え

る

。

中

島

悦

次

氏

は

、
研

究

史

上

、
初

め

て

中

国
『

産

語

』
を

取

り

上

げ

、
『

宇

治

拾

遺

』
第

三

話

と

同

じ

よ

う

な

話

が

あ

る

こ

と

を

指

摘

し

た

。
中

島

氏

は

、
神

谷

正

明

の

論

文

（

３

）

を

取

り

上

げ

、
『

産

語

』
と

は
「

戦

国

末

か

ら

秦

代

に

か

け

て

の

著

作

」
だ

と

さ

れ

る

古

書

で

あ

る

こ

と

か

ら

、
「

瘤

取

」
説

話

の

最

も

古

い

採

録

で

あ

る

と

述

べ

て

い

る

（

４

）

。
そ

の

他

、
比

較

考

察

と

し

て

は

、
松

村

武

雄
（

日

韓

比

較

考

察

（

５

）

）
、
竹

原

威

滋
（

中

国

や

ヨ

ー

ロ

ッ

パ

の

話

、
グ

リ

ム

童

話
・
中

東
・
南

ア

ジ

ア

の

類

話

と

の

比

較

（

６

）

）
な

ど

の

先

行

研

究

が

行

わ

れ

て

い

る

。

(

補

注

２

-

２

)

そ

れ

で

は

、

昔

話

「

瘤

取

爺

」

か

ら

『

宇

治

拾

遺

』

第

三

話

に

ど

の

よ

う

に

迫

る

こ

と

が

で

き

る

の

で

あ

ろ

う

か

。

大

島

建

彦

氏

は

、
日

本

各

地

に

分

布

す

る
「

瘤

取

爺

」
一

六

〇

余

の

事

例

を

集

め

て

考

察

し

た

上

で

、「

ほ

ぼ

一

定

の

型

が

ひ

ろ

く

伝

え

ら

れ

て

お

り

、『

宇

治

拾

遺

』
な

ど

の

記

録

と

も

、
か

な

り

一

致

を

示

し

て

い

る

（

７

）

」
と

ま

と

め

て

い

る

。
と

は

い

え

、
昔

話

と
『

宇

治

拾

遺

』

と

の

関

係

は

、

そ

う

簡

単

で

は

な

い

。

す

で

に
『

名

彙

』
で

は

、
完

成

昔

話

の
「

動

物

の

援

助

」

（

８

）

に

、
『

集

成

』

（

９

）

と
『

大

成

』

（
１
０
）

で

は

、
本

格

昔

話

三
「

隣

の

爺

」
に
「

一

九

四

瘤

取

爺

」
と

、
分

類

さ

れ

て

い

る

。
さ

ら

に
『

通

観

』

（
１
１
）

で

は

、
「

隣

の

爺

」
型

の

う

ち

に

、
「

鬼

の

楽

土

型

」
・
「

鼠

の

楽

土

型

」
・

「

地

藏

浄

土

型

」
、
「

異

郷

訪

問

型

」

と

い

う

亜

型

が

示

さ

れ

て

い

る

。

そ

こ

で

、

私

に

「

瘤

取

爺

」

の

採

録

事

例

を

集

積

し

た

も

の

が

【

表

１

】
〔

日

本

昔

話

「

瘤

取

爺

」

類

話

一

覧

表

〕
（

添

付

資

料

）

で

あ

る

。

日

本

昔

話

「

瘤

取

爺

」

類

話

の

多

く

が

「

隣

の

爺

」

の

話

型

に

属

す

る

。

こ

の

話

型

で

は

、

山

に

柴

刈

り

に

行

く

亜

型

と

、
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瘤

が

な

く

な

る

よ

う

神

霊

に

祈

願

す

る

亜

型

（
【

表

１

】

の

、

１

、

５

、

12
、

19
～

23
、

24
、

27
～

30
、

42
、

47
、

56
、

75
、

1 10
番

事

例

な

ど

）
が

み

ら

れ

る

。
祈

る

対

象

と

し

て

は
（

山

の

）
神
（

明

）
様

、
薬

師

様

、（

清

水

の

）
観

音

様

、
お

不

動

、
裏

山

の

地

蔵

、

山

王

様

、

山

の

者

な

ど

が

確

認

で

き

る

。

『

宇

治

拾

遺

』

第

三

話

と

昔

話

と

の

関

係

に

つ

い

て

は

、

か

つ

て

中

島

悦

次

氏

が

「

こ

の

話

は

多

分

当

時

民

間

に

語

ら

れ

て

い

た

話

を

記

録

し

た

も

の

（
１
２
）

」

と

述

べ

て

い

る

。

だ

が

、

第

三

話

を

、

単

純

に

昔

話

を

そ

の

ま

ま

記

録

し

た

も

の

だ

と

認

め

る

こ

と

は

難

し

い

。

な

ぜ

な

ら

ば

『

宇

治

拾

遺

』

の

説

話

に

お

い

て

、

昔

話

に

何

が

書

き

加

え

ら

れ

た

の

か

、

何

が

書

き

換

え

ら

れ

た

の

か

を

明

ら

か

に

す

る

必

要

が

あ

る

。

ま

た

、

大

島

建

彦

氏

は

第

三

話

の

注

釈

に

お

い

て

、
「
「

瘤

取

爺

」

の

昔

話

に

当

た

る

も

の

で

あ

る

」

と

慎

重

に

述

べ

て

、

昔

話

と

説

話

と

が

「

型

」

に

お

い

て

同

じ

で

あ

る

と

言

っ

て

い

る

（
１
３
）

。

た

だ

、

そ

の

後

『

宇

治

拾

遺

』

の

注

釈

に

お

い

て

は

、

昔

話

と

説

話

と

の

同

一

性

ば

か

り

が

強

調

さ

れ

、

両

者

の

相

違

は

ほ

と

ん

ど

問

わ

れ

な

か

っ

た

。

そ

の

よ

う

な

中

で

、
周

知

の

こ

の

日

本

昔

話

を

対

照

さ

せ

る

こ

と

に

よ

っ

て

、
『

宇

治

拾

遺

』
第

三

話

は
「

横

座

」
を

中

心

に

構

成

さ

れ

る

平

安

貴

族

の

饗

宴

や

、

時

代

に

流

行

し

た

「

一

庭

を

走

ま

は

り

舞

ふ

」

猿

楽

が

描

き

加

え

ら

れ

て

い

る

こ

と

が

す

で

に

明

ら

か

に

さ

れ

て

い

る

（
１
４
）

。
そ

こ

で

、
私

は

、
最

近

ま

で

あ

ま

り

紹

介

さ

れ

な

か

っ

た

韓

国

昔

話

を

対

照

さ

せ

る

こ

と

に

よ

っ

て

、『

宇

治

拾

遺

』

の

も

つ

特

質

を

新

た

に

明

ら

か

に

し

た

い

。

二

、
「

隣

の

爺

型

」

と

し

て

の

「

瘤

取

爺

」

『

宇

治

拾

遺

』
総

数

一

九

七

話

の

中

、「

隣

の

爺

型

」
に

属

す

る

説

話

と

し

て

、
第

三

話
「

鬼

に

瘤

取

ら

る

ゝ

事

」
と

第

四

八

話
「

雀

報

恩

事

」
の

話

が

取

り

上

げ

ら

れ

る

。
両

話

は

、
同

じ

く
「

物

羨

み

は

、
す

ま

じ

き

事

な

り

と

ぞ

」
と

い

っ

た

話

末

評

語

で

終

わ

る

。

第

四

八

話

「

雀

報

恩

事

」

の

場

合

、
「

脚

の

折

れ

た

雀

を

介

抱

す

る

」

前

者

の

お

婆

さ

ん

と

、
「

わ

ざ

と

、

雀

の

脚

を

折

っ

て

か

ら

介

抱

す

る

」

真

似

し

た

お

婆

さ

ん

と

の

、

二

人

の

行

動

か

ら

は

、

は

っ

き

り

し

た

善

悪

が

読

み

取

ら

れ

る

。

と

こ

ろ

が

、

第

三

話

の

場

合

は

、

主

人

公

に

つ

い

て

、
「

右

の

顔

に

大

な

る

こ

ぶ

あ

る

翁

」

ま

た

は

、
「

隣

に

あ

る

翁

、

左

の

顔

に

大

な

る

こ

ぶ

あ

り

け

る

」
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と

説

明

さ

れ

る

の

み

で

、

善

人

か

悪

人

か

と

い

っ

た

倫

理

的

な

評

価

は

認

め

ら

れ

な

い

。

そ

う

い

っ

た

二

つ

の

話

に

、

同

じ

話

末

評

語

で

終

わ

る

こ

と

に

つ

い

て

疑

問

が

残

る

。

こ

の

こ

と

は

概

に

先

行

研

究

に

よ

っ

て

、「

こ

ぶ

と

り

爺

話

は

本

来

、
勧

善

懲

悪

的

な

要

素

は

薄

い

（
１
５
）

」
と

指

摘

さ

れ

て

き

た

。
昔

話

「

瘤

取

爺

」
に

お

い

て

、
主

人

公

の

性

格

と

し

て

、
善

人

と

隣

の

浴

深

い

隣

人

と

の

対

立

関

係

が

明

ら

か

な

も

の

は

、
【

表

１

】
の

総

数

一

四

七

の

事

例

の

中

、

五

二

の

事

例

が

確

認

で

き

る

。

ほ

か

、

主

人

公

に

つ

い

て

、

も

と

も

と

踊

り

（

ま

た

は

、

歌

・

酒

）

が

得

意

か

下

手

か

し

か

説

明

さ

れ

な

い

事

例

も

二

〇

の

事

例

が

み

ら

れ

る

。
実

際

、
踊

り
（

ま

た

は

、
歌
・
酒

）
の

上

手
・
下

手

に

よ

り

、

瘤

を

取

ら

れ

た

、

も

し

く

は

付

け

ら

れ

た

と

あ

る

事

例

は

、

一

二

四

話

に

及

ぶ

。

つ

ま

り

、
昔

話
「

瘤

取

爺

」
で

は

、
善

悪

の

対

立

関

係

の

関

与

し

な

い

事

例

が

多

い

。
『

宇

治

拾

遺

』
第

三

話

の

場

合

も

、
踊

り

の

上

手

・

下

手

と

い

う

対

立

関

係

が

み

ら

れ

る

。

『

宇

治

拾

遺

』
第

三

話

で

は

踊

り

の

後

、
横

座

の

鬼

は

、
「

今

よ

り

此

翁

、
か

や

う

の

御

遊

に

か

な

ら

ず

参

れ

」
と

、
遊

び

に

来

る

よ

う

命

じ

、
そ

の

約

束

の

質

と

し

て

瘤

を

預

か

る

。
と

こ

ろ

が

、
隣

人

の

爺

に

は

、「

こ

た

び

は

、
わ

ろ

く

舞

た

り

。
返

く
わ

ろ

し

。

そ

の

と

り

た

り

し

質

の

こ

ぶ

、

返

し

た

べ

」

と

言

い

、

鬼

は

前

者

か

ら

質

と

し

て

預

か

っ

た

瘤

を

付

け

て

し

ま

う

。

鬼

の

言

葉

は

、

「

敬

語

の

表

現

の

う

ち

に

尊

大

の

気

持

ち

を

示

し

て

（
１
６
）

」

い

る

も

の

で

あ

り

、

後

者

の

「

翁

の

踊

り

が

期

待

は

ず

れ

で

あ

っ

た

こ

と

へ

の

憤

懣

か

ら

、

こ

の

よ

う

な

下

手

な

舞

は

遊

宴

の

興

を

そ

ぐ

も

の

、

も

は

や

招

く

に

は

及

ば

な

い

（
１
７
）

」

と

思

っ

た

鬼

が

、

そ

の

場

か

ら

爺

を

早

く

帰

ら

せ

た

い

と

い

う

気

持

ち

を

持

つ

と

考

え

ら

れ

る

。

ま

さ

に

、

瘤

が

付

け

ら

れ

た

の

は

、

下

手

な

踊

り

に

対

す

る

横

座

の

鬼

か

ら

の

仕

打

ち

の

よ

う

に

も

み

え

る

。

神

谷

吉

行

氏

は

、

約

束

を

守

ら

な

か

っ

た

前

者

よ

り

、

後

者

の

方

が

正

直

で

被

害

者

だ

と

い

う

。

後

の

爺

が

「

正

直

で

悪

者

の

烙

印

は

気

の

毒

だ

。

善

悪

を

説

く

と

い

う

の

で

あ

れ

ば

、

右

瘤

を

預

け

た

最

初

の

爺

の

立

ち

居

振

り

舞

の

方

が

は

る

か

に

巧

妙

だ

」

と

評

す

る

。

す

な

わ

ち
「
「

隣

の

爺

」
型

の

構

成

は

、
正

直
・
親

切
・
勤

勉

と

い

う

美

徳

を

備

え

て

好

々

爺

に

福

分

が

授

か

る

話

で

、
そ

の

点

で

も

「

瘤

取

爺

」

の

主

人

公

の

功

利

な

言

動

と

は

重

な

ら

な

い

（
１
８
）

」

と

、

論

断

さ

れ

る

と

お

り

で

あ

る

。

考

え

て

み

れ

ば

も

と

も

と

善

悪
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の

結

末

を

対

照

的

に

語

る

こ

と

に

、

こ

の

昔

話

の

目

的

が

あ

る

の

で

は

な

い

。

む

し

ろ

「

隣

爺

型

」

は

、

異

界

の

存

在

に

触

れ

う

る

資

格

の

有

無

が

問

わ

れ

て

い

る

。

第

二

節

昔
話

「

瘤

取

爺

」

に

関

す

る

日

韓

の

研

究

史

さ

て

、
韓

国

に

お

け

る
「

瘤

取

爺

」
に

つ

い

て

は

、
古

く

か

ら

朝

鮮

中

期

詩

文

集
『

睡

隠

集

』
巻

三
「

瘤

戒

」
（

補

注

２

-

３

）

に

類

似

す

る

事

例

が

知

ら

れ

て

い

る

（
１
９
）

。
し

か

し

、
そ

の

採

録

は

、
舜

首

痤

と

い

う

日

本

の

僧

侶

か

ら

聞

い

た

と

、
説

明

が

付

け

ら

れ

て

い

る

た

め

韓

国

固

有

の

伝

承

と

は

言

え

な

い

。

そ

の

後

、

韓

国

昔

話

「

瘤

取

爺

」

類

型

の

出

典

と

し

て

、

『

酉

陽

雜

俎

』

「

旁

㐌

説

話

」
（

も

し

く

は

、
「

金

錐

の

話

」

「

金

錐

説

話

」
と

も

い

う

）
（

補

注

２

-

４

）

が

指

摘

さ

れ

て

き

た

。
「

旁

㐌

説

話

」
は

、
『

酉

陽

雑

爼

続

集

巻

一

』
「

支

諾

皐

上

鬼

神

妖

怪

の

記

録

拾

遺

上

」

（
２
０
）

、
『

太

平

御

覽

巻

四

一

（
２
１
）

』
、
『

東

史

綱

目

附

巻

』
「

怪

説

弁

證

旁

㐌

條

（
２
２
）

」

な

ど

に

掲

載

さ

れ

て

い

る

。

す

で

に

、
高

木

敏

雄

（
２
３
）

氏

は

、
『

酉

陽

雜

俎

』
「

旁

㐌

説

話

」
説

話

の

発

端
「

新

羅
国

有
ニ

第

一

貴

族

金

哥
一

。
其

遠

祖

云

々

」
の

句

が

、

こ

の

話

の

本

源

池

を

暗

示

す

る

と

し

て

、

『

宇

治

拾

遺

』

第

三

話

と

「

同

一

の

起

源

を

有

し

て

い

る

」

と

述

べ

、

「

朝

鮮

半

島

方

面

」

か

ら

一

方

は

中

国

大

陸

へ

と

伝

わ

り

、

一

方

は

海

を

渡

っ

て

日

本

へ

伝

わ

っ

た

と

推

測

し

た

上

、

『

宇

治

拾

遺

』
「

瘤

取

爺

」

と

比

較

し

て

、

そ

の

共

通

点

と

し

て

次

の

よ

う

な

こ

と

を

取

り

上

げ

て

い

る

。

1
．

山

中

で

鬼

に

遇

う

と

い

う

こ

と

2
．

鬼

が

集

ま

っ

て

宴

を

開

く

と

い

う

こ

と

3
．

両

人

が

同

一

視

せ

ら

れ

る

と

い

う

こ

と

4
．

そ

の

人

が

顔

面

に

罰

を

受

け

る

と

い

う

こ

と

そ

れ

に

、

『

朝

鮮

の

物

語

集

附

俚

諺

（
２
４
）

』

（

以

下

、
『

朝

鮮

の

物

語

』
）
』

に

収

録

さ

れ

て

い

る

「

瘤

取

」

を

取

り

上

げ

、
「

鬼

の

酒

宴
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の

こ

と

と

老

翁

の

舞

踏

」

の

こ

と

を

外

す

と

、
『

宇

治

拾

遺

』
「

瘤

取

爺

」

と

一

致

す

る

と

指

摘

し

て

い

る

。

加

え

て

、

今

村

与

志

雄

（
２
５
）

氏

は

『

酉

陽

雑

俎

巻

四

』

の

注

釈

に

お

い

て

、

「

「

鬼

に

瘤

取

ら

ゝ

る

事

」

の

根

本

ら

し

い

と

古

来

、

説

か

れ

て

い

る

」

と

し

、

島

津

久

基

（
２
６
）

氏

も

、
「

舞

ふ

代

わ

り

に

美

声

で

歌

う

だ

け

の

違

い

で

、
『

宇

治

拾

遺

』

説

話

に

一

層

近

い

」

と

し

て

、

『

酉

陽

雜

俎

』

を

「

同

始

源

」

も

し

く

は

「

類

種

の

説

話

か

ら

の

変

形

に

「

打

出

の

小

槌

」

の

形

式

を

採

る

如

意

宝

」

の

モ

チ

ー

フ

が

含

ま

れ

て

来

た

も

の

」
と

述

べ

て

い

る

。
さ

ら

に

野

村

八

良

（
２
７
）

氏

は

、
「

瘤

取

爺

」
話

型

の

話

の

出

典

に

つ

い

て

、
仏

説
『

譬

喩

経

』
か

ら

の

影

響

に

つ

い

て

述

べ

た

後

、『

朝

鮮

の

物

語

集

』「

瘤

取

」
を

取

り

上

げ

、「

我

が

国

と

殆

ん

ど

同

一

の

話

」
と

し

、「

偶

然

の

類

似

と

見

る

よ

り

は

、

同

一

源

泉

の

物

か

も

知

れ

な

い

」

と

述

べ

た

う

え

で

、

日

本

伝

承

と

の

相

違

点

に

つ

い

て

「

瘤

を

似

て

美

声

の

溜

め

所

と

し

て

い

る

事

や

、
そ

れ

を

鬼

が

老

爺

か

ら

買

取

る

と

し

て

い

る

点

だ

」
と

す

る

。
中

島

悦

次

氏

は

、「

種

々

の

宝

物

と

交

換

し

た

と

い

う

商

売

気

を

感

じ

さ

せ

る

老

爺

の

話

に

展

開

す

る

が

、

こ

れ

は

支

那

の

話

も

日

本

の

話

と

も

大

分

着

想

違

っ

て

い

る

」

（
２
８
）

と

述

べ

て

い

る

。

さ

ら

に

志

田

義

秀

氏

は

、
「
『

宇

治

拾

遺

』

の

「

瘤

取

」

と

全

く

異

曲

同

工

の

も

の

で

あ

る

。

彼

我

多

少

の

相

異

は

な

い

で

は

な

い

が

、

そ

の

骨

子

に

於

い

て

は

全

然

同

型

で

あ

る

（
２
９
）

」

と

指

摘

し

て

い

る

。

こ

の

よ

う

に

概

観

し

て

く

る

と

、

伝

播

論

は

ひ

と

ま

ず

措

く

と

し

て

、

諸

氏

が

口

々

に

指

摘

さ

れ

て

い

る

日

韓

昔

話

の

同

質

性

と

は

、

つ

ま

る

と

こ

ろ

、

・
主

人

公

は

異

界

の

存

在

に

よ

っ

て

瘤

を

取

ら

れ

る

。

・

隣

人

は

、

異

界

の

存

在

か

ら

瘤

を

付

け

ら

れ

る

。

と

い

う

枠

組

み

に

求

め

る

こ

と

が

で

き

る

。

そ

の

上

で

、

な

ぜ

、

ど

う

い

う

仕

掛

け

に

よ

っ

て

災

厄

の

除

去

（

呪

福

の

獲

得

）

が

可

能

に

な

る

か

、
と

い

う

展

開

の

契

機

の

説

明

の

し

か

た

は

、
伝

承

の

地

域

性

や

歴

史

性

に

よ

っ

て

異

な

る

と

捉

え

る

こ

と

が

で

き

る

。

さ

て

、

昔

話

「

瘤

取

爺

」

と

し

て

は

、

高

橋

亨

『

朝

鮮

の

物

語

集

』

に

収

録

さ

れ

た

「

瘤

取

」

が

初

め

で

あ

る

。

そ

の

た

め

、

韓

国

側

の

学

者

の

中

で

は

、
「

瘤

取

爺

」

類

話

の

出

典

に

つ

い

て

、
「

殖

民

地

時

期

に

日

本

か

ら

輸

入

さ

れ

た

話

」

だ

と

す

る

説

（
３
０
）

、

ま

た

は

「

旁

㐌

説

話

」

な

ど

韓

国

固

有

の

伝

承

と

み

る

説

（
３
１
）

が

あ

る

。
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そ

の

他

、
主

な

韓

国

の

先

行

研

究

と

し

て

は

、
金

宗

大

、
金

容

儀

、
張

貞

姫

な

ど

に

よ

る
「

瘤

取

爺

」
の

類

型

の

構

造

的

特

徴

や

、

高

橋

亨

『

朝

鮮

の

物

語

集

』

以

来

、
「

瘤

取

爺

」

伝

承

の

形

成

に

関

す

る

研

究

、

日

韓

比

較

研

究

な

ど

が

取

り

上

げ

ら

れ

（
３
２
）

る

。

第

三

節

韓
国

昔

話

「

瘤

取

爺

」

の

特

質

崔

仁

鶴

氏

は

、
韓

国

昔

話
「

瘤

取

爺

」
を

分

類

番

号
「

四

七

六

瘤

取

爺

型

（

３

３

）

」
に

分

類

し

て

い

る

。
さ

ら

に

、『

韓

国

口

碑

』
に

は

、

類

系

分

類

６

３

４-

９
「

ト

ケ

ビ

の

お

か

げ

で

得

を

し

た

人

、
真

似

し

て

失

敗

す

る

」
に

、
総

数

六

話
（

⑮

～

⑳

番

事

例

）
が

収

録

さ

れ

て

い

る

。

昔

話

集

及

び

『

韓

国

口

碑

』

に

収

録

さ

れ

る

総

数

二

〇

の

採

録

の

報

告

事

例

を

取

り

上

げ

る

と

、

次

の

よ

う

で

あ

る

。

（

太

字

は

、

日

本

語

で

刊

行

さ

れ

た

も

の

を

表

す

）

①

高

橋

亨

「

瘤

取

」

『

朝

鮮

の

物

語

集

附

俚

諺

』

日

韓

書

房

、

一

九

一

〇

年

、

一

～

五

頁

。

②

榎

本

秋

村
「

瘤

爺

」『

世

界

童

話

集

東

洋

の

巻

一
（

第

二

部

朝

鮮

童

話

）
』
実

業

之

日

本

社

、
一

九

一

八

年

、
四

八

～

五

一

頁

。

③

山

崎

源

太

郎

「

瘤

取

物

語

」

『

朝

鮮

の

奇

談

伝

説

』

ウ

ツ

ボ

ヤ

書

房

、

一

九

二

〇

年

、

二

一

〇

～

二

一

三

頁

。

④

朝

鮮

総

督

府

「

三

．

瘤

と

ら

れ

・

瘤

も

ら

ひ

」
『

朝

鮮

童

話

集

』

朝

鮮

総

督

府

刊

行

、

一

九

二

四

年

、

一

三

～

一

八

頁

。

⑤

沈

宜

麟

「

43
．

瘤

の

あ

る

老

翁

」
『

朝

鮮

童

話

大

集

』

漢

城

図

書

、

一

九

二

六

年

、

二

〇

四

～

二

〇

七

頁

。

⑥

中

村

亮

平

「

瘤

取

爺

さ

ん

」

『

朝

鮮

童

話

集

』

富

山

房

、

一

九

二

六

年

、

九

九

～

一

〇

六

頁

。

⑦

朴

英

晩

「

18
．

瘤

取

ら

れ

、

瘤

も

ら

い

」
『

朝

鮮

伝

来

童

話

集

』

ソ

ウ

ル

、

一

九

四

〇

年

、

九

九

～

一

〇

三

頁

。

⑧

朝

鮮

総

督

府

「

第

八

．

瘤

を

取

っ

た

話

」
『

朝

鮮

語

読

本

巻

四

』

朝

鮮

総

督

府

刊

行

、

一

九

三

三

年

、

一

九

～

三

〇

頁

。

⑨

李

相

魯

「

瘤

取

り

に

行

っ

て

」
『

韓

国

伝

来

童

話

読

本

』

乙

酉

文

化

社

、

一

九

六

二

年

、

一

七

八

～

一

八

三

頁

。

⑩

李

元

寿

「

歌

の

袋

」
『

伝

来

童

話

集

』

現

代

社

、

一

九

六

三

年

、

二

六

六

～

二

七

七

頁

。

⑪

崔

仁

鶴

共

編

「

瘤

取

に

行

っ

て

、

瘤

付

け

ら

れ

た

者

」
『

韓

国

伝

来

童

話

全

集

１

』

章

原

社

、

一

九

七

〇

年

、

六

五

～

七

〇

頁

。



 
 
 
     
 
   
    
  

     
  
  
   
  

  
 
   

 
     
 
    

   
   
   
     
 

 
 
 
 

   

     
   
  
 
 
   

        
   
  
        

    

    
   
   

   

 
  

     
   
 

 
  

   

     
   
  
 
 
  

   
   

 
  
     
 

 
   
    
     
         

  

       
     
 
 

 
  
   
     

   
          

  
    

   

   

    
  
 

 
 
 

 

 

 

 
 

 

② ①

n

正

^
^
—

ん

§ 
•

不
正
直

で
音
馨
い
.
^

雪

ん

S

に
下
げ
た
身
命 

'

•

町
内
の
蠢
類
の
下
)

人

公

発

端
董

•

葵
鬼
や
様
々
-
^

<
^
形
の
妖
怪

異
界
の
存
在

I
震

(

主
人
公
の
)

動

機

宴

一

展

開

□1
〇 〇

糧

(

裏

の

S
•

散
々
殴

り
つ
け
ら
れ
る

売
る
種
々
の
宝
夫
倉

瘤

噓
•

嗦
が
ぱ
れ
る

噓
•
<
が
ば
れ
る

(
1
ら
れ
• 

3
ら
れ
た
)
理
由

結

果

以

上

、
先

に

取

り

上

げ

た

昔

話

集

の

事

例

及

び

、
『
韓

国

口

碑

』

に

収

録

さ

れ

て

い

る

「
瘤

取

爺

」
総

数

二

〇

話

の

事

例

の

す

べ

て 

ま

と

め

、

【
表

2
】
〔
韓

国

昔

話

「
瘤

取

爺

」

の
事

例

比

較

表

〕

を

作

成

し

た

。

【
表

2
】
〔
韓

国

昔

話

「
瘤

取

爺

」

類

型

の

事

例

一

覧

表

〕

⑫
任

皙

宰

『
昔

話

選

集

』

教

学

社

、

一

九

七

二

年

、
(

採

録

時

期

は

、

一

九

二

〇

年

〜

三

〇

年

代

頃

)
一

七

七

〜

一

八

〇

頁

。
 

⑬
崔

仁

鶴

「
こ

ぶ

と

り

爺

」

『
朝

鮮

昔

話

百

撰

』

(

語

り

手

•
林

鳳

順

、

慶

尚

北

道

金

泉

市

、

一

九

六

八

年

採

録

)
日

本

放
送
出

版

協

会

、

一
九
七

四

年

、

一

九

八

〜

二

〇

〇

頁

。

⑭
朴

榮

濬

「
ふ

た

つ

の

こ

ぶ

爺

さ

ん

」
『
韓

国

の

民

話

と

伝

説

古

代

編

』

韓

国

文

化

図

書

出

版

社

、

一

九

七

五

年

、

七
三
〜

七

六 

頁

。

⑮
「
瘤

取

り

に

行

っ

て

瘤

付

け

ら

れ

た

人

」
『
韓

国

口

碑

1
-
2
』

京

畿

道

驪

州

郡

北

内

面

採

録

⑯
「
瘤

付

け

ら

れ

た

話

」
『
韓

国

口

碑

3
-
1
』

忠

清

北

道

忠

州

市

周

德

面

採

録

⑰
「
瘤

取

り

に

行

っ

て

瘤

付

け

ら

れ

た

話

」
『
韓

国

口

碑

3
-
2
』

忠

清

北

道

清

州

市

塔

洞

採

録

⑱
「
瘤

取

り

に

行

っ

て

瘤

付

け

ら

れ

た

話

」
『
韓

国

口

碑

4
-
1
』

忠

清

南

道

唐

津

郡

松

山

面
採
録

⑲
「
瘤

取

り

に

行

っ

て

瘤

付

け

ら

れ

た

話

」
『
韓

国

口

碑

5
-
3
』

全

羅

北

道

扶

安

郡

扶

安

邑

採

録

⑳
「
ト

ケ

ビ

と

瘤

爺

さ

ん

」
『
韓

国

口

碑

7
-
1
6
』

慶

尚

北

道

亀

尾

市

長

川

面

採

録
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■

〇
番
号
は
' 

背

鷹

及

び

『韓
国
口
碑
』

「瘤

聖

5?
鑿
の
話
の
採
録
墾n

事
例
番
号
を
表
す
。
展
開
の
と
こ
ろ
、
主
人
公
の
嘘
の
場
面
に
お
い
て
、
音
国
の
な
い
噓
の
？M

 
口
は
、
▲
を
付
け
た
。

L

⑳ ⑱
厂
⑰⑯E⑭⑬⑫E E⑤④0

爺

•

隣
の
爺

あ

る

人
•

隣
の
人

優

し

い

人
(

歌
が
上
手

)
•
隣
の
章
班W

い
人 田

舎
の
農
夫
•

隣
の
人

貧

し

い

金

氏
(

歌
が
上
手

)
1

氏
あ

る

人

8 
•

あ

J

爺

(

右
下
の

S 
•

同
じ
村
に

1

<15

(

左
下
の

S

&'

§
ん

(

片
方
の
ほ
っ
た
)

•

隣
の
村
に

i
耶

爺

i 
•

隣

の

爺

2
S

爺

(

片

»
•

隣
の
村
に

i
耶

爺

(

首
)
•
隣
の
村
に

i
耶
(

首
)

爺

® 
•

同
じ
村
に

i
g

老

人
(

首

に

大

き

い

壌
•

後
半
無
し

老

人

音

に

長

い

癭
•

後
半
無
し

片
一
方
に

f
つ
爺
.

盲

誓

塞

羽

(

ぁ
ご
の
下
)
•
欲
深

い
隣
の
爺

一
人
の
男

® 
•

隣
の
—

い
男

正

直

衾

羽
(

4

〇

.

欲
の
深
皇
羽

ト
ケ
ビ

ト
ケ
ビ

ト
ケ
ビ

ト
ケ
ビ

ト
ケ
ビ

ト
ケ
ビ

鬼 ト
ケ
ビ

ト
ヶ
ビ

ト
ケ
ビ

頭
に
角
の
あ
る
ト
ケ
ビ

卜
-K

ビ

ト
ケ
ビ

ト
ケ
ビ

鬼 ト
ケ
ビ

・妖
怪

に
入
り
、
歌
い
踊
る

揉

歌

を

聞

く

歌
—

い
て
楽
し
く
踊
る

主
人
公
の
歌
に
咸
載

歌
に
ほ
れ
た
ト
ケ
ビ
た
ち
が
集
主

て
、
楽
し
く
踊
る

鬼
の

f
見
て
^
^
で

$
'
仲

間
に
入
つ
て
踊
る

濃

・

聞

く

楽

し

ふ

ト

ケ

ビ

群

れ

に

入

つ

て
歌
つ
て
踊
る

一

廣

歌

を

聞

く

濃

f
聞
く

廣

歌

を

閔

く

濯

歌

を

間

く

媛

歌

を

聞

く

搡

歌
を
聞
く

嫫

穂
き
' 

楽
し
く
踊
る

夢
の
中
で
、

H
け
る

濃

窘

聞

く

霧 r
L

Pnnn

L

LL LUL U
rr

L
r

L

n

L U

L L
匕

NLU
」

U
C c C C c

〇 〇〇 ▲ 〇 〇 〇

)W
^
ら
れ
る

)

濡
^
念

)
報

酬

を

要

求
(

ト
ケ
ビ
の
棒
を
も
*i

ぅ
)

ト
ケ
ビ
の
棒
を
も

&
っ

-

1撃
に
取
っ
て
帰
る

質

1
1

質宝

物

と

・

売

る
(

宝
物
が
入
っ
た

g

宝

物

と

畜

1s嘉

と

窺

売

る

i
大

壽

ち

に

る
)

夢

か

ら

覚

め

る

ミ

繁

な

く

な

つ
て
い
る

襲
(

多
く
の
寒

噓

•

嘘
が
ば
れ
る

噓

.
«
が
ば
れ
る

嘘

•

畴
が
ば
れ
る

(

歌
が
)
上

手
•

下
手

噓

•

確
が
ば
れ
る

嘘

•

噓
が
ば
れ
る

(

歌
と
踊
り
が
)

上

手
■

下
手

噓

•

嘘
が
ば
れ
る

(

歌
が
)
上

手
•

下
手

ら
れ
る

噓

.
«
が
ば
れ
る

噓

•

畴
が
ば
れ
る

ト
ケ
ビ
の

®
®
い

ト

ヶ

ビ

の

・

い

噓

•

噓
が
ば
れ
る

噓

•

嘘
が
ば
れ
る

恩
返
し

嘘

•

噓
が
ば
れ
る
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第

四

節

「
瘤

取

爺

」

類

型

話

の

日

韓

比

較

日

韓

の

伝

承

の

比

較

に

よ

っ

て

、

次

の

よ

う

な

点

が

指

摘

で

き

る

。
（
【

表

１

】
【

表

２

】

を

参

照

す

る

こ

と

）

一

、

隣

人

と

の

対

立

関

係

日

韓

両

国

の

事

例

と

も

、

瘤

の

あ

る

爺

が

山

に

行

き

、

出

会

っ

た

異

界

の

存

在

に

よ

り

瘤

は

取

り

除

か

れ

る

が

、

真

似

を

し

た

隣

の

爺

は

失

敗

し

、

も

う

一

つ

の

瘤

が

付

け

ら

れ

て

し

ま

う

と

い

う

構

成

が

共

有

さ

れ

て

い

る

。

ま

た

、

日

韓

と

も

に

、

主

人

公

と

隣

人

と

の

関

係

が

必

ず

善

悪

の

対

立

を

伴

う

わ

け

で

は

な

い

こ

と

も

同

様

で

あ

る

。【

表

１

】
と
【

表

２

】
に

よ

る

と

、
こ

の

類

話

は
「

隣

爺

型

」
の

一

つ

と

は

い

え

、
『

宇

治

拾

遺

』
を

含

め

、
主

人

公

の

善

悪

と

い

っ

た

性

格

を

帯

び

て

い

な

い

場

合

が

多

い

。
韓

国

昔

話

の

場

合

、
同

じ

ト

ケ

ビ

の

登

場

す

る
「

ト

ケ

ビ

の

棒

」
の

よ

う

に

親

孝

行

を

強

調

す

る

事

例

が

多

く

み

ら

れ

る

が

、
「

瘤

取

爺

」
の

類

型

に

は

見

当

た

ら

な

い

。

韓

国

の

場

合

、

⑤

『

朝

鮮

童

話

大

集

』
、

⑫

『

昔

話

選

集

』
、
『

韓

国

口

碑

』

１-

２

（

⑮

番

事

例

）
、

３-

２

（

⑰

番

事

例

）
、

４-

１

（

⑱

番

事

例

）
、

５-

３

（

⑲

番

事

例

）
、

７-

１

６

（

⑳

番

事

例

）

と

、

総

七

話

に

み

え

る

話

末

評

語

の

内

容

を

見

る

と

、

「

そ

の

時

か

ら

、
「

瘤

取

り

に

行

っ

て

、

瘤

付

け

ら

れ

た

」

と

い

う

話

が

で

き

ま

し

た

」 
 

 
 

 
 

（
『

朝

鮮

童

話

大

集

』
）

「

そ

れ

で

、
そ

の

後

か

ら

、「

瘤

取

り

に

行

っ

て

、
瘤

付

け

ら

れ

た

」
と

い

う

話

が

で

き

た

と

い

う

こ

と

さ

」

（
『

昔

話

選

集

』
）

「

そ

う

、

瘤

取

ろ

う

と

し

て

付

け

ら

れ

た

と

い

う

話

は

そ

こ

か

ら

き

た

よ

」 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

（
『

韓

国

口

碑

１-

２

』
）

な

ど

、
「

瘤

取

り

に

行

っ

て

瘤

付

け

ら

れ

た

」

と

、

言

葉

の

由

来

を

説

く

も

の

の

み

で

、
『

宇

治

拾

遺

』

の

話

末

評

語

（
３
４
）

や

、

日

本

昔

話

の

よ

う

な

、

人

を

羨

ん

で

は

い

け

な

い

と

い

っ

た

教

訓

と

は

全

く

異

な

る

。

そ

れ

に

、
【

表

１

】

に

よ

る

と

、

日

本

昔

話

「

瘤

取

爺

」

の

場

合

は

、
『

宇

治

拾

遺

』

第

三

話

と

同

様

に

、

主

人

公

の

踊

り

が

上

手

か

下

手

か

に

よ

っ

て

結

果

が

異

な

る

、
と

い

う

事

例

が

は

る

か

に

多

い

。

踊

り

の

上

手
・
下

手

に

よ

っ

て

幸

運

か

不

幸

に

分

け

ら

れ
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る

と

い

う

こ

と

に

教

訓

は

読

み

取

れ

な

（
３
５
）

い

。
つ
ま
り
、
日

韓

双

方

と
も
主

人

公

と
隣

人

と
の
関

係

が
必

ず
善

悪

の
対

立

を
伴

う
わ
け
で
な
い
こ

と
も
同

様

で
あ
る
。

ほ

か

、
【

表

１

】

の

５

、

66
、

82
番

話

、
【

表

２

】

か

ら

は

韓

国

昔

話

⑦

、

⑧

番

の

事

例

の

よ

う

に

後

半

が

な

い

、

つ

ま

り

対

立

関

係

の

成

立

し

な

い

事

例

も

確

認

で

き

る

。

二

、

異

界

の

存

在

と

の

出

会

い

ま

ず

、

瘤

取

爺

が

異

界

の

存

在

と

会

う

た

め

に

は

、

発

端

に

お

い

て

何

ら

か

の

働

き

か

け

が

な

け

れ

ば

な

ら

な

い

。

韓

国

の

場

合

④

番

の

事

例

を

除

く

と

、

他

の

全

て

の

事

例

で

、

山

の

中

に

木

を

刈

り

に

行

き

、

日

が

暮

れ

て

空

き

家

に

泊

ま

る

と

い

う

設

定

を

持

つ

。

日

本

昔

話

の

場

合

、

ほ

と

ん

ど

の

事

例

が

韓

国

と

同

じ

設

定

を

共

有

す

る

が

、

日

本

昔

話

「

瘤

取

爺

」

話

型

の

亜

型

と

な

る

、

「

鬼

の

浄

土

」
・
「

鼠

の

浄

土

」
・
「

異

界

訪

問

型

」

の

よ

う

に

、

落

と

し

て

転

ん

だ

物

を

追

い

か

け

て

、

洞

窟

や

木

の

穴

な

ど

か

ら

、

異

界

の

世

界

に

入

る

と

い

う

事

例

も

み

ら

れ

る

。

韓

国

の

場

合

は

、

主

人

公

が

夜

中

に

山

中

で

一

人

に

な

っ

た

時

、

そ

の

怖

さ

を

収

め

る

た

め

歌

を

歌

う

。

す

る

と

、

偶

然

そ

の

歌

（

ま

た

は

、

歌

と

踊

り

）

を

聞

い

て

感

動

し

た

異

界

の

存

在

は

、

上

手

に

歌

え

る

理

由

に

好

奇

心

を

持

つ

と

い

う

設

定

で

あ

る

。

そ

れ

に

対

し

、

日

本

昔

話

は

、

主

人

公

の

方

か

ら

積

極

的

に

異

界

の

存

在

の

開

く

宴

に

参

加

す

る

と

い

う

設

定

が

多

く

み

ら

れ

る

。

日

本

の

場

合

、

も

と

も

と

歌

や

踊

り

が

好

き

で

あ

り

、

上

手

で

あ

っ

た

と

い

う

設

定

が

多

く

み

ら

れ

る

。

こ

の

よ

う

に

異

界

の

存

在

を

楽

し

ま

せ

る

方

法

と

し

て

、『

宇

治

拾

遺

』
や

日

本

昔

話
「

瘤

取

爺

」
は

歌

や

踊

り

が

中

心

と

あ

る

。【

表

１

】
の

18
、

24
、

25
、

26
、

41
、

59
、

63
番

が

そ

の

事

例

で

あ

る

。

そ

し

て

、
【

表

２

】

に

お

い

て

④

番

の

事

例

の

場

合

は

、
『

宇

治

拾

遺

』

及

び

他

の

韓

国

昔

話

の

「

瘤

取

爺

」

の

事

例

と

は

違

い

、

異

界

の

存

在

や

歌

や

踊

り

な

ど

は

登

場

せ

ず

、

困

っ

て

い

る

長

丞

を

助

け

る

と

、

恩

返

し

と

し

て

主

人

公

の

悩

み

で

あ

っ

た

瘤

を

取

っ

て

く

れ

る

と

い

う

、

他

と

は

異

な

っ

た

設

定

で

あ

る

こ

と

も

興

味

深

い

。



- 63 -

さ

ら

に

、
【

表

２

】

の

発

端

の

と

こ

ろ

、

瘤

を

取

ら

れ

・

付

け

ら

れ

る

動

機

と

な

っ

た

場

面

の

場

合

、

韓

国

昔

話

は

、

主

人

公

の

美

し

い

歌

声

が

中

心

で

あ

る

が

、
『

宇

治

拾

遺

』

や

日

本

昔

話

「

瘤

取

爺

」

類

型

は

歌

や

踊

り

が

中

心

と

な

っ

て

い

る

。

『

宇

治

拾

遺

』

第

三

話

と

日

本

昔

話

「

瘤

取

爺

」

の

類

型

で

は

、

鬼

な

ど

異

界

の

も

の

の

横

座

に

象

徴

さ

れ

る

宴

が

あ

（
３
６
）

り

、

楽

し

く

遊

ぶ

異

界

の

存

在

の

様

子

を

み

て

、
興

に

乗

っ

た

主

人

公

が

そ

の

場

に

入

り

込

ん

で

一

緒

に

遊

ぶ

。【

表

１

】
を

見

る

と

、
日

本

の

場

合

は

多

く

の

類

話

に

宴

の

場

面

が

登

場

し

て

い

る

こ

と

が

確

認

で

き

る

。

韓

国

の

場

合

【

表

２

】

を

見

る

と

⑫

、

⑳

番

と

二

つ

の

話

の

み

に

宴

の

場

面

が

登

場

す

る

。
特

に

、
⑫

番

の

事

例
『

昔

話

選

集

』（
補

注

５

）

の

場

合

、
宴

の

場

面

や

瘤

を

売

る

の

で

は

な

く

質

と

し

て

預

け

る

設

定

は

『

宇

治

拾

遺

』

第

三

話

と

非

常

に

近

い

が

、

こ

の

場

合

も

、

歌

声

は

瘤

か

ら

出

る

こ

と

は

、

他

の

韓

国

昔

話

「

瘤

取

爺

」

と

変

わ

り

は

な

い

。

な

お

、
『

宇

治

拾

遺

』

で

は

、

鬼

た

ち

の

宴

を

見

た

主

人

公

が

、

し

か

る

べ

く

神

仏

の

思

は

せ

給

け

る

に

や

、
「

あ

は

れ

、

走

出

て

舞

は

ば

や

」

と

思

ふ

を

、

一

度

は

思

か

へ

し

つ

。

そ

れ

に

、

何

と

な

く

、
鬼

ど

も

が

う

ち

あ

げ

た

る

拍

子

の

よ

げ

に

聞

こ

え

け

れ

ば

、
「

さ

も

あ

れ

、
た

ゞ

は

し

り

い

で

て

、
舞

て

ん

。
死

な

ば

さ

て

あ

り

な

ん

」

と

思

と

り

て

と

、

一

度

は

気

持

ち

を

抑

え

た

も

の

の

、

結

局

は

鬼

た

ち

の

仲

間

に

入

っ

て

踊

る

と

い

う

、

鬼

た

ち

の

宴

に

入

り

込

む

ま

で

の

主

人

公

の

心

理

的

曲

折

を

描

い

て

い

る

。

そ

こ

に

は

、

様

々

な

人

間

に

深

い

興

味

を

持

っ

て

い

た

編

者

の

「

お

の

ず

か

ら

に

じ

み

出

て

い

る

人

間

理

解

の

独

自

性

」
が

読

み

取

（
３
７
）

れ

、
『

宇

治

拾

遺

』
の

特

徴

の

一

つ

と

さ

れ

る
「

人

間

の

描

写

の

特

性

が

見

出

さ

れ

る

（
３
８
）

」
と

、
理

解

で

き

る

。
中

島

氏

の

言

う
「

人

間

の

描

写

」
に

つ

い

て

、
小

峯

和

明

氏

は

、
口

承

文

芸

か

ら

文

献

文

芸

へ

と

、
「

書

記

化

さ

れ

な

け

れ

ば

あ

り

え

な

い

描

写

」
だ

と

し

、
「

書

く

こ

と

に

よ

っ

て

翁

の

心

中

が

堀

り

下

げ

ら

れ

て

い

る

（
３
９
）

」
と

評

価

し

て

い

る

。
確

か

に

、
心

理

を

描

く

こ

と

は

文

献

文

芸

で

あ

る

説

話

の

得

意

と

す

る

こ

と

で

あ

る

と

い

え

る

。

ほ

か

に

、

日

本

昔

話

「

瘤

取

爺

」

は

採

録

事

例

も

多

く

あ

る

こ

と

か

ら

、

様

々

な

亜

型

が

存

在

し

、

登

場

す

る

異

界

の

存

在

も

、

鬼

・

天

狗

・

鼠

・

妖

怪

な

ど

多

様

で

あ

る

こ

と

が

分

か

る

。
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三

、

歌

は

瘤

か

ら

出

る

と

い

う

発

想

と

主

人

公

の

嘘

韓

国

昔

話

で

は

、

上

手

な

歌

声

は

ど

こ

か

ら

出

て

来

る

の

か

と

い

う

、

異

界

か

ら

の

存

在

（

ト

ケ

ビ

）

に

よ

る

質

問

が

あ

り

、

主

人

公

が

ど

う

対

応

し

た

か

が

基

本

と

な

る

。
（

○

番

号

は

、
【

表

２

】

の

採

録

事

例

番

号

を

表

す

）

①

「

老

爺

は

も

は

や

気

丈

夫

な

れ

ば

、
さ

れ

ば

と

よ

大

王

の

見

ら

る

ヽ

通

り

、
我

は

此

の

処

に

大

き

や

か

な

る

瘤

を

持

て

り

、
こ

れ

こ

そ

我

が

声

溜

め

所

よ

と

答

へ

た

れ

ば

。
妖

怪

さ

ら

ば

い

か

で

そ

の

瘤

我

に

売

り

玉

へ

と

て

、
種

々

の

宝

共

を

持

ち

出

で

交

換

し

て

け

り

」 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

（
『

朝

鮮

の

物

語

集

』
）

②
「

お

爺

さ

ん

は

鬼

共

を

見

て

吃

驚

し

た

が

、

ふ

と

何

や

ら

思

ひ

付

い

た

と

見

え

て

笑

ひ

な

が

ら

、

そ

の

鬼

の

頭

に

向

ひ

、
「

私

の

よ

い

声

は

此

顔

の

瘤

か

ら

出

る

の

だ

」
と

い

ひ

ま

し

た

」 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

（
『

東

洋

の

巻
（

第

二

部

朝

鮮

童

話

）
』
）

③
「

爺

は

出

鱈

目

に
「

私

の

顔

に

あ

る

大

き

な

瘤

か

ら

此

の

美

し

い

声

が

出

る

の

で

あ

る

」
と

答

へ

た

」(

『

朝

鮮

の

奇

談

と

伝

説

』)

⑤

「

あ

ご

の

下

に

付

け

ら

れ

て

い

る

瘤

か

ら

出

ま

す

。

こ

の

瘤

さ

え

あ

れ

ば

上

手

に

歌

え

る

こ

と

が

で

き

ま

す

」

と

言

っ

た

」

（
『

朝

鮮

童

話

大

集

』
）

⑦
「

老

人

は

笑

い

な

が

ら

「

首

（

喉

）

か

ら

出

る

に

決

ま

っ

た

で

し

ょ

う

」

と

言

い

な

が

ら

、

か

ら

か

ら

と

笑

っ

た

。

す

る

と

、

頭

の

ト

ケ

ビ

は

「

お

爺

さ

ん

、

嘘

言

わ

な

い

で

、

お

爺

さ

ん

の

美

し

い

声

は

き

っ

と

そ

の

大

き

な

瘤

か

ら

出

る

に

違

い

な

い

」

と

言

っ

た

」 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

（
『

朝

鮮

伝

来

童

話

集

』
）

⑧
「

喉

か

ら

出

る

ん

だ

」

と

老

人

が

答

え

た

と

こ

ろ

、
「

お

爺

さ

ん

、

嘘

言

わ

な

い

で

く

だ

さ

い

、

普

通

の

声

な

ら

喉

か

ら

出

る

ん

だ

け

と

、

そ

ん

な

美

し

い

声

は

決

し

て

声

か

ら

出

る

わ

け

な

い

、

爺

の

そ

の

大

き

な

瘤

か

ら

出

る

じ

ゃ

な

い

で

す

か

」

（
『

朝

鮮

語

読

本

』
）

⑨
お

爺

さ

ん

は

誇

ら

し

げ

に

「

こ

れ

を

見

て

、

こ

こ

に

あ

る

大

き

な

瘤

を

見

て

み

て

、

こ

こ

か

ら

美

し

い

歌

が

出

る

ん

だ

」

と

、

平

気

で

言

っ

た

」 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

（
『

韓

国

伝

来

童

話

読

本

』
）

⑩
「

お

爺

さ

ん

は

、

ト

ケ

ビ

は

こ

の

瘤

っ

て

、

何

だ

か

分

か

ら

な

い

は

ず

だ

か

ら

、

歌

が

入

っ

た

袋

だ

と

言

っ

た

ら

面

白

が

る

か

も
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…

と

思

っ

た

。
「

友

よ

、
私

の

歌

が

出

て

来

る

と

こ

ろ

を

教

え

て

あ

げ

る

よ

、
私

の

歌

は

、
こ

の

歌

の

袋
（

瘤

）
か

ら

出

て

く

る

ん

だ

」 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

（
『

伝

来

童

話

集

』
）

⑪
「

お

爺

さ

ん

は

威

張

り

な

が

ら

「

こ

れ

を

見

て

、

こ

こ

に

ぶ

ら

下

げ

て

い

る

瘤

を

、

こ

こ

か

ら

（

歌

が

）

出

る

の

よ

」

と

、

瘤

を

指

し

た

」 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

（
『

韓

国

伝

来

童

話

全

集

』
）

⑫
「

お

爺

さ

は

威

張

り

な

が

ら

、

指

先

で

ほ

っ

ぺ

た

の

こ

ぶ

を

こ

す

っ

た

。
「

私

が

よ

く

歌

え

る

の

は

、

こ

の

こ

ぶ

の

せ

い

で

す

。

こ

れ

さ

え

あ

れ

ば

、

ど

ん

な

歌

で

も

上

手

に

歌

え

ま

す

よ

」 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

（
『

朝

鮮

昔

話

百

撰

』
）

⑯
「

私

は

他

の

人

よ

り

こ

の

瘤

と

い

う

も

の

が

付

い

て

い

る

の

よ

（

中

略

）

他

の

人

よ

り

歌

が

上

手

い

の

は

、

こ

の

瘤

か

ら

そ

の

歌

声

が

出

る

か

ら

だ

よ

」

実

際

ト

ケ

ビ

た

ち

が

見

て

み

る

と

、

他

の

人

に

は

付

い

て

い

な

い

瘤

が

あ

っ

て

歌

も

上

手

だ

か

ら

、

瘤

か

ら

歌

が

出

て

来

る

と

言

う

彼

の

話

は

確

か

だ

と

思

っ

た

」 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

（
『

韓

国

口

碑

３-

１

』
）

⑱
「

そ

の

左

の

頬

、

そ

ち

ら

の

頬

を

指

し

な

が

ら

「

私

の

歌

声

は

こ

の

瘤

か

ら

出

て

来

ま

す

」

と

言

っ

た

と

こ

ろ

、
「

そ

の

瘤

、

私

に

く

れ

な

い

の

か

」

と

言

っ

て

き

た

。

あ

げ

る

こ

と

は

で

き

る

け

ど

、

で

も

「

こ

の

二

つ

と

も

取

っ

て

帰

る

な

ら

、

代

わ

り

に

何

か

く

れ

な

い

か

い

」

と

聞

い

た

」 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

（
『

韓

国

口

碑

４-

１

』
）

⑳
「
（

ど

こ

か

ら

歌

声

が

出

る

か

と

聞

か

れ

て

、
瘤

か

ら

だ

と

言

う

と

）
瘤

を

取

れ

と

言

い

な

が

ら

、
押

し

寄

せ

て

は

取

っ

て

く

れ

た

。

爺

は

あ

ま

り

に

も

嬉

し

す

ぎ

て

、
踊

り

な

が

ら

家

に

戻

っ

た

。
」 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

（
『

韓

国

口

碑

７-

１

６

』
）

以

上

、
取

り

上

げ

た

韓

国

昔

話

の

ほ

と

ん

ど

の

事

例

に

、
歌

声

は

ど

こ

か

ら

出

て

来

る

か

と

尋

ね

る

ト

ケ

ビ

に

対

し

て

主

人

公

は

、

平

気

で

歌

声

は

瘤

か

ら

出

る

の

だ

と

嘘

を

つ

い

て

い

る

。

そ

れ

に

、

ト

ケ

ビ

は

嘘

を

そ

の

ま

ま

信

じ

、

宝

物

を

も

っ

て

瘤

を

買

い

求

め

て

い

る

。

異

界

の

存

在

に

怖

が

ら

ず

、

平

気

で

嘘

を

つ

き

、

自

分

の

利

益

を

得

よ

う

と

す

る

行

動

か

ら

、

主

人

公

の

も

つ

ト

ケ

ビ

に

対

す

る

印

象

が

読

み

取

れ

る

。

韓

国

ト

ケ

ビ

の

特

徴

に

つ

い

て

、
李

元

寿

氏

は
「

歌

の

袋

」
（
【

表

２

】
⑩

番

事

例

）
の

解

説

に

お

い

て

、
「

外

国

の

化

け

物

よ

り

も
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人

間

的

で

、

無

邪

気

な

面

が

あ

る

。

そ

れ

ほ

ど

、

ト

ケ

ビ

は

恐

ろ

し

い

も

の

と

し

て

よ

り

も

、

面

白

く

て

親

し

い

も

の

（
４
０
）

」

と

し

、

山

崎

源

太

郎

氏

は
『

朝

鮮

の

奇

談

と

伝

説

』
に

お

い

て

、
「

悪

い

事

す

る

代

わ

り

に

懇

意

に

な

れ

ば

、
金

を

持

っ

て

来

て

呉

れ

る

の

で

、

欲

の

深

い

者

は

密

か

に

此

の

鬼

を

祭

る

、

さ

れ

ど

一

朝

仲

が

悪

く

な

っ

た

ら

最

後

其

の

儲

け

さ

せ

た

金

を

、

み

ん

な

攫

っ

て

行

く

（

４

１

）

」

と

述

べ

て

い

る

。

ト

ケ

ビ

は

一

般

に

、「

い

た

ず

ら

を

好

み

、
人

を

惑

わ

し

て

嫌

が

ら

せ

も

す

る

も

の

の

、
う

ま

く

付

き

合

う

と

、
そ

の

霊

験

な

力

で

財

宝

を

も

た

ら

す

な

ど

奇

跡

的

な

助

け

を

与

え

る

（
４
２
）

」

存

在

で

あ

る

こ

と

が

知

ら

れ

て

い

る

。

ち

な

み

に

、

金

鍾

大

氏

は

ト

ケ

ビ

の

用

語

の

初

め

に

登

場

す

る

文

献

『

釋

譜

詳

節

』

や

『

月

印

釋

譜

』

（
４
３
）

の

「

ト

ケ

ビ

に

多

く

の

財

物

が

で

き

る

こ

と

を

祈

っ

た

り

、

長

寿

を

祈

願

す

る

と

い

う

語

句

を

根

拠

に

、
「

ト

ケ

ビ

の

本

質

は

、

富

の

生

産

あ

る

い

は

、

富

の

創

造

に

あ

る

」

と

主

張

し

（
４
４
）

た

。

さ

ら

に

、

任

晳

宰

氏

は

、

韓

国

昔

話

や

説

話

の

中

に

登

場

す

る

ト

ケ

ビ

の

特

徴

に

つ

い

て

、

宝

物

を

限

り

な

く

持

っ

て

、
願

う

も

の

な

ら

何

で

も

出

て

来

る
（

魔

法

棒

を

持

っ

て

い

る

。
ま

た

、
食

べ

は

お

酒

を

飲

ん

で

楽

し

く

遊

ぶ

の

が

好

き

で

、

人

間

と

は

親

し

い

関

係

だ

が

、

人

に

よ

く

騙

さ

れ

る

間

抜

け

な

面

も

あ

る

存

在

と

な

っ

て

い

る

。

そ

し

て

、

裏

切

ら

れ

た

ら

お

返

し

は

す

る

も

の

の

、

そ

の

報

復

の

手

段

や

方

法

は

、

精

巧

・

巧

み

で

も

な

く

、

直

截

的

で

お

愚

か

な

に

き

わ

ま

り

な

い

。

そ

の

た

め

か

、

ト

ケ

ビ

は

超

自

然

的

な

霊

験

の

力

を

持

っ

て

、

人

の

願

い

を

叶

え

て

く

れ

る

も

の

の

、

人

は

そ

れ

を

崇

め

尊

ぶ

の

で

は

な

く

、

馬

鹿

に

し

て

だ

ま

そ

う

と

す

（
４
５
）

る

、

と

述

べ

て

い

る

。

つ

ま

り

、

韓

国

の

ト

ケ

ビ

と

は

、

日

本

の

お

化

け

や

鬼

に

比

べ

、

恐

ろ

し

い

存

在

で

は

な

く

、

財

宝

を

も

ら

え

る

対

象

と

い

う

イ

メ

ー

ジ

で

描

か

れ

て

い

る

。

そ

れ

に

対

し

、

日

本

昔

話

や

『

宇

治

拾

遺

』

第

三

話

に

お

け

る

鬼

は

、

人

に

呪

福

を

も

た

ら

す

神

格

に

近

い

。

⑦

番

事

例

の

場

合

は
（

補

注

２

-

６

）
、

喉

と

首

の

こ

と

を

同

じ

く
「

목
モ
ッ
ク

」
と

い

う

韓

国

語

に

対

す

る

、
ト

ケ

ビ

の

勘

違

い

か

ら

生

じ

た

も

の

だ

と

思

わ

れ

る

が

、
爺

は

ト

ケ

ビ

の

勘

違

い

を

訂

正

し

な

い

事

例

や

、
⑧

番

の

事

例

、「

お

爺

さ

ん

は

、
ト

ケ

ビ

は

こ

の

瘤

っ

て

、

何

だ

か

分

か

ら

な

い

は

ず

だ

か

ら

、

歌

が

入

っ

た

袋

だ

と

言

っ

た

ら

面

白

が

る

か

も

…

と

思

っ

た

」

と

い

う

主

人

公

の

心

理

な

ど

、
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韓

国

の

事

例

の

中

に

出

る

主

人

公

の

嘘

の

場

面

に

は

、

そ

れ

ほ

ど

悪

い

印

象

は

感

じ

ら

れ

な

い

こ

と

も

特

徴

で

あ

る

。

日

本

昔

話

に

は

、

群

馬

県

利

根

郡

新

治

村

須

川

伝

承

（
【

表

１

】

の

59
番

事

例

）

の

場

合

、

鬼

の

側

か

ら

「

こ

の

中

に

い

い

声

の

出

る

た

ね

が

入

っ

て

い

る

に

ち

げ

え

ね

え

」

と

、

瘤

を

見

て

声

が

出

る

と

こ

ろ

だ

と

勘

違

い

す

る

と

か

、

群

馬

県

利

根

郡

新

治

村

伝

承

（

61
番

事

例

）

の

場

合

は

、

頭

の

天

狗

か

ら

、

な

ぜ

そ

ん

な

よ

い

声

が

出

る

の

か

と

聞

か

れ

た

時

、

自

分

の

瘤

を

指

し

な

が

ら

、

「

こ

ん

な

も

の

が

、
あ

る

せ

い

だ

か

ら

、
何

だ

か

、
あ

り

が

た

い

事

に

は

、
と

っ

て

も

よ

う

声

が

で

ま

す

よ

」
と

、
嘘

を

つ

く

な

ど

、

瘤

は

歌

声

が

出

て

く

る

と

こ

ろ

だ

と

い

う

設

定

の

事

例

は

み

ら

れ

る

。

た

だ

、

そ

れ

は

、

あ

く

ま

で

も

、

再

び

爺

を

招

く

た

め

に

、

質

と

し

て

預

け

て

お

く

こ

と

に

意

味

が

あ

る

。

日

本

昔

話
「

瘤

取

爺

」
に

、
韓

国

昔

話

の

よ

う

な

瘤

を

売

る

と

い

う

事

例

は

現

在

の

と

こ

ろ

見

当

た

ら

な

い

。【

表

２

】
に

よ

る

と

、

主

人

公

の

上

手

い

踊

り

で

楽

し

い

遊

び

が

で

き

た

、

異

界

の

存

在

か

ら

、

お

礼

や

報

い

と

し

て

、

宝

物

や

お

金

な

ど

を

も

ら

う

事

例

が

確

認

で

き

る

。

そ

の

他

、

瘤

を

取

っ

て

欲

し

い

と

思

っ

た

主

人

公

が

、

異

界

の

存

在

に

瘤

は

質

と

し

て

価

値

の

あ

る

大

事

な

も

の

だ

と

思

わ

せ

る

た

め

の

巧

み

な

動

き

が

見

ら

れ

る

。
『

宇

治

拾

遺

』

で

は

、
「

た

ゞ

目

鼻

を

は

召

す

と

も

、

こ

の

こ

ぶ

だ

け

は

ゆ

る

し

給

候

は

む

。
年

比

持

て

候

物

を

、
故

な

く

召

さ

れ

む

、
ず

ち

な

き

事

に

候

な

ん

」
と

、
嬉

し

い

心

を

隠

し

て

嘘

を

つ

く

。
昔

話

に

は

、

山

形

県

米

沢

市

窪

田

（

24
番

事

例

）

伝

承

の

場

合

、

瘤

を

取

ろ

う

と

し

た

時

、
「

い

や

、

こ

の

こ

ぶ

取

ら

っ

ち

ゃ

ら

大

変

だ

」

と

あ

り

、
愛

媛

県

八

幡

浜

市

日

土

町

の

伝

承
（

１

２

８

番

事

例

）
に

は

、
「

こ

れ

だ

け

は

預

け

る

こ

と

は

で

き

な

い

」
と

言

う

。
ま

た

、
山

形

県

最

上

郡

最

上

町

（

43
番

事

例

）

伝

承

の

場

合

は

、

質

と

し

て

瘤

を

取

ら

れ

た

爺

が

、

わ

ざ

と

、
「

宝

こ

ぶ

返

せ

」

と

、

い

う

場

面

が

み

ら

れ

る

。

自

分

に

有

利

に

事

を

運

ぼ

う

と

す

る

力

点

の

置

き

方

が

異

な

る

の

で

あ

る

。

四

、

質

と

「

瘤

を

売

る

」

こ

と

韓

国

昔

話

の

特

徴

と

し

て

、

瘤

か

ら

歌

が

出

る

と

い

う

こ

と

を

聞

い

た

後

の

ト

ケ

ビ

の

対

応

に

つ

い

て

み

て

お

こ

う

。

（

○

番

号

は

、
【

表

２

】

の

採

録

事

例

番

号

を

表

す

）
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①
「

妖

怪

さ

ら

ば

い

か

で

そ

の

瘤

を

ば

我

に

売

り

玉

へ

と

て

、
種

々

の

宝

共

を

持

ち

出

で

交

換

し

て

け

り

」（
『

朝

鮮

の

物

語

集

』
）

③
「

妖

怪

は

「

然

ら

ば

ド

ウ

か

し

て

其

の

瘤

を

買

っ

て

貰

ひ

た

い

」

と

云

っ

て

、

多

く

の

宝

を

持

ち

出

し

て

其

の

瘤

を

爺

の

顔

か

ら

無

理

に

取

り

去

っ

て

し

ま

っ

た

」 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

（
『

朝

鮮

の

奇

談

と

伝

説

』
）

⑤
「

ト

ケ

ビ

は

嬉

し

い

顔

で

、「

そ

う

か

、
そ

ん

な

良

い

も

の

を

一

人

だ

け

持

た

ず

に

、
金

銀

宝

貨

な

ら

た

く

さ

ん

あ

げ

る

か

ら

、

私

に

売

っ

て

く

れ

」

と

頼

む

の

で

あ

っ

た

」 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

（
『

朝

鮮

童

話

大

集

』
）

⑦
「

き

っ

と

瘤

か

ら

歌

声

が

出

る

に

違

い

ま

せ

ん

。

お

爺

さ

ん

、

難

し

い

と

は

思

い

ま

せ

ん

が

、

そ

の

瘤

、

私

た

ち

に

取

っ

て

く

れ

ま

せ

ん

か

、
代

わ

り

に

良

い

も

の

を

牛

や

馬

に

乗

せ

て

あ

げ

ま

す

か

ら

」
と

、
願

う

の

で

あ

っ

た

」

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

(

『

朝

鮮

伝

来

童

話

集

』
）

⑧
「

お

爺

さ

ん

、

難

し

い

と

は

思

い

ま

せ

ん

が

、

そ

の

瘤

、

私

た

ち

に

く

れ

ま

せ

ん

か

、

く

れ

る

な

ら

、

礼

物

を

た

く

さ

ん

あ

け

ま

す

」

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

(

『

朝

鮮

語

読

本

』
）

⑨
「

頭

の

ト

ケ

ビ

は

、

何

と

自

分

も

お

爺

さ

ん

の

よ

う

に

上

手

に

歌

い

た

い

と

思

っ

て

い

た

の

で

、

部

下

た

ち

に

た

く

さ

ん

の

宝

物

を

持

っ

て

来

い

と

命

令

し

た

」 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
(

『

韓

国

伝

来

童

話

読

本

』
）

⑩
「

そ

の

歌

の

袋
（

瘤

）
、
俺

た

ち

に

売

っ

て

く

れ

。
お

金

な

ら

十

分

あ

げ

る

か

ら

、
俺

た

ち

に

売

っ

て

く

れ

」（
『

伝

来

童

話

集

』
）

⑪
「

頭

の

ト

ケ

ビ

は

、

自

分

も

瘤

を

も

っ

て

美

し

い

歌

を

歌

い

た

い

と

思

っ

た

。
「

何

ど

う

ぞ

、

そ

の

瘤

を

私

に

く

れ

ま

せ

ん

か

。

宝

物

を

た

く

さ

ん

あ

げ

る

か

ら

、

交

換

し

ま

し

ょ

う

」
」

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

(

『

韓

国

伝

来

童

話

全

集

』
）

⑬
「

そ

の

こ

ぶ

を

お

れ

に

く

れ

な

い

か

。
も

ち

ろ

ん

、
そ

れ

に

相

当

す

る

宝

物

を

い

っ

ぱ

い

あ

げ

る

か

ら

」（
『

朝

鮮

昔

話

百

撰

』
）

⑯
「

代

わ

り

に

た

く

さ

ん

の

お

金

を

あ

げ

る

か

ら

瘤

を

私

に

取

っ

て

く

れ

」 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

（
『

韓

国

口

碑

３-

１

』
）

⑱
「

こ

の

二

つ

と

も

取

っ

て

帰

る

な

ら

、

代

わ

り

に

何

か

く

れ

な

い

か

い

」

と

聞

い

た

。
（

中

略

）

ト

ケ

ビ

の

ホ

ン

ド

ゥ

ケ

っ

て

、

あ

っ

た

で

し

ょ

う

、

昔

、

ト

ケ

ビ

の

棒

と

い

う

も

の

。
「

ト

ケ

ビ

の

棒

を

あ

げ

る

か

ら

交

換

し

ま

し

ょ

う

」
（
『

韓

国

口

碑

４-

１

』
）
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⑲
「

そ

れ

じ

ゃ

、
そ

の

瘤

、
千

金

を

あ

げ

る

か

ら

く

れ

な

い

か

」 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

（
『

韓

国

口

碑

５-

３

』)

以

上

の

韓

国

昔

話

「

瘤

取

爺

」

話

は

、

④

⑫

⑯

⑱

⑳

番

の

事

例

以

外

は

、

ト

ケ

ビ

が

偶

然

、

主

人

公

の

歌

を

聞

く

と

い

う

設

定

で

あ

る

。

瘤

か

ら

上

手

な

歌

が

出

て

く

る

と

い

う

主

人

公

の

嘘

を

信

じ

て

、

瘤

を

求

め

る

ト

ケ

ビ

を

相

手

に

瘤

を

売

る

と

い

う

設

定

も

一

つ

の

特

徴

で

あ

ろ

う

。

ほ

か

に

、

➀

⑤

⑩

の

よ

う

に

、

ト

ケ

ビ

か

ら

瘤

を

売

っ

て

欲

し

い

と

い

う

要

求

す

る

事

例

も

あ

る

が

、

実

際

に

売

る

と

い

う

表

現

は

見

ら

れ

な

い

が

、

瘤

の

代

わ

り

に

、

金

銀

宝

物

や

叩

く

と

願

い

を

叶

え

て

く

れ

る

ト

ケ

ビ

の

棒

な

ど

と

い

っ

た

、
「

お

返

し

」
を

も

ら

う

と

い

う

事

例
（

⑤
（

補

注

２

-

７

）

、
⑦

⑧

⑨

⑩

⑪

⑬

⑯

⑰

⑱

⑲

）
が

多

い

。
特

に

、
⑱

番

事

例

の

場

合

、

主

人

公

の

方

か

ら

「

こ

の

瘤

の

変

わ

り

に

何

か

く

れ

な

い

か

」

と

、

積

極

的

に

「

お

返

し

」

を

要

求

す

る

と

い

う

設

定

も

珍

し

い

。

こ

の

よ

う

な

主

人

公

の

嘘

の

場

面

や

瘤

を

売

る

と

い

う

場

面

は

、
日

本

の

場

合

は

、『

宇

治

拾

遺

』
に

は

見

ら

れ

な

い

が

、
昔

話
「

瘤

取

爺

」

に

は

、

群

馬

県

利

根

郡

新

治

村

伝

承

の

場

合

（
【

表

１

】

の

59
番

事

例

）
、

鬼

の

側

か

ら

「

こ

の

中

に

い

い

声

の

出

る

た

ね

が

入

っ

て

い

つ

に

ち

げ

え

ね

え

」

と

、

瘤

を

声

が

出

る

と

こ

ろ

だ

と

勘

違

い

す

る

か

、

群

馬

県

利

根

郡

新

治

村

伝

承

の

場

合

（
【

表

１

】

の

61
番

事

例

）

は

、

頭

の

天

狗

か

ら

、

な

ぜ

そ

ん

な

よ

い

声

が

出

る

の

か

と

聞

か

れ

た

時

、

自

分

の

瘤

を

指

し

な

が

ら

、
「

こ

ん

な

も

の

が

、

あ

る

せ

い

だ

か

ら

、

何

だ

か

、

あ

り

が

た

い

事

に

は

、

と

っ

て

も

よ

う

声

が

で

ま

す

よ

」

と

、

嘘

を

つ

く

な

ど

、

瘤

は

歌

声

が

出

て

く

る

と

こ

ろ

だ

と

い

う

設

定

の

事

例

が

み

ら

れ

る

。

一

見

す

る

と

、
韓

国

の

事

例

と

似

て

い

る

と

も

考

え

う

る

。
し

か

し

、
そ

れ

は

、
あ

く

ま

で

も

、
再

び

爺

を

招

く

た

め

に

、
質

と

し

て

預

け

て

お

く

た

め

に

と

っ

て

行

動

で

あ

り

、
私

が

集

め

た

日

本

昔

話
「

瘤

取

爺

」
一

四

七

の

採

録

事

例

の

中

に

、
「

瘤

を

売

る

」
と

い

う

場

面

は

見

当

た

ら

な

い

。

ほ

か

、

実

際

に

「

売

る

」

と

い

う

表

現

は

使

わ

な

い

が

、

上

手

な

踊

り

に

対

す

る

お

礼

や

報

い

と

し

て

、

金

銀

宝

を

も

ら

う

か

（
【

表

１

】

の

14
、

26
、

46
、

50
、

51
、

92
、

1 18
、

1 33
番

事

例

）
、

金

銀

宝

の

代

わ

り

に

瘤

を

取

っ

て

欲

し

い

と

要

求

す

る

事

例

は

確

認

で

き

る

（
【

表

１

】

の

63
、

89
、

91
、

1 11
番

事

例

）
。
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第

五

節

日
韓

比

較

の

論

点

同

じ

話

型

を

も

つ

拾

遺

『

宇

治

拾

遺

』

第

三

話

及

び

日

本

昔

話

と

、

韓

国

昔

話

の

三

者

に

つ

い

て

比

較

を

試

み

る

と

、

三

者

の

共

通

点

、

相

違

点

を

次

の

よ

う

に

整

理

す

る

こ

と

が

で

き

る

。

ま

ず

、

日

韓

昔

話

な

ら

び

に

『

宇

治

拾

遺

』

の

説

話

と

三

者

の

同

質

性

を

話

型

に

求

め

る

と

、

主

人

公

は

、

異

界

の

存

在

に

よ

っ

て

瘤

を

取

ら

れ

る

。

隣

人

は

、

異

界

の

存

在

か

ら

瘤

を

付

け

ら

れ

る

。

と

い

う

、

単

純

で

対

照

的

な

枠

組

み

が

共

有

さ

れ

て

い

る

こ

と

が

確

認

で

き

る

。

問

題

に

す

べ

き

は

、

な

ぜ

、

ど

う

い

う

仕

掛

け

に

よ

っ

て

災

厄

の

除

去

も

し

く

は

呪

福

の

獲

得

が

可

能

に

な

る

の

か

を

、

ど

う

説

明

す

る

か

と

い

う

点

の

違

い

で

あ

る

。

す

な

わ

ち

、

日

本

と

韓

国

と

い

う

異

な

る

地

域

性

や

伝

承

の

歴

史

性

に

よ

っ

て

表

現

に

異

な

り

が

生

じ

た

も

の

と

捉

え

る

こ

と

が

で

き

る

。

日

韓

両

国

と

も

に

、「

瘤

取

り

に

行

っ

て

、
瘤

付

け

ら

れ

る

」
と

い

う

設

定

は

同

じ

だ

が

、
モ

チ

ー

フ

を

詳

し

く

分

析

し

て

み

る

と

、

日

韓

の

「

瘤

取

爺

」

は

は

っ

き

り

と

し

た

モ

チ

ー

フ

で

対

比

的

に

構

成

さ

れ

て

い

（
４
６
）

る

。

【

表

２

】
の

収

録

さ

れ

た

事

例

の

結

末

か

ら

考

え

る

と

、
韓

国

の

場

合

、
瘤

を

取

る

と

い

う

こ

と

を

目

的

と

す

る

だ

け

で

は

な

く

、

最

後

の

結

論

と

し

て

は

、

ト

ケ

ビ

に

よ

っ

て

金

持

ち

に

な

る

と

い

う

こ

と

だ

と

考

え

ら

れ

る

（

二

〇

事

例

の

中

、

一

五

の

事

例

が

瘤

を

売

る

か

交

換

す

る

か

に

よ

っ

て

、

宝

物

や

お

金

を

も

ら

っ

て

い

る

）
。

発

端

部

分

に

お

い

て

、
韓

国

昔

話

で

は

、
偶

然

主

人

公

の

歌

を

聞

い

た

異

界

の

存

在

は

、
そ

の

歌

に

合

わ

せ

て

楽

し

く

踊

り

遊

ぶ

。

す

な

わ

ち

、

異

界

の

存

在

の

遊

び

は

上

手

な

主

人

公

の

歌

に

よ

り

始

ま

る

の

で

あ

る

。

一

方

、

日

本

は

、

主

人

公

か

ら

積

極

的

に

鬼

の

開

く

宴

に

入

り

込

み

、

上

手

に

踊

る

こ

と

に

よ

っ

て

、

参

加

者

と

な

る

こ

と

が

で

き

る

。

つ

ま

り

、

日

本

の

場

合

は

宴

を

開

く

際

、

主

人

公

の

上

手

な

踊

り

を

見

る

た

め

に

は

、

必

ず

爺

が

宴

に

参

加

し

な

け

れ

ば

な

ら

な

い

。

そ

の

た

め

、

質

を

預

け

て

お

く

必

要

が

あ

っ

た

だ

ろ

う

。
一

方

、
韓

国

の

場

合

、「

瘤

は

美

し

い

歌

声

が

出

て

く

る

歌

の

袋

と

あ

る

た

め

、
瘤

さ

え

持

っ

て

い

れ

ば

い

つ
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で

も

歌

う

こ

と

や

聞

く

こ

と

が

で

き

る

の

で

、

爺

を

招

く

必

要

が

な

い

。

し

た

が

っ

て

、

質

と

し

て

瘤

を

預

け

る

必

要

も

な

い

（
４
７
）

」

の

で

あ

る

。

要

す

る

に

、

韓

国

昔

話

で

は

、

瘤

を

取

る

・

取

ら

な

い

が

最

終

の

課

題

で

は

な

く

、

瘤

は

主

人

公

が

裕

福

に

な

る

た

め

の

手

段

な

の

で

あ

る

。

そ

れ

ゆ

え

、

韓

国

昔

話

は

富

を

得

る

こ

と

が

で

き

る

方

法

の

一

つ

と

し

て

「

瘤

を

売

る

」

と

い

う

設

定

が

必

要

で

あ

っ

た

と

考

え

ら

れ

る

。

し

た

が

っ

て

、

韓

国

昔

話

に

は

、

宝

物

を

与

え

て

も

買

い

求

め

る

ほ

ど

の

美

し

い

主

人

公

の

歌

声

が

必

要

で

あ

り

、

日

本

昔

話

に

は

、

命

を

か

け

て

も

入

り

込

み

た

く

な

る

ほ

ど

の

宴

の

場

面

が

必

要

で

あ

っ

た

の

で

は

な

か

ろ

う

か

。

日

本

昔

話

に

お

い

て

、

鬼

は

、

集

団

で

登

場

す

る

。

例

え

ば

、

佐

々

木

喜

善

の

『

聴

耳

草

紙

』

に

掲

載

さ

れ

て

い

る

「

瘤

取

爺

」

（

そ

の

一

）
の

事

例

で

は

、
爺

は

瘤

を

取

っ

て

も

ら

お

う

と
「

山

の

神

様

」
に

願

を

か

け

て
「

夜

籠

り

」
を

す

る

。
す

る

と

、
「

賑

や

か

な

笛

太

鼓

の

囃

の

音

」
と

と

も

に
「

天

狗

」
た

ち

が

現

れ

る

。
「

神

楽

」
に

は
「

舞

い

手

」
が

必

要

だ

、
と

舞

っ

た

爺

に

喜

ん

だ

天

狗

は

、

爺

の

瘤

を

取

る

。
「

瘤

取

爺

」
（

そ

の

二

）

の

事

例

で

も

、

柴

刈

に

出

掛

け

日

が

暮

れ

て

困

っ

た

爺

は

、
「

山

ノ

神

様

の

御

堂

」

に

入

っ

て

泊

ま

る

。

そ

の

時

、

鬼

た

ち

が

現

わ

れ

、

鬼

の

歌

に

う

ま

く

歌

を

「

つ

け

加

え

た

」

爺

は

、
「

一

緒

に

」

な

っ

て

「

踊

り

」

ま

わ

る

。

す

る

と

、

鬼

た

ち

は

「

明

日

の

夜

」

も

来

い

と

瘤

を

預

か

（
４
８
）

る

。

い

ず

れ

も

、

顕

現

す

る

鬼

は

神

の

位

置

に

立

つ

。

神

に

対

す

る

祭

祀

の

中

で

呪

福

を

授

か

る

と

い

う

基

本

的

な

枠

組

み

が

働

い

て

い

る

。
昔

話

の

鬼

た

ち

が

出

現

す

る

神

遊

び

の

祭

は

、『

宇

治

拾

遺

』

に

お

い

て

は

、

貴

族

社

会

の

饗

宴

と

し

て

描

か

れ

る

。

し

た

が

っ

て

、

日

本

昔

話

で

も

『

宇

治

拾

遺

』

で

も

、

爺

ま

た

は

翁

は

、

祭

祀

や

儀

式

的

な

場

に

参

加

で

き

る

か

ど

う

か

が

重

要

で

あ

る

。

日

本

昔

話

と

比

べ

る

と

、
『

宇

治

拾

遺

』
で

は

、
宴

と

い

う

祭

祀

の

場

が

作

り

出

さ

れ

る

。
そ

こ

で

は

鬼

は

、
民

俗

学

に

い

う

神

聖

な

「

横

座

」

に

迎

え

ら

れ

る

神

格

を

帯

び

て

い

る

。
「

横

座

の

鬼

」

を

喜

ば

せ

る

よ

う

に

、

舞

や

踊

り

が

奉

納

さ

れ

る

必

要

が

あ

る

。

す

な

わ

ち

、

宴

に

お

い

て

踊

り

や

歌

が

不

可

欠

で

あ

る

。

爺

の

踊

り

や

歌

は

鬼

を

喜

ば

せ

る

こ

と

が

必

要

で

あ

る

。

そ

の

た

め

に

は

、

鬼

と

人

と

が

舞

い

踊

る

場

を

共

に

す

る

宴

が

必

要

だ

っ

た

と

い

え

る

。

そ
れ

で

は

、

日

韓

の

伝

承

比

較

の

論

点

を

整

理

す

る

と

次

の

よ

う

で

あ

る

。
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（

１

）
日

本

昔

話

で

は

神

と

し

て

鬼

や

天

狗

の

出

現

す

る

祭

が

必

要

で

あ

る

。『

宇

治

拾

遺

』
の

説

話

で

は

、
主

人

公

が

入

り

込

む

宴

の

設

定

が

必

要

で

あ

る

。

（

２

）
『

宇

治

拾

遺

』

の

説

話

で

は

、

主

人

公

が

宴

に

入

り

込

む

躊

躇

と

勇

気

あ

る

決

断

が

描

か

れ

て

い

る

。

（

３

）

韓

国

昔

話

の

場

合

、

男

が

美

し

い

歌

声

で

歌

う

必

要

が

あ

る

が

、

日

本

昔

話

な

ら

び

に

『

宇

治

拾

遺

』

で

は

、

上

手

な

踊

り

が

必

要

で

あ

る

。

（

４

）

韓

国

昔

話

の

場

合

、

歌

声

は

瘤

か

ら

出

る

と

い

う

発

想

と

瘤

を

も

っ

て

最

後

に

は

裕

福

に

な

る

こ

と

が

特

徴

的

で

あ

る

。

（

５

）

韓

国

昔

話

の

場

合

、

瘤

を

売

る

こ

と

と

、

お

返

し

が

あ

る

こ

と

と

が

対

応

的

に

語

ら

れ

る

。

日

本

昔

話

と

『

宇

治

拾

遺

』

で

は

、

鬼

や

天

狗

が

翁

ま

た

は

爺

か

ら

、

質

と

し

て

瘤

を

預

か

る

と

い

う

形

で

瘤

が

取

り

除

か

れ

る

（

６

）

日

本

昔

話

や

『

宇

治

拾

遺

』

で

は

瘤

を

取

っ

て

も

ら

う

こ

と

を

目

的

と

す

る

の

に

対

し

て

、

韓

国

昔

話

で

は

金

持

ち

に

な

る

こ

と

を

目

的

と

す

る

。

こ

の

中

で

、

特

に

重

要

な

モ

チ

ー

フ

は

、

韓

国

昔

話

の

場

合

、

男

が

美

し

い

歌

声

は

瘤

か

ら

出

る

と

嘘

を

つ

き

、

瘤

を

売

ろ

う

と

す

る

こ

と

で

あ

る

。

瘤

の

変

わ

り

に

金

銀

宝

物

を

手

に

入

れ

る

こ

と

も

あ

る

。

そ

れ

は

、

異

界

の

存

在

か

ら

の

提

案

を

基

本

と

す

る

が

、

男

か

ら

積

極

的

に

要

求

す

る

場

合

も

あ

る

。

つ

ま

り

、

韓

国

昔

話

の

特

徴

と

し

て

、

瘤

か

ら

歌

が

出

る

と

い

う

発

想

の

特

異

さ

と

と

も

に

、

そ

の

瘤

を

売

っ

た

り

、

さ

ら

に

瘤

を

取

ら

れ

た

代

り

に

、

金

銀

宝

物

な

ど

と

い

っ

た

補

償

を

求

め

た

り

す

る

こ

と

が

特

徴

で

あ

る

。

一

方

、

日

本

昔

話

で

は

、

主

題

が

危

機

の

回

避

や

災

厄

の

除

去

、

も

し

く

は

幸

福

な

結

婚

や

富

の

獲

得

に

あ

る

。

と

す

れ

ば

、

日

本

昔

話

「

瘤

取

爺

」

や

『

宇

治

拾

遺

』

第

三

話

は

、

幸

や

福

の

獲

得

を

究

極

の

目

的

と

す

る

よ

り

も

、

災

厄

の

除

去

が

重

要

な

課

題

と

な

っ

て

い

る

と

同

時

に

、

特

に

『

宇

治

拾

遺

』

で

は

、

結

末

に

至

る

ま

で

の

説

明

や

、

主

人

公

の

心

理

の

描

写

が

顕

著

で

あ

る

。

も

ち

ろ

ん

幸

運

へ

の

き

っ

か

け

は

、

鬼

の

登

場

に

よ

っ

て

向

こ

う

側

の

世

界

か

ら

も

た

ら

さ

れ

る

の

だ

が

、

翁

が

思

い

切

っ

て

自

分

の

意

志

で

鬼

の

宴

に

飛

び

込

ん

で

行

く

と

こ

ろ

に

特

徴

が

あ

り

、
こ

れ

は
『

宇

治

拾

遺

』
の

説

話

が

、
神

に

対

し

て

人

が

積

極

的

、
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行

動

的

に

働

き

か

け

る

と

い

う

意

味

で

、

中

世

と

い

う

時

代

の

表

現

で

あ

る

こ

と

と

か

か

わ

っ

て

い

る

だ

ろ

う

。

ま

た

、

異

界

の

存

在

で

あ

る

鬼

が

翁

の

瘤

を

取

ろ

う

と

し

た

時

、「

た

ゞ

目

鼻

を

ば

召

す

と

も

、
こ

の

こ

ぶ

だ

け

は

ゆ

る

し

給

候

は

む

」
と

、
翁

は

嬉

し

く

て

た

ま

ら

な

い

内

心

を

隠

し

て

、

相

手

に

瘤

は

も

っ

と

価

値

の

あ

る

も

の

だ

と

思

わ

せ

る

、

か

け

ひ

き

の

言

葉

の

巧

み

さ

を

こ

ら

し

て

い

る

。

こ

の

よ

う

な

瘤

が

取

ら

れ

る

ま

で

の

会

話

の

や

り

と

り

に

『

宇

治

拾

遺

』

の

お

も

し

ろ

さ

が

あ

り

、

中

世

説

話

集

と

し

て

の

『

宇

治

拾

遺

』

の

ひ

と

つ

の

特

徴

で

あ

る

と

い

え

る

。

注（

１

）
金

恩

愛
「
『

宇

治

拾

遺

物

語

』
「

雀

報

恩

事

」
考

―

韓

国

昔

話

と

の

比

較

を

め

ぐ

っ

て

―

」
『

同

志

社

国

文

学

』
第

七

三

号

、
二

〇

一

一

年

三

月

。

（

２

）
浅

見

和

彦
・
三

木

紀

人

校

注
『

新

日

本

古

典

文

学

大

系

宇

治

拾

遺

物

語

』
岩

波

書

店

、
一

九

九

〇

年

。
以

下

、
『

宇

治

拾

遺

物

語

』

の

本

文

は

こ

れ

に

拠

る

。

（

３

）

神

谷

正

男

『

産

語

の

研

究

校

注

篇

』

書

籍

文

物

流

通

会

刊

一

九

六

二

年

。

（

４

）

中

島

悦

次

「

宇

治

拾

遺

物

語

「

鬼

に

瘤

取

ら

る

る

事

」

に

つ

い

て

」

『

跡

見

学

園

女

子

大

学

紀

要

』

巻

四

、

跡

見

学

園

女

子

大

学

、

一

九

七

一

年

〇

三

月

。

（

５

）

松

村

武

雄

「

日

韓

類

話

」
『

郷

土

研

究

』

第

二

巻

第

四

号

、

東

京

郷

土

研

究

社

、

一

九

一

四

年

六

月

。

（

６

）

①

竹

原

威

滋

「

異

界

訪

問

譚

に

お

け

る

山

の

精

霊

た

ち

―

世

界

の

「

瘤

取

り

鬼

」

を

め

ぐ

っ

て

―

」

『

説

話

―

異

界

と

し

て

の

山

』

説

話

・

伝

承

学

会

編

、

一

九

九

七

年

。

②
「

説

話

の

一

生

と

ジ

ャ

ン

ル

変

遷

―
「

世

界

の

瘤

取

り

鬼

」
（

Ａ

Ｔ5
0
3

）
を

め

ぐ

っ

て

―

」
説

話

伝

承

学

会

編
『

説

話
・
伝

承

の

脱

領

域

』

岩

田

書

院

、

二

〇

〇

八

年

。

③

「

『

こ

ぶ

と

り

爺

さ

ん

』

と

『

こ

ぽ

び

と

の

贈

り

物

』

―

日

欧

民

話

比

較

論

―

」

『

翻

訳

の

世

界

』

第

三

巻

第

六

号

、

日

本
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翻

訳

家

養

成

セ

ン

タ

ー

、

一

九

七

八

年

。

（

７

）

大

島

建

彦

「

宇

治

拾

遺

物

語

と

昔

話

」

説

話

文

学

会

編

『

説

話

文

学

研

究

』

第

一

二

号

、

一

九

七

七

年

六

月

。

（

８

）

柳

田

国

男

『

日

本

昔

話

名

彙

』

日

本

放

送

出

版

協

会

、

一

九

四

八

年

、

一

三

九

頁

。

（

９

）

関

敬

吾

『

日

本

昔

話

集

成

』

第

二

部

の

２

、

角

川

書

店

、

一

九

五

三

年

、

七

三

五

頁

。

（

１

０

）

関

敬

吾

『

日

本

昔

話

大

成

』

第

４

巻

本

格

昔

話

三

、

角

川

書

店

、

一

九

七

八

年

、

二

五

八

頁

。

（

１

１

）

稲

田

浩

二

・

小

澤

俊

夫

『

日

本

昔

話

通

観

』

全

二

六

巻

、

同

朋

舎

出

版

、

一

九

七

七

年

～

一

九

八

四

年

。

（

１

２

）

中

島

悦

次

『

宇

治

拾

遺

物

語

・

打

聞

集

全

註

解

』

有

精

堂

出

版

、

一

九

七

〇

年

。

（

１

３

）

大

島

建

彦

校

注

『

新

潮

日

本

古

典

集

成

宇

治

拾

遺

物

語

』

新

潮

社

、

一

九

五

八

年

。

（

１

４

）

廣

田

收

「
『

宇

治

拾

遺

物

語

』

第

三

話

―

構

造

か

ら

と

、

表

現

か

ら

と

―

」
『

入

門

説

話

比

較

の

方

法

論

』

勉

誠

出

版

、

二

〇

一

四

年

。

（

１

５

）

小

峯

和

明

「

宇

治

拾

遺

物

語

と

昔

話

―

隣

の

爺

型

を

詠

む

―

」
『

説

話

と

思

想

・

社

会

』

桜

楓

社

、

一

九

八

七

年

。

（

１

６

）

小

林

智

昭

校

注

『

日

本

古

典

文

学

全

集

宇

治

拾

遺

物

語

』

小

学

館

、

一

九

七

五

年

。

（

１

７

）

小

林

保

治

・

増

古

和

子

校

注

『

新

編

日

本

古

典

文

学

全

集

宇

治

拾

遺

物

語

』

小

学

館

、

一

九

九

六

年

。

（

１

８)

神

谷

吉

行

「

「

瘤

取

爺

」

小

攷

」

『

相

模

国

文

』

第

三

五

号

、

二

〇

〇

八

年

三

月

。

（

１

９

）
『

睡

隱

集

』
は

、
朝

鮮

王

朝

時

代

の

学

者

姜

沆
（

一

五

六

七

～

一

六

一

八

年

）
が

、
慶

長

の

役

の

時

、
日

本

の

捕

虜

に

な

っ

た

（

一

五

九

七

年

か

ら

二

年

八

ヶ

月

間

）

後

、

日

本

で

の

捕

虜

生

活

な

ど

日

本

に

つ

い

て

書

い

た

詩

文

集

の

こ

と

。

（

２

０

）

中

国

の

唐

時

代

に

段

成

式

（

八

〇

三

～

八

六

三

）

に

よ

る

古

今

の

神

話

伝

説

故

事

風

習

儀

礼

な

ど

多

分

野

に

わ

た

る

異

聞

を

記

し

た

随

筆

集

、

二

〇

巻

・

続

集

十

巻

。

（

２

１

）

中

国

の

宋

時

代

、

李

昉

に

よ

る

奉

勅

撰

、

九

七

七

年

か

ら

九

八

三

年

頃

に

成

立

し

た

類

書

の

一

つ

、

全

一

〇

〇

〇

巻

。

（

２

２

）

朝

鮮

王

朝

時

代

、

安

鼎

福

（

一

七

一

二

年

～

一

七

九

二

年

）

に

よ

り

、

古

朝

鮮

か

ら

高

麗

末

期

ま

で

の

歴

史

に

つ

い

て

書
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い

た

歴

史

書

の

こ

と

、

全

二

〇

巻

。

（

２

３

）

高

木

敏

雄

「

日

韓

共

通

の

民

間

説

話

」
『

東

亜

之

光

』

第

七

巻

一

一

号

、

一

九

一

二

年

。

（

２

４

）

高

橋

亨

「

瘤

取

」
『

朝

鮮

の

物

語

集

附

俚

諺

』

日

韓

書

房

、

一

九

一

〇

年

、

一

～

五

頁

。

（

２

５

）

今

村

与

志

雄

『

東

洋

文

庫

4
0
1
 

酉

陽

雑

俎

巻

四

』

平

凡

社

、

一

九

八

一

年

、

三

十

四

頁

。

（

２

６

）

島

津

久

基

「

瘤

取

」
『

国

民

伝

説

類

聚

』

大

岡

山

書

店

、

一

九

三

三

年

、

七

六

頁

。

（

２

７

）

野

村

八

良

「

瘤

取

」

『

国

民

童

話

』

国

史

講

習

会

、

一

九

二

二

年

、

一

〇

九

頁

。

（

２

８

）

注(

4)

に

同

じ

。

（

２

９

）

志

田

義

秀

「
『

朝

鮮

の

物

語

集

』

と

日

本

の

伝

説

童

話

」
『

日

本

の

伝

説

と

童

話

』

大

東

出

版

社

、

一

九

四

一

年

、

二

八

一

頁

。

（

３

０

）
金

宗

大
「

瘤

取

り

爺

の

形

成

過

程

に

関

す

る

試

考

」
『

韓

国

文

学

研

究

』
二

〇

号

、
韓

国

文

学

会

、
二

〇

〇

六

年

。
金

宗

大

「

殖

民

地

時

期

に

輸

入

さ

れ

た

「

瘤

取

爺

」

譚

」
『

韓

国

の

ト

ケ

ビ

研

究

』

国

学

資

料

院

、

一

九

九

四

年

、

一

四

四

頁

。

金

宗

大

氏

は

、

植

民

地

時

期

の

教

科

書

に

収

録

さ

れ

た

「

瘤

取

爺

」

の

類

話

の

内

容

の

分

析

考

察

を

通

じ

て

、

殖

民

地

時

期

に

輸

入

さ

れ

、

意

図

的

に

教

科

書

に

載

せ

ら

れ

た

日

本

伝

承

の

説

話

だ

と

主

張

す

る

。

（

３

１

）
①

金

容

儀
「

日

本
「

瘤

取

爺

」
話

の

類

型

と

分

布

」
『

日

本

語

文

学

』
第

五

巻

、
韓

国

日

本

語

文

学

会

、
一

九

九

八

年

、
一

六

三

頁

。
金

容

儀

氏

は

、『

日

本

昔

話

通

観

』
に

収

録

さ

れ

て

い

る

日

本
「

瘤

取

爺

」
に

つ

い

て

、
登

場

人

物

と

異

界

の

存

在

、

出

会

っ

た

場

所

、
祈

願

対

象

な

ど

に

分

け

、
日

本
「

瘤

取

爺

」
を
「

木

こ

り

型

」「

浄

土

型

」「

祈

願

型

」
に

分

類

し

て

い

る

。

②

ジ

ョ

ン

・

ジ

ン

ヒ

「

韓

国

ト

ケ

ビ

童

話

の

形

成

と

変

形

の

様

相

研

究

」

漢

陽

大

学

博

士

論

文

、

二

〇

〇

九

年

。

③

方

定

煥
「

新

た

に

開

拓

な

る

童

話

に

関

し

て

―

特

に

少

年

以

外

の

一

般

の

大

人

に

―

」
『

開

闢

』
第

四

巻

一

号

、
一

九

二

三

年

一

月

。



- 76 -

④

張

貞

姫

「
「

瘤

取

爺

さ

ん

」

譚

の

韓

日

間

の

説

話

素

の

比

較

と

原

型

分

析

」
『

韓

国

学

研

究

』

第

四

二

巻

、

高

麗

大

学

国

学

研

究

所

、

二

〇

一

二

年

、

三

八

一

～

四

一

一

頁

／

『

韓

国

学

論

集

』

第

四

八

巻

、

啓

明

大

学

校

韓

国

学

研

究

院

、

二

〇

一

二

年

。

（

３

２

）

①

ソ

・

デ

ソ

ク

「

模

倣

譚

の

構

造

と

意

味

」
『

古

典

散

文

研

究

』

東

和

文

化

社

、

一

九

八

一

年

。

②

キ

ム

・

ユ

ジ

ン

「

瘤

爺

さ

ん

の

構

造

と

意

味

」
『

淸

覽

語

文

学

』

第

三

巻

、

淸

覽

語

文

学

会

、

一

九

九

〇

年

。

③

金

容

儀
「

韓

国

と

日

本

の
「

瘤

取

り

爺

」
譚

―

教

科

書

収

録

の

過

程

で

行

わ

れ

た

改

正

を

中

心

に

―

」
『

日

本

語

文

学

』
第

六

巻

、

韓

国

日

本

語

文

学

会

、

一

九

九

九

年

。

④

金

容

儀
「

韓

日

の

伝

説

の

比

較

研

究

―

近

代

期

の

教

科

書

に

収

録

さ

れ

た
「

瘤

取

り

爺

」
譚

を

中

心

に

―

」『

日

本

語

日

文

学

』

日

本

語

文

学

会

、

二

〇

〇

三

年

。

⑤

金

容

儀
「

韓

日

妖

怪

説

話

比

較

研

究

の

課

題

」
『

日

本

語

文

学

』
第

二

巻

、
韓

国

日

本

語

文

学

会

、
一

九

九

六

年

、
二

三

五

頁

。

⑥

金

容

儀

「

日

帝

時

代

民

譚

の

改

作

と

収

容

の

様

相

―

『

普

通

学

校

朝

鮮

語

読

本

』

巻

四

の

「

瘤

取

爺

」

譚

を

中

心

に

―

」

『

南

道

民

俗

研

究

』

第

六

巻

、

南

道

民

俗

学

会

、

二

〇

〇

〇

年

。

⑦

金

容

儀
「

民

譚

の

イ

デ

オ

ロ

ギ

ー

的

性

格

―

日

本

の

植

民

地

時

期

の

教

科

書

に

収

録

さ

れ

た

民

譚

を

中

心

に

―

」『

日

本

研

究

』

第

一

四

巻

、

中

央

大

学

日

本

研

究

所

、

一

九

九

九

年

。

⑧

張

貞

姫

「
『

朝

鮮

語

読

本

』

の

「

瘤

取

爺

さ

ん

」

説

話

と

近

代

児

童

文

学

の

影

響

関

係

考

察

」
『

韓

国

児

童

文

学

研

究

』

韓

国

児

童

文

学

学

会

、

第

二

〇

号

、

二

〇

一

一

年

。

（

３

３

）

崔

仁

鶴

『

韓

国

昔

話

の

研

究

』

弘

文

堂

、

一

九

七

八

年

。

（

３

４

）
日

本

昔

話
「

瘤

取

爺

」
話

型

に

対

す

る

話

末

評

語

に

つ

い

て

は

、
廣

田

收
「
「

瘤

取

翁

」
類

話

考

―

話

型

と

表

現

の

異

同

を

め

ぐ

っ

て

―

」
『
『

宇

治

拾

遺

物

語

』

表

現

の

研

究

』
（

笠

間

書

院

、

二

〇

〇

三

年

、

一

六

七

頁

）

を

参

照

。
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（

３

５

）
清

水

義

範
「
「

瘤

取

り

の

翁

」
考

」
小

林

保

治
・
増

古

和

子

校

注
『

新

編

日

本

古

典

文

学

全

集

宇

治

拾

遺

物

語

』
月

報

27
、

小

学

館

、

一

九

九

六

年

。

（

３

６

）
廣

田

收
「
『

宇

治

拾

遺

物

語

』
「

癭

取

爺

」
考

」
『

人

文

学

』
第

一

六

七

号
、
同

志

社

大

学

人

文

学

会

、
二

〇

〇

〇

年

三

月

。

（

３

７

）

渡

邊

網

也

・

西

尾

光

一

校

注

『

日

本

古

典

文

学

大

系

宇

治

拾

遺

物

語

』

岩

波

書

店

、

一

九

七

二

年

、

三

～

三

一

頁

。

（

３

８

）

注(

12)

に

同

じ

。

（

３

９

）

注(

15)

に

同

じ

。

（

４

０

）

李

元

寿

「

歌

の

袋

」
『

伝

来

童

話

集

』

現

代

社

、

一

九

六

三

年

、

四

八

〇

頁

。

（

４

１

）

山

崎

源

太

郎

「

朝

鮮

の

妖

怪

」

『

朝

鮮

の

奇

談

と

伝

説

』

ウ

ツ

ボ

ヤ

書

籍

店

、

一

九

二

〇

年

、

二

二

〇

頁

。

（

４

２

）

大

百

科

事

典

出

版

部

『

東

亜

原

色

世

界

大

百

科

事

典

』

東

亜

出

版

社

、

一

九

八

三

年

。

（

４

３

）
『

釋

譜

詳

節

』

は

、

一

四

四

七

年

、

朝

鮮

王

朝

第

七

代

王

、

世

宗

（

在

位

、

一

四

一

八

～

一

四

五

〇

年

）

の

命

令

に

よ

り

、

首

陽

大

君

（

後

の

世

祖

）

が

書

い

た

釈

迦

の

一

代

記

を

ハ

ン

グ

ル

に

訳

し

た

本

、

全

二

四

巻

推

定

、

現

存

、

全

八

巻

。

『

月

印

釋

譜

』

は

、

一

四

五

九

年

、

朝

鮮

王

朝

第

七

代

王

、

世

祖

（

在

位

、

一

四

五

五

～

一

四

六

八

年

）

に

よ

り

刊

行

さ

れ

た

、

釈

迦

の

一

代

記

、

全

三

〇

巻

ほ

ど

推

定

、

現

存

は

、

全

一

二

巻

。

（

４

４

）

金

宗

大

「

韓

国

ト

ケ

ビ

と

日

本

の

妖

怪

の

比

較

研

究

に

関

す

る

私

論

」
『

民

俗

学

研

究

』

第

一

五

号

、

二

〇

〇

四

一

二

月

、

二

九

頁

。

（

４

５

）

任

晳

宰

「

説

話

の

中

の

ト

ケ

ビ

」
『

国

立

博

物

館

叢

書

１

韓

国

の

ト

ケ

ビ

』

悦

話

堂

、

一

九

八

一

年

、

五

二

頁

。

（

４

６

）

張

貞

姫

「
「

瘤

取

爺

さ

ん

」

譚

の

韓

日

間

の

説

話

素

の

比

較

と

原

型

分

析

」
『

国

学

研

究

』

第

四

二

巻

、

高

麗

大

学

校

国

学

研

究

所

、

二

〇

一

二

年

、

三

八

一

頁

。

（

４

７

）

注(

46)

に

同

じ

。

（

４

８

）

佐

々

木

喜

善

『

聴

耳

草

紙

』

筑

摩

書

房

、

一

九

六

四

年

、

一

一

九

～

二

二

頁

。
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第

三

章

宇

治

拾

遺

物

語

第

九

六

話

長

谷

寺

参

籠

の

男

利

生

に

預

か

る

事

考

昔

話

藁

し

べ

長

者

と

韓

国

昔

話

と

の

比

較

を

中

心

に

は

じ

め

に

日

本

昔

話

藁

し

べ

長

者

は

大

成
１

に

よ

る

と

分

類

番

号

一

五

五

藁

し

べ

長

者

型

に

分

類

さ

れ

本

格

昔

話

藁

し

べ

長

者

型

と

し

て

全

国

に

分

布

し

て

い

る

こ

の

伝

承

は

藁

か

ら

始

ま

て

物

を

次

々

と

交

換

し

て

後

に

は

長

者

に

な

る

と

い

う

内

容

で

あ

り

古

く

は

日

本

の

説

話

集

宇

治

拾

遺

第

九

六

話

長

谷

寺

参

籠

の

男

利

生

に

預

か

る

事

と

し

て

収

録

さ

れ

て

い

る

そ

の

ほ

か

今

昔

巻

第

一

六

第

二

八

話

古

本

説

話

集

以

下

古

本

下

巻

第

五

八

雑

談

集

五

御

伽

草

子

大

悦

物

語

な

ど

の

説

話

が

類

話

と

し

て

指

摘

さ

れ

て

い

る
２

さ

て

日

本

昔

話

に

お

い

て

藁

し

べ

長

者

型

は

二

つ

の

亜

型

に

分

け

ら

れ

る

一

つ

目

は

貧

し

い

男

が

藁

を

持

て

旅

に

出

る

そ

の

藁

を

大

根

や

三

年

味

噌

と

交

換

し

次

は

刀

に

交

換

ま

た

刀

は

米

も

し

く

は

お

金

な

ど

と

交

換

し

男

は

長

者

に

な

る

と

い

う

亜

型

が

三

年

味

噌

型

ま

た

は

宝

剣

退

治

型

本

論

に

お

い

て

は

三

年

味

噌

型

に

統

一

す

る

で

あ

る

二

つ

目

は

男

が

観

音

に

祈

願

し

お

告

げ

を

受

け

て

藁

蜜

柑

ま

た

は

果

物

馬

畑

・

家

と

い

う

順

番

に

交

換

し

て

後

に

は

長

者

に

な

る

と

い

う

筋

を

持

つ

亜

型

で

観

音

祈

願

型

と

言

う

に

分

け

ら

れ

る

福

田

晃

氏

に

は

宇

治

拾

遺

第

九

六

話

長

谷

寺

参

籠

の

男

利

生

に

預

か

る

事

の

類

話

と

し

て

指

摘

さ

れ

て

い

る

今

昔

古

本

雑

談

集

御

伽

草

子

は

観

音

祈

願

型

に

属

す
３

る

と

述

べ

る

さ

ら

に

比

較

的

視

点

に

立

つ

と

日

本

昔

話

藁

し

べ

長

者

型

は

欧

州

で

は

本

話

型

と

全

く

一

致

す

る

話

型

は

み

ら

れ

な

い

が

Ａ

Ｔ1
6
5
5

有

利

な

交

易

に

や

や

似

て

い

る

中

国

に

は

類

し

た

物

語

は

報

告

さ

れ

て

い

な

い

が

韓

国

で

は

崔

仁

鶴

氏

韓

国

昔

話

の

研

究

に

よ

る

と

日

本

の

藁

し

べ

長

者

に

ほ

ぼ

等

し

い

藁

縄

一

本

で

長

者

に

な

る

と

欧

州

の

有

利

な

交

易

に

似

た

粟

一

粒

で

と

の

二

つ

の

話

型

が

存

在

す

る

も

ち

ろ

ん

本

話

型

は

欧

州

の

有

利

な

交
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易

と

直

接

の

関

係

は

な

く

お

そ

ら

く

韓

国

か

日

本

で

独

自

に

生

み

出

さ

れ

た

話

型
４

で

あ

ろ

う

と

推

測

し

て

い

る

私

は

昔

話

関

連

話

群

に

対

す

る

同

話

・

類

話

ま

た

は

関

連

話

の

比

較

考

察

に

お

い

て

日

本

の

文

献

や

昔

話

の

採

録

資

料

を

含

め

同

じ

出

典

か

ら

伝

承

さ

れ

た

と

指

摘

さ

れ

る

韓

国

の

口

碑

の

採

録

事

例

を

新

た

な

比

較

考

察

の

対

象

と

し

て

据

え

共

有

さ

れ

て

い

る

話

型

の

特

質

に

つ

い

て

考

察

し

た

い

ま

た

原

典

と

さ

れ

る

イ

ン

ド

の

説

話

集

や

ジ

タ

カ

・

仏

典

を

調

べ

宇

治

拾

遺

第

九

六

話

と

日

本

昔

話

藁

し

べ

長

者

と

韓

国

昔

話

藁

縄

一

本

で

長

者

に

な

る

型

と

の

比

較

を

中

心

に

考

察

す

る

第

一

節

宇

治

拾

遺

物

語

及

び

説

話

の

中

の

藁

し

べ

長

者

話

型

一

宇

治

拾

遺

物

語

の

諸

注

釈

初

に

諸

注

釈

の

見

解

を

み

て

お

き

た

い

( 1 )

古

本

五

十

八

話

・

今

昔

巻

十

六

第

二

十

八

話

と

同

話

で

あ

る

長

谷

寺

縁

起

に

は

こ

れ

に

似

た

話

が

あ

る

な

お

雑

談

集

巻

五

の

信

智

之

徳

事

参

照

さ

て

こ

の

話

は

或

は

も

と

長

谷

寺

に

関

係

な

か

た

も

の

が

長

谷

寺

利

生

記

と

し

て

取

り

入

れ

ら

れ

た

も

の

で

は

な

か

た

か

漸

層

的

に

事

件

が

付

加

さ

れ

る

形

で

発

展

し

て

行

く

物

語

は

世

界

的

も

い

ろ

い

ろ

見

ら

れ

る

よ

う

だ

集

成

本

格

昔

話

一

五

五

藁

し

べ

長

者

に

類

話

が

見

ら

れ

る

宇

治

拾

遺

物

語

全

註

解
５

( 2 )

ふ

だ

ん

な

ら

踏

み

に

じ

ら

れ

も

す

る

藁

く

ず

一

本

が

大

き

な

み

か

ん

三

個

に

な

る

観

音

の

は

か

ら

い

と

そ

れ

へ

の

信

頼

感

が

軸

と

な

て

事

件

は

思

わ

ぬ

方

に

展

開

す

る

現

代

な

ら

す

べ

て

が

偶

然

の

幸

運

と

か

た

づ

け

ら

れ

る

こ

と

が

こ

こ

で

は

大

い

な

る

観

音

の

慈

悲

と

偉

力

の

必

然

と

し

て

受

け

と

め

ら

れ

て

い

く

物

を

食

ふ

考

え

る

と

は

真

に

迫

る

表

現

で

あ

る

そ

れ

に

し

て

も

観

音

計

ら

は

せ

給

ふ

事

な

れ

ば

よ

も

む

な

し

く

て

は

や

ま

じ

と

い

う

観
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音

へ

の

巌

の

よ

う

な

信

頼

は

み

ご

と

で

あ

る

つ

か

ん

だ

一

本

の

藁

が

も

と

と

な

り

藁

一

本→

み

か

ん

三

つ→

布

三

段→

名

馬→
家

と

田

と

四

度

変

化

し

ト

ン

ト

ン

拍

子

に

つ

い

て

い

る

世

に

も

楽

し

い

藁

し

べ

長

者

の

物

語

で

あ

る

今

昔

巻

十

六

第

二

十

八

話

古

本

五

八

話

と

同

話

で

あ

る

が

今

昔

で

は

こ

の

話

の

終

り

を

其

ノ

後

ハ

長

谷

ノ

観

音

ノ

御

助

ケ

也

ト

知

テ

常

ニ

参

ケ

リ

観

音

ノ

霊

験

ハ

此

ク

難

有

キ

事

ヲ

ゾ

示

シ

給

ケ

ル

ト

ナ

ム

語

リ

傳

ヘ

タ

ル

ト

ヤ

と

結

び

長

谷

観

音

の

利

生

を

前

面

に

押

し

出

し

た

霊

験

説

話

と

な

て

い

る

本

書

で

は

そ

の

霊

験

を

た

た

え

な

が

ら

も

ど

ち

ら

か

ら

と

い

え

ば

実

に

う

ま

い

話

お

も

し

ろ

く

珍

し

い

話

と

い

う

話

の

筋

の

展

開

の

妙

の

ほ

う

に

重

点

が

移

て

い

る

日

本

古

典

文

学

全

集
６

( 3 )

こ

の

物

語

は

長

谷

の

観

音

を

示

す

も

の

で

あ

る

か

ら

当

然

長

谷

寺

縁

起

長

谷

寺

霊

験

記

の

類

に

見

え

る

は

ず

な

の

だ

が

そ

れ

が

見

当

た

ら

ぬ

よ

う

で

あ

る

そ

う

じ

て

宇

治

拾

遺

前

後

の

主

な

説

話

集

に

は

い

ず

れ

も

長

谷

寺

に

ゆ

か

り

の

あ

る

物

語

と

し

て

し

る

さ

れ

る

略

今

昔

の

や

や

後

一

一

三

〇

年

ご

ろ

の

成

立

か

と

さ

れ

る

古

本

は

宇

治

拾

遺

に

近

い

は

た

ご

馬

の

部

分

も

こ

ん

ど

は

何

が

も

ら

え

る

か

の

部

分

も

馬

を

売

る

部

分

も

ほ

ぼ

同

じ

終

わ

り

の

方

の

風

の

吹

き

つ

く

る

や

う

に

徳

つ

き

て

の

句

は

全

く

の

同

文

で

あ

る

結

び

の

文

は

こ

と

の

外

に

徳

あ

る

者

に

て

ぞ

あ

り

け

る

宇

治

拾

遺

よ

り

も

後

の

時

代

に

し

る

さ

れ

た

僧

無

任

の

雑

談

集

に

な

る

と

語

り

方

に

か

な

り

の

違

い

が

あ

り

時

代

に

応

じ

た

変

化

が

あ

る

無

任

に

は

別

に

沙

石

集

の

者

が

あ

り

供

に

説

経

の

席

な

ど

で

語

ら

れ

た

物

語

の

集

成

と

考

え

て

お

り

こ

こ

も

そ

の

一

例

で

あ

る

こ

こ

で

は

話

の

前

半

を

特

に

簡

単

に

し

て

ほ

ん

の

二

三

行

で

す

ま

せ

て

い

る

鑑

賞

日

本

古

典

文

学
７

( 4 )

今

昔

十

六

二

十

八

古

本

五

八

雑

談

集

五

に

は

こ

れ

と

同

話

に

当

た

る

も

の

が

収

め

ら

れ

て

い

る

そ

れ

に

よ

る

と

ま

ず

藁

一

本

か

ら

は

じ

ま

て

柑

子

三

個

布

三

匹

馬

一

頭

田

と

家

と

い

う

よ

う

に

つ

ぎ

つ

ぎ

に

別

の

品

物

と

取

り

か

え

て

つ

い

に

は

す

ば

ら

し

い

長

者

と

な

た

と

い

う

の

で

あ

る

特

に

今

昔

で

は

こ

の

説

話

の

末

尾

に

其

ノ

後

ハ

長

谷

ノ

観

音

ノ

御

助

ケ

也

ト

知

テ

常

ニ

参

ケ

リ

観

音

ノ

霊

験

ハ

此

ク

難

有

キ

事

ヲ

ゾ

示
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シ

給

ケ

ル

ト

ナ

ム

語

リ

傳

ヘ

タ

ル

ト

ヤ

と

記

さ

れ

あ

く

ま

で

も

観

音

の

利

生

を

中

心

に

説

か

れ

て

い

る

宇

治

拾

遺

の

方

で

は

い

ち

お

う

観

音

の

霊

験

に

つ

い

て

触

れ

な

が

ら

む

し

ろ

事

件

の

展

開

を

中

心

に

ま

と

め

ら

れ

て

い

る

民

間

の

藁

し

べ

長

者

の

昔

話

で

は

そ

れ

ら

の

文

献

と

通

ず

る

観

音

祈

願

型

よ

り

も

三

年

味

噌

型

ま

た

は

宝

剣

退

治

型

と

名

づ

け

ら

れ

る

も

の

が

い

そ

う

多

く

伝

え

ら

れ

て

い

る

そ

れ

に

よ

る

と

や

は

り

藁

一

本

か

ら

は

じ

ま

て

木

の

葉

味

噌

刀

と

い

う

よ

う

に

つ

ぎ

つ

ぎ

に

別

の

品

物

と

取

り

か

え

て

こ

の

刀

を

も

て

豊

か

な

身

と

な

た

と

い

う

も

の

で

あ

る

新

潮

日

本

古

典

全

集
８

( 5 )

今

昔

巻

十

六

第

二

十

八

話

古

本

五

八

話

と

同

話

世

に

も

楽

し

い

わ

ら

し

べ

長

者

の

物

語

で

あ

る

こ

ろ

ん

で

つ

か

ん

だ

一

本

の

藁

が

み

か

ん

三

個

と

な

り

み

か

ん

三

個

が

布

三

疋

や

が

て

布

が

名

馬

に

名

馬

が

土

地

と

家

に

と

ト

ン

ト

ン

拍

子

に

豪

勢

に

な

て

い

く

い

か

に

も

う

ま

い

話

で

あ

る

男

の

山

を

も

移

す

ゆ

る

ぎ

な

い

観

音

へ

の

信

頼

と

観

音

の

あ

り

が

た

い

御

利

益

と

が

軸

に

な

て

展

開

す

る

お

も

し

ろ

い

話

だ

が

今

昔

は

長

谷

観

音

の

利

生

を

前

面

に

押

し

出

し

た

霊

験

説

話

と

し

て

構

成

し

本

書

は

筋

の

展

開

の

妙

に

重

点

を

お

き

観

音

利

益

の

宣

伝

の

押

し

つ

け

が

ま

し

さ

が

な

い

こ

の

点

が

今

昔

と

比

較

し

た

場

合

の

本

書

の

特

色

の

一

つ

で

あ

る宇

治

拾

遺

物

語

評

釈
９

( 6 )

こ

の

話

は

わ

ら

し

べ

長

者

の

名

で

呼

ば

れ

る

昔

話

と

し

て

も

有

名

で

あ

る

内

容

語

り

口

な

ど

人

気

を

呼

ぶ

に

足

る

仕

上

が

り

で

あ

る

生

活

苦

に

ね

ざ

す

男

の

し

た

た

か

な

せ

ま

り

方

こ

れ

を

う

け

入

れ

て

さ

り

げ

な

く

霊

験

を

与

え

る

観

音

の

慈

悲

と

霊

力

そ

れ

が

漸

層

的

に

示

さ

れ

る

展

開

の

妙

遠

い

時

代

の

日

常

と

非

日

常

細

部

に

う

か

が

え

る

王

朝

物

語

の

影

な

ど

が

印

象

的

で

あ

る

新

日

本

古

典

文

学

大

系
１
０

( 7 )

長

谷

寺

の

門

前

で

け

つ

ま

ず

い

て

転

ん

だ

拍

子

に

握

た

一

本

の

藁

し

べ

が

三

個

の

蜜

柑

と

な

り

三

個

の

蜜

柑

が

三

疋

の

布

と

な

り

三

疋

の

布

が

名

馬

に

名

馬

が

田

地

と

家

屋

敷

に

さ

ら

に

そ

れ

が

子

孫

繁

栄

へ

と

い

う

ふ

う

に

孤

独

で

貧

乏

な

青

年

が

と

ん

と

ん

拍

子

に

運

が

向

い

て

た

ち

ま

ち

富

裕

な

長

者

へ

の

階

段

を

上

が

て

行

く

し

か

し

読

者
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は

そ

れ

が

観

音

の

強

力

な

加

護

に

よ

る

も

の

だ

と

い

う

こ

と

を

し

ば

ら

く

忘

れ

さ

せ

ら

れ

る

そ

れ

ほ

ど

に

青

侍

が

度

胸

と

駆

引

き

を

武

器

に

し

て

自

力

で

次

々

に

幸

運

を

手

に

入

れ

て

行

く

過

程

の

叙

述

が

巧

妙

で

自

然

な

の

だ

本

話

す

な

わ

ち

昔

話

わ

ら

し

べ

長

者

が

飽

か

ず

語

ら

れ

続

け

て

き

た

理

由

も

そ

こ

に

あ

ろ

う

新

編

日

本

古

典

文

学

全

集
１
１

以

上

の

諸

注

釈

を

ま

と

め

る

と

宇

治

拾

遺

第

九

六

話

は

男

の

観

音

へ

の

信

頼

と

観

音

の

あ

り

が

た

い

御

利

益

が

軸

に

な

て

展

開

す

る

が

今

昔

で

は

観

音

の

利

生

を

中

心

に

説

か

れ

て

お

り

宇

治

拾

遺

は

観

音

の

霊

験

に

つ

い

て

触

れ

つ

つ

も

む

し

ろ

事

件

の

展

開

を

中

心

に

ま

と

め

て

い

る

古

本

は

宇

治

拾

遺

に

近

い

宇

治

拾

遺

第

九

六

話

は

孤

独

で

貧

乏

な

青

年

に

運

が

向

い

て

た

ち

ま

ち

長

者

に

な

る

と

い

う

自

力

で

次

々

に

幸

運

を

手

に

入

れ

て

行

く

過

程

の

叙

述

の

巧

妙

さ

が

面

白

い

話

と

言

え

る

も

と

も

と

は

長

谷

寺

に

関

係

な

か

た

も

の

が

長

谷

寺

霊

験

譚

と

し

て

取

り

入

れ

ら

れ

た

も

の

と

考

え

ら

れ

る

こ

れ

ら

の

諸

注

釈

に

よ

る

と

宇

治

拾

遺

第

九

六

話

の

話

型

の

出

典

と

指

摘

さ

れ

る

イ

ン

ド

の

説

話

集

カ

タ

・

サ

リ

ト

・

サ

ガ

ラ

や

ジ

タ

カ

と

の

比

較

考

察

に

基

づ

く

宇

治

拾

遺

の

研

究

は

少

な

か

た

と

考

え

ら

れ

る

二

宇

治

拾

遺

物

語

と

今

昔

物

語

集

と

の

比

較

こ

こ

で

は

ま

ず

宇

治

拾

遺

第

九

六

話

長

谷

寺

参

籠

の

男

利

生

に

預

か

る

事

と

今

昔

巻

第

一

六

第

二

八

話

参

長

谷

男

依

観

音

助

得

冨

語

と

の

比

較

考

察

を

行

う

こ

と

に

す

る

今

昔

巻

一

六

本

朝

付

仏

法

に

は

霊

異

記

を

出

典

と

す

る

も

の

一

一

話

法

華

験

記

を

出

典

と

す

る

も

の

八

話

な

ど

を

含

め

観

音

の

霊

験

譚

を

内

容

概

要

と

す

る

総

計

四

〇

話

が

収

録

さ

れ

て

い

る

そ

の

中

長

谷

寺

霊

験

譚

は

第

二

八

話

の

ほ

か

第

一

九

話

新

羅

の

后

国

王

の

咎

を

蒙

り

て

長

谷

の

観

音

の

助

け

を

得

る

語

第

二

〇

話

鎮

西

従

り

上

が

る

人

観

音

の

助

け

に

侍

り

て

賊

の

難

を

遁

れ

命

を

持

つ

語

第

二

九

話

長

谷

寺

観

音

に

仕

ふ

る

貧

し

き

男

金



- 83 -

の

死

人

を

得

る

語

と

全

て

四

話

が

あ

る

さ

ら

に

宇

治

拾

遺

に

は

第

九

六

話

長

谷

寺

参

籠

の

男

利

生

に

預

か

る

事

を

含

め

総

七

話

の

観

音

霊

験

譚

が

収

録

さ

れ

て

い

る

さ

ら

に

宇

治

拾

遺

第

九

六

話

長

谷

寺

参

籠

の

男

利

生

に

預

る

事

類

話

の

本

文

比

較

対

照

表

補

注

３

-

１

を

参

照

と

し

宇

治

拾

遺

古

本

今

昔

に

対

す

る

本

文

を

比

較

考

察

し

て

み

よ

う

①

本

文

番

号

1 0

本

文

番

号

は

補

注

３

-

１

の

第

九

六

話

類

話

の

本

文

比

較

対

照

表

の

本

文

番

号

を

表

す

に

よ

る

と

宇

治

拾

遺

藁

す

べ

古

本

藁

の

す

ぢ

今

昔

藁

ノ

す

ぢ

と

雑

談

集

に

は

ハ

ラ

シ

べ

と

あ

る

②

本

文

番

号

１

５

宇

治

拾

遺

仏

の

賜

び

た

る

物

古

本

仏

の

賜

び

た

る

物

今

昔

観

音

ノ

給

タ

ル

物

宇

治

拾

遺

と

古

本

今

昔

と

の

相

違

点

を

挙

げ

る

と

宇

治

拾

遺

古

本

に

は

仏

の

賜

び

た

る

物

と

あ

る

が

今

昔

に

は

観

音

ノ

給

タ

ル

物

と

あ

る

ほ

か

に

も

藁

一

本

か

ら

柑

子

三

つ

に

ま

た

柑

子

三

つ

が

布

三

匹

と

物

が

ど

ん

ど

ん

増

え

て

い

く

喜

び

を

表

わ

す

場

面

に

お

い

て

宇

治

拾

遺

は

藁

一

筋

柑

子

三

に

な

り

ぬ

柑

子

三

が

布

三

匹

に

な

り

た

り

本

文

番

号

3 7

と

あ

る

が

今

昔

は

観

音

ノ

示

現

ニ

依

テ

藁

筋

一

ツ

ヲ

取

テ

柑

子

三

ニ

成

ヌ

柑

子

亦

布

三

段

ニ

成

ヌ

本

文

番

号

4 0

と

あ

り

今

昔

は

主

人

公

の

観

音

へ

の

気

持

ち

が

現

れ

て

い

る

ほ

か

に

も

今

昔

に

は

も

ぱ

ら

観

音

と

あ

る

が

宇

治

拾

遺

で

は

観

音

も

し

く

は

仏

と

あ

る
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③

本

文

番

号

３

９

宇

治

拾

遺

皮

は

ぎ

給

た

り

と

も

え

干

し

給

は

じ

古

本

か

は

ら

に

て

も

忽

ち

に

え

干

し

え

給

は

じ

④

本

文

番

号

４

８

宇

治

拾

遺

絹

や

銭

な

ど

こ

そ

用

に

は

侍

れ

古

本

絹

布

こ

そ

要

に

は

侍

れ

新

大

系

に

よ

る

と

古

本

は

宇

治

拾

遺

か

は

は

ぎ

の

誤

写

か

と

さ

れ

る

が

皮

は

ぎ

の

場

と

し

て

川

原

が

も

ち

い

ら

れ

て

い

た

こ

と

に

よ

る

か
１
２

と

あ

り

池

上

洵

一

氏

は

古

本

か

は

ら

に

て

も

は

宇

治

拾

遺

皮

は

ぎ

て

も

の

草

体

と

の

字

型

類

似

か

ら

生

じ

た

誤

写

で

あ

た

と

思

わ

れ

る

そ

う

で

あ

る

と

す

れ

ば

こ

の

話

は

古

本

の

成

立

以

前

に

す

で

に

文

献

に

記

さ

れ

て

い

た

の

で

あ

り

古

本

と

宇

治

拾

遺

の

藁

べ

長

者

は

祖

を

同

じ

く

す

る

書

承

説

話

で

あ

る
１
３

と

述

べ

た

う

え

④

本

文

番

号

４

８

に

当

た

る

古

本

で

は

布

と

宇

治

拾

遺

で

は

銭

と

あ

る

こ

と

に

つ

い

て

布

か

ら

銭

へ

の

変

化

の

類

は

誤

写

で

は

な

く

意

識

的

に

行

わ

れ

た

書

き

変

え

で

あ

た

ろ

う

が

と

あ

れ

ば

そ

の

変

化

は

時

代

に

よ

て

変

化

し

た

口

語

り

の

話

を

そ

れ

ぞ

れ

の

説

話

集

が

個

別

的

に

受

容

し

た

が

た

め

に

起

こ

た

も

の

で

は

な

く

あ

く

ま

で

も

書

承

を

軸

と

し

て

そ

の

過

程

に

お

い

て

時

代

の

意

識

が

反

映

し

た

も

の

と

考

え

る

べ

き

で

あ

ろ

う

と

宇

治

拾

遺

と

古

本

の

成

立

時

期

に

よ

る

時

代

の

反

映

だ

と

指

摘

す

る

⑤

本

文

番

号

４

９

宇

治

拾

遺

此

鳥

羽

の

近

き

田

三

町

稲

す

こ

し

米

な

ど

今

昔

九

条

田

居

ノ

田

一

町

・

米

少

⑥

本

文

番

号

５

４



- 85 -

宇

治

拾

遺

其

家

も

我

物

に

し

て

今

昔

家

ナ

ド

儲

テ

⑤

の

本

文

番

号

４

９

で

は

宇

治

拾

遺

は

馬

を

売

て

田

を

三

町

も

あ

る

が

今

昔

は

一

町

を

も

ら

う

と

あ

る

本

文

番

号

５

４

で

は

宇

治

拾

遺

は

馬

の

代

わ

り

に

畑

や

家

を

も

ら

う

と

あ

る

が

今

昔

は

家

を

建

て

る

と

あ

る

今

昔

宇

治

拾

遺

古

本

な

ど

ほ

ぼ

同

じ

時

期

に

成

立

し

た

三

つ

の

説

話

集

に

共

に

収

録

さ

れ

て

い

た

こ

と

か

ら

同

時

代

に

は

有

名

な

話

で

あ

た

と

考

え

ら

れ

る

が

三

つ

の

説

話

集

間

に

お

け

る

書

承

関

係

は

明

確

に

さ

れ

て

い

な
１
４

い

た

だ

⑤

本

文

番

号

４

８

な

ど

か

ら

宇

治

拾

遺

→

古

本

へ

の

書

承

関

係

は

推

測

で

き

る

今

昔

と

宇

治

拾

遺

に

お

け

る

観

音

及

び

仏

の

用

例

か

ら

分

か

る

よ

う

に

今

昔

に

は

観

音

の

み

が

出

て

く

る

が

宇

治

拾

遺

で

は

観

音

も

し

く

は

仏

と

し

て

使

い

分

け

ら

れ

て

い

る

こ

と

が

分

か

る

今

昔

が

特

に

観

音

に

対

す

る

霊

験

譚

を

語

ろ

う

と

す

る

強

い

意

識

が

読

み

取

れ

る

こ

と

に

対

し

宇

治

拾

遺

の

場

合

は

特

に

観

音

に

焦

点

を

置

く

と

言

う

よ

り

観

音

を

含

む

幅

広

い

意

味

と

し

て

の

仏

の

霊

験

を

語

ろ

う

と

し

た

と

考

え

ら

れ

る

以

上

の

こ

と

か

ら

今

昔

巻

一

六

第

二

八

話

が

仏

教

説

話

と

し

て

宗

教

的

目

的

を

持

ち

長

谷

寺

観

音

の

霊

験

を

語

た

霊

験

譚

で

あ

る

と

す

れ

ば

宇

治

拾

遺

第

九

六

話

の

場

合

は

当

時

流

行

の

説

話

・

世

間

話

の

一

つ

と

し

て

語

ら

れ

た

も

の

と

考

え

ら

れ

る

そ

の

よ

う

な

仏

教

説

話

集

と

し

て

今

昔

の

狙

い

は

話

末

評

語

に

お

い

て

も

読

み

取

れ

る

す

な

わ

ち

今

昔

は

話

末

評

語

に

お

い

て

観

音

ノ

霊

験

ハ

此

ク

難

有

キ

事

ヲ

ゾ

示

シ

給

ケ

ル

ト

ナ

ム

語

リ

傳

ヘ

タ

ル

ト

ヤ

と

観

音

の

霊

験

を

強

調

す

る

こ

と

で

話

が

終

わ

て

い

る

が

宇

治

拾

遺

に

は

こ

の

よ

う

な

話

末

評

語

が

な

い

か

ら

で

あ

る

第

二

節

日

本

昔

話

藁

し

べ

長

者

話

型
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次

に

日

本

昔

話

藁

し

べ

長

者

話

型

に

つ

い

て

考

察

す

る

先

行

研

究

に

よ

る

と

日

本

昔

話

藁

し

べ

長

者

の

話

型

は

交

換

す

る

物

の

モ

チ

フ

に

よ

て

三

年

味

噌

型

と

観

音

祈

願

型

に

分

け

ら

れ

て

い

る

(

１

５

)

つ

ま

り

①

三

年

味

噌

型

…

藁→

絹

や

反

物→

大

根

も

し

く

は

蓮

の

葉

→

三

年

味

噌→

刀→

米

⇒

長

者

に

な

る

②

観

音

祈

願

型

…

藁→

蜜

柑→

絹

や

反

物→

馬→

家

・

畑

⇒

長

者

に

な

る

と

い

う

亜

型

で

あ

る

補

注

３

-

２

こ

の

二

つ

の

亜

型

三

年

味

噌

型

と

観

音

祈

願

型

に

つ

い

て

具

体

的

な

事

例

と

し

て

昔

話

の

本

文

を

取

り

上

げ

る

と

次

の

よ

う

で

あ

る

一

観

音

祈

願

型

新

潟

県

の

採

録

の

一

つ

わ

ら

す

べ

長

者
１
６

か

ら

事

項

を

取

り

出

す

と

次

の

よ

う

で

あ

る

昔

あ

る

ど

こ

に

一

人

者

の

男

が

い

た

男

は

観

音

に

福

を

さ

ず

け

て

も

ら

い

た

い

と

願

う

観

音

は

寝

て

い

る

男

の

夢

に

出

て

来

る

観

音

は

男

に

一

つ

の

福

を

さ

ず

け

る

と

約

束

す

る

観

音

は

男

に

手

に

掴

ん

だ

も

の

を

離

さ

な

い

よ

う

に

と

言

う

男

は

出

か

け

る

男

は

藁

し

べ

一

本

を

得

る

男

は

大

き

い

ア

ブ

一

匹

を

見

つ

け

る

男

は

ア

ブ

を

藁

し

べ

に

縛

て

歩

く

殿

様

の

子

供

は

男

の

持

つ

ア

ブ

を

欲

し

が

る

殿

様

の

子

供

は

男

に

ア

ブ

を

売

て

く

れ

と

言

う
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男

は

殿

様

の

子

供

に

ア

ブ

を

与

え

る

殿

様

の

子

供

は

男

に

お

礼

と

し

て

蜜

柑

二

つ

を

与

え

る

男

は

蜜

柑

を

持

て

歩

く

男

は

喉

が

乾

い

た

お

嬢

様

と

合

う

男

は

嬢

様

に

蜜

柑

を

与

え

る

嬢

様

は

男

に

お

礼

と

し

て

絹

の

反

物

一

反

を

与

え

る

男

は

反

物

を

も

て

歩

く

男

は

馬

が

死

ん

で

困

て

い

る

旅

人

と

会

う

旅

人

は

お

供

の

者

に

馬

の

始

末

を

し

て

く

れ

と

頼

む

男

は

お

供

の

者

が

馬

の

始

末

を

す

る

と

こ

ろ

を

通

る

男

は

馬

と

反

物

と

交

換

す

る

男

は

馬

に

水

を

飲

ま

す

馬

は

元

気

に

な

る

男

は

馬

を

つ

れ

て

あ

る

村

へ

泊

め

て

も

ら

う

男

は

荷

物

を

運

ぶ

に

困

て

い

る

村

の

人

に

合

う

村

の

人

は

男

に

馬

を

売

て

く

れ

と

言

う

男

は

そ

の

村

の

人

に

馬

を

与

え

る

村

の

お

人

は

男

に

お

礼

と

し

て

家

と

畑

と

田

ん

ぼ

を

与

え

る

男

は

畑

と

田

ん

ぼ

を

作

て

安

楽

に

暮

ら

す
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二

三

年

味

噌

型

も

う

一

つ

こ

れ

は

鹿

児

島

県

の

事

例

で

あ

る

が

藁

し

べ

長

者
１
７

か

ら

事

項

を

取

り

出

す

と

次

の

よ

う

で

あ

る

昔

親

の

言

う

こ

と

を

聞

か

な

い

子

供

が

い

た

親

は

子

供

に

藁

一

束

を

渡

す

子

供

は

藁

一

束

を

持

て

家

を

出

る

あ

る

人

は

抜

い

た

大

根

を

束

ね

る

物

を

探

し

て

い

る

子

供

は

人

に

藁

一

束

を

与

え

る

子

供

は

お

礼

と

し

て

大

根

四

五

本

を

も

ら

う

子

供

は

法

事

の

料

理

す

る

と

こ

ろ

を

通

る

料

理

す

る

人

は

大

根

を

求

め

る

子

供

は

料

理

す

る

人

に

大

根

四

五

本

を

与

え

る

料

理

す

る

人

は

お

礼

に

味

噌

を

一

丸

与

え

る

子

供

は

刀

鍛

冶

屋

の

前

を

通

る

刀

屋

は

味

噌

を

求

め

る

子

供

は

味

噌

を

与

え

る

刀

屋

は

お

礼

と

し

て

刀

四

五

本

を

出

す

子

供

は

刀

一

本

を

も

ら

う

子

供

は

大

池

が

あ

る

と

こ

ろ

を

通

る

子

供

は

道

で

ひ

と

休

み

を

す

る

子

供

は

刀

を

枕

元

に

置

い

た

ま

ま

眠

て

し

ま

う
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子

供

は

目

覚

め

て

血

ま

み

れ

に

な

た

刀

を

見

る

子

供

は

切

れ

切

れ

に

さ

れ

た

大

蛇

を

見

る

子

供

は

名

刀

で

鞘

か

ら

抜

け

て

行

て

大

蛇

を

退

治

し

た

と

知

る

子

供

は

侍

か

ら

大

蛇

を

退

治

し

た

訳

を

聞

か

れ

る

子

供

は

侍

に

人

の

従

来

の

た

め

大

蛇

を

切

り

殺

し

た

と

答

え

る

侍

は

子

供

の

名

前

と

住

所

を

書

い

て

役

所

に

届

け

る

地

元

の

人

た

ち

は

大

蛇

を

切

り

殺

し

た

子

供

に

喜

ぶ

地

元

の

人

た

ち

は

子

供

に

お

金

を

与

え

る

子

供

は

金

を

持

て

帰

て

来

る

子

供

は

親

に

今

ま

で

の

出

来

事

を

話

す

親

は

子

供

の

話

を

聞

い

て

驚

く

両

者

の

核

心

を

な

す

事

項

群

を

太

字

で

示

し

て

い

る

す

な

わ

ち

観

音

祈

願

型

と

三

年

味

噌

型

の

昔

話

は

ど

ち

ら

も

藁

か

ら

次

々

と

物

を

交

換

し

裕

福

に

な

る

と

い

う

亜

型

で

あ

る

が

三

年

味

噌

型

の

場

合

後

に

刀

と

金

の

交

換

が

で

き

た

の

は

侍

に

人

の

往

来

の

た

め

大

蛇

を

切

り

殺

し

た

と

い

う

主

人

公

の

作

り

話

が

あ

た

か

ら

こ

そ

可

能

に

な

た

と

い

う

こ

と

も

興

味

深

い

第

三

節

韓

国

昔

話

の

二

つ

の

亜

型

補

注

３

３

次

に

こ

の

二

つ

の

亜

型

を

手

掛

か

り

と

し

て

韓

国

昔

話

に

つ

い

て

検

討

し

て

み

た

い

崔

仁

鶴

氏

の

分

類
１
８

に

よ

る

と

日

本

昔

話

集

成

の

タ

イ

プ

番

号

一

五

五

藁

し

べ

長

者

に

対

応

す

る

韓

国

昔

話

は
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追
: 出

十

母
小
追
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械
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二

、

『
宇

治

拾

遺

物

語

』

第

九

六

話

と

韓

国

昔

話

と

の

比

較

考

察

ま

ず

、

韓

国

昔

話

は

、

「
藁

縄

一

本

で

長

者

に

な

る

」

話

(

崔

仁

鶴

『
韓

国

の

昔

話

』

)
を

中

心

に

考

察

す

る

こ

と

に

し

た
 

。

そ

こ

で

日

韓

の

比

較

に

基

づ

く

論

点

を

整

理

す

る

と

次

の

よ

う

に

な

る

で

あ

ろ

う

。

1
)

I

人
物

韓

国

昔

話

…

怠

け

者

の

息

子

。

『
宇

治

拾

遺

』

…

父

母

も

主

も

、

妻

や

子

も

い

な

い

た

だ

一

人

の

寂

し

い

青

侍

。

長

谷

寺

に

参

り

、

観

音

の

前

に

う

つ

伏

し

㉞㉝㉜㉛㉚㉙㉘㉗㉖㉕話

怠
け
者

台
心
け
者

馬
鹿
な
せ
む
し
男

未
婚
の
怠
け
者

貧
し
い
土
人

未
婚
の
男

未
婚
の
男

あ
る
恩
子

あ
る
人

若
い
男主

人
公

母
が
追
い
出
す

母
が
追
い
出
す

科
挙
試
験
を
受
け
に
出
る

母
が
追
い
出
す

科
挙
試

¥
受
け
に
出
る

& 
半
試
験
を
受
け
に
出
る

科
挙
試
験
を
受
け
に
出
る

国
王
に
献
上
す
る
た
め

旅
に
出
る

科
挙
試
験
盒
支
け
に
出
る

出

発

稲
一
本

f
猫
-
^
犬

，一
匹
i 

1
い
娘

-
娘
が
逃
げ
る

失
敗
譚

粟I

粒

臼
T 

¥
犬
-
^
馬

丄嫁
-
*

嫁
を
取
ら
れ
る
。

失
敗
譚

粟
一
粒

S
M
-

 

f 
ロ
バ
丄

t
宰
相
の
娘
と

®

出
世

粟
の
穂

〒

犬

— 

ロ
バ
丄

f
死
ん
だ
娘
丄
美
し
い
嫁
丄
謎
を
出
す
丄
絹

碧

・

出

世

粟
一
粒

a
T 

f
 

ロ
バ
i 

f
政
丞
の
娘
と

®

霆

粟
一
粒

子

猫

丄

ロ

バ

—
 

T
政

丞

の

娘

と

霆

嬉

・

出

世

粟
一
粒

鼠I
匹

-
*
®
-

犬

i
馬
i 

f
大

臣

の

娘

と

讀

讀

・

糧

粟
の
稲
一
本

臼
t 

f
犬
—

馬

丄

娘

丄{
n
n
t

に
娘
を
取
ら
れ

f
息
子
は
虎
に
食
わ
れ
る

失
敗
譚

発

端

(
2 
) 

「
藁

一

粒

で

」

型

キ
ビ
の
稲
一
本

5

1
^
*
^
^
犬
丄
ロ
バ
ー
*
死
ん
だ
娘
丄
あ

1
豕
の
長
女
を
嫁
に
も
ら
う

讀

粟
一
粒

T

f
馬
i 
大

i
臣
の
娘
とi

g
®

交

換

展

開

霆

•

出
世

結
果

-92 -
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て

助

け

を

求

め

る

韓

国

昔

話

は

怠

け

者

の

息

子

で

お

母

さ

ん

の

家

か

ら

追

い

出

さ

れ

る

こ

と

に

な

る

が

宇

治

拾

遺

は

観

音

に

祈

願

す

る

切

迫

感

か

ら

主

人

公

の

貧

し

さ

が

感

じ

ら

れ

る

２

発

端

韓

国

昔

話

…

怠

け

者

の

息

子

は

自

分

で

な

た

藁

縄

三

尺

を

持

た

さ

れ

て

家

か

ら

追

い

出

さ

れ

旅

に

出

る

宇

治

拾

遺

…

観

音

の

お

告

げ

に

よ

り

手

に

入

れ

た

藁

一

本

を

持

て

旅

に

出

る

３

モ

チ

フ

韓

国

昔

話

…

藁

縄

三

尺→
壺

一

つ→

米

三

升→

死

ん

だ

馬→

死

ん

だ

馬

が

生

き

返

る→

美

女

村

長

の

娘

の

死

体

→

美

女

が

生

き

返

る→

村

長

の

娘

と

結

婚→

謎

→

高

級

の

絹

織

物

⇒

長

者

に

な

る

宇

治

拾

遺

…

藁

一

本→

蜜

柑

三

つ→

三

匹→

死

ん

だ

馬→

死

ん

だ

馬

が

生

き

返

る→

鳥

羽

の

近

き

田

三

町

・

稲

・

⇒

長

者

に

な

る

４

結

末

韓

国

昔

話

⇒

村

長

の

娘

と

結

婚

し

長

者

に

な

る

宇

治

拾

遺

⇒

長

者

に

な

る

韓

国

は

偉

い

人

の

婿

に

な

る

と

い

う

結

婚

と

結

び

つ

け

ら

れ

て

い

て

日

本

は

長

者

に

な

る

と

い

う

結

末

で

終

わ

る

第

四

節

そ

の

他

諸

外

国

に

お

け

る

藁

し

べ

長

者

類

話

一

研

究

史

か

ら

知

ら

れ

る

並

行

伝

承

韓

国

昔

話

の

ほ

か

昔

話

の

研

究

に

お

い

て

は

次

の

よ

う

な

伝

承

が

諸

外

国

に

お

け

る

類

話

と

し

て

指

摘

さ

れ

て

い

る
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大

成

の

指

摘

で

は

①

イ

ン

ド

カ

タ

・

サ

リ

ト

・

サ

ガ

ラ

鼠

と

い

う

名

の

商

人

の

物

語
２
６

が

指

摘

さ

れ

て

い

る

概

要

は

次

の

と

お

り

で

あ

る

カ

タ

・

サ

リ

ト

・

サ

ガ

ラ

鼠

と

い

う

名

の

商

人

の

物

語

( 1 )
男

は

大

金

持

ち

の

商

人

に

商

売

の

資

本

を

借

り

に

行

た

( 2 )
男

は

大

金

持

ち

の

商

人

が

あ

る

子

に

有

能

な

人

は

死

ん

だ

鼠

の

よ

う

な

わ

ず

か

な

物

で

も

商

売

に

よ

て

長

者

に

な

る

と

言

う

話

を

聞

く

( 3 )
男

は

そ

の

死

ん

だ

鼠

を

資

本

と

し

て

借

り

る

( 4 )
鼠

を

猫

の

食

糧

と

し

て

売

て

豆

を

両

手

一

杯

も

ら

う

( 5 )
豆

粉

と

水

瓶

を

持

て

疲

れ

て

休

ん

で

い

る

木

材

運

搬

業

者

に

あ

げ

て

代

わ

り

に

材

木

を

も

ら

う

( 6 )
材

木

を

市

場

に

売

る→

金

を

儲

け

る→
た

く

さ

ん

の

木

材

を

買

う

( 7 )
大

雨

で

木

材

の

運

搬

が

絶

え

た

の

で

持

て

い

た

木

材

が

高

く

売

れ

る

( 8 )
男

は

店

舗

も

開

い

て

財

産

家

と

な

り

恩

返

し

と

し

て

黄

金

の

鼠

を

大

金

持

ち

の

商

人

に

送

る

( 9 )
こ

れ

ま

で

の

事

情

を

聞

い

た

大

金

持

ち

の

商

人

は

自

分

の

娘

を

あ

げ

る

②

ジ

タ

カ

四

話

チ

ラ

カ

豪

商

前

生

物

語
２
７

さ

ら

に

中

村

元

氏

は

①

カ

タ

・

サ

リ

ト

・

サ

ガ

ラ

と

と

も

に

次

の

二

話

を

指

摘

す

る

③

根

本

説

一

切

有

部

毘

奈

耶

巻

第

三

二
２
８

④

六

度

集

経

巻

三

第

二

二
２
９

ジ

タ

カ

四

話

は

日

本

や

韓

国

昔

話

の

よ

う

に

偶

然

に

起

き

た

出

来

事

に

よ

り

物

の

交

換

が

始

ま

る

と

い

う

こ

と

で

は

な

く

裕

福

に

な

た

の

は

主

人

公

の

商

売

の

知

恵

と

努

力

に

よ

る

も

の

で

あ

る

と

考

え

ら

れ

る

補

注

３

-

４
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日

本

の

説

話

と

昔

話

韓

国

昔

話

藁

し

べ

長

者

の

よ

う

に

わ

ず

か

な

物

か

ら

次

々

と

物

を

交

換

し

長

者

に

な

る

と

い

う

話

型

は

古

く

は

イ

ン

ド

の

説

話

集

カ

タ

・

サ

リ

ト

・

サ

ガ

ラ

や

ジ

タ

カ

な

ど

に

見

ら

れ

る

も

の

で

あ

る

そ

の

二

つ

の

話

と

仏

典

で

あ

る

根

本

説

一

切

有

部

毘

奈

耶

巻

第

三

二

と

六

度

集

経

巻

三

第

二

二

補

注

３

-

５

な

ど

四

つ

の

話

を

考

察

し

た

結

果

交

換

す

る

も

の

は

異

な

る

が

死

ん

だ

鼠

を

始

発

と

し

て

主

人

公

の

知

恵

と

商

売

に

よ

て

長

者

に

な

る

そ

の

後

大

金

持

ち

の

商

人

に

ジ

タ

カ

四

話

の

場

合

は

豪

商

恩

返

し

に

行

く

と

い

う

共

通

点

を

持

つ

こ

と

が

分

か

る

こ

の

よ

う

に

大

金

持

ち

の

商

人

は

男

が

長

者

に

な

た

訳

を

聞

い

た

後

自

分

の

娘

を

与

え

る

と

い

う

筋

は

極

め

て

類

似

し

て

い

る

四

つ

の

類

話

と

も

交

換

す

る

物

の

始

ま

り

は

死

ん

だ

鼠

で

あ

り

こ

の

モ

チ

フ

は

韓

国

昔

話

に

は

登

場

す

る

事

例

も

見

ら

れ

る

が

日

本

昔

話

藁

し

べ

長

者

の

事

例

に

は

見

ら

れ

な

い

ほ

か

に

宇

治

拾

遺

の

研

究

の

側

か

ら

新

大

系

は

捜

神

記

を

類

話

・

関

連

話

と

し

て

指

摘

し

て

い

る

捜

神

記

の

本

文

は

趙

固

所

乘

馬

忽

死

甚

悲

惜

之

以

問

郭

璞

璞

日

可

遣

數

十

人

持

竹

竿

東

行

三

十

里

有

山

林

陵

樹

便

攪

打

之

當

有

一

物

出

急

宜

持

歸

於

是

如

言

果

得

一

物

似

猿

持

歸

入

門

見

死

馬

跳

梁

走

往

死

馬

頭

噓

吸

其

鼻

頃

之

馬

即

能

起

奮

迅

嘶

鳴

飲

食

如

常

亦

不

復

見

向

物

固

奇

之

厚

加

資

給
３
０

と

い

う

も

の

で

あ

る

乗

て

い

た

馬

が

死

ん

で

悲

し

ん

で

い

た

趙

固

は

郭

璞

の

言

う

と

お

り

東

へ

三

千

里

ほ

ど

行

く

と

猿

に

似

た

も

の

を

発

見

す

る

そ

れ

を

持

て

帰

り

に

門

に

入

る

と

死

ん

だ

馬

が

い

た

の

で

馬

の

鼻

を

吸

た

り

吐

い

た

り

す

る

と

馬

が

生

き

返

た

こ

う

し

た

展

開

は

日

本

の

藁

し

べ

者

話

型

に

類

似

す

る

が

物

物

交

換

に

よ

て

出

世

も

し

く

は

長

者

に

な

る

と

い

う

結

末

は

認

め

ら

れ

な

い

さ

ら

に

民

話

・

昔

話

集

作

品

名

総

覧
３
１

に

よ

る

と

欧

州

の

有

利

な

交

易

型
３
２

が

知

ら

れ

て

い

る

こ

の

よ

う

に

藁

縄

三

本

型

の

類

話

は

日

・

韓

・

中

だ

け

で

な

く

イ

ン

ド

の

ジ

タ

カ

の

他

ヨ

ロ

パ

の

メ

ル

ヘ

ン

に

も

広

汎



 
     

       
  

  
 
  
   
 
  
   
     
 

         
 
           

 

   
   

 

  
     
  
  

    

 
   
 
 
 
 

 
  
 

 
  
   
 
  

 

  
     

 

 

 
 
  
 

 
  

   
 
 
  
  
 

 
    
    
    
 

    
  

   

         

 
 
 

 

 
  

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 
 

 

 

   
 

窠
展
開 ・ 1 主

人
公

娘
を
与
え
る 
•

恩

返
し
(

金
の
5
I

S
す
る

大
き
な
財
産
を
築
く

豆
両
手
一
杯

i
豆
粉
•

水
瓶
を
木
材
二
本

と

・

す

る
(

毎
日
、
繰
り
返
す
)
お
金

金

材

木

店

舗

1
え
取
引

死
ん
だ
鼠大

金
持
人
の
話
を
聞
い
て
悟
る

商
人
の
子

「カ
タ
ー
•

サ
リ
ツ
ト
•

サ
ー
ガ
ラ
」

娘
を
与
え
る
(

茸
®
の
死
後
、
あ
と
§
)

恩

返

し
(

金
の

S
す
る

船
^a

ち

金
持
ち
に
な
る

W
i

売
っ
て
小
銭
を
も
ら
ぅ
小
銭

-
砂
糖
と
水
瓶 
1

花

i
枯
れ
た
小
枝
や
大
枝
と
木
のf

T
-

陶
器
を
焼

く
人
に
売

f 
馬
の
草
の
商

売

i
船
で

f

死
ん
だ
鼠

M

覇
の
話
を
聞
く

賢
い
子
(

父
は
亡
く
な
る
)

「ジ
ヤ
ー
タ

カ

四

話
」

娘
を
与
え
る

恩

返

し
(

金
の

®
す
る

大
<0*

ち
に
な
る

一
握
り
の
豆

-
木

材

一

つ

ぉ

金
(

繰
り

返
す
)
金

の

店

舗

i
貿

易
(

他
の
商
人
た
ち

が
主
人
公
を
殺
そ
ぅ

^
て
る
)

死
ん
だ
鼠

一
媛r

長
者
の
会
話
を
聞
い
て
悟
る

商
人
の
子
(

父
は
亡
く
な
る
)

「根

塞

切

嘉

毘

奈

耶

J

財
物
と
娘
を
与
え
る
。
あ
と
は
管

恩

返
し
(

黄
金
の
鼠
と
銀
、
宝
物
な
ど
)

長
者
に
な
る

お

宁

繫

(

百
余
り
錢

當
い
物
か
ら
ど
ん
ど
ん
増
え
て
行
く

死
ん
だ
鼠大

金
持
ち
の
話
を
聞
い
て
悟
る

あ

る

の

子

『
六

鷹

g
巻

二

に

み

ら

れ

る

も

の

で

あ

る

。

こ

の

中

か

ら

私

は

、

特

に

ア

ジ

ア

の

広

が

り

の

中

で

、

韓

国

昔

話

が

日

本

昔

話

や

ジ

ャ

ー

タ

カ

と

ど

こ

が

共

通

し

、

ど
こ
が 

異

な

る

か

を

考

え

た

い

。

二

、

諸

外

国

昔

話

と

の

比

較

考

察

さ

て

、

こ

の

日

韓

昔

話

の

亜

型
(

サ

ブ

タ

イ

プ

)
は

ど

の

よ

う

に

共

通

し

、

ど

の

よ

う

に

異

な

る

の

で

あ

ろ

う

か

。

昔

話

「
藁

し

ベ

長

者

」

話

型

を

含

め

、

『
宇

治

拾

遺

』

第

九

六

話

、

『
今

昔

』

『
古

本

』

の

「
藁

し

ベ

長

者

」

類

話

の

原

典

と

し

て

指

摘

さ

れ

る

、

①
『
カ
タ
ー 

•
サ

リ

ッ

ト

.
サ

ー

ガ

ラ

』

、

②
『
ジ

ャ

ー

タ

カ 

四

話

』

、

③
『
根

本

説

一

切

有

部

毘 

奈

耶

卷

三

二

』

、

④
『
六

度

集

経

』

巻

三

と

、

四

つ

の

話

を

一

覧

表

に

す

る

と

、

次

の

よ

う

で

あ

る

。

【
表

2
】
諸

外

国

昔

話

比

対

照

一

覧

表

-96 -
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表

２

に

よ

る

と

貧

し

い

子

が

偶

然

賢

い

人

は

死

ん

だ

鼠

ほ

ど

わ

ず

か

な

物

か

ら

で

も

成

功

す

る

と

い

う

話

を

聞

い

て

実

際

死

ん

だ

鼠

か

ら

次

々

と

物

を

増

や

し

て

長

者

に

な

り

恩

返

し

と

し

て

死

ん

だ

鼠

の

代

わ

り

に

黄

金

の

鼠

を

返

す

と

い

う

内

容

で

あ

る

こ

の

よ

う

な

点

か

ら

四

つ

の

昔

話

は

類

似

す

る

と

こ

ろ

が

多

い

と

い

う

こ

と

が

分

か

る

特

に

カ

タ

・

サ

リ

ト

・

サ

ガ

ラ

と

根

本

説

一

切

有

部

毘

奈

耶

巻

三

二

は

人

物

の

設

定

や

発

端

増

や

し

て

い

く

物

な

ど

よ

く

似

て

い

る

根

本

説

一

切

有

部

毘

奈

耶

は

カ

タ

・

サ

リ

ト

・

サ

ガ

ラ

に

比

べ

話

が

長

く

他

の

商

人

た

ち

が

主

人

公

を

殺

そ

う

と

企

て

る

場

面

や

船

に

乗

て

貿

易

に

行

く

場

面

な

ど

が

長

く

語

ら

れ

て

い

る

が

そ

の

場

面

を

除

く

と

ほ

と

ん

ど

同

じ

よ

う

で

あ

る

モ

チ

フ

か

ら

見

る

と

韓

国

昔

話

類

型

に

よ

く

似

て

い

る

特

に

展

開

部

分

の

他

の

商

人

た

ち

が

主

人

公

を

殺

そ

う

と

企

て

る

場

面

は

表

２

の

四

つ

の

昔

話

の

中

で

も

根

本

説

一

切

有

部

毘

奈

耶

の

特

徴

的

な

場

面

で

あ

る

と

言

え

る

前

半

部

分

に

加

え

後

半

部

分

で

も

う

一

度

難

題

が

課

せ

ら

れ

こ

れ

を

解

決

し

て

幸

福

に

な

る

と

い

う

亜

型

は

藁

縄

一

本

で

長

者

に

な

る

話

の

後

半

部

分

に

も

み

ら

れ

る

こ

の

よ

う

な

後

半

部

分

は

表

１

に

よ

る

と

⑤

⑧

⑩

⑬

⑭

⑮

⑰

㉖

㉗
番

事

例

に

人

が

謎

を

出

し

て

主

人

公

か

ら

物

や

嫁

を

取

ろ

う

と

し

た

が

主

人

公

は

そ

の

問

題

を

解

決

す

る

と

い

う

場

面

と

し

て

表

れ

て

い

る

こ

れ

ら

の

分

析

考

察

に

つ

い

て

は

別

の

機

会

に

譲

り

た

い

ほ

か

に

注

目

す

べ

き

こ

と

し

て

物

を

交

換

し

て

い

く

始

ま

り

と

な

る

も

の

が

四

話

と

も

死

ん

だ

鼠

で

あ

る

と

い

う

こ

と

で

あ

る

韓

国

昔

話

に

お

け

る

藁

し

べ

長

者

の

事

例

の

中

で

死

ん

だ

鼠

に

よ

り

物

の

交

換

が

始

ま

る

と

い

う

モ

チ

フ

の

事

例

は

温

突

夜

話

朝

鮮

民

譚

集

朝

鮮

昔

話

百

選

金

徳

順

昔

話

集

韓

国

口

碑

６

-

７

四

七

頁

・

六

三

頁

韓

国

民

譚

選

全

北

民

譚

語

文

叢

書

１

８

任

晳

宰

全

集

②

平

安

北

道

編

Ⅱ

一

三

一

・

一

三

九

な

ど

で

確

認

で

き

る

韓

国

昔

話

で

は

今

回

比

較

対

象

と

し

た

二

八

話

の

中

七

話

の

事

例

が

見

ら

れ

る

の

だ

が

こ

の

よ

う

な

モ

チ

フ

は

現

在

の

と

こ

ろ

日

本

昔

話

藁

し

べ

長

者

話

型

に

は

見

当

た

ら

な

い

と

こ

ろ

が

ジ

タ

カ

四

話

も

同

様

に

死

ん

だ

鼠

を

猫

の

食

糧

と

し

て

売

て

金

を

も

ら

う

と

あ

り

そ

れ

か

ら

次

々

と

物

を

増

や

し

て
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行

き

後

に

は

男

の

人

格

に

感

動

し

た

大

金

持

ち

韓

国

は

大

臣

が

自

分

の

娘

を

与

え

る

と

い

う

筋

で

あ

る

こ

の

筋

は

韓

国

昔

話

粟

一

粒

で

型

に

近

い

と

考

え

ら

れ

る

第

五

節

日

韓

昔

話

の

比

較

考

察

す

で

に

集

成

大

成

に

指

摘

が

あ

る

よ

う

に

昔

話

の

研

究

に

お

い

て

は

日

本

昔

話

藁

し

べ

長

者

型

と

同

じ

話

型

と

し

て

韓

国

昔

話

ア

ワ

一

つ

ぶ

で

大

臣

の

娘

を

貰

う

藁

縄

一

本

で

長

者

に

な

る

と

い

う

昔

話

が

指

摘

さ

れ

て

お

り

両

国

の

先

行

研

究

に

よ

て

韓

国

・

日

本

昔

話

藁

し

べ

長

者

話

型

の

出

典

と

し

て

イ

ン

ド

説

話

集

カ

タ

・

サ

リ

ト

・

サ

ガ

ラ

仏

教

説

話

集

で

あ

る

ジ

タ

カ

仏

典

根

本

説

一

切

有

部

毘

奈

耶

巻

第

三

二

・

六

度

集

経

巻

三

第

二

二

な

ど

が

指

摘

さ

れ

て

い

る

ま

ず

日

本

と

韓

国

昔

話

の

話

型

に

つ

い

て

考

察

し

て

み

よ

う

韓

国

昔

話

は

交

換

す

る

モ

チ

フ

か

ら

み

る

と

１

粟

一

粒

型

粟

一

粒→

鼠→

猫→

牛→

大

臣

の

娘

２

藁

縄

三

本

型

一

本

の

藁

縄→

壷→

驢

馬→

大

臣

の

娘

と

い

う

ふ

う

に

二

つ

の

亞

型

に

分

け

る

こ

と

が

で

き

る

一

方

日

本

昔

話

は

ａ

三

年

味

噌

型

大

根

蓮

葉

→

味

噌→

刀

武

士

ｂ

観

音

祈

願

型

蜜

柑→

反

物→

馬→

田

畑
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と

い

う

二

つ

の

亞

型

が

認

め

ら

れ

て

い

る

日

韓

昔

話

の

間

で

は

韓

国

昔

話

の

２

藁

縄

三

本

型

と

日

本

昔

話

の

観

音

祈

願

型

と

が

類

似

し

て

い

る

と

指

摘

さ

れ

て

き

た

い

う

ま

で

も

な

く

モ

チ

フ

の

違

い

は

韓

国

と

日

本

の

文

化

的

な

相

違

に

も

と

づ

い

て

い

る

と

言

え

る

そ

こ

で

日

本

と

韓

国

昔

話

の

話

型

の

特

徴

に

つ

い

て

考

え

る

た

め

に

日

本

昔

話

藁

し

べ

長

者

話

型

と

韓

国

昔

話

三

四

の

事

例

の

内

容

を

一

覧

表

に

し

た

比

較

表

表

１

を

参

照

し

比

較

考

察

を

行

う

こ

と

に

し

た

い

(

１)

発

端

１

主

人

公

日

本

昔

話

は

藁

し

べ

長

者

分

析

表

に

よ

る

と

若

い

子

頭

の

き

く

子

継

子

な

ど

様

々

な

人

物

が

登

場

す

る

そ

の

中

で

も

親

孝

行

な

息

子

や

貧

し

い

人

な

ど

の

例

が

多

く

見

ら

れ

観

音

祈

願

型

に

は

貧

し

い

が

信

仰

心

が

深

い

若

者

の

例

も

あ

る

日

本

昔

話

の

主

人

公

は

善

人

と

い

う

印

象

を

与

え

る

も

の

が

多

い

と

こ

ろ

が

韓

国

昔

話

は

怠

け

者

の

登

場

が

多

い

主

人

公

の

性

格

は

昔

話

や

説

話

の

結

論

に

お

い

て

偶

然

に

起

き

た

思

い

が

け

な

い

結

果

で

は

な

く

因

果

応

報

に

よ

る

結

果

と

い

う

ふ

う

に

読

み

取

る

こ

と

も

で

き

人

物

設

定

は

展

開

に

お

い

て

大

事

な

モ

チ

フ

で

あ

る

本

論

に

お

い

て

日

本

昔

話

の

数

に

対

し

て

比

較

対

象

と

な

る

韓

国

昔

話

の

数

が

若

干

少

な

い

日

本

昔

話

藁

し

べ

長

者

の

場

合

は

登

場

人

物

や

語

り

の

展

開

は

多

様

で

あ

る

が

韓

国

昔

話

の

場

合

は

怠

け

者

の

息

子

が

家

か

ら

追

い

出

さ

れ

る

例

が

多

く

二

八

話

の

中

一

七

話

に

も

及

ん

で

い

る

２

発

端

２

契

機

の

番

号

は

表

１

に

よ

る

事

例

番

号

を

表

わ

す

両

国

と

も

藁

筋

藁

す

べ

藁

縄

の

事

例

が

多

く

見

ら

れ

藁

が

基

本

で

あ

る

韓

国

昔

話

の

場

合

は

二

二

三

粟

一

粒

で

型

に

お

い

て

交

換

す

る

も

の

の

始

発

は

粟

で

あ

り

日

本

昔

話

は

山

口

県

大

島

郡

東

和

町

馬

の

毛
３
３

の

よ

う

な

事

例

も

あ

る

が

あ

ま

り

変

わ

り

は

な

い

ま

た

日

本

昔

話

の

場

合

観

音

祈

願

型

は

具

体

的

な

採

録

と

し

て

は

観

音

の

お

告

げ
３
４

新

潟

県

北

蒲

原

郡

豊
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浦

町

神

様

の

夢

の

お

告

げ
３
５

鹿

児

島

県

蕯

摩

郡

下

甑

島

仏

の

お

告

げ
３
６

な

ど

の

事

例

が

見

ら

れ

る

が

表

１

に

よ

る

と

韓

国

昔

話

の

場

合

は

初

め

に

見

つ

か

た

物

を

持

て

東

へ

向

て

歩

け

と

い

う

先

祖

の

お

告

げ

1 9

の

例

一

つ

の

み

で

あ

る

３

交

換

日

本

①

観

音

の

お

告

げ→

藁→

蜜

柑→

絹

か

反

物→

馬→

家

・

畑→

長

者

に

な

る

⇒

観

音

祈

願

型

難

題→

藁→
大

根→

三

年

味

噌→

刀→

米→

長

者

に

な

る

⇒

三

年

味

噌

型

韓

国

①

怠

け

者→

親

が

追

い

出

す

藁

縄→

水

が

め→

米→

馬→

村

長

の

娘→

謎

を

出

す

⇒

藁

縄

三

本

型

②

若

い

男

科

挙

試

験

受

け

に

→

粟→

一

粒→

鼠→

猫→

雄

牛→

大

臣

の

娘

と

の

結

婚

⇒

粟

一

粒

で

型

前

述

し

た

よ

う

に

日

本

昔

話

は

観

音

祈

願

型

三

年

味

噌

型

は

何

を

交

換

す

る

の

か

と

い

う

こ

と

に

よ

て

分

類

さ

れ

て

き

た

韓

国

は

藁

縄

一

本

型

と

粟

一

粒

で

型

の

二

つ

の

亜

型

に

分

け

ら

れ

る

同

じ

話

型

と

指

摘

さ

れ

る

日

本

の

観

音

祈

願

型

と

韓

国

の

藁

縄

三

本

型

に

は

藁

す

べ

と

藁

縄

と

い

う

ほ

と

ん

ど

価

値

の

な

い

も

の

か

ら

次

々

と

物

を

交

換

し

て

行

く

点

で

同

じ

で

あ

る

特

に

観

音

祈

願

型

と

藁

縄

三

本

型

の

特

徴

と

し

て

馬

が

登

場

し

死

ん

だ

馬

が

生

き

返

て

そ

の

馬

が

幸

運

を

呼

ぶ

と

い

う

場

面

は

他

の

話

型

に

は

見

ら

れ

な

い

点

が

挙

げ

ら

れ

る

日

本

昔

話

の

場

合

は

観

音

の

お

告

げ

に

よ

る

か

ま

た

は

偶

然

な

出

会

い

に

よ

て

思

い

が

け

な

い

幸

運

を

手

に

入

れ

た

と

い

う

例

が

多

い

し

か

し

韓

国

で

は

日

本

の

よ

う

に

善

意

の

交

換

で

利

益

を

得

る

と

い

う

型

の

ほ

か

預

け

た

も

の

が

な

く

な

る

と

代

わ

り

に

も

と

高

価

な

も

の

を

求

め

①

②

④

⑥

㉓

㉑

㉘

㉙

㉚

㉛

㉜
番

事

例

利

益

を

得

る

と

い

う

モ

チ

フ

が

多

く

見

ら

れ

る

あ

る

い

は

す

で

に

死

ん

だ

人

を

ま

る

で

生

き

て

い

る

よ

う

に

人

を

だ

ま

し

て

利

益

を

得

る

と

い

う

事

例

⑤

⑨

⑩

⑫

⑬

⑭

⑰

㉕

㉗

も

見

ら

れ

る

４

結

末



- 101 -

さ

ら

に

日

本

昔

話

は

幸

福

な

結

婚

が

基

本

で

兵

庫

県

宍

栗

郡

千

種

町

大

家

の

婿

に

な

る
３
７

鹿

児

島

県

大

島

郡

徳

之

島

町

姫

君

が

嫁

に

な

る
３
８

岐

阜

県

吉

城

郡

上

宝

村

姫

様

の

婿

に

な

る
３
９

愛

媛

県

北

宇

和

郡

三

間

町

長

者

の

婿

に

な

る
４
０

鳥

取

県

岩

美

郡

国

府

町

婿

に

な

る
４
１

と

六

つ

の

例

が

あ

る

そ

の

中

で

は

鳥

取

県

岩

美

郡

国

府

町

婿

に

な

る

話

を

除

く

五

話

が

身

分

の

高

い

人

と

の

結

婚

と

い

う

結

果

で

あ

る

三

年

味

噌

型

に

お

け

る

刀

の

場

合

日

本

に

お

い

て

は

武

士

と

い

う

身

分

と

の

関

わ

り

が

考

え

ら

れ

る

一

方

韓

国

昔

話

の

場

合

長

者

に

な

る

結

果

の

ほ

か

村

長

に

な

る

か

８

ま

た

は

粟

一

粒

で

型

の

大

臣

の

娘

と

結

婚

の

よ

う

に

身

分

の

高

い

女

性

と

の

結

婚

①

②

④

⑤

⑲

㉓

㉙
番

事

例

と

い

う

結

末

も

み

ら

れ

る

身

分

の

高

い

女

性

と

の

結

婚

と

い

う

の

は

身

分

社

会

で

あ

た

朝

鮮

に

お

い

て

は

出

世

の

意

味

も

読

み

取

れ

る

お

わ

り

に

一

本

稿

に

お

け

る

考

察

の

結

果

日

本

で

は

①

難

題

藁

大

根

三

年

味

噌

刀

米

長

者

に

な

る

と

い

う

三

年

味

噌

型

と

②

観

音

の

お

告

げ

藁

蜜

柑

絹

か

反

物

馬

家

畑

長

者

に

な

る

と

い

う

観

音

祈

願

型

と

い

う

二

つ

の

系

統

が

あ

り

宇

治

拾

遺

今

昔

古

本

の

説

話

は

観

音

祈

願

型

に

属

す

る

一

方

韓

国

に

は

①

若

い

男

科

挙

試

験

を

受

け

に

出

る

粟

一

粒

鼠

猫

雄

牛

大

臣

の

娘

と

結

婚

と

い

た

粟

一

粒

で

型

と

②

怠

け

者

家

に

出

さ

れ

る

藁

縄

水

か

め

米

馬

村

長

の

娘

謎

長

者

に

な

る

と

い

う

藁

縄

三

本

型

が

あ

る

こ

と

が

分

か

た

二

右

の

事

項

の

範

囲

か

ら

で

も

交

換

の

成

立

す

る

条

件

が

異

な

る

つ

ま

り

韓

国

昔

話

１

粟

一

粒

型

で

は

例

え

ば

鼠

が

粟

粒

を

食

べ

た

こ

と

か

ら

そ

の

責

任

を

求

め

て

鼠

を

捕

ま

え

て

く

る

こ

と

を

求

め

る

い

わ

ば

交

換

は

要

求

し

た

結

果

と

し

て

生

ま

れ

て

い

る

と

こ

ろ

が

韓

国

昔

話

２

藁

縄

三

本

型

で

は

や

む

を

え

な

い

状

況

に

お

い

て

交

換

が

生

ま

れ

る

も

の

で

そ

の

こ

と



- 102 -

が

観

音

と

い

う

超

越

的

な

存

在

の

介

在

す

る

必

然

性

と

か

か

わ

る

こ

れ

は

日

本

昔

話

の

交

換

と

よ

く

似

て

い

る

三

日

本

の

昔

話

宇

治

拾

遺

や

今

昔

で

は

特

に

今

昔

の

場

合

観

音

に

助

け

を

求

め

お

告

げ

に

よ

て

偶

然

な

出

会

い

か

ら

物

の

交

換

が

で

き

て

裕

福

ま

た

は

成

功

出

世

に

な

る

と

い

う

宗

教

的

思

想

を

背

景

と

す

る

事

例

が

多

く

見

ら

れ

る

し

か

し

韓

国

昔

話

の

事

例

の

中

で

は

先

祖

の

お

告

げ

の

事

例

は

見

ら

れ

る

が

観

音

の

お

告

げ

の

事

例

は

現

在

の

と

こ

ろ

見

当

た

ら

な

い

一

方

韓

国

昔

話

に

は

相

手

の

責

任

を

求

め

て

替

わ

り

の

も

の

を

要

求

す

る

と

か

人

を

だ

ま

し

て

幸

運

を

手

に

入

れ

る

と

か

と

い

う

事

例

が

多

く

み

ら

れ

る

こ

れ

に

対

し

て

日

本

昔

話

・

説

話

で

は

観

音

地

蔵

に

助

け

ら

れ

る

か

お

告

げ

を

受

け

る

と

い

う

モ

チ

フ

が

中

心

で

登

場

人

物

た

ち

は

ど

ち

ら

か

と

い

う

と

受

け

身

で

あ

て

偶

然

と

な

り

ゆ

き

に

身

を

任

せ

る

と

い

た

印

象

が

強

い

こ

の

よ

う

な

点

か

ら

考

え

る

と

韓

国

昔

話

で

は

先

祖

の

お

告

げ

と

い

う

モ

チ

フ

が

あ

る

こ

と

か

ら

儒

教

思

想

が

見

ら

れ

る

が

そ

れ

に

比

べ

日

本

昔

話

で

は

仏

教

的

要

素

が

強

調

さ

れ

て

い

る

と

考

え

ら

れ

る

ジ

タ

カ

や

仏

典

を

出

典

と

し

な

が

ら

韓

国

昔

話

藁

し

べ

長

者

に

お

い

て

あ

ま

り

仏

教

的

要

素

が

読

み

取

れ

な

い

と

い

う

こ

と

に

つ

い

て

成

耆

説

氏

は

朝

鮮

時

代

に

は

仏

教

が

圧

迫

さ

れ

て

い

た

こ

と

と

崇

儒

政

策

儒

教

を

崇

め

る

と

い

う

政

策

に

よ

て

仏

教

的

色

彩

か

ら

ど

ん

ど

ん

離

れ

て

い

た
４
２

か

ら

だ

と

指

摘

し

て

い

る

四

日

本

昔

話

の

場

合

結

婚

の

事

例

六

話

の

中

五

話

が

身

分

の

高

い

人

と

の

結

婚

で

あ

る

三

年

味

噌

型

に

お

け

る

刀

は

日

本

に

お

い

て

は

武

士

を

意

味

す

る

で

あ

り

韓

国

昔

話

と

同

様

に

身

分

や

出

世

と

の

関

わ

り

が

考

え

ら

れ

る

一

方

韓

国

昔

話

に

は

長

者

や

出

世

の

ほ

か

大

臣

の

婿

に

な

る

な

ど

結

婚

に

成

功

す

る

事

例

が

多

く

見

ら

れ

る

が

日

本

昔

話

は

婿

に

な

る

話

は

少

な

く

長

者

に

な

る

と

い

う

事

例

が

多

い

韓

国

昔

話

に

お

い

て

身

分

の

高

い

人

と

の

結

婚

の

事

例

か

ら

み

る

と

身

分

社

会

で

あ

た

朝

鮮

時

代

に

お

い

て

出

世

が

特

に

強

調

さ

れ

て

い

る

五

日

本

昔

話

・

説

話

に

は

現

在

の

と

こ

ろ

失

敗

譚

は

見

当

た

ら

な

い

が

韓

国

昔

話

は

次

々

と

物

を

交

換

し

後

に
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は

必

ず

し

も

裕

福

・

結

婚

に

成

功

す

る

と

い

う

事

例

だ

け

で

は

な

く

③

⑥

⑦

⑪

㉓

㉘

㉚
番

事

例

の

よ

う

な

失

敗

譚

も

見

ら

れ

るこ

の

ほ

か

根

本

説

一

切

有

部

毘

奈

耶

に

み

え

る

他

の

商

人

た

ち

が

主

人

公

を

殺

そ

う

と

企

て

る

場

面

と

藁

一

本

で

長

者

に

な

る

型

と

が

前

半

と

後

半

と

い

う

ふ

う

に

複

合

し

て

い

る

亜

型

も

存

在

す

る

さ

ら

に

昔

話

の

構

成

か

ら

み

る

と

先

行

研

究

に

お

い

て

韓

国

昔

話

藁

縄

三

本

型

と

日

本

昔

話

藁

し

べ

長

者

観

音

祈

願

型

と

が

類

似

す

る

と

指

摘

さ

れ

て

き

た

が

今

回

の

考

察

に

よ

り

韓

国

昔

話

藁

縄

三

本

型

は

む

し

ろ

ジ

タ

カ

や

仏

典

根

本

説

一

切

有

部

毘

奈

耶

に

近

い

こ

と

が

確

認

で

き

た

こ

と

は

注

目

で

き

る

注

１

関

敬

吾

日

本

昔

話

大

成

第

３

巻

本

格

昔

話

二

角

川

書

店

一

九

七

八

年

２

三

木

紀

人

・

浅

見

和

彦

校

注

新

日

本

古

典

文

学

大

系

宇

治

拾

遺

物

語

岩

波

書

店

一

九

九

〇

年

３

福

田

晃

民

間

に

お

け

る

仏

教

的

因

果

思

想

の

根

藁

し

べ

長

者

を

め

ぐ

て

国

文

学

解

釈

と

鑑

賞

巻

四

〇

第

一

一

至

文

堂

一

九

七

五

年

４

稲

田

浩

二

・

大

島

建

彦

日

本

昔

話

事

典

弘

文

堂

一

九

七

七

年

５

中

島

悦

次

校

注

宇

治

拾

遺

物

語

・

打

聞

集

全

註

解

有

精

堂

出

版

一

九

七

〇

年

６

小

林

智

昭

校

注

日

本

古

典

文

学

全

集

宇

治

拾

遺

物

語

小

学

館

一

九

七

五

年

７

佐

藤

謙

三

編

鑑

賞

日

本

古

典

文

学

今

昔

物

語

・

宇

治

拾

遺

物

語

角

川

書

店

一

九

七

六

年

８

大

島

建

彦

校

注

新

潮

日

本

古

典

集

成

宇

治

拾

遺

物

語

新

潮

社

一

九

八

五

年

９

三

木

紀

人

・

小

林

智

昭

・

増

古

和

子

校

注

宇

治

拾

遺

物

語

評

釈

武

蔵

野

書

院

一

九

八

六

年

１

０

注

２

に

同

じ
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１

１

小

林

保

治

・

増

古

和

子

校

注

新

編

日

本

古

典

文

学

全

集

宇

治

拾

遺

物

語

小

学

館

一

九

九

六

年

１

２

(
2)

に

同

じ

１

３

池

上

洵

一

説

話

集

と

口

承

説

話

藁

し

べ

長

者

の

場

合

鑑

賞

日

本

古

典

文

学

巻

1 3

今

昔

物

語

集

・

宇

治

拾

遺

物

語

角

川

書

店

一

九

七

六

年

１

４

柳

田

国

男

藁

し

べ

長

者

と

蜂

定

本

柳

田

国

男

集

第

六

巻

筑

摩

書

房

一

九

六

三

年

人

に

よ

る

と

宇

治

拾

遺

は

今

昔

を

読

ん

で

書

き

直

し

た

よ

う

に

言

う

ら

し

い

が

そ

れ

は

ま

だ

う

か

り

と

は

信

じ

ら

れ

な

い

如

何

に

も

双

方

に

も

共

通

の

話

は

十

幾

つ

か

あ

る

が

一

つ

の

土

地

で

は

ほ

ぼ

同

じ

時

代

に

説

話

集

を

書

け

ば

重

な

る

の

は

当

た

り

前

で

当

時

こ

の

話

の

有

名

だ

た

証

拠

に

は

な

て

も

乙

が

甲

か

ら

採

た

と

い

う

事

に

は

な

り

難

い

寧

ろ

知

て

い

た

ら

避

け

た

か

と

思

う

か

ら

是

は

御

互

い

に

見

せ

合

い

は

な

か

た

証

拠

か

も

し

れ

ぬ

１

５

①

志

村

有

弘

・

諏

訪

春

雄

編

日

本

説

話

伝

説

大

事

典

勉

誠

出

版

二

〇

〇

〇

年

一

〇

三

三

頁

②

注(

4)

に

同

じ

一

〇

四

〇

頁

③

乾

克

己

共

編

日

本

伝

奇

伝

説

大

事

典

角

川

書

店

一

九

八

六

年

九

六

一

頁

１

６

水

沢

謙

一

お

ば

ば

の

昔

ば

な

し

野

島

出

版

一

九

六

六

年

１

７

藁

し

べ

長

者

柳

田

国

男

甑

島

昔

話

集

三

省

堂

一

九

四

四

年

１

８

崔

仁

鶴

韓

国

昔

話

の

研

究

弘

文

堂

一

九

七

六

年

１

９

二

一

粟

粒

で

政

丞

の

娘

を

貰

ふ

孫

晋

泰

朝

鮮

民

譚

集

郷

土

研

究

社

一

九

三

〇

年

一

七

九

一

九

八

頁

２

０

ア

ワ

一

つ

ぶ

で

大

臣

の

娘

を

貰

う

関

敬

吾

・

崔

仁

鶴

共

編

朝

鮮

昔

話

百

選

日

本

放

送

出

版

協

会

一

九

七

四

年
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２

１

藁

縄

一

本

で

長

者

に

な

る

崔

仁

鶴

韓

国

の

昔

話

三

弥

井

書

店

一

九

八

〇

年

２

２

注(

4)

に

同

じ

２

３

韓

国

精

神

文

化

研

究

院

編

韓

国

口

碑

文

学

大

系

韓

国

精

神

文

化

研

究

院

一

九

七

八

年

全

八

二

冊

別

巻

三

冊

総

計

一

五

一

〇

七

話

収

録

２

４

１

二

三

三

藁

縄

三

本

型

太

字

で

表

し

た

題

名

は

日

本

語

訳

本

を

表

し

日

本

語

に

翻

訳

紹

介

さ

れ

て

い

な

い

韓

国

の

事

例

は

私

に

日

本

語

で

題

名

を

付

し

た

①

藁

縄

三

本

で

嫁

を

も

ら

う

任

晳

宰

任

晳

宰

全

集

②

韓

国

口

伝

説

話

平

安

北

道

編

Ⅱ

平

民

社

一

九

八

八

年

一

四

〇

一

四

一

頁

一

九

三

二

年

七

月

平

安

北

道

宣

川

郡

宣

川

邑

採

録

②

8 7

愚

か

者

任

東

権

韓

国

の

民

譚

瑞

文

堂

一

九

七

二

年

一

八

九

一

七

〇

頁

熊

谷

治

訳

韓

国

の

民

話

雄

山

閣

出

版

一

九

九

五

年

一

二

一

一

二

二

頁

③

藁

縄

三

本

で

韓

相

壽

韓

国

民

譚

選

正

音

社

一

九

七

四

年

一

四

七

一

五

二

頁

忠

清

南

道

燕

岐

郡

鳥

致

院

邑

一

九

七

四

年

採

録

④

３

藁

縄

一

本

で

長

者

に

な

る

崔

仁

鶴

世

界

民

間

文

芸

叢

書

韓

国

の

昔

話

三

弥

井

書

店

一

九

八

〇

年

一

六

頁

忠

清

南

道

青

陽

郡

一

九

七

三

年

採

録

以

下

⑤

㉔
は

韓

国

口

碑

文

学

大

系

で

あ

る

⑤

藁

縄

三

本

韓

国

口

碑

文

学

大

系

１-

２

京

機

道

驪

州

郡

三

七

九

頁

⑥

藁

縄

三

本

が

…

１-

３

京

機

道

楊

平

郡

二

八

九

頁

⑦

藁

縄

三

本

１-

７

京

機

道

江

華

郡

一

四

三

頁

⑧

藁

縄

三

本

で

婿

に

な

た

話

１-

７

京

機

道

江

華

郡

二

七

五

頁
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⑨

藁

縄

三

本

１-

９

京

機

道

龍

仁

市

二

五

七

頁

⑩

怠

け

者

の

息

子

の

藁

縄

三

本

２-

６

江

原

道

潢

城

郡

１

四

八

五

頁

⑪

藁

縄

三

本

で

長

者

に

な

た

男

５-

４

全

羅

北

道

郡

山

市

沃

溝

郡

三

一

八

頁

⑫

謎

に

勝

て

長

者

に

な

た

怠

け

者

５-

６

全

羅

北

道

井

州

市

・

井

邑

郡

二

七

一

頁

⑬

藁

縄

で

幸

運

を

も

た

ら

し

た

話

６-

１

全

羅

南

道

珍

島

郡

四

〇

九

頁

⑭

藁

縄

三

本

で

馬

と

換

え

た

話

６-

２

全

羅

南

道

咸

平

郡

五

七

六

頁

⑮

藁

縄

三

本

６-
５

全

羅

南

道

海

南

郡

一

八

一

頁

⑯

ト

ン

ケ

の

知

恵

６-

５

全

羅

南

道

海

南

郡

三

五

七

頁

⑰

藁

縄

三

本

さ

え

あ

れ

ば

６-

６

全

羅

南

道

新

安

郡

１

二

四

六

頁

⑱

藁

縄

三

本

が

嫁

三

人

に

６-

７

全

羅

南

道

新

安

郡

２

四

七

頁

⑲

粟

稲

三

本

で

長

者

に

な

た

話

６-

７

全

羅

南

道

新

安

郡

２

六

三

頁

⑳

藁

縄

三

本

６-

１

２

全

羅

南

道

寶

城

郡

五

八

七

頁

㉑

藁

縄

三

本

と

換

え

た

嫁

７-

１

０

慶

尚

北

道

奉

化

郡

八

八

〇

頁

㉒

藁

縄

三

本

で

長

者

に

な

た

息

子

７-

１

３

大

邱

直

轄

市

二

〇

三

頁

㉓

愚

か

者

の

金

儲

け

８-

７

慶

尚

南

道

密

陽

郡

１

四

八

八

頁

㉔

知

恵

の

あ

る

男

８-

１

４

慶

尚

南

道

河

東

郡

二

一

九

頁

２

５

２

藁

一

粒

で

型

㉕

9 4

一

粒

の

粟

鄭

寅

燮

温

突

夜

話

日

本

書

院

一

九

二

七

年

世

界

民

間

文

芸

叢

書

別

巻

三

温

突

夜

話

三

弥

井

書

店

一

九

八

三

年

四

二

二

四

二

四

頁

／

二

一

粟

粒

で

政

丞

の

娘

を

貰

ふ

孫

晋

泰

朝

鮮

民

譚

集

郷

土

研

究

社

一

九

三

〇

年

一

七

九

一

九

八

頁
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㉖

キ

ビ

の

稲

一

本

で

だ

ん

だ

ん

成

功

し

て

い

た

が

任

晳

宰

任

晳

宰

全

集

②

韓

国

口

伝

説

話

平

安

北

道

編

Ⅱ

平

民

社

一

九

八

八

年

一

三

九

一

四

〇

頁

一

九

三

四

年

七

月

平

安

北

道

宣

川

郡

山

面

採

録

㉗

粟

稲

一

本

で

ど

ん

ど

ん

成

功

し

た

が

任

晳

宰

任

晳

宰

全

集

②

韓

国

口

伝

説

話

平

安

北

道

編

Ⅱ

平

民

社

一

九

八

八

年

一

三

七

一

三

九

頁

一

九

三

六

年

一

二

月

平

安

北
道

宣

川

郡

深

川

面

採

録

㉘

粟

一

粒

で

政

丞

の

娘

を

も

ら

た

人

の

話

朴

英

晩

朝

鮮

伝

来

童

話

集

学

芸

社

一

九

四

〇

年

七

一

七

六

頁

咸

鏡

南

道

咸

興

市

採

録

／

ア

ワ

一

つ

ぶ

で

大

臣

の

娘

を

貰

う

関

敬

吾

・

崔

仁

鶴

朝

鮮

昔

話

百

選

日

本

放

送

出

版

協

会

一

九

七

四

年

二

三

五

二

三

八

頁

㉙

粟

一

粒

で

結

婚

し

た

チ

ン

カ

ク

李

元

寿

伝

来

童

話

集

現

代

社

一

九

六

三

年

二

三

四

二

三

七

頁

㉚

粟

一

粒

で

嫁

を

も

ら

う

ま

で

崔

仁

鶴

共

編

韓

国

伝

来

童

話

全

集

Ⅰ

章

原

社

一

九

七

〇

年

八

四

八

八

頁

㉛

粟

一

粒

で

任

晳

宰

昔

話

選

集

３

韓

国

編

教

学

社

一

九

七

二

年

九

八

一

〇

六

頁

㉜

粟

一

粒

で

出

世

し

た

男

朴

栄

濬

韓

国

の

民

話

と

伝

説

高

麗

編

韓

国

文

化

図

書

出

版

社

編

集

部

訳

韓

国

文

化

図

書

出

版

社

一

九

七

五

年

二

〇

五

二

〇

八

頁

慶

尚

北

道

漆

谷

郡

採

録

㉝

5 1

怠

け

者

と

粟

稲

一

本

崔

来

沃

語

文

叢

書

０

１

８

全

北

民

譚

蛍

雪

出

版

社

一

九

八

二

年

一

七

六

頁

一

九

七

七

年

全

羅

北

道

全

州

市

豊

南

洞

採

録

㉞

な

ま

け

者

の

嫁

と

り

依

田

千

百

子

・

中

西

正

樹

金

徳

順

昔

話

集

中

国

朝

鮮

族

民

間

故

事

集

三

弥

井

書

店

一

九

九

四

年

二

六

一

頁

２

６

鼠

と

い

う

名

の

商

人

の

物

語

カ

タ

・

サ

リ

ト

・

サ

ガ

ラ

岩

波

文

庫

一

九

五

七

年

２

７

①

ジ

タ

カ

四

話

チ

ラ

カ

豪

商

前

生

物

語

中

村

元

ジ

タ

カ

全

集

１

春

秋

社

一

九

八

四

年

②

成

耆

説

藁

縄

三

本

韓

国

説

話

の

研

究

韓

国

学

研

究

所

研

究

叢

書

一

号

仁

荷

大

学

校

出

版

部

一

九
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八

八

年

一

一

六

一

三

九

頁

に

よ

り

日

本

昔

話

藁

し

べ

長

者

の

類

話

と

し

て

指

摘

さ

れ

る

２

８

)

高

麗

大

蔵

経

根

本

説

一

切

有

部

毘

奈

耶

外

四

部

第

二

二

巻

二

六

四

頁

上

二

六

六

頁

中

／

大

正

新

脩

大

蔵

経

二

三

巻

八

〇

〇

頁

上

八

〇

一

頁

中

２

９

高

麗

大

蔵

経

月

燈

三

味

経

外

百

五

二

部

第

一

一

巻

三

〇

二

頁

下

三

〇

三

頁

上

／

大

正

新

修

大

蔵

経

本

縁

部

上

第

三

巻

大

正

新

修

大

蔵

経

刊

行

会

一

九

二

四

年

一

三

頁

下

一

四

頁

上

３

０)

捜

神

記

第

三

巻

六

二

巻

本

文

引

用

は

干

寶

捜

神

記

白

帝

社

二

〇

〇

四

年

３

１

民

話

・

昔

話

集

作

品

名

総

覧

紀

伊

国

屋

書

店

二

〇

〇

四

年

３

２

①

テ

ル

ラ

ン

デ

プ

ラ

ン

ス

小

澤

俊

夫

世

界

の

民

話

２

南

欧

ぎ

う

せ

い

一

九

七

七

年

一

三

四

頁

②

雌

犬

が

そ

い

つ

の

鼻

を

食

べ

た

ブ

ル

ガ

リ

ア

小

澤

俊

夫

世

界

の

民

話

４

東

欧

Ⅰ

ぎ

う

せ

い

一

九

七

七

年

二

八

三

頁

③

貧

し

い

ジ

プ

シ

小

澤

俊

夫

世

界

の

民

話

５

東

欧

Ⅱ

ぎ

う

せ

い

一

九

七

七

年

④

か

ほ

う

に

く

る

ま

た

ハ

ン

ス

金

田

鬼

一

訳

グ

リ

ム

童

話

集

三

岩

崎

美

術

社

一

九

八

一

年

三

八

頁

３

３

藁

し

べ

長

者

類

話

２

稲

田

浩

二

・

小

澤

俊

夫

日

本

昔

話

通

観

第

2 0
巻

広

島

・

山

口

同

朋

舎

出

版

一

九

八

七

年

三

七

三

頁

３

４

①

藁

し

べ

長

者

類

話

３

稲

田

浩

二

・

小

澤

俊

夫

日

本

昔

話

通

観

第

2 5
巻

鹿

児

島

同

朋

舎

出

版

一

九

七

八

年

二

八

七

頁

②

わ

ら

し

び

長

者

田

畑

英

勝

日

本

の

昔

話

７

奄

美

諸

島

の

昔

話

日

本

放

送

出

版

協

会

一

九

七

四

年

一

三

二

頁

③

藁

し

べ

長

者

そ

の

一

岩

倉

市

郎

採

録

柳

田

国

男

日

本

昔

話

記

録

1 1

鹿

児

島

県

甑

島

昔

話

集

三
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省

堂

一

九

七

四

年

新

七

頁

旧

八

頁

④

藁

し

べ

長

者

類

話

１

稲

田

浩

二

・

小

澤

俊

夫

日

本

昔

話

通

観

第

８

巻

群

馬

・

栃

木

同

朋

舎

出

版

一

九

七

八

年

三

〇

二

頁

／

藁

し

べ

長

者

類

話

２

稲

田

浩

二

・

小

澤

俊

夫

日

本

昔

話

通

観

第

2 0
巻

島

根

・

山

口

同

朋

舎

出

版

一

九

八

七

年

三

七

三

頁

３

５

2
4
1
.

藁

し

べ

長

者

稲

田

浩

二

・

小

澤

俊

夫

日

本

昔

話

通

観

第

1 0
巻

新

潟

同

朋

舎

出

版

一

九

七

四

年

四

七

三

頁

３

６

藁

し

べ

長

者

そ

の

二

岩

倉

市

郎

採

録

柳

田

国

男

日

本

昔

話

記

録

1 1

鹿

児

島

県

甑

島

昔

話

集

新

九

頁

旧

一

〇

頁

３

７

1
4
8

藁

し

べ

長

者

原

題

・

ワ

ラ

ス

べ

長

者

稲

田

浩

二

・

小

澤

俊

夫

日

本

昔

話

通

観

第

1 6
巻

兵

庫

同

朋

舎

出

版

一

九

七

八

年

二

六

四

頁

３

８

藁

し

べ

長

者

類

話

２

稲

田

浩

二

・

小

沢

俊

夫

日

本

昔

話

通

観

第

2 5
巻

鹿

児

島

同

朋

舎

出

版

一

九

八

年

二

八

七

頁

３

９

藁

し

べ

長

者

類

話

１

稲

田

浩

二

・

小

澤

俊

夫

日

本

昔

話

通

観

第

1 3
巻

岐

阜

・

静

岡

・

愛

知

同

朋

舎

出

版

一

九

七

八

年

三

二

六

頁

昔

話

研

究

復

刻

版

２-

1 1

岩

波

美

術

社

一

九

八

〇

年

三

五

頁

４

０

わ

ら

し

べ

長

者

類

話

３

稲

田

浩

二

・

小

澤

俊

夫

日

本

昔

話

通

観

第

2 2
巻

愛

媛

・

高

知

同

朋

舎

出

版

一

九

七

八

年

二

二

一

頁

４

１

1
4
8

藁

し

べ

長

者

日

本

昔

話

通

観

第

1 7
巻

鳥

取

同

朋

舎

出

版

一

九

七

八

年

三

九

〇

頁

４

２

成

耆

説

藁

縄

三

本

韓

国

説

話

の

研

究

韓

国

学

研

究

所

研

究

叢

書

一

号

仁

荷

大

学

校

出

版

部

一

九

八

八

年

一

三

八

頁
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第

四

章

『
宇

治

拾

遺

物

語

』

第

九

二

話

「

五

色

鹿

事

」

考

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

―

日

韓

比

較

文

学

の

視

点

か

ら

―

は

じ

め

に

本

章

は

、
『

宇

治

拾

遺

』

の

説

話

第

九

二

話

「

五

色

鹿

事

」

を

取

り

上

げ

た

い

。
『

新

大

系

』

（

１

）

は

、

本

説

話

の

出

典

に

つ

い

て

、

同

話

（

１

）

に

、
『

今

昔

』

第

巻

五

第

一

八

、

同

話
（

２

）
に

、
『

仏

説

九

色

鹿

経

』
、
『

法

苑

』
五

〇
・
背

恩

篇

五

二
、
『

経

律

異

相

』
一

一

、
『

六

度

集

経

』
六
・
五

八

、
「

諸

経

要

集

八

背

恩

縁

三

」
、
「

金

言

類

聚

抄

」

二

三

、
『

御

伽

草

子

』
「

る

し

長

者

」

類

話

・

関

連

話

に

、
「

菩

薩

本

縁

経

下

」

鹿

品

七

、
『

根

本

説

一

切

有

部

毘

奈

耶

破

僧

事

』

一

五

「

摩

詞

僧

祇

律

」

一

、
「

莫

高

窟

壁

画

」
、
『

ジ

ャ

ー

タ

カ

四

八

二

』
「

ル

ル

の

前

生

物

語

」
、
『

大

成
（
２
）

』

二

三

四

「

報

恩

動

物

・

恩

知

ら

ず

の

人

」
、

な

ど

の

文

献

を

指

摘

し

て

い

る

。

序

章

に

お

い

て

取

り

上

げ

た

よ

う

に

、『

宇

治

拾

遺

』
の

中

で

は

、
第

九

二

話
「

五

色

鹿

」
の

ほ

か

、『

法

苑

』
や
『

ジ

ャ

ー

タ

カ

』

な

ど

を

出

典

と

す

る

説

話

が

多

数

存

在

す

る

。

そ

の

中

か

ら

、

私

は

、

す

で

に

第

八

五

話

「

留

志

長

者

事

」

（

３

）

と

、

第

九

六

話

「

長

谷

寺

参

籠

男

利

生

に

預

か

る

事

」

（

４

）

に

つ

い

て

韓

国

昔

話

と

の

比

較

考

察

を

試

み

た

。

そ

れ

に

続

き

、

本

章

で

は

『

宇

治

拾

遺

』

第

九

二

話

「

五

色

鹿

事

」

に

つ

い

て

考

察

し

た

い

。

「

五

色

鹿

」
の

伝

承

は

、
イ

ン

ド

の

ジ

ャ

ー

タ

カ

、
中

国

仏

典

、
そ

し

て

日

本

の
『

今

昔

』
と

い

っ

た

文

献

の

他

、
『

大

成

』
な

ど

に

紹

介

さ

れ

て

い

る

よ

う

に

、

口

承

に

よ

る

昔

話

な

ど

が

幅

広

く

分

布

し

て

い

る

。

本

論

で

は

、

日

本

・

韓

国

・

中

国

の

間

に

共

有

さ

れ

て

い

る

話

型

を

明

ら

か

に

す

る

と

と

も

に

、
日

本

昔

話
「

五

色

鹿

」
及

び
『

宇

治

拾

遺

』
「

五

色

鹿

事

」
の

表

現

の

特

質

に

つ

い

て

、

日

韓

比

較

文

学

の

視

点

か

ら

考

察

し

た

い

。
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第

一

節

『
宇

治

拾

遺

物

語

』
「

五

色

鹿

事

」

の

話

型

と

構

成

『

宇

治

拾

遺

』
第

九

二

話
「

五

色

鹿

事

」
の

出

典

は

、
各

諸

注

釈

（

５

）

書

の

指

摘

を

ま

と

め

る

と

、
『

今

昔

』
巻

五
・
一

八

と

同

話

で

あ

り

、
『

法

苑

珠

林

』
（

以

下

、
『

法

苑

』
）
『

仏

説

九

色

鹿

経

』

で

あ

る

。

し

か

し

、
『

宇

治

拾

遺

』

は

、

本

生

譚

の

部

分

を

削

っ

て

お

り

、
『

仏

説

九

色

鹿

経

』

に

比

べ

れ

ば

、

仏

教

色

を

失

っ

て

慈

悲

報

恩

の

大

切

さ

を

説

く

教

訓

的

な

動

物

説

話

に

変

え

て

い

る

。

こ

の

系

統

の

説

話

は

、

後

代

ま

で

説

教

師

に

よ

っ

て

語

ら

れ

た

も

の

が

基

と

な

っ

て

お

り

、

そ

の

後

、

昔

話

の

形

態

を

と

っ

て

伝

え

ら

れ

て

い

る

と

考

え

ら

れ

る

。

こ

の

よ

う

に

『

宇

治

拾

遺

』
「

五

色

鹿

事

」

は

、
仏

教

的

な

色

を

失

っ

て

出

典

よ

り

世

俗

説

話

化

さ

れ

た

た

め

、
昔

話
「

報

恩

動

物
・
恩

知

ら

ず

の

人

」
に

近

い

と

言

え

よ

う

。(

補

注

４

-

１

)

ま

ず

『

宇

治

拾

遺

』

第

九

二

話

「

五

色

鹿

事

」

か

ら

事

項

を

取

り

出

す

。

そ

の

中

で

、

説

話

を

構

成

す

る

骨

格

を

な

す

基

本

的

事

項

と

、

付

加

的

に

形

成

さ

れ

て

い

る

説

明

的

事

項

と

を

区

分

す

る

こ

と

に

し

た

い

。

す

る

と

、

次

の

よ

う

な

結

果

が

得

ら

れ

る

。

太

字

が

基

本

的

事

項

で

あ

る

。

１

天

竺

に

、

身

の

色

は

五

色

で

、

角

の

色

は

白

い

鹿

が

い

た

。

 
 

鹿

は

、

人

に

知

ら

れ

ず

深

い

山

に

住

ん

で

い

た

。

 
 

鹿

は

、

山

で

烏

を

友

と

し

て

過

す

。

あ

る

時

、

男

が

川

に

流

れ

て

死

に

そ

う

に

な

る

。

5

鹿

は

、

男

を

助

け

る

。

 
 

男

は

、

鹿

に

恩

を

返

す

と

言

う

。

 
 

鹿

は

男

に

、

自

分

の

居

場

所

を

人

に

語

っ

て

は

い

け

な

い

と

頼

む

。

鹿

は

、

人

が

知

っ

た

ら

皮

を

取

る

た

め

殺

さ

れ

る

と

言

う

。
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男

は

、

何

度

も

契

り

約

束

す

る

。

10

男

は

、

里

に

帰

え

っ

て

月

日

を

送

れ

て

も

人

に

話

さ

な

い

。

 
 

国

の

后

は

、

五

色

の

鹿

の

夢

を

見

る

。

后

は

大

王

に

、

五

色

の

鹿

を

探

し

て

欲

し

い

と

申

し

上

げ

る

。

 
 

 

大

王

は

、

五

色

の

鹿

を

探

し

た

者

に

金

銀

を

与

え

る

と

命

を

下

す

。

 
 

男

は

、

大

王

に

鹿

の

居

場

所

を

申

し

上

げ

る

。

15

男

は

、

大

王

に

鹿

を

捕

ら

え

差

し

上

げ

る

と

申

し

上

げ

る

。

 
 

 

大

王

は

、

多

く

の

狩

人

を

つ

れ

て

狩

り

に

出

る

。

大

王

は

、

男

を

道

案

内

に

連

れ

て

行

く

。

 
 

 

鳥

が

、

大

王

と

狩

人

た

ち

を

見

て

驚

く

。
 

 
 

鳥

は

声

を

あ

げ

て

泣

い

て

、

鹿

を

起

こ

す

。

20

鳥

は

、

鹿

に

大

王

と

大

勢

の

狩

人

を

つ

れ

て

来

る

と

言

う

。

 
 

鹿

は

、

大

王

の

御

輿

の

そ

ば

へ

歩

み

寄

る

。

狩

人

た

ち

は

、

鹿

に

矢

を

射

す

と

す

る

。

 
 

 

大

王

は

、

狩

人

を

止

め

さ

せ

る

。

鹿

は

大

王

に

、

ど

う

し

て

自

分

の

居

場

所

を

知

っ

た

か

と

聞

く

。

25

大

王

は

、

男

を

指

す

。

鹿

は

、

顔

の

あ

ざ

を

見

て

自

分

が

助

け

た

男

で

あ

る

こ

と

が

分

か

る

。

 
 

 

鹿

は

男

に

、

人

に

知

ら

せ

な

い

と

契

っ

た

こ

と

を

忘

れ

た

か

と

恨

む

。

 
 

鹿

は

男

に

、

恩

を

忘

れ

た

と

責

め

る

。
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鹿

は

大

王

に

、

男

の

命

を

助

け

た

事

情

を

申

す

。

30

鹿

は

、

男

に

深

い

恨

み

を

持

っ

て

泣

く

。

 
 

大

王

は

、

鹿

の

話

を

聞

い

て

涙

を

流

す

。

 
 

 
 

大

王

は

鹿

に

、

畜

生

な

れ

ど

も

慈

悲

を

も

て

人

を

助

け

た

と

褒

め

る

。

 
 

 
 

大

王

は

、

恩

を

忘

れ

た

男

を

畜

生

だ

と

言

う

。

 
 

大

王

は

、

男

の

首

を

切

る

。

35

大

王

は

、

鹿

を

殺

す

者

は

罪

を

問

わ

す

と

命

ず

る

。

そ
の

後

は

、

天

下

安

全

で

国

は

豊

か

に

な

っ

た

。

(

６

)

１

行

目

か

ら

５

行

目

ま

で

は

鹿

が

危

機

に

落

ち

た

人

間

を

助

け

る

と

い

う

、

こ

の

説

話

の

設

定

部

分

で

あ

る

。

６

行

目

か

ら

１

０

行

目

ま

で

は

、

鹿

が

山

深

く

隠

れ

て

い

る

理

由

と

と

も

に

、

他

に

こ

の

場

所

を

言

っ

て

は

い

け

な

い

と

い

う

鹿

と

助

け

ら

れ

た

人

間

と

約

束

す

る

場

面

で

あ

る

。

命

を

助

け

ら

れ

た

人

間

の

鹿

に

対

す

る

感

謝

の

気

持

ち

が

読

み

取

れ

る

、

こ

の

説

話

の

発

端

部

分

と

い

え

る

。

し

か

し

、

１

３

行

目

か

ら

１

７

行

目

は

欲

に

目

が

眩

ん

で

恩

を

忘

れ

て

し

ま

う

人

間

の

姿

が

語

ら

れ

て

い

る

。

さ

ら

に

、

１

８

行

目

か

ら

２

２

行

目

ま

で

は

鹿

が

危

機

の

直

面

す

る

場

面

で

、

２

６

行

目

か

ら

３

０

行

目

ま

で

は

、

人

間

の

裏

切

り

に

対

す

る

鹿

の

恨

み

と

悲

し

み

が

読

み

取

れ

る

。

こ

こ

ま

で

が

展

開

部

分

で

あ

る

。

そ

の

後

、

３

１

行

目

か

ら

３

６

行

目

ま

で

は

、

鹿

か

ら

こ

れ

ま

で

の

事

情

を

聞

い

た

王

様

は

感

動

し

て

男

を

殺

し

、

鹿

は

助

か

る

と

い

う

結

末

部

分

で

あ

る

。

そ

れ

で

は

ま

ず

、

鹿

の

表

現

に

つ

い

て

比

較

を

す

る

と

、

鹿

は

九

色

・

五

色

と

二

つ

の

表

現

が

あ

る

こ

と

が

分

か

る

。

①

『

仏

説

九

色

鹿

経

』

 
 

 

「

菩

薩

身

爲

九

色

鹿

。

其

毛

九

種

色

」

②

『

法

苑

』

巻

五

〇

背

恩

篇

 
 

「

菩

薩

身

爲

九

色

鹿

、

其

九

種

色

、

角

白

如

雪

」
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③

「

ジ

ャ

ー

タ

カ

・

四

八

二

ル

ル

の

前

生

物

語

」

 
 

 
「

身

に

皮

は

、

み

が

き

ぬ

か

れ

た

黄

金

の

延

べ

板

の

よ

う

で

あ

っ

た

。

前

足

後

足

は

〔

赤

い

〕

ラ

ッ

ク

染

料

を

ほ

ど

こ

さ

れ

て

い

る

よ

う

で

」

④

『

今

昔

』

巻

五

・

一

八

「

身

ノ

色

ハ

九

色

ニ

シ

テ

角

ノ

色

ハ

白

キ

鹿

住

ケ

リ

」

⑤

『

宇

治

拾

遺

』

九

二

話

「

身

の

色

は

五

色

に

て

、

角

の

色

は

白

き

鹿

一

あ

り

け

り

」

⑥

日

本

昔

話

「

五

色

鹿

」

類

型

 
 

「

五

色

の

鹿

」
、
「

五

匹

の

鹿

」

鹿

の

色

に

つ

い

て

、
『

宇

治

拾

遺

』
及

び

日

本

昔

話
「

五

色

鹿

」
で

は

五

色

と

あ

り

、
日

本

昔

話

は

、
五

匹

と

あ

る

事

例

も

見

ら

れ

る

。

こ

れ

に

つ

い

て

は

、
『

法

苑

』

自

身

の

表

現

に

お

い

て

明

ら

か

な

よ

う

に

「
『

仏

説

九

色

鹿

経

』

は

菩

薩

と

い

う

も

の

の

本

質

」

を

示

す

も

の

で

あ

り

、
「

五

色

」

も

「

超

越

的

な

存

在

」

を

示

す

も

の

で

あ

り

、
「

金

色

を

意

味

す

る

」

と

い

う

指

摘

が

あ

る

。

(

７

)

第

二

節

日
本

昔

話

「

五

色

鹿

」

の

展

開

と

話

型

「

五

色

鹿

」

類

型

の

説

話

は

、

ヨ

ー

ロ

ッ

パ

全

域

か

ら

イ

ン

ド

、

東

南

ア

ジ

ア

、

ア

フ

リ

カ

に

及

び

、

日

本

で

は

太

平

洋

岸

に

厚

く

、

東

北

地

域

か

ら

北

海

道

を

経

て

九

州

に

ま

で

広

く

分

布

し

て

い

る

。
(

８
)

さ

ら

に

、
日

本

昔

話
「

五

色

鹿

」
は

、
『

大

成

』
に

お

い

て

、
分

類

番

号

二

三

四
「

人

間

無

情
（

報

恩

動

物
・
恩

知

ら

ず

の

人

間

）
」

に

分

類

さ

れ

、
一

〇

話

の

事

例

が

挙

げ

ら

れ

て

い

る

。
さ

ら

に

、『

集

成

』

（

９

）

に

は

、
二

三

四

A
「

人

間

無

情

」
、
二

三

四

B
「

人

忘

恩

」

と

あ

り

、
『

通

観

』

（
１
０
）

に

は

、

分

類

番

号

４

０

２

「

人

間

忘

恩

」
、

４

０

３

「

狩

人

非

情

」

と

、

二

つ

の

話

型

に

分

類

さ

れ

て

い

る

。



 
 
 
 
  
 

   
   
  
    
 
  
 

   
 
  
  

   
       

 

 

 

  
 

  

     
 

 
 

           

 
 

   

  

 

⑧⑨ ⑦

甚
五
郎

舟
に
乗
つ
た
あ
る

人 I

人
の
男

人 人 人

蛇
•

狐
•

亀

ク
チ
ナ
*

§
狐

蛇
•

狐

水か
*
-

五
郎
を

助
け
る

・

予

銭

狐
丄
銭
が
入
つ
た
塚
を

攀
又

蛇
丄
豕
'
晝

•

蠢

奉

行

所

丄

馨

代
嘉

に

蝥

口

人
一

^1
2

訴
え
る

牢

に

入

れ

る
{
一K

に
入

^
〇
れ
る

死
刑
判
決

B
)
「
動

物

は

恩

返

し

す

る

が

、

人

間

は

恩

を

忘

れ

る

」

の
話
型

⑤⑥ ④③②①話

五
匹
の
鹿

大
鹿

鹿五
匹
の
鹿

五
匹
の
鹿

i
の
鹿

助
け
た
者

籠

な
し

素

と

い

.
2
右
者

撖
人

狩
人

木
こ
り

人

間

発

な
し

な
し

な
し

な
し

な
し

動

吻

助
け
ら
れ
た
者

端

鹿

の

口

外

す

る

霉

霧

り

に

来

る

鹿

の

口

外

す

る

長

<
霹

り

に

来

る

鹿

の

口

外

す

る 

天

・

り

に

来

る

鹿

の

口

外

す

る

馨

、
霧

り

に

来

る

鹿

の

口

外

す

る

鹿

の

口

外

す

る

寶

(

1
) 

囊

善

(

悬

れ
)

匿

開

i
霧

り

に

来

る

王
様
、
霧

り

に

来

る

助
け
た
者
は

蛇
が
、
わ

ざ

と

・

の

指 

^
6

蛇
が
、
わ
ざ
と
代
官
の
息

鹿

は

・

に

、
事

1 
罕

鹿
は
長
者
に
、
事

雪

罕

T
f
?

狐
一
*

牢
屋
か
ら
助
け 

る

鹿
は
天

S
に
、
事

1
罕

鹿
は
擊
に
、
事

還

罕

鹿

は

賺

に

、
事

壇

寧

鹿
が
王
様
に
、
一f
零

事

件

◊
雪

れ

•;
震

を

も

&
っ

◊
許
さ
れ
る

◊
麗

が

は

れ

る

♦
死
刑

，助
か
る

♦

囊
し
に
な
る

助
力
る 
♦
恥
ず
力
し
く

助
か
る

♦
警

れ

る

鹿

は

助

か

る

に

お

诧
び

〇

命
^
®
か

る

♦
国
か<

0
9
5
1

い
出
す

〇

霧

り

枯

正

♦
死
刑

◊
助
け
た
者 

♦
助

け

ら

者

結

果

こ

れ

ら

の

先

行

研

究

を

整

理

す

る

と

、

日

本

昔

話

「
五

色

鹿

」

の

採

録

事

例

は

、

大

き

く

二

つ

の

話

型

に

分

け

ら

れ

る

。
 

【
表

1
】
日

本

昔

話

「
五

色

鹿

」

類

話

の

採

録

事

例

一

覧

表
(
1
1
)

(
A 

)
「
恩

知

ら

ず

の

人

間

」

の
話
型

115 -



  
 

 

 

  

 

 
 

 
       
 

    
 
   
   

  
      

 
       
 
       
    
 

    
   

        
     

   
 
    
 

          

 

       

    

         
 
             
   

             

   
      

 
 
      

      
 

 

  
         

     
      
  
       
  
   
    
   
 

    
  
    
   
  
 

  

 
 
 

    
     

     

 
      
     
 
  
           

 

  

   
 
      
 
 

   
    
 
    

 

  
   
    

つ

ま

り

、

日

本

昔

話

「
五

色

鹿

」

は

、

設

定

の

差

異

か

ら

生

じ

る

主

題

の

異

な

り

に

ょ

っ

て

、

(
A
)
「
恩

知

ら

ず

の

人

間

」

の
話 

型

、

(
B
)
「
動

物

は

恩

返

し

す

る

が

、

人

間

は

恩

を

忘

れ

る

」

の

話

型

と

い

ぅ

、

二

つ

の

亜

型

に

分

け

る

こ

と

が

で

き

る

。

『
宇

治

拾

遺

』

の

昔

話

関

連

話

群

の

中

か

ら

、
一

〜

三

章

に

お

い

て

取

り

上

げ

た

、

日

本

昔

話

の

「
腰

折

雀

」

や

「
瘤

取

り

爺

」
 

「
藁

し

ベ

長

者

」

に

つ

い

て

調

べ

た

限

り

で

は

、

全

国

的

に

採

録

事

項

は

多

い

が

、

「
五

色

鹿

」

の

採

録

事

例

は

少

な

い

。

こ
れ
ま

で

私

が

調

べ

得

た

資

料

は

左

の

と

お

り

で

あ

る

。

(
A 

)
「
恩

知

ら

ず

の

人

間

」

話
型

【
表

1
】
に

ょ

る

と

、

次

に

取

り

上

げ

る

①
②
③
④
⑤
⑥
番

の

事

例

が

、

こ

の

(
A
)
「
恩

知

ら

ず

の

人

間

」

に

属

す

る

。

こ

の

話

型

は

、

(
B
)
「
動

物

は

恩

返

し

す

る

が

、

人

間

は

恩

を

忘

れ

る

」

の

話

型

と

は

違

い

、

五

匹

の

鹿

(
②
『
旅

と

伝

説

』
、

③
『
下

野

昔

話

集

』
)
か

、

五

色

の

鹿

(
①
「
人

間

忘

恩

•
類

話

2
」
『
日

本

昔

話

通

観

岐

阜

•
静

岡

』
)
な

ど

必

ず

鹿

が

登

場

し

、
 

助

け

ら

れ

た

者

は

狩

人

で

あ

る

こ

と

(
②
『
旅

と

伝

説

』
、

③
『
下

野

昔

話

集

』
、

④
『
富

山

県

明

治

期

口

承

文

芸

資

料

集

成

』

)
が

、
 

一

つ

の

特

徴

で

あ

る

。

そ

の

中

で

は

、

特

に

①
「
人

間

忘

恩
(

類

話

2
ご

、

②
「
五

匹

鹿

の

話

」
『
旅

と

伝

説

』

は

『
宇

治

拾

遺

』

に 

類

似

す

る

話

型

を

も

つ

こ

と

が

分

か

る

。

⑭ ⑬ ⑫3⑩

旅

塞

s
&

w
e

ネ
セ 

ー

旅

人

籌

)

S
K

■

深

：一

ぉ

嘉

一

人
a
y

羣人

む犬
し•

狐

ま

-
■
 

a M
蛇

•

狐

へ
ビ
•

鼠

一

1

・

季

ん̂

で

^
^
よ
ぅ
と
す
る

え
る

人

i
お

爺

さ

ん

の

お

金

を

奪

お

ぅ

と

す
る

1

人

1
集

め

た

税

金

を

盗

ん

で

逃

げ

よ

人

i
人

に

馨

人

▲
上

に

聖n

n
・

に

入

れ

ら

れ

る

1

p
崖

に

入

登

れ

る

董

に

入

&
れ
る

ま
む
し
が
、
わ
ざ
と

警

ん
の
足

^
^

蛇
が
、

^
^
長

者

の

足

1

蛇
が
、
・

の

足

^
®
^

・
ま
む

超

琴

ん

裏

け

る

者
に
、
量

に

い

る

黍

の

み

が

、
足

落

せ

るM

 
口
け
る L

鼠

•
へ
ビ

^
*
か
ら

け
る

◊
殿
様
の
足
を

^
^
し
て
お
金
を
も
ら

う

れ
る

♦
牢

屋

に

入

癸

れ

る

◊
鑫

轰

り
戻
す

♦
追
い
？

L

 
■
■ 

-
- 
■ 
I 

・
■
=

こ
-

-
-
-

〇

厚
い

. ̂
に

入

它

れ

る

◊
^

2

る
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（

B
）
「

動

物

は

恩

返

し

す

る

が

、

人

間

は

恩

を

忘

れ

る

」

の

話

型

【

表

１

】

に

よ

る

と

、

⑦

～

⑭

番

の

事

例

が

こ

の

話

型

に

属

す

る

。(

B)

話

型

の

場

合

は

、

溺

れ

た

人

を

助

け

た

の

は

人

だ

け

で

は

な

く

、

蛇

（

⑦

『

甑

島

の

昔

話

』
、

⑧

『

月

刊

昔

話

研

究

』
、

⑩

『

夢

買

長

者

―

宮

城

の

昔

話

』
、

⑪

『

聴

耳

草

紙

』
）

狐

（

⑦

『

甑

島

の

昔

話

』
、
⑧
『

月

刊

昔

話

研

究

』
、
⑨
『

日

本

全

国

民

童

話

』
、
⑪
『

聴

耳

草

紙

』
）
、
亀
（

⑨
『

日

本

全

国

国

民

童

話

』
）
、
鼠
（

⑩

『

夢

買

長

者

―

宮

城

の

昔

話

』
）
な

ど

の

動

物

の

場

合

が

あ

る

が

、
鹿

の

登

場

す

る

事

例

は

見

当

た

ら

な

い

。
そ

の

後

、
助

け

ら

れ

た

動

物

は

恩

返

し

を

す

る

が

、

人

は

恩

を

忘

れ

る

と

い

う

事

が

主

題

で

あ

る

。

そ

れ

に

対

し

、（

A
）
の

亜

型

の

場

合

、
鹿

が

助

け

た

の

は

狩

人

と

い

う

人

の

み

で

あ

る
（

②
『

旅

と

伝

説

』
、
③
『

下

野

昔

話

集

』
、

④

『

富

山

県

明

治

期

口

承

文

芸

資

料

集

成

』

）

。

こ

こ

で

注

目

し

た

い

の

は

、(

A)
(

B)
ど

ち

ら

の

話

型

と

も

、

背

信

す

る

主

体

は

人

で

あ

る

こ

と

と

、

鹿

と

狩

人

と

い

う

設

定

で

あ

る

。

鹿

の

立

場

に

立

つ

と

、

人

を

助

け

た

後

、

わ

が

身

に

危

険

が

起

き

る

恐

れ

が

あ

る

。

そ

の

こ

と

を

強

調

す

る

こ

と

で

我

が

命

を

賭

し

て

人

の

命

を

助

け

た

こ

と

が

印

象

つ

け

ら

れ

、

鹿

の

恩

が

強

調

さ

れ

る

こ

と

に

な

る

だ

ろ

う

。

さ

ら

に

、

恩

返

し

の

方

法

と

し

て

は

、

お

金

の

あ

る

場

所

を

教

え

る

（

⑧

『

月

刊

昔

話

研

究

』
）
、

ま

た

お

米

や

家

（

⑦

『

甑

島

の

昔

話

』
）
を

与

え

る

事

例

も

み

ら

れ

る

。
そ

の

他

、
洪

水

に

流

さ

れ

て

い

る

主

人

公

の

命

を

助

け

て

あ

げ

る

と

い

う

事

例

も

な

い

わ

け

で

は

な

い

（

⑨

『

日

本

全

国

国

民

童

話

』
）
。
（

B
）

話

型

は

『

ジ

ャ

ー

タ

カ

七

三

話

（

１

２

）

』

に

よ

く

類

似

す

る

。

第

三

節

韓
国

昔

話

の

類

話

前

節

で

は

、

日

本

昔

話

「

五

色

鹿

」

に

つ

い

て

二

つ

の

亜

型

に

分

類

し

、

考

察

し

た

。

こ

の

分

類

に

よ

る

と

、

韓

国

昔

話

に

は

日

本

昔

話

「

五

色

鹿

」(

B)

「

動

物

は

恩

返

し

す

る

が

、

人

間

は

恩

を

忘

れ

る

」

の

話

型

と

一

致

す

る

。

韓

国

昔

話

の

話

型

に

つ

い

て

先

行

研

究

は

、

次

の

よ

う

に

分

類

し

て

い

る

。
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一

、

崔

仁

鶴

氏

（
１
３
）

に

よ

る

韓

国

類

話

の

話

型

１

１

８

「

老

人

に

救

わ

れ

た

鹿

と

蛇

と

男

の

子

」

（
１

）

洪

水

と

救

済

①

川

の

上

流

の

方

で

大

雨

が

あ

っ

た

ら

し

く

洪

水

に

な

っ

た

。

②

老

人

が

川

に

行

っ

て

み

る

と

、

鹿

・

蛇

と

少

年

が

激

流

に

流

さ

れ

て

助

け

を

求

め

て

い

る

の

で

、

救

い

あ

げ

て

や

っ

た

。

③

鹿

と

蛇

は

ど

こ

か

に

去

っ

た

が

少

年

は

孤

児

に

な

っ

た

の

で

老

人

が

育

て

る

こ

と

に

し

た

。

（
２

）

鹿

と

蛇

の

報

恩

と

少

年

の

背

信

①

あ

る

日

、

鹿

は

老

人

に

宝

物

が

埋

も

れ

て

い

る

場

所

を

教

え

て

あ

げ

、

お

か

げ

で

金

持

ち

に

な

っ

た

。

②

養

子

に

な

っ

た

若

者

は

財

産

に

目

が

く

ら

み

、

官

庁

に

偽

証

で

老

人

を

訴

え

た

。

③

老

人

が

投

獄

さ

れ

た

時

、

蛇

が

毒

を

除

く

薬

を

与

え

た

の

で

、

そ

れ

で

王

妃

の

傷

を

治

し

て

釈

放

さ

れ

た

。

④

官

庁

で

は

若

者

が

偽

証

を

し

た

の

で

投

獄

し

た

。

そ

の

他

、

次

の

よ

う

に

〈

変

化

〉

し

た

類

話

も

み

ら

れ

る

。

・

王

様

が

蛇

に

噛

ま

れ

死

に

そ

う

な

っ

た

の

で

老

人

が

治

し

て

あ

げ

た

。

・

郡

守

の

母

が

蛇

に

噛

ま

れ

死

に

そ

う

に

な

っ

た

の

を

老

人

が

治

し

て

あ

げ

た

。

二

、
『

韓

国

口

碑

文

学

大

系

』

に

お

け

る

「

五

色

鹿

」

類

型

韓

国

精

神

文

化

院

編
『

韓

国

口

碑

』
に

、
「

五

色

鹿

事

類

型

の

話

」
と

し

て

分

類

さ

れ

た

説

話

は

、
総

計

一

六

話

で

あ

る
（

類

系

分

類

４

２

１-

１

「

獣

は

報

恩

す

る

も

の

の

人

は

裏

切

る

」
）
。

①

「

人

は

救

え

な

い

」

１-

６

京

畿

道

安

城

市

採

録

②

「

鹿

の

報

恩

と

人

間

の

背

信

」

２-

２

江

原

道

春

川

市

春

城

郡

採

録
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③

「

人

を

救

っ

た

鹿

と

大

蛇

」

２-

９

江

原

道

寧

越

郡

寧

越

邑

採

録

④

「

恩

を

裏

切

っ

た

話

」

３-

２

忠

清

北

道

清

州

市

淸

原

郡

採

録

⑤

「

人

不

救

の

由

来

」

４-

３

忠

清

南

道

牙

山

市

新

昌

面

採

録

⑥

「

川

で

（

溺

れ

て

い

る

）

人

を

救

っ

た

が

、

人

で

な

し

だ

」

５-

１

全

羅

南

道

南

原

郡

採

録

⑦

「

恩

返

し

た

蛇

と

鹿

」

６-

４

全

羅

南

道

順

天

市

松

光

面

採

録

⑧

「

恩

返

し

た

猪

と

ア

リ

」

６-

６

全

羅

南

道

新

安

郡

押

海

面

採

録

⑨

「

恩

返

し

た

大

蛇

」

６-
７

全

羅

南

道

新

安

郡

古

蘭

里

採

録

⑩

「

獣

は

救

っ

て

も

人

は

救

う

な

」

６-

１

１

全

羅

南

道

和

順

郡

採

録

⑪

「

雖

獣

援

人

不

援

」

６-

１

１

全

羅

南

道

和

順

郡

採

録

⑫

「

恩

返

し

た

虎

」

６-

１

１

全

羅

南

道

和

順

郡

採

録

⑬

「

甲

斐

な

い

人

間

救

済

」

７-

９

慶

尚

北

道

安

東

市

礼

安

面

採

録

⑭

「

恩

返

し

た

獣

と

裏

切

っ

た

人

間

」

７-

１

１

慶

尚

北

道

軍

威

郡

孝

令

面

採

録

⑮

「

獣

は

救

っ

て

も

人

は

救

う

な

」

８-

３

慶

尚

南

道

晉

州

市

寺

奉

面

採

録

⑯

「

恩

返

し

た

獣

と

裏

切

っ

た

人

間

」

８-

５

慶

尚

南

道

居

昌

郡

加

旨

里

採

録

そ

の

他

、

私

が

見

つ

け

た

資

料

と

し

て

、

次

の

よ

う

な

事

例

が

あ

る

。

⑰

「

鹿

の

恩

返

し

」

５-

７

全

羅

北

道

井

州

市

井

邑

採

録

三

、

そ

の

他

、

韓

国

の

昔

話

集

（

⑱

番

～

㉑

番

事

例

は

、

日

本

語

訳

本

で

あ

る

）

⑱

「

報

恩

と

忘

恩

」
『

伝

説

の

朝

鮮

』

三

輪

環

、

博

文

館

、

一

九

一

九

年

、

一

九

〇

頁

。
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⑲
「

56

獐

と

蛇

の

御

恩

返

し

」
中

村

亮

平
「

朝

鮮

の

神

話

伝

説

」
一

九

二

九

年

、
『

世

界

神

話

伝

説

大

系

12
』
名

著

普

及

会

、

一

九

七

九

年

改

訂

版

、

二

二

四

頁

。

⑳

「

69

鹿

と

蛇

」
（

一

九

三

五

年

、

慶

尚

南

道

統

営

で

採

集

、

語

り

手

・

金

琪

驩

）

鄭

寅

燮

『

温

突

夜

話

』

一

九

八

五

年

、

三

弥

書

店

、

三

六

九

頁

。

㉑
「

老

人

に

救

わ

れ

た

鹿

と

蛇

と

男

の

子

」
（

一

九

六

九

年

採

集

、
語

り

手
・
朴

洪

根

、
咸

鏡

北

道

城

津

出

身

）
崔

仁

鶴
『

朝

鮮

昔

百

選

』

日

本

放

送

出

版

協

会

、

一

九

七

四

年

、

六

七

頁

。

㉒
「

仏

典

か

ら

来

た

民

族

説

話
（

１

）
洪

水

説

話

」
（

一

九

二

三

年

釜

山

市

鎮

区

採

集

、
語

り

手
・
金

升

泰

）
孫

晋

泰
『

韓

国

民

族

説

話

の

研

究

』

韓

国

文

化

叢

書

第

一

輯

、

乙

酉

文

化

社

、

一

九

四

七

年

、

一

六

六

頁

。

㉓

「

老

人

と

養

子

と

鹿

と

蛇

」(
咸

鏡

南

道

咸

興

市

採

集)

朴

英

晚

『

朝

鮮

伝

来

童

話

集

』

学

芸

社

、

一

九

四

〇

年

、

三

五

頁

。

以

上

、

取

り

上

げ

た

総

計

二

三

話

の

韓

国

昔

話

の

事

例

が

、

日

本

昔

話

「

五

色

鹿

」

の

類

話

（

Ｂ

）
「

動

物

は

恩

返

し

す

る

が

、

人

間

は

恩

を

忘

れ

る

」

の

話

型

に

当

た

る

と

い

う

こ

と

も

興

味

深

い

。

第

四

節

日
本

昔

話

「

五

色

鹿

事

」

類

型

と

韓

国

昔

話

と

の

比

較

本

節

で

は

、
私

が

作

成

し

た
【
『

宇

治

拾

遺

』
第

九

二

話
「

五

色

鹿

事

」
日

本

昔

話

類

話

比

較

表

】
【

表

１

】
を

も

と

に

、
【

韓

国

類

話

対

照

表

】
【

表

２

】

と

の

比

較

考

察

を

試

み

た

い

。

第

三

節

、
（

２

）
『

韓

国

口

碑

』
及

び
（

３

）
韓

国

昔

話

類

話

に

お

い

て

取

り

上

げ

た

、
韓

国

昔

話

の

採

録

事

例

二

三

話

を

整

理

し

、

【

表

２

】

と

す

る

。



 
   
   

    

    
 

 
  

 

       

  

  

 

  
  

 

 
  

 
     

 
 

 

r
⑬㉓ ㉑⑳ ⑱ ⑰⑦⑥⑯⑮④ ③①話

¥
ぃ
趋

§
ん

船
頭

ぞ

い

老

人

老
人

蒙

麓

い

爺

い

さ

ん

あ

勇

兹
賺

い

矜

音

ん

二
人
转
雪

ん

I
奠あ

る
人

あ
る
人

船
頭

二
人
の
老
人

老
人

船
頭

助
け
た
者

男
の
子

あ
る
子

男
の
子

一
人
の
少
年

一
人
の

$

人小单

鹿

•

蛇

鹿

•

大
蛇

鹿

•

蛇

鹿

•
蛇

鹿

•
蛇

大
蛇
・
キ
ジ

鹿

•

蛇

一
人
の
息
子 

鹿

•

青
大
将

鹿

•

大
蛇

子
共

蛇

•

鹿

人子
共

人

•

子
と
も

子
共

人

鹿

•

大
蛇

鹿

•

大
蛇

鹿

•

大
蛇

蛇

•

虎

助
け
ら
れ
た
者

発

端

男
の
子
(
I
)

子

S
冃
つ

男

の

子
!
)

少

年

を

自

分

の

息

i

一
と
し
て
育
つ

一
人
の
S
(
I
)

男

が

震

に

な

る

(
I
)

|

人

の

息

子
(
1
)

子

共

を
(
I
)

子
共
を
(
I
)

子

共

を
(
I
)

助
け
た
後

表

2
】
〔
韓
国
昔
話
の
採
録
事
例
一
覧
表
〕

鹿

i
T
1
S

¢
£
1

鹿

i
s

大
蛇

丄
薬

蠹

鹿
丄
お
金

鹿

•

大
蛇
丄
お
金

鹿

I
お
金

鹿

i
参
の
畑

鹿
丄
金
の
あ
る
場 

所 虎
丄
咼
麗
人
参
の 

畑

報

恩

(
1
)

養

子

が
(

瓜
)
裏

に

墾

口

裏

に

墅

口
 

(

船
頭

養

卞

n
)
が
(

瓜
)
宣
豕

に

響 当
局
に
(

瓜
)
密
告

I

人
の

£
が

役

人

に

(
S 

窒
口

人
が
男
を
閉
じ
込
め
る

役

人

に
(

冚
)
蜜

a
国
に
聖
口

王
様
の
母

S
が
蛇
に
咬
ま
れ
る

{
a
n
t

の
娘
が
蛇
に
咬
ま
れ
る

王
様
の
母

^
^
蛇
に
咬
ま
れ
る

i
の
妻
-
^

蛇
に
咬
ま
れ
る

高
官
の
母

S
が
大
蛇
に
咬
ま
れ
る

男

は

霞

で

死

に

そ

う

に

な

る

郡
守
の
母
が
大
蛇
に
咬
ま
れ
る

国
王
の
后
が
蛇
に
咬
ま
れ
る

友

達

(
n
)
丄

(
$
官

庁

に

I 4
m

{

の
娘
- 

墼

n

子

共

丄

厚

に

響

王

琵

馨

子

共
(

養
子

)
がW

t

に

i
口

養

子

(
n
)
丨

(

瓜

)
官
庁
に 

墼
口

養

子

$ 

墾

a

S
官
庁
に

人

i
豕
に
墾
口

一

雲

善

S
の
北

&

展

開

蛇

i
つ

ば

鑿

・

M
t

の
息
子
が
大
蛇
に
咬
ま
れ
る

W
t

の
娘
が
大
蛇
に 

咬
ま
れ
る

奠

が

大

蛇

に

咬

ま

れ

る

真

が

蛇

に

咬

ま

れ

る

蛇

^
^
の

木

の

塞

一

枚

S
星

i

蛇

i
つ

ぱ

重

8

蛇

^
^
の

木

の

葉
(

宝
星

i

蛇 
i
び
ん
の
薬

畫

囊

蛇

i
を

罕

(

肇

)

大
蛇

i
曇
楽

蛇

i 
(

宝
呈
母)

あ

り

丄

葉

っ

ぱ
(

宝

星

霧

大

蛇

丄

葉

つ

ぱ

鑿

講

王
様
の
娘
が
蛇
に
咬
ま
れ
る

大

蛇

丄

莱

つ

ぱ

・

講

大

蛇

丄

I
蒙

篥

っ

ば
)

大

蛇

っ

ぱ

二

枚

奎

呈

囊

大

蛇

丄

蟹

橐

蛇
一

<
っ

ぱ

・

講

報

恩

(
2

>

幸
せ
に
な
る

◊
命
-
^
©
か
る

♦

え
る

♦
1
1
^
0

れ
る

◊
囊

が

は

れ

る
 

♦
罪
に
処
せ
ら
れ
る

V

命
-
^
®
か
る

V
I

)

財
産
を
も
ら
う

>

囊

が

は

れ

る

>

出
世

◊
麗

が

は

れ

る

>

霞
>

羅

が

は

れ

る

>

翼

が

は

れ

る

◊
麵

を

も

ら

う
 

え
る

結

果

◊
助
け
た
者 

♦
助
け
ら
れ
た

者
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【
表

2
】
に

よ

る

と

、

日

本

昔

話

「
五

色

鹿

」

で

は

、

(
A
)
「
恩

知

ら

ず

の

人

間

」

の

話

型

と

、

(
B
)
「
動

物

は

恩

返

し

す

る 

が

、

人

間

は

恩

を

忘

れ

る

」

の
話

型

と

い

ぅ

二

つ

の

亜

型

が

存

在

す

る

が

、
【
表

2
】
に

よ

る

と

、
韓

国

昔

話

で

は

、

日

本

昔

話

「
五 

色

鹿

」

二

つ

の

亜

型

の

中

、

(
A
)
「
恩

知

ら

ず

の

人

間

」

に

当

た

る

亜

型

は

見

当

た

ら

ず

、

(
B
)
の

亜

型

の

み

が

分

布

し

て

い

る 

こ

と

が

確

認

で

き

る

。

こ

の

点

が

今

回

の

比

較

研

究

に

お

い

て

得

ら

れ

た

最

も

大

き

な

成

果

で

あ

る

。

日

韓

昔

話

は

と

も

に

、

動

物

は

命

を

助

け

て

く

れ

た

人

に

恩

返

し

を

す

る

が

、

人

は

裏

切

る

と

い

ぅ

こ

と

が

主

題

で

あ

る

。

• 

(
I
)
「養
子
と
し
て
育
て
るJ、

(
n
)
「お
金
を
奪
お
う
と
」、
(

m
)

「父
が
お
金
を
盗
ん
だ
と
」
.
^
表
わ
す
。

•

各
話
〇
番
号
は
、
第
三
節
韓
国
昔
話
類
話
に
お
い
て
、
二
、
と
三
に
お
い
て
取
り
上
げ
た
韓
国
昔
採
録
事
例
の
番
号
を
表
す
。
 

•

蛇

の

薬

し

て

の

蛇
)
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恩

返

し

す

る

動

物

は

、

鹿

・

蛇

な

ど

が

あ

り

、

日

本

昔

話

の

場

合

は

狐

の

登

場

も

多

く

み

ら

れ

る

。

特

に

韓

国

の

場

合

は

、

助

け

ら

れ

た

人

間

が

そ

の

後

、

主

人

公

の

養

子

に

な

る

と

い

う

話

型

（

③

『

韓

国

口

碑

１-

６

』
「

人

を

救

済

す

る

な

」
、

④

３-

２

「

恩

を

裏

切

っ

た

話

」
、

⑤

４-

３

「

人

不

救

の

由

来

」
、

⑬

７-

９

「

甲

斐

な

い

人

間

救

済

」
、

⑰

５-

７

「
鹿

の

恩

返

し

」
、

⑱

「

報

恩

と

忘

恩

」
『

伝

説

の

朝

鮮

』
、

⑲

「

獐

と

蛇

の

御

恩

返

し

」
『

朝

鮮

の

神

話

伝

説

』
、

⑳

「

鹿

と

蛇

」
『

温

突

夜

話

』
、

㉑

「

老

人

に

救

わ

れ

た

鹿

と

蛇

と

男

の

子

」
『

朝

鮮

昔

話

百

選

』
、
㉓
「

老

人

と

養

子

と

鹿

と

蛇

」『

朝

鮮

伝

来

童

話

集

』
）（
補

注

４

-

２

）

が

多

く

み

ら

れ

る

が

、

日

本

昔

話

に

は

見

当

た

ら

な

い

。

さ

ら

に

、

両

国

と

も

に

動

物

が

主

人

公

に

お

金

の

あ

る

場

所

を

教

え

て

く

れ

る

話

型

が

多

い

。

そ

の

中

で

、

韓

国

の

場

合

は

金

や

お

金

の

ほ

か

、
山

に

あ

る

野

生

の

高

麗

人

参

の

畑

を

教

え

て

く

れ

る

話
（

①
「

人

を

救

済

す

る

な

」
『

韓

国

口

碑

１-

６

』
）
も

興

味

深

い

。

こ

の

よ

う

な

モ

チ

ー

フ

は

、

虎

の

登

場

（

①

「

人

を

救

済

す

る

な

」
『

韓

国

口

碑

１-

６

』
、

⑫

「

恩

返

し

た

虎

」

６-

１

１

）

と

と

も

に

、

韓

国

と

い

う

地

域

的

な

特

徴

で

あ

る

と

考

え

ら

れ

る

。

こ

の

よ

う

に

、

助

け

た

動

物

か

ら

の

恩

返

し

に

よ

っ

て

主

人

公

は

裕

福

に

な

る

が

、

比

較

表

【

表

１

】

と

【

表

２

】

と

を

比

べ

て

見

る

と
（

報

恩

１

）
、
動

物

に

助

け

ら

れ

た

人

物

の

欲

を

刺

激

す

る

原

因

に

も

な

り

、
そ

れ

に

よ

っ

て

主

人

公

は

危

機

に

落

ち

、
最

後

に

再

び

動

物

に

よ

り

助

け

ら

れ

る

（

報

恩

２

）

こ

と

に

な

る

。

韓

国

昔

話

の

場

合

、

こ

の

話

型

を

も

つ

話

の

末

尾

は

、

動

物

さ

え

恩

返

し

を

す

る

の

に

人

は

自

分

の

利

益

の

た

め

に

恩

を

仇

で

返

す

も

の

で

あ

る

。

そ

の

た

め

人

は

危

機

か

ら

助

け

て

あ

げ

る

必

要

が

な

い

と

い

う

意

味

の

話

末

評

語

が

付

け

ら

れ

る

話

型

が

多

く

み

ら

れ

る

（
『

韓

国

口

碑

』

１-

６

「

人

を

救

済

す

る

な

」
、

２-

２

「

鹿

の

報

恩

と

人

間

の

背

信

」
、

６-

１

１

「

獣

は

救

っ

て

も

人

は

救

う

な

」
、
６-

１

１
「

雖

獣

援

人

不

援

」
、
６-

１

１
「

恩

返

し

た

虎

」
、
８-
３
「

獣

は

救

っ

て

も

、
人

は

救

う

な

」（
補

注

４

-

３

）

、

５-

７

「
鹿

の

恩

返

し

」（
補

注

４

-

４

）

）
。

以

上

、

口

承

資

料

か

ら

、

日

本

昔

話

の

類

話

と

韓

国

昔

話

の

類

話

に

つ

い

て

比

較

考

察

し

た

。

結

果

を

要

約

す

る

と

、

ま

ず

、

日

本

昔

話

「

五

色

鹿

」
は

大

き

く

、
（

A
）
「

恩

知

ら

ず

の

人

間

」

亜

型(

B)

「

動

物

は

恩

返

し

す

る

が

、

人

間

は

恩

を

忘

れ

る

」

と

、



     
  
  

   

 
  
 

 

 
  
 

 
 
  

 
 

 
  

    

 
    

 
  
  
    
 

 

 

 

  
 

  

     

    
 
  

  
 

 
  

 
  
 
 

  

 

  

    
 

 

  

       

 
 

 
    
      
   

 

 

 
  
  
 

  
 

 

 

     

   
 

 

   
  
 
  
 

  
 

  
   
 
 

 
  
  

    
 

 
   

  
 

   
 
   
    
   

韓

国

昔

話

の

中

で

は

、

日

本

昔

話

(
A
)
話

型

に

当

た

る

事

例

は

、

現

在

の

と

こ

ろ

見

当

た

ら

な

い

。

ほ

か

に

、

救

わ

れ

た

者

と 

し

て

の

鹿

の

登

場

は

見

当

た

る

も

の

の

(
③
「
人

を

救

っ

た

鹿

と

大

蛇

」
『
韓

国

口

碑

2
-
9
』
、

⑦
「
恩

返

し

た

蛇

と

鹿

」
『
韓
国
口 

碑

6
-
4
』
、

⑳
「
鹿

と

蛇

」
(

『
温

突

夜

話

』
、

㉑
「
老

人

に

救

わ

れ

た

鹿

と

蛇

と

男

の

子

」

『
朝

鮮

昔

選

』
)
、
日

本

昔

話

類

話

(
A
)
話 

型

の

よ

ぅ

な

、

助

け

る

主

体

と

し

て

鹿

が

登

場

す

る

事

例

は

な

い

。

二

つ

の

話

型

に

分

け

る

こ

と

が

で

き

る

。

こ

の

と

き

(
A
)
の

話

型

の

場

合

は

、

動

物

(

鹿

)
が

人

(

狩

人

)
を

助

け

、

(
B
)
の

話

型

の

場

合

は

、

人

が

動

物
(

蛇

•
鼠
. 

亀

•
狐

)
と

人

両

方

と

も

助

け

る

。

そ

こ

で

、

(

A
)
の

話

型

は

人

の

背

信

を

、

(
B
)
の

話

型

は

動

物

の

報

恩

と

人

の

背

信

に

つ

い 

て

語

っ

て

い

て

、
(
A
) 

(
B
)
ど

ち

ら

の

話

型

と

も

、

背

信

す

る

主

体

は

人

で

あ

る

。

こ

こ

で

、

助

け

た

者

と

助

け

ら

れ

た

者

の

設 

定

が

鹿

と

狩

人

で

あ

る

こ

と

も

注

目

す

べ

き

で

あ

ろ

ぅ

。

さ

ら

に

、
『
宇

治

拾

遺

』

第

九

二

話

は

(
A
)
「
恩

知

ら

ず

の

人

間

」
話

型

、

韓

国

昔

話

の

類

話

は

(
B
)
話

型

に

分

類

す

る

こ

と

が 

で

き

る

ほ

か

、

日

本

昔

話

は

(
A
)
話

型

と

(
B
)
話

型

が

混

合

し

た

も

の

で

あ

る

。

こ

れ

ら

の

日

本

昔

話
(
A
) 

(
B
)
の

話

型

の

特

徴

を

簡

単

に

整

理

す

る

と

次

の

よ

う

で

あ

る

。

【
表

3
】

124 -
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以

上

、

日

韓

両

国

の

「

五

色

鹿

」

話

型

の

特

徴

を

ま

と

め

る

と

、
韓

国

昔

話

の

類

話

の

場

合

は

、

①

日

本

昔

話

類

話

（

A
）

に

当

た

る

話

型

は

見

当

た

ら

な

い

。

②

助

け

ら

れ

た

後

、

養

子

に

な

る

。

③

話

末

評

語

（

人

間

は

危

機

か

ら

助

け

て

あ

げ

る

必

要

が

な

い

）

な

ど

を

挙

げ

る

こ

と

が

で

き

る

。

一

方

、
『

宇

治

拾

遺

』

と

日

本

昔

話

の

場

合

は

、

①

狩

人

と

鹿

と

の

設

定

②

五

色

の

鹿

（

ま

た

は

五

匹

の

鹿

）

③

狐

の

登

場

が

多

く

み

ら

れ

る

こ

と

な

ど

を

挙

げ

る

こ

と

が

で

き

る

。

こ

の

よ

う

に

日

韓

両

国

に

お

け

る

「

五

色

鹿

」

の

伝

承

は

、
動

物

は

恩

返

し

を

す

る

も

の

の

、

人

は

恩

を

忘

れ

る

、

も

し

く

は

、

恩

を

仇

で

返

す

も

の

で

あ

る

と

い

う

主

題

を

基

本

と

し

て

い

る

。

『

宇

治

拾

遺

』

第

九

二

話

に

み

ら

れ

る

「

五

色

鹿

」

の

話

型

は

、

ジ

ャ

ー

タ

カ

や

『

法

苑

』

な

ど

、

仏

典

を

出

典

と

す

る

が

、

出

典

と

比

べ

る

と

仏

教

色

が

消

え

て

、

慈

悲

報

恩

の

大

切

さ

を

説

く

教

訓

的

な

動

物

説

話

に

変

わ

っ

て

い

る

。

言

い

換

え

れ

ば

、

仏

教

的

な

要

素

よ

り

人

間

社

会

に

お

け

る

教

訓

に

つ

い

て

語

っ

て

い

る

と

言

え

る

。

こ

の

よ

う

に

出

典

よ

り

世

俗

説

話

化

さ

れ

た

た

め

、

『

宇

治

拾

遺

』
「

五

色

鹿

」
の

話

型

は

、
『

今

昔

』
、
『

仏

説

九

色

鹿

経

』
、
『

法

苑

』
な

ど

に

比

べ

て

、
も

っ

と

も

昔

話
「

報

恩

動

物

・

恩

知

ら

ず

の

人

」

に

近

い

。

こ

の

話

型

に

お

い

て

、

人

は

危

機

に

落

ち

た

も

の

を

救

う

役

割

を

果

た

す

と

同

時

に

、

恩

を

仇

で

返

す

と

い

う

存

在

で

も

あ

る

こ

と

を

も

云

え

る

。

そ

う

い

っ

た

人

の

二

重

性

を

伝

え

る

と

こ

ろ

に

、

こ

の

話

型

の

特

徴

が

あ

る

。

今

後

、
『

宇

治

拾

遺

』

「

五

色

鹿

」

と

い

う

説

話

に

お

け

る

叙

述

の

特

質

と

い

っ

た

問

題

に

つ

い

て

は

改

め

て

論

じ

た

い

。
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注（

１

）

浅

見

和

彦

三

木

紀

人

校

注

『

新

日

本

古

典

文

学

大

系

宇

治

拾

遺

物

語

』

岩

波

書

店

、

一

九

九

〇

年

、

二

五

頁

。

（

２

）

関

敬

吾

『

日

本

昔

話

大

成

』

角

川

書

店

、

一

九

七

八

年

。

（

３

）

金

恩

愛

「
『

宇

治

拾

遺

』
「

留

志

長

者

事

」

考

」

廣

田

收

編

『

日

本

古

典

文

学

の

方

法

』

新

典

社

、

二

〇

一

五

年

一

月

、

一

五

六

～

二

一

〇

頁

。

（

４

）
金

恩

愛
「

韓

国

昔

話
「

藁

縄

一

本

で

長

者

に

な

る

」
型

の

研

究

―

日

本

昔

話
「

藁

し

べ

長

者

」
型

と

の

比

較

を

め

ぐ

っ

て

―

」

『

文

化

学

年

報

』

第

六

三

号

、

同

志

社

大

学

文

化

学

会

、

二

〇

一

四

年

三

月

。

（

５

）

ほ

か

、

第

九

二

話

に

関

す

る

先

行

研

究

は

、

次

ぎ

の

と

お

り

で

あ

る

。

①

中

島

悦

次

校

注

『

宇

治

拾

遺

物

語

・

打

聞

集

全

註

解

』
（

有

精

堂

出

版

、

一

九

七

〇

年

）

 
 

こ

れ

は

『

今

昔

』

第

巻

五

、

第

一

八

と

同

話

で

あ

る

。

そ

れ

は

、
『

法

苑

』

巻

五

〇

背

恩

篇

引

証

部

か

、
「

九

色

鹿

経

」

の

翻

訳

で

あ

ろ

う

。

け

れ

ど

本

書

で

は

話

主

旨

が

変

え

ら

れ

て

、
「

恩

を

知

れ

」

と

い

う

こ

と

が

強

調

さ

れ

て

い

る

。
『

今

昔

』

で

は

終

わ

り

を
「

然

レ

バ

、
恩

ヲ

忘

ル

ヽ

ハ

人

ノ

中

ニ

有

リ

。
人

ヲ

助

ク

ル

ハ

獸

ノ

中

ニ

有

リ

。
此

レ

今

モ

昔

モ

有

ル

事

也

。

彼

ノ

九

色

ノ

鹿

ハ

、

今

ノ

釈

迦

仏

ニ

在

マ

ス

。

心

ヲ

通

ゼ

シ

烏

ハ

、

阿

難

也

。

后

ト

云

ハ

、

今

ノ

孫

陀

利

也

。

水

ニ

溺

レ

タ

リ

シ

男

ハ

、
今

ノ

提

婆

達

多

也

ト

ナ

ム

と

語

リ

伝

ヘ

タ

ル

ト

ヤ

」
で

結

ん

で

、
全

く
「

本

生

経

」
の

ま

ま

に

前

生

譚

で

あ

る

。

『

宇

治

拾

遺

』

の

作

者

に

と

っ

て

は

こ

う

し

た

こ

と

は

不

用

し

て

い

な

い

。
『

平

家

物

語

』

巻

二

小

松

の

教

訓

の

条

に

「

恩

を

知

る

を

以

て

人

と

は

云

う

ぞ

。

恩

を

知

ら

ざ

る

を

ば

畜

生

と

こ

そ

い

へ

。
」

と

見

え

る

よ

う

な

当

時

の

道

徳

的

傾

向

の

示

唆

さ

れ

て

い

る

話

で

あ

る

。

②

小

林

智

昭

校

注

『

日

本

古

典

文

学

全

集

宇
治

拾

遺

物

語

』
（

小

学

館

、

一

九

七

五

年

）

原

典

は
『

仏

説

九

色

鹿

経

』
（

大

正

新

修

大

蔵

経

三

巻
・
本

縁

部

上

所

収

）
と

そ

の

異

訳

で

あ

る
『

六

度

集

経
（

同

右

、
三

巻

所

収

）
巻

六
「

修

凡

鹿

王

本

生

」
で

あ

る

。
（
『

法

苑

』
五

十
・
背

恩

篇

五

二

の

引

証

部

に

は

、
『

仏

説

九

色

鹿

経

』
を

引

用
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す

る

）
。
そ

れ

に

よ

る

と

こ

の

話

の

末

尾

は

、
そ

の

後

国

内

平

各

穏

に

五

穀

豊

熟

し

、
民

に

は

疾

病

が

な

か

っ

た

と

あ

り

、
つ

い

で

本

話

中

の

夫

人

は

孫

阿

利

、

鳥

は

阿

難

、

溺

人

は

つ

ね

に

釈

尊

に

敵

対

し

た

調

達

（

提

婆

達

多

）

、

鹿

は

釈

尊

の

前

生

修

行

を

説

い

た

本

生

説

話

に

な

っ

て

い

る

。

『

今

昔

』

巻

五

第

一

八

話

も

そ

れ

を

そ

の

ま

ま

に

踏

襲

し

た

が

、

本

話

で

は

本

生

譚

の

部

分

を

削

り

、

仏

説

色

を

す

っ

か

り

ぬ

ぐ

い

去

っ

て

慈

悲

報

恩

を

説

く

動

物

説

話

に

変

え

て

い

る

。

こ

う

い

う

と

こ

ろ

に

世

俗

説

話

化

す

る

こ

と

に

重

さ

を

お

く

本

話

の

特

色

が

う

か

が

わ

れ

る

。

③

大

島

建

彦

校

注

『

新

潮

日

本

古

典

集

成

宇
治

拾

遺

物

語

』
（

新

潮

社

、

一

九

八

五

年

）

こ
の

説

話

の

原

拠

は

、
『

仏

説

九

色

鹿

経

』

の

記

事

で

あ

っ

て

、
『

経

律

異

相

』

一

一

―

一

一

、
『

法

苑

』

六

三

―

五

二

な

ど

に

引

か

れ

て

い

る

。

そ

の

末

に

は

、

仏

の

言

葉

と

し

て

、
「

爾

時

九

色

鹿

者

我

身

是

也

。

時

国

王

者

今

悦

頭

檀

是

。

時

王

夫

人

者

今

先

陀

利

是

。

時

溺

人

者

今

調

達

是

」

と

記

さ

れ

て

お

り

、

や

は

り

本

生

譚

の

形

態

を

示

し

て

い

る

。

こ

の

調

達

と

い

う

に

は

、

提

婆

達

多

に

当

た

り

、

つ

ね

に

釈

尊

に

敵

対

し

た

も

の

と

伝

え

ら

れ

る

。

『

今

昔

』

五

‐

一

八

に

も

、

こ

れ

と

同

じ

説

話

が

揚

げ

ら

れ

て

い

る

が

、

や

は

り

「

彼

ノ

九

色

ノ

鹿

ハ

、

今

ノ

釈

迦

仏

ニ

在

マ

ス

。

心

ヲ

通

ゼ

シ

烏

ハ

、

阿

難

也

。

后

ト

云

ハ

、

今

ノ

孫

陀

利

也

。

水

ニ

溺

レ

タ

リ

シ

男

ハ

、

今

ノ

提

婆

達

多

也

ト

ナ

ム

と

語

リ

伝

ヘ

タ

ル

ト

ヤ

」

と

結

ば

れ

て

い

る

。

本

書

で

は

、

こ

の

よ

う

な

仏

教

色

を

失

っ

て

、

一

つ

の

動

物

説

話

に

変

え

ら

れ

、

お

も

に

慈

悲

報

恩

に

つ

い

て

説

か

れ

て

い

る

。

野

村

純

一

氏

の

『

昔

話

伝

承

の

研

究

』

に

示

さ

れ

た

よ

う

に

、

こ

の

系

統

の

説

話

は

、

後

代

ま

で

説

教

師

に

よ

っ

て

語

ら

れ

た

よ

う

で

あ

り

、

栃

木

県

芳

賀

郡

（

『

下

野

昔

話

集

』

）

、

富

山

県

婦

負

郡

（

『

富

山

県

明

治

期

口

承

文

芸

資

料

集

成

』

）

、

宮

崎

県

西

都

市

（

『

続

日

向

の

民

話

』

二

）

、

鹿

児

島

県

会

於

郡

（

『

手

無

し

娘

』

）

な

ど

に

、

昔

話

に

形

態

を

と

っ

て

伝

え

ら

れ

て

い

る

。

④

小

林

智

昭

・

増

古

和

子

校

注

『

宇

治

拾

遺

物

語

評

釈

』
（

武

蔵

野

書

院

、

一

九

八

六

年

）

原

典

は
『

仏

説

九

色

鹿

経

』
と

そ

の

異

訳

で

あ

る

。
『

六

度

集

経

』
巻

六
「

修

凡

鹿

王

本

生

」
で

あ

り

、
そ

こ

に

は

鹿

は

釈

尊

自

身

の

前

生

で

あ

っ

た

と

す

る

。

釈

尊

の

前

生

修

行

を

説

い

た

本

生

説

話

に

な

っ

て

い

る

。

『

今

昔

』

巻

五

第

一

八

話

原
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典

を

そ

の

ま

ま

踏

襲

す

る

。

本

話

は

「

九

鹿

」

を

「

五

鹿

」

に

変

え

た

だ

け

で

な

く

、

本

生

譚

の

部

分

も

削

り

、

仏

説

色

を

す

っ

か

り

ぬ

ぐ

い

去

っ

て

、

慈

悲

報

恩

を

説

く

動

物

説

話

に

改

変

し

て

い

る

。

こ

こ

に

も

宗

教

性

や

固

い

教

訓

性

を

脱

皮

し

て

世

俗

説

話

化

す

る

こ

と

に

重

さ

を

お

き
『

宇

治

拾

遺

』
の

特

徴

が

み

ら

れ

る

。
な

お

、
『

今

昔

』
で

は

、
国

王

の

后

が

鹿

の

夢

を

見

て

後

、

鹿

を

欲

し

が

る

あ

ま

り

病

の

床

に

臥

し

て

し

ま

い

、

さ

ら

に

「

彼

ヲ

得

テ

皮

ヲ

剥

ギ

角

ヲ

取

ラ

ム

ト

思

フ

」

と

語

っ

て

い

る

。
『

仏

説

九

色

鹿

経

』
で

は

、
さ

ら

に

皮

で

依

を

、
白

角

で

払

柄
（
『

六

度

集

経

』
で

は

イ

ヤ

リ

ン

グ

）
を

作

り

た

い

と

い

う

よ

う

な

具

体

的

、

か

つ

な

ま

な

ま

し

い

描

写

が

み

ら

れ

る

が

、

本

書

で

は

、

そ

れ

を

さ

ら

り

と

な

が

し

、

執

拗

な

ど

ぎ

つ

さ

が

な

い

。

こ

の

点

も

、
『

今

昔

』

と

の

対

比

に

お

け

る

本

書

の

特

色

で

あ

る

。

⑤

浅

見

和

彦

・

三

木

紀

人

校

注

『

新

日

本

古

典

文

学

大

系

宇

治

拾

遺

物

語

』
（

岩

波

書

店

、

一

九

九

〇

年

）

『

今

昔

』

で

は

「

九

色

の

鹿

は

今

の

釈

迦

仏

に

ま

し

ま

す

。

心

を

通

ぜ

し

鳥

は

阿

難

也

。

后

と

い

ふ

は

今

の

孫

陀

利

（

そ

ん

だ

り

）
、
水

に

溺

れ

た

り

し

男

は

今

の

提

婆

達

也

」
と

結

ん

で

お

り

原

拠

の

仏

説

九

色

経

で

も

鹿

は

釈

迦

、
鳥

を

阿

難

、
国

王

を

悦

頭

壇

王

（

浄

飯

王

）
、

后

を

先

阿

利

、

男

を

調

達

と

し

て

、

本

生

譚

の

形

を

と

る

。
『

宇

治

拾

遺

』

は

そ

う

し

た

仏

教

的

な

色

彩

を

す

る

た

め

、
昔

話
「

報

恩

動

物
・
恩

知

ら

ず

の

人

」
に

近

い

。
原

拠

に

な

い

、
男

の

顔

の

あ

ざ

に

注

目

す

る

と

、

「

留

志

長

者

」
（

第

八

十

五

話

）
の
「

は

わ

く

ひ

」
が

連

想

さ

れ

る

と

こ

ろ

で

、
『

御

伽

草

子

』
「

る

し

長

者

」
で

留

志

長

者

と

本

話

接

合

さ

れ

て

い

る

の

も

、

そ

ん

な

点

の

連

想

が

動

い

た

か

と

も

想

像

さ

れ

る

。

標

題

の

「

鹿

」

は

、

目

録

「

塵

」

に

誤

る

を

訂

。

⑥

小

林

保

治

・

増

古

和

子

校

注

『

新

編

日

本

古

典

文

学

全

集

宇

治

拾

遺

物

語

』
（

小

学

館

、

一

九

九

六

年

）

本

話

の

原

典

と

み

ら

れ

る

『

仏

説

九

色

鹿

経

』

な

ど

に

よ

る

と

、

鹿

は

釈

迦

仏

の

前

生

で

あ

り

、

以

下

、

鳥

は

阿

難

（

釈

迦

の

十

六

弟

子

の

一

人

）
、
国

王

は

釈

迦

の

父

で

あ

る

悦

頭

壇

王
（

浄

飯

王

）
、
国

王

夫

人

は

先

阿

利
（

釈

迦

の

異

母

弟

）
、
水

に

溺

れ

て

助

け

ら

れ

た

男

は

調

達

（

提

婆

達

多

、

釈

迦

の

従

兄

弟

、

阿

難

の

兄

）

の

、

そ

れ

ぞ

れ

前

生

で

あ

る

と

い

う

ふ

う

に

説

明

が

な

さ

れ

、
釈

迦

の

前

生

に

お

け

る

修

行

の

実

態

を

説

い

た

本

生

譚

と

な

っ

て

い

る

。『

今

昔

』
巻

五

‐

一

八

話

は

原
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典

を

踏

襲

し

て

、

釈

迦

の

本

生

譚

と

し

て

い

る

が

、

本

話

は

そ

う

せ

ず

、

慈

悲

報

恩

の

大

切

さ

を

説

く

動

物

昔

話

的

教

訓

話

に

変

貌

せ

し

め

て

い

る

。

（

６

）

本

文

引

用

は

、

浅

見

和

彦

三

木

紀

人

校

注

『

新

日

本

古

典

文

学

大

系

宇

治

拾

遺

物

語

』

岩

波

書

店

、

一

九

九

〇

年

。

（

７

）
廣

田

收
「

淵

源

と

し

て

の
「

類

話

」
―
「

五

色

鹿

」
考

―

」
『
『

宇

治

拾

遺

物

語

』
表

現

の

研

究

』
笠

間

書

院

、
二

〇

〇

三

年

、

四

五

九

頁

。

（

８

）

稲

田

浩

二

・

大

島

建

彦

・

川

端

豊

彦

ほ

か

『

日

本

昔

話

事

典

』

弘

文

堂

、

一

九

七

七

年

。

（

９

）

関

敬

吾

『

日

本

昔

話

集

成

』

角

川

書

店

、

一

九

五

〇

年

。

（

１

０

）

稲

田

浩

二

・

小

澤

俊

夫

『

日

本

昔

話

通

観

』

同

朋

舎

出

版

、

一

九

七

七

年

。

（

１

１

）

①

「

人

間

忘

恩

（

類

話

２

）
」

稲

田

浩

二

・

小

澤

俊

夫

編

『

日

本

昔

話

通

観

第

13
巻

岐

阜

・

静

岡

』

同

朋

舎

出

版

、

一

九

八

〇

年

、

二

九

〇

頁

。

②

「

一

三

．

五

匹

の

鹿

の

話

」

加

藤

嘉

一

『

旅

と

伝

説

』

第

七

年

一

二

月

号

（

通

巻

八

四

号

）

三

元

社

、

一

九

五

八

年

、

一

九

頁

。

③
「

五

六

．
五

匹

の

鹿

」
加

藤

嘉

一
・
高

橋

勝

利
『

全

国

昔

話

資

料

集

成

18

下

野

昔

話

集

』
岩

崎

美

術

社

、
一

九

七

六

年

、

九

七

頁

。

④

「

24
．

人

忘

恩

」

稲

田

浩

二

『

富

山

県

明

治

期

口

承

文

芸

資

料

集

成

』

同

朋

舎

出

版

、

一

九

八

〇

年

、

三

六

四

頁

。

⑤

「

奇

し

き

色

の

大

鹿

」

比

江

島

重

孝

『

日

本

の

民

話

43

向

日

の

民

話

』

未

来

社

、

一

九

六

七

年

。

⑥

「

三

八

八

．

五

匹

の

鹿

」

稲

田

浩

二

・

立

石

憲

利

『

中

国

山

地

の

昔

話

―

賀

島

飛

左

嫗

伝

承

四

百

余

話

―

』

三

省

堂

、

一

九

七

四

年

、

五

一

五

頁

。

⑦

「

39
．

人

間

無

情

」

荒

木

博

之

・

上

村

孝

二

『

昔

話

研

究

資

料

叢

書

５

甑

島

の

昔

話

』

三

弥

井

書

店

、

一

九

七

〇

年

、

二

〇

五

頁

。
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⑧

「

第

五

話

．

蛇

と

狐

の

報

恩

」
『

月

刊

昔

話

研

究

』
（

語

り

手

・

近

所

の

農

家

の

、

ま

だ

四

〇

に

な

っ

た

ば

か

り

の

男

）

三

元

社

、

一

九

三

五

年

五

月

、

四

五

頁

。

⑨

「

放

し

亀

」

石

井

民

司

『

日

本

全

国

国

民

童

話

』

同

文

館

、

一

九

一

一

年

、
（

旧

）

一

八

二

頁

、
（

新

）

一

四

一

頁

。

⑩

「

人

間

無

情

」

佐

々

木

徳

夫

編

『

夢

買

い

長

者

―

宮

城

の

昔

話

―

』

桜

楓

社

、

一

九

七

二

年

、

一

〇

〇

頁

。

⑪

「

一

三

六

番

．

人

間

と

蛇

と

狐

」

佐

々

木

喜

善

編

『

聴

耳

草

紙

』

筑

摩

叢

書

、

一

九

六

四

年

、

二

四

三

頁

。

⑫
「

一

五

三

．
犬

と

猿

の

報

恩

」
田

畑

英

勝
『

全

国

昔

話

資

料

集

成

15

奄

美

大

島

昔

話

集

』
岩

崎

美

術

社

、
一

九

七

五

年

、

二

九

一

頁

。

⑬

「

人

間

無

情

」

瀬

川

拓

男

・

松

谷

み

よ

子

『

日

本

の

民

話

1

動

物

の

世

界

』

角

川

書

店

、

一

九

七

三

年

。

⑭

「

二

九

六

．

お

爺

さ

ん

と

川

流

れ

」

稲

田

浩

二

・

立

石

憲

利

『

中

国

山

地

の

昔

話

―

賀

島

飛

左

嫗

伝

承

四

百

余

話

―

』

三

省

堂

、

一

九

七

四

年

、

三

九

七

頁

。

（

１

２

）
『

ジ

ャ

ー

タ

カ

七

三

話

サ

ッ

チ

ャ

ン

キ

ラ

前

生

物

語

」
中

村

元

監

修
『

ジ

ャ

ー

タ

カ

全

集

２

』
春

秋

社

、
一

九

八

四

年

。

（

１

３

）

崔

仁

鶴

『

韓

国

昔

話

の

研

究

』

弘

文

堂

、

一

九

七

六

年

。
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第

五

章

宇

治

拾

遺

物

語

留

志

長

者

事

考

韓

国

古

典

壅

固

執

伝

と

の

比

較

を

め

ぐ

て

は

じ

め

に

私

は

第

一

章

に

お

い

て

日

本

と

韓

国

両

国

の

腰

折

雀

型

の

昔

話

を

検

討

す

る

こ

と

に

よ

て

同

じ

話

型

が

日

韓

双

方

の

昔

話

に

共

有

さ

れ

て

い

る

こ

と

を

明

ら

か

に

し

た

そ

れ

と

同

時

に

鎌

倉

時

代

に

成

立

し

た

宇

治

拾

遺

第

四

八

話

雀

報

恩

事

に

日

韓

の

昔

話

と

同

じ

話

型

が

共

有

さ

れ

て

い

る

こ

と

ひ

る

が

え

て

宇

治

拾

遺

の

腰

折

雀

型

説

話

雀

報

恩

事

で

は

同

じ

話

型

を

持

ち

つ

つ

鎌

倉

期

に

お

け

る

都

市

的

な

家

族

問

題

が

主

題

と

し

て

付

加

さ

れ

た

説

話

と

な

て

い

る

こ

と

を

明

ら

か

に

し

た

さ

ら

に

韓

国

古

典

小

説

興

夫

伝

が

日

韓

両

国

の

腰

折

雀

型

昔

話

と

同

じ

話

型

を

共

有

す

る

と

と

も

に

民

族

的

歴

史

的

な

特

質

を

付

加

し

て

い

る

小

説

で

あ

る

こ

と

を

明

ら

か

に

し

た

こ

れ

ら

の

考

察

を

踏

ま

え

る

と

日

韓

両

国

に

共

有

さ

れ

る

昔

話

の

話

型

を

基

礎

と

し

て

さ

ら

に

日

本

昔

話

…

日

本

説

話

韓

国

昔

話

…

韓

国

小

説

と

い

う

並

行

関

係

が

存

在

す

る

つ

ま

り

昔

話

の

話

型

を

構

成

す

る

基

本

的

事

項

に

対

し

て

説

明

的

事

項

を

加

え

る

こ

と

に

よ

て

成

立

す

る

説

話

と

小

説

と

は

ど

ち

ら

も

ほ

ぼ

同

様

の

ジ

ン

ル

と

捉

え

る

こ

と

が

で

き

る

説

話

と

小

説

の

違

い

は

説

明

的

事

項

が

い

か

に

詳

細

か

も

し

く

は

心

理

や

会

話

を

い

か

に

用

い

る

か

な

ど

と

い

た

説

明

的

な

機

能

の

増

殖

敷

衍

の

程

度

の

問

題

で

あ

る

と

い

え

る

さ

て

宇

治

拾

遺

の

説

話

第

八

五

話

留

志

長

者

事

以

下

留

志

長

者

は

イ

ン

ド

の

ジ

タ

カ

中

国

仏

典

そ

し

て

日

本

の

今

昔

な

ど

と

の

比

較

分

析

は

す

で

に

行

わ

れ

て

き

た

が

韓

国

の

伝

承

と

の

比

較

研

究

は

ほ

と

ん

ど

研

究

さ

れ
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て

い

な

い

そ

こ

で

新

た

に

こ

の

説

話

を

考

察

の

対

象

と

し

て

据

え

話

型

の

分

析

を

展

開

さ

せ

日

本

・

韓

国

・

中

国

の

間

に

共

有

さ

れ

て

い

る

話

型

を

明

ら

か

に

す

る

と

と

も

に

宇

治

拾

遺

留

志

長

者

の

表

現

の

特

質

に

つ

い

て

考

察

し

た

い

第

一

節

宇

治

拾

遺

物

語

の

話

型

と

構

成

一

宇

治

拾

遺

物

語

特

徴

の

展

開

新

大

系
１

に

よ

る

と

宇

治

拾

遺

第

八

五

話

留

志

長

者

は

出

典

に

つ

い

て

同

話

１

に

盧

至

長

者

話

今

昔

巻

第

三

第

二

二

話

・

留

志

長

者

事

・

古

本

説

話

集

下

巻

第

五

六

話

同

話

２

に

法

苑

盧

至

長

者

因

縁

経

以

下

長

者

経

七

七

十

悪

篇

八

四

慳

貪

部

第

一

一

・

る

し

長

者

御

伽

草

子

類

話

と

関

連

話

と

し

て

ジ

タ

カ

五

三

五

話

天

食

前

生

物

語

・

旧

雑

譬

喩

経

上

一

九
・

敦

煌

本

仏

説

諸

経

雑

縁

喩

因

縁

集

二
・
五

諸

経

要

集

六

私

聚

百

因

縁

集

二

・

五

な

ど

が

指

摘

さ

れ

て

い

る

２

本

節

で

は

法

苑

長

者

経

今

昔

巻

三

第

二

二

話

留

志

長

者

語

と

の

本

文

比

較

を

行

い

補

注

５

-

１

宇

治

拾

遺

留

志

長

者

に

加

え

ら

れ

た

展

開

を

取

り

挙

げ

て

宇

治

拾

遺

に

お

け

る

位

置

と

意

義

に

つ

い

て

考

察

す

る

本

文

１今

は

昔

天

竺

に

留

志

長

者

と

て

世

に

た

の

し

き

長

者

あ

り

け

る

大

方

蔵

も

い

く

ら

と

も

な

く

持

ち

た

の

し

き

が

心

の

く

ち

お

し

く

て

妻

子

に

も

ま

し

て

従

者

に

も

物

食

は

せ

着

す

る

事

な

し

お

の

れ

物

の

ほ

し

け

れ

ば

人

に

も

見

せ

ず

隠

し

て

食

ふ

程

に

本

文

２人

離

れ

た

る

山

の

中

の

木

の

陰

に

鳥

獣

も

な

き

所

に

て

ひ

と

り

食

ゐ

た

る

心

の

た

の

し

き

物

に

も

似

ず

し

て

誦

ず

る

や

う
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法

苑

七

七

長

者

経

と

今

昔

に

は

盧

至

宇

治

拾

遺

古

本

に

は

留

志

御

伽

草

子

に

は

る

し

と

あ

る

本

文

１

本

文

２

か

ら

裕

福

で

あ

り

な

が

ら

け

ち

な

留

志

の

性

格

が

読

み

取

れ

る

心

の

く

ち

お

し

く

て

と

は

日

葡

ク

チ

ヲ

シ

イ

後

悔

や

痛

恨

激

怒

を

感

ず

る

こ

と

と

あ

る

が

こ

の

場

合

は

利

己

主

義

な

男

で

位

の

意

大

系

心

の

ほ

ど

は

大

変

に

が

か

り

さ

せ

ら

れ

る

の

で

あ

て

長

者

の

性

格

が

大

変

な

吝

嗇

で

あ

る

こ

と

を

い

う

新

大

系

心

が

卑

し

く

て

宇

治

拾

遺

物

語

全

註

解
３

心

の

ほ

う

が

残

念

な

が

ら

物

惜

し

み

す

る

け

ち

な

性

格

新

編

全

集
４

と

指

摘

さ

れ

て

い

る

本

文

２

は

留

志

は

人

の

な

い

山

の

中

に

行

て

一

人

で

食

事

を

し

な

が

ら

帝

釈

天

を

屈

辱

す

る

よ

う

な

内

容

の

歌

を

歌

う

そ

の

光

景

を

見

た

帝

釈

天

は

憎

ら

し

い

と

思

い

留

志

長

者

の

姿

に

身

を

変

え

て

彼

の

家

に

行

く

そ

の

歌

を

法

苑

今

昔

古

本

の

条

と

比

較

し

て

み

る

(

５

)

法

苑

我

今

節

慶

會

縱

酒

大

歡

樂

逾

過

毘

沙

門

亦

勝

天

帝

釋

今

昔

我

今

節

慶

際

縦

酒

大

歓

楽

踰

過

毘

沙

門

亦

勝

天

帝

釈

古

本

今

日

曠

野

中

飲

酒

大

安

楽

猶

過

毘

沙

門

亦

勝

天

帝

釈

右

か

ら

宇

治

拾

遺

と

古

本

は

ほ

ぼ

同

じ

で

あ

り

今

昔

の

ほ

う

が

原

典

に

近

い

と

い

う

こ

と

が

分

か

る

次

は

ほ

ん

も

の

と

に

せ

も

の

と

の

区

別

方

法

に

つ

い

て

考

察

す

る

本

文

３

宇

治

拾

遺

腰

の

程

に

は

わ

く

ひ

と

い

ふ

も

の

の

あ

と

ぞ

候

ひ

し

法

苑

母

答

王

言

兒

左

脅

下

有

小

瘡

瘢

猶

小

豆

許

今

昔

な

し

古

本

腰

の

も

と

に

黒

子

と

物

の

跡

こ

そ

候

し

そ

れ

を

御

覧

ぜ

よ

は

わ

く

…

は

は

く

そ

の

誤

か

は

は

く

そ

は

ほ

く

ろ

や

あ

ざ

の

類

本

文

４

法

苑

王

見

是

已

即

別

二

人

置

於

異

處

各

遣

條

牒

親

屬

頭

數

種

種

財

物

速

書

將

來

二

人

持

盡

隱

密

之

事

及

以

書

迹
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悉

皆

相

似

本

文

３

本

文

４

か

ら

宇

治

拾

遺

に

お

い

て

は

腰

に

は

は

く

そ

と

古

本

に

は

腰

に

黒

子

ハ

ハ

ク

ロ

法

苑

で

は

小

瘡

瘢

と

あ

る

ち

な

み

に

法

苑

で

は

本

文

４

の

よ

う

に

本

物

と

偽

物

を

別

の

所

へ

呼

び

本

物

で

な

け

れ

ば

知

り

得

な

い

家

族

の

秘

密

を

聞

い

た

り

母

を

呼

ん

で

小

瘡

瘢

を

確

認

し

た

り

す

る

こ

の

展

開

は

壅

固

執

伝

と

類

似

す

る

宇

治

拾

遺

で

は

腰

に

は

は

く

そ

古

本

に

は

腰

に

黒

子

を

確

認

す

る

な

ど

本

物

と

偽

物

を

区

別

し

よ

う

と

す

る

場

面

が

あ

る

今

昔

に

は

こ

の

よ

う

な

本

物

と

偽

物

を

区

別

し

よ

う

と

す

る

展

開

が

な

い

本

文

５

宇

治

拾

遺

①

お

の

れ

物

の

ほ

し

け

れ

ば

人

に

も

見

せ

ず

隠

し

て

食

ふ

程

に

物

の

あ

か

ず

多

く

ほ

し

か

り

け

れ

ば

妻

に

い

ふ

や

う

飯

酒

く

だ

物

ど

も

な

ど

お

ほ

ら

か

に

し

て

た

べ

我

に

つ

き

て

物

惜

し

ま

す

る

慳

貪

の

神

ま

つ

ら

ん

と

い

へ

ば

物

惜

し

む

心

う

し

な

は

ん

と

す

る

よ

き

事

と

喜

て

色

く

に

調

じ

て

お

ほ

ら

か

に

取

ら

せ

け

れ

ば

う

け

と

り

て

人

も

見

ざ

ら

ん

所

に

行

て

よ

く

食

は

ん

と

思

て

②

我

山

に

て

物

惜

し

む

神

を

ま

つ

り

た

る

し

る

し

に

や

そ

の

神

離

れ

て

物

の

惜

し

か

ら

ね

ば

か

く

す

る

ぞ

本

文

６

法

苑

③

我

於

前

後

有

大

慳

鬼

隨

逐

於

我

使

我

慳

惜

不

著

不

啗

不

與

眷

屬

皆

由

慳

鬼

今

日

出

行

值

一

道

人

與

我

好

呪

得

除

慳

鬼

然

此

慳

鬼

與

我

相

似

彼

若

來

者

當

好

打

棒

比

較

す

る

と

本

文

５

①

傍

線

の

よ

う

に

妻

に

食

べ

物

を

用

意

さ

せ

る

展

開

や

そ

れ

に

対

応

す

る

本

文

②

の

よ

う

な

に

せ

も

の

が

蔵

を

開

け

て

み

ん

な

に

財

物

を

配

り

与

え

な

が

ら

山

に

行

て

物

惜

し

む

神

を

祭

た

た

め

神

が

離

れ

て

物

惜

し

む

心

も

な

く

な

た

と

言

い

分

け

の

よ

う

に

語

る

展

開

は

今

昔

に

は

記

さ

れ

て

い

な

い

③

法

苑

に

お

い

て

は

妻

に

食

べ

物

を

用

意

さ

せ

る

よ

う

な

展

開

は

な

く

自

分

に

物

惜

し

む

心

が

な

く

な

た

の

は

今

日

道

で

出

逢

た

人

が

慳

鬼

を

避

け

る

呪

詞

を

与

え

て

く

れ

た

か

ら

だ

と

記

さ

れ

て

い

る

こ

の

よ

う

な

場

面

に

つ

い

て

小

林

保

治

氏

は

次

の

よ

う

に

述

べ

る
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呼

応

の

巧

み

な

筋

立

て

の

工

夫

と

い

う

点

で

は

物

惜

し

む

心

の

失

せ

た

理

由

を

山

で

慳

貪

の

神

を

祭

た

お

か

げ

と

し

て

あ

る

の

は

妻

に

料

理

を

用

意

さ

せ

る

手

立

て

と

し

て

構

え

る

偽

り

を

帰

宅

し

て

突

然

に

蔵

を

開

き

こ

れ

ま

で

な

ん

び

と

に

も

手

を

触

れ

さ

せ

な

か

た

財

物

を

家

人

他

家

の

人

他

国

の

人

に

至

る

ま

で

に

配

与

す

る

こ

と

を

奇

異

に

思

わ

せ

ぬ

前

提

変

心

の

結

果

た

る

自

然

な

振

り

舞

い

と

理

解

さ

せ

る

前

提

と

し

て

活

用

す

る

と

い

う

伏

線

の

二

重

効

果

を

ね

ら

た

例

で

あ

り

こ

う

し

た

配

慮

に

よ

て

は

な

し

は

ま

た

く

無

駄

な

く

展

開

し

そ

れ

が

短

小

さ

の

獲

得

に

も

つ

な

が

る

の

で

あ

る

そ

の

証

拠

に

慳

貪

の

神

を

祭

る

た

め

に

出

か

け

た

と

い

う

伏

線

を

置

か

な

い

場

合

に

は

以

下

に

揚

げ

る

原

典

た

る

長

者

経

の

よ

う

に

長

者

に

変

身

し

た

帝

釈

は

開

蔵

に

先

立

て

財

物

頒

与

の

い

わ

れ

を

長

々

と

説

き

語

ら

ね

ば

な

ら

な

か

た

の

で

あ

る

(
６

)

こ

の

小

林

氏

の

考

察

を

踏

ま

え

て

廣

田

收

氏

は

宇

治

拾

遺

は

妻

を

騙

し

て

酒

や

食

物

を

手

に

入

れ

る

我

に

つ

き

て

物

惜

し

ま

す

る

慳

貪

の

神

ま

つ

ら

ん

と

い

う

こ

と

は

唐

突

で

あ

て

わ

か

り

に

く

い

今

昔

に

は

そ

の

よ

う

な

経

緯

は

な

い

慳

貪

の

神

を

祭

る

か

ら

食

べ

物

を

用

意

せ

よ

と

い

う

の

は

い

か

に

も

詭

弁

で

あ

る

が

そ

の

よ

う

な

言

を

弄

す

る

と

こ

ろ

に

長

者

の

慳

貪

さ

が

よ

り

あ

ら

わ

に

な

て

い

る

も

し

か

す

る

と

慳

貪

の

神

は

物

語

に

お

い

て

作

り

出

さ

れ

た

神

で

あ

る

か

も

知

れ

な

い

と

述

べ

て

い

る

そ

し

て

こ

の

よ

う

な

説

明

は

今

昔

の

も

た

な

い

も

の

で

あ

り

古

本

と

共

有

す

る

表

現

で

あ

る

そ

こ

に

宇

治

拾

遺

の

特

質

が

見

て

と

れ

る
７

と

指

摘

し

た

法

苑

や

今

昔

に

は

な

い

妻

に

料

理

を

用

意

さ

せ

る

展

開

は

説

話

を

楽

し

め

る

よ

う

な

宇

治

拾

遺

の

特

徴

の

展

開

で

あ

る

と

考

え

ら

れ

る

さ

ら

に

慳

貪

と

は

仏

教

大

辞

典
８

に

よ

る

と

梵

語

と

し

て

慳

悋

貪

者

の

意

即

ち

強

欲

に

し

て

物

を

慳

み

人

に

布

施

せ

ざ

る

を

云

う

と

さ

れ

る

ま

た

慳

貪

の

神

と

は

仏

語

で

あ

り

物

を

惜

し

み

む

さ

ぼ

る

神

の

意

味

と

あ

り

ほ

か

に

全

集

に

よ

る

と

仏

教

語

で

あ

る

と

い

う

よ

り

も

物

を

惜

し

み

む

さ

ぼ

る

神

の

意

味

で

日

本

の

宇

治

拾

遺

も

し

く

は

古

本

説

話

集

な

ど

の

説

話

の

生

成

に

お

い

て

造

ら

れ

た

表

現

で

あ

る

と

推

測

し

て

い

る

ほ

か

に

全

集

の

注

釈

に
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よ

る

と

長

者

経

に

は

慳

鬼

と

あ

る

そ

こ

で

宇

治

拾

遺

今

昔

に

お

け

る

慳

貪

の

用

例

に

つ

い

て

調

べ

て

み

る

と

次

の

よ

う

で

あ

る

宇

治

拾

遺

第

一

四

四

話

聖

宝

僧

正

一

条

大

路

を

渡

る

事

昔

東

大

寺

に

上

座

法

師

の

い

み

じ

く

た

の

し

き

あ

り

け

り

露

斗

も

人

に

物

あ

た

ふ

る

事

を

せ

ず

慳

貪

に

罪

深

く

見

え

け

れ

ば

今
昔

９

巻

二

第

三

八

話

天

竺

祖

子

二

人

長

者

慳

貪

語

今

昔

天

竺

ニ

二

人

長

者

有

リ

祖

子

也

父

モ

子

モ

共

ニ

家

大

富

テ

財

宝

豊

也

但

シ

慳

貪

深

ク

シ

テ

敢

テ

施

ノ

心

無

シ

・

巻

三

第

二

三

話

跋

提

長

者

妻

慳

貪

女

語

今

昔

天

竺

ニ

一

人

ノ

長

者

有

リ

跋

提

ト

云

フ

仏

ノ

御

弟

子

迦

葉

・

日

連

・

阿

那

律

等

ノ

教

化

二

依

テ

邪

心

ヲ

捨

テ

善

道

二

趣

二

ケ

リ

其

ノ

妻

二

一

人

女

有

リ

慳

貪

女

ト

云

フ

・

巻

二

〇

第

三

四

話

出

雲

寺

別

当

浄

覚

食

父

成

鯰

肉

得

現

報

忽

死

語

而

ル

ニ

浄

覚

慳

貪

邪

見

深

故

二

夢

ノ

告

ヲ

思

ヒ

モ

不

敢

忽

ニ

魚

ノ

大

キ

ニ

楽

気

ナ

ル

ニ

耽

テ

・

巻

二

〇

第

三

六

話

河

内

守

依

慳

貪

感

現

報

語

…

本

文

に

慳

貪

の

用

例

は

見

当

た

ら

な

い

以

上

今

昔

に

は

四

つ

の

用

例

が

あ

る

こ

と

が

分

か

る

宇

治

拾

遺

に

お

い

て

慳

貪

の

用

例

は

第

八

五

話

留

志

長

者

の

ほ

か

に

は

第

一

四

四

話

聖

宝

僧

正

一

条

大

路

を

渡

る

事

に

し

か

見

当

た

ら

な

い

こ

の

二

つ

か

ら

考

え

る

と

宇

治

拾

遺

は

戒

律

違

反

に

当

た

る

か

否

か

と

い

う

こ

と

よ

り

も

人

物

の

性

格

を

表

す

た

め

に

慳

貪

と

い

う

語

を

用

い

た

も

の

と

み

ら

れ

る

二

中

国

説

話

法

苑

珠

林

の

話

型

と

構

成
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法

苑

巻

七

七

長

者

経

か

ら

事

項

を

取

り

出

す

と

以

下

の

よ

う

で

あ

る

昔

仏

の

在

世

時

舎

衛

城

に

一

人

の

長

者

が

い

た

名

を

盧

至

長

者

と

言

た

盧

至

長

者

の

財

産

は

無

限

で

あ

た

盧

至

の

裕

福

さ

は

毘

沙

門

天

の

よ

う

で

あ

た

５

盧

至

は

昔

に

布

施

を

し

た

こ

と

の

応

報

を

得

た

そ

の

時

盧

至

は

布

施

に

志

心

が

な

か

た

の

で

裕

福

で

は

あ

る

が

下

劣

で

あ

た

盧

至

は

衣

装

は

垢

で

汚

れ

不

浄

で

あ

り

糠

菜

で

飢

え

を

し

の

ぎ

水

だ

け

を

飲

ん

だ

盧

至

は

朽

ち

た

車

に

乗

り

家

の

仕

事

を

す

る

に

も

下

僕

の

よ

う

で

あ

た

盧

至

は

常

に

世

の

人

に

笑

わ

れ

た

10

あ

る

時

国

内

の

人

民

が

節

会

祭

り

を

催

し

た

人

民

は

舎

宅

を

飾

り

立

て

香

水

を

撒

い

た

人

民

は

諸

天

の

よ

う

に

伎

楽

歌

舞

を

楽

し

ん

だ

盧

至

は

祭

り

を

見

て

楽

し

ん

だ

盧

至

は

家

に

帰

り

蔵

を

開

い

て

五

銭

を

取

り

出

し

た

15

盧

至

は

母

や

妻

眷

属

に

五

銭

を

奪

わ

れ

な

い

よ

う

に

近

づ

け

な

か

た

慳

貪

の

罪

盧

至

は

五

銭

の

う

ち

二

銭

で

小

麦

菓

子

を

買

い

二

銭

で

酒

を

買

い

一

銭

で

葱

を

買

た

盧

至

は

家

の

中

か

ら

塩

を

ひ

と

つ

か

み

取

り

城

外

に

出

て

一

本

の

樹

の

も

と

に

お

も

む

い

た

盧

至

は

そ

の

樹

の

も

と

に

多

く

の

象

や

馬

が

来

る

の

を

見

た

盧

至

は

猪

や

狗

が

静

か

な

場

所

に

逃

げ

る

の

を

見

た
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20

盧

至

は

酒

に

塩

を

入

れ

て

飲

み

小

麦

菓

子

を

食

べ

葱

を

噛

ん

だ

盧

至

は

泥

酔

し

て

立

ち

舞

い

声

を

挙

げ

て

歌

た

不

飲

酒

の

罪

偈

①

の

内

容

私

が

こ

の

め

で

た

い

節

会

に

思

う

存

分

酒

を

楽

し

む

こ

と

は

ま

る

で

毘

沙

門

天

の

よ

う

だ

ま

た

帝

釈

天

に

も

優

れ

て

い

る

ほ

ど

だ

と

驕

慢

の

罪

ち

う

ど

帝

釈

天

は

天

衆

た

ち

と

共

に

仏

の

も

と

に

出

か

け

る

と

こ

ろ

だ

た

帝

釈

天

は

盧

至

が

酔

て

舞

い

帝

釈

天

に

勝

る

と

歌

う

と

こ

ろ

を

見

た

25

帝

釈

天

は

こ

の

慳

貪

人

盧

至

が

飲

酒

し

自

分

を

侮

辱

し

て

い

る

こ

と

を

黙

て

聞

い

て

い

た

帝

釈

天

は

盧

至

の

姿

形

に

変

じ

て

盧

至

の

家

に

行

た

盧

至

の

姿

に

化

し

た

帝

釈

天

は

母

妻

眷

属

や

奴

婢

を

集

め

た

帝

釈

天

は

母

の

前

に

座

り

自

分

の

前

後

に

大

慳

鬼

が

い

る

と

言

た

帝

釈

天

は

母

に

自

分

が

ケ

チ

な

の

は

大

慳

鬼

が

私

に

取

り

付

い

て

い

る

か

ら

だ

と

話

し

た

30

帝

釈

天

は

今

日

道

で

出

逢

た

人

が

私

に

大

慳

鬼

を

避

け

る

呪

詞

を

与

え

て

く

れ

た

と

話

す

帝

釈

天

は

大

慳

鬼

は

私

と

顔

が

似

て

い

る

も

し

大

慳

鬼

が

来

た

ら

棒

で

叩

け

と

話

し

た

帝

釈

天

は

彼

は

私

を

詐

称

す

る

だ

ろ

う

が

門

を

閉

め

て

お

け

と

話

し

た

帝

釈

天

は

大

慳

鬼

が

来

た

ら

私

の

指

示

を

待

て

と

話

し

た

帝

釈

天

は

門

を

開

き

お

い

し

い

食

事

を

作

り

蔵

を

開

い

て

財

宝

を

出

さ

せ

衣

服

の

飾

り

を

母

や

妻

眷

族

そ

の

他

の

人

々

に

与

え

歌

舞

歓

楽

を

し

た

35

盧

至

は

酔

い

が

醒

め

家

に

帰

り

歌

舞

の

声

を

聞

い

た

盧

至

は

驚

い

て

門

を

叩

き

叫

ん

だ

が

誰

も

聞

か

な

か

た

帝

釈

天

は

呼

び

声

を

聞

き

人

々

は

門

を

叩

い

て

大

慳

鬼

と

言

た
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人

は

大

慳

鬼

が

門

を

開

い

て

逃

げ

た

こ

と

を

聞

い

た

盧

至

は

家

に

入

た

が

眷

属

は

み

な

盧

至

の

言

葉

を

き

か

な

か

た

40

大

慳

鬼

は

足

を

捉

え

引

き

倒

し

て

体

を

打

ち

盧

至

を

門

か

ら

追

放

し

た

盧

至

は

町

に

出

て

大

声

で

泣

き

自

分

の

姿

は

元

と

変

わ

ら

な

い

の

に

な

ぜ

家

人

は

見

捨

て

る

の

か

不

思

議

だ

と

言

う

盧

至

は

大

慳

鬼

が

私

を

認

め

な

い

な

ら

ど

う

し

て

盧

至

だ

と

わ

か

る

の

か

ど

う

し

よ

う

も

な

い

と

言

た

私

は

あ

な

た

の

親

だ

か

ら

あ

な

た

を

見

て

調

べ

る

と

慰

め

諭

し

た

盧

至

は

大

勢

の

人

に

私

の

顔

を

見

て

盧

至

だ

と

証

明

し

て

ほ

し

い

と

求

め

た

45

皆

は

こ

れ

か

ら

あ

な

た

が

盧

至

だ

と

答

え

た

皆

に

あ

な

た

た

ち

は

私

で

あ

る

こ

と

を

証

明

で

き

な

か

た

と

言

た

皆

は

あ

な

た

が

ほ

ん

も

の

だ

と

証

明

し

よ

う

と

言

た

盧

至

が

答

え

て

因

縁

を

説

い

た

偈

②

の

内

容

を

略

す

諸

人

は

こ

の

偈

を

聞

い

て

共

感

し

た

50

諸

人

は

盧

至

に

ど

う

し

て

よ

い

の

か

と

聞

い

た

盧

至

は

自

分

で

あ

る

こ

と

を

王

に

証

明

し

て

ほ

し

い

と

願

た

盧

至

は

白

い

紙

を

借

り

て

金

具

を

使

い

た

い

と

願

た

王

や

貴

族

は

盧

至

の

こ

と

を

笑

た

盧

至

は

二

枚

の

紙

を

も

て

王

門

に

至

た

55

盧

至

は

門

番

に

王

に

貢

献

し

た

い

の

で

会

わ

せ

て

ほ

し

い

と

願

た

門

番

は

驚

き

王

に

伝

え

た

王

は

盧

至

が

ケ

チ

で

死

に

そ

う

だ

た

の

に

よ

く

来

た

も

の

だ

と

言

た
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王

は

盧

至

を

王

の

前

に

呼

び

入

れ

た

王

に

会

う

前

に

盧

至

は

王

の

た

め

に

氎

を

引

き

王

の

脇

に

急

に

挟

ん

だ

の

で

引

け

な

か

た

60

力

い

ぱ

い

引

く

と

出

す

こ

と

が

で

き

た

帝

釈

天

は

草

の

束

と

化

し

た

盧

至

は

そ

の

草

を

見

て

慙

愧

し

て

地

に

座

し

泣

き

悲

し

ん

だ

王

は

あ

わ

れ

み

も

し

こ

の

草

が

必

要

で

な

い

な

ら

苦

し

む

だ

ろ

う

と

言

う

盧

至

は

王

に

向

か

て

泣

い

た

65

盧

至

は

そ

の

草

を

見

る

と

慙

愧

を

感

じ

我

身

を

ど

う

し

て

よ

い

の

か

が

分

か

ら

な

い

と

言

た

盧

至

は

自

分

の

身

を

無

く

し

て

し

ま

い

た

い

と

言

た

王

は

盧

至

を

憐

れ

み

周

り

の

人

が

彼

は

何

を

言

う

の

か

わ

か

ら

な

い

と

言

た

周

り

の

人

が

盧

至

は

悲

し

ん

で

役

に

立

た

な

い

と

答

え

た

王

は

誰

の

顔

形

か

わ

か

ら

な

い

家

の

中

に

入

り

詐

称

し

て

い

る

70

盧

至

の

家

人

は

財

物

を

使

い

果

た

し

た

盧

至

の

家

人

は

盧

至

を

棒

で

叩

き

道

に

捨

て

た

盧

至

は

悩

み

何

も

言

え

な

か

た

王

は

使

い

を

派

遣

し

て

似

た

者

を

王

の

前

に

並

べ

た

王

は

二

人

の

相

貌

を

見

て

笑

た

75

王

は

後

者

が

盧

至

で

あ

る

お

ま

え

は

何

を

言

お

う

と

し

て

い

る

の

か

言

た

盧

至

は

自

分

が

盧

至

で

あ

り

彼

は

盧

至

で

は

な

い

と

答

え

た

王

は

盧

至

が

慳

貪

で

あ

る

が

お

ま

え

は

よ

く

布

施

を

す

る

か

と

問

う

た
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王

は

仏

説

に

よ

る

と

慳

貪

者

は

餓

鬼

道

に

百

千

万

年

堕

ち

飢

餓

の

苦

し

み

や

怖

れ

を

受

け

る

と

い

う

だ

か

ら

慳

貪

を

捨

て

よ

と

言

た

王

は

垢

衣

は

煩

悩

を

浄

化

し

心

が

法

を

聞

く

の

だ

と

言

た

80

王

は

二

人

を

別

の

場

所

に

置

き

親

族

の

人

数

や

財

物

隠

密

に

し

て

い

る

こ

と

な

ど

を

書

か

せ

た

が

同

じ

だ

た

王

は

二

人

を

区

別

で

き

ず

母

を

呼

ん

で

尋

ね

た

母

は

王

に

こ

れ

が

わ

が

子

で

あ

り

彼

は

わ

が

子

で

は

な

い

こ

れ

が

大

慳

鬼

だ

と

言

た

王

は

再

び

母

に

盧

至

の

体

の

ア

ザ

・

ホ

ク

ロ

な

ど

が

あ

る

か

と

尋

ね

た

母

は

王

に

子

の

脇

の

下

に

は

小

豆

く

ら

い

の

小

さ

な

ア

ザ

が

あ

る

と

答

え

た

85

王

は

衣

を

脱

が

せ

て

ア

ザ

の

大

小

を

調

べ

さ

せ

た

臂

を

上

げ

て

み

る

と

ふ

た

り

の

ア

ザ

は

同

じ

だ

た

王

は

笑

て

た

だ

仏

だ

け

が

理

解

で

き

る

と

言

た

王

は

ふ

た

り

を

象

に

乗

せ

仏

の

も

と

へ

連

れ

て

行

き

疑

問

を

解

決

し

て

く

れ

る

よ

う

求

め

た

世

尊

は

喜

び

歓

迎

し

た

帝

釈

天

は

お

ま

え

は

何

を

し

た

の

か

と

言

た

90

帝

釈

天

は

盧

至

の

体

を

捨

て

て

も

と

の

姿

形

に

戻

た

帝

釈

天

は

仏

に

向

い

合

掌

し

て

偈

を

説

い

た

偈

③

の

内

容

を

略

す

仏

は

帝

釈

天

以

下

一

切

衆

生

は

罪

過

が

あ

る

化

身

を

捨

て

帝

釈

天

の

姿

に

戻

れ

と

言

た

帝

釈

天

は

仏

に

盧

至

が

慳

貪

で

諸

天

を

軽

蔑

し

た

の

で

私

は

悩

ん

だ

と

言

た

仏

は

帝

釈

天

以

下

一

切

衆

生

は

罪

過

が

あ

る

こ

れ

を

投

げ

捨

て

よ

と

言

た

95

仏

は

盧

至

に

家

に

帰

り

財

物

を

見

る

よ

う

に

言

た

帝

釈

天

は

盧

至

に

私

は

お

ま

え

の

財

物

を

損

な

て

い

な

い

と

言

た
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盧

至

は

私

は

帝

釈

天

を

信

じ

な

い

が

仏

を

信

じ

る

と

言

た

盧

至

は

仏

を

信

じ

て

悟

り

須

陀

洹

果

を

得

た

天

龍

八

部

四

衆

は

こ

れ

を

聞

き

因

縁

を

悟

た

法

苑

と

韓

国

の

古

典

壅

固

執

伝

を

比

べ

る

と

次

の

よ

う

な

特

徴

が

見

出

せ

る

①

壅

固

執

伝

で

は

盧

至

が

本

物

か

偽

物

か

と

い

う

判

定

を

七

回

に

わ

た

て

繰

り

返

し

て

い

る

こ

の

繰

り

返

し

が

こ

の

小

説

の

面

白

さ

に

な

て

い

る

法

苑

で

は

こ

の

よ

う

な

繰

り

返

し

は

顕

著

で

は

な

く

む

し

ろ

王

が

判

定

で

き

ず

最

終

的

に

仏

に

判

定

を

求

め

る

と

こ

ろ

に

こ

の

説

話

の

特

質

に

な

て

い

る

②

最

終

判

定

者

が

壅

固

執

伝

で

は

仙

人

で

あ

る

が

法

苑

で

は

仏

釈

尊

で

あ

る

③

導

か

れ

る

結

論

は

壅

固

執

伝

で

は

道

徳

的

教

訓

で

あ

る

が

法

苑

で

は

仏

の

教

え

と

し

て

の

因

果

で

あ

る

ま

た

盧

至

が

ケ

チ

で

あ

る

こ

と

に

つ

い

て

壅

固

執

伝

で

は

性

格

の

欠

点

と

す

る

が

法

苑

で

は

慳

貪

不

飲

酒

驕

慢

の

罪

と

し

て

表

現

さ

れ

て

い

る

第

二

節

韓
国

の

古

典

壅

固

執

伝

の

話

型

と

構

成

留

志

長

者

の

説

話

と

同

じ

話

型

を

持

つ

韓

国

の

作

品

壅オ

ン

固コ

執ジ

プ

伝

は

作

家

・

年

代

未

詳

の

パ

ン

ソ

リ

系

小

説

で

あ

る

金

持

ち

で

あ

る

壅

固

執

は

親

不

孝

ど

こ

ろ

か

仏

教

を

侮

り

僧

を

迫

害

す

る

そ

の

た

め

寺

の

大

師

が

道

術

を

使

い

わ

ら

束

で

壅

固

執

と

ま

た

く

同

じ

か

か

し

偽

物

を

作

る

壅

固

執

は

自

分

が

本

物

だ

と

主

張

す

る

が

聞

き

入

れ

る

人

も

な

く

偽

物

に

よ

て

追

い

出

さ

れ

る

そ

の

後

壅

固

執

は

自

分

の

過

ち

を

悔

い

て

善

人

と

な

る

と

い

う

内

容

で

あ

る

異

本

に

よ

て

壅

固

執

伝

壅

生

員

伝

壅

氏

伝

と

も

呼

ば

れ

る

が

内

容

の

構

成

に

大

き

な

違

い

は

な

い

現

在

パ
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ン

ソ

リ

唱

劇

で

あ

る

壅

固

執

打

令

は

伝

わ

て

お

ら

ず

鄭

魯
湜

朝

鮮

唱

劇

史
１
０

・
宋

晩

載

観

優

戯

五

十

首
１
１

と

い

た

二

つ

の

資

料

か

ら

壅

固

執

伝

が

パ

ン

ソ

リ

作

品

と

し

て

唄

わ

れ

た

こ

と

が

認

め

ら

れ

て

い

る

朝

鮮

唱

劇

史

に

は

パ

ン

ソ

リ

の

一

二

作

品

中

最

後

の

作

品

と

し

て

壅

固

執

打

令

が

記

さ

れ

て

お

り

宋

晩

載

観

優

戯

五

十

首

中

一

七

首

に

お

い

て

壅

生

員

鬪

一

芻

偶

孟

浪

談

傳

孟

浪

村

丹

籙

若

非

金

佛

力

疑

眞

疑

假

竟

誰

分

と

あ

る

観

優

戯

に

お

い

て

壅

固

執

の

身

分

は

壅

生

員

で

あ

り

場

所

は

孟

浪

村

と

あ

る

本

論

に

お

け

る

比

較

対

象

で

あ

る

金

三

不

本

で

は

身

分

は

壅

座

首

場

所

は

壅

堂

村

と

あ

る

壅

固

執

の

身

分

と

舞

台

と

な

る

場

所

は

異

本

に

よ

て

異

な

る

場

合

が

あ

る

こ

の

右

の

詩

は

壅

固

執

伝

の

結

末

に

当

た

る

と

こ

ろ

で

あ

り

壅

固

執

伝

が

壅

固

執

打

令

の

形

式

を

持

て

パ

ン

ソ

リ

と

し

て

唄

わ

れ

た

こ

と

が

分

か

る

李

恵

求

氏

は

観

優

戯

の

本

文

丁

亥

年

十

一

月

日

所

志

の

記

事

と

作

者

の

活

躍

時

期

を

根

拠

と

し

て

こ

こ

に

記

さ

れ

る

丁

亥

年

と

は

一

八

二

七

年

で

あ

る

と

推

測

し

た

す

な

わ

ち

壅

固

執

打

令

は

一

九

世

紀

の

初

・

中

期

ま

で

は

す

で

に

公

演

さ

れ

て

い

た

と

い

う

こ

と

で

あ

る

印

権

煥

氏

は

壅

固

執

打

令

の

場

合

現

存

す

る

資

料

か

ら

み

る

と

小

説

よ

り

パ

ン

ソ

リ

の

方

が

先

に

形

成

さ

れ

た

と

推

測

す

る

一

八

四

三

年

宋

晩

載

に

よ

り

書

か

れ

た

観

優

戯

五

十

首

に

は

壅

固

執

打

令

を

観

覧

し

た

後

観

劇

詩

を

筆

録

し

た

も

の

で

あ

る

そ

の

内

容

は

壅

固

執

伝

の

初

期

異

本

と

共

通

す

る

点

が

多

く

そ

の

初

期

異

本

か

ら

パ

ン

ソ

リ

辞

説

と

見

な

さ

れ

る

段

落

が

数

多

く

見

ら

れ

る

か

ら

で

あ

る
１

２

と

述

べ

て

い

る

研

究

の

成

果

に

従

て

観

優

戯

の

成

立

時

期

を

概

観

す

る

と

①

李

恵

求

宋

晩

載

の

観

優

戯

→
一

八

二

七

年

②

催

来

沃

壅

固

執

伝

の

諸

問

題

研

究

→
一

八

二

七

年

③

印

権

煥

失

伝

パ

ン

ソ

リ

詞

説

研

究

→
一

八

四

三

年

と

成

立

時

期

に

は
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諸

説

が

存

在

す

る

し

か

し

観

優

戯

の

場

合

も

宇

治

拾

遺

第

四

八

話

雀

報

恩

事

の

比

較

対

象

と

あ

る

パ

ン

ソ

リ

系

小

説

興

夫

伝

説

話

→
パ

ン

ソ

リ

→
パ

ン

ソ

リ

系

小

説

の

よ

う

に

壅

固

執

伝

の

場

合

も

説

話

→
パ

ン

ソ

リ

→
パ

ン

ソ

リ

系

小

説

と

い

う

成

立

が

考

え

ら

れ

る

パ

ン

ソ

リ

壅

固

執

打

令

の

唱

は

伝

わ

て

お

ら

ず

一

九

世

紀

末

頃

に

パ

ン

ソ

リ

と

し

て

歌

わ

れ

た

台

本

を

収

録

し

た

壅

固

執

伝

金

三

不

本

国

際

文

化

館

一

九

五

〇

年

が

出

版

さ

れ

た

金

三

不

本

は

壅

固

執

伝

異

本

の

中

で

最

も

伝

写

時

期

が

早

く

一

九

七

〇

年

代

ま

で

は

唯

一

の

伝

本

と

し

て

多

く

の

研

究

者

に

よ

り

研

究

さ

れ

て

い

た

が

現

在

は

絶

版

と

な

て

い

る
１
３

そ

こ

で

金

三

不

本

の

注

か

ら

底

本

と

伝

写

時

期

を

表

す

記

事

を

引

用

す

る

壅

固

執

伝

の

稿

本

は

距

今

四

二

年

前

に

伝

写

し

た

も

の

で

朴

憲

玉

氏

の

所

蔵

本

を

そ

の

ま

ま

収

録

し

て

い

る

同

じ

稿

本

の

中

で

抜

け

て

い

る

と

こ

ろ

は

李

明

善

氏

の

所

蔵

本

を

参

照

し

た

(

１

４

)

こ

こ

に

あ

る

距

今

四

二

年

前

と

は

金

三

不

本

壅

固

執

伝

の

序

の

記

さ

れ

た

一

九

四

九

年

四

月

を

根

拠

に

一

九

〇

七

年

と

推

測

で

き

る

つ

ま

り

一

九

〇

七

年

に

朴

憲

玉

氏

の

所

蔵

本

を

伝

写

し

た

も

の

と

い

う

こ

と

で

あ

る

一

九

七

四

年

金

三

不

本

を

底

本

と

し

て

注

釈

を

つ

け

鄭

柄

昱

校

註

壅

固

執

伝

と

い

う

形

で

再

版

さ

れ

て

い

る

(

１

５

)

一

壅

固

執

伝

の

研

究

史

壅

固

執

伝

の

出

典

に

関

す

る

先

行

研

究

は

壅

固

執

伝

の

主

題

の

取

り

方

に

よ

て

三

つ

に

分

け

ら

れ

る

つ

ま

り

僧

を

虐

待

す

る

と

罰

が

当

る

と

い

う

モ

チ

フ

を

主

題

と

す

る

か

も

し

く

は

同

じ

姿

に

変

身

し

た

者

と

の

争

い

を

主

題

に

す

る

か

に

よ

て

指

摘

さ

れ

る

出

典

は

異

な

て

い

る

出

典

と

し

て

指

摘

さ

れ

る

説

話

と

先

行

研

究

を

そ

の

主

題

ご

と

に

よ

て

整

理

す

る

と

次

の

よ

う

で

あ

る

Ⅰ

僧

を

虐

げ

る

と

罰

に

当

た

る

と

い

う

話

型

長

者

沼

説

話

類

型

崔

来

沃

氏

は

全

国

的

に

分

布

し

て

い

る

長

者

沼

説

話

類

型

の

話

を

壅

固

執

伝

の

出

典

と

し

口

伝

と

文

献

を

合

わ

せ
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一

三

八

種

の

類

話

を

指

摘

し

た

(

１

６

)

ち

な

み

に

張

徳

順

氏

は

奎

章

閣

所

蔵

朝

鮮

邑

誌

に

収

録

さ

れ

て

い

る

説

話

か

ら

三

つ

の

話

を

取

り

上

げ

壅

固

執

伝

の

類

話

の

一

つ

で

あ

る

と

指

摘

し

た

黄

海

道

海

西

邑

誌

康

翎

邑

誌

古

蹟

條

跡

婦

岩

黄

海

道

海

西

邑

誌

松

禾

邑

誌

古

蹟

條

龍

岩

慶

尚

道

咸

昌

邑

誌

古

蹟

條

萬

枝

臺

・

張

徳

順

説

話

の

小

説

化

壅

固

執

伝

と

裴

裨

将

伝

を

中

心

に

韓

国

説

話

文

学

研

究

博

而

精

出

版

社

一

九

九

五

年

張

徳

順

氏

は

ほ

か

に

本

物

と
偽

物

の

争

い

モ

チ

フ

の

話

や

イ

ン

ド

説

話

ま

た

金

慶

争

主

説

話

な

ど

も

出

典

と

し

て

指

摘

し

て

い

る

Ⅱ

本

物

と

偽

物

と

の

争

い

の

話

型

①

鼠

が

あ

る

人

と

同

じ

姿

に

化

け

て

本

物

を

追

い

出

す

と

い

う

話

型

韓

国

口

碑

な

ど

口

承

の

民

間

説

話

に

多

く

見

ら

れ

る

・

催

来

沃

壅

固

執

伝

の

諸

問

題

研

究

東

洋

学

第

一

九

号

檀

国

大

学

校

東

洋

学

研

究

所

一

九

八

九

年

・

金

鉉

龍

壅

固

執

伝

の

根

源

説

話

研

究

国

語

国

文

学

第

六

二

号

一

九

七

三

年

②

爪

を

粗

末

に

し

て

は

な

ら

ぬ

孫

晉

泰

朝

鮮

民

話

集

郷

土

研

究

社

一

九

三

〇

年

・
張

徳

順

説

話

の

小

説

化

壅

固

執

伝

と

裴

裨

将

伝

を

中

心

に

韓

国

説

話

文

学

研

究

博

而

精

出

版

社

一

九

九

五

年

③

柳

淵

伝

(

１

７

)

・

金

鉉

龍

壅

固

執

伝

の

根

源

説

話

の

研

究

国

語

国

文

学

巻

六

二

六

三

国

語

国

文

学

会

一

九

七

三

年

Ⅲ

Ⅰ
と

Ⅱ
と

が

混

ざ

た

話

型

①

ジ

タ

カ

七

八

話

イ

リ

シ

前

生

物

語

(

１

８

)
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・

鄭

仁

漢

壅

固

執

伝

の

説

話

研

究

文

学

と

言

語

巻

一

文

学

と

言

語

研

究

会

編

一

九

八

〇

年

②

西

遊

記

三

九

回

五

八

回

・

丁

奎

福

西

遊

記

と

韓

国

古

小

説

亜

細

亜

研

究

第

四

八

号

高

麗

大

学

校

ア

ジ

ア

問

題

研

究

所

編

一

九

七

二

年

③

眞

許

仮

許

事

破

睡

録

副

墨

子

編

(

１

９

)

・

金

東

旭

パ

ン

ソ

リ

根

源

説

話

添

補

国

語

国

文

学

巻

三

四

・

三

五

国

語

国

文

学

会

編

一

九

六

七

年

④

金

慶

争

主

説

話

實

事

叢

譚

巻

二

福

無

非

次

自

己

召

條

(

２

０

)

・

張

徳

順

Ⅰ

僧

を

虐

げ

る

類

型

を

も

つ

説

話

の

挙

げ

た

論

文

に

同

じ

Ⅰ
の

僧

を

虐

げ

る

と

罰

に

当

た

る

と

い

う

長

者

沼

説

話

の

類

型

の

説

話

に

お

い

て

托

鉢

を

し

に

来

た

僧

を

虐

げ

て

追

い

出

す

と

い

う

展

開

や

僧

を

虐

げ

る

と

罰

に

当

た

る

と

い

う

展

開

か

ら

見

る

と

壅

固

執

伝

前

半

部

偽

物

の

登

場

の

原

因

と

な

た

壅

固

執

の

悪

行

と

類

似

し

て

い

る

し

か

し

長

者

沼

説

話

の

類

型

の

説

話

に

は

本

物

と
偽

物

が

争

う

と

い

う

展

開

は

な

い

と

こ

ろ

が

Ⅱ
の

よ

う

な

鼠

が

あ

る

人

と

同

じ

姿

に

化

け

て

本

物

を

追

い

出

す

話

型

に

は

僧

ま

た

は

仏

教

に

関

す

る

モ

チ

フ

は

な

く

仏

教

的

な

主

題

も

持

た

な

い

従

て

壅

固

執

伝

や

宇

治

拾

遺

留

志

長

者

の

よ

う

な

仏

教

的

要

素

は

認

め

ら

れ

な

い

こ

う

し

た

こ

と

か

ら

長

者

沼

説

話

や

僧

を

虐

げ

る

と

罰

に

当

た

る

と

い

う

類

型

の

説

話

一

つ

を

も

て

壅

固

執

伝

の

出

典

と

論

ず

る

こ

と

は

難

し

い

ま

た

長

者

沼

説

話

は

韓

国

口

碑

１-

１

に

龍

井

里

龍

沼

の

伝

説

と

い

う

題

名

で

収

録

さ

れ

て

い

る

が

韓

国

口

碑

で

は

壅

固

執

伝

類

型

の

話

と

し

て

分

類

さ

れ

て

い

な

い

考

察

し

た

結

果

韓

国

口

碑

に

お

い

て

は

本

物

と
偽

物

と

の

争

い

モ

チ

フ

の

話

が

壅

固

執

伝

類

型

の

話

と

し

て

分

類

さ

れ

て

い

る

こ

と

が

確

認

で

き

た

本

章

に

お

い

て

は

壅

固

執

伝

類

話

と

し

て

僧

や

托

鉢

を

す

る

と

い

う

モ

チ

フ

の

登

場

の

よ

う

な

仏

教

的

要

素

と

と

も

に

本

物

と
偽

物

と

の

争

い

の

モ

チ

フ

が

混

ざ

た

話

型

に

注

目

し

た

い

そ

れ

は

仏

教

的

要

素

と

と

も

に

本

物

と
偽

物

と

の

争

い

の

モ

チ

フ

の

話

型

が

比

較

対

象

と

す

る

宇

治

拾

遺

留

志

長

者

今

昔

法

苑

と

壅

固

執

伝

と

の

共

有

す

る



- 147 -

話

型

で

あ

る

と

考

え

る

か

ら

で

あ

る

二

韓

国

口

碑

文

学

大

系

に

お

け

る

壅

固

執

伝

類

型

の

話

そ

こ

で

先

に

私

は

今

回

の

考

察

に

備

え

韓

国

の

古

典

壅

固

執

伝

を

日

本

語

に

翻

訳

し

た
２
１

ま

ず

壅

固

執

伝

か

ら

事

項

を

取

り

出

す

そ

の

中

で

物

語

を

構

成

す

る

骨

格

を

な

す

基

本

的

事

項

と

付

加

的

に

形

成

さ

れ

て

い

る

説

明

的

事

項

と

を

区

分

す

る

こ

と

に

し

た

い

補

注

-

韓

国

口

碑

に

壅

固

執

伝

類

型

の

話

と

し

て

分

類

さ

れ

て

い

る

説

話

は

総

計

三

七

話

で

あ

る

類

系

分

類

６

３

１-

２

主

人

に

化

け

て

本

物

の

主

人

を

追

い

出

し

た

鼠

の

退

治

壅

固

執

伝

類

型

の

話

韓

国

口

碑

に

収

録

さ

れ

て

い

る

三

七

話

の

壅

固

執

伝

類

型

の

話

は

韓

国

各

地

域

に

分

布

し

て

い

る

こ

と

が

分

か

る

特

に

鼠

が

化

け

て

偽

物

の

人

間

と

な

り

本

物

と

争

う

と

い

う

話

型

が

多

く

見

ら

れ

る

三

三

話

２

Ⅱ
の

よ

う

な

化

け

た

鼠

が

ほ

ん

も

の

人

間

を

追

い

出

す

と

い

う

類

型

の

話

型

を

先

行

研

究

に

お

い

て

は

化

け

た

鼠

説

話

類

型

と

も

言

う

調

査

の

結

果

韓

国

口

碑

に

お

い

て

そ

の

化

け

た

鼠

説

話

類

型

と

壅

固

執

伝

類

型

の

話

は

同

じ

類

系

に

分

類

類

系

分

類

６

３

１-

２

主

人

に

化

け

て

本

物

の

主

人

を

追

い

出

し

た

鼠

の

退

治

壅

固

執

伝

類

型

の

話

さ

れ

て

い

る

こ

と

が

確

認

さ

れ

た

同

じ

姿

の

者

二

人

が

出

て

き

て

迷

わ

せ

る

と

い

う

話

型

は

数

多

く

あ

る

韓

国

の

古

典

小

説

の

中

で

も

壅

固

執

伝

だ

け

で

あ

る

と

指

摘
２
２

さ

れ

て

い

る

そ

の

ほ

か

今

昔

に

は

巻

二

七

第

三

九

話

狐

変

人

妻

形

来

家

語

と

狐

が

妻

と

同

じ

姿

に

化

け

て

家

に

入

て

来

る

と

い

う

説

話

が

あ

る

こ

と

は

参

考

と

な

る

だ

ろ

う

第

三

節

宇

治

拾

遺

物

語

と

壅

固

執

伝

と

の

比

較

宇

治

拾

遺

留

志

長

者

と

法

苑

七

七

長

者

経

及

び

壅

固

執

伝

の

比

較

分

析

を

行

い

表

１

と

す

る

仏



      
  

  
   
  

  
 
 

   
 

     

 
 

 

 

 
 
 

 

 

 

 
 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  
  

 
 
 
 
 

・・ ・ 1 S (

鐘
区
別

方
法

麕 歌8 人
物

・

天
龍
八
部
四
衆
は
こ
れ
裹
き
、
賺
を
悟
る
。

仏
を
信
じ
て

^
垣
果
を
傳
る
。

-
元
の
姿
(

帝
釈
天
)
に
一
民
す
。

仏
の
力
で
、

一
{

文

が

、
財
産
塞
ぃ
果
た
す

棒
で
叩
か
れ
道
に
捨
て
ら
れ
る
。

c
l
i

の
人
数
、
財
産
、
秘
密
の
事
を
聞
く 

1

ゆ
薦
の
下
に
あ
る
ア
ザ

食
事
を
作
り
、
蔵
を
開
い
て
財
宝
や
衣
服
の
飾
り
を
母
や
妻
、
蠢

と
人
々
に
与
え
る

裏
天
が
変
身

お
酒
を
飲
ん
で
帝
釈
天
を
・
し
た
た
め

・

ユ

即

賽

馨

大

・

、
讀

塵

天

帝

釋

一

i
を
し
な
い
、

S
で

あ

る

が

け

s
い
。

慮
至
長
者 ・

缲
林
』

S
至
長
者
因
・
」

か
や
ぅ
に
、
帝
釋
は
人
を
み
ち
び
か
せ
^
*
、
は
か
り
な
し
。
そ
';'
ろ
に
、
#

者
が
財4

奚
は
ん
と
は
、
な
に
し
に
お
ぼ
し
め
さ
ん
。
響

の

業

に

よ

り
S

讓
に
落
べ
象

,-
S
あ
ま
れ
ま
せ
・
心
ざ
し
に
ょ
り
て
、
か

▲
へ
さ
せ
給

け
る
こ
そ
目
出
けれ

"
'

仏

力

・

沮
譽

1¢
し
て、

悪

心
が
離
れ

h
心
臭

元
の
姿
(

帝
釈
天
)
に
戻
す
。

fA
の
力
で
、

に
せ
も
の
は
蔵
を
開
け
て
人
々
に
宝
物
*

r£
る
、

ほ
ん
も
の
だ
と
言
っ
て
も
認
め
て
く
れ
な
い
。

腰
に
、
ほ
く
ろ
の
あ
と

蔵
を
開
け
て
妻
子
、
従

<
修

仃

煮W

{

な
ど
、
み
ん
な
に
宝
物
を
配
る
。

—

b

帝
釈
天
が
変
身

(

歌
の
内
容
か
ら
)
憎
ら
し
い
と
思
つ
て

「ム
螓
野
中
' 

鑫
飲
酒
大
安
楽
、
屋

s
天
、
勝
天
帝
尺j

心
が
け

S
い
、
吝

W
貪
飲
'

董
心
長
者

天
竺

『宇 

1
遺
』
・

萇

者

事

」

こ
の
本
は
、
人
の
訓
戒
を

1
と
し
、
男
女
を
問
わ

X
抗
む
人
は

i
行
し
、
仙

人
に
霆
子
る
も
の

g
万1

、
讀

T

ご
・
行
し
な
い
と
、
昔

の

鑿

目

条

ゎ

皂

ぃ

。
(

天0®
a

不
可
道
)
天
災
は
？

.

〇
れ
る
が
、
自
ら

招
い
た
災
い
は
避
け
ら
れ
な
い
も
の

g
こ
れ
を
R
む
人
は
、
心
に
深
く
刻
み
、

な
に
と
'そ
^
#
行
す
る
こ
と
だ
1

窪
執
は
仏

道

峯

つ

て

、
®
#
行
と
他
人
に
・
子
る
。
 
一

に
せ
も
の
と
柔
は
、
わ
、M
と
人
形
に
化
け
る
。

仙
人
に
：？

し
て
、

に
せ
も
の
は
、
壅
固
執
の
妻
は
と
幸
せ
に
な
り
、
た
く
さ
ん
の
子
供

れ
、
こ
じ
き
に
な
る
。

官

服

に

あ

熱

八

@
>
:
頭
の
傷

ハ
ク
大
師
が
、
わ
泉
で
作
る
。

健
り
、

f
撞

a

す
る
。
 

i 

S
を
し
に
来
た
ハ
ク
大
師
を
叩
い
て
追
い
出
す
。

①
棲
が
悪
い 

②
・

窺

單

壅

固

執
(

オ
ン
•
コ
ジ
ッ
プ
)

窪

(

オ
ン
タ
ン
)
村

「窒

固

糖

，
-

典

説

話

の

受

容

と

変

化

に

つ

い

て

考

察

す

る
(

【
表

1
】

を

参

照

す

る

こ

と
) 

【
表

1
】
〔
『
宇

治

拾

遺

』
•

『
法

苑

』
•
『
壅

固

執

伝

』

の

比

較

対

照

表

〕
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以

下

説

話

の

構

成

に

そ

て

比

較

し

て

み

た

い

１

発

端

登

場

人

物

の

特

徴

と

舞

台

両

話

の

主

人

公

で

あ

る

留

志

長

者

と

壅

固

執

は

裕

福

で

あ

た

が

欲

深

い

し

け

ち

臭

い

性

格

で

あ

る

彼

ら

が

仏

ま

た

は

僧

を

侮

る

よ

う

な

行

動

を

と

る

こ

と

か

ら

話

は

展

開

す

る

す

で

に

廣

田

收

氏

に

よ

て

か

つ

て

長

者

の

意

味

も

本

来

的

に

は

私

聚

百

因

縁

集

が

示

し

て

い

る

よ

う

に

世

俗

的

な

次

元

を

遥

か

に

超

え

た

存

在

で

あ

る

そ

れ

は

中

国

文

献

や

仏

教

説

話

集

今

昔

に

お

け

る

信

仰

と

し

て

の

意

味

を

も

つ

そ

れ

が

宇

治

拾

遺

に

お

い

て

長

者

は

人

間

と

等

身

大

に

俗

化

さ

れ

信

仰

の

問

題

は

稀

薄

化

さ

れ

て

い

る

中

略

今

昔

も

宇

治

拾

遺

も

法

苑

や

ジ

タ

カ

に

い

う

仏

在

世

時

と

い

う

時

舎

衛

城

と

い

う

所

な

ど

設

定

の

枠

組

み

を

削

て

い

る

そ

し

て

長

者

の

信

仰

の

意

味

を

消

し

共

同

体

の

中

で

の

長

者

の

行

動

を

個

人

的

な

悦

楽

の

問

題

と

し

て

日

常

化

さ

せ

て

い

る

こ

と

と

関

係

が

あ

る

そ

れ

は

単

な

る

形

式

上

の

変

化

で

は

な

く

物

語

を

伝

え

よ

う

と

す

る

基

盤

の

変

化

に

よ

る

も

の

で

あ

る

そ

れ

が

日

本

化

の

受

容

に

従

う

問

題

で

あ

た

そ

の

と

き

独

立

し

た

伝

承

的

な

表

現

で

あ

る

偈

を

核

と

し

て

漢

文

表

現

か

ら

和

文

表

現

に

翻

訳

し

物

語

を

再

構

成

す

る

に

あ

た

て

合

理

化

さ

せ

て

い

く

経

過

を

物

語

の

表

現

そ

の

も

の

が

内

在

さ

せ

て

い

る

こ

と

が

指

摘

で

き

よ

う
２
３

と

批

評

さ

れ

て

き

た

と

お

り

で

あ

る

２

展

開

に

せ

も

の

登

場

の

原

因

と

な

る

主

人

公

の

悪

行

本

文

７

留

志

長

者

人

離

れ

た

る

山

の

中

の

木

の

陰

に

鳥

獣

も

な

き

所

に

て

ひ

と

り

食

ゐ

た

る

心

の

た

の

し

き

さ

物

に

も

似

ず

し

て

誦

ず

る

や

う

今

曠

野

中

食

飯

飲

酒

大

安

楽

猶

過

毘

沙

門

天

勝

天

帝

尺

此

心

は

今

日

人

な

き

所

に

一

人

ゐ

て

物

を

食

ひ

酒

を

飲

む

安

楽

な

る

事

毘

沙

門

帝

尺

に

も

ま

さ

り

た

り

と

い

ひ

け

る

を

帝

尺

き

と

御

覧

じ

て

け

り

に

く

し

と

お

ぼ

し

け

る

に

や

留

志

長

者

が

形

に

化

し

給

て

本

文

８

壅

固

執

伝
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意

地

悪

い

根

性

を

持

て

い

て

仏

教

を

侮

て

罪

の

な

い

お

坊

さ

ん

の

耳

に

穴

を

開

け

た

り

肩

に

火

で

熱

し

た

鉄

を

お

し

つ

け

た

り

し

て

有

名

で

あ

た

こ

の

奴

こ

れ

ほ

ど

意

地

悪

だ

た

の

で

壅

の

家

の

近

所

に

は

御

坊

さ

ん

す

ら

近

寄

れ

な

い

の

で

あ

た

本

文

９

壅

固

執

伝

…

母

に

対

す

る

親

不

孝

の

条

長

生

き

し

た

か

ら

て

何

の

意

味

が

あ

る

ん

だ

い

昔

か

ら

人

生

七

十

古

来

稀

な

り

と

い

う

話

が

あ

る

の

に

八

十

歳

も

な

る

我

が

お

母

さ

ん

は

長

生

き

す

ぎ

で

困

た

ね

宇

治

拾

遺

に

お

い

て

母

は

本

文

７

の

と

お

り

ほ

ん

も

の

と

に

せ

も

の

を

区

別

す

る

場

面

の

み

に

登

場

す

る

壅

固

執

伝

の

よ

う

な

母

に

対

し

て

親

不

孝

な

行

動

を

す

る

展

開

は

宇

治

拾

遺

今

昔

古

本

法

苑

に

は

出

て

来

な

い

親

不

孝

の

場

面

や

仏

教

を

侮

て

お

坊

さ

ん

を

虐

待

す

る

と

い

う

モ

チ

フ

は

仏

教

を

抑

圧

し

儒

教

を

重

ん

じ

た

朝

鮮

社

会

か

ら

の

影

響

で

あ

る

と

考

え

ら

れ

る

(

２

４

)

３

偽

物

登

場

と

区

別

方

法

こ

の

本

文

か

ら

み

る

と

宇

治

拾

遺

は

帝

尺

が

留

志

に

変

身

す

る

壅

固

執

伝

の

場

合

は

ハ

ク

大

師

が

わ

ら

束

を

も

て

偽

物

を

作

る

と

こ

ろ

に

特

徴

が

あ

る

宇

治

拾

遺

に

お

い

て

は

本

物

の

確

認

方

法

と

し

て

腰

に

あ

る

小

さ

な

ほ

く

ろ

が

用

い

ら

れ

る

壅

固

執

伝

で

は

官

服

の

傷

穴

と

頭

の

傷

あ

と

そ

の

ほ

か

官

庁

か

ら

は

戸

籍

を

聞

か

れ

る

こ

の

戸

籍

や

財

産

家

の

秘

密

の

こ

と

に

つ

い

て

聞

か

れ

る

場

面

は

法

苑

に

類

似

す

る

４

結

末

宇

治

拾

遺

に

は

本

文

仏

の

御

力

に

て

の

よ

う

に

仏

の

力

で

元

の

姿

帝

釈

天

に

戻

る

壅

固

執

伝

に

お

い

て

は

白

髪

道

士

の

道

術

で

偽

物

は

わ

ら

束

に

子

供

は

操

り

人

形

と

な

る

宇

治

拾

遺

壅

固

執

伝

両

話

と

も

に

主

人

公

は

反

省

し

て

仏

教

を

敬

い

善

人

と

な

る

ハ

ピ

エ

ン

ド

の

結

末

で

あ

る

こ

の

よ

う

な

相

違

は

小

林

保

治

氏

が

指

摘

さ

れ

る

よ

う

に
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長

者

経

で

は

王

が

釈

尊

の

力

を

頼

り

に

二

人

の

盧

至

を

像

に

載

せ

て

共

々

に

仏

所

に

赴

き

事

の

解

決

を

計

ろ

う

と

し

た

と

叙

す

る

こ

と

を

宇

治

拾

遺

は

仏

の

御

も

と

に

二

人

な

が

ら

ま

い

り

た

れ

ば

と

王

は

同

行

せ

ず

に

帝

釈

と

盧

至

の

二

人

が

自

発

的

に

連

れ

立

て

出

か

け

た

よ

う

に

語

り

最

終

的

な

結

着

の

場

面

に

は

王

は

登

場

し

な

い

と

い

う

よ

う

に

王

の

扱

い

が

い

か

に

も

軽

い

も

の

に

な

て

い

る

こ

れ

も

日

本

化

の

一

端

と

み

て

よ

い

(

２

５

)

と

捉

え

る

こ

と

が

で

き

る

以

上

の

考

察

か

ら

宇

治

拾

遺

今

昔

と

壅

固

執

伝

の

展

開

上

の

特

徴

に

つ

い

て

整

理

す

る

と

次

の

よ

う

で

あ

る

・

壅

固

執

伝

の

展

開

①

僧

を

迫

害

す

る

場

面

②

わ

ら

で

偽

物

を

作

る

こ

と

③

壅

固

執

の

妻

が

偽

物

の

子

供

を

た

く

さ

ん

産

む

④

白

髪

道

士

に

願

て

問

題

解

決

偽

物

が

わ

ら

束

に

戻

す

⑤

母

に

対

す

る

親

不

孝

・

宇

治

拾

遺

今

昔

の

展

開

①

主

人

公

が

山

の

中

に

行

て

一

人

で

食

事

を

し

お

酒

に

酔

て

歌

う

②

偽

物

が

蔵

を

開

け

て

妻

や

母

な

ど

人

々

に

財

物

を

与

え

る

③

帝

釈

天

の

登

場

帝

釈

天

が

偽

物

に

変

身

す

る

④

仏

の

力

で

問

題

解

決

帝

釈

天

が

元

の

姿

に

戻

す

お
わ

り

に

以

上

宇

治

拾

遺

第

八

五

話

留

志

長

者

と

韓

国

の

古

典

壅

固

執

伝

と

の

比

較

を

通

じ

て

話

型

と

構

成

に

つ

い

て

考
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察

し

た

宇

治

拾

遺

と

壅

固

執

伝

は

僧

や

仏

な

ど

仏

教

的

モ

チ

フ

と

と

も

に

偽

物

と

の

争

い

と

い

う

モ

チ

フ

に

よ

て

構

成

さ

れ

る

話

型

を

共

有

し

て

い

る

た

だ

し

二

つ

の

作

品

の

構

成

は

説

話

と

パ

ン

ソ

リ

系

小

説

と

い

う

異

な

た

形

式

に

よ

る

そ

れ

で

ま

ず

壅

固

執

伝

の

事

項

を

取

り

出

し

比

較

分

析

を

行

た

そ

の

結

果

壅

固

執

伝

は

母

親

の

親

不

行

を

嘆

く

歌

の

条

や

中

国

の

故

事

の

引

用

・

本

物

の

確

認

の

際

丁

寧

に

戸

籍

を

説

明

す

る

場

面

な

ど

付

加

す

る

修

辞

が

多

い

と

い

う

こ

と

が

分

か

た

さ

ら

に

留

志

長

者

の

原

典

と

な

る

法

苑

の

事

項

を

取

り

出

し

て

構

成

の

特

質

や

展

開

に

つ

い

て

考

察

し

壅

固

執

伝

と

の

比

較

分

析

を

行

た

結

論

と

し

て

は

法

苑

で

は

仏

の

教

え

と

し

て

の

因

果

が

重

視

さ

れ

て

い

る

が

壅

固

執

伝

で

は

道

徳

的

教

訓

が

重

視

さ

れ

て

い

る

と

言

え

る

そ

れ

で

は

宇

治

拾

遺

・

壅

固

執

伝

両

話

を

発

端
・
展

開
・
危

機

・
解

決

・
結

末

と

い

た

構

成

に

つ

い

て

各

話

の

特

質

に

つ

い

て

整

理

す

る

と

表

２

の

よ

う

に

な

る

表

２

か

ら

①

発

端

部

分

の

特

徴

と

し

て

壅

固

執

伝

に

親

不

孝

僧

を

迫

害

す

る

と

い

う

こ

と

が

挙

げ

ら

れ

る

宇

治

拾

遺

に

は

壅

固

執

伝

の

よ

う

な

仏

教

を

侮

り

僧

を

迫

害

す

る

と

い

た

僧

を

虐

待

す

る

展

開

と

親

不

孝

の

展

開

は

な

い

壅

固

執

伝

に

お

け

る

親

不

孝

の

展

開

は

朝

鮮

の

社

会

文

化

と

な

る

儒

教

思

想

と

つ

な

が

る

も

の

と

考

え

ら

れ

る

が

宇

治

拾

遺

に

は

こ

う

い

た

儒

教

思

想

は

読

み

取

れ

な

い

②

の

展

開

に

お

い

て

壅

固

執

伝

は

托

鉢

を

し

に

来

た

ハ

ク

大

師

に

激

怒

し

耳

に

穴

を

開

け

お

尻

を

叩

い

て

追

い

出

す

と

僧

を

迫

害

す

る

場

面

が

詳

し

く

描

か

れ

て

い

る

こ

れ

に

対

し

宇

治

拾

遺

で

は

僧

を

迫

害

す

る

と

い

う

展

開

は

な

く

留

志

長

者

が

酒

に

酔

て

踊

り

な

が

ら

帝

釈

天

を

屈

辱

す

る

よ

う

な

内

容

の

歌

を

歌

た

た

め

に

偽

物

が

登

場

す

る

と

い

う

展

開

で

あ

る

ほ

か

に

③

偽

物

の

登

場

に

お

い

て

壅

固

執

伝

は

ハ

ク

大

師

が

わ

ら

束

で

偽

物

を

作

る

と

あ

る

が

宇

治

拾

遺

で

は

帝

釈

天

が

に

せ

も

の

に

変

身

す

る

と

あ

る

し

か

し

偽

物

が

元

の

姿

に

戻

る

と

い

う

問

題

の

解

決

に

お

い

て

壅

固

執

伝

は

偽

物

を

作

た

の

は

ハ

ク

大

師

で

は

な

く

仙

人

と

あ

る

が

宇

治

拾

遺

で

は

仏

の

力

で

帝

釈

天

が

元

の

姿

に

戻

す

と

あ

る



  
  
  
 

 
  
 

 
      
   
 

 
 

  
     
    

 

 
  
 

  
      
  
    
  

   
 

 
     
      
 
    
 

  

 
   
 
  
 

   
    

   
    
     
    
    

  
 
   

  
 
       

 
  

    

 
 

   
  
   
   
 
   
 

   
 
 

 

 
 
   
   
  

 
  

      

  

 
    
  
        
      

 
 
  
 
 
  

  
 

  
   
    
 

 

 

 
 

  

 

 
 

 

 
 

  
 

 

 

④
危
機

③
に
せ

も
の

②
展
開

①
発
端

に
せ
も
の
は
蔵
を
開
け
て
人
々
に
宝
物
を
配
る

ほ
ん
も
の
の
事
を
、
認
め
て
く
れ
な
い

帝
釈
天
が
変
身

お
酒
に
酔
っ
て
「今
曠
野
中
、
食
飯
飲
酒
大
安

楽
、
猶
過
毘
沙
門
天
、
勝
天
帝
尺
」
と
歌
ぅ

心
が
け
ち
く
さ
い

『
宇
治
拾
遺
』

「留
志
長
者
事
」

追
い
出
さ
れ
て
、
こ
じ
き
に
な
る

ハ
ク
大
師
が
わ
ら
束
で
作
る
。
 

1

托
鉢
を
し
に
来
た
ハ
ク
大
師
に
激
怒
し
、
耳
に
穴
を

開
け
、
お
尻
を
叩
い
て
追
い
出
す

親
不
孝
、

仏
教
を
侮
り
、

僧
を
迫
害
す
る

性
格
が
悪
く
て
、

「壅
固
執
伝
」

⑧
結
末

⑦
結
果

⑥
解
決

⑤
区
別

物
惜
し
む
心
も
失
ぅ

悪
い
心
が
離
れ
、

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

須
陀
垣
果
を
証
し
て
、

元

の

姿
(

帝
釈
天
)
に
戻
す
。

仏
の
力
で
、

腰
に
、
ほ
く
ろ
の
あ
と
、

王
と
、

仏
に
訴
え
る
。

他
人
に
積
善
す
る

親
不
孝
と
、

仏
道
を
尊
っ
て
、

に
せ
も
の
と
子
供
は
、
わ
ら
束
と
人
形
に
化
け
る

仙
人
に
礼
拝
し
て
、

① 
妻
…
官
服
の
傷
穴

② 
妻
…
頭
の
傷
と
白
髪

③ 
官
庁
か
ら
…
戸
籍
、
財
産
な
ど
を
聞
か
れ
る

金

別

監
(

壅
座
首
の
次
官
)
と
、

官
庁
に
訴
え
る

壅
固
執
の
妻
、
に
せ
も
の
の
子
供
を
産
む

④
の

本

物

の

危

機

に

お

い

て

、
『
壅

固

執

伝

』

は

、

追

い

出

さ

れ

て

こ

じ

き

に

な

る

と

あ

る

が

、
『
宇

治

拾

遺

』

で

は

、

追
い

出

さ 

れ

た

後

、
本

物

の

苦

労

す

る

展

開

は

記

し

て

い

な

い

。
『
壅

固

執

伝

』

は

、
「
妻

は

偽

物

と

幸

せ

に

な

り

、
た

く

さ

ん

の

子

供

を

産

む

」
 

と

あ

る

が

、
『
宇

治

拾

遺

』
で

は

「
偽

物

は

蔵

を

開

け

て

人

々

に

宝

物

を

配

る

」
と

、
他

人

に

積

善

す

る

と

い

う

展

開

と

な

っ

て

い

る

。
 

『
壅

固

執

伝

』

の

よ

う

な

「
妻

が

、

偽

物

の

子

供

を

産

む

」

と

い

う

展

開

や

、

「
僧

を

迫

害

す

る

」

「
親

不

孝

」

の

よ

う

な

展

開

は

、
 

観

見

客

を

意

識

し

た

劇

な

ら

で

は

の

面

白

さ

を

求

め

た

も

の

と

考

え

ら

れ

る

。

つ

ま

り

、

観

劇

と

い

う

パ

ン

ソ

リ

か

ら

生

じ

た

小
説 

と

し

て

の

特

徴

で

あ

る

と

考

え

ら

れ

る

。

⑤
の

本

物

の

区

別

方

法

と

し

て

『
壅

固

執

伝

』

に

は

、

①
妻

…

官

服

の

傷

穴

②
妻

…

頭
の 

傷

と

白

髪

③
官

庁

か

ら

戸

籍

、

財

産

な

ど

を

聞

か

れ

る

内

容

に

つ

い

て

詳

し

く

描

か

れ

て

い

る

。

そ

れ

に

対

し

『
宇

治

拾

遺

』

は

、
 

母

に

よ

る

「
腰

に

、

ほ

く

ろ

の

あ

と

」

を

確

認

す

る

こ

と

が

重

視

さ

れ

て

い

る

。

【
表

2
】
〔『
宇

治

拾

遺

』

「
留

志

長

者

事

」

と

『
壅

固

執

伝

』

比

較

表

〕
(
太

字

は

、

各

話

の

特

徴

の

展

開

と

さ

れ

る

と

こ

ろ

で

あ

る
)

153 -
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ち

な

み

に

⑥

の

問

題

解

決

に

お

い

て

壅

固

執

伝

は

偽

物

を

作

た

の

は

ハ

ク

大

師

訴

え

た

と

こ

ろ

は

官

庁

問

題

解

決

は

白

髪

道

士

と

三

人

は

つ

な

が

り

の

な

い

人

物

で

あ

る

し

か

し

宇

治

拾

遺

は

帝

釈

天

が

偽

物

と

変

身

し

偽

物

を

区

別

し

て

も

ら

う

た

め

仏

に

訴

え

最

後

に

は

仏

の

力

に

よ

り

問

題

が

解

決

さ

れ

る

と

あ

り

仏

教

と

の

関

係

が

深

く

感

じ

ら

れ

る

結

末

に

お

い

て

は

両

話

と

も

主

人

公

は

反

省

し

善

人

に

な

る

と

い

う

ハ

ピ

エ

ン

ド

で

あ

る

が

壅

固

執

伝

の

場

合

は

善

人

と

な

た

証

拠

と

し

て

改

め

て

儒

教

思

想

と

な

る

親

孝

行

の

事

例

が

繰

り

返

し

出

て

来

る

そ

れ

に

対

し

宇

治

拾

遺

は

須

陀

洹

果

を

証

し

て

悪

い

心

が

離

れ

物

惜

し

む

心

も

失

う

と

仏

の

力

を

強

調

し

て

い

る

よ

う

で

あ

る

前

述

し

た

よ

う

に

宇

治

拾

遺

と

壅

固

執

伝

は

先

行

研

究

に

よ

り

指

摘

さ

れ

る

出

典

と

さ

れ

る

説

話

は

異

な

る

壅

固

執

伝

は

鄭

仁

漢

・

張

徳

順

印

権

煥

氏

な

ど

の

先

行

研

究

に

よ

り

仏

典

説

話

か

ら

伝

承

さ

れ

た

こ

と

は

す

で

に

指

摘

さ

れ

て

い

る

が

仏

典

説

話

か

ら

の

伝

承
・
受

容
・
過

程

を

明

ら

か

に

す

る

こ

と

に

つ

い

て

は

こ

れ

か

ら

の

研

究

課

題

と

し

た

い

要

す

る

に

宇

治

拾

遺

と

壅

固

執

伝

と

は

仏

典

説

話

か

ら

伝

承

さ

れ

た

同

じ

話

型

を

持

つ

説

話

で

あ

る

と

こ

ろ

が

壅

固

執

伝

は

母

親

の

親

不

幸

を

嘆

く

歌

と

親

不

孝

が

繰

り

返

し

表

現

さ

れ

て

い

る

な

ど

朝

鮮

伝

統

文

化

で

あ

る

儒

教

思

想

が

読

み

取

れ

る

そ

れ

に

対

し

宇

治

拾

遺

に

は

仏

教

説

話

的

要

素

と

と

も

に

①

長

者

は

人

間

と

等

身

大

に

俗

化

さ

れ

信

仰

の

問

題

は

稀

薄

化

さ

れ

て

い

る
２
６

②

仏

の

御

も

と

に

二

人

な

が

ら

ま

い

り

た

れ

ば

と

王

は

同

行

せ

ず

に

帝

釈

と

盧

至

の

二

人

が

自

発

的

に

連

れ

立

て

出

か

け

た

よ

う

に

語

り

最

終

的

な

結

着

の

場

面

に

は

王

は

登

場

し

な

い

と

い

う

よ

う

に

王

の

扱

い

が

い

か

に

も

軽

い

も

の

に

な

て

い

る
２
７

と

①

と

②

に

お

い

て

世

俗

説

話

的

要

素

が

感

じ

ら

れ

る

な

お

③

第

一

節

２

宇

治

拾

遺

特

徴

の

展

開

に

お

い

て

指

摘

し

た

妻

に

食

べ

物

を

用

意

さ

せ

る

展

開

に

お

い

て

偽

物

が

蔵

を

開

け

て

み

ん

な

に

財

物

を

配

り

与

え

な

が

ら

言

い

分

け

の

よ

う

に

語

る

展

開

で

は

ま

ず

妻

に

食

べ

物

を

用

意

さ

せ

る

と

い

う

結

論

に

至

る

ま

で

の

妻

と

の

や

り

と

り

が

語

ら

れ

て
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い

る

法

苑

や

今

昔

に

は

こ

の

よ

う

な

展

開

は

記

さ

れ

て

い

な

い

宇

治

拾

遺

で

は

妻

と

の

や

り

と

り

を

長

く

語

る

と

こ

ろ

に

物

語

の

楽

し

さ

が

あ

る

こ

の

こ

と

は

物

語

化

さ

せ

る

た

め

の

宇

治

拾

遺

の

工

夫

と

言

え

よ

う

こ

の

よ

う

に

壅

固

執

伝

に

は

朝

鮮

の

伝

統

的

な

社

会

文

化

で

あ

る

儒

教

思

想

が

読

み

取

れ

る

こ

と

に

対

し

宇

治

拾

遺

で

は

儒

教

思

想

は

重

視

さ

れ

ず

仏

教

説

話

的

要

素

と

と

も

に

世

俗

説

話

と

し

て

物

語

化

さ

れ

て

語

ら

れ

て

い

る

と

考

え

ら

れ

る注

１

三

木

紀

人

・

浅

見

和

彦

校

注

新

日

本

古

典

文

学

大

系

宇

治

拾

遺

物

語

岩

波

書

店

一

九

九

〇

年

２

ほ

か

宇

治

拾

遺

第

八

五

話

留

志

長

者

事

の

諸

注

釈

は

次

の

と

お

り

で

あ

る

①

中

島

悦

次

校

注

宇

治

拾

遺

物

語

・

打

聞

集

全

註

解

有

精

堂

出

版

一

九

七

〇

年

こ

の

話

は

長

者

経

の

話

か

ら

得

た

所

の

今

昔

巻

第

三

第

二

二

話

と

同

話

で

あ

る

し

か

し

大

分

話

の

進

行

に

お

い

て

叙

述

が

変

化

さ

れ

て

い

る

②

小

林

智

昭

校

注

日

本

古

典

文

学

全

集

宇
治

拾

遺

物

語

小

学

館

一

九

七

五

年

長

者

経

が

も

と

に

な

る

説

話

で

あ

ろ

う

今

昔

巻

三

第

二

十

二

話

と

梅

沢

本

古

本

五

十

六

話

と

同

じ

で

あ

る

が

今

昔

の

も

と

は

き

わ

め

て

簡

略

で

あ

る

た

と

え

ば

は

は

く

そ

の

話

は

な

い

仏

陀

お

よ

び

帝

釈

天

の

慈

悲

と

方

便

の

力

を

た

た

え

る

仏

教

説

話

の

一

つ

で

あ

る

が

仏

に

方

便

に

で

も

よ

ら

な

け

れ

ば

解

脱

で

き

な

い

人

間

本

然

の

物

欲

の

強

さ

が

描

か

れ

て

い

る

食

糧

を

た

ぷ

り

持

て

誰

も

い

な

い

山

の

中

で

一

人

存

分

に

食

う

楽

し

さ

思

わ

ず

と

び

出

す

鼻

唱

の

あ

た

り

も

ほ

ほ

え

ま

し

く

ま

た

そ

れ

が

契

機

と

な

て

帝

釈

天

が

化

身

す

る

構

成

も

自

然

で

味

が

あ

り

す

ぐ

れ

た

一

編

と

い

え

よ

う

③

大

島

建

彦

校

注

新

潮

日

本

古

典

集

成

宇
治

拾

遺

物

語

新

潮

社

一

九

八

五

年
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長

者

経

に

基

づ

く

も

の

で

法

苑

七

七

に

引

か

れ

て

い

る

今

昔

三

二

二

に

は

い

く

ら

か

簡

略

に

説

か

れ

て

お

り

古

本

五

六

話

に

は

本

書

と

同

様

に

伝

わ

れ

て

い

る

仏

陀

お

よ

び

帝

釈

天

の

す

ば

ら

し

さ

が

人

間

の

物

欲

の

強

さ

と

と

も

に

ま

こ

と

に

い

き

い

き

と

示

さ

れ

て

い

る

④

小

林

智

昭

・

増

古

和

子

校

注

宇

治

拾

遺

物

語

評

釈

武

蔵

野

書

院

一

九

八

六

年

長

者

経

を

原

典

と

す

る

今

昔

巻

第

三

第

二

二

話

お

よ

び

と

古

本

五

十

六

話

と

同

話

で

あ

る

た

だ

し

今

昔

の

も

と

は

き

わ

め

て

簡

略

で

あ

る

常

套

手

段

で

は

済

度

し

が

た

い

物

欲

の

権

化

と

な

た

男

が

帝

釈

天

に

慈

悲

と

方

便

に

よ

て

解

説

し

た

と

い

う

主

題

も

情

況

も

ご

く

自

然

で

受

け

溶

け

や

す

い

仏

教

説

話

で

あ

る

な

お

人

目

を

し

の

ん

で

山

中

に

入

り

た

ら

ふ

く

食

べ

て

一

人

悦

に

入

る

男

の

姿

は

描

き

得

て

妙

で

あ

り

ま

さ

に

本

話

の

圧

巻

と

い

え

る

し

か

し

翻

て

考

え

て

み

れ

ば

物

欲

は

人

間

体

然

の

か

な

し

む

べ

き

業

と

も

い

う

べ

く

仏

の

方

便

に

よ

ら

ね

ば

解

脱

し

え

ぬ

だ

れ

に

も

課

せ

ら

れ

た

み

じ

め

さ

で

は

あ

る

ま

い

か

⑤

浅

見

和

彦

・

三

木

紀

人

校

注

新

日

本

古

典

文

学

大

系

宇

治

拾

遺

物

語

岩

波

書

店

一

九

九

〇

年

帝

釈

天

が

慳

貪

の

業

を

あ

ら

た

め

さ

せ

証

果

の

身

と

し

た

と

い

う

内

容

で

構

想

上

は

仏

教

説

話

と

全

同

し

か

し

本

話

は

長

者

に

も

何

や

ら

愛

す

る

べ

き

と

こ

ろ

が

あ

る

し

帝

釈

天

の

行

動

も

き

び

し

い

が

情

味

が

あ

る

堅

苦

し

い

仏

教

説

話

に

し

な

い

と

こ

ろ

が

本

書

の

特

徴

で

あ

る

⑥

小

林

保

治

・

増

古

和

子

校

注

新

編

日

本

古

典

文

学

全

集

宇

治

拾

遺

物

語

小

学

館

一

九

九

六

年

主

人

公

の

留

志

長

者

は

自

分

の

貪

欲

ぶ

り

を

自

覚

し

て

お

り

ま

た

そ

れ

が

改

め

ね

ば

な

ら

ぬ

性

向

だ

と

い

う

こ

と

を

承

知

し

な

が

ら

も

な

お

欲

望

に

駆

ら

れ

て

生

き

て

い

る

そ

う

い

う

設

定

ゆ

え

に

彼

の

吝

嗇

ぶ

り

が

活

写

さ

れ

調

子

に

の

て

毘

沙

門

天

や

帝

釈

天

の

名

を

引

き

合

い

に

出

す

く

だ

り

を

も

無

理

な

く

読

ま

せ

て

し

ま

う

実

は

帝

釈

天

の

憤

慨

と

報

復

は

留

志

の

墜

地

獄

を

救

う

方

便

で

あ

た

と

い

う

ま

と

め

方

は

や

や

牽

強

付

会

な

印

象

を

与

え

も

す

る

が

そ

の

枠

組

の

堅

苦

し

さ

を

さ

ほ

ど

に

は

感

じ

さ

せ

な

い

語

り

口

に

救

い

が

あ

る
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以

上

の

諸

注

釈

を

考

察

し

て

み

る

と

宇

治

拾

遺

留

志

長

者

の

説

話

は

長

者

経

を

原

典

と

し

今

昔

古

本

と

同

話

で

あ

る

が

今

昔

は

簡

略

化

さ

れ

て

い

る

仏

の

慈

悲

と

力

を

語

ろ

う

と

し

た

仏

教

説

話

で

あ

り

な

が

ら

堅

苦

し

い

仏

教

説

話

で

は

な

く

人

間

本

然

の

欲

深

い

心

が

楽

し

く

語

ら

れ

て

い

る

と

考

え

ら

れ

る

３

中

島

悦

次

校

注

宇

治

拾

遺

物

語

・

打

聞

集

全

註

解

有

精

堂

出

版

一

九

七

〇

年

４

小

林

保

治

・

増

古

和

子

校

注

新

編

日

本

古

典

文

学

全

集

宇

治

拾

遺

物

語

小

学

館

一

九

九

六

年

５

本

論

に

お

け

る

法

苑

本

文

引

用

は

釈

道

世

著

周

叔

迦
・
蘇

晉

仁

校

注

法

苑

珠

林

校

注

五

中

国

仏

教

靛

典

選

刊

二

〇

〇

三

年

を

用

い

る

６

小

林

保

治

留

志

長

者

の

事

宇

治

拾

遺

物

語

小

考

二

早

大

教

育

学

部

学

術

研

究

巻

二

五

早

稲

田

大

学

教

育

会

編

一

九

七

六

年

７

廣

田

收

留

志

長

者

事

考

宇

治

拾

遺

物

語

表

現

の

研

究

笠

間

書

院

二

〇

〇

三

年

８

望

月

信

亨

望

月

仏

教

大

辞

典

第

一

巻

世

界

聖

典

刊

行

協

会

編

第

三

版

発

行

一

九

六

〇

年

９

本

文

引

用

は

今

野

達

校

注

新

日

本

古

典

文

学

大

系

今

昔

物

語

岩

波

書

店

一

九

九

九

年

を

用

い

る

１

０

鄭

魯
湜

朝

鮮

唱

劇

史

朝

鮮

日

報

社

出

版

部

一

九

四

〇

年

１

１

宋

晩

載

観

優

戯

五

十

首

李

恵

求

宋

晩

載

の

観

優

戯

三

十

周

年

記

念

論

文

集

中

央

大

学

校

一

九

五

五

年

観

優

戯

五

十

首

と

は

宋

晩

載

一

七

七

八

一

八

五

一

年

と

推

定

に

よ

り

書

か

れ

た

パ

ン

ソ

リ

公

演

の

様

子

を

歌

た

漢

詩

で

あ

る

李

恵

求

氏

は

延

世

大

学

校

図

書

館

に

所

蔵

さ

れ

た

観

優

戯

を

初

め

て

そ

の

存

在

を

紹

介

し

論

文

宋

晩

載

の

観

優

戯

に

発

表

し

た

１

２

印

権

煥

失

伝

パ

ン

ソ

リ

詞

説

研

究

東

洋

学

第

二

六

巻

檀

国

大

学

校

東

洋

学

研

究

所

一

九

九

年

１

３

壅

固

執

伝

の

異

本

系

統

は

次

の

よ

う

で

あ

る

壅

固

執

伝

異

本

は

一

一

本

の

筆

写

本

が

伝

わ

て

い

る
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①

金

三

不

本

壅

固

執

伝

金

三

不

校

註

国

際

文

化

館

一

九

五

〇

年

鄭

柄

昱

校

註

壅

固

執

伝

新

丘

文

化

社

一

九

七

四

年

と

し

て

再

版

さ

れ

た

②

朴

順

浩

本

三

〇

張

本

壅

固

執

伝

イ

ラ

一

九

三

四

年

も

し

く

は

一

八

七

四

年

筆

写

崔

来

沃

壅

固

執

伝

韓

国

学

論

集

10

漢

陽

大

学

校

韓

国

学

研

究

所

一

九

八

六

年

③

崔

来

沃

本

三

五

張

本

壅

固

執

伝

イ

ラ

一

九

二

四

年

筆

写

崔

来

沃

壅

固

執

伝

韓

国

学

論

集

11

漢

陽

大

学

校

韓

国

学

研

究

所

一

九

八

七

年

④

朴

順

浩

本

一

五

張

本

壅

生

員

伝

一

八

九

三

年

筆

写

檀

国

大

学

校

栗

谷

図

書

館

所

蔵

ハ

ン

グ

ル

筆

写

本

古

小

説

資

料

叢

書

３

７

五

星

社

一

九

八

六

年

⑤

延

世

大

本

二

五

張

本

壅

固

執

伝

一

九

四

〇

年

筆

写

崔

来

沃

校

註

延

世

大

本

壅

固

執

伝

東

洋

学

19

檀

国

大

学

校

東

洋

学

研

究

所

一

九

八

九

年

⑥

姜

銓

燮

本

一

〇

張

壅

固

執

伝

巻

之

単

イ

ラ

筆

写

年

代

未

詳

崔

来

沃

壅

固

執

伝

異

編

師

大

論

文

集

４

漢

陽

大

学

校

一

九

八

六

年

⑦

金

一

根

本

壅

固

執

伝

打

令

調

巻

物

後

半

部

な

し

筆

写

年

代

未

詳

崔

来

沃

師

大

論

文

集

４

漢

陽

大

学

校

一

九

八

六

年

⑧

朴

順

浩

本

三

三

張

本

壅

氏

伝

巻

之

ホ

ラ

筆

写

年

代

未

詳

ハ

ン

グ

ル

筆

写

本

古

小

説

資

料

叢

書

第

三

六

巻

五

星

社

一

九

八

六

年

⑨

金

東

旭

本

三

三

張

本

⑩

史

在

東

本

一

六

張

本

⑪

金

鐘

喆

本

一

八

張

本

一

九

〇

九

年

筆

写

パ

ン

ソ

リ

系

小

説

は

口

承

と

い

う

パ

ン

ソ

リ

の

性

格

上

聴

衆

や

筆

写

者

の

意

識

と

意

図

時

代

的

背

景

な

ど

の

違

い

に
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よ

り

様

々

な

異

本

が

生

じ

た

と

考

え

る

こ

の

論

文

に

お

い

て

は

①

金

三

不

本

②

鄭

柄

昱

校

註

本

③

朴

順

浩

本

④

崔

来

沃

本

⑤

延

世

大

本

を

中

心

に

比

較

考

察

を

行

う

こ

と

に

す

る

１

４

金

三

不

校

註

壅

固

執

伝

国

際

文

化

館

一

九

五

〇

年

１

５

鄭

柄

昱

校

註

壅

固

執

伝

新

丘

文

化

社

一

九

七

四

年

日

本

語

訳

に

つ

い

て

は

論

者

が

す

で

に

日

本

古

典

文

学

研

究

資

料

紹

介

壅

固

執

伝

第

一

号

二

〇

一

一

年

一

〇

月

に

発

表

し

た

本

論

に

お

け

る

壅

固

執

伝

本

文

テ

キ

ス

ト

と

し

て

用

い

る

１

６

崔

来

沃

説

話

と

小

説

化

過

程

に

対

す

る

構

造

分

析

殊

に

長

者

沼

伝

説

と

壅

固

執

伝

の

場

合

ソ

ウ

ル

大

学

校

国

文

学

研

究

会

編

国

文

学

研

究

第

七

巻

ソ

ウ

ル

大

学

校

国

文

学

研

究

会

一

九

六

八

年

１

７

一

六

〇

七

年

朝

鮮

王

朝

時

代

に

実

際

起

き

た

事

件

を

記

し

た

話

の

こ

と

李

恒

福

白

沙

集

巻

一

六

に

収

録

１

８

中

村

元

監

修

・

補

注

ジ

タ

カ

全

集

第

八

巻

春

秋

社

一

九

八

二

年

１

９

破

睡

録

は

作

者
・
年

代

未

詳

の

漢

文

笑

話

集

の

こ

と

異

本

と

し

て

ソ

ウ

ル

大

学

校

所

蔵

破

睡

録

・
油

印

本

古

今

笑

叢

破

睡

録

が

あ

る

古

今

笑

叢

破

睡

録

に

よ

る

と

編

者

は

副

墨

子

編

纂

年

度

は

歳

壬

戌

陽

月

初

吉

と

あ

る

が

確

か

な

年

次

は

知

ら

れ

て

い

な

い

鄭

容

秀

氏

は

破

睡

録

研

究

に

お

い

て

一

九

九

五

年

韓

国

漢

文

学

会

発

表

奎

章

本

金

淵

破

睡

録

を

根

拠

と

し

て

一

六

八

二

年

金

淵

に

よ

て

編

纂

さ

れ

た

と

推

定

２

０

一

九

一

八

年

崔

永

年

一

八

五

六

一

九

三

五

年

に

よ

り

書

か

れ

た

説

話

集

の

こ

と

２

１

金

恩

愛

資

料

紹

介

壅

固

執

伝

日

本

古

典

文

学

研

究

第

一

号

二

〇

一

一

年

一

〇

月

２

２

丁

奎

福

西

遊

記

と

韓

国

古

小

説

亜

細

亜

研

究

第

四

八

号

高

麗

大

ア

ジ

ア

問

題

研

究

所

一

九

七

二

年

２

３

注(

７)

に

同

じ

２

４

印

権

煥

壅

固

執

伝

の

仏

教

的

考

察

根

源

説

話

と

主

題

を

中

心

に

民

族

文

化

研

究

第

二

八

巻

民

族

文

化

研

究
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所

一

九

九

五

年

印

権

煥

氏

に

よ

る

壅

固

執

伝

出

典

と

さ

れ

る

説

話

の

指

摘

を

私

に

要

約

整

理

す

る

と

次

の

よ

う

で

あ

る

壅

固

執

伝

は

イ

ン

ド

の

仏

典

説

話

か

ら

伝

わ

た

仏

教

説

話

を

出

典

と

し

パ

ン

ソ

リ

を

経

て

形

成

・

展

開

さ

れ

た

仏

教

的

小

説

で

あ

る

し

か

し

異

本

の

筆

写

が

広

が

り

つ

つ

パ

ン

ソ

リ

の

観

客

層

の

社

会

批

判

意

識

と

当

時

の

社

会

が

諷

刺

的

に

描

か

れ

て

仏

教

的

主

題

に

付

け

加

え

ら

れ

た

と

思

わ

れ

る

初

め

に

説

話

化

パ

ン

ソ

リ

化

小

説

化

に

参

加

し

た

伝

承

者

・

作

家

・

編

者

た

ち

の

身

分

は

文

章

力

の

あ

る

僧

ま

た

は

仏

教

信

従

・

廣

大

類

と

も

推

測

さ

れ

る

具

体

的

に

は

作

品

に

描

か

れ

る

僧

の

様

子

か

そ

の

僧

た

ち

に

好

感

や

同

情

を

持

た

仏

教

信

従

だ

と

考

え

ら

れ

る

そ

の

僧

た

ち

は

観

相

や

お

守

り

な

ど

民

間

的

大

衆

的

仏

教

階

層

に

深

く

入

り

込

み

念

仏

と

布

施

を

求

め

お

寺

増

築

や

布

教

活

動

を

し

な

が

ら

暮

ら

す

僧

た

ち

と

考

え

ら

れ

る

し

か

し

当

時

社

会

に

お

い

て

僧

は

支

配

階

層

や

貴

族

た

ち

か

ら

蔑

視

さ

れ

実

際

に

も

僧

は

権

勢

を

失

い

非

難

と

嘲

弄

の

対

象

と

な

る

場

合

も

少

な

く

な

い

そ

の

た

め

作

品

に

出

て

く

る

仏

教

を

侮

り

僧

に

対

し

虐

待

す

る

場

面

は

当

時

僧

の

直

面

し

た

現

実

で

あ

た

と

言

え

よ

う

２

５

注(

６)

に

同

じ

２

６

注(

７)

に

同

じ

２

７

注(

６)

に

同

じ
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結

章

鎌

倉

初

期

に

成

立

し

た

と

さ

れ

る

説

話

集
『

宇

治

拾

遺

』
を

読

も

う

と

す

る

と

き

、
ど

の

よ

う

な

分

析

方

法

が

有

効

で

あ

ろ

う

か

。

い

う

ま

で

も

な

く

、

国

文

学

に

お

け

る

伝

統

的

な

説

話

研

究

で

は

、

考

察

の

対

象

と

す

る

説

話

を

、

並

行

す

る

同

一

説

話

を

も

っ

て

対

照

さ

せ

、

表

現

上

の

異

同

を

調

べ

、

異

同

の

意

味

す

る

と

こ

ろ

を

明

ら

か

に

す

る

と

い

う

ふ

う

に

、

比

較

分

析

の

方

法

に

よ

っ

て

『

宇

治

拾

遺

』

の

説

話

の

独

自

性

を

追

求

す

る

手

続

き

が

あ

る

こ

と

は

周

知

の

と

お

り

で

あ

る

。

注

釈

の

伝

統

に

基

づ

く

分

析

を

主

と

す

る

物

語

研

究

と

は

異

な

り

、

説

話

は

比

較

と

い

う

独

得

の

分

析

方

法

が

有

効

で

あ

る

と

さ

れ

て

き

た

。

と

こ

ろ

で

、
早

く

か

ら

日

本

の

古

典

文

学

研

究

の

有

力

な

方

法

と

し

て

、
和

漢

比

較

文

学

と

い

う

領

域

が

存

在

す

る

。
と

こ

ろ

が

、

そ

れ

は

特

に

中

国

の

古

文

献

、
経

典

や

歴

史

書

、
『

文

選

』
や
『

白

氏

文

集

』
に

代

表

さ

れ

る

漢

詩

や

漢

文

、
あ

る

い

は

唐

代

の

小

説

と

の

比

較

が

盛

ん

に

行

わ

れ

て

き

た

。

と

こ

ろ

が

、

従

来

の

こ

の

よ

う

な

研

究

は

、

東

ア

ジ

ア

と

い

っ

て

も

日

・

中

間

の

限

ら

れ

た

比

較

に

終

始

し

、

中

国

文

学

が

日

本

に

伝

播

し

受

容

さ

れ

た

と

い

う

枠

組

み

の

も

と

で

だ

け

論

じ

ら

れ

て

き

た

。

と

こ

ろ

が

、

伝

播

論

は

、

伝

播

・

受

容

が

作

品

の

本

文

す

べ

て

、

、

、
を

決

定

す

る

か

の

よ

う

な

印

象

を

与

え

る

と

こ

ろ

に

、

私

は

疑

問

を

も

つ

。

そ

れ

だ

け

で

は

な

い

、

残

念

な

こ

と

に

韓

国

文

学

は

比

較

の

対

象

範

囲

か

ら

除

外

さ

れ

て

き

た

。

韓

国

の

口

承

文

芸

も

ま

た

軽

視

さ

れ

て

き

た

こ

と

は

言

う

ま

で

も

な

い

。

そ

こ

で

私

は

、

日

本

古

典

の

比

較

研

究

の

た

め

に

、

中

国

だ

け

で

な

く

韓

国

と

い

う

視

点

を

加

え

る

こ

と

、

ま

た

文

献

の

み

な

ら

ず

口

承

文

芸

を

加

え

る

こ

と

を

提

案

し

た

い

。

ま

ず

、
『

三

国

遺

事

』

に

代

表

さ

れ

る

、

韓

国

の

古

文

献

は

お

よ

そ

一

三

世

紀

に

遡

る

も

の

と

さ

れ

て

い

る

。

こ

の

こ

と

は

、
『

宇

治

拾

遺

』

の

成

立

時

期

と

ほ

ぼ

時

代

と

い

え

る

。

異

な

る

地

域

の

作

品

で

は

あ

る

が

、

同

時

代

の

空

気

を

呼

吸

す

る

こ

と

に

お

い

て

伝

承

を

比

較

す

る

こ

と

に

は

意

味

が

あ

る

。

さ

ら

に

、

文

献

上

の

比

較

だ

け

で

な

く

、

口

承

文

芸

も

ま

た

比

較

に

と

っ

て

有

効

な

資

料

と

な

る

。

な

ぜ

な

ら

、

い

ず

れ

の

地

域

の

作

品

に

お

い

て

も

、

口

承

文

芸

は

説

話

の

母

胎

を

な

す

と

考

え

ら

れ

る

か

ら

で

あ

る

。
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説

話

の

母

胎

が

明

ら

か

に

な

れ

ば

、

説

話

の

生

成

す

る

過

程

と

目

的

と

が

明

ら

か

に

な

る

は

ず

で

あ

る

。

日

本

に

お

け

る

口

承

文

芸

、

例

え

ば

現

在

採

録

さ

れ

資

料

化

さ

れ

て

い

る

昔

話

は

、

江

戸

時

代

か

ら

近

代

に

至

る

時

期

に

農

村

に

伝

承

さ

れ

た

も

の

と

推

定

で

き

る

。

そ

れ

ら

の

多

く

は

一

九

七

〇

～

八

〇

年

代

に

採

録

さ

れ

た

も

の

で

あ

り

、

お

そ

ら

く

昔

話

の

日

本

に

お

け

る

伝

承

の

終

息

期

に

あ

た

る

も

の

で

あ

ろ

う

。

一

方

、
『

韓

国

口

碑

』

に

記

録

さ

れ

た

口

碑

も

ま

た

一

九

七

〇

～

八

〇

年

代

に

採

録

さ

れ

た

も

の

が

多

い

。

こ

の

こ

と

は

、

口

承

文

芸

同

士

の

比

較

に

お

い

て

、

同

時

代

性

を

共

有

す

る

と

い

う

意

味

を

も

つ

。

本

論

文

に

お

い

て

私

は

、
異

な

っ

た

ジ

ャ

ン

ル

で

あ

り

な

が

ら

、
特

に

話

型

を

共

有

す

る

昔

話

、
小

説

、
説

話

を

、
同

時

に

日
・
中

・

韓

と

い

う

地

域

を

異

に

す

る

本

文

を

対

象

と

し

、

比

較

と

い

う

方

法

に

よ

っ

て

、
『

宇

治

拾

遺

』

の

説

話

の

特

質

を

考

察

し

て

き

た

。

そ

の

中

で

『

宇

治

拾

遺

』

の

説

話

に

は

、

一

定

の

傾

向

を

確

認

す

る

こ

と

が

で

き

る

。

そ

れ

は

、

簡

潔

に

言

え

ば

『

宇

治

拾

遺

』

の

成

立

し

た

鎌

倉

時

代

の

平

安

京
・
京

都

に

お

け

る

、
い

わ

ば

家

庭

小

説

と

し

て

の

性

質

で

あ

る

。
あ

る

い

は

、
『

宇

治

拾

遺

』
の

説

話

は

家

庭

的

な

内

容

と

表

現

を

も

つ

こ

と

で

あ

る

。(

１

)

つ

ま

り

、
説

話

の

本

文

の

中

に

、
編

者

と

読

者

の

関

心

の

あ

り

か

を

う

か

が

う

手

が

か

り

が

比

較

の

う

ち

に

浮

か

び

上

が

っ

て

く

る

か

ら

で

あ

る

。

私

は

本

論

に

お

い

て

、

第

一

章

で

は

、
『

宇

治

拾

遺

』
「

雀

報

恩

事

」

と

韓

国

昔

話

「

フ

ン

ブ

伝

」

の

類

話

を

調

べ

、

採

録

事

例

の

事

項

を

取

り

出

し

、

両

国

の

話

の

構

成

や

特

徴

な

ど

の

比

較

を

通

じ

て

共

通

点

と

相

違

点

に

つ

い

て

分

析

し

、

各

話

の

特

徴

と

関

連

性

に

つ

い

て

考

察

し

て

き

た

。

そ

れ

に

よ

る

と

、

韓

国

昔

話

「

フ

ン

ブ

伝

」

の

類

話

の

場

合

、

兄

弟

の

対

立

関

係

と

い

う

家

族

内

の

対

立

関

係

が

存

在

す

る

が

、

日

本

昔

話

「

腰

折

雀

」

の

場

合

、

ほ

と

ん

ど

の

事

例

が

、

隣

の

人

と

の

対

立

関

係

か

、

対

立

関

係

が

成

立

し

な

い

。

こ

れ

に

対

し

、
『

宇

治

拾

遺

』

の

場

合

、

老

女

と

隣

の

老

女

と

の

対

立

関

係

だ

け

で

な

く

、

老

女

と

孫

と

の

対

立

と

い

う

、

家

族

間

の

対

立

・

葛

藤

が

強

調

さ

れ

、

感

情

や

態

度

の

変

化

に

伴

っ

て

、

家

族

内

の

葛

藤

を

中

心

に

説

話

が

展

開

さ

れ

て

い

る

。

そ

う

い
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っ

た

点

が

、
『

宇

治

拾

遺

』
の

説

話
「

雀

報

恩

事

」
の

特

徴

の

一

つ

で

あ

り

、
口

承

の

昔

話
「

腰

折

雀

」
と

の

大

き

な

相

違

点

だ

と

考

え

ら

れ

る

。
も

う

少

し

言

え

ば

、
本

説

話

は

、
鎌

倉

期

の

京

都

と

い

う

都

市

に

お

け

る

家

庭

を

舞

台

と

す

る

物

語

で

あ

る

と

い

え

る

。

つ

ま

り

、
昔

話

の

語

る
「

貧

し

い

者

が

豊

か

に

な

る

」
と

い

う

典

型

的

な

転

換

構

造

を

も

つ

話

型

の

上

に

、
都

市

的

な

老

人

問

題

（

２

）

、

す

な

わ

ち

老

人

は

都

市

に

お

い

て

労

働

力

と

し

て

期

待

さ

れ

な

く

な

る

と

考

え

ら

れ

、

家

庭

の

人

間

関

係

の

中

で

弱

い

立

場

に

置

か

れ

て

い

た

と

推

測

さ

れ

る

。

そ

こ

で

、

弱

い

立

場

に

あ

る

主

人

公

が

相

対

的

に

強

い

立

場

へ

と

転

換

す

る

話

型

が

重

ね

ら

れ

る

。

そ

れ

こ

そ

が

、

鎌

倉

期

の

都

市
、

、
京

都

に

お

い

て

生

成

し

た

『

宇

治

拾

遺

』

の

特

質

で

あ

る

。

第

二

章

で

は

、

従

来

あ

ま

り

取

り

上

げ

ら

れ

る

こ

と

の

な

か

っ

た
韓

国

昔

話

を

、

新

た

に

対

照

さ

せ

る

こ

と

に

よ

っ

て

、

日

本

昔

話

だ

け

で

な

く

「

瘤

取

爺

」

と

呼

ば

れ

る

話

型

を

も

つ

『

宇

治

拾

遺

』

第

三

話

が

、

ど

の

よ

う

な

特

質

を

備

え

て

い

る

か

に

つ

い

て

考

察

を

試

み

た

。

こ

の

考

察

に

よ

り

、

日

韓

両

国

と

も

に

、

設

定

や

展

開

か

ら

見

れ

ば

同

じ

よ

う

に

見

え

る

が

、

モ

チ

ー

フ

を

詳

し

く

分

析

す

る

こ

と

で

、

日

韓

の

「

瘤

取

爺

」

の

異

な

り

を

明

ら

か

に

し

た

。

そ

し

て

、

韓

国

昔

話

の

特

徴

と

し

て

、

瘤

か

ら

歌

が

出

る

と

い

う

発

想

の

特

異

さ

と

と

も

に

、

そ

の

瘤

を

売

っ

た

り

、

さ

ら

に

瘤

を

取

ら

れ

た

代

り

に

、

金

銀

宝

物

な

ど

と

い

っ

た

補

償

を

求

め

た

り

す

る

こ

と

が

特

徴

で

あ

る

こ

と

を

明

ら

か

に

し

た

。

一

方

、

日

本

昔

話

で

は

、

主

題

が

危

機

の

回

避

や

災

厄

の

除

去

、

も

し

く

は

幸

福

な

結

婚

や

富

の

獲

得

に

あ

る

と

考

え

ら

れ

る

。
同

時

に

、
『

宇

治

拾

遺

』
で

は

、
結

末

に

至

る

ま

で

の

説

明

や

、
主

人

公

の

心

理

の

描

写

が

顕

著

で

あ

る

。

そ

れ

が

、

中

世

説

話

集

と

し

て

の

『

宇

治

拾

遺

』

の

ひ

と

つ

の

特

徴

で

あ

る

こ

と

を

明

ら

か

に

し

た

。

第

三

章

で

は

、
『

宇

治

拾

遺

』

第

九

六

話

と

日

本

昔

話

「

藁

し

べ

長

者

」

話

型

や

、
『

今

昔

』
『

古

本

』

と

の

比

較

「

藁

し

べ

長

者

」

類

話

の

原

典

と

し

て

指

摘

さ

れ

る

、
『

カ

タ

ー

・

サ

リ

ッ

ト

・

サ

ー

ガ

ラ

』
『

ジ

ャ

ー

タ

カ

』
『

根

本

説

一

切

有

部

毘

奈

耶

』
『

六

度

集

経

』

と

の

比

較

考

察

を

行

っ

た

。
『

ジ

ャ

ー

タ

カ

』

や

仏

典

を

出

典

と

し

な

が

ら

、

韓

国

昔

話

で

は

、

儒

教

思

想

が

読

み

取

れ

る

が

、

日

本

昔

話

で

は

仏

教

的

要

素

が

強

調

さ

れ

て

い

る

と

考

え

ら

れ

る

。

さ

ら

に

昔

話

の

構

成

か

ら

み

る

と

、

す

で

に

先

行

研

究

に

お

い

て

、
韓

国

昔

話
「

藁

縄

一

本

」
型

と

日

本

昔

話
「

藁

し

べ

長

者

」
の

話

型
「

観

音

祈

願

型

」
と

が

類

似

す

る

と

指

摘

さ

れ

て

き

た

が

、
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今

回

の

考

察

に

よ

り

、

韓

国

昔

話

「

藁

縄

一

本

」

型

は

、

む

し

ろ

ジ

ャ

ー

タ

カ

や

仏

典

『

根

本

説

一

切

有

部

毘

奈

耶

』

に

近

い

と

考

え

ら

れ

る

。

第

四

章

で

は

、
日

韓

両

国

に

お

け

る
「

五

色

鹿

」
の

伝

承

は

、
動

物

は

恩

返

し

を

す

る

も

の

の

、
人

は

恩

を

忘

れ

る

、
も

し

く

は

、

恩

を

仇

で

返

す

も

の

で

あ

る

と

い

う

主

題

を

基

本

と

し

て

い

る

。

「

五

色

鹿

」

の

話

型

は

、

イ

ン

ド

の

ジ

ャ

ー

タ

カ

や

『

法

苑

』

な

ど

、
仏

典

を

出

典

と

し

て

い

る

が

、
『

宇

治

拾

遺

』
第

九

二

話

は

、
出

典

よ

り

仏

教

色

が

消

さ

れ

、
慈

悲

報

恩

の

大

切

さ

を

説

く

教

訓

的

な

動

物

説

話

に

変

え

ら

れ

る

こ

と

で

、

仏

教

的

な

要

素

よ

り

も

人

間

社

会

に

お

け

る

教

訓

が

重

視

さ

れ

て

い

る

。

そ

の

よ

う

に

出

典

か

ら

世

俗

説

話

化

さ

れ

た

た

め

『

宇

治

拾

遺

』

「

五

色

鹿

」

の

話

型

は

、

『

今

昔

』
、
「

仏

説

九

色

鹿

経

」
、
『

法

苑

』

な

ど

に

比

べ

て

、

昔

話

「

報

恩

動

物

・

恩

知

ら

ず

の

人

」

に

も

っ

と

も

近

い

と

言

え

る

。

第

五

章

で

は

、
『

宇

治

拾

遺

』
第

八

五

話

及

び
「

留

志

長

者

」
の

原

典

と

さ

れ

る
『

法

苑

』
か

ら

事

項

を

取

り

出

し

て

、
構

成

の

特

質

や

展

開

に

つ

い

て

考

察

し

、
『

宇

治

拾

遺

』

第

八

五

話

及

『

壅

固

執

伝

』

と

の

比

較

分

析

を

行

っ

た

。

結

論

と

し

て

は

、
『

法

苑

』

で

は

仏

の

教

え

と

し

て

の

因

果

が

重

視

さ

れ

て

い

る

が

、
『

壅

固

執

伝

』
で

は

道

徳

的

教

訓

や
「

母

親

の

親

不

幸

を

嘆

く

歌

」
と
「

親

不

孝

」

が

繰

り

返

し

表

現

さ

れ

て

い

る

な

ど

、

儒

教

思

想

が

重

視

さ

れ

て

い

る

。

そ

れ

に

対

し

『

宇

治

拾

遺

』

は

、

仏

教

説

話

的

要

素

と

と

も

に

、

原

典

よ

り

世

俗

説

話

と

し

て

物

語

化

さ

れ

て

い

る

と

考

え

ら

れ

る

。

特

に

本

説

話

は

、

韓

国

パ

ン

ソ

リ

系

小

説

『

壅

固

執

伝

』

や

、

唐

の

時

代

に

成

立

し

た

中

国

仏

教

の

類

書

『

法

苑

』

と

比

較

す

る

と

、

偽

者

か

本

物

か

を

判

定

す

る

者

が

、

後

者

は

実

に

多

様

で

あ

る

。

特

に

韓

国

の

『

壅

固

執

伝

』

に

お

い

て

は

、

そ

の

判

定

が

、

金

別

監

や

官

長

と

い

う

官

僚

や

政

府

に

委

ね

ら

れ

る

こ

と

が

多

い

。

こ

れ

に

対

し

て

、

本

説

話

で

は

判

定

者

は

母

親

ひ

と

り

に

代

表

さ

れ

て

い

る

。

主

人

公

に

と

っ

て

（

あ

る

い

は

読

者

に

と

っ

て

）

絶

対

的

な

存

在

で

あ

る

母

親

が

判

定

で

き

な

い

ゆ

え

に

、

帝

釈

天

し

か

真

実

を

明

ら

か

に

す

る

こ

と

は

で

き

な

い

と

い

う

ふ

う

に

、

母

親

の

存

在

は

決

定

的

な

の

で

あ

る

。

昔

話

関

連

話

群

に

つ

い

て

こ

の

よ

う

に

捉

え

て

く

る

と

、
『

宇

治

拾

遺

』

に

お

け

る

他

の

話

群

に

も

、

同

様

の

傾

向

を

指

摘

す

る
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こ

と

が

で

き

る

。

例

え

ば

、

第

四

話

「

伴

大

納

言

の

事

」
、

第

一

一

九

話

「

吾

嬬

人

止
二

生

贄
一

事

」
、

第

一

九

一

話

「

極

楽

寺

の

僧

、

施
二

仁

王

経

験

一

事

」

な

ど

で

あ

る

。

例

え

ば

、

第

四

話

は

、

天

下

を

取

る

縁

起

の

良

い

夢

を

、

本

当

は

夢

解

き

に

占

っ

て

解

読

し

て

も

ら

わ

な

け

れ

ば

な

ら

な

い

の

に

、

妻

に

茶

化

さ

れ

た

め

に

、

失

脚

し

て

し

ま

っ

た

と

い

う

説

話

で

あ

る

。

歴

史

的

に

知

ら

れ

た

伴

大

納

言

の

政

治

的

失

脚

の

真

相

が

、

政

治

的

な

対

立

葛

藤

に

よ

る

も

の

で

は

な

く

、

夫

婦

間

の

問

題

だ

と

家

族

的

、

私

的

な

も

の

へ

と

引

き

落

と

す

と

こ

ろ

に

『

宇

治

拾

遺

』

の

特

質

が

あ

る

。

あ

る

い

は

、

第

一

一

九

話

は

、

生

贄

を

要

求

す

る

神

の

正

体

を

、

東

人

が

犬

と

刀

で

も

っ

て

暴

き

、

殺

さ

な

い

で

く

れ

と

謝

る

猿

を

、

今

後

は

護

り

神

と

な

る

こ

と

を

誓

約

さ

せ

、

追

放

す

る

。

す

で

に

指

摘

さ

れ

て

い

る

よ

う

に

、

邪

悪

な

る

神

を

打

倒

し

た

り

殺

害

す

る

の

で

は

な

く

、
宥

和

す

る

と

い

う

こ

の

よ

う

な

話

型

そ

の

も

の

が

、
神

話

の

枠

組

み

を

引

き

継

ぐ

も

の

で

あ

る

が

、『

宇

治

拾

遺

』

の

特

質

は

、

男

が

猿

に

「

き

や

つ

に

も

の

の

わ

び

し

さ

知

ら

せ

ん

と

思

ふ

な

り

」

と

言

い

放

っ

た

と

こ

ろ

に

あ

る

（

３

）

。

つ

ま

り

、

男

は

猿

に

、

人

の

立

場

に

な

っ

て

も

の

を

考

え

る

こ

と

が

で

き

る

の

か

、

と

諭

し

た

こ

と

は

、

読

者

に

対

す

る

教

育

的

な

働

き

が

あ

る

。第

一

九

一

話

は

、

堀

川

太

政

大

臣

の

病

気

に

世

の

中

す

べ

て

の

僧

が

招

集

さ

れ

、

僧

た

ち

は

読

経

や

祈

祷

に

専

念

し

た

。

と

こ

ろ

が

、

呼

ば

れ

な

か

っ

た

極

楽

寺

の

僧

某

が

、

中

門

の

廊

の

隅

で

、

誰

も

知

ら

な

い

の

も

構

わ

ず

御

経

を

読

ん

で

、

大

臣

の

全

快

を

祈

っ

た

。

す

る

と

、

大

臣

は

悪

鬼

が

退

散

さ

せ

ら

れ

る

夢

を

見

る

。

探

す

と

、

確

か

に

読

経

す

る

僧

某

が

発

見

さ

れ

る

。

そ

こ

で

、

話

末

評

語

に

は

「

母

の

尼

し

て

祈

り

を

ば

す

べ

し

」

と

い

う

。

祈

り

を

す

る

と

き

に

は

、

母

の

尼

の

気

持

ち

で

行

う

よ

う

に

、

と

い

う

も

の

で

あ

る

。
こ

れ

も

ま

た

、
母

性

を

評

価

す

る

も

の

で

あ

る

。
こ

れ

ら

の

説

話

に

共

通

す

る

性

質

は

、
『

宇

治

拾

遺

』
す

べ

て

の

説

話

に

お

い

て

、

一

定

の

傾

向

を

示

す

も

の

で

あ

る

こ

と

は

間

違

い

な

い

。

こ

の

よ

う

に

『

宇

治

拾

遺

』

の

説

話

、

特

に

昔

話

関

連

の

説

話

群

を

分

析

し

よ

う

と

す

る

と

き

に

、

文

献

相

互

の

比

較

研

究

だ

け

で

は

な

く

、

口

承

文

芸

と

の

比

較

研

究

が

有

効

で

あ

る

こ

と

は

明

ら

か

で

あ

ろ

う

。

確

か

に

、

日

本

昔

話

を

活

用

す

る

だ

け

で

は

な
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く

、

韓

国

の

国

家

的

事

業

の

成

果

で

あ

る

『

韓

国

口

碑

』

の

成

果

を

活

用

し

、

韓

国

の

口

承

文

芸

を

対

照

さ

せ

る

こ

と

に

よ

っ

て

、

日

中

韓

と

い

う

広

い

視

野

の

も

と

で

説

話

研

究

を

展

開

す

る

可

能

性

を

追

求

で

き

る

も

の

と

確

信

す

る

も

の

で

あ

る

。

そ

の

上

で

、

さ

ら

に

他

の

話

群

の

分

析

を

踏

ま

え

て

、
『

宇

治

拾

遺

』

全

体

の

特

質

を

考

え

る

必

要

が

あ

る

だ

ろ

う

。

注（

１

）

こ

の

問

題

は

、

ま

る

で

グ

リ

ム

が

採

録

し

た

昔

話

を

も

と

に

改

訂

を

繰

り

返

し

、

家

庭

小

説

と

し

て

構

成

し

直

さ

れ

て

い

っ

た

こ

と

と

想

起

さ

せ

る

か

の

よ

う

で

あ

る

。

（

２

）

阿

部

奈

南

氏

の

御

示

唆

に

よ

る

。

（

３

）

廣

田

收

「
『

宇

治

拾

遺

物

語

』

の

説

話

と

伝

承

―

文

芸

比

較

の

方

法

の

た

め

に

―

」
『

説

話

・

伝

承

学

』

第

二

二

号

、

二

〇

一

四

年

三

月

。
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参
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文
献

本
論
文
で
直
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引
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と
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た
文
献
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中
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に
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釈
書

事
典
類

単
行
本

論
文

の
順
に
ま
と
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た

韓
国
文
献
の
場
合

論
文
題
名
や
引
用
部
分
に
つ
い
て
は

私
に
日
本
語
に
訳
し
た

本
文
比
較
対
照
表
テ
キ
ス
ト

法
苑
珠
林

唐

釈
道
世
著

周
叔
迦
・
蘇
晉
仁
校
注

法
苑
珠
林
校
注

中
国
仏
教
靛
典
選
刊

二
〇
〇
三
年

仏
説
九
色
鹿
経

大
正
新
脩
大
蔵
経

第
三
巻

本
縁
部
上

仏
説
九
色
鹿
経
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巻

大
正
新
脩
大
蔵
経
刊
行
会

一
九
二
四
年

宇
治
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三
木
紀
人
・
浅
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和
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新
日
本
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典
文
学
大
系

宇
治
拾
遺
物
語
・
古
本
説
話
集

岩
波
書
店

一
九
九
〇
年

古
本
説
話
集

三
木
紀
人
・
浅
見
和
彦
校
注

新
日
本
古
典
文
学
大
系

宇
治
拾
遺
物
語
・
古
本
説
話
集

岩
波
書
店
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九
九
〇
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今
昔
物
語
集

今
野
達
校
注

新
日
本
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典
文
学
大
系

今
昔
物
語
集

岩
波
書
店

一
九
九
九
年

そ
の
他

六
度
集
経

国
訳
一
切
経
印
度
撰
述
部

本
縁
部
六

大
東
出
版
社

一
九
七
五
年

大
正
新
修
大
蔵
経

第
三
巻
本
緑
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上

大
正
新
修
大
蔵
経
刊
行
会

一
九
二
四
年

捜
神
記

竹
田
晃
訳

干
寶

捜
神
記

東
洋
文
庫

平
凡
社

一
九
七
八
年

森
野
繁
夫
・
先
坊
幸
子
編

干
寶

捜
神
記

百
帝
社

二
〇
〇
四
年

西
遊
記
下

太
田
辰
夫
・
鳥
居
久
靖
訳

中
国
古
典
文
学
大
系

西
遊
記

下

第
三
二
巻

平
凡
社

一
九
七
二
年

酉
陽
雑
俎

今
村
与
志
雄

東
洋
文
庫
４
０
１

酉
陽
雑
俎

巻
四

平
凡
社

一
九
八
一
年

産
語

太
宰
春
台

和
文

産
語

研
学
叢
書
号
外

国
立
国
会
図
書
館
デ
ジ
タ
ル
コ
レ
ク
シ

ン

一
九
五
五
年

太
宰
春
台

観
文
堂
叢
書

産
語

11
編

国
立
国
会
図
書
館
デ
ジ
タ
ル
コ
レ
ク
シ

ン

一
九
二
一
年

醒
睡
笑

鈴
木
棠
三
校
訂

醒
睡
笑

上
・
下

岩
波
文
庫

一
九
八
六
年

嬉
遊
笑
覧

日
本
随
筆
大
成
編
集
部

嬉
遊
笑
覧

成
光
館
出
版
部

一
九
二
七
年
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睡
隠
集

姜
沆

睡
隠
集

巻
三

王
室
図
書
館
蔵
書
閣
デ
ジ
タ
ル
ア

カ
イ
ブ

五
常
内
義
抄

太
田
次
男
編

五
常
内
義
抄

第
三
七
三
冊

古
典
文
庫

一
九
七
七
年

注
釈
書

野
村
八
良
校
注

日
本
古
典
全
書

宇
治
拾
遺
物
語

上
・
下

朝
日
新
聞
社

一
九
四
九
年

中
島
悦
次
校
注

宇
治
拾
遺
物
語

角
川
書
店

一
九
六
〇
年

山
内
洋
一
郎

古
本
説
話
集
総
索
引

風
間
書
房

一
九
六
九
年

中
島
悦
次
校
注

宇
治
拾
遺
物
語
・
打
聞
集
全
註
解

有
精
堂
出
版

一
九
七
〇
年

渡
邊
網
也
・
西
尾
光
一
校
注

日
本
古
典
文
学
大
系

宇
治
拾
遺
物
語

岩
波
書
店

一
九
七
二
年

小
林
智
昭
校
注

日
本
古
典
文
学
全
集

宇
治
拾
遺
物
語

小
学
館

一
九
七
三
年

小
林
智
昭
・
増
古
和
子
校
注

宇
治
拾
遺
物
語
評
釈

武
蔵
野
書
院

一
九
七
六
年

三
木
紀
人
・
小
林
保
治
校
注

宇
治
拾
遺
物
語

桜
楓
社

一
九
七
六
年

池
上
洵
一

今
昔
物
語
集

天
竺
部

全
２
巻

東
洋
文
庫

平
凡
社

一
九
八
〇
年

国
東
文
麿

講
談
社
学
術
文
庫

今
昔
物
語
三

講
談
社

一
九
八
一
年

小
林
智
昭
・
小
林
保
治
・
増
古
和
子

完
訳
日
本
の
古
典

宇
治
拾
遺
物
語

小
学
館

一
九
八
四
年

高
橋
貢

古
本
説
話
集
全
註
解

有
精
堂
出
版

一
九
八
五
年

横
山
重
・
松
本
隆
信

室
町
時
代
物
語
大
成

第
一
三
巻

角
川
書
店

一
九
八
五
年

山
田
孝
雄
他
校
注

日
本
古
典
文
学
大
系

今
昔
物
語
集

一

岩
波
書
店

一
九
六
五
年

大
島
建
彦
校
注

新
潮
日
本
古
典
集
成

宇
治
拾
遺
物
語

新
潮
社

一
九
八
五
年

小
林
保
治
・
増
古
和
子
校
注

新
編
日
本
古
典
文
学
全
集

宇
治
拾
遺
物
語

小
学
館

一
九
九
六
年

池
上
洵
一

今
昔
物
語
集

天
竺
・
震
旦
部

岩
波
書
店

二
〇
〇
一
年

小
林
保
治
・
増
古
和
子
校
注

新
編
日
本
古
典
文
学
全
集

宇
治
拾
遺
物
語

小
学
館

二
〇
〇
三
年
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事
典
類

望
月
信
亨

望
月
仏
教
大
辞
典

第
一
巻

世
界
聖
典
刊
行
協
会
編

第
三
版
発
行

一
九
六
〇
年

長
野
甞
一

説
話
文
学
辞
典

東
京
堂
出
版

一
九
六
九
年

吉
田
精
一

日
本
文
学
鑑
賞
辞
典

古
典
編

東
京
堂
出
版

一
九
七
〇
年

稲
田
浩
二
・
大
島
建
彦
・
川
端
豊
彦
ほ
か

日
本
昔
話
事
典

弘
文
堂

一
九
七
七
年

日
本
古
典
文
学
大
辞
典
編
集
委
員
会

日
本
古
典
文
学
大
辞
典

第
四
券

岩
波
書
店

一
九
八
四
年

相
賀
徹
夫

日
本
大
百
科
全
書
８

小
学
館

一
九
八
五
年

乾
克
己
共
編

日
本
伝
奇
伝
説
大
事
典

角
川
書
店

一
九
八
六
年

大
阪
外
国
語
大
学
朝
鮮
語
研
究
室

朝
鮮
語
大
辞
典

全
二
冊
付
補
巻

角
川
書
店

一
九
八
六
年

相
賀
徹
夫

日
本
大
百
科
全
書
１
４

小
学
館

一
九
八
七
年

下
中
直
也

世
界
大
百
科
事
典

平
凡
社

一
九
八
八
年

志
村
有
弘
・
諏
訪
春
雄
編

日
本
説
話
伝
説
大
事
典

勉
誠
出
版

二
〇
〇
〇
年

伊
藤
亜
人
・
大
村
益
夫
共
編

新
訂
増
補

朝
鮮
を
知
る
事
典

平
凡
社

二
〇
〇
〇
年

野
村
純
一
他

日
本
説
話
小
事
典

大
修
館
書
店

二
〇
〇
二
年

中
村
元
・
福
永
光
司
・
田
村
芳
郎
共
編

仏
教
辞
典

第
二
版

岩
波
書
店

二
〇
〇
二
年

日
外
ア
ソ
シ
エ

ツ
編

民
話
・
昔
話
集
作
品
名
総
覧

紀
伊
国
屋
書
店

二
〇
〇
四
年

単
行
本

滝
沢
馬
琴

燕
石
雑
志

日
本
随
筆
大
成

第
二
期
一
九
巻

吉
川
弘
文
館

一
九
七
五
年

高
橋
亨

朝
鮮
の
物
語
集
附
俚
諺

日
韓
書
房

一
九
一
〇
年

榎
本
秋
村

世
界
童
話
集

東
洋
の
巻
第
二
部

朝
鮮
童
話

実
業
之
日
本
社

一
九
一
八
年

三
輪
環

伝
説
の
朝
鮮

博
文
館

一
九
一
九
年
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山
崎
源
太
郎

朝
鮮
の
奇
談
と
伝
説

ウ
ツ
ボ
ヤ
書
籍
店

一
九
二
〇
年

野
村
八
良

国
民
童
話

国
史
講
習
会

一
九
二
二
年

松
村
武
雄

世
界
童
話
大
系

日
本
童
話
集
・
朝
鮮
童
話
集

第
一
六
巻

世
界
童
話
大
系
刊
行
会

一
九
二
四
年

朝
鮮
総
督
府

朝
鮮
民
俗
資
料
第
二
編

朝
鮮
童
話
集

朝
鮮
総
督
府
刊
行

一
九
二
四
年

中
村
亮
平

朝
鮮
童
話
集

富
山
房

一
九
二
六
年
／
改
訂
版

世
界
神
話
伝
説
大
系

第
一
六
巻

名
著
普
及
会

一
九
七
九
年

鄭
寅
燮

温
突
夜
話

日
本
書
院

一
九
二
七
年
／

世
界
民
間
文
芸
叢
書

別
巻
三

温
突
夜
話

三
弥
井
書
店

一
九
八
三
年

田
中
梅
律

朝
鮮
説
話
文
学

興
夫
伝

大
阪
屋
号
書
店

一
九
二
九
年

島
津
久
基

国
民
伝
説
類
聚

大
岡
山
書
店

一
九
三
三
年

金
台
俊

朝
鮮
小
説
史

清
進
書
館

一
九
三
三
年
／
安
宇
植
訳
注

増
補
朝
鮮
小
説
史

平
凡
社

一
九
七
五
年

柳
田
国
男

桃
太
郎
の
誕
生

三
省
堂

一
九
三
三
年

柳
田
国
男

全
国
昔
話
記
録

全
二
一
冊

三
省
堂

一
九
四
二
年

柳
田
国
男

日
本
昔
話
名
彙

日
本
放
送
出
版
協
会

一
九
四
八
年

関
敬
吾

日
本
昔
話
集
成

全
六
冊

角
川
書
店

一
九
五
〇
年

金
素
雲

ネ
ギ
を
う
え
た
人

岩
波
少
年
文
庫
七
一
号

岩
波
書
店

一
九
五
三
年

岩
本
裕
訳

イ
ン
ド
古
典
説
話
集

カ
タ

・
サ
リ

ト
・
サ

ガ

全
四
冊

岩
波
書
店

一
九
五
七
年

益
田
勝
実

説
話
文
学
と
絵
巻

三
一
書
房

一
九
六
〇
年

市
古
貞
次
・
大
島
建
彦

日
本
の
説
話
中
世
Ⅱ

東
京
美
術

一
九
六
〇
年

西
尾
光
一

中
世
説
話
文
学
論

塙
選
書
28

塙
書
房

一
九
六
三
年

小
沢
謙
一

お
ば
ば
の
昔
ば
な
し

池
田
チ
セ
の
語
る
百
四
十
話

野
島
出
版

一
九
六
七
年

稲
田
浩
二

日
本
昔
話
資
料
叢
書

全
二
五
冊

三
弥
井
書
店

一
九
六
八
年

仏
教
説
話
文
学
全
集
刊
行

仏
教
説
話
文
学
全
集

第
二
巻

隆
文
館

一
九
六
九
年

佐
々
木
徳
夫
ほ
か

日
本
の
昔
話

全
18
冊

未
来
社

一
九
六
九
年
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臼
田
甚
五
郎

会
津
百
話

国
学
院
大
学
説
話
研
究
会
編

桜
楓
社

一
九
七
〇
年

八
束
周
吉
・
洪
相
圭
訳

韓
国
古
典
文
学
全
集

東
京
大
陸
書
房

一
九
七
一
年

山
屋
静

世
界
む
か
し
話
集

上
・
下

社
会
思
想
社

一
九
七
一
年

八
束
周
吉

韓
国
古
典
文
学
全
集

ソ
ウ
ル
バ
ル
グ
ン
文
化
社

東
京
大
陸
書
房

一
九
七
一
年

川
合
勇
太
郎

青
森
県
の
昔
話

津
軽
書
房

一
九
七
二
年

稲
田
浩
二
・
武
田
正
ほ
か

日
本
の
昔
話

全
三
〇
冊

日
本
放
送
出
版
協
会

一
九
七
二
年

佐
竹
昭
広

民
話
の
思
想

平
凡
社
新
書
２
５

平
凡
社

一
九
七
三
年

京
都
府
総
合
資
料
館

丹
後
伊
根
の
昔
話

白
川
書
院

一
九
七
三
年

関
敬
吾
・
崔
仁
鶴
共
編

朝
鮮
昔
話
百
選

日
本
放
送
出
版
協
会

一
九
七
四
年

臼
田
甚
五
郎
他
編

全
国
昔
話
資
料
集
成

全
四
〇
冊

岩
崎
美
術
社

一
九
七
五
年

境
田
四
郎
監
修

宇
治
拾
遺
物
語
総
索
引

清
文
堂

一
九
七
五
年

朴
榮
濬

韓
国
の
民
話
と
伝
説

古
代
編

韓
国
文
化
図
書
出
版
社

一
九
七
五
年

池
上
洵
一
他

鑑
賞

日
本
古
典
文
学
13

今
昔
物
語
集
・
宇
治
拾
遺
物
語

角
川
書
店

一
九
七
六
年

崔
仁
鶴

韓
国
昔
話
の
研
究

弘
文
堂

一
九
七
六
年

小
沢
俊
夫
編
・
竹
原
威
滋
訳

世
界
の
民
話

全
二
五
冊

ぎ

う
せ
い

一
九
七
六
年

関
敬
吾

日
本
の
昔
話

比
較
研
究
序
説

日
本
放
送
出
版
協
会

一
九
七
七
年

稲
田
浩
二
・
小
澤
俊
夫

日
本
昔
話
通
観

全
三
一
冊

同
朋
舎
出
版

一
九
七
七
年

関
敬
吾

日
本
昔
話
大
成

全
一
二
冊

角
川
書
店

一
九
七
八
年

松
谷
み
よ
子
・
瀬
川
択
男
ほ
か

日
本
の
民
話

全
二
六
冊

未
来
社

一
九
七
八
年

崔
仁
鶴

韓
日
昔
話
の
比
較
研
究

三
弥
井
書
店

一
九
七
八
年

臼
田
甚
五
郎
・
崔
仁
鶴
編

東
ア
ジ
ア
民
族
説
話
の
比
較
研
究

桜
楓
社

一
九
七
八
年

小
沢
俊
夫
・
武
田
正
他

日
本
の
民
話

全
一
二
冊

ぎ

う
せ
い

一
九
七
九
年
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関
敬
吾

日
本
昔
話
の
比
較
研
究

同
朋
舎
出
版

一
九
八
〇
年

崔
仁
鶴

韓
国
の
昔
話

三
弥
井
書
店

一
九
八
〇
年

関
敬
吾

比
較
研
究
序
説

関
敬
吾
著
作
集
六

同
朋
舎
出
版

一
九
八
二
年

武
田
正

佐
藤
家
の
昔
話

桜
楓
社

一
九
八
二
年

中
村
元
監
修
・
補
注

ジ

タ
カ
全
集

全
一
〇
冊

春
秋
社

一
九
八
二
年

姜
漢
永
・
田
中
明
訳
注

パ
ン
ソ
リ

東
洋
文
庫

平
凡
社

一
九
八
二
年

崔
仁
鶴
採
話
・
申
東
雨
絵

世
界
の
昔
ば
な
し
６

韓
国
の
昔
ば
な
し

大
ム
カ
デ
た
い
じ

小
峰
書
店

一
九
八
三
年

野
村
純
一

昔
話
と
民
俗

名
著
出
版

一
九
八
四
年

野
村
純
一

昔
話
伝
承
の
研
究

同
朋
舎
出
版

一
九
八
四
年

福
田
晃

日
本
昔
話
研
究
集
成
２

昔
話
の
発
生
と
伝
播

名
著
出
版

一
九
八
四
年

野
村
純
一

日
本
昔
話
研
究
集
成
５

昔
話
と
文
学

名
著
出
版

一
九
八
四
年

野
村
純
一

日
本
昔
話
研
究
集
成
３

昔
話
と
民
俗

名
著
出
版

一
九
八
四
年

稲
田
浩
二

昔
話
の
時
代

筑
摩
書
房

一
九
八
五
年

小
峯
和
明

日
本
文
学
研
究
資
料
新
集
６

今
昔
物
語
集
と
宇
治
拾
遺
物
語

説
話
と
文
体

有
精
堂
出
版

一
九
八
六
年

中
村
禎
里

日
本
動
物
民
俗
誌

海
鳴
社

一
九
八
七
年

三
木
紀
人

今
昔
物
語
集
・
宇
治
拾
遺
物
語
必
携

別
冊
国
文
学

学
燈
社

一
九
八
八
年

岩
瀬
博

伝
承
文
芸
の
研
究
口
語
り
と
語
り
物

三
弥
井
書
店

一
九
九
〇
年

伊
藤
清
司

昔
話
伝
説
の
系
譜

東
ア
ジ
ア
比
較
説
話
学

第
一
書
房

一
九
九
一
年

小
峯
和
明
・
藤
沢
周
平

新
潮
日
本
古
典
文
学
ア
ル
バ
ム
９

今
昔
物
語
集
・
宇
治
拾
遺
物
語

新
潮
社
・
一
九
九
一
年

稲
田
浩
二
・
稲
田
和
子

日
本
昔
話
百
選

三
省
堂

一
九
九
二
年

三
浦
佑
之

昔
話
に
み
る
悪
と
欲
望

新
曜
社

一
九
九
二
年

武
田
正

日
本
昔
話
の
伝
承
構
造

名
著
出
版

一
九
九
二
年
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稲
田
浩
二

日
本
昔
話
通
観
・
研
究
篇
１

日
本
昔
話
と
モ
ン
ゴ
ロ
イ
ド

昔
話
の
比
較

同
朋
舎
出
版

一
九
九
三
年

岩
本
裕

イ
ン
ド
の
説
話

紀
伊
国
屋
書
店

一
九
九
四
年

依
田
千
百
子
・
中
西
正
樹

金
徳
順
昔
話
集

中
国
朝
鮮
族
民
間
故
事
集

三
弥
井
書
店

一
九
九
四
年

稲
田
浩
二

日
本
昔
話
通
観
・
研
究
篇
２

日
本
昔
話
と
古
典

同
朋
舎
出
版

一
九
九
八
年

川
森
博
司

日
本
昔
話
の
構
造
と
語
り
手

大
阪
大
学
出
版
会

二
〇
〇
〇
年

邊
恩
田

語
り
物
の
比
較
研
究

韓
国
の
パ
ン
ソ
リ
・
巫
歌
と
日
本
の
語
り
物

翰
林
書
房

二
〇
〇
二
年

廣
田
收

宇
治
拾
遺
物
語

表
現
の
研
究

笠
間
書
院

二
〇
〇
三
年

廣
田
收

宇
治
拾
遺
物
語

世
俗
説
話

の
研
究

笠
間
書
院

二
〇
〇
四
年

廣
田
收

宇
治
拾
遺
物
語

の
中
の
昔
話

新
典
社
新
書
三
九

新
典
社

二
〇
〇
九
年

論
文

高
木
敏
雄

日
韓
共
通
の
民
間
説
話

東
亜
之
光

第
七
巻
一
一
号
一
九
一
二
年
／

増
補

日
本
神
話
伝
説
の
研
究
２

平
凡
社

一
九
七
四
年

松
村
武
雄

日
韓
類
話

郷
土
研
究

第
二
巻
第
四
号
東
京
郷
土
研
究
社

一
九
一
四
年
四
月

鳥
居
き
み
子

腰
折
れ
燕

ア
ジ
ア
学
叢
書
２
２
５

土
俗
上
よ
り
観
た
る
蒙
古
２

六
文
館

一
九
二
七
年

鳥
居
き
み
子

蒙
古
の
童
話
に
就
い
て

旅
と
伝
説

三
元
社

一
九
三
六
年
四
月

柳
田
国
男

藁
し
べ
長
者
と
蜂

昔
話
と
文
学

創
元
社

一
九
三
八
年
／

定
本
柳
田
国
男
集

第
六
巻

筑
摩
書
房

一
九
六
三
年

佐
藤
信
彦

説
話
文
学
の
伝
承

文
学

第
八
巻
第
一
〇
号
岩
波
書
店

一
九
四
〇
年

中
島
悦
次

宇
治
拾
遺
物
語
の
民
話
性

国
語
と
国
文
学

東
京
大
学
国
語
国
文
学
会

一
九
四
一
年
一
〇
月

荒
木
良
雄

中
世
説
話
集
の
生
成
と
そ
の
時
代

国
語
と
国
文
学

東
京
大
学
国
語
国
文
学
会

一
九
四
一
年
一
〇
月

斎
藤
清
衛

中
世
説
話
文
学
と
意
欲
表
象

国
語
と
国
文
学

東
京
大
学
国
文
学
研
究
室

一
九
四
一
年
一
〇
月

柳
田
国
男

昔
話
の
発
端
と
結
び

昔
話
と
覚
書

三
星
堂

一
九
四
三
年
／

定
本
柳
田
国
男
集

巻
六

筑
摩
書
房

一
九
六
三
年

永
井
義
憲

勧
進
聖
と
説
話
集

長
谷
寺
観
音
験
記
の
成
立

国
語
国
文

第
二
二
巻
第
一
〇
号

京
都
大
学
国
文
学
会

一
九
五
三
年
一
〇
月
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野
村
八
良

今
昔
物
語
集
と
印
度
説
話

駒
沢
大
学
研
究
紀
要

第
一
八
号
駒
沢
大
学

一
九
六
〇
年
三
月

永
積
安
明

宇
治
拾
遺
物
語
の
世
界

文
学

第
三
二
号

岩
波
書
店

一
九
六
四
年
一
月

高
橋
貢

宇
治
拾
遺
物
語

の
中
世
的
性
格

国
文
学
言
語
と
文
芸

東
京
教
育
大
学
国
語
国
文
学
会

一
九
六
九
年
五
月

岡
雅
彦

醒
睡
笑
と
宇
治
拾
遺
物
語

フ

リ
ス
女
学
院
大
学
国
文
学
会
編

玉
藻

第
五
号
フ

リ
ス
女
学
院
大
学
国
文
学
会

一
九
六
九
年
七
月

五
〇
頁

小
池
藤
五
郎

記
録
を
基
礎
と
し
た

舌
切
雀

説
話
の
研
究

銅
鐫
小
本

舌
切
雀

か
ら
原
稿
本

新
曲
舌
喜
里
寿
々
女

ま
で

立
正
大
学
人
文
科
学
研
究
所
年
報

通
八
号

一
九
七
〇
年
一
一
月

西
原
和
美

宇
治
拾
遺
物
語

の
説
話
空
間

国
語
国
文
学
研
究

熊
本
大
学
法
文
学
部
国
語
国
文
学
会

一
九
七
一
年

中
島
悦
次

宇
治
拾
遺
物
語

鬼
に
瘤
取
ら
る
る
事

に
つ
い
て

跡
見
学
園
女
子
大
学
紀
要

第
四
巻

跡
見
学
園
女
子
大
学

一
九
七
一
年
三
月

三
木
紀
人

説
話
に
み
ら
れ
る
中
世
的
人
間
像

宇
治
拾
遺
物
語
を
め
ぐ

て

国
文
学

解
釈
と
鑑
賞

至
文
堂

一
九
七
二
年
一
一
月

小
林
保
治

宇
治
拾
遺
物
語
小
考

学
術
研
究

国
語
・
国
文
学
編

早
稲
田
大
学
教
育
学
部

一
九
七
二
年

松
谷
み
よ
子
・
瀬
川
択
男
再
話

フ
ン
ブ
と
ノ
ル
ブ

朝
鮮
民
話
集
３

金
剛
山
の
虎
退
治

太
平
出
版
社

一
九
七
二
年

佐
竹
昭
広

藁
し
べ
長
者
の
こ
と

民
話
の
思
想

平
凡
社
新
書
２
５

平
凡
社

一
九
七
三
年

高
橋
俊
夫

今
昔
物
語
集
天
竺
部
出
典
の
再
検
討

そ
の
一

経
律
異
相

国
学
院
大
学
大
学
院
紀
要

第
４
輯

一
九
七
三
年
三
月

中
島
悦
治

宇
治
拾
遺
物
語
の
説
話
の
特
性

日
本
古
典
文
学
全
集

月
報
２
８

小
学
館

一
九
七
三
年
六
月

高
橋
俊
夫

今
昔
物
語
集
天
竺
部
出
典
の
再
検
討

そ
の
二

法
苑
珠
林

国
学
院
大
学
大
学
院
紀
要

第
５
輯

一
九
七
四
年
三
月

宮
田
尚

今
昔
物
語
集

天
竺
部
の
方
法

震
旦
部
と
の
同
一
性
に
つ
い
て

日
本
文
学
研
究

梅
光
学
院
大
学
日
本
文
学
会

一
九
七
四
年
一
一
月

志
村
有
弘

宇
治
拾
遺
物
語

の
伝
承
と
成
立

日
本
文
学
研
究

第
一
〇
号

梅
光
女
学
院
大
学
日
本
文
学
会

一
九
七
四
年
一
一
月

高
橋
亨

宇
治
拾
遺
物
語
の
性
格

説
話
と
文
学
研
究
会
編

宇
治
拾
遺
物
語

説
話
文
学
の
世
界

第
二
集

笠
間
書
院

一
九
七
四
年

水
沢
謙
一

ス
ズ
メ
の
く
れ
た
瓢
箪

日
本
民
話
雪
国
の
お
ば
ば
の
昔

講
談
社

一
九
七
四
年

小
峯
和
明

宇
治
拾
遺
物
語
の
成
立
と
宇
治
大
納
言
物
語

国
文
学
研
究

第
五
五
集

早
稲
田
大
学
国
文
学
会

一
九
七
五
年
二
月

福
田
晃

民
間
に
お
け
る
仏
教
的
因
果
思
想
の
根

藁
し
べ
長
者

を
め
ぐ

て

国
文
学

解
釈
と
鑑
賞

巻
四
〇
第
一
二
号

至
文
堂

一
九
七
五
年
一
一
月

西
村
亨

民
間
に
お
け
る
勧
善
懲
悪
の
眼

国
文
学

解
釈
と
鑑
賞

巻
四
〇
第
一
二
号

至
文
堂

一
九
七
五
年
一
一
月
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三
原
幸
久

対
立
の
論
理

国
文
学

解
釈
と
鑑
賞

巻
四
〇
第
一
二
号

至
文
堂

一
九
七
五
年
一
一
月

水
沢
謙
一

至
冨
譚

国
文
学

解
釈
と
鑑
賞

巻
四
〇
第
一
二
号

至
文
堂

一
九
七
五
年
一
一
月

稲
田
浩
二

昔
話
・
伝
説
・
世
間
話

国
文
学

解
釈
と
鑑
賞

巻
四
〇
第
一
二
号

至
文
堂

一
九
七
五
年
一
一
月

小
島
瓔
禮

本
格
昔
話
と
笑
話

語
り
の
様
式
の
問
題

国
文
学

解
釈
と
鑑
賞

巻
四
〇
第
一
二
号

至
文
堂

一
九
七
五
年
一
一
月

荒
木
博
之

地
域
に
よ
る
話
型
の
類
似
と
相
違

国
文
学

解
釈
と
鑑
賞

巻
四
〇
第
一
二
号

至
文
堂

一
九
七
五
年
一
一
月

飯
豊
道
男

日
本
の
民
話
と
外
国
の
民
話

国
文
学

解
釈
と
鑑
賞

巻
四
〇
第
一
二
号

至
文
堂

一
九
七
五
年
一
一
月

大
島
建
彦

昔
話
研
究
の
課
題

国
文
学

解
釈
と
鑑
賞

巻
四
〇
第
一
二
号

至
文
堂

一
九
七
五
年
一
一
月

石
川
純
一
郎

報
恩
譚

国
文
学

解
釈
と
鑑
賞

巻
四
〇
第
一
二
号

至
文
堂

一
九
七
五
年
一
一
月

春
田
宣

宇
治
拾
遺
物
語

説
話
の
特
質

説
話
文
学
研
究

第
一
二
号

説
話
文
学
研
究
編

一
九
七
七
年
六
月

大
島
建
彦

宇
治
拾
遺
物
語
と
昔
話

説
話
文
学
研
究

第
一
二
号

説
話
文
学
研
究
編

一
九
七
七
年
六
月

稲
田
浩
二

兄
弟
譚
と
隣
の
爺
譚
一
考

京
都
女
子
大
学
国
文
学
会
編

女
子
大
国
文

第
八
三
号

一
九
七
八
年
六
月

久
保
田
淳

宇
治
拾
遺
物
語

の

都

説
話
文
学
研
究

第
一
二
号

説
話
文
学
会
編

一
九
七
七
年

佐
竹
昭
広

宇
治
拾
遺
と
雀
の
夕
顔

陽
明
叢
書

宇
治
拾
遺
物
語

月
報
１
２

思
文
閣
出
版

一
九
七
七
年
一
二
月

小
林
保
治

留
志
長
者
の
事

宇
治
拾
遺
物
語

小
考

二

学
術
研
究

巻
二
五

早
稲
田
大
学
教
育
会
編

一
九
七
七
年
一
二
月

大
林
太
良
・
小
澤
俊
夫

昔
話
の
類
型
と
分
類

民
間
説
話
の
研
究

同
朋
舎
出
版

一
九
七
八
年

野
口
博
久

宇
治
拾
遺
物
語

の
構
成
を
め
ぐ

て

試
論

二
巻
説

の
提
唱

説
話

説
話
研
究
会

一
九
七
八
年
五
月

高
橋
貢

宇
治
拾
遺
物
語

の
仏
法
説
話

日
本
文
学
研
究

巻
一
四

梅
光
女
学
院
大
学
日
本
文
学
会

一
九
七
八
年
一
一
月

坂
本
学

宇
治
拾
遺
物
語
の
中
の
民
話

東
大
阪
短
期
大
学
研
究
紀
要

巻
五
号

東
大
阪
短
期
大
学
編

一
九
八
〇
年
一
月

鶴
見
充
展

五
色
の
鹿

に
つ
い
て

中
世
近
世
文
学
研
究
会

中
世
近
世
文
学
研
究

第
一
三
巻

一
九
八
〇
年
一
月

小
峯
和
明

宇
治
拾
遺
物
語

作
品
と
し
て
の
説
話
集

国
文
学

解
釈
と
鑑
賞

第
四
六
巻
八
号

至
文
堂

一
九
八
一
年
八
月

小
出
素
子

宇
治
拾
遺
物
語

の
説
話
配
列
に
つ
い
て

全
巻
に
わ
た
る
連
関
表
示
の
試
み

平
安
文
学
研
究

第
六
七
輯

平
安
文
学
研
究
会

一
九
八
二
年
六
月

西
尾
光
一

宇
治
拾
遺
物
語

に
お
け
る
連
纂
の
文
学

清
泉
女
子
大
学
紀
要

第
三
一
号

清
泉
女
子
大
学

一
九
八
三
年
一
二
月
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安
東
花

は
な
し
の
伝
承
機
能
と
伝
承
意
識

昔
話
の
語
り
手

法
政
大
学
出
版
局

一
九
八
三
年

野
村
純
一

五
色
の
鹿
の
事

前
後

昔
話
伝
承
の
研
究

同
朋
舎
出
版

一
九
八
四
年

小
澤
俊
夫

昔
話
に
み
ら
れ
る
隣
モ
テ

フ

日
本

川
田
順
浩
・
徳
丸
吉
彦

口
頭
伝
承
の
比
較
研
究
１

弘
文
堂

一
九
八
四
年

野
村
純
一

日
本
昔
話
研
究
集
成
５

昔
話
と
文
学

名
著
出
版

一
九
八
四
年

三
木
紀
人

無
名
人
へ
の
眼

女
二
人

の
物
語

国
文
学

解
釈
と
教
材
の
研
究

第
二
九
巻
九
号

学
燈
社

一
九
八
四
年
七
月

池
上
洵
一

原
話
と
の
乖
離

基
盤
と
作
品
世
界

国
文
学

第
二
九
巻
九
号

学
燈
社

一
九
八
四
年
七
月

藤
本
徳
明

宇
治
拾
遺
物
語

に
お
け
る

翁

と

童
子

そ
の

他
界

性
を
め
ぐ

て

文
芸
と
思
想

福
岡
女
子
大
学
国
際
文
理
学
部

一
九
八
五
年
一
月

佐
藤
晃

宇
治
拾
遺
物
語

に
お
け
る
言
語
遊
戯
と
表
現

日
本
文
芸
論
叢

第
四
号

東
北
大
学
文
学
部
国
文
学
研
究
室

一
九
八
五
年
三
月

小
峯
和
明

宇
治
拾
遺
物
語
と
昔
話

隣
の
爺
型
を
読
む

説
話
と
思
想
・
社
会

桜
楓
社

一
九
八
七
年

森
正
人

場
の
物
語
と
し
て
の
宇
治
拾
遺
物
語

日
本
文
学

第
三
六
巻
二
号

日
本
文
学
協
会

一
九
八
七
年
二
月

小
峯
和
明

世
俗
説
話
集
の
語
り

宇
治
拾
遺
物
語

を
中
心
に
し
て

日
本
文
学
協
会

日
本
文
学
講
座
３

神
話
・
説
話

大
修
館
書
店

一
九
八
七
年
七
月

井
本
英
一

ふ
く
べ
の
話

説
話
と
思
想
・
社
会

桜
楓
社

一
九
八
七
年

小
澤
俊
夫

昔
話
の
話
型
と
分
類

民
間
説
話
の
研
究

同
朋
舎
出
版

一
九
八
七
年

川
添
裕
希

昔
話
に
見
ら
れ
る
想
像
力

客
人
歓
待
伝
説
か
ら
隣
の
爺
型
の
昔
話
へ

三
田
国
文
集
委
員
会
編

三
田
国
文

第
八
号

三
田
国
文
の
会

一
九
八
七
年
一
二
月

荒
木
浩

宇
治
拾
遺
物
語
の
時
間

中
世
文
学

第
三
三
巻

一
九
八
八
年
六
月

清
水
美
智
子

昔
話
の
絵
本
化
の
諸
問
題

わ
ら
し
べ
長
者

を
中
心
に

日
本
保
育
会
大
会
研
究
論
文
集

第
四
二
号

日
本
保
育
会
編

一
九
八
九
年

山
岡
敬
和

隣
の
爺
考

宇
治
拾
遺
物
語

を
中
心
に
し
て

国
学
院
雑
誌

第
一
〇
九
巻
第
六
号

国
学
院
大
学
編

一
九
九
〇
年

関
敬
吾

昔
話
の
社
会
的
機
能

口
承
文
芸
研
究
の
一
課
題

日
本
文
学
研
究
資
料
新
集
１
０

民
話
の
世
界
・
常
民
の
エ
ネ
ル
ギ

有
精
出
版
社

一
九
九
〇
年

佐
々
木
孝
二

中
世
説
話
に
お
け
る
翁
媼
の
語
り

物
羨
み
の
教
訓
を
め
ぐ

て

日
本
文
学
協
会

日
本
文
学

第
三
九
巻
第
二
号

一
九
九
〇
年
二
月

高
橋
貢

今
昔
物
語

所
収
の
藁
し
べ
長
者
譚

巻
一
六
第
二
八
話

を
め
ぐ

て

専
修
国
文

巻
四
六

一
九
九
〇
年
二
月

小
林
保
治

雀

報
恩
の
事

月
刊
国
語
教
育

第
一
一
巻
一
〇
号

東
京
法
令
出
版

一
九
九
一
年
一
〇
月

三
浦
佑
之

特
集
・
親
族
名
称
の
謎

お
じ
い
さ
ん

と

お
ば
あ
さ
ん

の
謎

昔
話
の
親
族
名
称
と
爺
婆
の
位
相

月
刊
言
語

大
修
館
書
店

一
九
九
一
年
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小
林
保
治

宇
治
拾
遺
物
語
を
読
む
３

五
色
の
鹿
の
事

月
刊
国
語
教
育

第
一
一
巻
七
号

東
京
法
令
出
版

一
九
九
一
年
七
月

氏
家
千
恵

宇
治
拾
遺
物
語

隣
の
婆
の
話

日
本
文
芸
の
潮
流

東
北
大
学
文
学
部
国
文
学
研
究
室
編

一
九
九
四
年

水
谷
玲
子

宇
治
拾
遺
物
語

第
九
六
話
の
新
解
釈

日
本
文
学
論
叢

巻
一
九
号

シ
オ
ン
短
期
大
学
日
本
文
学
会

一
九
九
四
年
三
月

松
前
健

伝
承
文
学
と
比
較

そ
の
研
究
方
法
を
め
ぐ

て

講
座
日
本
の
伝
承
文
学
第
一
巻

伝
承
文
学
と
は
何
か

三
弥
井
書
店

一
九
九
四
年

丸
山
顯
徳

日
本
霊
異
記

に
お
け
る
オ

ラ
ル
・
コ
ン
ポ
ジ
シ

ン

上
巻
第
五
縁
を
通
し
て

国
文
学
論
究

第
二
三
号

花
園
大
学
国
文
学
会

一
九
九
五
年
一

二
月

竹
村
信
治

宇
治
拾
遺
物
語
の
表
現

研
究
叢
書
１
６
９

中
古
文
学
の
形
成
と
展
開

中
古
か
ら
中
世
へ

和
泉
書
院

一
九
九
五
年
五
月

岡
田
美
也
子

宇
治
拾
遺
物
語

第
三
話
鬼
に
瘤
取
ら
る
る
事
を
め
ぐ
る
考
察

新
古
今
歌
壇
の
様
相
と
の
関
連
を
中
心
に

お
茶
の
水
女
子
大
学
国
語
国
文
学
会

国
文

巻
八
三
号

一
九
九
五
七
月

清
水
義
範

瘤
取
り
の
翁

考

小
林
保
治
・
増
古
和
子
校
注

新
編
日
本
古
典
文
学
全
集

宇
治
拾
遺
物
語

月
報

小
学
館

一
九
九
六
年

廣
田
收

昔
話
に
お
け
る

唱
え
言

瘤
取
爺

を
め
ぐ

て

人
文
学

第
一
六
一
号

同
志
社
大
学
人
文
学
会

一
九
九
七
年
三
月

菅
原
利
晃

宇
治
拾
遺
物
語

の
教
訓
の
独
自
性

評
語
か
ら
見
る
教
訓
的
要
素
の
可
能
性

札
幌
国
語
研
究

第
二
号

北
海
道
教
育
大
学

一
九
九
七
年
五
月

小
林
保
治

宇
治
拾
遺
物
語

の
文
学
的
性
格

説
話
論
集

第
７
集

中
世
説
話
文
学
の
世
界

説
話
と
説
話
文
学
の
会

一
九
九
七
年
一
〇
月

中
込
重
明

拾
い
物
立
身
譚

藁
し
べ
長
者
か
ら
塩
原
多
助
へ

日
本
文
学
誌
要

第
六
〇
巻

法
政
大
学
校
国
文
学
会

一
九
九
九
年
七
月

竹
原
威
滋

異
界
訪
問
譚
に
お
け
る
山
の
精
霊
た
ち

世
界
の

瘤
取
り
鬼

を
め
ぐ

て

説
話

異
界
と
し
て
の
山

説
話
・
伝
承
学
会

一
九
九
七
年

大
島
建
彦

宇
治
拾
遺
物
語

と
昔
話

説
話
文
学
研
究

第
一
二
号
説
話
文
学
会

一
九
七
七
年
六
月

石
井
正
己

宇
治
拾
遺
物
語

に
み
る
昔
話
の
論
理

絵
と
語
り
か
ら
物
語
を
読
む

大
修
館
書
店

一
九
九
七
年

岡
田
美
也
子

宇
治
拾
遺
物
語

第
四
八
話
の
再
検
討

実
方
説
話
と
の
関
わ
り
か
ら

国
文
学
年
次
別
論
文
集

中
世
２

学
術
文
献
刊
行
会

一
九
九
七
年
／

中
世

初
期
説
話
文
学
研
究

宇
治
拾
遺
物
語

と
そ
の
周
辺

お
茶
の
水
女
子
大
学
校

二
〇
〇
一
年

佐
生
久
美
子

宇
治
拾
遺
物
語

に
見
る
庶
民
の
姿

巻
三
ノ
十
六
雀
報
恩
事
よ
り

老
い

を
生
き
る
と
は

二
松
学
舎
大
学
人
文
論
叢

第
五
九
号

二
松
学
舎
大
学

人
文
学
編

一
九
九
七
年
一
〇
月

松
濤
誠
達

帝
釈
天
信
仰
の
起
源
と
文
化

浅
草
寺
佛
教
文
化
講
座

第
四
三
集

浅
草
寺
編

一
九
九
七
年
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沼
波
政
保

中
世
文
学
に
見
る
人
間
観

一

宇
治
拾
遺
物
語

に
つ
い
て

同
朋
文
学

名
古
屋
同
朋
大
学
日
本
文
学
会

一
九
九
八
年
六
月

小
峯
和
明

宇
治
拾
遺
物
語
の
表
現
時
空

若
草
書
房

ま
ん
ぼ
う
社

一
九
九
九
年

廣
田
收

宇
治
拾
遺
物
語

癭
取
爺

考

人
文
学

同
志
社
大
学
人
文
学
会

第
一
六
七
号

二
〇
〇
〇
年
三
月

廣
田
收

宇
治
拾
遺
物
語

の
編
纂
と
物
語
の
表
現

人
文
学

同
志
社
大
学
人
文
学
会

第
一
七
〇
号

二
〇
〇
一
年
一
二
月

廣
田
收

宇
治
拾
遺
物
語

の
思
想

末
尾
話
冒
頭
話
を
め
ぐ

て

同
志
社
国
文
学

第
五
三
号

二
〇
〇
〇
年
一
二
月

千
二
斗

韓
国
の
パ
ン
ソ
リ
と
日
本
の
語
り
も
の

同
志
社
国
文
学

第
五
二
号

二
〇
〇
〇
年
三
月

小
石
川
正
文

宇
治
拾
遺
物
語

に
見
る
待
遇
表
現
意
識

他
説
話
の
同
話
・
類
話
と
の
比
較
か
ら

国
語
国
文
学
論
考

二
〇
〇
〇
年
四
月

池
上
洵
一

説
話
文
学

を
考
え
る

池
上
洵
一
著
作
集
第
二
巻

説
話
と
記
録
の
研
究

和
泉
書
院

二
〇
〇
一
年

池
上
洵
一

説
話
集
と
口
承
説
話

池
上
洵
一
著
作
集
第
一
巻

今
昔
物
語
集
の
研
究

和
泉
書
院

二
〇
〇
一
年

山
口
眞
琴

葛
藤
す
る
観
音
霊
験
譚

藁
し
べ
長
者

説
話
攷

言
語
表
現
研
究

第
一
七
号

兵
庫
教
育
大
学
言
語
表
現
学
会

二
〇
〇
一
年
三
月

廣
田
收

宇
治
拾
遺
物
語
に
お
け
る
同
話
と
類
話

説
話
分
析
の
方
法

同
志
社
国
文
学

第
五
六
号

二
〇
〇
二
年
三
月

高
岡
幸
一

藁
し
べ
長
者
譚

の
説
話
的
技
法

言
語
文
化
研
究

第
二
八
号

大
阪
大
学
言
語
文
化
部

二
〇
〇
二
年

邊
恩
田

昔
話

腰
折
れ
雀

と
パ
ン
ソ
リ

興
甫
歌

大
工
の
家
建
て
を
め
ぐ

て

語
り
物
の
比
較
研
究

翰
林
書
房

二
〇
〇
二
年

廣
田
收

淵
源
と
し
て
の

類
話

五
色
鹿

考

宇
治
拾
遺
物
語

表
現
の
研
究

笠
間
書
院

二
〇
〇
三
年

邊
恩
田

韓
国
の
語
り
物
パ
ン
ソ
リ

興
甫
歌

語
り
手
・
流
派
・
語
り
の
継
承

同
志
社
国
文
学

第
五
八
号

二
〇
〇
三
年
三
月

森
正
人

宇
治
拾
遺
物
語
瘤
取
翁
譚
の
解
釈

国
語
と
国
文
学

第
八
〇
巻
第
六
号

二
〇
〇
三
年
六
月

廣
田
收

宇
治
拾
遺
物
語

世
俗
説
話

の
研
究

人
文
学

第
一
七
四
号

同
志
社
大
学
人
文
学
会

二
〇
〇
三
年
一
二
月

鈴
木
滿

瘤
取
話

そ
の
広
が
り

昔
話
の
東
と
西

比
較
口
承
文
芸
論
考

国
書
刊
行
会

二
〇
〇
四
年

邊
恩
田

東
ア
ジ
ア
か
ら
見
た
日
本
昔
話

腰
折
れ
雀

と
朝
鮮

巫
歌

成
造
プ
リ

の
縁
起
説
話
を
め
ぐ

て

同
志
社
国
文
学

第
六
一
号

二
〇
〇
四
年
一
一
月

邊
恩
田

フ
ン
ブ
伝

の
伝
本
系
統
と
日
本
語
訳
本
に
つ
い
て

同
志
社
国
文
学

第
六
二
号

二
〇
〇
五
年
三
月

藤
井
俊
博

宇
治
拾
遺
物
語

説
話
の
文
章
構
造

話
末
評
語
を
手
が
か
り
に

同
志
社
国
文
学

第
六
六
号

二
〇
〇
七
年
三
月

小
林
保
治

わ
ら
し
べ
長
者
の
話

中
世
説
話
の
人
間
学

勉
誠
出
版

二
〇
〇
七
年
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飯
島
裕
三

初
瀬

長
谷

寺
観
音
信
仰
よ
り
探
る

源
氏
物
語

か
ら

藁
し
べ
長
者

伝
説
へ
の
道
程

学
習
院
高
等
科
紀
要

第
五
号

二
〇
〇
七
年
七
月

小
林
保
治

宇
治
拾
遺
物
語
の
仏
教
話
の
性
格

説
話
文
学
研
究

第
四
三
号

説
話
文
学
会

二
〇
〇
八
年
七
月

竹
原
威
滋

説
話
の
一
生
と
ジ

ン
ル
変
遷

世
界
の
瘤
取
り
鬼

を
め
ぐ

て

説
話
・
伝
承
学
会
編

説
話
・
伝
承
の
脱
領
域

岩
田
書
院

二
〇
〇
八
年

神
谷
吉
行

瘤
取
爺

小
攷

相
模
国
文

通
巻
三
五

相
模
女
子
大
学
国
文
研
究
会

二
〇
〇
八
年
一
〇
月

久
保
華
誉

交
換
の
果
て
に

日
本
に
お
け
る
外
国
昔
話
の
受
容
と
変
容

和
製
グ
リ
ム
の
世
界

三
弥
井
書
店

二
〇
〇
九
年

伊
東
玉
美

藁
し
べ
長
者

宇
治
拾
遺
物
語
の
た
の
し
み
方

新
典
社
選
書
３
５

新
典
社

二
〇
一
〇
年

斧
原
孝
守

鳥
の
国
か
ら
の
贈
り
者

舌
切
り
雀

太
陽
国

脚
折
れ
燕

の
変
成

昔
話

研
究
と
資
料

第
三
九
号

日
本
昔
話
学
会
編

二
〇
一
一
年
三
月

廣
田
收

宇
治
拾
遺
物
語

第
三
話
と
昔
話

瘤
取
爺

構
造
か
ら
と

表
現
か
ら
と

入
門
説
話
比
較
の
方
法
論

勉
誠
出
版
社

二
〇
一
四
年

韓
国
語
参
考
文
献

東
国
大
学
校
訳
経
院

諸
経
要
集

外
十
部

高
麗
大
蔵
経

東
国
大
学
校
出
版
部

一
九
七
五
年

崔
永
年

金
慶
争
主
説
話

實
事
叢
譚

福
無
非
次
自
己
召
條

巻
二

一
九
一
八
年

韓
国
学
文
献
研
究
所
編

韓
国
地
理
誌
叢
書

黄
海
道
邑
誌

亜
細
亜
文
化
社

一
九
八
五
年

単
行
本

朝
鮮
総
督
府

朝
鮮
童
話
集

大
阪
屋
号
書
店

一
九
二
四
年

沈
宜
麟

朝
鮮
童
話
大
集

漢
城
図
書

一
九
二
六
年

孫
晋
泰

朝
鮮
民
譚
集

郷
土
研
究
社

一
九
三
〇
年

朝
鮮
総
督
府

朝
鮮
語
読
本

巻
四

朝
鮮
総
督
府
刊
行

一
九
三
三
年

鄭
魯
湜

朝
鮮
唱
劇
史

朝
鮮
日
報
社
出
版
部

一
九
四
〇
年
／
日
本
語
版

現
代
文
学
史
資
料
集
成

朝
鮮
唱
劇
史

巻
四

国
学
資
料
院

一
九
九
七
年

朴
英
晚

朝
鮮
伝
来
童
話
集

学
芸
社

一
九
四
〇
年
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孫
晋
泰

朝
鮮
文
化
叢
書
第
一
集

朝
鮮
民
族
説
話
の
研
究

乙
酉
文
化
社

一
九
四
七
年

金
三
不
校
註

壅
固
執
伝

国
際
文
化
館

一
九
五
〇
年

李
秉
岐
・
白
鐵
共

国
文
学
全
史

新
丘
文
化
社

一
九
五
七
年

李
相
魯

韓
国
伝
来
童
話
読
本

乙
酉
文
化
社

一
九
六
二
年

李
元
寿

伝
来
童
話
集

現
代
社

一
九
六
三
年

崔
仁
鶴
共
編

韓
国
伝
来
童
話
全
集
３

ソ
ウ
ル

一
九
七
〇
年

任
晳
宰

昔
話
選
集

教
学
社

一
九
七
二
年

鄭
柄
昱
校
註

壅
固
執
伝

新
丘
文
化
社

一
九
七
四
年

成
耆
説

韓
国
民
潭
の
比
較
研
究

変
異
様
相
を
中
心
に

一
潮
閣

一
九
七
九
年

渋
沢
青
花

朝
鮮
民
話
集

現
代
教
養
文
庫

社
会
思
想
社

一
九
八
〇
年

成
耆
説

韓
国
口
碑
伝
承
の
研
究

一
潮
閣

一
九
八
一
年

張
徳
順

説
話
文
学
概
説

二
友
出
版
社

一
九
八
三
年

韓
国
精
神
文
化
研
究
院
編

韓
国
口
碑
文
学
大
系

全
八
五
巻

附
録
三
冊

韓
国
精
神
文
化
研
究
院

一
九
七
八
年

成
耆
説
・
催
仁
鶴

韓
国
・
日
本
の
説
話
研
究

仁
荷
大
学
校
出
版
部

一
九
八
七
年

印
権
煥

興
夫
伝
研
究

集
文
堂

一
九
九
一
年

催
仁
鶴

口
伝
説
話
研
究

せ
ム
ン
社

一
九
九
四
年

趙
東
一
・
張
徳
順

口
碑
文
学
概
説

口
碑
伝
承
の
韓
国
文
学
的
考
察

一
潮
閣

一
九
九
五
年

催
仁
鶴

韓
・
中
・
日
説
話
比
較
研
究

民
族
院

一
九
九
九
年

催
仁
鶴

半
万
年
間
朝
鮮
怪
譚

朝
鮮
朝
末
口
伝
説
話
集

図
書
出
版
博
而
精

一
九
九
九
年

李
相
澤

韓
国
古
典
小
説
理
論
１

セ
ム
ン
社

二
〇
〇
三
年

金
鎭
英
・
金
賢
柱

古
典
名
作
異
本
総
書

興
夫
伝
全
集

全
三
巻

図
書
出
版
博
而
精

二
〇
〇
三
年

鄭
忠
権

興
夫
典
研
究

図
書
出
版
ウ

リ
ン

二
〇
〇
三
年
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論
文

崔
南
善

蒙
古
の
フ
ン
ブ
・
ノ
ル
ブ

東
明

第
三
号

一
九
二
二
年
九
月

方
定
煥

新
た
に
開
拓
な
る
童
話
に
関
し
て

特
に
少
年
以
外
の
一
般
の
大
人
に

開
闢

第
四
巻
一
号

一
九
二
三
年
一
月

張
徳
順

興
夫
伝
研
究

国
語
国
文
学

第
一
三
号

国
語
国
文
学
会

一
九
五
五
年

李
恵
求

宋
晩
載
の
観
優
戯

三
〇
周
年
記
念
論
文
集

中
央
大
学
校

一
九
五
五
年

李
在
秀

韓
国
小
説
発
達
段
階
に
お
け
る
中
国
小
説
の
影
響

慶
北
大
学
校
出
版
部
編

慶
北
大
学
論
文
集

一
九
五
六
年

金
東
旭

パ
ン
ソ
リ
根
源
説
話
添
補

国
語
国
文
学

巻
三
四
・
三
五
号

国
語
国
文
学
会

一
九
六
七
年

崔
来
沃

説
話
と
小
説
化
過
程
に
対
す
る
構
造
分
析

殊
に
長
者
沼
伝
説
と
壅
固
執
伝
の
場
合

国
文
学
研
究

第
七
巻

ソ
ウ
ル
大
学
校
国
文
学
研
究
会
編

一
九
六
八
年

趙
東
一

興
夫
伝
の
両
面
性

啓
明
論
叢

第
五
集

啓
明
大
学
校
出
版
部

一
九
六
九
年

丁
奎
福

西
遊
記
と
韓
国
古
小
説

亜
細
亜
研
究

第
四
八
号

高
麗
大
学
校
ア
ジ
ア
問
題
研
究
所

一
九
七
二
年

金
鉉
龍

壅
固
執
伝
の
根
源
説
話
研
究

国
語
国
文
学

第
六
二
号

国
語
国
文
学
会

一
九
七
三
年

徐
大
錫

興
夫
伝
の
民
譚
的
考
察

国
語
国
文
学

第
六
七
号

国
語
国
文
学
会

一
九
七
五
年

印
権
煥

興
夫
伝
の
説
話
的
考
察

根
源
説
話
の
探
索
と
小
説
化
過
程
を
中
心
に

高
麗
大
学
校
国
語
国
文
学
研
究
会

語
文
論
集

第
一
六
巻

一
九
七
五
年

崔
仁
鶴

韓
国
説
話

夜
来
者
譚

と

浜
下
り
行
事
由
来
譚

を
め
ぐ

て

民
間
説
話
の
研
究

同
朋
舎
出
版

一
九
七
八
年

鄭
仁
漢

壅
固
執
伝
の
説
話
研
究

文
学
と
言
語

第
一
巻

文
学
と
言
語
研
究
会
編

一
九
八
〇
年

任
晳
宰

説
話
の
中
の
ト
ケ
ビ

国
立
博
物
館
叢
書
１

韓
国
の
ト
ケ
ビ

悦
話
堂

一
九
八
一
年

徐
大
錫

模
倣
譚
の
構
造
と
意
味

古
典
散
文
研
究

東
和
文
化
社

一
九
八
一
年

成
耆
説

累
積
譚
の
韓
日
比
較

藁
縄
三
本

の
場
合

人
文
科
学
研
究
所
論
文
集

第
一
一
号

仁
荷
大
学
校
出
版
部

一
九
八
五
年
九
月

成
耆
説

藁
縄
三
本

韓
国
説
話
の
研
究

韓
国
学
研
究
所
研
究
叢
書
第
一
号

仁
荷
大
学
校
出
版
部

一
九
八
八
年

崔
仁
鶴

韓
国
の
イ

ン
ナ
ル
・
イ
ヤ
ギ

昔
話

君
島
久
子
編

日
本
基
層
文
化
の
探
求
日
本
民
間
伝
承
の
源
流

小
学
館

一
九
八
九
年

催
来
沃

壅
固
執
伝
の
諸
問
題
研
究

東
洋
学

第
一
九
号

檀
国
大
学
校
東
洋
学
研
究
所

一
九
八
九
年

金
ユ
ジ
ン

瘤
爺
さ
ん
の
構
造
と
意
味

淸
覽
語
文
学

第
三
巻

淸
覽
語
文
学
会

一
九
九
〇
年
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ノ
・
ヨ
ン
ジ

韓
・
印
民
譚
の
比
較
研
究

変
え
る
ほ
ど
多
く
な
る
類
型

イ
ン
ド
研
究

第
一
巻
第
一
号

韓
国
イ
ン
ド
学
会

一
九
九
三
年

金
昌
辰

興
夫
伝
の
異
本
と
構
成
研
究

慶
照
大
学
校
大
学
院
博
士
論
文

一
九
九
一
年

鄭
忠
權

壅
固
執
伝

異
本
の
変
異
様
相
と
意
味

パ
ン
ソ
リ
研
究

巻
四

パ
ン
ソ
リ
学
会

一
九
九
三
年

金
昌
辰

フ
ン
ブ
・
ノ
ル
ブ
故
郷
の
現
場
的
考
察

興
夫
伝

の
発
祥
地
を
探
し
て

2

文
学
ハ
ン
グ
ル

第
七
号

ハ
ン
グ
ル
学
会

一
九
九
三
年

金
宗
大

殖
民
地
時
期
に
輸
入
さ
れ
た

瘤
取
爺

譚

韓
国
の
ト
ケ
ビ
研
究

国
学
資
料
院

一
九
九
四
年

印
権
煥

壅
固
執
伝
の
仏
教
的
考
察

根
源
説
話
と
主
題
を
中
心
に

民
族
文
化
研
究

第
二
七
号

民
族
文
化
研
究

一
九
九
五
年

金
昌
辰

興
夫
伝

発
祥
地
の
文
献
的
考
證

興
夫
伝

の
発
祥
地
を
探
し
て

一

古
小
説
研
究
創
刊
号

古
小
説
学
会

一
九
九
五
年

張
徳
順

説
話
の
小
説
化

壅
固
執
伝
と
裴
裨
将
伝
を
中
心
に

韓
国
説
話
文
学
研
究

博
而
精
出
版
社

一
九
九
五
年

金
容
儀

韓
日
妖
怪
説
話
比
較
研
究
の
課
題

日
本
語
文
学

第
二
巻

韓
国
日
本
語
文
学
会

一
九
九
六
年

呂
連
弼

興
夫
伝

韓
国
古
典
小
説
作
品
論

集
文
堂

一
九
九
七
年

金
容
儀

日
本

瘤
取
爺

話
の
類
型
と
分
布

日
本
語
文
学

第
五
巻

韓
国
日
本
語
文
学
会

一
九
九
八
年

金
容
儀

韓
国
と
日
本
の

瘤
取
り
爺

譚

教
科
書
収
録
の
過
程
で
行
わ
れ
た
改
正
を
中
心
に

日
本
語
文
学

第
六
巻

韓
国
日
本
語
文
学
会

一
九
九
九
年

金
容
儀

民
譚
の
イ
デ
オ
ロ
ギ

的
性
格

日
本
の
植
民
地
時
期
の
教
科
書
に
収
録
さ
れ
た
民
譚
を
中
心
に

日
本
研
究

第
一
四
巻

中
央
大
学

一
九
九
九
年

金
容
儀

日
帝
時
代
民
譚
の
改
作
と
収
容
の
様
相

普
通
学
校
朝
鮮
語
読
本

巻
四
の

瘤
取
爺

譚
を
中
心
に

南
道
民
俗
学
会

南
道
民
俗
研
究

第
六
巻

二
〇
〇

〇
年

金
容
儀

韓
日
の
伝
説
の
比
較
研
究

近
代
期
の
教
科
書
に
収
録
さ
れ
た

瘤
取
り
爺

譚
を
中
心
に

日
本
語
日
文
学

日
本
語
文
学
会

二
〇
〇
三
年

ク

ン
・
ヒ

ミ

ン

旁
㐌
說
話

モ
チ

フ
の
教
科
書
收
錄
樣
相
の
研
究

語
文
学
教
育

第
二
九
巻

韓
国
語
文
教
育
学
会

二
〇
〇
四
年

金
宗
大

瘤
取
り
爺
の
形
成
過
程
に
関
す
る
試
考

韓
国
文
学
研
究

二
〇
号
韓
国
文
学
会

二
〇
〇
六
年

ジ

ン
・
ジ
ン
ヒ

韓
国
ト
ケ
ビ
童
話
の
形
成
と
変
形
の
様
相
研
究

漢
陽
大
学
校
大
学
院
博
士
論
文

二
〇
〇
九
年

張
貞
姫

朝
鮮
語
読
本

の

瘤
取
爺
さ
ん

説
話
と
近
代
児
童
文
学
の
影
響
関
係
考
察

韓
国
児
童
文
学
研
究

韓
国
児
童
文
学
学
会

第
二
〇
号

二
〇
一
一
年

張
貞
姫

瘤
取
爺
さ
ん

譚
の
韓
日
間
の
説
話
素
の
比
較
と
原
型
分
析

韓
国
学
研
究

第
四
二
巻

高
麗
大
学
校
国
学
研
究
所

二
〇
一
二
年



補注－1

『
宇
治
拾
遺
』
昔
話
関
連
話
群
の
研
究

第
一
章
補
注

《
補
注
１-

１
》
『
宇
治
拾
遺
』
「
雀
報
恩
事
」
【
分
析
表
】

（
前
半
）

 
 

老
女
が
虫
を
取
る
。

 
 

童
部
が
（
石
で
）
雀
の
腰
を
折
る
。

 
 

老
女
は
雀
に
食
物
を
与
え
る
。 

 
 

 
 
 

 
 

 
 
 
 

Ⅰ

 
 

老
女
は
雀
を
桶
に
入
れ
る
。 

 
 
 

 
 
 

 
 

 
 
 
 

Ⅱ

 
 

老
女
は
雀
に
薬
を
与
え
る
。 

 
 
 

 
 
 

 
 

 
 
 
 

Ⅲ

〇
子
や
孫
は
老
女
を
憎
み
笑
う
。 

 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

Ⅰ

 
 

雀
は
元
気
に
な
る
。

〇
雀
は
（
老
女
の
介
抱
を
）
嬉
し
い
と
思
う
。

 
 

老
女
が
雀
の
面
倒
を
子
や
孫
に
頼
む
。

 
 

子
や
孫
は
老
女
を
憎
み
笑
う
。 

 
 

 
 
 

 
 

 
 
 
 

Ⅱ

 
 

雀
は
（
飛
ぶ
ほ
ど
に
）
元
気
に
な
る
。

 
 

雀
が
飛
び
去
る
。

 
 

老
女
は
悲
し
む
。

 
 

人
は
老
女
を
笑
う
。 

 
 

 
 

 
 

 
 
 

 
 

 
 
 
 

Ⅲ

 
 

雀
が
老
女
の
も
と
に
戻
る
。

 
 

雀
が
老
女
に
ひ
さ
ご
の
種
を
落
と
し
て
去
る
。

 
 

老
女
は
ひ
さ
ご
の
種
を
（
大
切
に
）
持
つ
。



補注－2

 
 

子
は
（
ひ
さ
ご
の
種
を
大
切
に
持
つ
）
老
女
を
笑
う
。

 
 

老
女
は
ひ
さ
ご
の
種
を
植
え
る
。

（
ひ
さ
ご
が
た
く
さ
ん
の
実
を
付
け
る
）

 
 

老
女
は
里
隣
の
人
々
に
ひ
さ
ご
の
実
を
与
え
る
。 

 
 
 
 

Ⅰ

 
 

子
や
孫
は
ひ
さ
ご
の
実
を
（
喜
ん
で
）
食
べ
る
。 

 
 
 
 

Ⅱ

 
 

老
女
は
里
中
に
ひ
さ
ご
の
実
を
配
る
。 

 
 

 
 

 
 
 
 

Ⅲ

 
 

老
女
は
（
大
き
な
）
ひ
さ
ご
の
実
を
吊
り
置
く
。

（
ひ
さ
ご
の
実
が
熟
す
る
）

 
 

老
女
は
ひ
さ
ご
の
実
の
口
を
開
け
る
。

 
 

老
女
は
ひ
さ
ご
の
実
か
ら
白
米
を
得
る
。

 
 

老
女
が
（
ま
た
）
ひ
さ
ご
の
実
か
ら
白
米
を
得
る
。

老
女
は
裕
福
に
な
る
。

 
 

隣
里
の
人
が
老
女
を
羨
む
。

（
後
半
）

 
 

隣
の
老
女
は
老
女
に
（
裕
福
に
な
っ
た
）
わ
け
を
尋
ね
る
。

 
 

老
女
は
隣
の
老
女
に
（
詳
し
く
）
わ
け
を
話
す
。

 
 

隣
の
老
女
は
老
女
に
ひ
さ
ご
の
種
を
求
め
る
。

 
 

老
女
は
隣
の
老
女
の
求
め
を
断
る
。

 
 

隣
の
老
女
は
雀
を
探
す
。

 
 

隣
の
老
女
は
三
羽
の
雀
の
腰
を
折
る
。

 
 

隣
の
老
女
は
三
羽
の
雀
に
食
物
を
与
え
る
。



補注－3

 
 

隣
の
老
女
は
三
羽
の
雀
に
薬
を
与
え
る
。

 
 

三
羽
の
雀
は
元
気
に
な
る
。

 
 

三
羽
の
雀
が
飛
び
去
る
。

 
 

隣
の
老
女
は
（
う
ま
く
で
き
た
と
）
喜
ぶ
。

 
 

三
羽
の
雀
は
隣
の
老
女
を
恨
む
。

 
 

三
羽
の
雀
は
隣
の
老
女
の
も
と
に
戻
る
。

 
 

三
羽
の
雀
は
隣
の
老
女
に
種
を
与
え
る
。

 
 

隣
の
老
女
は
種
を
植
え
る
。

（
ひ
さ
ご
が
大
き
く
育
つ
）

 
 

隣
の
老
女
は
ひ
さ
ご
の
実
を
ひ
と
り
じ
め
す
る
。

 
 

隣
の
老
女
は
隣
人
に
ひ
さ
ご
の
実
を
食
べ
さ
せ
る
。 

 
 
 

 

Ⅰ

隣
の
老
女
は
ひ
さ
ご
の
実
を
食
べ
る
。 

 
 
 
 

 
 

 
 
 

Ⅱ

隣
の
老
女
は
子
に
ひ
さ
ご
の
実
を
食
べ
さ
せ
る
。 

 
 

 
 
 

Ⅲ

隣
人
は
気
分
を
悪
く
す
る
。 

 
 
 

 
 

 
 
 

 
 

 
 
 

Ⅰ

隣
の
老
女
は
吐
き
散
ら
す
。 

 
 
 

 
 

 
 
 

 
 

 
 
 

Ⅱ

隣
の
子
に
吐
き
散
ら
す
。 

 
 

 
 

 
 

 
 
 

 
 

 
 
 

Ⅲ

 
 

隣
人
や
隣
の
子
や
隣
の
老
女
は
恢
復
す
る
。

 
 

隣
の
老
女
は
（
残
り
の
実
を
）
吊
り
置
く
。

 
 

隣
の
老
女
は
ひ
さ
ご
の
実
の
中
の
物
を
取
り
出
す
。

ひ
さ
ご
か
ら
あ
ぶ
・
は
ち
・
む
か
で
・
な
ど
が
出
る
。

 
 

毒
虫
た
ち
が
隣
の
老
女
を
刺
す
。 

 
 
 
 

 
 

 
 
 
 

 

Ⅰ



補注－4

 
 

毒
虫
た
ち
が
隣
の
子
を
刺
す
。 

 
 

 
 
 

 
 

 
 
 
 

 

Ⅱ

 
 

毒
虫
た
ち
が
隣
の
老
女
を
殺
す
。 

 
 
 
 

 
 

 
 
 
 

 

Ⅲ

〔
話
末
評
語
〕

右
の
事
項
の
中
で
Ⅰ
・
Ⅱ
・
Ⅲ
の
記
号
は
、
表
現
の
繰
り
返
し
を
示
す
。
こ
れ
は
、
叙
述
を
押
し
進
め
て
行
く
と
き
に
働
く
、
語
り
の
原
理
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な

反
復
は
、
口
承
の
昔
話
だ
け
で
な
く
、
書
承
の
説
話
や
物
語
に
も
働
い
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。

ま
た
（

）
は
、
主
語
＋
述
語
と
い
う
事
項
に
対
し
て
、
説
明
的

な
表
現
で
あ
る
こ
と
を
示
す
。

〔
話
末
評
語
〕
に
お
い
て
、
雀
は
（
隣
の
老
女
に
）
腰
を
折
ら
れ
て
恨
み
、
毒
虫
を
け
し
か
け
て
（
ひ
さ
ご
の
実
の
中
に
）
入
っ
て
い
た
。
最
初
の
雀
は
、
腰
を
折

ら
れ
て
カ
ラ
ス
に
食
べ
ら
れ
る
と
こ
ろ
を
助
け
ら
れ
た
の
で
、
嬉
し
い
と
思
っ
た
か
ら
だ
と
い
う
。
だ
か
ら
「
物
う
ら
や
み
」
は
す
る
べ
き
で
は
な
い
と
い
う
。
太
字

で
示
し
た
事
項
は
、
日
本
や
韓
国
の
昔
話
に
共
有
さ
れ
て
い
る
話
型
に
付
加
さ
れ
た
部
分
で
あ
る
。
つ
ま
り
、
そ
れ
ら
は
『
宇
治
拾
遺
』
が
独
自
に
付
加
し
た
事
柄
で

あ
る
こ
と
が
明
ら
か
に
な
る
。

さ
ら
に
先
に
発
表
し
た
論
文
（
金
恩
愛
「
『
宇
治
拾
遺
物
語
』
「
雀
報
恩
事
」
考
―
韓
国
昔
話
と
の
比
較
を
め
ぐ
っ
て
―
」
『
同
志
社
国
文
学
』
第
七
三
号
、
二
〇
一
一
年
三
月
）
に
お
い

て
、
説
話
か
ら
取
り
出
し
た
「
雀
報
恩
事
」
の
事
項
分
析
を
挙
げ
て
お
き
た
い
。
さ
ら
に
整
理
し
た
事
項
群
を
載
せ
る
。

媼
が
腰
折
れ
雀
を
助
け
る

〇
子
孫
が
媼
を
憎
み
笑
う
。

〇
雀
が
媼
に
感
謝
す
る
。

雀
が
媼
に
瓢
の
種
を
与
え
る
。

媼
が
た
く
さ
ん
の
瓢
を
得
る
。

〇
子
孫
が
瓢
を
食
べ
る
。

〇
媼
が
瓢
の
中
か
ら
白
米
を
得
る
。

瓢
の
実
が
熟
す
る
。

媼
が
裕
福
に
な
る
。



補注－5

隣
媼
が
雀
を
傷
つ
け
る
。

〇
雀
が
隣
媼
を
憎
み
恨
む
。

雀
が
隣
媼
に
瓢
の
種
を
与
え
る
。

隣
媼
は
味
の
悪
い
瓢
を
得
る
。

〇
隣
媼
が
瓢
の
中
か
ら
毒
虫
を
得
る
。

隣
媼
が
命
を
落
と
す
。

右
に
挙
げ
た
事
項
の
中
、
〇
印
を
付
け
た
も
の
に
は
、
対
立
関
係
と
雀
の
感
情
を
表
し
た
『
宇
治
拾
遺
』
の
特
質
が
端
的
に
示
さ
れ
て
い
る
。
こ
こ
で
、『
宇
治
拾
遺
』

表
現
の
独
自
性
と
し
て
挙
げ
ら
れ
る
の
は
、「
老
女
と
隣
の
人
と
の
対
立
関
係
」「
老
女
の
子
や
孫
と
の
関
係
」
と
、
子
孫
や
雀
の
感
情
の
表
す
表
現
で
あ
ろ
う
。
子
孫
や

雀
の
感
情
を
表
す
事
項
を
要
約
す
る
と
次
の
よ
う
で
あ
る
。

子
や
孫
は
老
女
を
憎
み
笑
う
。

雀
は
喜
ぶ
。

子
や
孫
は
老
女
を
ば
か
に
す
る
。

人
は
老
女
を
ば
か
に
す
る
。

子
は
（
ひ
さ
ご
の
種
を
大
切
に
持
つ
）
老
女
を
ば
か
に
す
る
。

子
や
孫
は
ひ
さ
ご
の
実
を
（
喜
ん
で
）
食
べ
る
。

隣
の
老
女
は
（
子
に
褒
め
ら
れ
よ
う
と
）
雀
の
腰
を
折
る
。

三
羽
の
雀
は
隣
の
老
女
を
恨
む
。

隣
の
老
女
は
子
に
（
老
女
に
勝
っ
た
こ
と
を
）
誇
る
。

『
宇
治
拾
遺
』
に
お
い
て
は
、
隣
の
老
女
だ
け
で
は
な
く
、
最
初
の
老
女
が
子
や
孫
に
馬
鹿
に
さ
れ
る
。
子
や
孫
が
老
女
を
敬
っ
た
り
従
っ
た
り
す
る
の
で
は
な
く
、

憎
み
笑
う
と
こ
ろ
に
、
鎌
倉
期
の
京
都
に
お
け
る
家
族
の
問
題
が
端
的
に
示
さ
れ
て
い
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。



 

  

 

 

 
 
 

  

 

 

   
 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

  

  

異
界
の
も
の

出
発

主
人
公

鬼 
•

材
を
取
り
に
山
へ

晋
人
に
窶
項
に
患
ふ
者

『
産

語

』

天
狗

顔
に
驚
る
法
師

『
五

萬

鑿

一
四
詰

天
狗

鋒t

に
出
る

目

の

上

に

大

な

る

禪

門

1

卷

-
箭
半
)

『
醒
睡

2

山
路
を
通
る

目
の
上
に
大
な
る

1
卷

六

肇
)

神涼

鑫

り

に

-
じ
にW

る
一
人

『
・

笑

S 
録
」

第

二

章

補

注

《
補
注
2
-
1
》

『
産
語
』
『
五
常
内
義
抄
』
『
醒
睡
笑
』
『
嬉
遊
笑
覧
』
の
類
話
を
ま
と
め
、
対
照
す
る
と
、
次
の
よ
ぅ
で
あ
る
。

《
補
注
1
-
2
》

『
捜
神
記
』
二

〇

(

本
文
引
用
は
、
干

寶

『
東
洋
文
庫
10
捜
神
記
』
竹
田
晃
駅
、
平
凡
社
、

一
九
七
八
年
)

漢
時
、
弘
農
楊
宝
。
年
九
歳
時
、
至
華
陰
山
北
、
見
一
黄
雀
。
爲
鵾
梟
所
搏
、
墜
於
樹
下
、
爲
螻
蟻
所
困
。
寶
見
愍
之
、
取

歸
。
置
巾
箱
中
、
食
以
黄
花
。
百
餘
日
毛
羽
成
、
朝
去
暮
還
。

一
夕
三
更
、
寶
讀
書
末
臥
、
有
黄
衣
童
子
' 

向
寶
再
拜
日
「我

西
王
母
使
者
。
使
蓬
莱
、
不
愼
爲
鸱
梟
所
搏
。
君
に
愛
見
拯
、
實
感
盛
徳
」
乃
以
白
環
四
枚
、
舆
寶

日

「令
君
子
孫
潔
白
、

位
登
三
事
、
當
如
此
環
」

漢
の
と
き
、
弘

農
(

河
南
省
)
に
楊
宝
と
い
う
男
が
い
た
。
九
歲
の
と
き
、
華

陰

県
(

陝
西
省
)
に
あ
る
山
に
北
側
で
、

一
匹
の
黄
雀
が
み
み
ず
く
に
襲
わ
れ
て
、
 

木
の
下
に
落
ち
、
そ
こ
を
ま
た
螻
や
蟻
に
い
じ
め
ら
れ
て
い
る
の
を
見
つ
け
た
。
宝
は
あ
わ
れ
に
思
っ
て
抱
き
帰
り
、
小
箱
の
な
か
に
入
れ
、
黄
色
花
を
食
べ
さ
せ 

た
。
こ
う
し
て
、
百
日
あ
ま
り
た
つ
う
ち
に
羽
が
生
え
揃
い
、
朝
飛
び
立
っ
て
は
' 

夕
方
に
な
る
と
ま
た
帰
っ
て
く
る
よ
う
に
な
っ
た
。
あ
る
夜
ふ
け
に
、
宝
は
体 

を
読
ん
で
い
て
ま
だ
床
に
つ
か
な
か
っ
た
が
、
そ
こ
へ
黄
色
い
着
物
を
着
た
少
年
が
現
わ
れ
、
宝
に
再
拝
し
て
言
っ
た
。

「私
は
西
王
母
さ
ま
の
使
者
で
す
。
以
前
蓬
莱
山
ま
で
お
使
い
に
行
く
途
中
、
う
っ
か
り
油
断
し
て
い
て
み
み
ず
く
に
襲
わ
れ
た
と
こ
ろ
を
、
お
情
け
深
い
あ
な
た 

に
救
つ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
あ
な
た
の
厚
い
ご
人
徳
に
心
か
ら
感
謝
い
た
し
ま
す
」
そ
し
て
白
い
玉
環
を
四
つ
、
宝
に
差
し
出
し
て
、

「あ
な
た
の
ご
子
孫
は
、
き
つ
と
こ
の
環
の
よ
う
に
清
兼
潔
白
で
、
位
は
三
事
を
極
め
ら
れ
る
で
し
よ
う
」
と
言
う
の
だ
っ
た
。

捕注 一6



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

  
 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 
 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 
    

    

     

(
2
)
『
五
常
内
義
抄
』

(

本
文
は
、
中
島
悦
次
「宇
治
拾
遺
物
語
「鬼
に
瘤
取
ら
る
る
事
」
に
つ
い
て
」

『
跡
見
学
園
女
子
大
学
紀
要
』
第
四

号
、

一
九
七
一
年
)

(
1
)
『
産
語
』

晉
人
有
ド
患
レ
寧
-

干

項

者

り

剌

「
材

干

山

一
。
還
而
日
暮
。
投
•
■

空
舎
■

宿
レ
焉
。
夜
有
，■
羣
鬼
：宴
，一干
舎
/
-
見
一；

瘤
者
•

日
。
客
何
為
者
也
。
対
日
。
山
下
邑
人
。

取
こ
材
干
山
' 

日
暮
不
レ
可
レ
行
也
。
故
借
：
宿
於
此
_

。
非
ヾ
異
人
_

也
。
鬼
日
。
子
欲
レ
食
乎
。
日
不
レ
欲
也
。
欲
レ
飲
乎
。
日
。
唯
欲
レ
酒
。
不
レ
欲
，1

它
飲
-

也
。
鬼 

日
。
善
。
因
飲
レ
之
。
宴
酣
。
鬼
謂
•

一
瘤
者
•

日
。
能
歌
平
。
対
日
。
里
巷
下
曲
。
恐
不
レ
足
レ
聴
巳
。
鬼
日
。
第
歌
。
瘤
者
撃
レ
節
而
歌
。
羣
鬼
咸
称
レ
善
。
又
日
。

S

対
日
。
下
節
。
恐
不
レ
足
レ
観
巳
。
鬼
日
。
第
舞
。
瘤
者
起
舞
。
羣
鬼
咸
悦
。
日
。
善
。
於
レ
是
歓
甚
。
至
レ
暁
鬼
将
レ
去
。
謂

こ

瘤

者

吾

曹

夜

集

こ

干

此

〇1 

子
豈
能
復
来
会
平
。
瘤
者
日
。
誦
。
鬼
日
。
雖
レ
然
。
子
能
無
-

食
言
一
哉
。
請
必
以
 

> 

物
多
レ
質
。
瘤
者
日
。
我

樵

夫

。
唯

有

-
斧I。

它
無
レ
所
レ
有
。
請
以
レ
斧
為 

レ
質
。
鬼
日
。
唆
。
是
何
足
こ
以
為
ー
レ
質
。
観
：
子
項
瘤

一。
可
：
以
為
；
レ
質
。
因
取
_

、
其

瘤

〇
不
レ
痛
且
不
レ
見
レ
血
。
鬼
既
去
。
黎
明
。
瘤
者
走
帰
レ
家
。
家
人

親
」其 

亡

ーレ
瘤
。
因
間
レ
之
。
告
二
之
故
一。
里
人
有

k

患
レ
瘤
こ
于
頸
-

者

聞

レ
之
。
就
-
-

其
家
：
而
謁
日
。
子
且
復
往
乎
。
対
日
。
未
レ
必
也
。

日
。
余
願
摂
レ
子
事
。
幸
可
： 

以
去
こ
吾
瘤

；
也
。
日
。
可
也
。
里
人
遂
往
。
夜
鬼
至
。
見
こ
里
人
"

日
。
悪
。
是
何
非
「
昔
者

所

レ
見
也
。
里
人
日
疇
昔
瘤
者
。
不
幸
疾
作
。
故
使
ゝ
予
来
謝
こ
諸
兄
；也
。
 

鬼

日
。
子
亦
好
レ
酒
乎
。

日
。
否
。
能
歌
舞
乎
。

日
。
略
能
。
令
こ
之
歌
舞
。
不
レ
善
。
羣
鬼
不
レ
悦
日
。
子
歌
舞
不
レ
善
。
吾
曹
無
二
以
為
レ
歓
。
可
.
•

趨
帰
一。
昔
者 

所
レ
質
。
煩
レ
繭
致
 

<

之
前
人i。

因
以
：■
昔
物
所
レ
取
之
瘤
一。
著
■

里

人

項

。
遂
遣
レ
帰
。
旧
瘤
未
レ
除
。
更
負
こ
新
瘤
而
帰
。
唯
不

「
量
"

而
徒
羨
レ
人
之
禍
也
。
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繫

・ 

1

(

癭

取

ら

れ
•

付
け
ら

れ
た
)
理
由

瘤宴
の
場
面

出
合
っ
た
場
所

唯
自
ら
量
ら
ず
し
て
徒

JZ

人
を

t
む
の
^
^
る
の
み

質宴

(

歌

へ
•

舞
ふ
)

塞
口

な
し

質田
楽

山
中
ナ
ル
古
堂

1

な
し

質酒
宴

古

・

な
し

ル̂
^1

A
J

の
^
^

遇
い

酒
案

か
の
汁
堂

神
命
じ
て

廟
の
中

『産

E

『
五i

e
E
W
j

 

I

四
詰 

0
1
2
卷一

巻
六 

『
・

笑

s I
W

S

録

響

時

期

三
六
五
年
頃 

江
戸
時
代
一
六
二
八 

江

戸

時

代

・



補注－8

人
ノ
云
ン
事
ニ
聞
耽

フ
ケ
り

テ
、
タ
ヽ
チ
ニ
振
舞
事
ナ
カ
レ
、
後
ニ
ク
〈
ユ
〉
ル
事
ノ
ア
ル
也
、
其
故
ハ
、
顔
二
コ
ブ
ツ
キ
タ
ル
法
師
ノ
道
〈
ニ
〉
行
ケ
ル
ニ
、
山
中
ナ
ル

古
堂
ノ
ア
リ
ケ
リ
ニ
留
テ
〈
ケ
〉
ル
程
ニ
、
夜
打
深

フ
ケ
テ

天
狗
〈
ト
〉
モ

、
多
ク

集
テ

田
楽
ヲ
ン

シ
ケ
ル
、
此
法
師
思
ヤ
ウ
ハ
、
只
今
ニ
グ
ト
モ
ニ
〈
カ
〉
サ
ジ
、
ヤ
ワ
ラ
居

タ
リ
ト
モ
見
付
ラ
レ
ナ
ン
、
同
シ
事
シ

〈
ト
〉

思
テ
、
〈
ワ
〉
ラ
座
ノ
ア
リ
ケ
ル
ヲ
腰
ニ
引
當
テ
、
天
狗
ニ
交
テ
面
白
ク
ヲ
ト
リ
タ
リ
ケ
レ
ハ
、
天
狗
共
面
白
シ
興
ア
リ
ト
云

テ
、
俱
ニ
夜
モ
ス
カ
ラ
ヲ
ト
リ
遊
ヒ
ケ
ル
程
ニ
、
暁
方
ニ
成
テ
今
ハ
常
ニ
寄
合
テ
可
遊
由
契
テ
、
天
狗
共
ノ
云
ク
、
若
後
コ
ヌ
事
モ
コ
ン
ア
レ
ト
テ
、
質
ニ
取
ン
ト
テ
、

此
法
師
ノ
顔
ニ
ア
リ
〈
ケ
〉
ル
、
コ
ブ
ヲ
引
チ
キ
リ
テ
ト
リ
ヌ
、
夜
明
ケ

〈
テ
〉

私

宅

（
或
ハ
「
ケ
」
カ
）

ニ
帰
〈
リ
〉
タ
レ
ハ
、
顔
ニ
ア
ツ
テ
見
若
シ
カ
リ
ツ
ル
コ
ブ
ナ
カ
リ
ケ
レ
ハ
、
弟

子
小
法
師
原
マ
テ
モ
喜
ヒ
ア
ヘ
リ
ケ
リ
、
其
ノ
隣
ノ
里
ニ
、
同
ヤ
ウ
ニ
顔
ニ
コ
ブ
ノ
ア
ル
人
入
道
ノ
有
ケ
ル
カ
、
是
ヲ
聞
テ
、
我
モ
彼
堂
ニ
行
テ
此
コ
ブ
失
ン
ト
云
テ
、

無
ニ
左
右
カ
シ
コ
ニ
行
テ
ケ
レ
ハ
、
安
ノ
知
〈
如
〉
ク
、
天
狗
共
集
テ
面
白
ク
遊
ケ
ル
ニ
、
交
テ
ヲ
ト
リ
ケ
レ
バ
、
天
狗
ノ
云
ク
、
神
妙
ニ
約
束
タ
カ
ヘ
ス
来
リ
タ
リ
、

今
ハ
質
ノ
物
返
サ
ン
ト
テ
、
今
片
顔
ニ
コ
ブ
ヲ
ソ
付
タ
リ
ケ
ル
、
左
右
ノ
顔
ニ
角
ノ
如
ク
二
ノ
コ
ブ
付
テ
家
ニ
帰
リ
タ
リ
ケ
レ
バ
、
妻
子
供
是
ヲ
見
テ
、
ニ
ク
ム
事
無

レ
限
、
様
ナ
キ
人
マ
ネ
シ
テ
、
生
レ
ヌ
片
輪
付
ヌ
ト
人
ノ
咲
ケ
レ
ハ
、
無
ニ
為
方

セ
ン
カ
タ

テ
自
害
セ
ン
ト
ハ
ケ
ミ
ケ
レ
ハ
、
ヲ
コ
カ
マ
シ
ク
モ
覚
ヘ
ケ
ル
、
サ
レ
バ
、
事
ノ
風

情
ハ
カ
ハ
ル
ト
モ
、
聞
フ
ケ
リ
ハ
皆
同
シ
ヘ
ル
ヘ
シ
、
不ス

レ
見
所

サ

ヲ

モ
テ
不シ

レ
信セ

ト
云
文
ア
リ
。 

 
 
 
 
 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

（
本
文
は
、
太
田
次
男
編
『
五
常
内
義
抄
』
第
三
七
三
冊
、
古
典
文
庫
、
一
九
七
七
年
、
底
本
は
宮
内
庁
書
陵
部
蔵
本
）

（
３
）
『
醒
睡
笑
』
巻
の
一
「
謂
へ
ば
謂
は
る
る
物
の
由
来
」
二
一
「
こ
ぶ
取
爺
の
話
」

「
鬼
に
瘤
を
と
ら
れ
た
」
と
い
ふ
事
な
ん
ぞ
。
目
の
上
に
大
な
る
瘤
を
も
ち
た
る
禪
門
あ
り
き
。
修
行
に
出
し
が
、
或
山
中
に
行
暮
れ
て
宿
な
し
。
古
辻
堂
に
と
ま

れ
り
。
夜
既
に
三
更
に
及
ぶ
。
人
音
あ
ま
た
し
て
、
か
の
堂
に
來
り
酒
宴
を
な
す
。
禪
門
お
そ
ろ
し
く
思
ひ
な
が
ら
、
詮
方
な
け
れ
ば
心
う
き
た
る
貌
し
、
圓
座
を
尻

に
つ
け
立
ち
て
踊
れ
り
。
明
方
に
な
り
、
天
狗
ど
も
歸
ら
ん
と
す
る
時
い
ふ
、「
禪
門
う
き
藏
主
に
て
よ
き
伽
な
り
。
今
度
も
か
な
ら
ず
き
た
れ
」
と
、
約
束
ば
か
り
は

僞
あ
ら
ん
。
た
ゞ
質
に
し
く
は
あ
ら
じ
と
て
、
目
の
上
の
瘤
を
取
り
て
ぞ
行
き
け
る
。
禪
門
寶
を
ま
う
け
た
る
心
地
し
、
故
郷
に
歸
る
。
見
る
人
感
じ
、
親
類
歡
喜
す

る
事
か
ぎ
り
な
し
。
」

『
醒
睡
笑
』
巻
の
六
「
推
は
ち
が
う
た
」
三
五
「
瘤
取
り
爺
後
日
物
語
」

あ
る
所
に
、
禅
門
目
の
上
に
大
き
な
る
瘤
を
持
て
り
。
か
な
し
き
な
が
ら
、
せ
ん
方
な
く
過
ご
し
け
る
に
、
人
の
語
る
や
う
、「
そ
こ
の
里
に
住
む
な
る
老
人
、
山
路

を
通
ふ
と
て
道
に
て
鬼
に
行
き
合
ひ
、
年
頃
う
る
さ
か
り
し
目
の
上
の
こ
ぶ
を
取
ら
れ
、
一
門
眷
属
ま
で
よ
ろ
こ
び
限
り
な
し
」
と
い
ふ
を
聞
き
、
あ
な
が
ち
に
こ
れ
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を
う
ら
や
み
、
は
る
ば
る
と
そ
の
人
の
も
と
に
た
づ
ね
あ
ひ
、
あ
り
し
お
も
む
き
を
尋
ね
き
は
め
、
瘤
を
と
ら
れ
ん
望
み
に
、
か
の
汁
堂
に
行
き
、
待
ち
居
た
り
。
案

の
ご
と
く
、
何
と
も
知
ら
ぬ
者
ど
も
、
夜
更
け
、
多
く
あ
つ
ま
り
、
ど
し
め
き
の
の
し
り
、
酒
案
を
は
じ
む
る
時
、
禅
門
、
円
座
を
腰
に
つ
け
を
ど
り
け
れ
ば
、「
ま
た

来
し
な
り
。
約
束
を
違
へ
ず
来
り
た
る
が
う
れ
し
き
に
、
以
前
の
瘤
を
と
ら
せ
よ
」
と
い
ふ
ま
ま
、
ひ
し
と
打
ち
付
け
た
れ
ば
、
思
の
外
な
る
災
を
も
と
め
、
瘤
二
つ

の
主
に
な
り
て
帰
り
ぬ
。 

 
 

 
 

 
 

 
 
 

 
 

 
 
 
 

 
 

 
 
 

 
 

（
本
文
は
、
鈴
木
棠
三
校
訂
『
醒
睡
笑
』
上
・
下
、
岩
波
文
庫
、
一
九
八
六
年
）

（
４
）
『
嬉
遊
笑
覧
』
「
或
問
附
録
」

一
人
項
有
ニ

懸
疣
一

、
困
レ

取
レ

涼
、
夜
宿
二

廟
一

。
神
問
「
此
何
人
」。
左
右
答
云
「
蹴
二

気
毬
一

者
。
」
神
命
取
二

其
疣
一

来
。
其
人
失
レ

疣
、
不
レ

勝
二

踴
躍
一

而
出
。
次
晩
、

復
有
レ

疣
者
来
、
廟
宿
二

于
廟
一

。
神
如
レ

前
問
レ

之
。
左
右
仍
以
二

蹴
レ

毬
者
一

を
対
。
神
曰
「
何
二

昨
将
毬
還
一
レ

也
。
」
其
人
至
レ

旦
竟
負
二

両
疣
一

而
去
。
評
云
、
患
レ

失
レ

之
患
レ

復
レ

之
。
是
求
無
レ

益
二

于
得
一

也
。 

 
 
 

 
 

 
 
 
 

 
 

 
 
 
 

 

（
本
文
は
、
日
本
随
筆
大
成
編
集
部
『
嬉
遊
笑
覧
』
成
光
館
出
版
部
、
一
九
二
七
年
）

《
補
注
２-

２
》

ほ
か
、
諸
注
釈
を
調
べ
る
と
、
次
の
と
お
り
で
あ
る
。

①

中
島
悦
次
校
注
『
宇
治
拾
遺
物
語
・
打
聞
集
全
註
解
』（
有
精
堂
出
版
、
一
九
七
〇
年
）

こ
の
話
は
多
分
当
時
民
間
に
語
ら
れ
て
い
た
話
を
記
録
し
た
も
の
で
あ
ろ
う
。
所
謂
「
瘤
取
り
爺
」
の
話
で
あ
る
。
こ
の
話
の
中
に
翁
が
鬼
は
ア
マ
ノ
ジ
ャ
ク
で

何
で
も
反
対
し
た
が
る
も
の
と
い
う
性
質
を
利
用
す
る
か
の
よ
う
に
、
瘤
は
目
鼻
よ
り
も
大
事
な
の
だ
か
ら
取
っ
て
く
れ
る
な
と
云
う
所
は
、
ま
る
で
瘤
の
と
ら
れ

る
こ
と
を
予
期
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
こ
ん
な
破
綻
は
明
ら
か
に
机
上
で
考
え
て
創
作
さ
れ
た
話
で
な
い
こ
と
を
立
証
し
て
余
り
が
あ
る
。
物
羨
み
す
る
な
の
教
訓

談
が
後
の
福
富
草
子
や
花
咲
翁
話
な
ど
に
栄
え
を
見
せ
た
こ
と
は
人
々
の
知
る
所
で
あ
ろ
う
。
こ
こ
の
話
は
高
橋
亨
氏
編
『
朝
鮮
の
物
語
』
や
支
那
の
楊
茂
謙
氏
編

の
『
笑
林
評
』
な
ど
に
似
た
も
の
が
見
え
る
所
か
ら
考
え
る
と
、
日
本
で
生
ま
れ
た
話
で
は
な
い
か
も
知
れ
な
い
。

②
小
林
智
昭
校
注
『
日
本
古
典
文
学
全
集

宇
治
拾
遺
物
語
』
（
小
学
館
、
一
九
七
五
年
）

質
に
瘤
を
取
る
と
言
わ
れ
た
時
、
翁
は
ど
う
感
じ
た
か
。
後
の
言
葉
通
り
に
ほ
ん
と
う
に
困
る
と
思
っ
た
の
か
。
そ
う
で
は
な
く
、
む
ろ
ん
内
心
で
は
あ
り
が
た

い
と
喜
ん
だ
こ
と
だ
ろ
う
。
そ
の
本
心
を
隠
し
て
「
た
だ
目
鼻
を
ば
召
す
と
も
…
」
と
言
っ
て
、
鬼
に
気
持
ち
を
い
っ
そ
う
あ
お
る
あ
た
り
、
翁
も
な
か
な
か
の
才
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覚
者
で
あ
り
、
だ
ま
さ
れ
る
鬼
も
、
こ
わ
い
わ
り
に
は
案
外
単
純
無
邪
気
で
ほ
ほ
え
ま
し
い
。（
略
）
鬼
な
ど
も
不
気
味
さ
と
か
こ
わ
さ
は
な
く
て
、
か
え
っ
て
明
る

く
愛
嬌
が
あ
り
、
い
わ
ゆ
る
「
瘤
取
り
翁
」
の
説
話
と
し
て
、
古
来
親
し
ま
れ
て
き
た
ゆ
え
ん
で
あ
る
。

③
大
島
建
彦
校
注
『
新
潮
日
本
古
典
集
成

宇
治
拾
遺
物
語
』
（
新
潮
社
、
一
九
八
五
年
）

「
瘤
取
爺
」
の
昔
話
に
当
た
る
も
の
で
あ
る
。
こ
の
型
の
昔
話
は
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
か
ら
ア
ジ
ア
ま
で
広
く
世
界
の
各
国
に
伝
え
ら
れ
て
お
り
、
ア
ー
ル
ネ
お
よ
び

ト
ン
プ
ソ
ン
の
『
昔
話
の
型
』
に
は
、
「
五
〇
三

小
人
の
贈
り
物
」
と
し
て
あ
げ
ら
れ
て
い
る
。
中
国
の
記
録
で
は
、
戦
国
末
か
ら
秦
代
に
か
け
て
、
『
産
語
』
上

の
「
皐
風
第
六
」
に
、
瘤
取
爺
の
説
話
が
収
め
ら
れ
て
お
り
、
明
代
の
『
笑
林
評
』
に
も
、
同
じ
型
の
説
話
が
あ
げ
ら
れ
て
、『
嬉
遊
笑
覧
』
の
「
或
問
附
録
」
に
も

引
か
れ
て
い
る
。
崔
仁
鶴
氏
の
『
韓
国
昔
話
の
研
究
』
に
は
、
「
四
六
七

瘤
取
り
爺
」
と
い
う
型
が
あ
げ
ら
れ
て
い
る
。
日
本
の
記
録
で
は
、
『
五
常
内
義
抄
』
に

あ
げ
ら
れ
た
も
の
が
、
か
な
り
古
い
事
例
で
あ
っ
た
と
い
え
よ
う
。
そ
れ
ら
の
二
つ
の
記
録
は
、
い
く
ら
か
違
っ
て
お
り
、
本
書
の
方
で
は
、
翁
が
山
の
木
の
う
つ

ほ
に
隠
れ
て
、
鬼
の
酒
宴
に
出
逢
っ
た
と
い
う
の
に
、
『
五
常
内
義
抄
』
で
は
、
法
師
が
山
の
中
の
古
い
堂
に
泊
ま
っ
て
、
鬼
田
楽
を
見
か
け
た
と
記
さ
れ
て
い
る
。

安
楽
庵
策
伝
の
『
醒
睡
笑
』
で
は
、
巻
一
の
「
謂
へ
ば
謂
は
る
る
物
の
由
来
」
と
巻
の
六
「
推
は
ち
が
う
た
」
と
に
、
同
じ
説
話
が
二
つ
に
わ
け
て
い
る
が
、『
五
常

内
義
抄
』
の
方
に
近
か
っ
た
よ
う
で
あ
る
。
現
行
の
昔
話
の
例
は
、『
名
彙
』
の
完
形
昔
話
の
「
動
物
の
援
助
」
に
、「
瘤
取
爺
」
と
い
う
型
と
し
て
あ
げ
ら
れ
、『
大

成
』
の
本
格
昔
話
の
「
隣
の
爺
」
に
、
「
一
九
四

瘤
取
爺
」
と
い
う
型
と
し
て
あ
げ
ら
れ
て
い
る
。

④
小
林
智
昭
・
増
古
和
子
校
注
『
宇
治
拾
遺
物
語
評
釈
』
（
武
蔵
野
書
院
、
一
九
八
六
年
）

こ
の
説
話
は
ほ
と
ん
ど
変
形
さ
れ
ず
に
子
供
向
け
の
話
と
し
て
現
在
も
伝
わ
っ
て
い
る
。
鬼
も
な
か
な
か
愛
嬌
が
あ
り
、
器
用
な
爺
さ
ん
と
不
器
用
な
老
爺
と
の

対
照
も
あ
ざ
や
か
で
あ
る
。
最
後
に
附
加
さ
れ
た
教
訓
も
当
時
の
女
、
子
供
向
き
の
結
論
と
し
て
ふ
さ
わ
し
い
。

⑤
浅
見
和
彦
・
三
木
紀
人
校
注
『
新
日
本
古
典
文
学
大
系

宇
治
拾
遺
物
語
』
（
岩
波
書
店
、
一
九
九
〇
年
）

昔
話
と
し
て
広
く
知
ら
れ
る
内
容
。
そ
れ
を
型
ど
お
り
語
る
よ
う
よ
そ
お
い
つ
つ
、
人
生
の
断
面
を
さ
り
げ
な
く
映
す
。
描
か
れ
る
鬼
の
姿
勢
・
生
態
も
面
白
い
。

⑥
小
林
保
治
・
増
古
和
子
校
注
『
新
編
日
本
古
典
文
学
全
集

宇
治
拾
遺
物
語
』（
小
学
館
、
一
九
九
六
年
）

「
隣
の
爺
型
話
」
の
典
型
的
な
語
ら
れ
方
で
、
こ
の
隣
に
住
む
翁
は
、
す
べ
て
の
点
で
先
の
翁
と
は
対
照
的
。
先
の
翁
が
上
手
な
踊
り
と
巧
み
な
駆
引
き
に
よ
っ

て
、
鬼
首
領
に
ど
う
し
て
も
顔
を
預
か
る
こ
と
に
し
た
い
と
思
わ
せ
て
し
ま
う
、
そ
の
弱
者
で
あ
る
翁
の
臨
機
追
応
変
な
知
恵
ぶ
り
が
光
る
。
こ
の
「
瘤
取
り
爺
」

の
話
は
中
国
・
朝
鮮
半
島
か
ら
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
ま
で
世
界
的
に
分
布
・
伝
承
さ
れ
て
い
る
。
本
話
は
、
本
来
笑
い
話
と
し
て
享
受
さ
れ
て
い
た
と
見
る
こ
と
も
で
き
そ
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う
で
あ
る
。

《
補
注
２-

３
》

『
睡
隠
集
』
巻
三

雜
著

「
瘤
戒
」
原
文

呂
宋
。
東
海
中
小
國
也
。
地
偏
而
水
又
湍
駛
。
故
人
多
癭
瘤
。
某
甲
額
□
生
瘤
。
幾
如
甕
盎
。
抑
首
不
能
起
。
其
妻
子
羞
而
逐
之
。
寢
息
山
間
者
數
日
。
夜
半
。
山

鬼
擊
鼓
群
譟
。
自
遠
而
近
。
甲
不
勝
其
怖
。
應
節
起
舞
。
示
若
無
懼
者
然
。
山
鬼
吐
舌
相
顧
曰
。
異
哉
。
不
意
空
山
中
。
有
此
良
朋
之
可
與
娛
者
。
因
擊
鼓
不
已
。
甲

亦
舞
不
已
。
天
欲
明
。
鬼
謂
甲
曰
。
我
鬼
非
人
。
日
出
不
可
留
。
來
夜
當
復
來
。
公
亦
能
復
來
耶
。
甲
曰
諾
。
鬼
三
問
甲
三
諾
。
鬼
猶
不
信
曰
。
人
情
難
保
。
請
取
公

瘤
以
爲
質
。
遂
枿
取
瘤
去
。
甲
喜
幸
走
倒
。
至
家
則
全
人
矣
。
妻
子
改
觀
。
隣
里
聳
傳
。
某
乙
額
又
有
瘤
。
幾
如
某
甲
之
大
。
聞
甲
之
失
瘤
。
盤
跚
往
問
之
。
甲
悉
告

之
故
。
喜
甚
。
直
造
甲
所
寢
息
地
而
胥
之
。
夜
半
。
山
鬼
果
擊
鼓
讙
叫
而
至
。
乙
豫
起
亂
舞
。
一
如
某
甲
之
爲
。
山
鬼
至
。
喜
曰
有
信
哉
。
相
與
盡
懽
而
罷
。
遂
謂
乙

曰
。
恐
公
失
信
。
故
取
瘤
爲
信
。
公
旣
能
來
。
可
還
公
瘤
。
遂
取
甲
瘤
安
之
乙
額
而
去
。
對
峙
如
雙
家
。
乙
大
慟
曰
。
一
瘤
之
不
堪
。
而
況
兩
瘤
耶
。
遂
自
經
於
溝
瀆

死
。
日
東
僧
舜
首
痤
。
爲
余
談
是
事
。
余
以
俘
擄
生
還
。
見
棄
於
昭
世
。
余
又
與
世
相
忘
。
久
而
不
知
身
之
曾
忝
一
命
也
。
所
親
或
勸
之
曰
。
君
之
絶
意
於
榮
進
。
譬

如
黃
門
之
絶
意
於
房
室
。
盍
且
求
之
。
以
洒
廢
棄
之
恥
乎
。
余
應
之
曰
。
籍
令
求
之
。
誰
卽
與
之
。
前
恥
之
未
洒
。
而
竊
恐
更
得
後
恥
。
此
與
某
乙
欲
去
一
瘤
而
更
得

雙
瘤
何
異
。
勸
者
太
息
而
去
。 

 
 

 
 

 
 
 

 
 

 
 
 
 

 
 

 
 
 

 
 

 
 
 

 
 

（
本
文
は
、
（
韓
国
）
王
室
図
書
館
蔵
書
閣
デ
ジ
タ
ル
ア
ー
カ
イ
ブ
）

「
瘤
戒
」
日
本
語
訳
（
右
の
原
文
を
私
に
日
本
語
で
翻
訳
し
た
、
□
は
、
判
読
で
き
な
い
と
こ
ろ
を
表
す
）

呂
宋
と
は
、（
中
国
の
）
東
海
に
あ
る
小
さ
な
国
で
あ
る
。
地
域
が
片
寄
っ
て
あ
り
、
海
の
流
れ
も
早
か
っ
た
た
め
、
国
の
人
に
瘤
の
あ
る
者
が
多
い
。
あ
る
人
の
額

に
瘤
が
で
き
た
。
瓶
ほ
ど
の
大
き
さ
の
瘤
が
頭
を
押
し
て
、
起
き
ら
れ
な
く
な
る
と
、
妻
子
は
恥
ず
か
し
く
思
い
、
彼
を
追
い
出
し
て
し
ま
っ
た
。
追
い
出
さ
れ
、
山

の
中
で
過
ご
し
て
か
ら
数
日
と
な
っ
た
。
夜
中
に
な
る
と
、
山
の
中
で
鬼
た
ち
が
太
鼓
を
打
ち
、
大
き
い
声
で
騒
い
な
が
ら
、
遠
く
か
ら
近
づ
い
て
き
た
。
男
は
恐
れ

る
心
を
振
り
払
お
う
と
、
太
鼓
の
音
に
合
わ
せ
て
踊
り
始
め
た
。
鬼
た
ち
が
男
を
見
て
は
、
驚
い
て
言
う
に
、

「
お
か
し
い
。
人
が
住
ん
で
い
な
い
山
の
中
に
、
こ
の
よ
う
に
楽
し
く
遊
べ
る
友
た
ち
が
い
る
な
ん
て
」
と
、
言
い
な
が
ら
続
い
て
太
鼓
を
打
つ
と
、
男
も
楽
し
く
踊

り
続
い
た
。
夜
明
け
に
な
る
と
、
鬼
た
ち
が
男
に
言
う
に
は
、



補注－12

「
我
々
鬼
は
人
と
は
違
っ
て
、
日
が
出
て
明
る
く
な
っ
て
か
ら
は
、
一
緒
に
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
。
明
日
の
夜
、
必
ず
も
う
一
度
遊
び
に
来
る
の
で
、
君
も
来
て
く

れ
る
の
か
い
？
」

と
言
っ
た
。
す
る
と
、
男
も
そ
う
す
る
と
、
約
束
し
た
。
鬼
は
、
三
度
も
繰
り
返
し
て
尋
ね
、
男
も
そ
の
た
び
、
喜
ん
で
承
諾
し
た
。
し
か
し
鬼
は
ま
だ
不
審
に
思
っ

た
の
か
、

「
人
の
心
は
信
じ
難
い
も
の
だ
か
ら
、
君
の
瘤
を
預
か
っ
て
約
束
の
し
る
し
と
し
よ
う
」

と
言
い
、
す
ぐ
に
瘤
を
取
っ
て
は
去
っ
て
い
っ
た
。
彼
は
嬉
し
く
幸
い
な
こ
と
だ
と
思
い
、
走
っ
て
家
に
戻
る
と
瘤
が
な
く
な
り
、
本
来
の
姿
に
な
っ
て
い
た
。
妻
子

も
喜
ん
で
迎
え
て
く
れ
て
、
こ
の
噂
は
、
隣
の
村
ま
で
広
が
っ
た
。
そ
の
村
の
人
々
の
中
に
は
、
男
と
同
じ
よ
う
な
大
き
さ
の
瘤
の
あ
る
人
が
も
う
一
人
い
た
。
村
の

男
、
は
山
で
瘤
を
取
っ
て
き
た
噂
を
聞
い
て
、
た
め
ら
っ
て
訪
ね
て
事
情
を
す
べ
て
聞
い
て
か
ら
、
非
常
に
喜
ん
だ
。
す
ぐ
に
、
瘤
を
取
っ
て
き
た
人
が
泊
ま
っ
た
山

へ
行
っ
て
待
っ
て
い
た
。
夜
中
に
な
る
と
、
言
わ
れ
た
通
り
、
鬼
た
ち
が
太
鼓
を
打
ち
な
が
ら
、
大
き
い
声
で
騒
い
な
が
ら
近
づ
い
て
き
た
。
村
の
男
は
言
わ
れ
た
通

り
、
一
所
懸
命
踊
っ
た
。
鬼
た
ち
は
、
非
常
に
楽
し
く
て

「
信
用
の
あ
る
者
だ
」
と
、
一
緒
に
楽
し
く
遊
ん
だ
。
遊
び
が
終
わ
っ
た
後
、
鬼
た
ち
が
言
う
に
、

「
君
が
約
束
を
守
ら
な
い
と
思
っ
て
、
瘤
を
預
か
っ
て
お
い
た
が
、
君
が
こ
の
よ
う
に
来
て
く
れ
た
の
で
、
瘤
を
返
す
」

と
言
い
な
が
ら
、
昨
日
、
先
の
男
か
ら
取
っ
た
瘤
を
、
村
の
男
の
額
に
付
け
て
か
ら
去
っ
て
行
っ
た
。
そ
の
瘤
の
形
は
、
ま
る
で
二
軒
の
家
が
互
い
に
向
か
い
合
っ
て

い
る
様
子
で
あ
っ
た
。
村
の
男
は
大
声
を
あ
げ
て
悲
し
く
泣
き
な
が
ら
、「
一
つ
の
瘤
の
時
も
大
変
だ
っ
た
の
に
、
二
つ
に
な
る
な
ん
て
」
と
思
っ
て
、
首
を
絞
め
て
死

ん
で
し
ま
っ
た
。

《
補
注
２-

４
》

『
酉
陽
雑
俎
』
巻
四
、
続
集
巻
一
、
支
諾
皐
上

「
旁
㐌
説
話
」

新
羅
の
国
に
、
金
哥
と
い
う
第
一
貴
族
が
い
た
。
そ
の
遠
い
祖
先
は
、
旁
㐌
と
い
う
名
で
あ
っ
た
。
弟
が
一
人
い
て
、
た
い
へ
ん
、
財
産
が
あ
っ
た
。
兄
の
旁
㐌
は
、

そ
こ
で
、
分
家
を
し
て
衣
服
や
食
料
を
も
ら
っ
て
い
た
。
そ
の
国
の
人
が
空
閑
地
一
畝
を
与
え
た
の
で
、
蚕
と
穀
物
の
種
子
を
弟
に
求
め
た
。
弟
は
、
種
子
を
蒸
し
て

与
え
た
。
旁
㐌
は
、
気
が
つ
か
な
か
っ
た
。
蚕
の
か
え
る
と
き
に
な
り
、
一
匹
だ
け
蚕
が
生
ま
れ
た
。
日
に
一
寸
あ
ま
り
ず
つ
大
き
く
な
り
、
十
日
後
に
は
、
牛
ぐ
ら
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い
の
大
き
さ
に
生
長
し
、
数
本
の
桑
の
葉
を
食
べ
て
も
足
り
な
く
な
っ
た
。
こ
れ
を
知
っ
た
弟
は
す
き
を
ね
ら
っ
て
、
そ
の
蚕
を
殺
し
た
。
日
が
た
つ
う
ち
に
四
方
百

里
以
内
の
蚕
が
飛
ん
で
き
て
、
そ
の
家
に
集
ま
っ
た
。
国
の
人
々
は
、
そ
れ
を
「
巨
蚕
」
と
い
っ
た
。
蚕
の
王
様
で
あ
ろ
う
と
思
っ
た
の
で
あ
る
。
隣
近
所
み
な
糸
を

く
り
、
供
出
し
な
か
っ
た
。
穀
物
は
、
一
本
だ
け
生
え
た
が
、
穗
の
長
さ
が
一
尺
あ
ま
り
あ
っ
た
。
旁
㐌
は
、
い
つ
も
、
そ
の
番
を
し
て
い
た
。
不
意
に
、
鳥
が
穗
を

折
っ
て
く
わ
え
て
い
た
。
旁
㐌
は
そ
れ
を
追
っ
て
、
五
、
六
里
、
山
を
の
ぼ
っ
た
。
鳥
は
あ
る
岩
の
わ
れ
目
に
入
っ
た
。
目
が
沈
み
、
山
道
は
、
ま
っ
暗
い
で
あ
っ
た
。

そ
こ
で
、
旁
㐌
は
、
岩
の
そ
ば
に
野
宿
を
し
た
。
夜
半
に
な
っ
た
。
月
光
の
下
、
赤
い
衣
の
小
児
た
ち
が
、
群
れ
が
遊
ぶ
光
景
が
見
え
た
。
一
人
の
小
児
は
、
「
お
前
、

な
に
が
欲
し
い
か
」
と
い
う
と
、
別
の
小
児
は
、
「
酒
が
欲
し
い
」
と
言
っ
た
。
小
児
は
、
金
錐
子
を
と
り
出
し
て
、
岩
を
打
っ
た
。
す
る
と
、
酒
と
樽
〔
酒
器
〕
が
、

の
こ
ら
ず
そ
ろ
っ
た
。
も
う
一
人
が
、「
食
物
が
欲
し
い
」
と
い
う
と
、
さ
ら
に
、
岩
を
打
っ
た
。
す
る
と
、
餅
や
ス
ー
プ
、
焼
肉
な
ど
が
、
岩
の
上
に
な
ら
ん
だ
。
な

が
い
間
、
飲
ん
だ
り
、
食
べ
た
り
し
て
か
ら
、
散
っ
て
い
っ
た
。
金
錐
は
、
岩
の
割
れ
た
目
に
挿
し
た
ま
ま
で
あ
っ
た
。
旁
㐌
は
、
大
喜
び
で
、
そ
の
錐
を
取
っ
て
か

え
っ
て
き
た
。
そ
の
欲
し
い
物
は
、
錐
で
打
つ
と
す
ぐ
に
手
に
入
っ
た
。
そ
の
た
め
、
国
全
体
の
冨
に
匹
敵
す
る
冨
豪
に
な
っ
て
、
つ
ね
に
、
真
珠
宝
石
を
そ
の
弟
に

惠
ん
だ
。
弟
は
、
前
に
蚕
や
穀
物
で
欺
い
た
こ
と
を
や
っ
と
後
悔
し
た
。
だ
が
、
例
に
よ
っ
て
、
旁
㐌
に
む
か
っ
て
い
っ
た
。「
た
め
し
に
、
蚕
と
穀
物
で
、
わ
た
し
を

欺
し
て
く
だ
さ
い
。
わ
た
し
は
、
こ
れ
に
よ
る
と
、
兄
さ
ん
の
よ
う
に
金
錐
が
得
ら
れ
る
か
も
知
れ
な
い
」
旁
㐌
は
、
弟
の
愚
か
さ
に
気
づ
い
て
い
た
。
し
か
し
、
こ

れ
を
さ
と
し
て
も
ど
う
に
も
な
ら
な
か
っ
た
。
そ
こ
で
、
言
う
と
う
り
し
た
。
弟
は
、
蚕
を
飼
っ
て
み
た
が
、
あ
り
ふ
れ
た
蚕
と
か
わ
ら
な
い
蚕
が
一
匹
育
っ
た
。
穀

物
を
植
え
た
と
こ
ろ
、
一
本
だ
け
生
え
て
き
た
。
み
の
る
こ
ろ
に
な
っ
て
、
や
は
り
鳥
に
く
わ
え
ら
れ
た
。
弟
は
、
た
い
へ
ん
う
れ
し
が
り
、
そ
の
あ
と
に
つ
い
て
山

へ
入
っ
た
。
鳥
の
入
っ
た
と
こ
ろ
に
着
い
た
と
き
、
鬼
の
群
に
出
会
っ
た
。

「
こ
い
つ
は
、
わ
し
ら
の
金
錐
を
盗
ん
だ
や
つ
だ
」
そ
こ
で
、
男
を
つ
か
ま
え
て
、「
お
前
は
、
わ
し
ら
の
た
め
、
糠
で
塀
を
三
つ
気
築
く
気
が
あ
る
か
。
そ
れ
と
も
、

鼻
を
一
丈
の
ば
し
た
い
か
」

そ
の
男
は
、
糠
で
三
つ
塀
を
三
つ
築
き
ま
し
ょ
う
と
答
え
た
。
三
日
後
、
餓
え
に
く
る
し
み
、
で
き
あ
が
ら
な
か
っ
た
。
鬼
に
哀
願
し
た
ち
こ
ろ
、
鬼
は
そ
の
鼻
を

ひ
っ
ぱ
っ
た
。
鼻
は
、
象
の
よ
う
に
な
っ
て
、
帰
っ
て
き
た
。
国
の
人
々
は
、
奇
怪
に
思
い
、
あ
つ
ま
っ
て
見
物
し
た
ら
、
は
ず
か
し
さ
と
憤
り
の
た
め
、
亡
く
な
っ

た
。
そ
の
後
、
子
供
が
ふ
ざ
け
て
、
錐
で
打
っ
て
狼
糞
を
求
め
た
。
す
る
と
、
雷
が
鳴
り
、
錐
は
ど
こ
に
い
っ
た
の
か
、
見
失
っ
て
し
ま
っ
た
。

(

本
文
は
、
今
村
与
志
雄
『
東
洋
文
庫

酉
陽
雑
俎

巻
四
』
平
凡
社
、
一
九
八
一
年)
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《
補
注
２-

５
》

（
任
晳
宰
『
昔
話
選
集
』
教
学
社
、
一
九
七
二
年
、
翻
訳
金
恩
愛
）

「
瘤
取
り
に
行
っ
て
、
瘤
付
け
ら
れ
た
話
」

昔
の
右
頬
に
一
つ
の
大
き
な
瘤
の
あ
る
お
爺
さ
ん
が
い
た
。
あ
る
日
、
こ
の
お
爺
さ
ん
は
山
へ
柴
刈
り
に
行
っ
た
。
し
ば
ら
く
柴
刈
り
を
し
て
い
る
と
、
雨
が
し
と

し
と
と
降
り
始
め
た
。
そ
れ
で
、
雨
が
止
ん
だ
ら
も
う
一
度
柴
刈
り
を
し
よ
う
と
思
っ
て
、
ま
ず
大
き
な
木
の
下
に
逃
げ
込
ん
だ
。
と
こ
ろ
が
、
ど
ん
ど
ん
大
雨
に
な

っ
て
、
木
の
下
で
も
雨
を
避
け
る
の
が
難
し
く
な
っ
て
き
た
。
ち
ょ
う
ど
そ
の
時
、
向
か
い
側
に
壊
れ
か
け
の
お
寺
が
見
え
た
の
で
、
そ
ち
ら
へ
走
り
逃
げ
た
。
し
か

し
、
雨
は
止
ま
ず
、
も
う
日
が
暮
れ
て
暗
く
な
っ
て
し
ま
っ
た
。
お
爺
さ
ん
は
仕
方
な
く
、
そ
こ
で
一
晩
泊
ま
ろ
う
と
、
寺
の
片
隅
に
行
っ
て
じ
っ
と
し
ゃ
が
み
こ
ん

で
い
た
。
夜
中
に
な
る
と
、
ど
こ
か
ら
か
、
ト
ケ
ビ
た
ち
が
群
が
っ
て
来
て
は
、
棒
を
ト
ン
ト
ン
叩
い
た
。
す
る
と
、
お
酒
や
お
肉
、
お
餅
と
そ
ば
ム
ク
（
こ
ん
に
ゃ

く
の
よ
う
な
も
の
）
な
ど
、
食
べ
物
が
た
く
さ
ん
出
て
き
た
。
そ
れ
で
、
し
ば
ら
く
食
べ
て
飲
ん
だ
。
た
く
さ
ん
食
べ
て
か
ら
、
ト
ケ
ビ
た
ち
は
み
ん
な
立
ち
上
が
っ

て
、
踊
り
を
踊
っ
た
り
歌
を
歌
っ
た
り
し
て
大
騒
ぎ
で
あ
っ
た
。
お
爺
さ
ん
は
、
ト
ケ
ビ
た
ち
が
（
と
っ
て
も
楽
し
く
）
遊
ん
で
い
る
様
子
を
見
て
い
る
と
、
何
か
自

分
も
浮
か
れ
て
、
ト
ケ
ビ
た
ち
の
遊
ぶ
間
に
入
り
込
ん
で
、
ひ
ょ
い
ひ
ょ
い
と
踊
り
な
が
ら
歌
を
歌
っ
た
。
お
爺
さ
ん
が
上
手
に
踊
り
な
が
ら
歌
を
歌
う
と
、
ト
ケ
ビ

た
ち
は
も
っ
と
興
が
わ
い
て
、
お
爺
さ
ん
に
お
酒
や
お
餅
、
お
肉
な
ど
を
ど
ん
ど
ん
持
っ
て
き
て
食
べ
さ
せ
た
。
お
爺
さ
ん
は
、
ち
ょ
う
ど
お
腹
も
空
い
て
い
た
の
で
、

遠
慮
な
く
食
べ
た
。
こ
の
よ
う
に
楽
し
く
遊
ぶ
間
に
、
日
が
昇
っ
て
き
て
、
鶏
の
泣
き
声
が
聞
こ
え
て
来
た
。
す
る
と
、
ト
ケ
ビ
た
ち
は
、「
あ
あ
、
も
う
夜
が
明
け
た

ぞ
。
早
く
行
か
な
く
ち
ゃ
」

と
言
い
な
が
ら
、
そ
れ
ぞ
れ
に
戻
る
準
備
を
し
た
。
そ
の
時
、
ト
ケ
ビ
の
大
将
が
お
爺
さ
ん
の
と
こ
ろ
へ
来
て
、「
お
爺
さ
ん
、
お
爺
さ
ん
の
お
か
げ
で
楽
し
く
遊
び
ま

し
た
。
明
日
の
夜
も
ま
た
来
て
遊
び
ま
し
ょ
う
」
と
、
ま
た
来
る
よ
う
に
言
っ
た
。
お
爺
さ
ん
は
、
ま
た
来
ら
れ
な
い
と
思
っ
て
迷
っ
て
い
る
と
、

「
お
い
、
こ
の
お
爺
さ
ん
、
も
う
来
な
い
つ
も
り
だ
ぜ
。
こ
の
瘤
を
取
っ
て
、
我
々
が
預
か
っ
て
お
け
ば
、
受
け
取
り
に
来
る
だ
ろ
う
」
と
言
い
な
が
ら
、
瘤
を
取
っ

て
か
ら
持
っ
て
帰
っ
て
し
ま
っ
た
。
お
爺
さ
ん
は
痛
く
な
か
っ
た
が
、
驚
い
た
ふ
り
を
し
て
、

「
そ
れ
は
い
け
ま
せ
ん
。
返
し
て
く
だ
さ
い
」

と
、
大
声
を
立
て
た
。
し
か
し
、
ト
ケ
ビ
の
大
将
は
知
ら
ぬ
ふ
り
を
し
て
、
瘤
を
持
っ
て
ど
こ
か
へ
去
っ
て
行
っ
た
。
こ
の
お
爺
さ
ん
は
、
醜
い
瘤
を
取
っ
て
も
ら
え

た
の
で
、
嬉
し
く
思
っ
て
家
に
帰
っ
て
、
家
族
に
瘤
を
取
ら
れ
た
事
情
に
つ
い
て
語
っ
た
。
と
こ
ろ
で
、
隣
の
家
に
も
左
に
瘤
の
あ
る
お
爺
さ
ん
が
い
た
。
右
頬
に
瘤

が
付
い
た
お
爺
さ
ん
が
、
山
に
柴
刈
り
に
行
っ
て
、
ト
ケ
ビ
に
瘤
を
取
ら
れ
た
と
い
う
話
を
聞
い
て
、
自
分
も
瘤
を
取
っ
て
も
ら
お
う
と
、
山
に
柴
刈
り
に
行
っ
た
。
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山
に
行
っ
て
柴
刈
り
は
せ
ず
、
早
速
壊
れ
か
け
の
お
寺
に
行
っ
て
、
ト
ケ
ビ
た
ち
が
来
る
の
を
待
っ
て
い
た
。
夜
中
に
な
る
と
、
ト
ケ
ビ
た
ち
が
数
多
く
集
ま
っ
て

き
た
。
そ
し
て
、
棒
を
ト
ン
ト
ン
叩
い
て
酒
や
肉
な
ど
を
た
く
さ
ん
用
意
し
て
、
食
べ
て
飲
ん
で
踊
っ
て
歌
を
歌
っ
た
。
こ
の
お
爺
さ
ん
は
、
ま
た
ト
ケ
ビ
た
ち
が
遊

び
始
め
た
ば
っ
か
り
な
の
に
、
そ
の
場
に
飛
び
込
ん
で
、

「
よ
い
や
、
よ
い
や
」
と
、
た
だ
腕
を
伸
ば
し
た
り
、
曲
げ
た
り
す
る
だ
け
で
あ
っ
た
。
ト
ケ
ビ
た
ち
が
見
て
み
た
が
、
上
手
く
な
い
し
、
全
然
楽
し
く
な
か
っ
た
。

「
あ
の
お
爺
さ
ん
、
今
夜
は
何
だ
？
歌
も
踊
り
も
全
然
上
手
く
な
い
し
、
も
う
興
が
わ
か
な
い
。
ひ
ょ
っ
と
し
た
ら
、
瘤
を
取
ら
れ
た
か
ら
か
も
知
れ
な
い
。
も
う
返

し
て
や
ろ
う
」
と
言
い
な
が
ら
、
昨
日
の
夜
、
取
っ
て
お
い
た
瘤
を
右
の
顔
に
付
け
て
し
ま
っ
た
。
お
爺
さ
ん
は
、
瘤
を
取
っ
て
も
ら
お
う
と
思
っ
て
山
へ
行
っ
た
の

に
、
か
え
っ
て
も
う
一
つ
付
け
ら
れ
て
し
ま
っ
た
。
だ
か
ら
、
そ
の
後
か
ら
瘤
取
り
に
行
っ
て
、
瘤
付
け
ら
れ
た
と
い
う
言
葉
が
で
き
た
と
い
う
こ
と
だ
。

《
補
注
２-

６
》

（
朴
英
晩
『
朝
鮮
伝
来
童
話
集
』
学
芸
社
、
一
九
四
〇
年
、
翻
訳
金
恩
愛
）

「
瘤
取
ら
れ
、
瘤
も
ら
い
」

今
は
昔
、
あ
る
と
こ
ろ
へ
首
に
瘤
の
あ
る
老
人
が
住
ん
で
い
た
。
あ
る
日
、
深
い
山
の
中
に
た
き
を
取
り
に
行
っ
た
。
た
き
ぎ
を
取
っ
て
い
る
と
、
い
つ
の
間
に
か

日
が
暮
れ
た
。
周
囲
は
ど
ん
ど
ん
暗
く
な
り
、
山
道
は
と
っ
て
も
険
し
い
の
で
、
方
向
も
全
然
分
か
ら
な
く
て
気
の
毒
な
こ
と
に
あ
ち
こ
ち
迷
っ
て
し
ま
っ
た
。
こ
の

よ
う
に
あ
ち
こ
ち
迷
っ
て
い
る
時
、
山
の
中
に
壊
れ
か
け
の
空
き
家
が
見
え
て
き
た
。
瘤
取
り
爺
は
と
っ
て
も
喜
ん
だ
。「
良
か
っ
た
。
今
日
は
こ
こ
で
一
晩
泊
ま
ろ
う
」

と
思
っ
て
、
家
の
中
に
入
っ
た
。
中
を
み
て
見
る
と
、
窓
の
障
子
紙
は
全
て
破
れ
、
垣
も
壊
れ
て
あ
り
、
と
っ
て
も
汚
い
家
で
あ
っ
た
。
し
か
し
、「
外
で
寝
る
よ
り
は

ま
し
だ
」
と
思
っ
て
、
疲
れ
た
身
体
を
休
ま
せ
た
が
、
ど
う
し
て
か
、
な
か
な
か
眠
れ
な
か
っ
た
。
夜
中
に
山
で
道
迷
っ
た
の
で
、
あ
ん
ま
り
に
も
疲
れ
た
み
た
い
で

す
。
仕
方
な
く
首
に
瘤
の
あ
る
老
人
は
起
き
上
が
り
ま
し
た
。
そ
し
て
、
あ
た
り
を
見
ま
わ
す
と
、
月
は
明
る
く
て
、
星
は
高
く
見
え
、
風
の
吹
く
音
は
ゆ
ら
ゆ
ら
と

聞
こ
え
ま
す
。「
退
屈
だ
し
、
歌
で
も
一
曲
歌
っ
て
み
よ
う
か
」
と
思
っ
て
、
柱
に
寄
り
か
か
っ
て
歌
い
始
め
た
。
歌
の
声
は
静
か
な
山
の
中
の
木
や
草
な
ど
を
喜
ば
せ

ま
し
た
。
と
っ
て
も
美
し
い
声
で
あ
っ
た
。
こ
の
老
人
が
し
ば
ら
く
歌
っ
て
か
ら
、
歌
を
止
め
る
と
、
突
然
コ
ツ
コ
ツ
と
足
音
が
聞
こ
え
て
き
た
。
瘤
取
り
爺
は
不
思

議
だ
と
思
っ
て
い
る
と
、
数
え
き
れ
な
い
ほ
ど
た
く
さ
ん
の
ト
ケ
ビ
が
押
し
か
け
て
来
た
。
瘤
取
り
爺
は
驚
い
て
逃
げ
よ
う
と
し
た
が
、
魁
首
ト
ケ
ビ
が
老
人
の
袖

を
掴
ん
で
止
め
さ
せ
た
。
そ
し
て
、

「
お
爺
さ
ん
、
驚
か
な
い
で
、
私
た
ち
は
お
爺
さ
ん
の
歌
を
聞
き
に
来
た
ん
だ
か
ら
、
も
う
一
曲
だ
け
歌
っ
て
く
れ
」
と
言
っ
た
。
そ
の
話
を
聞
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い
て
、
首
に
瘤
の
あ
る
老
人
は
ほ
っ
と
し
て
、
フ
ウ
ー
と
、
長
い
息
を
吐
き
出
し
た
。
そ
の
後
、
再
び
柱
に
寄
り
か
か
っ
て
歌
い
始
め
た
。

「
泰
山
が
い
く
ら
高
い
と
は
言
え
、
空
の
下
に
あ
る
山
に
す
ぎ
な
い
。
登
り
続
け
る
と
、
登
れ
な
い
は
ず
が
な
い
が
、
人
々
は
登
ら
ず
に
、
山

の
高
さ
を
言
い
訳
と
す
る
」

こ
の
歌
を
聞
い
て
い
た
ト
ケ
ビ
た
ち
は
、
い
い
ね
、
い
い
ね
、
と
拍
子
を
取
っ
て
手
を
打
っ
た
。
そ
し
て
ト
ケ
ビ
た
ち
は
、
「
爺
さ
ん
、
も
う
一

度
、
も
う
一
度
」
と
言
い
な
が
ら
、
ま
た
歌
を
頼
ん
だ
。

「
退
屈
だ
し
、
も
う
一
曲
歌
っ
て
み
よ
う
か
」
と
言
い
な
が
ら
お
爺
さ
ん
は
、

「
カ
ラ
ス
争
う
所
へ
、
白
露
よ
、
行
か
な
い
で
、
怒
っ
た
カ
ラ
ス
、
白
色
に
妬
ま
し
く
な
っ
て
、
清
水
に
綺
麗
に
洗
っ
た
身
体
、
汚
れ
る
か
も
」

と
、
お
爺
さ
ん
は
歌
っ
た
。
す
る
と
、
ト
ケ
ビ
た
ち
は
、
と
っ
て
も
楽
し
く
な
っ
て
踊
り
廻
っ
た
。
歌
が
終
わ
る
と
、
魁
首
ト
ケ
ビ
が
老
人
の
前

に
座
っ
て
、「
爺
さ
ん
、
本
当
に
楽
し
い
。
あ
り
が
と
う
。
い
っ
た
い
そ
ん
な
に
美
し
い
歌
の
声
は
ど
こ
か
ら
出
る
の
で
し
ょ
う
か
？
」
と
聞
い
た
。

老
人
は
微
笑
み
な
が
ら
、
「
ど
こ
か
ら
っ
て
、
喉
か
ら
出
る
で
し
ょ
う
」
と
、
か
ら
か
ら
と
笑
っ
た
。
す
る
と
、
魁
首
ト
ケ
ビ
は
、
「
爺
さ
ん
、
嘘

言
わ
な
い
で
く
れ
、
爺
さ
ん
の
美
し
い
声
は
き
っ
と
爺
さ
ん
の
そ
の
大
き
な
瘤
か
ら
出
る
は
ず
だ
」
と
言
っ
た
。

そ
う
す
る
と
、
お
爺
さ
ん
は
大
き
な
瘤
を
な
で
な
が
ら
、
「
こ
の
瘤
？
瘤
か
ら
出
る
の
か
い
？
」
と
言
い
な
が
ら
、
魁
首
ト
ケ
ビ
を
見
上
げ
た
。

す
る
と
、
魁
首
ト
ケ
ビ
は
首
を
こ
っ
く
り
と
う
な
ず
き
な
が
ら
、
「
あ
あ
、
そ
う
だ
と
も
、
き
っ
と
そ
う
だ
。
爺
さ
ん
、
難
し
い
と
は
思
う
が
、
そ

の
瘤
を
私
た
ち
に
く
れ
な
い
か
。
そ
の
代
わ
り
良
い
も
の
を
牛
に
乗
せ
る
ほ
ど
、
馬
に
乗
せ
る
ほ
ど
た
く
さ
ん
あ
げ
る
」
と
、
責
め
た
。
瘤
取
り

爺
は
目
を
大
き
く
し
て
、「
こ
の
瘤
を
？
」
と
、
大
声
を
立
て
た
。
そ
う
す
る
と
、
ト
ケ
ビ
た
ち
が
老
人
に
寄
り
集
め
て
、
瘤
を
触
り
な
が
ら
、「
瘤

を
く
だ
さ
い
。
瘤
を
く
だ
さ
い
」
と
、
騒
ぎ
立
て
た
。
魁
首
ト
ケ
ビ
は
、
手
を
挙
げ
て
ト
ケ
ビ
た
ち
を
静
か
に
さ
せ
て
か
ら
、
「
ち
ょ
っ
と
、
爺
さ

ん
、
そ
の
瘤
を
く
れ
た
ら
、
本
当
に
あ
り
が
た
い
」
と
言
い
な
が
ら
、
頭
を
下
げ
た
。
す
る
と
、
老
人
は
、

「
そ
う
、
私
に
と
っ
て
、
邪
魔
な
も
の
だ
か
ら
、
あ
げ
て
も
構
わ
な
い
が
、
痛
く
て
ど
う
や
っ
て
瘤
を
取
る
ん
だ
い
」
と
、
話
し
た
。
す
る
と
、

魁
首
ト
ケ
ビ
は
嬉
し
い
顔
を
し
て
、

「
痛
い
は
ず
が
な
い
。
痛
く
な
ら
な
い
よ
う
に
取
っ
て
あ
げ
る
」
と
言
っ
て
、
魁
首
ト
ケ
ビ
は
ま
ん
ま
と
よ
う
に
瘤
を
取
っ
て
ど
こ
か
へ
去
っ
て

消
え
た
。
老
人
は
驚
い
た
顔
を
し
て
瘤
が
あ
っ
た
と
こ
ろ
を
な
で
な
が
ら
周
囲
を
回
っ
て
見
る
と
、
ト
ケ
ビ
た
ち
は
ど
こ
へ
行
っ
た
か
、
一
人
も
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お
ら
ず
、
金
銀
財
宝
が
た
く
さ
ん
お
い
て
あ
っ
た
。
老
人
は
邪
魔
く
さ
い
瘤
が
取
ら
れ
た
こ
と
に
喜
ん
で
、
踊
り
な
が
ら
歌
っ
た
。
そ
の
爺
は
た

く
さ
ん
の
金
銀
財
宝
を
持
っ
て
家
に
帰
っ
て
、
と
っ
て
も
幸
せ
に
暮
ら
し
、
ち
ょ
う
ど
、
昨
日
亡
く
な
っ
た
が
、
私
も
（
葬
式
に
）
行
っ
て
美
味

し
い
お
餅
や
ら
御
馳
走
に
な
り
ま
し
た
。
あ
な
た
の
家
に
も
今
日
美
味
し
い
も
の
を
持
っ
て
来
る
で
し
ょ
う
。

《
補
注
２-

７
》（
沈
宜
麟
『
朝
鮮
童
話
大
集
』
漢
城
図
書
、
一
九
二
六
年
、
翻
訳
金
恩
愛
）

「
瘤
の
あ
る
老
翁
」

昔
、
あ
る
所
に
一
人
の
正
直
な
老
人
が
い
た
。
そ
の
老
人
は
、
あ
ご
の
下
に
大
き
な
瘤
が
付
い
て
あ
っ
て
、
ヒ
ョ
ウ
タ
ン
の
よ
う
に
ぶ
ら
り
ぶ
ら
り
と
垂
れ
下
が
っ

て
い
た
の
で
、
辛
い
ど
こ
ろ
か
、
ど
こ
か
へ
出
か
け
よ
う
と
し
て
も
、
従
来
す
る
人
た
ち
が
見
て
は
笑
っ
た
り
し
て
、
恥
ず
か
し
か
っ
た
の
で
、
ど
う
す
れ
ば
こ
の
瘤

を
取
っ
て
や
ろ
う
か
と
、
昼
も
夜
も
い
ろ
い
ろ
考
え
て
も
、
ま
っ
た
く
良
い
方
法
が
な
か
っ
た
。
あ
る
日
、
用
事
が
あ
っ
て
、
遠
い
所
に
行
っ
て
帰
る
途
中
で
、
日
が

暮
れ
た
。
し
か
し
、
近
く
に
は
人
の
家
も
な
く
て
、
見
回
っ
て
み
て
も
真
っ
暗
で
足
元
も
見
え
な
い
状
況
と
あ
っ
て
困
っ
て
い
た
と
こ
ろ
、
ち
ょ
う
ど
山
す
そ
の
と
こ

ろ
に
、
一
つ
の
空
き
家
が
見
え
た
の
で
、
そ
こ
で
泊
ま
ろ
う
と
思
っ
て
家
の
中
に
入
っ
た
。

空
き
家
に
入
っ
て
一
人
で
い
る
と
、
怖
く
て
寂
し
い
と
思
っ
て
、
大
き
い

声
で
歌
を
歌
い
始
め
た
。
し
か
し
、
こ
の
家
は
本
来
か
ら
、
化
け
物
が
た
く
さ
ん
出
て
来
る
家
だ
っ
た
。
そ
の
た
め
、
も
う
し
、
こ
の
家
に
住
み
に
来
た
人
が
い
た
と

し
て
も
、
み
ん
な
す
ぐ
逃
げ
出
し
て
し
ま
っ
た
た
め
、
い
つ
も
空
い
た
ま
ま
で
あ
っ
た
。

そ
こ
で
、
老
翁
が
歌
を
歌
う
と
、
鬼
た
ち
は
突
然
美
し
い
歌
声
が
聞
こ
え
て

き
た
の
で
、
耳
を
澄
ま
し
て
聞
い
て
い
る
と
、
だ
ん
だ
ん
興
が
わ
い
て
、
肩
を
く
ね
ら
し
な
が
ら
寄
っ
て
き
た
。

そ
の
中
で
頭
の
ト
ケ
ビ
が
さ
っ
と
前
に
出
て
老

翁
に
近
寄
っ
て
は
、

「
ち
ょ
っ
と
、
お
爺
さ
ん
、
本
当
に
歌
が
上
手
だ
ね
。
美
し
い
歌
声
で
、
知
ら
な
い
う
ち
に
踊
り
が
出
る
ん
だ
。
い
っ
た
い
、
こ
ん
な
美
し
い
歌
声
は
ど
こ
か
ら
出
て

来
る
の
か
い
」

と
聞
い
た
。
瘤
の
あ
る
爺
は
、

「
そ
れ
は
、
ほ
か
の
と
こ
ろ
で
は
な
く
、
顎
下
に
付
い
て
あ
る
瘤
か
ら
出
ま
す
。
こ
の
瘤
さ
え
あ
れ
ば
、
い
く
ら
で
も
上
手
に
歌
う
こ
と
が
で
き
ま
す
」

と
答
え
た
。
す
る
と
、
ト
ケ
ビ
は
と
て
も
嬉
し
い
顔
で
、

「
そ
う
し
た
ら
、
そ
ん
な
よ
い
瘤
を
一
人
だ
け
持
た
ず
に
、
金
銀
や
財
宝
を
た
く
さ
ん
渡
す
か
ら
、
私
に
売
っ
て
く
れ
」
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と
、
求
め
た
の
で
あ
っ
た
。
も
と
も
と
、
こ
の
瘤
の
こ
と
で
困
っ
て
い
る
の
に
、
ま
し
て
、
財
宝
ま
で
与
え
て
買
っ
て
く
れ
る
な
ん
て
、
お
爺
さ
ん
は
嬉
し
く
て
そ

の
場
で
売
っ
た
。
ト
ケ
ビ
た
ち
は
金
銀
財
宝
を
た
く
さ
ん
渡
し
な
が
ら
、
瘤
を
取
っ
て
行
っ
た
が
、
老
翁
は
少
し
も
痛
く
な
か
っ
た
。

こ
の
噂
は
だ
ん
だ
ん
広
が
っ
て
、
ま
た
、
あ
る
所
に
住
む
一
人
の
瘤
の
あ
る
欲
深
い
老
人
が
、
噂
を
聞
い
て
訪
ね
て
き
て
は
、
い
ろ
い
ろ
詳
し
く
聞
い
た
。
こ
の
老

人
は
、
瘤
を
取
る
と
い
う
よ
り
も
、
も
っ
と
金
銀
や
財
宝
を
得
る
欲
が
あ
っ
た
の
で
、
す
ぐ
に
そ
の
空
き
家
に
行
っ
て
、
日
が
暮
れ
る
前
か
ら
、
板
の
間
に
横
に
な
っ

て
、
上
手
で
も
な
い
耳
障
り
の
歌
を
大
き
い
声
を
出
し
て
歌
い
な
が
ら
、
ト
ケ
ビ
が
来
る
の
を
待
っ
て
い
た
。
夜
に
な
っ
て
、
ト
ケ
ビ
た
ち
が
遊
び
に
来
て
歌
を
聞
い

た
が
、
あ
ま
り
聞
き
た
く
も
な
い
下
手
な
歌
声
が
聞
こ
え
た
の
で
、
「
ど
ん
な
ヤ
ツ
が
来
た
の
だ
ろ
う
か
」
と
、
中
に
入
っ
て
、

「
ち
ょ
っ
と
、
誰
だ
、
何
で
人
の
家
に
入
っ
て
、
大
き
い
声
で
騒
ぐ
の
か
い
」

と
聞
い
た
。

欲
深
い
瘤
の
あ
る
爺
は
、
ト
ケ
ビ
を
だ
ま
し
て
や
ろ
う
と
、

「
そ
れ
が
、
私
の
あ
ご
の
下
に
付
い
て
い
る
、
美
し
い
歌
声
が
出
る
瘤
を
売
り
に
来
ま
し
た
。
も
し
、
こ
の
瘤
を
金
銀
財
宝
で
買
っ
て
お
い
た
ら
、
美
し
い
歌
が
聞
き

た
い
時
は
い
つ
で
も
聞
く
こ
と
が
で
き
ま
す
」

と
言
っ
た
。
ト
ケ
ビ
た
ち
は
、
そ
の
話
を
聞
い
て
笑
い
な
が
ら
、

「
こ
の
前
も
あ
る
や
つ
が
来
て
、
美
し
い
歌
声
が
出
て
来
る
瘤
だ
と
だ
ま
し
て
、
金
銀
財
宝
を
奪
っ
て
帰
っ
た
の
に
、
こ
の
や
つ
も
ま
た
同
じ
ま
ね
を
す
る
ん
だ
ね
。

こ
の
前
に
買
っ
た
瘤
も
ま
っ
た
く
効
果
が
な
い
し
、
持
っ
て
行
け
」

と
、
も
う
一
つ
の
瘤
を
付
け
て
や
っ
た
の
で
、
二
つ
の
瘤
を
付
け
た
ま
ま
帰
っ
て
来
た
。

そ
の
時
か
ら
「
瘤
取
り
に
行
っ
て
、
瘤
付
け
ら
れ
た
」
と
い
う
話
し
が
で
き
た
と
い
う
こ
と
さ
。

〔
付
記
〕『
朝
鮮
童
話
大
集
』
は
、
一
九
二
六
年
、
沈
宜
麟
（
一
八
九
四
～
一
九
五
一
年
）
に
よ
り
発
行
さ
れ
た
最
初
の
ハ
ン
グ
ル
童
話
集
で
あ
り
、
説
話
集
と
さ
れ
て

い
る
（
総
二
八
〇
頁
、
六
六
話
収
録
）
。
そ
れ
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
韓
国
に
は
そ
の
本
が
残
っ
て
い
な
か
っ
た
た
め
、
こ
れ
ま
で
全
体
の
内
容
が
き
ち
ん
と
知
ら
れ
て

い
な
か
っ
た
。
最
近
、
シ
ン
ウ
ォ
ン
キ
氏
や
崔
仁
鶴
氏
に
よ
っ
て
、
翻
訳
出
版
さ
れ
た
。
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A
□

®
よ

り

人

の

出

で

て

「此
お
の
こ
、
前
世
の
罪
の
む
く
ひ
を
ぱ
知
ら
で
、
墨

H

を
か
こ4

^&

て
、
か
く
て
候
事
、
い
と
あ
や
し

さ̂
は
あ
れ

ど
^
^
日
事
の

い
と
お
し
け
れ
ば
、
い
さ
、
か
の
事
、
は
か
ら
ひ
^
^
ぬ
。
先

す

^
^
か
に
ま
か

り
出
で
よ
。
な
に
に
て
も
あ
れ
、
手
に
あ
た
ら
ん
物
を
取
て
、
^
-
し
て
持
ち
た
れ
。

と
く

"
ま
か
り
出
よ
」
と
追
は
る
、
と
見
て
、
は
い
起
き
て
、
約
束
の
僧
の
が

り
ゆ
き
て
、
物0

4
^

て
ま
か
り
出
け
る
程
に
、
大
門
に
て
け
つ
ま
づ
き
て
、
ぅ
つ

ぶ

し

に

け

り

。

三
七
日
は
て
て
、
明
ん
と
す

£
仪
の
夢
に
、

趣
刖
窒

AL
去
参
候
け
る
程
に
、
三
七
日
に
成
に
け
り
。

「此
事
、
い
と

S:'
不
便
の

g
寺
の
た
め
に
悪
し
か
り
な
ん
。
鑒
日
を
か
こ

人
に
こ
そ
あ
ん
な
れ
。
日！

り
て
、
養
ひ
て
さ
ぶ
ら
は
せ
ん
」
と
て
、
か
は
る

物
-
^
は
せ
け
れ
ば
、
も
て
く
る
物
-
^
^

ひ
つ
、
、

れ
と
申
人
も
な
け
れ
ば
、
仏
の
給
は
ん
物 

1
ベ
て
、
仏
を
師
と
た
の
・
て
候
也
」

^|
こ
た
へ
け
れ
ば
、
寺
の
1
-
*
^
<
^
り
て
、

「か
く
た
よ
り
な
襄
は
、
師
も
い
か
で
か
侍
ら
ん
。
物
t
ぶ
る
所
も
な
く
、
あ
は

「こ
は
、
い
か
な

i
の
、
か
く
て
は
候

^
物

寨

も
見
之
ず
。
か
く
ぅ
つ
ぶ
し

臥
し
た
れ
ば
、
寺
の
た
め
、
け
が
ら
ひ
い
で
き
て
、
大

事

に

荽

ん

。
誰
を
師
に
け

し
た
る

^
い
づ
く
に
て
か
物
は
食
ふ
」
な
ど
問
ひ
け
れ
ば
、

も
し
又
、
を
の
'

つ

か

る

便
も
あ
る
べ
く
は
、
そ
の
よ
し
の
夢
を
見
ざ
ら
ん
か

ぎ
り
は
出
ま
じ
」
と
て
、
ぅ
つ
ぶ
し
臥
し
た
り
け
る
^
/
寺
の
僧
見
て

す
べ
^
^
も
な
か
り
け
れ
ば
、

「鑒
日
た
す
け
給
へ
」
と
て
長
谷
に
ま
い
り
て
、
御

前
に
ぅ
つ
ぶ
し
伏
て
申
け
る
や
ぅ
、

「此
世
に
か
く
て
あ
る
べ
く
は
、
や
が
て
、

Ifck

«
刖

に
て
干
死
に
死
な
ん
。

今
は

t
父
母
、
奢

な

く

妻

も

子

も

な

く

て

、
只

一

人

あ

あ

り

け

り

。

『宇

禧

霧

壓

第

九

六

話

1
よ
り
人
の
出
で
来
て
、

「こ
の
男
の
、
己
れ
が
前
の
世
の
罪
の
報
い
を
ば
細

ら
で
、
鑒
日
か
こ4

W

て
、
か
く
て
候
こ
と
、
い
と
あ
や
し
き
こ
と
坞

さ
は
あ

れ
ど

h
申

こ
と
の
い
と
を
し
け
れ
ば
、
い
さ
、
か
な
る
こ
と
計
ら
ひ
給
を
は
り

ぬ
。
ま
づ
速
や
か
に
ま
か
り
出
で
ね
。
ま
か
り
出
で
ん
に
、
何
に
ま
れ
、
彼
に
主

れ
、
手
に
当
た
ら
ん
物
煮
り
て
、
捨
て
で
持
た
れ
。
そ
れ

^
き

爸

が

給

け

り
た
る

^
疾
く
く
ま
か
り
出
で
よ
」
、
追
は
る
と
見
て
、
起
き
て
、

「あ
れ
」

と
言
ひ
け
る
僧
の
も
と
に
寄
り
て
、
物0

4

ひ
て
、
か\

4
衰

か
け
て
、
ま
か
り

出
で
け
る
程
に
、
大
門
に
つ
ま
づ
き
て
、
ぅ
つ
ぶ
し
.
^
れ
に
け
り
。

三
七
日
の
果
て
て
明
け
ん
ず
る
夜
の
夢
に
、

邂
刖
に
立
急

ら

ず

候

け

る
程
に
、
三
七
日
に
な
り
に
け
り
。

「こ
の
事
、
い
と
不
便
の
こ
と
也
、
寺
の
た
め
に
大

蠢

り
。
墨
日
を
か
こ4

^
人
に
こ
そ
あ
め
れ
。
こ

り̂
て
養
ひ
て
候
は
せ
ん
」
と
て
、
か

は

る

物

は
せ
け
れ
ば
、
持
て
来
た
る
物
-i

W

ひ
つ
、
、

な
く
、
あ
は
れ

.
人
も
な
け
れ
ば
、
仏
の
給
は
ん
物
臭
べ
て
、
仏
を
師
と
綰

み
た
て
ま
つ
り
て
候
也
」
と
答
へ
け
れ
ば
、
寺

の

り

て

、

「か
く
贾

な
き
人
は
、
霞
り
も
い
か
に
し
て
か
し
侍
ら
ん
。
物
食
ぶ
る
所
も

「こ
は
い
か
な
る
物
の
、
か
く
て
は
候

^
物

食

ふ

質

之
す
、
か
く
て
ぅ
つ
ぶ

し
臥
し
た
れ
ば
、
寺
の
た
め
穂
ら
ひ
出
で
来
て
、
大

1
&
ん
。
誰
を
師
に
は

し
た
る

^
一
^
に
て
か
物
は
食
ふ
」
な
ど
問
ひ
け
れ
ば
、

又
を
の
づ
か
-
^
る
便
り
も
あ
る
べ
く
は
、
そ
の
よ
し
の
置
ざ
ら
ん
限
り
は
ま

か
り
出
づ
ま
じ
」
と
て
、
ぅ
つ
ぶ
し
臥
し
た
り
け
る
定
寺
の
僧
見
て
、

す
べ
雾

も
な
か
り
け
る
ま
、
に
、

助

せ

給

へ

」
と
て
、
長
谷
に

参
り
て
、
趣

刖

に
ぅ
つ
ぶ
し
臥
し
て
申
け
る
や
ぅ
、

「こ
の
世
に
か
く
て
あ
る
べ

く
は
、
や
が
て
こ
の
趣
刖
に
て
干
死
に
に
死
な
ん
。

今

は

茸

父

も

母

も

主

も

妻

も

子

も

な

く

て

、
た
ゾ
ー
人
あ
^
<
*
^
有
け
り
。

『古

本

説

震

第

五

八

話

1
ノ
内
ヨ
リ

®
ア
、
、
比
ノ
男1

1

告
テ
宣
ハ
ク
、

「汝
ガ
前
世
ノ
罪
報
ヲ

バ
不
知
シ
テ
、
強
二
責
メ
申
ス
事
、
極
テ0

f

ス
。
然
レ
ド
モ
、
汝
ヲ
S
ガ
故
二
、

少
シ
ノ
事
ヲ
授
ケ
ム
。
然
レ
バ
'
寺
ヲ
出
ム
ニ
、
何
物
也
卜
云
フ
ト
モ
、
只
手

1
1

当
ラ
ム
物
ヲ

・

シ

テ

、
汝
ガ
給
ハ
ル
物
卜
可
知
べ
シJ

上
旦
フ
'
卜
見
テ

f

ヌ
。
其
簿
哀
ビ
ケ
ル
僧
ノ
房
一一寄
ア
、
物

テ

食

テ

出
ツ
ル1

1

、
大
門
ニ
シ

テ
-
"
^
テ
低
フ
シ1

1

倒
ヌ
。

其
ノ
嗟
ヌ
ル
夜
ノ
夢
一
一
、

仏
ノ
娌
刖
へ
ヲ0

ズ
シ
テ
、
昼
夜
二
t
シ
入
テ
居
タ
ル
ー
ー
、
三
七
日
一
ー
モ
成
ヌ
。

「此
人
偏
二
墨
日
ヲ
恐
喝
奉
テ
、
更
二
寄
ル
！

シ
。
寺
ノ
為
二
大
窗
来
ナ
ム

ト
ス
。
然
レ
バ
、
集
テ
此
ノ
人
ヲ
養
ハ
ム
」
上
疋
テ
、
替
こ
ル
物
ヲ
食
ス
レ
バ
、

其
レ
ヲ
食
テ
、

「我
貧
身
坞

謹

ト

セ

ム

。
只

墼
日
ヲ1

^

蓁
テ
有
ル
坞

更
物
食
フ
惡
⑼

シ
」
 

T
Z
O

寺
ノ

®
ハ此
レ
ヲ
聞
テ
、
寒
ア
云
、

「此
ハ
何
ナ
ル
者
ノ
此
テ
ハ
候
フ
ゾ
。
見
レ
バ
、
物
食
フ
所
有
ト
モ
不
見
ズ
。
若

絶
入
ナ
パ
、
寺

一
一

穢
出
来
ナ
ム
ト
ス
。
誰
ヲ
師
ト
ハ
為
ゾJ

卜
問
へ
バ
、
男
ノ
云

ク
、

若
シ
、

i
ラ
、
少
ノ
便
ヲ
モ
可
与
給
ク
ハ
、
其

ノ
由
ヲ
夢
二
示
シ
給
へ
。
不
然

ラ
ム
限
リ
ハ
更
二
不
罷
出
シ
」
卜
云
テ
、
低
シ
^
^
リ
。
寺

ノ

懂

ハ此
レ
ヲ
見
テ
、

長
谷
一
一
参
ア
、
墾
日
ノ
邂
刖
二
向
テ
、
申
シ
テ
云
ク
、

「我
レ
、
奮

ク

シ

テ

ー

塵

ノ

儒

7'''
ン
。
若
シ
、
此
ノ
世
二
此
ク
テ
可
止
ク
ハ
、
此
ノ
經
刖

1

ー
シ
テ
干
死
二

死
ナ
ム
。

4r
K

 W
T
T

父

母
•

妻
子
モ
無
ク
、
知
タ
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喉
の
か
は
け
ば

水
飲
ま
せ
よ

と
て

消
え
入
や
う
す
れ
ば

と
も
の

人

手
ま
ど
ひ
を
し
て

近
く
水
や
あ
る

と
走
さ
は
ぎ
も
と
む
れ
ど

水

も
な
し

こ
は
い
か
ゞ
せ
ん
ず
る

御
旅
籠
馬
に
や

も
し
あ
る

と
問
へ

ど

は
る
か
に
を
く
れ
た
り
と
て
見
え
ず

木
の
枝
に
ゆ
い
付
て

肩
に
う
ち
て
か
け
て
行
ほ
ど
に

ゆ
ヘ
あ
る
人
の
忍

て
ま
い
る
よ

と
見
え
て

侍
な
ど
あ
ま
た
具
し
て

か
ち
よ
り
ま
い
る
女
房

の

歩
み
困
じ
て

た
ゞ
た
り
に
た
り
ゐ
た
る
が

藁
一
筋
が

大
柑
子
三
に
な
り
ぬ
る
事

と
思
て

大
柑
子
を

こ
れ

喉
か
は
く
ら
ん

食
べ
よ

と
て

三

い
と
か
う
ば

し
き
陸
奥
国
紙
に
包
て
と
ら
せ
た
り
け
れ
ば

侍

と
り
つ
た
へ
て
と
ら
す

仏
の
賜
び
た
る
物
に
候
へ
ど

か
く
仰
事
候
へ
ば

参
ら
せ
て
候
は
ん

と

て

と
ら
せ
た
り
け
れ
ば

此
男

い
と
あ
は
れ
な
る
男
也

若
公
の
召
す

物
を

や
す
く
参
ら
せ
た
る
事

と
い
ひ
て

い
と
う
つ
く
し
げ
な
る
が

あ
の
男
の
持
ち
た
る
物
は
な
に
ぞ

か
れ
乞
ひ

て

我
に
賜
べ

と

馬
に
乗
て
と
も
に
あ
る
侍
に
い
ひ
け
れ
ば

そ
の
侍

そ
の
持
た
る
物

若
公
の
召
す
に
参
ら
せ
よ

と
い
ひ
け
れ
ば

長
谷
に
ま
い
り
け
る
女
車
の

前
の
簾
を
う
ち
か
づ
き
て
ゐ
た
る
児
の

こ
れ
を
手
ま
さ
ぐ
り
に
し
つ
ゝ
行
程
に

虻
一
ぶ
め
き
て

か
ほ
の
め
ぐ
り
に

有
を

う
る
さ
け
れ
ば

木
の
枝
を
折
り
て
払
捨
つ
れ
ど
も

猶
た
ゞ
同
じ
や

う
に

う
る
さ
く
ぶ
め
き
け
れ
ば

と
ら
へ
て
腰
を
こ
の
藁
す
ぢ
に
て
ひ
き

く
ゝ
り
て

杖
の
さ
き
に
つ
け
て
持
た
り
け
れ
ば

腰
を
く
ゝ
ら
れ
て

ほ
か

へ
は
え
行
か
で

ぶ
め
き
飛
ま
は
り
け
る
を

仏
の
賜
ぶ
物
に
て
有
に
や
あ
ら
ん

と

い
と
は
か
な
く
思
へ
ど
も

仏
の

は
か
ら
せ
給
や
う
あ
ら
ん
と
思
て

起
き
あ
が
り
た
る
に

あ
る
に
も
あ
ら
ず

手
に
に
ぎ
ら
れ
た
る
物
を
見
れ

ば

藁
す
べ
と
い
ふ
物
を
た
ゞ
一
筋
に
ぎ
ら
れ
た
り

喉
の
渇
け
ば

水
飲
ま
せ
よ

と

ゆ
き
入
り
な
ん
ず
る
様
に
す
れ
ば

供

の
人
く

手
惑
ひ
を
し
て

近
く
水
や
あ
る

と
走
り
騒
ぎ

求
む
れ
ど

も

水
も
な
し

こ
は
い
か
ゞ
せ
ん
ず
る

御
旅
籠
馬
や
入
り
に
た
る

と

問
へ
ど

遥
か
に
後
れ
た
り
と
て
見
え
ず

木
の
枝
に
結
い
付
け
て

肩
に
う
ち
懸
け
て
行
く
程
に

故
あ
る
人
の

忍

び
て
参
る
よ

と
見
え
て

侍
な
ど
あ
ま
た
具
し
て

従
歩
よ
り
参
る
女
房

の

歩
み
困
じ
て

た
ゞ
垂
り
に
垂
り
ゐ
た
る
が

藁
一
筋
が
大
柑
子
三
つ
に
な
り
ぬ
る
こ
と

と
思
ひ
て

大
柑
子
を

こ
れ

喉
渇
く
ら
ん

食
べ
よ

と
て

三
つ

い
と
香
ば
し

き
陸
奥
国
紙
に
包
み
て

取
ら
せ
た
り
け
れ
ば

取
り
伝
へ
て

虻
取
り
け
る

侍

取
ら
せ
た
り
け
れ
ば

仏
の
賜
び
た
る
物
に
候
へ
ど

か
く
仰
せ
言
候
へ
ば

参
ら
せ
候
は
ん

と

て

取
ら
せ
た
り
け
れ
ば

こ
の
男

い
と
あ
は
れ
な
る
男
也

若
君
の
召

す
物
を

心
や
す
く
参
ら
せ
た
る
こ
と

と
言
ひ
て

い
と
う
つ
く
し
げ
な
る
が

あ
の
男
の
持
ち
た
る
物
は
何
ぞ

か
れ
乞
ひ

て

我
に
得
さ
せ
よ

と

馬
に
乗
り
て
供
に
あ
る
侍
に
言
ひ
け
れ
ば

そ
の

侍

か
の
男

そ
の
得
た
る
物

若
君
の
召
す
に

参
ら
せ
よ

と
言
ひ
け

長
谷
に
参
り
け
る
女
車
の

前
の
簾
を
う
ち
被
き
て
ゐ
た
る
児
こ
の

こ
れ
を
手
ま
さ
ぐ
り
に
し
つ
ゝ
行
く
程
に

虻
の
一
つ
ぶ
め
き
て

顔
の
め
ぐ

り
に
あ
る
を

う
る
さ
け
れ
ば

木
の
枝
折
り
て
払
ひ
捨
つ
れ
ど
も

な
を

た
ゞ
同
じ
様
に
う
る
さ
く
ぶ
め
き
け
れ
ば

手
に
捕
へ
て

腰
を
こ
の
藁
の
筋

し
て
ひ
き
括
り
て
持
た
り
け
れ
ば

腰
を
括
ら
れ
て

ほ
か
へ
は
え
行
か
で

ぶ
め
き
飛
み
け
る
を

賜
ぶ
物
に
て
あ
り
け
る
に
や
あ
ら
ん

と

い
と
物
は
か
な
く
思
へ
ど
も

仏
の
謀
ら
せ
給
や
う
あ
ら
ん

起
き
上
が
り
た
る
に

手
に
あ
れ
に
も
あ
ら
ず
握
ら
れ
た
る
物
を
見
れ
ば

藁

の
筋
と
い
ふ
物
の

た
ゞ
一
筋
握
ら
れ
た
る
を

喉
乾
テ

水
飲
セ
ヨ

既
ニ
捶
入
ト
ス

ト
云
ヘ
ド
モ

共
ノ
人
〻

手
ヲ
迷
シ
テ

近
ク
水
ヤ
有
ル

ト
騒
ギ
求
ド
モ

水
無
シ

此
ハ

何
ガ
セ
ム
ト
為
ル

ト
云
フ
間
ニ

木
ノ
枝
ニ
結
ビ
付
テ
肩
ニ
打
係
テ
行
ク
程
ニ

品
不
賎
ヌ
人
忍
テ
侍
ナ
ド

具
シ
テ

歩
ヨ
リ
長
谷
ヘ
参
ル
有
リ

其
ノ
人
歩
ビ
極
テ
只
垂
ニ
垂
居
タ

ル
ヲ
見
レ
バ

藁
筋
一
ツ
ガ
大
柑
子
三
ツ
ニ
成
ヌ
ル
事

ト
思
テ

大
柑
子
三
ツ
ヲ
馥
シ
キ
陸
奥
國
紙
ニ
裹
テ

車
ヨ
リ
取
タ
レ
バ

給
ハ
リ

テ 男
ノ
云
ク

此
レ
ハ
観
音
ノ
給
タ
ル
物
ナ
レ
ド
モ

此
ク
召
セ
バ
奉
ラ

ム

ト
云
テ
渡
タ
レ
バ

糸
哀
レ
ニ
奉
タ
リ

ト
テ

喉
乾
ク
ラ

ム

此
レ
食
ヨ

ト
テ

其
形
チ
美
麗
也

児
ノ
云
ク

彼
ノ
男

其
ノ
持
タ
ル
物
ハ
何
ゾ

其

レ

乞
テ
得
セ
ヨ

ト

馬
ニ
乗
テ
ア
ル
侍
来
テ
云
ク

彼
ノ
男

其

ノ
持
タ
ル
物
若
君
ノ
召
ス
ニ

奉
レ

ト

而
ル
間

京
ヨ
リ
可
然
キ
女

車
ニ
乗
テ
参
ル

車
ノ
簾
ヲ
打
チ
纏
テ
居

タ
ル
児
有
リ

而
ル
間

虻

顔
ヲ
廻
ニ
飛
ブ
ヲ

煩
シ
ケ
レ
バ
木
ノ
枝
ヲ
折
テ
掃
ヒ
去

レ
ド
モ

尚
同
ジ
樣
ニ
来
バ

虻
ヲ
手
ヲ
捕
ヘ
テ

腰
ヲ
此
藁
筋
ヲ
以
テ

引
キ
括
リ
テ

持
タ
ル
ニ

虻

腰
ヲ
被
括
レ
テ
飛
ビ
迷
フ

此
レ
ヲ
給
フ
物
ニ
テ
有
ニ
ヤ

ト
思
ド
モ

夢
ヲ
憑
テ
此
ヲ
不
棄
シ
テ

返
ル
程
ニ

夜
モ
暛
ヌ

起
上
ル
手
ニ
不
意
ニ
被
拳
タ
ル
物
有
リ

見
レ
バ
藁
ノ
筋
也
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御
旅
籠
馬
な
ど
は

つ
ね
に
さ
き
だ
つ
こ
そ
よ
け
れ

と
み
の
事
な
ど
も
あ
る
に

か

く
を
く
る
ゝ
は
よ
き
事
か
は

な
ど
い
ひ
て

や
が
て
幔
引
き

畳
な
ど
敷
き
て

水

遠
か
ん
な
れ
ど

困
ぜ
さ
せ
給
た
れ
ば

男
の
う
れ
し
と
思
ふ
ば
か
り
の
事
は

か
ゝ
る
旅
に
て
は

い
か
ゞ
せ
ん
ず
る
ぞ

食

ひ
物
は
持
ち
て
来
た
る
か

食
は
せ
て
や
れ

と
い
へ
ば

あ
の
男

し
ば
し
候
へ

御
旅
籠
馬
な
ど
参
り
た
ら
ん
に

物
な
ど
食
て
ま
か
れ

と
い
へ
ば

う
け
給
ぬ

と
て

ゐ
た
る
ほ
ど
に

旅
籠
馬

皮
籠
馬
な
ど

な
ど

か
く
は
る
か
に
を
く
れ
て

は
参
る
ぞ

此
女
房

我
は
さ
は

喉
か
は
き
て

絶
入
た
り
け
る
に
こ
そ
有
け
れ

水
飲
ま

せ
よ

と
い
ひ
つ
る
斗
は
お
ぼ
ゆ
れ
ど

其
後
の
事
は
露
お
ぼ
え
ず

此
柑
子
え
ざ
ら

ま
し
か
ば

此
野
中
に
て
消
え
入
な
ま
し

う
れ
し
か
り
け
る
男
か
な

此
男

い
ま

だ
あ
る
か

と
問
へ
ば

か
し
こ
に
候

と
申

そ
の
男

し
ば
し
あ
れ
と
い
へ

い
み
じ
か
ら
ん
事
あ
り
と
も

絶
え
入
は
て
な
ば

か
ひ
な
く
て
こ
そ
や
み
な
ま
し

そ
れ
を
食
て

や
う
く

目
を
見
あ
け
て

こ
は

い
か
な
り
つ
る
事
ぞ

と
い
ふ

御
喉
か
は
か
せ
給
て

水
飲
ま
せ
よ

と
お
ほ
せ
ら
れ
つ
ま
ゝ
に

御
殿
籠
り
入
ら

せ
給
つ
れ
ば

水
も
と
め
候
つ
れ
ど
も

清
き
水
も
候
は
ざ
り
つ
る
に

こ
ゝ
に
候
男

の

思
か
け
ぬ
に

そ
の
心
を
得
て

こ
の
柑
子
を
三

奉
り
た
り
つ
れ
ば

参
ら
せ

た
る
な
り
と
い
ふ
に

つ
ゝ
み
た
る
柑
子
を

三
な
が
ら
と
ら
せ
た
り
け
れ
ば

悦
さ
は
ぎ
て
食
は
せ
た
れ
ば

不
便
に
候
御
事
か
な

水
の
所
は
遠
て

汲
て
参
ら
ば

程
へ
候
な
ん

こ
れ
は
い

か
ゞ

と
て

い
か
な
る
事
の
候
に
か

と
問
ひ
け
れ
ば

歩
み
困
ぜ
さ
せ
給
て

御
喉
の
か
は
か

せ
給
て

水
ほ
し
が
ら
せ
給
に

水
の
な
き
が
大
事
な
れ
ば

た
づ
ぬ
る
ぞ

と
い
ひ

け
れ
ば

ほ
と
く

し
き
さ
ま
に
見
ゆ
れ
ば

ま
こ
と
に
さ
は
ぎ
ま
ど
ひ
て

し
あ
つ
か
ふ
を
見

て

喉
か
は
き
て
さ
は
ぐ
人
よ

と
見
け
れ
ば

や
は
ら
歩
み
寄
り
た
る
に

こ
ゝ

な
る
男
こ
そ

水
の
あ
り
所
は
知
り
た
る
ら
め

此
辺
近
く

水
の
清
き
所
や
あ
る

と
問
け
れ
ば

此
四
五
町
が
う
ち
に
は
清
き
水
候
は
じ

御
旅
籠
馬
な
ど
は

常
に
先
に
立
ち
候
ふ
こ
そ
よ
け
れ

頓
の
事
な
ど
も
あ
る
に

か

く
後
る
る
ゝ
は
よ
き
こ
と
か

な
ど
言
ひ
て

や
が
て
そ
こ
に
へ
い
幔
引
き

畳
ど
も

な
ど
敷
き
て

水
ぞ
遠
か
な
れ
ど

困
ぜ
さ
せ
給
た
れ
ば

こ
の
男
の
嬉
し
と
思
ふ
ば
か
り
の
事
は

か
ゝ
る
旅
に
て
は
い
か
ゞ
せ
ん
ず
る

と
て

食
物
な
ど
は
持
て
来
た
る
か

物
な
ど
食
は
せ
て
や
れ

と
言
へ
ば

か
の
男

し
ば
し
候
へ

御
旅
籠
馬
な
ど
参
り
た
ら
ん
に

物
な
ど
食
て
ま
か
れ

と
言
へ
ば

う
け
給
は
り
ぬ

と
て
居
た
る
程
に

旅
籠
馬
や
皮
籠
馬
な
ど
来
着
き
た
り

な

ど
か
く
遥
か
に
後
れ
て

遅
く
は
参
る
ぞ

こ
の
女
房

我
は

さ
は

喉
渇
き
て

絶
え
入
り
た
り
け
る
に
こ
そ
有
け
れ

水

飲
ま
せ
よ

と
言
ひ
つ
る
ば
か
り
は
を
の
づ
か
ら
覚
ゆ
れ
ど

そ
の
後
の
事
は

い
か

に
も
つ
ゆ
覚
え
ず

こ
の
柑
子
得
さ
せ
ざ
ら
ま
し
か
ば

こ
の
野
中
に
て
消
え
入
り
な

ま
し

嬉
し
か
り
け
る
男
か
な

こ
の
男
は
ま
だ
あ
る
か

と
問
へ
ば

か
し
こ
に

ま
だ
候

と
言
へ
ば

そ
の
男
し
ば
し
あ
れ
と
言
へ

い
み
じ
か
ら
ん
こ
と
あ
り
と

も

絶
え
入
り
果
て
な
ま
し
か
ば

か
ひ
な
く
て
こ
そ
止
み
な
ま
し
か

そ
れ
を
食
ひ
て

や
う
く

目
を
見
開
け
て

こ
は
い
か
な
り
つ
る
こ
と
ぞ

と

言
ふ

御
喉
渇
か
せ
給
け
れ
ば

水
飲
ま
せ
よ

と
仰
せ
ら
れ
つ
ま
ゝ
に

御
殿

籠
り
入
ら
せ
給
つ
れ
ば

水
求
め
候
ひ
つ
れ
ど
も

清
き
水
も
候
は
ざ
り
つ
る
に

こ
ゝ

に
候
男
の

思
ひ
か
け
ぬ
に

そ
の
心
を
得
て
候
け
る
に
や

こ
の
柑
子
を
三
つ
奉
り

た
り
つ
れ
ば

参
ら
せ
た
り
つ
る
也

と
い
ふ
に

包
み
た
る
柑
子
を
三
つ
な
が
ら
取
ら
せ
た
れ
ば

喜
び
騒
ぎ
て
食
は
せ
た
れ
ば

不
便
に
候
ふ
こ
と
か
な

水
候
の
所
は
遠
き
也

こ
れ
は
い
か
ゞ

と
て

い
か
な
る
こ
と
の
候
に
か

と
問
ひ
け
れ
ば

歩
み
困
ぜ
さ
せ
給
て

御
喉
の
渇

か
せ
給
て

水
召
さ
ん

と
仰
せ
ら
れ
る
ゝ
に

水
の
な
き
が
大
事
な
れ
ば

尋

ぬ
る
ぞ

と
言
ひ
け
れ
ば

ほ
と
く

し
き
様
に
見
ゆ
れ
ば

ま
こ
と
に
騒
ぎ
惑
ひ
て

為
扱
う
を
見
て

喉

渇
き
て
騒
ぐ
人
よ

と
見
え
て
け
れ
ば

や
を
ら
歩
み
寄
り
た
る
に

こ
ゝ
な
る

男
こ
そ

水
の
あ
り
所
は
知
り
た
る
ら
め

こ
の
辺
近
く

水
の
清
き
所
や
あ
る

と
問
ひ
け
れ
ば

こ
の
四
五
町
が
内
に
は

清
き
水
候
は
じ

即
チ
屏
幔
引

疊
敷
ナ
ド
シ
テ

昼
ノ
食
物
此
ニ
テ
奉
ラ
ム
ズ

其
ノ
由
ヲ
男
ニ
云
フ
ニ
旅
篭
馬
・
皮
子
馬
ナ
ド
将
来
ヌ

此
ノ
柑
子
无
カ
ラ
マ
シ
カ
バ

旅
ノ
空
ニ
テ
絶
入
リ
畢
マ
シ

極
テ
喜

シ
キ
事
也

其
ノ
男
ハ
何
コ
ニ
有
ゾ

ト
問
ヘ
バ

此
ニ
候

ト
荅
フ

主
人
ノ
云
ク

彼
ノ
男
ノ
喜
シ
ト
思
許
ノ
事
ハ

何
カ
可
為
キ

食
物

ナ
ド
ハ
持
来
タ
ル
カ

食
ハ
セ
テ
遺
ハ
セ

ト
云
ヘ
バ

其
ノ
由
ヲ
男
ニ

云
フ
ニ

其
ノ
時
ニ

主
人
ハ

極
ジ
テ
寝
入
タ
ル
ニ

人
寄
テ
驚
カ
シ
テ

此

ナ
ル
男
コ
ノ
柑
子
ヲ
持
タ
ル
ヲ
奉
レ
ル
也

ト
云
テ

柑
子
三
ツ
ヲ
奉
レ

バ

主
人
ノ
云
ク

我
ハ
喉
乾
テ
既
ニ
絶
入
シ
タ
リ
ケ
ル
ニ
コ
ソ
有
ハ

レ

ト
云
テ

柑
子
ヲ
食
テ

男
云
ク

己
レ

柑
子
三
ツ
ヲ
持
タ
リ

此
レ
奉
ラ
ム

ト

但
シ

何
ナ
ル
事
ノ
候
ニ
カ

ト

人
〻
ノ
云
ク

長
谷
ニ
参
ラ
セ

給
フ
人
ノ
歩
極
ゼ
サ
セ
給
テ

御
喉
乾
カ
セ
給
ヒ
タ
レ
バ

水
ヲ
求
ル

也

ト

此
ノ
男

和
ラ
歩
ビ
寄
タ
ル
ニ

此
ノ
辺
近
ク
浄
キ
水
有
ル
所
知
タ

リ
ヤ

ト
問
ヘ
バ

男
ノ
云
ク

近
ク
ハ
水
不
候
ハ
ズ
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此
男
見
て

此
馬

わ
が
馬
に
な
ら
ん
と
て
死
ぬ
る
に
こ
そ
あ
ん
め
れ

藁
一
筋

柑
子
三
に
な
り
ぬ

藁
一
筋
柑
子
三
に
な
り
ぬ

柑
子
三
が
布
三
匹
に
な
り
た
り

此
布
の

馬
に
な
る
べ
き
な
め
り

と
思
て

か
く
て
こ
ゝ
に
あ
り
と
も

す
べ
き
や
う
も
な
し

我
等
は
去
な
ん

こ
れ

と
も
か
く
も
し
て
引
き
隠
せ

と
て

下
種
男
を
一
人
と
ゞ
め
て

去
ぬ
れ
ば

手
ま
ど
ひ
し
て

従
者
ど
も
も

鞍
下
ろ
し
な
ど
し
て

い
か
が
せ
ん
ず
る

と
い
へ
ど
も

か
ひ
な
く
死
に
は
て
ぬ
れ
ば

手
を
打
ち

あ
さ
ま
し
が
り

泣

ぬ
ば
か
り
に
思
ひ
た
れ
ど

す
べ
き
方
な
く
て

あ
や
し
の
馬
の
あ
る
に
乗
ぬ

ま
こ
と
に
え
も
い
は
ぬ
馬
か
な

こ
れ
を
ぞ
千
貫
が
け
な
ど
は
い
ふ
に
や
あ
ら

ん

と
見
る
ほ
ど
に

此
馬
に
は
か
に
た
う
れ
て

た
ゞ
死
に
に
死
ぬ
れ
ば

主

我
に
も
あ
ら
ぬ
け
し
き
に
て

下
り
て
立
ゐ
た
り

道
づ
ら
な
る
人
の
家
に
と
ゞ
ま
り
て

明
ぬ
れ
ば
鳥
と
と
も
に
起
き
て
行
程
に

日
さ
し
あ
が
り
て
辰
の
時
ば
か
り
に

え
も
い
は
ず
良
き
馬
に
乗
り
た
る
人

此

馬
を
愛
し
つ
ゝ

道
も
行
き
や
ら
ず

ふ
る
ま
は
す
る
ほ
ど
に

藁
筋
一
筋
が

布
三
匹
に
な
り
ぬ
る
事

と
思
て

腋
に
は
さ
み
て
ま
か
る
程

に
其
日
は
暮
に
け
り

此
柑
子
の
喜
を
ば
せ
ん
ず
る
ぞ

と
い
ひ
て

布
三
匹
取
ら
せ
た
れ
ば

悦
て
布
を

取
り
て

此
柑
子
の
喜
は

い
ひ
つ
く
す
べ
き
方
も
な
け
れ
ど
も

か
ゝ
る
旅
の
道
に
て
は

う
れ
し
と
思
ふ
斗
の
事
は
い
か
ゞ
せ
ん

こ
れ
は
た
ゞ

心
ざ
し
の
は
じ
め
を

見

す
る
也

京
の
お
は
し
ま
し
所
は

そ
こ
く

に
な
ん

必
ず
参
れ

白
く
よ
き
布
を
三
匹
取
り
出
で
て

こ
れ

あ
の
男
に
取
ら
せ
よ

観
音
は
か
ら
は
せ
給
事
な
れ
ば

よ
も
む
な
し
く
て
は
や
ま
じ

と
思
ゐ
た
る
程
に

召
し
物
は

こ
ゝ
に
て
参
ら
す
べ
き
也

と
て

夫
ど
も
や
り
な
ど
し
て

水
汲
ま

せ

食
物
し
い
だ
し
ば
此
男
に

清
げ
に
し
て

食
は
せ
た
り

物
を
食
ふ
く

あ
り
つ
る
柑
子

な
に
に
か
な
ら
ん
ず
ら
ん

こ
の
男
見
ゝ
て

こ
の
馬
は

我
が
馬
に
な
ら
む
と
て
死
ぬ
る
に
こ
そ
あ
め
れ

藁

筋
一
筋
が

柑
子
三
つ
に
な
り
た
り
つ

柑
子
三
つ
が

布
三
疋
に
な
り
た
り

こ
の

布
の

こ
の
馬
に
な
る
べ
き
な
め
り

と
思
ひ
て

我
等
は
往
な
ん

こ
れ

と
も
か
く
も
し
て

引
き
隠
せ

と
て

下
衆
男
一
人
を
留

め
て

往
ぬ
れ
ば

惑
ひ
て
鞍
下
ろ
し
つ

い
か
ゞ
せ
ん
ず
る

と
言
へ
ど
も

か

ひ
な
く
死
に
果
て
ぬ
れ
ば

手
を
打
ち

あ
さ
ま
し
が
り

泣
き
ぬ
ば
か
り
に
思
ひ
た

れ
ど

す
べ
き
方
な
く
て

あ
や
し
の
馬
の
あ
る
に
鞍
置
き
換
へ
て

か
く
て
こ
ゝ

に
あ
り
と
も

す
べ
き
や
う
も
な
し

ま
こ
と
に
え
も
い
は
ぬ
馬
か
な

こ
れ
を
千
段
が
け
な
ど
は
い
ふ
に
や
あ
ら
ん

と

見
る
程
に

こ
の
馬
の
に
は
か
に
倒
れ
て

た
ゞ
死
に
に
死
ぬ
れ
ば

主

我
か
に
も

あ
ら
ぬ
気
色
に
て

下
り
て
立
ち
た
り

道
面
な
る
人
の
家
に
泊
ま
り
て

明
け
ぬ
れ
ば

鶏
と
と
も
に
起
き
て
行
く
程
に

日

さ
し
上
が
り
て

辰
の
時
に
な
る
程
に

え
も
い
は
ず
良
き
馬
に
乗
り
た
る
人

こ
の

馬
を
愛
し
つ
ゝ

道
を
も
行
き
や
ら
ず
振
る
舞
は
す
る
男
会
ひ
た
り

藁
筋
一
つ
が
布
三
疋
に
な
り
ぬ
る
こ
と

と
思
ひ
て

脇
に
挟
み
て
ま
か
る
程
に

そ
の
日
は
暮
れ
に
け
り

こ
の
柑
子
の
代
り
の
物
は
賜
ば
せ
ん
ず
る
ぞ

と
言
ひ
て

布
三
疋
を
取
ら
せ
た
れ
ば

嬉
び
て

布
を
取
り
て

こ
の
柑
子
の
喜
び
は

言
ひ
尽
く
す
べ
き
方
も
な
け
れ
ど
も

か
ゝ
る
旅
に
て
は

嬉

し
と
思
ふ
ば
か
り
の
事
は
い
か
ゞ
は
せ
む
ず
る

こ
れ
は
た
ゞ
心
ざ
し
の
初
め
を
見
す

る
也

京
の
お
は
し
ま
し
所
は
そ
こ
く

に
な
ん
を
は
し
ま
す

か
な
ら
ず
参
れ

白
く
よ
き
布
を
三
疋
取
り
出
で
て

こ
れ

あ
の
男
に
取
ら
せ
よ

観
音
導
か
せ
給
こ
と
な
れ
ば

よ
も
空
し
く
て
は
や
ま
じ

と
思
ひ
た
る
程
に

人
の
召
し
物
は
こ
ゝ
に
て
召
す
べ
き
な
り

と
て

と
ま
り
ぬ

夫
ど
も
遣
り
な
ど
し
て
水
汲
ま
せ

食
物
し
出
だ
し
た
れ
ば

こ
の
男
に

い
と
清
げ

に
物
し
て
食
は
せ
た
り

何
に
か
な
ら
ん
ず
ら
む

即
チ
鞍
下
シ
ツ

此
ハ
何
ガ
セ
ム
ト
為
ル

ト
云
ヘ
ド
モ

甲
斐
無
ク

テ

死
ニ
畢
ヌ
レ
バ

手
ヲ
打
テ
泣
ク
許
思
テ

賎
シ
ノ
馬
ノ
有
ル
ニ
鞍

置
キ
替
テ
乗
去
ヌ

徒
者
一
人
ヲ
留
テ

此
レ
引
キ
隠
セ

ト
云
ヒ
置

タ
レ
バ

男
死
タ
ル
馬
ヲ
守
リ
立
テ
ル
ニ

実
ニ
日
出
タ
キ
馬
カ
ナ

ト
見
ル
程
ニ

此
ノ
馬
俄
ニ
倒
テ
只
死
ニ
死

ヌ
レ
ヲ

主
我
レ
ニ
モ
非
ヌ
気
色
ニ
テ
下
テ
立
テ
リ

夜
暛
ヌ
レ
バ

疾
ク
起
テ
行
ク
程
ニ

辰
時
許
ニ

吉
馬
ニ
乗
タ
ル
者
ノ
ヽ

馬
ヲ
愛
シ
ツ
ヽ

道
モ
行
キ
不
遺
ズ
翔
ハ
セ
テ
合
タ
リ

藁
筋
一
ツ
ガ
布
三
段
ニ
成
ヌ
ル
事

此
レ
観
音
ノ
御
助
也
ケ
リ

ト

心
ノ
内
ニ
喜
テ
行
ク
程
ニ

其
ノ
日
暮
ヌ
レ
バ

道
辺
ナ
ル
人
ノ
小
家

ニ
宿
リ
ヌ

男

布
三
段
ヲ
取
テ
脇
ニ
挾
ム
デ

此
ノ
柑
子
ノ
喜
シ
キ
ハ
可
云
尽
ク
モ
無
ケ
レ
ド
モ

此
ル
旅
ニ
テ
ハ
何

ニ
カ
ハ
セ
ム
ト
為
ル

只
此
ハ
志
ノ
初
メ
許
ヲ
見
ス
ル
也

京
ニ
ハ
其
〻

ニ
ナ
ル
有
ル

主
人
此
ノ
男
ニ
云
ク

清
キ
布
ヲ
三
段
取
出
シ
テ
給
テ
云
ク

此
ノ
男
ニ
モ
食
セ
タ
レ
バ
食
ヒ
ツ
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京
ざ
ま
に
上
る
程
に

宇
治
わ
た
り
に
て
日
暮
れ
に
け
れ
ば

そ
の
夜
は
人
の
も

と
に
と
ま
り
て

今
一
匹
の
布
し
て

馬
の
草

わ
が
食
物
な
ど
に
か
へ
て

そ

の
夜
は
と
ま
り
て

つ
と
め
て
い
と
と
く

京
ざ
ま
に
の
ぼ
り
け
れ
ば

九
条
わ

た
り
な
る
人
の
家
に

物
へ
行
か
ん
ず
る
や
う
に
て

立
さ
は
ぐ
所
あ
り

う
れ
し
き
事
限
な
し

を
く
れ
て
来
る
人
も
ぞ
あ
る

又

あ
り
つ
る
男
も
ぞ
来

る

な
ど

あ
や
う
く
お
ぼ
え
け
れ
ば

や
う
く

か
く
れ
の
方
に
引
入
て

時

移
る
ま
で
や
す
め
て

も
と
の
や
う
に
心
地
も
な
り
に
け
れ
ば

人
の
も
と
に
引

も
て
行
て

そ
の
布
一
匹
し
て

轡
や
あ
や
し
の
鞍
に
か
へ
て
馬
乗
ぬ

こ
の
馬

目
を
見
あ
く
る
ま
ま
に

頭
を
も
た
げ
て

起
き
ん
と
し
け
れ
ば

や

は
ら
手
を
か
け
て
起
こ
し
ぬ

男

よ
く
や
り
は
て
て
後

手
か
き
あ
ら
ひ
て

長
谷
の
御
方
の
む
か
ひ
て

此

馬

生
け
て
給
は
ら
ん

と
念
じ
ゐ
た
る
程
に

お
の
れ
は
此
辺
に
侍
れ
ば

皮
は
ぎ
て
つ
か
ひ
侍
ら
ん

得
さ
せ
て
お
は
し
ね

と
て

此
布
を
一
匹
と
ら
せ
た
れ
ば

男

思
は
ず
な
る
所
得
し
た
り
と
思
て

思
ひ
も
ぞ
か
へ
す
と
や
思
ふ
ら
ん

布
を
と
る
ま
ゝ
に

見
だ
に
も
か
へ
ら
ず
走

り
去
ぬ

お
の
れ
も

皮
を
だ
に
は
が
ば
や
と
思
へ
ど

旅
に
て
は
い
か
が
す
べ
き
と
思
て

ま
も
り
立
て
侍
な
り

と
い
ひ
け
れ
ば

そ
の
事
也

い
み
じ
き
御
馬
か
な
と

見
侍
り
つ
る
に

は
か
な
く
か
く
死
ぬ
る
事

命
あ
る
物
は
あ
さ
ま
し
き
事
也

ま
こ
と
に

旅
に
て
は

皮
は
ぎ
給
た
り
と
も

え
干
し
給
は
じ

歩
み
寄
り
て

此
下
種
男
に
い
ふ
や
う

こ
は

い
か
な
り
つ
る
馬
ぞ

と
問

ひ
け
れ
ば

睦
奥
国
よ
り
え
さ
せ
給
へ
る
馬
な
り

よ
ろ
づ
の
人
の
ほ
し
が
り
て

あ
た
い
も
限
ら
ず
買
ん
と
申
つ
る
を
も
惜
し
み
て

放
ち
給
は
ず
し
て

今
日
か

く
死
ぬ
れ
ば

そ
の
あ
た
い

少
分
を
も
と
ら
せ
給
は
ず
な
り
ぬ

京
ざ
ま
に
上
る
程
に

宇
治
辺
り
に
て
日
暮
れ
に
け
れ
ば

そ
の
夜
人
の
許
に
泊
り

て

い
ま
一
疋
の
布
し
て

馬
の
草
や
わ
が
食
物
な
ど
に
替
え
て

そ
の
夜
は
泊
り
ぬ

翌
朝

い
と
痴
く
京
ざ
ま
に
の
上
り
け
れ
ば

九
条
辺
り
な
る
人
の
家
に

物
へ
行
か

む
ず
る
や
う
に
て

立
ち
騒
ぐ
所
あ
り

嬉
し
き
事
限
り
な
し

後
れ
た
る
人
も
ぞ
来
る

あ
り
つ
る
男
も
ぞ
帰
り
来
る

な

ど

危
ふ
く
覚
え
け
れ
ば

や
う
く

隠
れ
の
方
へ
引
き
入
れ
て

時
変
る
ま
で
休
め

て

も
と
の
や
う
に
心
地
も
な
り
に
け
れ
ば

人
の
も
と
に
引
も
て
行
て

そ
の
布
一

疋
し
て

轡
や
あ
や
し
の
鞍
に
替
へ
て
馬
に
置
き
て

こ
の
馬

目
を
見
開
く
る
ま
ゝ
に

首
を
も
た
げ
て
起
き
む
と
し
け
れ
ば

や
を
ら

手
を
か
け
て
起
し
立
て
つ

男

よ
く
遣
り
果
て
て
後
に

手
か
き
洗
ひ
て

長
谷
の
御
方
の
向
か
ひ
て

こ
の

馬

生
け
て
給
は
ら
ん

と
念
じ
入
り
た
る
程
に

己
れ
は
こ
の
辺
に
侍
れ
ば

か
は
ら
に
て
使
ひ
侍
ら
ん

得
さ
せ
て
を
は
し
ね

と

て

こ
の
布
を
一
疋
取
ら
せ
た
れ
ば

男

思
は
ず
な
る
所
得
し
た
り

と
思
ひ
て

思
ひ
も
ぞ
返
す

と
や
思
ひ
ら
ん

布
を
取
る
ま
ゝ
に

見
だ
に
も
返
ら
ず

走
り

て
往
ぬ

己
れ
も

皮
を
だ
に
剥
が
ば
や

と
思
へ
ど

旅
に
て
は
い
か
ゞ
は
せ
む
ず
る

と
思
ひ
て

目
守
り
立
ち
て
侍
な
り

と
言
ひ
け
れ
ば

そ
の
こ
と
也

い
み
じ
き

馬
か
な
と
見
侍
り
つ
る
程
に

は
か
な
く
か
く
死
ぬ
る
こ
と
の

命
あ
る
物
は
あ
さ
ま

し
き
な
り

か
は
ら
に
て
も

忽
ち
に

え
干
し
え
給
は
じ

歩
み
寄
り
て

こ
の
男
に
言
ふ
や
う

こ
は
い
か
な
り
つ
る
馬
ぞ

と
問
ひ
け
れ
ば

睦
奥
国
よ
り

こ
の
馬
を
た
ゞ
据
え
て
上
ら
せ
給
つ
る
馬
を

よ
ろ
づ
の
人
の
欲
し

が
り
て

価
も
限
ら
ず
買
は
ん
と
申
つ
る
を
も

放
ち
給
は
ざ
り
つ
る
程
に

今
日
か

く
死
ぬ
れ
ば

そ
の
価
一
疋
を
た
だ
に
取
ら
せ
給
は
ず
な
り
ぬ

此
ニ
乗
テ
京
ノ
方
ニ
上
ル
ニ

宇
治
ノ
程
ニ
テ
日
暮
ヌ
レ
バ

人
ノ
家
ニ

留
テ
今
一
段
ヲ
以
テ
馬
草
・
我
ガ
粮
ニ
成
シ
テ
暛
ヌ
レ
バ
京
ヘ
上
ル
ニ

九
条
渡
ナ
ル
人
ノ
家
ヲ
見
ル
ニ

物
ヘ
行
ム
ズ
ル
樣
ニ
出
立
チ
騒
グ

喜
シ
キ
事
無
限
シ

若
シ
人
モ
ゾ
来
ル

ト
思
テ

漸
ク
隠
タ
ル
方
ニ

引
入
レ
テ

時
替
マ
デ
息
マ
セ
テ

本
ノ
樣
ニ
成
ヌ
レ
バ

人
ノ
家
ニ
引

入
テ

布
一
段
ヲ
以
テ
賎
ノ
鞍
ニ
替
ヘ
テ

馬
目
ヲ
見
開
テ

頭
ヲ
持
上
テ
起
ム
ト
ス
レ
バ

男
寄
テ
手
ヲ
係
テ
起
シ

立
テ
ツ

男

よ
く
遣
り
果
て
て
後
に

手
か
き
洗
ひ
て

長
谷
の
御
方
の
向
か
ひ

て

こ
の
馬

生
け
て
給
は
ら
ん

と
念
じ
入
り
た
る
程
に

己
ハ
此
ノ
辺
ニ
住
マ
バ

皮
ヲ
剥
ギ
テ
可
仕
キ
事
ノ
有
ル
也

己
レ
ニ
得

サ
セ
テ
返
リ
給
ヒ
ネ

ト
云
テ

此
ノ
布

メ
ヲ

ハ
セ
タ
レ
バ

男

不
思
ハ
ヌ
ニ
所
得
シ
タ
リ

ト
思
テ

思
ヒ
返
ス
事
モ
ヤ
有
ル

ト
思
ヘ
バ

布
ヲ
取
テ

逃
ガ
如
ク
シ
テ
走
去
ヌ

此
ノ
死
タ
ル
馬
買
タ
ル
男
ノ
思
ハ
ク

我
レ

観
音
ノ
示
現
ニ
依
テ

藁
筋
一
ツ
ヲ
取
テ
柑
子
三
ニ
成
ヌ

柑
子
亦
布
三
段
ニ
成
ヌ

此
ノ
馬
ハ

仮
ニ
死
テ

生
返
テ
我
ガ
馬
ト
成
テ

布
三
段
ガ
此
馬
ニ
成
ム
ズ
ル
ニ
ヤ

ト
思
テ

買
ナ
ル
ベ
シ

然
ラ
バ

皮
ヲ
ダ
ニ
剥
バ
ヤ

ト
思
ヘ
ド
モ

剥
テ
モ
旅
ニ
テ
ハ
何
ニ
カ
ハ
セ

ム

ト
思
テ

守
リ
立
テ
ル
也

ト

此
ノ
男
ノ
云
ク

實
ニ
極
キ

馬
カ
ナ

ト
見
ツ
ル
程
ニ

此
ク
死
ヌ
レ
バ

命
有
ル
者
ハ
奇
異
也

皮

剥
テ
モ
忽
マ
チ
ニ
干
得
難
カ
リ
ナ
ム

此
ノ
男
コ
歩
ビ
寄
テ
云
ク

此
ハ
何
カ
ナ
リ
ツ
ル
馬
ノ
俄
ニ
死
ヌ
ル
ゾ

ト

荅
テ
云
ク

此
レ
ハ
陸
奥
國
ヨ
リ
此
レ
ヲ
財
ニ
テ
上
リ
給
ヘ
ル
ニ

万
ノ
人
欲
ガ
リ
テ

直
モ
不
限
ズ
ム

ト
云
ツ
レ
ド
モ

惜
ム
デ
持
チ
給

ヘ
リ
ツ
ル
程
ニ

其
ノ
直
一
疋
ダ
ニ
不
取
シ
テ
止
ヌ
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そ
の
家
あ
る
じ
も

音
せ
ず
な
り
に
け
れ
ば

其
家
も
我
物
に
し
て

子
孫
な
ど
い
で
き

て

こ
と
の
ほ
か
に
栄
へ
た
り
け
る
と
か

二
月
斗
の
事
な
り
け
れ
ば

そ
の
得
た
り
け
る
田
を

半
ら
か
人
に
作
ら
せ

今
半
ら

は
我
料
に
作
ら
せ
た
り
け
る
が

人
の
方
の
も
よ
け
れ
ど
も

そ
れ
は
世
の
常
に
て

お
の
れ
が
分
と
て
作
た
る
は

こ
と
の
ほ
か
多
く
い
で
き
た
り
け
れ
ば

稲
お
ほ
く
刈

を
き
て

そ
れ
よ
り
う
ち
は
じ
め

風
の
吹
つ
く
る
や
う
に
徳
つ
き
て

い
み
じ
き
徳

人
に
て
ぞ
あ
り
け
る

米

稲
な
ど
取
を
き
て

た
ゞ
ひ
と
り
な
り
け
れ
ど

食
物
あ
り
け
れ
ば

か
た
は
ら

そ
の
へ
ん
な
り
け
る
下
種
な
ど
い
で
き
て

つ
か
は
れ
な
ど
し
て

た
ゞ
あ
り
つ
き
に

居
つ
き
に
け
り

や
が
て
此
家
を
あ
づ
け
て

お
の
れ

も
し
命
あ
り
て
帰
の
ぼ
り
た
ら
ば

そ
の
時

返
し
得
さ
せ
給
へ

の
ぼ
ら
ざ
ら
ん
か
ぎ
り
は

か
く
て
居
給
へ
れ

も
し
又

命
た
え

て

な
く
も
な
り
な
ば

や
が
て
わ
が
家
に
し
て
居
給
へ

子
も
侍
ら
ね
ば

と
か
く
申

人
も
よ
も
侍
ら
じ

と
い
ひ
て
あ
づ
け
て

や
が
て
下
り
に
け
れ
ば

そ
の
家
に
入
居
て

み
た
り
け
る

此
鳥
羽
の
近
き
田
三
町

稲
す
こ
し

米
な
ど
と
ら
せ
て

只
今

か
は
り
絹
な
ど
は
な
き
を

こ
の
鳥
羽
の
田
や
米
な
ど
に
は
か
へ
て
ん
や

と

い
ひ
け
れ
ば

中
く

絹
よ
り
は
第
一
の
事
也

と
思
て

絹
や
銭
な
ど
こ
そ
用

に
は
侍
れ

お
の
れ
は
旅
な
れ
ば

田
な
ら
ば
何
に
か
は
せ
ん
ず
る
と
思
給
ふ
れ
ど

馬

の
御
用
あ
る
べ
く
は

た
ゞ
仰
に
こ
そ
し
た
が
は
め

と
い
へ
ば

此
馬
に
乗
り
心
み

馳
せ
な
ど
し
て

た
ゞ

思
つ
る
さ
ま
也

と
い
ひ
て

か
や
う
の
所
に

馬
な
ど
用
な
る
物
ぞ
か
し

と
て
下
り
立
て

寄
り
て

も
し
馬

な
ど
や
買
せ
給
ふ

と
問
ひ
け
れ
ば

｢

馬
が
な｣

と
思
け
る
ほ
ど
に
て

此
馬
を
見
て

い
か
ゞ
せ
ん

と
さ
は
ぎ
て

此
馬

京
に
率
て
行
た
ら
ん
に

見
知
り
た
る
人
あ
り
て

盗
み
た
る
か
な
ど
い
は
れ

ん
も
よ
し
な
し

や
は
ら

こ
れ
を
売
て
ば
や

と
思
て

そ
の
家
主
も
音
せ
ず
な
り
に
け
れ
ば

そ
の
家
も
わ
が
物
に
て

こ
と
の
ほ
か
に
徳
あ

る
物
に
て
ぞ
あ
り
け
る

二
月
計
り
の
事
な
り
け
れ
ば

そ
の
得
た
り
け
る
田
を

半
ら
は
人
に
作
ら
せ

い
ま

半
ら
は
我
が
料
に
作
ら
せ
た
り
け
る
が

人
の
方
に
と
て
作
り
た
り
け
る

良
け
れ
ど

も

例
の
ま
ゝ
に
て

己
れ
が
料
と
名
付
け
た
り
け
る

そ
れ
う
ち
始
め

風
の
吹
き

つ
く
る
や
う
に
徳
つ
き
て

い
み
じ
き
人
に
て
ぞ
あ
り
け
る

米

稲
な
ど
取
り
置
き
て

替
り
居
に
け
り

た
ゞ
一
人
な
り
け
れ
ど

食
物
あ
り
け
れ

ば

傍
ら
な
り
け
る
下
衆
な
ど
出
で
来
て

使
は
れ
な
ど
し
て

た
ゞ
あ
り
つ
き
に
あ
り

つ
き
に
け
り

や
が
て
こ
の
家
を
預
け
て

己
れ

も
し
命
あ
り
て

帰
の
上
り
た
ら
ば

そ
の
時

に
返
し
得
さ
せ
給
へ

上
ら
ざ
ら
む
限
り
は

か
く
て
居
給
つ
れ

も
し
又
命
絶
え
て

亡
く
も
な
り
な
ば

や
が
て
我
が
家
に
し
給
へ

子
も
侍
ら
ね
ば

と
か
く
言
ふ
人
も

よ
も
侍
ら
じ

と
言
ひ
て

預
け
て

や
が
て
往
に
け
れ
ば

そ
の
家
は
得
た
り
け
る

こ
の
鳥
羽
の
近
き
田
三
丁

稲
少
し

米
な
ど
取
ら
せ
て

た
ゞ
今

か
は
り
絹
な
ど
は
な
き
を

こ
の
鳥
羽
の
田
や
米
な
ど
に
は
替
え
て
ん
や

と
言
ひ
け
れ
ば

中
く

絹
よ
り
は
だ
い
い
ち
の
事
也

と
思
ひ
て

絹
布
こ
そ

要
に
は
侍
れ

己
れ
は
旅
な
れ
ば

田
な
ど
は
何
に
か
は
せ
ん
ず
る
と
思
ひ
給
ふ
れ
ど

も

馬
の
御
要
あ
る
べ
く
は

た
ゞ
仰
せ
に
こ
そ
は
従
は
め

と
言
へ
ば

こ
の
馬
に

乗
り
心
み

馳
せ
な
ど
し
て

た
ゞ
思
ひ
つ
る
さ
ま
な
り

と
言
ひ
て

か
や
う
の
所
に
馬
な
ど
要
ず
る
物
ぞ
か
し

と
て

下
り
走
り
て

寄
り
て

も

し
馬
な
ど
や
買
は
せ
給
ふ

と
問
ひ
け
れ
ば

｢

馬
を
が
な｣

と
願
ひ
惑
ひ
け
る
程
に

こ
の
馬
を
見
て

い
か
に
せ
ん

と
騒
ぎ
て

こ
の
馬

京
に
率
て
行
き
た
ら
ん
に

見
知
り
人
あ
り
て

盗
み
た
る
か

な
ど

言
は
れ
ん
も
よ
し
な
し

や
を
ら
こ
れ
を
売
り
て
ば
や

と
思
ひ
て

其
ノ
後
ハ

長
谷
ノ
観
音
ノ
御
助
ケ
也

ト
知
テ

常
ニ
参
ケ
リ

観
音
ノ

霊
験
ハ
此
ク
難
有
キ
事
ヲ
ゾ
示
シ
給
ケ
ル
ト
ナ
ム
語
リ
傳
ヘ
タ
ル
ト
ヤ

家
ナ
ド
儲
テ
楽
シ
ク
ゾ
有
ケ
ル

二
月
許
ノ
事
ナ
レ
バ

其
ノ
田
ヲ
其
ノ
渡
ノ
人
ニ
預
テ
令
作
テ

半
ヲ
バ
取

テ

其
レ
ヲ
便
ト
シ
テ
世
ヲ
過
ス
ニ

便
リ
只
付
キ
ニ
付
テ

其
ノ
米
ヲ
糧
ト
シ
テ

男

券
ナ
ド
拈
メ
取
テ

京
ニ
髴
知
タ
ル
ケ
ル
人
ノ
家
ニ
行
キ
宿
リ
テ

九
条
田
居
ノ
田
一
町
・
米
少
ニ
替
ヘ
ツ

只
今
絹
・
布
ナ
ド
ハ
無
キ
ヲ

此
ノ
南
ノ
田
居
ニ
有
ル
田
ト
米
少
ト
ニ
ハ

替
テ
ム
ヤ

ト

男
ノ
云
ク

絹
・
布
コ
ソ
ハ
要
ニ
ハ
侍
レ
ド
モ

馬
ノ

要
有
ラ
バ

只
仰
ニ
随
ハ
ム

ト

然
レ
バ

此
ノ
馬
ニ
乗
リ
試
ム
ル
ニ

実
ニ
思
フ
樣
也
ケ
レ
バ

出
立
ス
ル
所
ニ
ハ
馬
要
ス
ル
物
ゾ
カ
シ

ト
思
テ

馬
ヨ
リ
下
テ
寄
テ

馬

ヤ
買
フ

ト
問
ケ
レ
バ

馬
ヲ
求
ル
間
ニ
テ

此
ノ
馬
ヲ
見
ル
ニ

実
ニ
吉

キ
馬
ニ
テ
有

男
ノ
思
ハ
ク

此
ノ
馬
ヲ
京
ニ
将
行
ラ
ム
ト

若
シ
見
知
タ
ル
人
モ
有
テ

盗
タ
ル
ト
被
云
ム
モ
由
無
シ

然
レ
バ

此
ニ
テ
売
ラ
ム
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《補注３－２》日本昔話「藁しべ長者」話型の採録事例

（◎、◆、（ ）印はそれぞれ、「三年味噌型」、「観音祈願型」、交換する順序、を表わす）

伝承地 採録事例(交換する順序)

亜

型

1 愛知県西尾市平原町 「108．藁しべ長者」『昔話研究資料叢書18 西三河の昔話』三弥井書店、一九八一年、二三九頁。

2 青森県黒森市片裏町 「86．藁しべ長者」臼田甚五郎監修『津軽百話』国学院大学説話研究会編、一九七五年、一七七頁。 ◎

3 青森県三戸郡五戸町 「藁みご長者」川合勇太郎『青森県の昔話』津軽書房、一九七二年、二一一頁。

（藁三本→葱→三年味噌→錆刀→千三百円）

◎

4 青森県黒森市 『日本昔話名彙』柳田 国男、日本放送協会編、一九七一年。

5 秋田県北秋田郡上小阿

仁村

「269. 藁しべ長者」稲田浩二・小沢俊夫『日本昔話通観5 秋田』同朋舎出版、一九七八年、四六三頁。 ◎

6 岩手県紫波郡矢巾町 「八七．蜻蛉長者」『紫波郡昔話集』郷土研究社、一九二六年、一六九頁。 ◆

7 岩手県水沢市 「難題を解いて婿になった話」『黄金の馬』三弥井書店、一九七一年、八六頁。 ◎

8 岩手県遠野市 「わらしべ長者 類話１」稲田浩二・小沢俊夫編『日本昔話通観3 岩手』同朋舎出版、一九七八年、四七三頁。

9 岩手県遠野市附馬牛町 「笑うしゃれこうべ」『日本の昔話10 遠野の昔話』日本放送出版協会、一九七七年、九九頁。 ◎

10 岩手県 「87．藁しべ長者」佐々木徳夫『遠野の昔話』 桜楓社、一九八五年、一七四頁。

（藁二本と握り・飯二つ→銀杏の葉→小刀→米千俵）

11 岩手県遠野市新町 「107.一把の葉千両」稲田浩二・小沢俊夫編『日本昔話通観3 岩手』同朋舎出版、一九七八年、二一二頁。 ◎

12 愛媛県北宇和郡三間町 「わらしべ長者」『日本の民話10 四国』ぎょうせい、一九七九年、一七四頁。 ◎

13 愛媛県八幡浜市日土町 「105.わらしべ長者」稲田浩二・小沢俊夫『日本昔話通観22 愛媛・高知』同朋舎出版、一九七八年、二一九

頁。

14 愛媛県温泉郡神和村 「わらしべ長者」『日本昔話集成第二部の１』武田明採集話、角川書店、一九五三年、四三九頁。 ◎

15 愛媛県上浮穴郡柳谷村 「わらしべ長者」稲田浩二・小沢俊夫『日本昔話通観22 愛媛・高知』同朋舎出版、一九七八年、二二一頁。

16 愛媛県北宇和郡三間町 「わらしべ長者 類話3」稲田浩二ほか『日本昔話通観22 愛媛・高知』同朋舎出版、一九七八年、二二一頁。

17 大阪市北区天神橋筋 「藁すべ一本」『日本の昔話7 浪速の昔話』日本放送出版協会、一九七七年、五五頁。

18 岡山県岡山市 「九三．藁しべ三本」柳田国男『日本昔話記録6 岡山県御津郡昔話集』三星堂、一九七四年、一三八頁／「1

4．藁しべ三本」上巻岡山民話の会『なんと昔があったげな』一九六四年、一四八頁。

◎

19 岡山県阿哲郡哲西町 「六三．蓮の葉長者」稲田浩二・立石憲利編『中国山地の昔話 賀島飛左嫗伝承四百余話』三省堂一九七四年、

九三頁。

◎

20 岡山県阿哲郡西町 「わらしべ長者」『日本の民話9 山陽』 ぎょうせい、一九七九年、七三頁。

21 岡山県 「わらしび長者」（原話は、「仁多郡誌」『日本の民話15 岡山・出雲』 未来社、一九七七年、四一五頁。

22 岡山県井原市野上町 「165. 藁しべ長者（類話2）」稲田浩二ほか『日本昔話通観19 岡山』同朋舎出版、一九七八年、三七一頁。

23 沖縄県宜野湾市 「屍黄金を似て恩に報いた話」佐喜真興英『南島説話』郷土研究社、一九二二年、九三頁。

24 沖縄県中頭郡読谷村 「藁しべ長者」『日本の昔話30 沖縄の昔話』日本放送出版協会、一九八〇年、五〇頁。

（藁一杯→味噌銅金→刀→金の弊風→与座の井戸→南山の王→中山の王）

◎

25 香川県 「一五六．藁しべ長者」『全国昔話資料集成32 東讃岐昔話集』岩崎美術社、一九七七年、二四四頁。 ◎

26 鹿児島県蕯摩郡下甑島 「藁しべ長者（その一）」柳田国男『日本昔話記録壱 鹿児島県甑島昔話集』三省堂、一九七四年、（新）七

頁、（旧）八頁（観音のお告げ→藁すべ・虻→蜜柑三つ→白布三反→馬→田・嫁・家→長者になる）。

◆

27 鹿児島県蕯摩郡下甑島 「藁しべ長者（その二）」岩倉市郎採録、柳田国男『日本昔話記録11 鹿児島県甑島昔話集』三省堂、一九七

四年、（新）九頁、（旧）一〇頁（藁一本→大根→味噌一丸→刀→お金）。

◎

28 鹿児島県蕯摩郡下甑島 二八．兄弟話」『昔話研究』復刻版巻二、岩崎美術社、一九八〇年、五五一頁。

29 鹿児島県蕯摩郡下甑島 「23．藁しべ長者」荒木博之『昔話研究資料叢書5 甑島の昔話』三弥井書店、一九七〇年、一四五頁。

(藁一本→大根→三年味噌→刀→米千俵)

◎

30 鹿児島県鹿児島市 「八四．屍黄金うぃ以て恩に報いた話」『南島説話』 故郷研究所、一九二二年、九三頁。

31 鹿児島県大島郡喜界島 「12．二人の兄弟（二）」『昔話研究』復刻版巻一、岩崎美術社、一九八〇年、二三六頁。
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32 鹿児島県中種子町 「35．七つ子と藁一把」『昔話研究資料叢書17 種子島の昔話１』三弥井書店、一九八〇年、一四〇頁。

33 鹿児島県南種子町 「36．一粒の麦」「藁しべ長者」と似る）『昔話研究資料叢書17 種子島の昔話１』三弥井書店、一九八〇

年、一四四頁。

◎

34 鹿児島県大島郡徳之島

町

「27．幸運な男の子」『南島昔話叢書3 徳之島の昔話』同朋舎出版、一九八四年、一三一頁。

35 鹿児島県大島郡与論町 「わらしび長者」田畑英勝『日本の昔話7 奄美諸島の昔話』日本放送出版協会、一九七四年、一三二頁。

（観音のお告げ→藁しべ一本・虻→蜜柑二つ→絹反物一反→馬→畑田）

◆

36 鹿児島県 「一三七．藁しび長者」『全国昔話資料集成15 奄美大島昔話集』岩崎美術社、一九七五年、二五九頁。 ◎

37 鹿児島県名瀬市 「鮫お追い払う小刀」稲田浩二・小沢俊夫『日本昔話通観25 鹿児島』同朋舎出版、一九七八年、二八四頁。

（怠けの息子→地蔵のお告げ→藁しべ・虻→お金→田畑・圧屋になる）

◆

38 鹿児島県大島郡宇検村 「藁しべ長者 類話１」稲田浩二・小沢俊夫『日本昔話通観25 鹿児島』同朋舎出版、一九七八年、二八七頁。

39 鹿児島県 「わらしべ童子」『日本の昔話3 久永ナオマツ嫗の昔話 奄美大島』日本放送出版協会、一九七三年、八三頁。 ◎

40 鹿児島県大島郡徳之島

町

「藁しべ長者 類話２」稲田浩二・小沢俊夫『日本昔話通観25 鹿児島』同朋舎出版、一九七八年、二八七頁。

41 鹿児島県大島郡大和村 「藁しべ長者 類話３」稲田浩二・小沢俊夫『日本昔話通観25 鹿児島』同朋舎出版、一九七八年、二八七頁。

（観音のお告げ→藁一本・虻→蜜柑二つ→絹一反→馬→家と田畑）

◆

42 岐阜県吉城郡（上宝

村）  

「藁しべ長者 類話１」稲田浩二・小沢俊夫編『日本昔話通観13 岐阜・静岡・愛知』同朋舎出版、一九七八年、

三二六頁／『昔話研究』復刻版２-11、岩波美術社、一九八〇年、三五頁。

（地蔵様のお告げ→藁しべ・虻→お金→田畑・圧屋になる）

◆

43 岐阜県郡上郡大和村 「藁すべ長者」稲田浩二『日本昔話16 美濃の昔話』日本放送出版協会、一九七七年、一七九頁。

（藁一本→お菓子と果物→白絹三反→金→お金持ちになる）

◎

44 岐阜県加茂郡白川町 「 61 ．藁しべ婿」『昔話の年輪80選』ちくまライブラリー32、筑摩書房、一九八九年、二六六頁。

（三尺の縄→蓮の葉→三年味噌→小刀→矢→お金や着物を買う）

◎

45 岐阜県加茂郡白川町 「二五．醜男の婿入り」『全国昔話資料集成25 恵那昔話集』岩崎美術社、一九七七年、七八頁。

46 熊本県天草郡有明町 「藁しべ長者稲田浩二・小沢俊夫『日本昔話通観24 長崎・熊本・宮崎』同朋舎出版、一九七八年、二〇九頁。

47 群馬県沼田市 「一七．わらしべ長者」上野勇『全国昔話資料集成13 利根昔話集』岩崎美術社、一九七七年、四三頁。

（藁三本→蓮の葉→味噌→反物→家・楽に暮らす）

◆

48 群馬県吾妻郡吾妻町 「藁しべ長者 類話１」稲田浩二・小沢俊夫『日本昔話通観8 群馬・栃木』同朋舎出版、一九七八年、三〇頁。

（藁しべ・虻→蜜柑→反物→馬）

49 滋賀県伊香郡余呉村 「藁しべ長者」『余呉村の民俗―滋賀県伊香郡余呉村―』東洋大学民俗研究所、一九七〇年、一五八頁。 ◎

50 島根県邑智郡桜江町 「113．藁しべ長者」稲田浩二・小沢俊夫『日本昔話通観18 島根』同朋舎出版、一九七八年、三一七頁。 ◎

51 島根県大田市富山町 「藁しべ長者 類話１」稲田浩二・小沢俊夫『日本昔話通観18 島根』同朋舎出版、一九七八年、三一八頁。

（お告げ→藁・虻→反物→馬→次々交換して長者になる）

◆

52 島根県大田市山口町 「藁しべ長者 類話２」稲田浩二・小沢俊夫『日本昔話通観18 島根』同朋舎出版、一九七八年、三一八頁。

（藁しび一本→わかめ一枚→小→刀→傘一本→米→千石・馬）

◎

53 島根県仁多郡 「藁しべ長者 類話３」稲田浩二・小沢俊夫『日本昔話通観18 島根』同朋舎出版、一九七八年、三一八頁。

54 島根県美濃郡匹見町 「藁しべ長者 類話４」稲田浩二・小沢俊夫『日本昔話通観18 島根』同朋舎出版、一九七八年、三一八頁。

55 島根県出雲地方 「藁しべ長者 類話５」稲田浩二・小沢俊夫『日本昔話通観18 島根』同朋舎出版、一九七八年、三一八頁。 ◎

56 長崎県壱岐郡志原村 「百十六．藁しび長者」『壱岐島昔話集』郷土研究社、一九三五年、一七〇頁／「二六．藁シビ長者」『全国昔

話記録壱岐島昔話集三省堂、一九四一年、三四頁 。

◎

57 長崎県北松浦郡有川村 「藁三本が千三百圓」『五島民俗図誌』一誠社、一九三四年、二四四頁（『日本民俗選集第10 クレス出版、二

〇〇九年）。

58 長崎県下県郡美津島町 「102．わらしび長者 (類話3)」稲田浩二・小沢俊夫『日本昔話通観24 長崎・熊本・宮崎』同朋舎出版、一九

七八年、二〇九頁。

59 徳島県美馬郡（西祖谷

山村）

「八．一筋の縄」『日本昔話記録8 徳島県祖谷山地方昔話集』三省堂、一九七四年、一五頁。 ◎

60 徳島県美馬郡（東祖谷 「四九．藁しべ長者」『日本昔話記録8 徳島県祖谷山地方昔話集』三省堂、一九七四年、七二頁。 ◎
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山 村）

61 徳島県 「四九．藁しべ長者」『全国昔話記録 阿波祖谷山昔話集』三省堂、一九四三年、七六頁。

62 鳥取県東伯郡関金町 「148． 備後のみわら屋」稲田浩二・小沢俊夫『日本昔話通観17 鳥取』朋舎出版、一九七八年、三八頁。

63 鳥取県岩美郡国府町 「148．藁しべ長者」『日本昔話通観17 鳥取』同朋舎出版、一九七八年、三九〇頁。

64 栃木県芳賀郡茂木町 「33．藁しべ長者」『昔話研究資料叢書12 那珂川流域の昔話』三弥井書店、一九八〇年、一一九頁。

（縄三尺→蓮の葉→三年味噌→小刀→弓の矢一本）

65 新潟県松尾市 「藁しべ長者」『日本昔話大成第１巻 本格昔話二』角川書店、一九七八年、二一一頁。

66 新潟県松尾市 「9．藁しべ長者」野村純一『増補改訂 吹谷松兵衛昔話集』増補改訂吹谷松兵衛昔話集刊行会、一九七五年、四

二頁（藁一本→箸→味噌→刀→王の子の守る刀とわかる）。

◎

67 新潟県 「藁しべ長者」『あしなか』一四頁、山村民俗の会、一九七〇年。

68 新潟県 「三三．わらすべ長者」水沢謙一『おばばの昔ばなし―池田チセの語る百四十話―』野島出版、一九六七年、一

三八頁（観音→ワラスべ一本→蜜柑二つ→絹一反→馬→畑・屋敷、安楽に暮らす）。

◆

69 新潟県北蒲原郡豊浦町 「241．藁しべ長者」稲田浩二・小沢俊夫『日本昔話通観10 新潟』同朋舎出版、一九七四年、四七三頁。

70 新潟県長岡市願成寺町 「藁しべ長者（類話2）」稲田浩二・小沢俊夫『日本昔話通観10 新潟』同朋舎出版、一九七四年、四七四頁。

（藁一束→味噌一かたまり→刀→金→お金持ちになる）

◎

71 新潟県長岡市村松町 「ワラスベ長者」『日本の民話29 佐渡・越後』未来社、一九七五年、三七二頁。

72 新潟県滝谷町 「ワラスべ長者」水沢謙一『日本民話 雪国のおばばの昔』講談社、一九七四年、一三三頁。

（観音↑ワラスべ一本→蜜柑二つ→絹一反→馬→畑・屋敷→安楽に暮らす）

◆

73 新潟県長岡市高見町 「藁しべ長者 類話3」稲田浩二・小沢俊夫『日本昔話通観10 新潟』同朋舎出版、一九七八年、四七四頁。

（神様のお告げ→藁・虻↑蜜柑二つ→絹一反→馬→家・田畑）

◆

74 新潟県五泉市 「藁しべ長者」稲田浩二・小沢俊夫『日本昔話通観10 新潟』 同朋舎出版、一九七四年、四七四頁。

75 広島県呉市 「155．藁しべ長者」『日本昔話集成第二部の１』 角川書店、一九五三年、四二五頁。

76 広島県呉市 「三九．藁しべ長者」磯貝勇『全国昔話資料集成5 安芸国昔話集岩崎美術社』一九七四、（新）八四頁。

（観音のお告げ→藁一本・虻→蜜柑→布子三反→馬→家→一生安楽に暮らす）

◆

77 広島県双三郡 「わらしべ殿様」『日本の民話16 安芸・備後』未来社、一九七七年、三九二頁。 ◎

78 広島県甲奴郡甲奴町 「二四．わらしべ長者」『全国昔話資料集成14 芸備昔話集』岩崎美術社、一九七七年、七三頁 ／『昔話の研究

広島』広島県師範学校郷土研究室、一九三九年、一七一頁（藁一本→蓮の葉→味噌→婿）。

◎

79 福島県いわき市 「二六．藁しび長者」『日本昔話記録3 福島県磐城地方昔話集』三省堂、一九七四年、 三〇頁。

80 福島県双葉郡久之濱町 「二六．藁しび長者」柳田国男『日本昔話記録3 福島県磐城地方昔話集』三省堂、一九七四年、（新）二六頁、

（旧）三〇頁。

◆

81 兵庫県宍栗郡千種町 「148．ワラスべ長者」稲田浩二・小沢俊夫『日本昔話通観16 兵庫』同朋舎出版、一九七八年、二六四頁。 ◆

82 山口県都濃・佐渡・吉

敷郡

「藁しべ長者」『日本の民話17 周防・長門』頁未来社、一九七七年、三〇九頁。 ◆

83 山口県大島郡東和町 「藁しべ長者（類話2）」稲田浩二ほか『日本昔話通観20 広島・山口』同朋舎出版、一九八七年、三七三頁。

84 山形県 「四四－2.とらんぼのむかし2」『全国昔話資料集成24 真室川昔話集』岩崎美術社、一九七七年、一八一頁。

85 山形県 「109．わらみご長者」武田正『佐藤家の昔話』桜楓社、一九八二年。

（藁一本→蓮の葉→味噌→刀→大金持ちになる）

◎

86 山形県米沢市田沢 「275．藁しべ長者（梗概）」稲田浩二ほか『日本昔話通観6 山形』同朋舎出版、一九七八年、四三三頁。 ◎

87 和歌山県西牟婁郡すさ

み町

「わらしべ長者」『日本の昔話13 紀伊半島の昔話』日本放送出版協会、一九七七年、五九頁。
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《
補
注
３-

３
》
韓
国
昔
話
の
二
つ
の
亜
型

日
・
韓
の
亜
型
（
サ
ブ
タ
イ
プ
）
は
ど
の
よ
う
に
共
通
し
、
ど
の
よ
う
に
異
な
る
の
で
あ
ろ
う
か
、
考
察
し
て
み
よ
う
。

（
１
）

二
三
三
「
藁
縄
三
本
」
型

こ
れ
で
は
、
二
三
三
「
藁
縄
三
本
」
型
の
一
例
と
し
て
、
「
藁
縄
一
本
で
長
者
に
な
る
」
（
崔
仁
鶴
『
韓
国
の
昔
話
』
）
を
取
り
上
げ
て
分
析
し
て
み
よ
う
。

こ
こ
か
ら
話
型
を
考
え
る
た
め
に
崔
氏
の
翻
訳
さ
れ
た
採
録
に
も
と
づ
い
て
、
事
項
を
取
り
出
す
と
次
の
よ
う
で
あ
る
。

母
が
、
怠
け
者
の
息
子
と
暮
す
。

 
 

母
は
、
息
子
に
「
仕
事
を
し
ろ
」
と
い
う
。

（
息
子
は
、
仕
事
を
し
な
い
）

 
 

母
は
、
息
子
に
「
仕
事
を
手
伝
え
」
と
い
う
。

息
子
は
、
仕
事
を
し
な
い
。

 
 

母
は
、
「
仕
事
を
し
ろ
」
と
い
う
。

 
 

息
子
は
、
仕
事
を
し
な
い
。

 
 

母
は
、
息
子
に
「
家
か
ら
出
て
行
け
」
と
い
う
。

 
 

息
子
は
、
母
に
「
藁
を
く
れ
」
と
い
う
。

 
 

母
は
、
息
子
に
藁
を
渡
す
。

 
 

怠
け
者
は
、
藁
を
編
む
。

 
 

母
は
、
怠
け
者
に
「
家
か
ら
出
て
行
け
」
と
い
う
。

 
 

怠
け
者
は
、
藁
を
持
っ
て
家
を
出
る
。

 
 

怠
け
者
は
、
縄
が
切
れ
て
困
っ
て
い
る
瓶
商
人
に
出
会
う
。

 
 

怠
け
者
は
、
瓶
商
人
と
、
藁
と
瓶
を
交
換
す
る
。

 
 

怠
け
者
は
、
水
瓶
を
壊
し
て
困
っ
て
い
る
女
に
出
会
う
。
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怠
け
者
は
、
女
と
、
瓶
と
米
を
交
換
す
る
。

 
 

怠
け
者
は
、
（
居
酒
屋
の
前
で
）
倒
れ
て
い
る
驢
馬
を
発
見
す
る
。

怠
け
者
は
、
驢
馬
の
持
ち
主
で
あ
る
老
人
に
出
会
う
。

怠
け
者
は
、
老
人
と
、
米
と
死
ん
だ
驢
馬
を
交
換
す
る
。

（
死
ん
だ
）
驢
馬
は
、
生
き
返
る
。

 
 

驢
馬
は
、
怠
け
者
を
乗
せ
て
古
墳
に
行
く
。

 
 

怠
け
者
は
、
（
雨
を
避
け
る
た
め
に
）
古
墳
に
入
る
。

 
 

怠
け
者
は
、
娘
の
死
体
を
発
見
す
る
。

（
死
ん
だ
）
娘
は
、
生
き
返
る
。

 
 

娘
は
、
怠
け
者
に
御
礼
を
い
う
。

娘
は
、
怠
け
者
に
村
長
の
娘
で
あ
る
と
告
げ
る
。

 
 

娘
は
、
怠
け
者
を
村
長
の
も
と
に
連
れ
て
行
く
。

村
長
は
、
怠
け
者
に
娘
を
与
え
る
。

 
 

怠
け
者
は
、
村
長
の
娘
と
結
婚
す
る
。

 
 

怠
け
者
は
、
嫁
と
驢
馬
と
ふ
る
さ
と
に
向
か
う
。

三
人
の
商
人
は
、
怠
け
者
か
ら
嫁
と
驢
馬
を
奪
お
う
と
企
て
る
。

商
人
は
、
怠
け
者
が
出
し
た
謎
を
解
け
な
い
。

三
人
の
商
人
は
、
各
自
分
の
織
物
を
持
っ
て
逃
げ
出
そ
う
と
す
る
。

怠
け
者
は
、
地
方
の
長
に
訴
え
た
。

地
方
の
長
は
、
三
人
の
商
人
を
捕
え
さ
せ
た
。

地
方
の
長
は
、
「
持
っ
て
い
る
物
を
若
者
に
譲
る
が
よ
い
」
と
判
決
を
く
だ
し
た
。
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怠
け
者
は
、
幸
福
に
暮
ら
し
た
。

表
現
に
即
し
て
取
り
出
し
た
右
の
具
体
的
な
事
項
群
か
ら
、
さ
ら
に
基
本
的
な
事
項
を
抽
出
す
る
と
次
の
よ
う
に
な
る
。

怠
け
者
は
、
藁
と
瓶
を
交
換
す
る
。

怠
け
者
は
、
瓶
と
米
を
交
換
す
る

怠
け
者
は
、
米
と
死
ん
だ
驢
馬
を
交
換
す
る
。

怠
け
者
は
、
村
長
娘
の
死
体
を
発
見
、
娘
が
生
き
返
る
。

怠
け
者
は
、
村
長
の
娘
と
結
婚
す
る
。

商
人
は
、
怠
け
者
か
ら
嫁
と
驢
馬
を
奪
お
う
と
企
て
る
。

商
人
は
、
謎
を
だ
す
。

怠
け
者
は
、
織
物
を
も
ら
う
。

怠
け
者
は
、
幸
福
に
暮
ら
し
た
。

（
２
）
「
藁
一
粒
で
」
型

も
う
一
例
、
二
二
三
「
粟
一
粒
で
」
型
の
一
例
と
し
て
、
「
粟
一
粒
で
政
丞
の
娘
を
貰
ふ
」
（
孫
晋
泰
『
朝
鮮
民
譚
集
』
）
を
取
り
上
げ
て
分
析
し
て
み
よ
う
。

ま
ず
、
孫
晋
泰
氏
の
翻
訳
か
ら
事
項
を
取
り
出
す
と
次
の
よ
う
で
あ
る
。
こ
の
採
録
事
例
は
、
部
分
的
に
要
約
さ
れ
て
い
る
と
こ
ろ
と
、
比
較
的
語
り
の
特
徴
が
残

っ
て
い
る
と
こ
ろ
が
あ
る
。
様
式
的
に
語
ら
れ
た
と
き
に
予
想
さ
れ
る
典
型
的
な
語
り
を
（

）
で
補
っ
た
。

若
者
が
、
科
挙
（
の
試
験
）
に
出
か
け
る
。

 
 

若
者
は
、
（
宿
屋
に
泊
ま
る
）
。

（
若
者
は
、
）
宿
屋
の
主
人
に
粟
粒
を
預
け
る
。

 
 

宿
屋
の
主
人
は
、
若
者
に
「
鼠
が
粟
粒
を
食
べ
た
」
と
い
う
。

 
 

若
者
は
、
主
人
に
「
鼠
を
捕
っ
て
こ
い
」
と
い
う
。
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主
人
は
、
鼠
を
（
捕
っ
て
）
若
者
に
渡
す
。

 
 

若
者
は
次
の
宿
屋
に
（
泊
ま
る
）
。

（
若
者
は
、
次
の
宿
屋
の
主
人
に
）
鼠
を
預
け
る
。

 
 

主
人
は
、
若
者
に
「
猫
が
鼠
を
食
べ
た
」
と
い
う
。

 
 

若
者
は
、
主
人
に
「
猫
を
捕
っ
て
こ
い
」
と
い
う
。

（
主
人
は
、
若
者
に
猫
を
渡
す
）

若
者
は
、
第
三
の
宿
屋
に
泊
ま
る
。

（
若
者
は
、
主
人
に
猫
を
預
け
る
）

主
人
は
、
「
猫
が
馬
に
蹴
ら
れ
て
死
ん
だ
」
と
い
う
。

 
 

若
者
は
、
主
人
に
「
馬
を
連
れ
て
こ
い
」
と
い
う
。

（
主
人
は
、
若
者
に
馬
を
渡
す
）

若
者
は
、
京
城
近
く
の
宿
屋
に
泊
ま
る
。

（
若
者
は
、
主
人
に
馬
を
預
け
る
）

主
人
は
、
「
馬
が
牛
に
殺
さ
れ
た
」
と
い
う
。

 
 

若
者
は
「
牛
を
連
れ
て
こ
い
」
と
い
う
。

（
主
人
は
、
若
者
に
牛
を
渡
す
）

若
者
は
、
京
城
内
の
宿
屋
に
泊
ま
る
。

若
者
は
、
主
人
に
牛
を
預
け
る
。

主
人
は
、
若
者
に
「
息
子
が
政
丞
に
牛
を
売
っ
た
」
と
い
う
。

 
 

若
者
は
、
主
人
に
「
政
丞
を
連
れ
て
こ
い
」
と
い
う
。

 
 

主
人
は
、
政
丞
の
家
に
行
く
。



  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

        
 

 

 
 
 
 

  
 

 

 

 
 

前半

・
ニ
本
」

型

t

藁
と
瓶
^
交
換
す
る
。

瓶

と

米

を

す

る

米
と
死
ん
だ
驢
馬
を
交
換
十
る
。

村
長
娘
の
死
陬
を
発
見
、
娘
が
生
き
返
る
。

村

長

の

娘

と

る

。

粟
粒
と
・

塞

す
る
。

鼠
と

^W

す
る
。

猫
と
馬M

癌
す
る
。

馬
と
牛
-

一̂X

換
す
る
。

牛
と
褒
美
を
六
複
す
る
。

「粟1

粒
で
」

型

ミ

主
人
は
、
政
丞
に
訳
を
話
す
。

政
丞
は
、
主

人

に

「若
者
を
連
れ
て
こ
い
」
と
い
う
。

若
者
は
、
政

丞

に

「牛
を
渡
せ
」
と
い
う
。

政
丞
は
、
若

者

に

「牛
を
食
べ
た
」
と
い
う
。

若
者
は
、
政

丞

に

「牛
を
食
べ
た
者
を
連
れ
て
こ
い
」
と
い
う
。

政
丞
は
、
若
者
を
許
す
。

政
丞
は
、
若
者
に
娘
を
与
え
る
。

右
の
具
体
的
な
事
項
群
か
ら
、
さ
ら
に
基
本
的
な
事
項
を
抽
出
す
る
と
次
の
よ
う
に
な
る
。

怠
け
者
は
、
粟
粒
と
鼠
を
交
換
す
る
。

怠
け
者
は
、
鼠
と
猫
を
交
換
す
る
。

怠
け
者
は
、
猫
と
馬
を
交
換
す
る
。

台
心
け
者
は
、
馬
と
牛
を
交
換
す
る
。

怠
け
者
は
、
牛

と
(

政
丞
の
与
え
る
)
褒

美
(

ほ
う
び
)
を
交
換
す
る
。

こ
れ
が
韓
国
昔
話
「藁
一
粒
で
」
型
の
中
心
を
な
す
事
項
で
あ
る
。
そ

こ

で

「藁
縄
三
本
」
型

と

「藁
一
粒
で
」
型
と
を
事
項
に
お
い
て
比
較
す
る
と
次
の
よ
う
に 

な
る
。

【表
3
】

「藁
縄
三
本
」
型

と

「藁
一
粒
で
」
型
の
比
較
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《
補
注
3
-
4
》

『
ジ
ャ
ー
タ

カ

四
話
』

「チ
ユ
ッ
ラ
カ
大
豪
商
前
生
物
語
」
の
事
項
を
取
り
出
す
。

(

チ
ユ
ッ
ラ
カ
)
豪
商
は
、
死
ん
だ
鼠
を
見
つ
け
る
。

豪
商
は
、
星
宿
を
占
ぅ
。

(

占
っ
た
結
果
)

-
X
-
1

「藁
網
三
本
で
嫁
を
も
ら
ぅ
」
任
皙
宰
『
任
皙
宰
全
集

②
韓
国
口
伝
説
話
1
平
安
北
道
編
n
』
平
民
社
、

一
九
八
八
年
、
一
四
〇
〜
一
四

一
頁
二
九
三
二
年
七
月
、

平
安
北
道
宣
川 

郡
宣
川
邑
採
録
、

【表
1
】
の
①
番
事
例
)
。

*
2
「|

粒
の
粟
」
鄭
寅
燮
『
温
突
夜
話
』
日
本
書
院
、

一
九
二
七
年

(
『
世
界
民
間
文
芸
叢
書
別
巻
三

温
突
夜
話
』
三
称
井
書
店
、

一
九
八
三
年
、
四

ニ
ニ
頁
)\

「粟
粒
で
政
丞
の 

娘
を
貰
ふ
」
孫
晋
泰
『
朝
鮮
民
譚
集
』
郷
土
研
究
社
、

一
九
三
〇
年
、

一
七
九
頁
、

【表
1
】
の
㉕
番
事
例
)
。

こ
れ
を
見
る
と
、

「粟
一
粒
で
」
型
は
単
純
に
交
換
を
繰
り
返
し
て
裕
福
に
な
る
と
い
う
亜
型
で
あ
る
が
、

「藁
縄
三
本
」
型
は
、
交
換
に
よ
る
致
富
と
い
う
前
半 

部
分
に
対
し
て
、
も
う
一
度
難
題
が
課
せ
ら
れ
、
こ
れ
を
解
決
し
て
幸
福
に
な
る
と
い
う
後
半
部
分
と
が
複
合
的
に
な
っ
て
い
る
亜
型
だ
と
い
う
こ
と
が
で
き
る
。

「藁
縄
三
本
」
型
の
よ
う
な
、
前
半
部
分
と
後
半
部
分
が
複
合
的
に
な
っ
て
い
る
亜
型
は
、
後
に
も
触
れ
る
が
、
中
国
の
仏
典
で
あ

る

『
根
本
説
一
切
有
部
毘
奈
耶
』 

卷
第
三
二
に
も
み
ら
れ
る
も
の
で
あ
る
。

補注_33

半後

商
人
は
、
怠
け
者
か
ら
嫁
と
驢
馬
を
奪
お
-
^A

J

企
て
る
。

商
人
は
、
謎
を
だ
す
。

怠
け
者
は
、

を
も
ら
ぅ
。

台
心
け
者
は
、
幸
福
に
¥
6
し
た
。
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豪
商
は
、
鼠
を
取
れ
ば
、
妻
を
養
い
事
業
を
営
む
と
言
う
。

あ
る
良
家
の
息
子
は
、
（
豪
商
の
こ
と
ば
を
聞
き
）
鼠
を
取
っ
た
。

か
れ
（
良
家
の
息
子
）
は
、
鼠
を
猫
用
に
売
っ
て
小
銭
を
も
ら
う
。

か
れ
は
、
小
銭
で
砂
糖
と
一
個
の
水
瓶
を
買
う
。

か
れ
は
、
花
環
作
り
人
た
ち
に
、
砂
糖
と
水
を
与
え
る
。

花
環
作
り
人
た
ち
は
、
か
れ
に
か
み
の
花
を
あ
げ
る
。

か
れ
は
、
翌
日
も
砂
糖
と
水
瓶
を
持
っ
て
花
園
へ
行
く
。

花
環
作
り
人
た
ち
は
、
か
れ
に
花
の
茂
み
を
与
え
る
。

か
れ
は
、
八
カ
ハ
ー
パ
ナ
を
得
る
。

園
丁
は
、
風
で
落
ち
た
葉
を
捨
て
る
方
法
を
探
す
。

良
家
の
息
子
は
、
落
ち
葉
を
も
ら
う
。

か
れ
は
、
子
供
ら
と
落
ち
葉
を
片
づ
け
る
。

か
れ
は
、
庭
園
の
門
の
所
に
落
ち
葉
を
山
積
み
さ
せ
る
。

（
王
家
の
）
陶
工
は
、
陶
器
を
焼
く
た
め
、
木
を
探
す
。

陶
工
は
、
積
み
さ
せ
た
落
ち
葉
を
見
つ
け
る
。

陶
工
は
、
か
れ
か
ら
落
ち
葉
を
買
う
。

か
れ
は
、
十
六
カ
ハ
ー
パ
ナ
と
、
五
個
の
陶
器
を
も
ら
う
。

か
れ
は
、
五
百
人
の
草
刈
り
人
た
ち
に
水
を
供
給
す
る
。

か
れ
は
、
陸
路
・
水
路
の
商
人
と
親
し
く
な
る
。

陸
路
の
商
人
は
、
か
れ
に
五
百
頭
の
馬
と
仲
買
人
が
来
る
と
教
え
る
。

か
れ
は
、
草
刈
り
人
た
ち
に
草
束
を
頼
む
。
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か
れ
は
、
草
を
売
ら
な
い
こ
と
を
頼
む
。

（
馬
の
）
仲
買
人
は
、
馬
の
草
を
入
手
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
。

仲
買
人
は
、
か
れ
に
千
〔
カ
ハ
ー
パ
ナ
〕
を
渡
し
て
草
を
買
う
。

水
路
の
商
人
は
、
か
れ
に
港
に
大
き
な
船
が
来
る
と
教
え
る
。

か
れ
は
、
貸
し
車
を
借
り
る
。

か
れ
は
、
船
を
買
う
約
束
と
し
て
指
輪
を
与
え
る
。

（
百
人
の
）
商
人
た
ち
は
、
品
物
を
買
い
に
来
る
。

商
人
た
ち
は
、
あ
る
大
商
人
が
、
す
で
に
買
う
約
束
を
し
た
こ
と
を
聞
く
。

商
人
た
ち
は
、
各
自
千
〔
カ
ハ
ー
パ
ナ
〕
を
出
し
て
、
船
の
所
有
者
に
な
る
。

商
人
た
ち
は
、
各
自
千
〔
カ
ハ
ー
パ
ナ
〕
を
出
し
て
、
品
物
の
所
有
者
に
な
る
。

か
れ
は
、
二
十
万
〔
カ
ハ
ー
パ
ナ
〕
を
獲
得
す
る
。

か
れ
は
、
大
豪
商
に
恩
返
し
を
し
に
行
く
。

大
豪
商
は
、
か
れ
に
財
産
を
獲
得
し
た
訳
を
聞
く
。

か
れ
は
、
今
ま
で
の
出
来
事
を
語
る
。

大
豪
商
は
、
か
れ
に
娘
と
全
財
産
を
与
え
る
。

か
れ
は
、
豪
商
の
地
位
を
得
る
。

世
尊
は
、
（
自
分
に
よ
っ
て
）
豪
商
が
全
世
に
も
財
産
を
獲
得
し
た
と
言
う
。

世
尊
は
、
前
生
を
現
在
に
あ
て
は
め
ら
れ
と
説
法
す
る
。

『
ジ
ャ
ー
タ
カ

四
話
』
は
、
韓
国
昔
話
や
日
本
昔
話
の
よ
う
に
、
偶
然
に
起
き
た
出
来
事
に
よ
り
物
の
交
換
が
始
ま
る
と
い
う
こ
と
で
は
な
く
、
裕
福
に
な
っ
た

の
は
、
主
人
公
の
商
売
の
知
恵
と
努
力
に
よ
る
も
の
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
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《
補
注
３-

５
》

『
六
度
集
経
』
巻
三
第
二
二 

 
 

『
六
度
集
経
』
の
説
話
か
ら
会
話
や
修
辞
な
ど
を
外
し
、
重
要
な
事
項
を
取
り
出
す
と
、
次
の
よ
う
で
あ
る
。

（
本
文
引
用
は
、
『
国
訳
一
切
経
印
度
撰
述
部

本
縁
部
六
』
（
大
東
出
版
社
、
一
九
七
五
年
第
四
刷
発
行
）
を
用
い
る
）

（
昔
）
菩
薩
が
い
た
。

（
菩
薩
は
）
大
理
家
に
な
っ
て
、
国
の
よ
う
に
寶
を
積
む
ほ
ど
金
持
ち
で
あ
っ
た
。

大
理
家
は
、
常
に
貧
し
い
人
を
救
済
し
た
。

あ
る
と
き
、
友
人
が
い
た
。

（
大
理
家
の
）
友
人
の
子
は
、
遊
蕩
に
ふ
け
て
家
の
財
産
を
全
部
な
く
す
。

大
理
家
は
、
（
財
産
を
な
く
し
た
）
友
人
の
子
を
気
の
毒
に
思
う
。

大
理
家
は
、
友
人
の
子
に
「
（
道
を
も
っ
て
生
き
よ
）
、
金
千
兩
を
（
子
に
与
え
て
）
元
手
に
せ
よ
」
と
い
う
。

大
理
家
は
、
友
人
の
子
に
（
資
本
と
し
て
）
金
千
兩
を
与
え
る
。

友
人
の
子
は
、
商
売
を
始
め
た
。

友
人
の
子
は
、
（
鬼
や
妖
・
婬
蕩
酒
樂
し
て
）
再
び
窮
乏
に
陥
る
。

友
人
の
子
は
、
五
回
も
繰
り
返
し
、
（
財
物
を
な
く
し
て
）
貧
乏
に
な
る
。

大
理
家
は
、
糞
上

ふ
ん
じ
ょ
う

に
死
ん
だ
鼠
を
見
つ
け
る
。

大
理
家
は
、
（
死
ん
だ
鼠
を
見
な
が
ら
）
友
人
の
子
に
教
え
を
垂
れ
る
。

大
理
家
は
、
「
（
聰
明
な
人
は
）
死
鼠
を
持
っ
て
生
を
治
よ
」
と
言
う
。

大
理
家
は
、
ま
た
友
人
の
子
に
金
千
両
を
与
え
る
。

乞
食
の
子
が
、
遙
に
大
理
家
の
話
を
聞
く
。

乞
兒
は
、
大
理
家
の
教
え
を
聞
い
て
、
深
く
感
じ
る
。

乞
兒
は
、
乞
食
の
帰
り
に
死
ん
だ
鼠
を
取
っ
て
帰
る
。
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乞
兒
は
、
大
理
家
の
妙
教
に
従
う
。

乞
兒
は
、
鼠
に
味
を
つ
け
て
売
り
、
両
銭
を
得
る
。 

 
 
 
 
 
 
 

Ⅰ

乞
兒
は
、
野
菜
を
売
っ
て
百
餘
を
得
る
。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

Ⅱ

乞
兒
は
、
わ
ず
か
な
も
の
（
ど
ん
ど
ん
物
を
増
や
し
）
長
者
に
な
る
。

Ⅲ

乞
兒
は
、
大
理
家
に
恩
返
し
す
る
こ
と
を
決
め
た
。

乞
兒
は
、
一
銀ご

ん

案あ
ん

と
金こ

ん

鼠そ

を
作
る
。

乞
兒
は
、
銀
・
金
鼠
や
宝
物
を
持
っ
て
大
理
家
を
訪
ね
る
。

長
者
は
、
様
々
な
宝
物
で
（
鼠
の
）
お
腹
を
満
た
す
。

長
者
は
、
金
鼠
の
周
り
を
宝
物
で
回
す
。

長
者
は
、
大
理
家
に
お
礼
を
す
る
。

長
者
は
、
大
理
家
に
長
者
に
な
っ
た
訳
を
話
す
。

大
理
家
は
、
長
者
に
娘
を
（
妻
と
し
て
）
や
る
。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

Ⅰ

大
理
家
は
、
長
者
に
住
む
処
を
あ
げ
る
。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

Ⅱ

大
理
家
は
、
長
者
に
三
宝
と
四
等
心
を
あ
げ
て
後
継
者
と
す
る
。 

 
 
 

Ⅲ

大
理
家
は
、
長
者
に
衆
生
を
救
済
せ
よ
と
い
う
。

長
者
は
仏
教
を
修
め
た
い
と
答
え
た
。

国
の
人
が
、
長
者
の
孝
行
を
ほ
め
る
。

（
大
理
家
は
、
仏
が
変
身
し
た
も
の
で
あ
る
）

仏
は
沙
門
に
、
大
理
家
は
私
で
あ
り
、
蕩
の
子
は
調
達
で
、
鼠
を
持
て
致
富
し
た
者
は
槃
特
だ
と
告
げ
る
。

調
達
は
、
死
ん
で
太
山
地
獄
に
落
ち
た
。

槃
特
は
、
世
の
中
の
苦
し
み
か
ら
切
り
抜
け
る
こ
と
が
で
き
た
。
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と
こ
ろ
で
こ
の
事
項
群
の
中
で
、
次
の
よ
う
な
問
題
が
見
つ
か
る
。

友
人
の
子
は
、
商
売
を
始
め
る
。

友
人
の
子
は
、
婬
蕩
す
る
。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

Ⅰ

友
人
の
子
は
、
窮
乏
に
陥
る
。

友
人
の
子
は
、
婬
蕩
す
る
。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

Ⅱ

友
人
の
子
は
、
窮
乏
に
陥
る
。

こ
の
よ
う
な
単
純
な
繰
り
返
し
が
五
回
あ
る
の
は
本
来
的
な
語
り
が
、
文
章
と
し
て
記
さ
れ
る
と
き
に
要
約
、
省
略
が
生
じ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

さ
て
、
右
の
事
項
群
の
中
で
昔
話
の
骨
格
を
な
す
基
本
的
な
事
項
は
次
の
よ
う
な
も
の
で
あ
る
。

乞
兒
は
、
鼠
を
取
っ
て
帰
る
。

乞
兒
は
、
鼠
に
味
を
つ
け
て
売
る
。

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

Ⅰ

乞
兒
は
、
両
銭
を
得
る
。

乞
兒
は
、
野
菜
を
売
る
。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

Ⅱ

乞
兒
は
、
百
餘
を
得
る
。

乞
兒
は
、
わ
ず
か
な
物
を
売
る
。

乞
兒
は
、
長
者
に
な
る
。

ち
な
み
に
、
右
の
事
項
の
中
で
、
「
わ
ず
か
な
物
を
売
っ
て
ど
ん
ど
ん
長
者
に
な
る
」
と
い
う
と
こ
ろ
だ
け
が
具
体
的
で
な
い
。

つ
ま
り
、
こ
こ
に
要
約
、
省
略
が
生
じ
て
い
る
と
み
る
こ
と
が
で
き
る
。

ま
た
、
逆
に
、

大
理
家
は
、
長
者
に
娘
を
（
妻
と
し
て
）
さ
し
出
す
。 

 
 
 
 
 
 
 

Ⅰ

大
理
家
は
、
長
者
に
住
む
処
を
あ
げ
る
。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

Ⅱ

大
理
家
は
、
長
者
に
三
宝
と
四
等
心
を
あ
げ
て
後
継
者
と
す
る
。 

 
 
 

Ⅲ
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こ
の
よ
う
な
事
項
群
は
繰
り
返
し
が
丁
寧
に
な
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
分
か
る
。

さ
て
、
こ
の
よ
う
に
比
較
を
進
め
て
く
る
と
、
日
本
昔
話
「
藁
し
べ
長
者
」
は
わ
ず
か
な
も
の
か
ら
交
換
を
繰
り
返
し
て
長
者
に
な
る
と
い
う
単
純
な
話
型
で
あ
る

こ
と
が
明
ら
か
に
な
る
。
す
な
わ
ち
、
長
大
な
物
語
あ
る
『
六
度
集
経
』
は
、

ど
の
よ
う
に
し
て
貧
乏
に
な
る
か
。 

 

（
ａ
）

鼠
や
野
菜
を
売
っ
て
金
持
ち
に
な
る
。

（
ｂ
）

恩
返
し
を
す
る
。 

 
 
 
 
 
 
 
 

（
ｃ
）

と
い
う
三
段
構
成
に
な
っ
て
い
る
。
つ
ま
り
、
日
本
昔
話
は
こ
の
（
ｂ
）
部
分
に
あ
た
る
と
い
う
こ
と
が
分
か
る
。
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蠢
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鑿

人

言

・
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汝
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我

W
上
捉
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天

棒
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何
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驚

我

時

^
*
一
溺
人
襲
來
下

或

出

或

・

霧

木

仰
頭
眸
天 水

邊

糞

一
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S
識

笠〇
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^
九
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其

毛

九

署

其

角

窟

雪

也
暑
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5
鼻

6
巻
一
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J
救
之
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置
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「汝

嘉

我

背

捉

・

「■
3

S
W

諸
天

,
何

時

 ̂W
1

溺
人
、
議

來

下

、

或
出
或
沒
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醒

・
水
遺

與

一

員

集

笠

曇

B
九

毚

其

九

・

角

烏

幫

±fc
暑

又

九

曇

・

『逄

鍵

林

』
霆

五

〇

「九
—

経
」

此
ノ
音
ヲ
聞
テ
男
二
云
ク
、

「汝
ヂ
恐
ル
、
事
無
レ
、
我
ガ
背
二
乗
テ
ニ
ノ
角
ヲ
捕
へ
ョ
。

我
レ
、
汝
ヲ
負
テ
陸
二
付
ム
」
ト
テ
、

音
ヲ
拳
ア
叫
ブ
上
石
へ
ド
モ
、
其
時
二
人
無
ク
シ
テ
助
ク
ル
事
無
シ
。

而
ル
ニ
此
ノ
山
一
一
住
ム
彼
ノ
庳
其
ノ
時
二
河
ノ
辺
二
来
レ
リ
。

「媒

•

律

•

諸

天•

釋

、
何
ゾ
我
レ
ヲ
不
助
ザ
ル
べ
キ
」
。

而
程
一
一
、
此
ノ
河
ヨ
リ
ー
人
ノ
 

i
ル
ニ
、
水
一
一
溺
レ
テ
流
レ
テ
没
ミ

浮

ミ

下

ダ

ル

、

既
二
死
ナ
ム
ト
ス
。

咢

木

ノ

枝

二

取

：
^
テ
流
下
テ
呼
ア
云
ク
、

其
ノ
國
ノ
人
、

其
ノ
山
二
此
ノ
鹿
有
リ
上1

4

事
ヲ
不
知
、ス
。

其
山
ノ
麓
一
二
の
大
キ
ナ
ル
河
有
リ
。

彼
ノ
山
二
ー
ノ
烏
有
リ
、

此
ノ
鹿
卜
共
二
心
ヲ
ー
ニ
シ
テ
〇¢

1

ヲ
過
ス
。

身
ノ
色
ハ
九
色
ニ
シ
テ
角
ノ
色
ハ
白
キ
ケ
リ
。

天
竺
ー
ニ
ノ
山
有
リ
。
其
ノ
山
ノ
中
二
、

宴

2
曇

e
「八

身

色

九

毚

住

山

嶎

辺
助
人
語j

此

R
こ
の
叫
ぶ
声
を
聞
き
て
、

「我

弩

人

助

け

よ

」
と
叫
ふ
に
、

あ
一

こ̂
の
川
に
男

一
人
齊

て

、

既
死
な
ん
と
す 
。

深
き
山
に
のt

W

て
、
人
に
知
ら
れ
ず
。

そ
の
山
の
ほ
と
り
に
大
な
る
川
あ
り
。

そ
の
山
に
又
烏
あ
り
。

此

と

し

て

^
^

身
の
色
は
五
色
に
て
、
角
の
色
は
白

^
^一

あ
り
け
り
。

・

に

、

こ
れ

^K 『宇

禧

遺

』
第

九

二

話

「五¢
3
®

事
」

第
四

章

補

注

《
補
注

f
l
》

〔『
宇
治
拾
遺
』
第
九

二

話

「五
色
鹿
事
」
と
類
話
の
本
文
比
較
対
照
表
〕

補注 一40
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答
曰

我
昨
夜
夢
見
非
常
之
鹿

其
毛
九
種
色
其
角
白
如
雪

我
思
得
其
皮
作
坐
褥

欲
得
其
角
作
拂
柄

王
問
夫
人

何
故
不
起

其
毛
九
種
色
其
角
白
如
雪

是
時
國
王
夫
人

夜
於
臥
中
夢
見
九
色
鹿

於
是
溺
人
受
教
而
去

人
貪
我
皮
角
必
來
殺
我

鹿
大
疲
極

溺
人
下
地
遶
鹿
三
匝

向
鹿
叩
頭

乞
與

大
家
作
奴
供
給

使
令
採
取
水
草

鹿
言

不
用
汝
也

且
各
自
去

欲
報
恩
者
莫
道
我
在
此

我
當
相
負
出
水

既
得
着
岸

鹿
大
疲
極

答
曰我

昨
夜
夢
見
非
常
之
鹿

其
毛
九
種
色

其
角
白
如
雪

我
思

欲
得
其
皮
作
坐
褥

其
角
作
拂
柄

王
問

何
以

即
詐
病
不
起

時

國
王
夫
人
夜
夢
見
九
色
鹿

人
貪
我
皮
角

必
來
殺
我

溺
人
下
地

繞
鹿
三
匝

向
鹿
叩
頭

乞
爲
大

家
作
奴

給
其
使
令

採
取
水
草

鹿
言

不
用

且
各
自
去

欲
報
恩
者

莫
道
我
在
此

負
出
上
岸

后

国
王
ニ
申
シ
給

我
レ
夢
に
然
〻
ノ
鹿
ヲ
見
ツ

其
ノ
鹿

定
メ
テ
世
ニ
有
ラ
ム

彼
ヲ
得
テ
皮
ヲ
剥
ギ
角
ヲ
取
ラ
ム
ト
思
フ

国
王

何
ノ
故
ニ
不
起
ザ
ル
ゾ

ト
宣
フ

夢
メ
覚
テ
後

其
ノ
色
ノ
鹿
ヲ
得
ム
ト
思
フ
ニ
依
テ

后
病
ニ
成
テ
臥
シ
ヌ

其
ノ
時
ニ

其
ノ
国
ノ
后
夢
ニ
見
給
フ
樣

大
ナ
ル

鹿
有
リ

身
ノ
色
九
色
也

角
ノ
色
白
シ

男

鹿
ノ
契
ヲ
聞
テ

泣
〻
ク

不
可
語
ザ
ル
由
ヲ
返
〻
ス
請
ケ

テ
別
レ
去
ヌ

男

本
郷
ニ
還
テ
月
日
ヲ
送
ル
ト
云
ヘ
ド
モ

此
ノ

事
無
シ

此
事
ヲ
恐
ル
ヽ
ガ
故
ニ

深
キ
山
ニ

隠
テ
住
所
ヲ
敢
テ
人
ニ
不
知
セ
ズ

而
ル
ニ
汝
ガ
叫
ブ
音
ヲ
髣
ニ
聞
テ

哀
ミ
ノ
心
ロ
深
ク
シ
テ
出

デ
ヽ
助
ケ
タ
ル
也

ト

我
ガ
身
ノ
色

九
色
也

世
ニ
亦
無
シ

角
ノ
白
キ
事

雪
ノ
如
シ

鹿
ノ
云
ク

汝
ヂ
何
事
ヲ
以
テ
カ
我
レ
ニ
恩
ヲ
報
ゼ
ム

只

我
レ
此
ノ
山
ニ
住
ム
ト
云
フ
事
ヲ
努
〻
人
ニ

不
可
語
ズ

男

命
ノ
存
シ
ヌ
ル
事
ヲ
喜
テ

鹿
ニ
向
テ
手
摺
テ
泣

ク
〻
ク
云
ク

今
日

我
ガ
命
ノ
生
ヌ
ル
事
ハ

鹿
ノ
御
徳
也

何
事
ヲ
以
テ

カ
此
ノ
恩
ヲ
可
報
申
キ
ヤ

ト

水
ヲ
游
テ
此
男
ヲ
助
ケ
テ
岸
ニ
上
ツ

大
王
に
申
給
は
く

か
ゝ
る
夢
を
な
ん
見
つ
る

こ
の
鹿

さ
だ
め
て
世
に
あ
る

ら
ん 夢

覚
て

か
ゝ
る
程
に

国
の
后

夢
に
見
給
や
う

大
な
る

鹿
あ

り

身
は
五
色
に
て
角
白
し

男

こ
れ

誠
に
こ
と
は
り
也

さ
ら
に
も
ら
す
事

あ
る
ま

じ

と

返
く

契
て
去
り
ぬ

も
と
の
里
に
帰
り
て
月
日
を
送
れ
ど
も

更
に
人
に
語

こ
の
事
を
お
そ
る
ゝ
に
よ
り
て

か
ゝ
る
深
山
に
か
く

れ
て

あ
へ
て
人
に
知
ら
れ
ず

然
を

汝
が
叫
ぶ
声
を
か
な
し
み
て

身
の
行
ゑ
を

忘
て

助
け
つ
る
な
り

と
い
ふ
時
に

我
身
の
色

五
色
な
り

鹿
の
い
は
く

何
事
を
も
ち
て
か
恩
を
ば
報
は
ん

た
ゞ
の

の
山
に
我
あ
り
と
い
ふ
事
を

ゆ
め
く

人
に
語
る
べ
か
ら

男

命
の
生
き
ぬ
る
事
を
悦
て

手
を
す
り
て

鹿
に
む
か

ひ
て
い

は
く

何
事
を
も
ち
て
か

こ
の
恩
を
報
ひ
奉

る
べ
き

と
い
ふ

川
を
泳
ぎ
寄
り
て

此
男
を
助
け
て
け
り

か
な
し
み
に
た
へ
ず
し
て
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《
補
注
４-

２
》

（
【
表
２
】
の
㉓
番
事
例
、
朴
英
晚
『
朝
鮮
伝
来
童
話
集
』
学
芸
社
、
一
九
四
〇
年
、
翻
訳
金
恩
愛
） 

 
 
 
 

「
老
人
と
養
子
と
鹿
と
蛇
」

昔
、
あ
る
所
に
と
っ
て
も
心
の
優
し
い
老
人
が
一
人
住
ん
で
い
た
。
そ
の
老
人
は
、
特
に
動
物
を
か
わ
い
が
る
人
だ
っ
た
。

あ
る
日
、
老
人
が
川
辺
に
行
く
と
、
川
の
上
流
の
と
こ
ろ
に
大
雨
が
あ
っ
た
ら
し
く
、
家
が
流
れ
て
き
て
、
木
も
流
れ
て
き
た
。
そ
の
中
で
一
頭
の
鹿
が
、
足
を
し

き
り
に
も
が
き
な
が
ら
流
れ
て
く
る
の
が
見
え
た
。
優
し
い
老
人
は
急
い
で
小
舟
を
漕
ぎ
出
し
て
行
き
、
鹿
を
救
い
あ
げ
た
。
ち
ょ
う
ど
そ
の
時
、
ま
た
蛇
一
匹
が
、

と
て
も
苦
し
そ
う
に
流
れ
て
き
来
た
の
で
、
蛇
も
救
い
あ
げ
て
、
小
舟
に
乗
せ
て
川
辺
に
運
ん
だ
。
さ
ら
に
今
度
は
、
男
の
子
が
川
に
溺
れ
て
流
れ
て
来
る
の
が
見
え

た
。
心
の
優
し
い
老
人
は
、
こ
の
男
の
子
も
救
い
あ
げ
て
、
小
舟
に
乗
せ
て
川
辺
ま
で
運
ん
で
あ
げ
た
。

鹿
と
蛇
は
大
変
あ
り
が
た
そ
う
に
、
鹿
は
涙
を
流
し
な
が
ら
、
ぺ
こ
ん
と
頭
を
下
げ
て
感
謝
の
礼
を
し
て
、
蛇
は
老
人
の
体
を
巻
い
た
り
ほ
ど
い
た
り
し
た
。
蛇
と

鹿
は
そ
れ
ぞ
れ
ど
こ
か
に
行
っ
た
。
そ
の
後
、
男
の
子
は
老
人
が
養
子
と
し
て
育
て
る
こ
と
に
し
た
。

あ
る
日
、
そ
の
優
し
い
老
人
と
養
子
が
一
緒
に
中
庭
で
仕
事
を
し
て
い
る
と
、
川
で
救
っ
て
あ
げ
た
鹿
が
現
れ
、
老
人
の
袖
を
引
っ
張
る
の
で
、「
何
か
あ
る
の
か
い
」

と
思
い
な
が
ら
鹿
を
追
い
か
け
て
行
く
と
、
鹿
は
山
の
中
に
あ
る
岩
を
指
し
な
が
ら
、
前
脚
で
、
土
を
掘
る
ふ
り
を
し
た
。
鹿
は
何
度
も
何
度
も
老
人
の
顔
を
見
な
が

ら
土
を
掘
れ
と
い
う
ふ
う
に
誘
う
の
で
あ
っ
た
。
老
人
が
変
だ
と
思
っ
て
岩
を
あ
げ
て
み
る
と
、
穴
が
あ
っ
て
そ
こ
に
は
大
き
な
壺
が
二
つ
あ
っ
た
。
ふ
た
を
あ
け
て

み
る
と
、
あ
あ
、
こ
れ
は
…
。
そ
の
壺
に
は
、
黄
金
が
い
っ
ぱ
い
入
っ
て
い
た
。
老
人
が
鹿
に
振
り
向
い
て
み
る
と
、
鹿
は
、

「
お
爺
さ
ん
が
私
の
命
を
助
け
て
く
れ
た
恩
は
、
な
に
を
も
っ
て
報
い
る
こ
と
が
で
き
る
で
し
ょ
う
か
。
小
さ
な
こ
と
で
す
が
、
そ
の
恩
返
し
と
し
て
差
し
上
げ
た
い

と
思
い
ま
す
」

と
言
っ
た
。
老
人
は
そ
の
金
を
家
に
持
ち
帰
り
、
豊
か
に
生
活
し
て
い
た
。
と
こ
ろ
が
養
子
は
だ
ん
だ
ん
と
意
地
悪
な
子
に
な
っ
て
い
き
、
お
酒
に
酔
っ
て
来
て
老
人

に
向
か
っ
て
悪
口
ば
か
り
言
っ
て
か
ら

「
父
親
（
老
人
）
と
は
一
緒
に
住
み
た
く
な
い
か
ら
、
財
産
を
分
け
て
く
れ
」

と
話
し
た
。
仕
方
な
く
老
人
は
財
産
の
半
分
を
分
け
て
あ
げ
た
。
老
人
の
家
を
出
て
い
っ
た
養
子
は
、
一
年
た
ら
ず
の
う
ち
に
分
け
て
も
ら
っ
た
財
産
を
み
ん
な
つ
か

い
果
た
し
、
ま
た
老
人
の
と
こ
ろ
に
や
っ
て
き
て
、
財
産
を
要
求
し
た
。
老
人
は
、
養
子
の
話
を
聞
い
て
怒
っ
て
叱
っ
た
。
す
る
と
、
養
子
は

「
父
は
、
他
人
の
家
か
ら
、
お
金
を
ず
い
ぶ
ん
盗
ん
で
き
ま
し
た
」
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と
官
家
に
訴
え
た
。
老
人
は
牢
屋
に
入
れ
ら
れ
、
む
ち
で
叩
か
れ
、
体
が
傷
だ
ら
け
に
な
っ
た
。
く
た
び
れ
た
老
人
が
牢
屋
の
中
で
横
に
な
っ
て
い
る
と
、
突
然
前
に

救
い
あ
げ
た
蛇
が
現
れ
、
老
人
の
腕
を
咬
ん
だ
。
す
る
と
、
老
人
の
腕
は
次
第
に
腫
れ
上
が
り
、
痛
み
も
ひ
ど
く
な
っ
た
。
老
人
は
、

「
あ
の
蛇
は
、
恩
も
知
ら
ず
、
わ
た
し
を
こ
ん
な
目
に
合
わ
せ
、
殺
そ
う
と
す
る
の
か
」

と
、
考
え
な
が
ら
悲
し
く
て
泣
い
て
い
た
。
す
る
と
、
そ
の
蛇
が
現
れ
た
。
今
度
は
桃
の
木
の
葉
っ
ぱ
を
二
・
三
枚
持
っ
て
き
て
、
そ
の
葉
っ
ぱ
で
老
人
の
痛
い
腕
を

こ
す
っ
て
あ
げ
る
と
、
腕
は
た
ち
ま
ち
な
お
っ
た
。
蛇
は
他
に
二
枚
の
葉
っ
ぱ
を
老
人
の
前
に
置
い
た
ま
ま
、
姿
を
消
し
た
。
ち
ょ
う
ど
こ
の
と
き
、
牢
屋
の
前
に
大

勢
の
人
が
集
ま
っ
て
騒
い
で
い
る
の
で
、
老
人
が
通
り
か
か
っ
た
人
に
、

「
ど
う
し
で
こ
ん
な
に
大
騒
ぎ
を
す
る
の
で
し
ょ
う
か
」

と
、
そ
の
訳
を
聞
い
て
み
る
と
、

「
王
様
の
母
親
が
蛇
に
咬
ま
れ
ま
し
た
が
、
百
薬
が
無
効
で
、
い
ま
に
も
死
に
そ
う
に
な
っ
て
い
る
の
だ
。
も
し
こ
の
病
気
を
治
せ
た
者
に
は
、
た
く
さ
ん
の
褒
美
を

与
え
、
高
い
位
も
授
け
る
と
い
う
布
告
が
今
立
て
ら
れ
た
の
だ
」

と
言
っ
た
。
老
人
は
、
や
っ
と
蛇
が
自
分
に
や
っ
た
こ
と
が
何
を
意
味
し
て
い
る
の
か
に
気
が
つ
い
た
。
そ
れ
で
老
人
は
、
そ
の
病
気
は
私
が
治
せ
る
か
ら
、
私
を
王

様
の
前
に
つ
れ
て
行
っ
て
く
だ
さ
い
と
訴
え
た
。

「
治
せ
る
な
ら
、
つ
れ
て
い
っ
て
や
る
」

と
言
っ
た
。

優
し
い
老
人
は
、
牢
屋
に
入
れ
ら
れ
時
、
蛇
が
置
い
た
桃
の
木
の
葉
っ
ぱ
を
も
っ
て
、
王
様
の
母
親
の
腫
れ
上
が
っ
た
部
分
に
当
て
て
ゆ
っ
く
り
と
こ
す
っ
た
。
す

る
と
、
傷
跡
は
次
第
に
も
と
通
り
に
も
ど
り
、
痛
み
も
お
さ
ま
っ
た
。
王
様
は
大
変
よ
ろ
こ
ん
で
、
老
人
に
お
礼
を
言
っ
た
。
そ
し
て
こ
ん
な
立
派
な
老
人
が
ど
う
し

て
牢
屋
に
入
れ
ら
れ
た
の
か
そ
の
わ
け
を
詳
し
く
聞
い
た
。
老
人
が
あ
り
の
ま
ま
を
話
す
と
、
王
様
は
た
ち
ま
ち
そ
の
意
地
悪
い
養
子
を
捕
ま
え
る
よ
う
命
令
を
下
し
、

老
人
は
釈
放
さ
れ
た
。
そ
し
て
、
老
人
は
一
生
、
幸
せ
に
暮
ら
し
た
。

《
補
注
４-

３
》

（
【
表
２
】
の
⑮
番
事
例
、
『
韓
国
口
碑
文
学
大
系
８-

３

慶
尚
南
道
晉
州
市
』
翻
訳
金
恩
愛
）

「
獣
は
救
っ
て
も
、
人
は
救
う
な
」
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あ
る
人
が
船
頭
を
し
て
い
た
が
、
そ
の
年
は
雨
が
た
く
さ
ん
降
っ
て
川
の
水
が
多
く
な
っ
た
よ
う
だ
。
そ
の
時
、
船
頭
が
舟
で
渡
る
時
、
大
蛇
一
匹
と
鹿
一
匹
、
ま

た
一
つ
は
思
い
出
せ
な
い
が
、
そ
の
よ
う
に
三
匹
が
流
れ
て
く
る
の
を
助
け
て
や
っ
た
。

助
け
て
や
る
と
、
み
ん
な
消
え
去
っ
た
。
一
〇
年
か
二
〇
年
く
ら
い
が
経
っ
た
あ
る
日
、
鹿
一
匹
が
現
れ
た
。
あ
の
時
、
助
け
や
っ
た
鹿
か
ど
う
か
は
知
ら
な
い
が
、

鹿
が
来
て
何
か
、
船
頭
に
自
分
に
つ
い
て
来
い
と
い
う
行
動
を
見
せ
た
。

「
君
に
つ
い
て
来
い
と
言
う
の
か
い
？
」

と
言
う
と
、
そ
う
だ
と
い
う
よ
う
に
首
を
こ
っ
く
り
と
う
な
ず
く
の
で
あ
っ
た
。
そ
れ
で
鹿
に
つ
い
て
行
っ
た
。
ど
れ
く
ら
い
歩
い
た
か
、
鹿
が
足
で
土
を
掘
る
よ
う

な
行
動
を
し
た
。
ま
る
で
、
船
頭
に
こ
こ
を
掘
っ
て
み
て
く
だ
さ
い
と
言
っ
て
い
る
よ
う
に
み
え
た
。
そ
れ
で
、
船
頭
が
掘
っ
て
み
る
と
、
昔
、
誰
か
が
お
金
を
そ
こ

に
た
く
さ
ん
埋
め
て
置
い
た
の
か
知
ら
な
い
が
、
壺
の
中
に
お
金
が
た
く
さ
ん
入
っ
て
い
た
。
た
く
さ
ん
。
そ
れ
で
、
そ
れ
を
掘
り
出
し
て
か
ら
家
に
持
っ
て
き
て
、

船
頭
は
金
持
ち
に
な
っ
た
。
そ
う
だ
、
先
ほ
ど
川
で
流
れ
て
き
た
の
は
男
の
子
だ
。
船
頭
は
川
か
ら
助
け
て
き
た
男
の
子
を
自
分
の
家
で
育
て
て
い
た
。

親
も
い
な
い
よ
う
だ
っ
た
の
で
、
大
人
に
な
る
ま
で
育
っ
て
、
勉
強
も
さ
せ
て
、
今
は
嫁
も
迎
え
た
そ
う
だ
。
そ
こ
ま
で
育
て
て
あ
げ
た
の
に
、
こ
の
奴
、
ど
う
す

る
か
と
言
う
と
、
お
金
を
く
れ
と
責
め
る
の
で
あ
っ
た
。
育
っ
て
あ
げ
た
恩
も
忘
れ
て
、
自
分
の
本
当
の
親
で
も
な
い
の
に
何
度
も
何
度
も
お
金
を
要
求
し
た
。
そ
れ

で
、
船
頭
は
自
分
の
子
で
は
な
か
っ
た
が
、
お
金
を
あ
げ
た
そ
う
だ
。
し
か
し
、
ど
ん
ど
ん
船
頭
も
苦
し
く
な
っ
て
き
た
の
で
、
こ
れ
以
上
金
は
無
理
だ
と
言
っ
た
そ

う
だ
。
す
る
と
、
こ
の
奴
は
ど
う
す
る
か
と
言
う
と
、
官
庁
に
言
っ
て
、
自
分
の
お
父
さ
ん
が
人
の
も
の
を
盗
ん
で
金
持
ち
に
な
っ
た
と
訴
え
た
。
そ
う
し
な
く
て
も

そ
の
人
が
、
突
然
金
持
ち
に
な
っ
た
の
で
怪
し
い
と
思
っ
て
い
た
の
に
、
息
子
が
訴
え
た
と
い
う
こ
と
だ
。
そ
れ
で
、
そ
の
人
を
捕
ま
え
た
。
捕
ま
え
て
取
り
調
べ
を

始
め
た
。
そ
し
て
、
大
き
な
罪
を
犯
し
た
と
判
決
さ
れ
て
、
船
頭
は
牢
屋
に
入
れ
ら
れ
た
。

そ
の
時
、
死
刑
ま
で
は
い
か
な
か
っ
た
よ
う
だ
。
牢
屋
に
入
れ
ら
れ
て
い
る
と
、
あ
る
日
、
天
井
か
ら
何
か
が
ど
ん
と
落
ち
て
き
た
。
見
て
み
る
と
、
一
匹
の
大
蛇

で
あ
っ
た
。
そ
の
大
蛇
は
、
船
頭
の
脚
を
咬
ん
だ
後
、
天
井
に
逃
げ
去
っ
た
。
す
る
と
、
脚
が
ひ
ど
く
腫
れ
上
が
っ
て
き
た
。
し
ば
ら
く
い
る
と
、
上
か
ら
何
か
葉
っ

ぱ
が
落
ち
た
。
そ
れ
で
、
葉
っ
ぱ
を
脚
の
傷
口
に
あ
て
て
お
い
た
。
す
る
と
、
す
ぐ
に
怪
我
が
治
っ
た
。

大
蛇
が
ど
こ
に
行
っ
た
か
と
い
う
と
、
そ
の
官
長
の
息
子
に
行
っ
て
そ
の
息
子
を
咬
ん
で
し
ま
っ
た
。
官
長
の
息
子
の
脚
が
、
先
ほ
ど
の
船
頭
の
よ
う
に
腫
れ
上
が

っ
て
き
た
の
で
官
庁
は
大
騒
ぎ
に
な
っ
た
。
そ
う
い
う
噂
を
船
頭
も
聞
い
た
。
官
庁
の
息
子
が
大
蛇
に
咬
ま
れ
て
、
も
う
死
に
そ
う
に
な
っ
た
と
。

そ
れ
で
、
牢
屋
に
入
れ
ら
れ
た
船
頭
は
言
っ
た
。
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「
そ
の
人
、
私
に
見
せ
て
く
だ
さ
い
。
私
に
治
せ
る
方
法
が
あ
り
ま
す
か
ら
、
見
せ
て
く
だ
さ
い
」

「
治
せ
る
方
法
が
本
当
に
あ
る
か
い
？
」

と
言
っ
た
。

「
治
せ
て
あ
げ
た
ら
い
い
で
し
ょ
う
。
だ
か
ら
、
私
に
見
せ
て
く
だ
さ
い
」

そ
れ
で
（
官
長
の
息
子
の
と
こ
ろ
に
）
行
っ
た
。
行
っ
て
か
ら
、
そ
の
木
の
葉
っ
ぱ
を
傷
口
に
あ
て
た
。
す
る
と
、
傷
が
す
ぐ
治
っ
た
。
そ
れ
で
、
船
頭
は
冤
罪
が

晴
れ
た
。
そ
ん
な
話
が
あ
っ
た
の
さ
。

〔
話
が
終
わ
っ
た
後
、
語
り
手
は
「
獣
は
救
う
も
の
の
、
人
は
救
う
な
」
と
い
う
意
味
で
、
そ
う
い
う
話
が
あ
っ
た
そ
う
だ
と
、
自
分
の
考
え
を
付
け
加
え
た
〕
。

（
晉
州
市
寺
奉
面
採
録
）

《
補
注
４-

４
》

（
【
表
２
】
の
⑰
番
事
例
、
『
韓
国
口
碑
文
学
大
系
５-

７

全
羅
北
道
井
州
市
』
翻
訳
金
恩
愛
）

「
鹿
の
恩
返
し
」

二
人
の
老
人
が
住
ん
で
い
た
。
お
じ
い
さ
ん
は
船
頭
で
あ
っ
た
が
、
あ
る
日
、
船
の
船
頭
を
し
て
い
る
と
鹿
が
来
て
こ
く
り
こ
く
り
と
し
た
。

「
ど
う
し
た
」
す
る
と
、
ま
た
頭
を
こ
く
り
と
し
た
。

「
渡
し
て
ほ
し
い
の
か
い
？
」

「
そ
う
で
す
」

と
言
っ
た
、
そ
れ
で
渡
し
て
あ
げ
た
。
鹿
を
。
そ
し
て
、
少
し
時
間
が
経
つ
と
、
ま
た
大
き
な
大
蛇
が
来
て
話
し
た
。
そ
れ
で
、「
ど
う
し
た
？
」
と
聞
い
た
ら
、
舌
を

ち
ょ
ろ
ち
ょ
ろ
し
た
の
で
、
船
に
乗
せ
て
、
渡
し
て
あ
げ
た
。
そ
う
、
二
人
の
老
人
が
住
ん
で
い
た
が
、
子
供
が
い
な
か
っ
た
の
で
一
人
の
息
子
を
拾
っ
て
育
っ
た
そ

う
だ
。
そ
の
子
を
育
て
て
い
た
が
、
あ
る
日
、
い
う
こ
と
を
聞
か
な
い
の
で
叩
い
た
と
こ
ろ
、
国
へ
訴
え
に
行
っ
た
。
そ
う
、
人
を
育
て
て
あ
げ
て
も
、
恩
返
し
ど
こ

ろ
か
、
そ
の
よ
う
な
こ
と
が
返
っ
て
く
る
と
い
う
こ
と
だ
。
し
か
し
、
獣
は
違
う
。
あ
る
日
鹿
が
首
を
こ
く
り
こ
く
り
し
た
の
で
、
そ
こ
に
行
っ
て
み
る
と
、
こ
こ
を

掘
れ
と
言
っ
た
。
そ
れ
で
土
地
を
掘
っ
て
み
る
と
、
こ
の
く
ら
い
の
箱
に
お
金
が
た
く
さ
ん
あ
っ
た
よ
う
だ
。
こ
れ
は
ど
う
い
う
こ
と
か
と
聞
く
と
、
箱
を
指
し
な
が

ら
首
を
こ
く
り
し
た
後
、
そ
の
ま
ま
去
っ
た
よ
う
だ
。
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そ
の
よ
う
に
し
て
恩
返
し
し
た
と
い
う
こ
と
だ
。
そ
の
鹿
が
。
そ
し
て
、
そ
う
、
国
に
訴
え
た
た
め
、
あ
の
奴
が
国
に
訴
え
た
た
め
お
じ
い
さ
ん
は
捕
ま
え
ら
れ
て

し
ま
っ
た
。
そ
の
後
、
小
さ
な
部
屋
に
閉
じ
込
め
ら
れ
て
い
た
が
、
あ
る
日
、
国
王
の
后
が
蛇
に
噛
ま
れ
た
の
に
、
い
ろ
ん
な
薬
を
使
っ
て
も
効
か
な
い
と
い
う
こ
と

だ
。

「
あ
あ
、
ど
う
し
て
、
こ
ん
な
こ
と
が
起
き
た
の
か
」

と
門
番
が
言
っ
た
。
そ
の
時
、
お
爺
さ
ん
が
、

「
私
が
見
て
み
た
い
で
す
が
…
」

と
頼
ん
だ
。
し
か
し
門
番
は
、

「
あ
な
た
に
何
が
分
か
る
っ
て
言
う
ん
だ
い
」

と
言
っ
た
。

「
あ
あ
、
そ
う
で
も
な
い
で
す
か
ら
」

と
、
（
お
爺
さ
ん
は
）
ま
た
頼
ん
だ
。

し
か
し
、
ア
リ
が
来
て
何
か
葉
っ
ぱ
を
あ
げ
た
よ
う
だ
。
そ
の
お
じ
い
さ
ん
に
。
そ
れ
で
そ
の
葉
っ
ぱ
を
し
っ
か
り
握
っ
て
い
た
。
そ
の
後
、
ヘ
ビ
に
噛
ま
れ
た
部

位
に
つ
け
た
と
こ
ろ
、
す
ぐ
治
っ
た
。
す
る
と
、
（
国
王
は
お
爺
さ
ん
に
）
財
物
を
与
え
た
そ
う
だ
。

そ
の
よ
う
な
獣
も
恩
返
し
を
す
る
の
に
、
人
間
は
恩
返
し
と
こ
ろ
か
、
そ
の
よ
う
な
災
い
が
返
っ
て
く
る
と
い
う
こ
と
だ
。

そ
う
い
う
話
だ
。
ロ
バ
は
財
産
を
増
や
し
て
く
れ
て
、
嫁
も
作
っ
て
く
れ
た
の
で
お
爺
さ
ん
は
豊
か
に
暮
ら
し
た
そ
う
だ
。

（
井
州
市
井
邑
採
録
）
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錢
買
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酒
、
一
錢
買
萄
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餐
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鑿
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香
水
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地
、

H
、
種

1
1
・
、
讓
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歡
娛
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樂
、
猶
若
諸
天
。
盧
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、
便
生
念
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口
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彼
既

警

我

亦

當

爾
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・

自

開

庫

藏
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厶
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意
長

i
所
著
衣
裳
、

垢
弊
不
淨
：
肅

・

、
以
充
其
飢
。
渴
唯
飲
水
、
行
乘
朽

車
、
' 

勤
S
屋

、
猶
如
奴
麂
常
為
世
人
之
所
裏

^

其
家
巨
富
、
財
産
無
量
、
如

毘

沙

門

由

於

住

昔

鷹

福
田
、

故
獲
斯
報
。

名
日
盧
至
。

zfch
&
在
世
時
、
企

1

長
者
、

『法
苑
珠
林
』
「盧
至
長
者
因
声
経
」

壞
負
ノ
心
深
ク
シ
テ
、
妻
ノ
眷
属
ノ
為
メ
ニ
物
ヲ

恪
ム
事
無
限
シ
〇

盧
至
卜
云
フ
。

念

n
f

天
竺
二
一
人
ノ
長
者
有
リ
。

『今
昔
物
語
』
「盧
至
長
者
語
」

外
居
に
入
れ
、
瓶
子
に
酒
入
な
ど
し
て
持
ち
て
出
ぬ
。

「物
惜
し
む
心
、
ぅ
し
な
は
ん
と
す
る
。
よ
^
#
」
と

喜
び
て
、
色

<
 

に
調
じ
て
、
お
ほ
ら
か
に
取
ら
せ
け

れ
ば
、
ぅ
け
と
り
て
、

「人
も
見
ざ
ら
ん
所
に
行
て
、

よ
く
食
は
ん
」
と
思
て
、

「飯
、
酒
' 

く
だ
物
ど
も
な
ど
、
お
ほ
ら
か
に
し
て
た

ベ
。
我
に
つ
き
て
物
惜
し
ま
す
る

の
神
ま
つ
ら
ん
」

と
い
へ
ば
'

お
の
れ
、
物
の
ほ
し
け
れ
ば
、
人
に
も
見
せ
ず
、
隠
し

て
食
ふ
程
に
、
物
の
あ
か
ず
多
く
ほ
し
か
り
け
れ
ば
、

妻
に
い
ふ
や
ぅ
、

心
の
く
ち
お
し
く
て
、
妻
子
に
も
、
ま
し
て
従
者
に
も
、

物
食
は
せ
、
着
す
る
事
な
し
。

大
方
、
蔵
も

い

く

ら

と

も

な

ち

、
た
の
し
き
が
、

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

留
志
長

#
て
、
世
に
た
の
し
き
長
者
あ
り
け
り

r 

ほ
『
宇

霤

遺

』
「留
志
長
者
事
」

さ
て
、
取
り
集
め
て
、
行
器
に
入
れ
、
瓶
子
に
酒
入
れ
な

ど
し
て
、
荷
い
て
出
で
ぬ
。

「

1
し
む
心
失
は
ん
」
と
思
ひ
て
し
立
つ
。
ま
こ
と
に
、

「人
も
見
候
は
ざ
ら
ん
所
に
行
き
て
、
ょ
く
食
食
は
んJ

と
思
て
、
虚
言
を
す
る
な
り
け
り
。

「果
物
、
御
物
、
酒
、
合
は
せ
ど
も
な
ど
、
お
ほ
ら
か
に

し
て
く
れ
よ
。
我
に
憑
き
た
る
物
惜
し
ま
す
す
る
慳
貪
の

神
、
祀
ら
ん
」
と
言
へ
ば

己

れ

、

物
の
欲
し
け
れ
ば
、
た
C
人
に
も
見
せ
ず
、
盗
ま

は
れ
て
食
ふ
程
に
、
物
の
飽
か
ず
多
く
欲
し
か
り
け
れ
ば
、

妻
に
言
ふ
。

心
の
口
惜
し
く
て
、
妻
に
も
' 

子
に
も
、
ま
し
て
使
ふ
者

な
ど
に
は
、

い
か
の
も
物
食
は
せ
、
着
す
る
こ
と
な
し
。

大
方
、
倉
も
い
く
ら
と
も
な
备

ち
、
楽
し
な
ど
は
、
こ

の
世
な
—

め
で
た
き
が
、

留
志
長
者
と
て
、
世
に
楽
し
き
！

り
け
り
。

今
一
一
茕 『古

本

説

匿

』
「留
志
長
者
事
」

第

五

章

補

注

《
補
注
5
-
1

》 

〔『
宇
治
拾
遺
』
第

八
五
話
「留
志
長
者
」
と
類
話
の
本
文
比
較
対
照
表
〕

補注 一50



補注－51

16 15 14 13 12 11 10 ９

聞
歌
舞
聲

極
大
驚
愕

打
門
叫
喚

都
無
聞
者

帝
釋
聞

喚
聲

語
衆
人
言

打
門
喚
者

或
是
慳
鬼

人
聞
慳
鬼

開
門
走
避

慳
鬼
儻
来

待
我
所
作

然
後
開
門

即
作
好
食

合
家

充
飽

復
開
庫
藏

出
諸
財
寶
衣
服
瓔
珞

賜
與
母
妻
居
家

眷
屬

及
施
餘
人

及
施
餘
人

訖
已
作
樂

歌
舞
伎
歡
樂

不
可
具
說

人

聞
盧
至
慳
鬼
得
除

皆
來
觀
看

盧
至
酒
醒

歸
家
到
門

然
此
慳
鬼
與
我
相
似

彼
若
來
者

當
好
打
棒

其
必
詐
稱
我

是
盧
至

一
切
家
人
莫
信
其
語

急
當
閉
門

聚
集
母
妻
奴
婢
眷
屬

於
母
前
坐

而
白
母
言

我
於
前
後

有
大
慳
鬼

隨
逐
於
我

使
我
慳
惜

不
著
不
啗

不
與
眷
屬

皆
由
慳
鬼

今
日
出
行

值
一
道
人

與
我
好
呪

得
除
慳
鬼

言
勝
帝
釋

帝
釋
默
念

此
慳
貪
人
屏
處
飲
酒

罵
辱
於
我

我
常
惱
之

即
變
己
身
作
盧
至
形

往
到
其
家

時
値
帝
釋
與
諸
天
衆
欲
佛
所

遇
見
盧
至
醉
舞
而
歌

我
今
節
慶
會

縱
酒
大
歡
樂

逾
過
毘
沙
門

亦
勝
天
帝
釋

齎
出
城
外

趣
一
樹
下

既
至
樹
下

見
多
象
馬

恐
來
摶
撮

即
詣
塚
閒

復
見
諸
狗

尋
更
逃
避

至
空
靜
處

酒
中
著
鹽

和
麩
食
之

時
復
噛
葱

先
不
飲
酒

即
時
大
醉

醉
已
起
舞

揚
聲
而
歌

辭
曰

自
ラ
庫
倉
ヲ
開
テ
財
宝
ヲ
悉
ク
取
出
テ

十
方
ノ
人

ヲ
喚
テ
与
フ

家
ノ
妻
子
・
眷
属

奇
異
也
ト
思
フ

程
ニ

実
ノ
盧
至
来
テ
門
ヲ
扣
ク

盧
至
ヲ
罰
セ
ム
ガ
為
ニ

忽
ニ
変
ジ
テ

盧
至
ガ
形
ト

成
テ
盧
至
ガ
家
ニ
至
テ

瓶
ヲ
蹴
テ
舞
ヒ
喜
ブ
事
無
限
シ

其
ノ
時
ニ
天
帝
釈

仏
ノ
御
許
へ
詣
リ
給
フ
ニ

此
ノ

長
者
ノ
如
此
ク
嘲
ケ
ル
声
ヲ
聞
給
テ
忿
ヲ
成
シ
テ

我
今
節
慶
際

縦
酒
大
歓
楽

踰
過
毘
沙
門

亦

勝
天
帝
釈
ト
誦
シ
テ

只
独
リ
人
無
ク
シ
テ
静
ナ
ル
所
ニ
行
テ

心
ノ
如
ク
飲

食
セ
ム

ト
思
フ
ニ

鳥
獣
自
然
ラ
此
レ
ヲ
見
テ
来
ル

人
モ
無
ク
鳥
獣
モ
不
来
ヌ
所
尋
ネ
得
テ
飲
食
ス

歓

楽
無
限
ク
シ
テ
歌
舞
シ
テ
云
ク

蔵
ど
も
を
あ
け
さ
せ
て

妻
子
を
初
め
て

従
者
ど
も

そ
れ
な
ら
ぬ
よ
そ
の
人
共

修
行
者

乞
食
に
い
た
る

ま
で

宝
物
ど
も
を
取
り
出
し
て

配
り
取
ら
せ
け
れ

ば

み
な
く

悦
て

分
と
り
け
る
程
に
ぞ

ま
こ
と

の
長
者
は
帰
た
る

我

山
に
て

物
惜
し
む
神
を
ま
つ
り
た
る
し
る
し

に
や

そ
の
神
離
れ
て

物
の
惜
し
か
ら
ね
ば

か
く

す
る
ぞ

と

に
く
し
と
お
ぼ
し
け
る
に
や

留
志
長
者
が
形
に
化

し
給
て

彼
家
に
お
は
し
ま
し
て

今
日

人
な
き
所
に
一
人
ゐ
て

物
を
食
ひ

酒
を

飲
む

安
楽
な
る
事

毘
沙
門

帝
尺
に
も
ま
さ
り
た

り

と
い
ひ
け
る
を

帝
尺

き
と
御
覧
じ
て
け
り

今
曠
野
中

食
飯
飲
酒
大
安
楽

猶
過
毘
沙
門
天

勝
天
帝
尺

此
心
は

此
木
の
も
と
に
は
烏
あ
り

か
し
こ
に
は
雀
あ
り

な
ど
選
り
て

人
離
れ
た
る
山
の
中
の
木
の
陰
に

鳥
獣
も
な
き
所
に

て

ひ
と
り
食
ゐ
た
る
心
の
た
の
し
き
さ

物
に
も
似

ず
し
て

誦
ず
る
や
う

倉
ど
も
を
こ
そ
と
開
け
さ
せ
給
て

妻
子
ど
ん

親

従
者
ど
も
を
は
じ
め
と
し
て

知
る
知
ら
ぬ
な
く

財
物
ど
も
を
取
り
出
だ
し
て
配
ら
せ
給
時
に

喜
び

合
ひ
て
給
は
る
程
に
ぞ

ま
こ
と
の
長
者
は
帰
り
た

る
我
が

山
に
て

物
惜
し
む
神
を
祀
り
た
る
故
に

そ
の
神
離
れ
て

物
の
惜
し
か
ら
ね
ば

す
る
ぞ

と
て 憎

し
と
思
し
召
し
け
る
に
や

留
志
長
者
が
形
に

変
ぜ
さ
せ
給
て

こ
の
心
は

今
日

人
な
き
所
に
一
人
ゐ
て

よ
き

物
を
多
く
食
ふ
こ
そ

毘
沙
門
に
も
天
帝
釈
に
も
勝

り
た
れ

と
申
を

帝
釈

き
と
御
覧
じ
て
け
り

今
日
曠
野
中

飲
酒
大
安
楽

猶
過
毘
沙
門

亦

勝
天
帝
釈

人
離
れ
た
る
山
中
の
木
の
下
に

鳥

げ
た
物
も
な

く

食
ふ
つ
べ
き
物
も
な
き
に

食
ひ
い
た
る

楽

し
く
心
地
よ
く
て

誦
ず
る
事
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我
欲
身
王

并
願
貸
我
二
張
白
氎

可
使
直
於
四
銖
金
許

當
用

上
王

諸
人
皆
笑
言

盧
至
今
乃
是
大
施
主

挾
二
張
氎

到

於
王
門

語
守
門
人

為
我
通
王

我
欲
貢
獻

門
人
驚
笑

即

入
白
王

誰
有
年
少
人

與
我
極
相
似

共
我
所
愛
婦

同
牀
接
膝
坐

所
親
家
眷
屬

見
打
驅
逐
出

所
親
皆
愛
彼

安
止
我
家
中

我

忍
飢
寒
苦

積
聚
諸
錢
財

彼
今
自
在
用

我
無
一
毫
分

猶
如

毘
沙
門

自
恣
於
衣
食

城
中
諸
人
等

各
各
生
疑
怪

皆
作
如

是
言

此
事
當
云
何
中
有
明
智
者

而
作
如
是
言

此
間
淫
狡

人

形
貌
似
盧
至

知
其
大
慳
貪

故
來
惱
亂
之

我
等
共
證
拔

不
宜
便
棄
捨

爾
時

諸
人
聞
是
語
已

皆
悉
同
心

咸
言

盧
至

汝
今
云

何
欲
何
所
為
盧
至
云

願
為
我
證

即
語
衆
人
言

汝
等
若
能
為
作
證
不
衆
人
皆
言

我
為
汝
證

實

是
盧
至

盧
至
荅
言

汝
等
至
荅
言

汝
等
若
爾

聽
説
因
綠

收
淚
而
言

諸
人
我
更
看
我
面
我
實
是
盧
至
以
不
人
皆
答
言

汝
於
今
者
實
是
盧
至

盧
至
爾
時
如
似
顛
狂

傍
人
親
里
咸
來
慰
喻

汝
是
盧
至

我
是

汝
親

故
來
看
汝

汝
好
強
意

當
作
方
計

用
自
分
明

盧
至

爾
時
聞
是
語
已

意
用
小
安

盧
至
得
入

居
家
眷
屬
悉
皆
不
認

言
是
慳
鬼

即
便
捉
脚

倒

曳
打
棒

驅
令
出
門

到
巷
大
哭

唱
言

怪
哉
！
我
今
身
形
為

異
於
本

為
不
異
本
何
故
家
人
見
棄
如
是

言
我
是
鬼

都
不
見

認

我
於
今
者
知
何
所
道

又
国
王
ニ
此
ノ
事
ヲ
申
ス
ニ

国
王
二
人
ノ
盧
至
ヲ
召

テ
見
給
フ
ニ

同
ジ
形
ノ
盧
至
二
人
有
リ

更
ニ
実
否
ヲ
不
知
ズ

カ
ヽ
レ
バ
国
王

実
否
を

知
ラ
ム
ガ
為

二
人
ノ
盧
至
ヲ
具
シ
テ
仏
ノ
御
許

ニ
詣
ヅ

妻
子
有
テ

帝
釈
ノ
変
ジ
給
ヘ
ル
盧
至
ヲ
指
テ

此
レ

実
ノ
盧
至
也

ト
云
フ

此
ニ
依
テ
証
人
ヲ
判
ゼ
シ
ム
ル
ニ

証
判
ノ
者

盧
至

ガ
妻
子
ニ
向
テ
二
人
ノ
実
否
ヲ
問
フ

家
ノ
人
出
テ
此
ヲ
見
ル
ニ

又
同
ジ
形
ナ
ル
盧
至
来
レ
リ

此
変
化
ノ
者
也

ト
云
テ
打
追
フ
時
ニ

我
レ
ハ
此
レ

実
ノ
盧
至
也

と
云
フ

雖
然

人
何
レ
ヲ
実
ノ
盧
至
ト

云
フ
事
ヲ
知
ズ

あ
れ
は
変
化
の
物
ぞ

我
こ
そ

そ
よ

と
い
へ

ど
も

聞
き
い
る
ゝ
人
な
し

宝
ど
も
み
な
人
の
取
り
あ
ひ
た
る

あ
さ
ま
し
く

か

な
し
さ

い
は
ん
方
な
し

い
か
に
か
く
は
す
る
ぞ

と
の
ゝ
し
れ
ど
も

我
と

た
ゞ
同
じ
形
の
人
出
来
て
か
く
す
れ
ば

不
思
議
な
る

事
か
ぎ
り
な
し

こ
れ
は
あ
ら
ず

我
ぞ
そ
れ

と
言
へ
ど

聞
き

い
る
ゝ
人
も
な
し

人
の
取
り
あ
ひ
た
る
に

あ
さ
ま
し
く

悲
し
く

我
と
た
ゞ
同
じ
形
に
せ
さ
せ
給
に
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王
不
能
別

王
喚
母
間

母
語
王
言

此
是
我
兒

彼
非

我
子

是
慳
鬼
也

王
復
問
母

頗
見
身
上
瘡

瘢
黑
子
私
密
之
事

可
識
以
不

既
得
出
已

帝
釋
即
化
作
兩
束
草

盧
至
見
草

慙
愧
坐

地

悲
噎
歔
欷

不
能
得
言

王
見
慈
愍

而
語
之
言

縱
令
是
草

亦
無
所
苦

欲
有
所
說

隨
汝
意
道

盧
至

悲
噎
向
王
説
言

我
見
此
草

羞
慙
極
盛

不
能
以
身
陷

入
於
地

不
知
今
者
為
有
此
身

為
無
此
身

知
何
所
告

王
聞
愍
念

語
傍
人
言

彼
今

哀
塞
不
能
言
者

知
其
意
者
當
代
道
之

傍
人
答
王

不

知
何
人
形
貌
相
似

至
於
其
家
中

詐
稱
盧
至

家
中
皆

言

散
用
財
物

一
切
蕩
盡

家
人
不
知

打
棒
驅
出

返
如
路
人

以
是
懊
悩

不
能
得
言

王
聞

遣
使
喚
相

似
者

並
立
王
前

王
見
二
人
相
貌
相
言
笑

一
切
相
似

王
謂
後
者
是
其
盧
至

語

前
者
言

汝
今
復
欲
何
所
論

道

盧
至
答
言

我
是
盧

至

彼
非
盧
至

王
間
語
者

盧
至
慳
貪

汝
好
惠
施

云
何
稱
言
是
盧
至
耶

即
答

え
王
言

我
聞
佛
説

慳
貪
之
者

墮
餓
鬼
中

百
千
萬

歲

受
飢
渴
苦

畏
怖
因
緣

故
捨
慳
貪

王
言

實
爾

如
似
垢
衣

灰
浣
即
淨

煩
惱
垢
心

聞
法
即
除

王
見

是
已

即
別
二
人
置
於
異
處

各
遣
條
牒

親
屬
頭
數

種
種
財
物

速
書
將
來

二
人
持
盡
隱
密
之
事

及
以
書
迹

悉
皆
相
似

王
即
喚
入

既
到
王
前

以
手
挽
氎

用
奉
於
王

其
腋

急
挾

挽
不
能
得

便
自
迴
身

盡
力
痛
挽

方
乃
得
出

王
聞
念
言

盧
至
慳
吝

将
不
死
到

卒
能
如
是

御
門
に
愁
へ
申
せ
ば

母
に
問
へ

と
仰
せ
ら
る

母
に
問
へ
ば

物
人
に
暘
ふ
こ
そ

我
子
に
て

候
ら
め

と
申
せ
ば

す
る
方
な
し
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34 33 32 31 30 29 28 27

盧
至
語
言

我
不
信
釋

唯
信
佛
語

以
信
佛
故

即
更
得
須
陀

洹
果

時
天
龍
八
部
及
以
四
衆

凡
聞
是
已

得
四
道
果

有
種

三
乘
因
縁

佛
語
盧
至

汝
還
歸
家

看
汝
財
物

盧
至
白
佛

所
有
財
物

帝
釋
用
盡

歸
家
何
為

帝
釋
語
言

我
不
損
汝
一
毫
財
氂
物

佛
語
帝
釋

一
切
衆
生
皆
有
罪
過

宜
應
放
捨

化
身
還
復
釋

形
而
白
佛
言

此
人
慳
貪

不
自
衣
食

五
錢
酒
麨

著
鹽
和

飲

酒
醉
歌
舞

輕
罵
諸
天

故
我
惱
之

佛
語
帝
釋

一
切

衆
生
皆
有
罪
過

宜
應
放
捨

帝
釋
即
滅
盧
至
身
相

還
復
本
形

種
種
光
明

合
掌
向
佛
而
說

偈
言常

為
慳
所
使

不
肯
自
衣
食

以
五
錢
酒
麨

著
鹽
飲
之

飲

已
即
大
醉

戲
笑
而
歌
舞

輕
罵
我
諸
天

以
是
因
緣
故

我
故

苦
惱
之

王
見
大
笑

怪
未
曾
有

深
自
尅
責

一
切
衆
生
愚
暗
所
覆

不

別
真
偽

如
此
之
事

唯
佛
能
了

即
以
二
人
置
於
象
上

共
至

佛
所

請
決
所
疑

爾
時
世
尊
舉
相
好
臂
莊
嚴
之
手

語
帝
釋
言

汝
作
何
事

王
遣
脱
衣
高
舉
臂
看

見
兩
瘡
瘢
大
小
相
似

母
答
王
言

兒
左
脅
下
有
小
瘡
瘢

猶
小
豆
許

仏
盧
至
長
者
ヲ
勧
メ
誘
へ
給
テ

為
ニ
法
ヲ
説
給
フ

長
者

法
ヲ
聞
テ
道
ヲ
得
テ
歓
喜
シ
ケ
リ
ト
ナ
ム
語

リ
伝
ヘ
タ
ル
ト
ヤ

其
ノ
時
ニ

帝
釈
本
形
ニ
復
シ
テ

盧
至
長
者
ガ
過

ヲ
申
シ
給
フ

か
や
う
に

帝
尺
は
人
を
み
ち
び
か
せ
給
事

は

か
り
な
し

そ
ゞ
ろ
に

長
者
が
財
を
失
は
ん
と
は

な
に
し
に
お
ぼ
し
め
さ
ん

慳
貪
の
業
に
よ
り
て

地
獄
に
落
べ
き
を

あ
は
れ
ま

せ
給
御
心
ざ
し
に
よ
り
て

か
く
構
へ
さ
せ
給
け
る
こ

そ
目
出
け
れ

仏
の
御
力
に
て

や
が
て
須
陀
洹
果
を
証
し
た
れ
ば

悪
き
心
離
れ
た
れ
ば

悪
き
心
離
れ
た
れ
ば

物
惜
し

む
心
も
失
せ
ぬ

そ
の
時

帝
尺

も
と
の
姿
に
成
て

御
前
に
お
は
し

ま
せ
ば

論
じ
申
べ
き
方
な
し

と
思
ふ
程
に

二
人
な
が
ら

お
な
じ
や
う
に

物
の
あ
と
あ
れ
ば

力
な
く
て

仏
の
御
も
と
に

二
人
な
が
ら
参
り
た
れ

ば あ
け
て
見
れ
ば

帝
尺

そ
れ
を
ま
な
ば
せ
給
は
ざ
ら

ん
は 腰

の
程
に

は
わ
く
ひ
と
い
ふ
も
の
の
あ
と
ぞ
候
ひ

し

そ
れ
を
し
る
し
に
御
覧
ぜ
よ

と
い
ふ
に

か
や
う
に
帝
釈
は

人
導
か
せ
給
こ
と
は
か
り
な
し

す
ゞ
ろ
に

あ
れ
が
物
失
は
ん
と
は

な
じ
か
思
し
召
さ

ん慳
貪
に
て

地
獄
に
落
つ
べ
き
を

落
さ
じ
と
構
へ
さ
せ

給
へ
れ
ば

め
で
た
く
な
る
ぬ
る

め
で
た
し

悲
し

と
思
へ
れ
ど

須
陀
洹
果
と
て

人
の
永
く
悪

し
き
所
を
離
る
ゝ
は
じ
め
た
る
果

証
し
つ
れ
ば

物
惜

し
む
心
も
失
せ
ぬ

帝
釈

元
の
形
に
な
り
て

御
所
に
お
は
し
ま
せ
ば

論

じ
参
ら
す
べ
き
方
な
し

二
人
な
が
ら
物
の
跡
も
あ
れ
ば

術
な
く
て

仏
の
御
許

も
と
に
二
人
な
が
ら
参
り
た
れ
ば

あ
け
て
見
る
に

帝
釈

落
さ
せ
給
は
ん
や
は

あ
け

て
見
る
に

帝
釈

落
さ
せ
給
は
ん
や
は

腰
の
も
と
に

黒
子
と
物
の
跡
こ
そ
候
し

そ
れ
を
御
覧

ぜ
よ

と
申
た
れ
ば
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《
補
注
５-
２
》

『
壅
固
執
伝
』
の
構
成

『
壅
固
執
伝
』
か
ら
事
項
を
取
り
出
す
と
、
次
の
よ
う
な
結
果
が
得
ら
れ
る
。
ま
ず
少
し
長
い
が
、
丹
念
に
事
項
を
取
り
出
し
て
見
た
い
。
な
お
、
文
頭
の
番
号
は
、

取
り
出
し
た
事
項
の
番
号
で
あ
る
。

（
ほ
ん
も
の
の
壅
座
首
は
、
壅
座
首
と
、
ハ
ク
大
師
が
作
っ
た
壅
座
首
は
、
に
せ
も
の
の
壅
座
首
と
す
る
）

１

壅
堂
村
に
長
者
が
い
た
。

長
者
の
名
を
壅
固
執
（
オ
ン
・
コ
ジ
ッ
プ
）
と
言
っ
た
。

壅
固
執
の
性
格
は
悪
く
、
頑
固
で
あ
っ
た
。

壅
固
執
は
金
持
ち
で
あ
っ
た
。

５

家
の
豊
か
さ
は
、
石
崇
や
陶
朱
公
の
及
ば
な
い
ほ
ど
で
あ
っ
た
。

 
 

前
庭
に
は
、
稲
藁
を
積
ん
で
い
た
。

 
 

裏
庭
に
は
、
蜂
箱
を
置
い
て
い
た
。

（
裏
庭
に
は
）
梧
桐
の
木
を
植
え
、
東
屋
を
建
て
て
い
た
。

（
裏
庭
に
は
）
池
を
作
り
、
東
屋
を
建
て
て
い
た
。

10
（
裏
庭
の
東
屋
に
は
）
風
鈴
が
鳴
り
、
池
に
は
金
魚
が
泳
い
で
い
た
。

東
庭
に
は
、
牡
丹
の
花
が
咲
き
、
躑
躅
（
つ
つ
じ
）
の
花
は
満
開
で
あ
る
。

西
庭
に
は
、
桜
花
が
咲
き
、
さ
つ
き
は
満
開
で
、
池
に
映
っ
て
い
る
。

梅
と
桜
が
満
開
と
な
り
、
庭
を
彩
っ
て
い
る
。

（
建
物
の
）
板
の
間
と
欄
干
、
窓
の
戸
（
な
ど
は
す
ば
ら
し
く
）
、
取
手
は
色
彩
鮮
や
か
で
あ
る
。

15

娘
は
縫
い
物
を
し
、
嫁
は
糸
繰
り
を
す
る
。

母
親
は
看
病
し
て
も
ら
え
ず
、
虐
待
さ
れ
て
い
る
。

母
親
は
歌
で
壅
固
執
の
親
不
孝
を
嘆
い
た
。
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壅
固
執
は
（
長
生
き
す
る
）
母
親
に
口
ご
た
え
し
た
。

壅
固
執
は
仏
教
を
侮
り
、
僧
を
迫
害
し
た
。

20

僧
た
ち
は
固
執
を
（
嫌
っ
て
）
遠
ざ
け
て
い
た
。

月
出
峰
の
翠
庵
寺
に
ひ
と
り
の
大
師
が
い
た
。

大
師
は
す
ぐ
れ
た
術
法
を
持
っ
て
い
た
。

大
師
は
ハ
ク
大
師
に
、
壅
座
首
を
こ
ら
し
め
る
よ
う
に
命
じ
る
。

ハ
ク
大
師
は
村
に
行
き
、
壅
座
首
の
家
に
着
い
た
。

25

ハ
ク
大
師
は
壅
座
首
に
布
施
を
求
め
る
。

召
使
の
婆
は
ハ
ク
大
師
に
、
壅
座
首
が
僧
を
迫
害
す
る
と
警
告
す
る
。

老
僧
は
再
び
（
壅
座
首
に
）
布
施
を
求
め
る
。

下
僕
が
老
僧
の
布
施
の
要
請
を
壅
座
首
に
伝
え
る
。

壅
座
首
は
（
老
僧
の
布
施
を
）
激
怒
す
る
。 

 
 

 
 

 
 
 
 

 
 

 
 
 

 
 

 
 
 

Ⅰ

30

老
僧
は
更
に
（
壅
座
首
に
）
布
施
を
求
め
る
。

壅
座
首
は
（
老
僧
の
布
施
を
）
断
わ
る
。 

 
 
 

 
 

 
 
 
 

 
 

 
 
 

 
 

 
 
 

Ⅱ

壅
座
首
は
老
僧
に
観
相
を
求
め
る
。

老
僧
は
壅
座
首
の
不
幸
を
予
言
す
る
。

壅
座
首
は
老
僧
を
逮
捕
す
る
。

35

壅
座
首
は
老
僧
を
叩
い
て
追
放
す
る
。 

 
 
 

 
 

 
 
 
 

 
 

 
 
 

 
 

 
 
 

 

Ⅲ

ハ
ク
大
師
は
道
術
を
用
い
て
も
と
の
姿
に
な
り
、
寺
に
戻
る
。

坊
さ
ま
た
ち
は
閻
魔
大
王
に
頼
み
、
壅
座
首
を
地
獄
に
堕
と
そ
う
と
提
案
す
る
。

大
師
は
提
案
を
非
難
す
る
。 

 
 
 

 
 

 
 
 

 
 

 
 
 
 

 
 

 
 
 

 
 

 
 
 

Ⅰ
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坊
さ
ま
た
ち
は
鷹
と
な
っ
て
壅
座
首
を
襲
い
た
い
と
提
案
す
る
。

40

大
師
は
提
案
を
非
難
す
る
。 

 
 

 
 

 
 
 

 
 

 
 
 
 

 
 

 
 
 

 
 

 
 
 

Ⅱ

坊
さ
ま
た
ち
は
虎
と
な
っ
て
壅
座
首
を
食
べ
て
し
ま
い
た
い
と
提
案
す
る
。

大
師
は
提
案
を
非
難
す
る
。 

 
 
 

 
 

 
 
 

 
 

 
 
 
 

 
 

 
 
 

 
 

 
 

Ⅲ

坊
さ
ま
た
ち
は
狐
と
な
っ
て
壅
座
首
を
誘
惑
し
、
寝
冷
え
し
て
死
な
せ
た
い
と
提
案
す
る
。

大
師
は
提
案
を
非
難
す
る
。 

 
 
 

 
 

 
 
 

 
 

 
 
 
 

 
 

 
 
 

 
 

 
 

Ⅳ

45

ハ
ク
大
師
は
、
わ
ら
束
で
壅
座
首
に
似
た
か
か
し
（
に
せ
も
の
）
を
作
る
。

ハ
ク
大
師
に
命
じ
ら
れ
た
に
せ
も
の
の
壅
座
首
は
、
壅
座
首
の
家
に
行
く
。

に
せ
も
の
の
壅
座
首
は
、
下
僕
た
ち
に
仕
事
を
命
じ
る
。

壅
座
首
が
家
に
入
る
。

に
せ
も
の
の
壅
座
首
は
、
壅
座
首
を
と
が
め
る
。

50

壅
座
首
は
怒
っ
て
、
に
せ
も
の
の
壅
座
首
を
掴
ま
え
る
よ
う
に
下
僕
た
ち
に
命
ず
る
。

下
僕
た
ち
は
ふ
た
り
の
区
別
に
迷
う
。 

 
 
 
 
 
 
 

 
 
 

 
 

 
 
 

 
 

 
 

Ⅰ

下
僕
た
ち
は
壅
座
首
の
妻
に
事
態
を
報
告
す
る
。

妻
は
壅
座
首
の
仏
罰
、
神
罰
だ
と
考
え
て
、
母
親
に
報
告
す
る
よ
う
に
下
僕
た
ち
に
命
ず
る
。

母
親
は
ほ
ん
も
の
の
壅
座
首
と
に
せ
も
の
の
壅
座
首
と
の
区
別
に
迷
う
。 

 
 
 
 
 

 
 
 
 

Ⅱ

55

母
親
は
妻
に
ふ
た
り
の
区
別
が
で
き
な
い
と
報
告
す
る
。

妻
は
壅
座
首
の
官
服
に
あ
る
傷
穴
を
調
べ
る
よ
う
に
命
じ
る
。

母
が
壅
座
首
の
官
服
の
傷
穴
を
認
め
る
。

母
は
に
せ
も
の
の
壅
座
首
の
官
服
の
穴
を
認
め
る
。

母
は
二
人
の
区
別
が
で
き
な
い
と
妻
に
報
告
す
る
。
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60

妻
は
ふ
た
り
の
区
別
が
で
き
ず
迷
う
。 

 
 
 
 
 
 

 
 
 

 
 

 
 
 

 
 

 
 
 

Ⅲ

に
せ
も
の
の
壅
座
首
が
ほ
ん
も
の
は
自
分
だ
と
嫁
に
訴
え
る
。

壅
座
首
が
ほ
ん
も
の
は
自
分
だ
と
嫁
に
訴
え
る
。

嫁
が
ほ
ん
も
の
に
は
頭
に
傷
が
あ
る
こ
と
を
確
認
し
て
は
ど
う
か
と
提
案
す
る
。

に
せ
も
の
の
壅
座
首
は
道
術
で
ほ
ん
も
の
に
変
装
す
る
。

65

壅
座
首
は
く
や
し
が
る
。

下
僕
は
旦
那
様
に
壅
座
首
が
ふ
た
り
い
る
こ
と
を
報
告
す
る
。

に
せ
も
の
の
壅
座
首
は
旦
那
様
に
（
壅
座
首
が
）
財
物
を
奪
お
う
と
し
て
い
る
と
訴
え
る
。

壅
座
首
は
に
せ
も
の
の
壅
座
首
が
同
じ
こ
と
を
先
に
言
う
と
訴
え
る
。

息
子
は
ふ
た
り
の
区
別
が
で
き
な
い
と
迷
う
。 

 
 
 
 
 
 
 

 
 

 
 
 

 
 

 
 

Ⅳ

70

壅
座
首
は
息
子
に
母
に
助
け
て
く
れ
と
言
う
よ
う
に
頼
む
。

息
子
は
母
に
ふ
た
り
の
区
別
を
頼
む
。

に
せ
も
の
の
壅
座
首
は
妻
に
区
別
を
頼
む
。

妻
は
に
せ
も
の
の
壅
座
首
を
ほ
ん
も
の
だ
と
証
言
す
る
。

壅
座
首
は
怒
る
。

75

妻
は
ふ
た
り
の
区
別
が
で
き
な
い
と
迷
う
。 

 
 
 
 

 
 
 

 
 

 
 
 

 
 

 
 

 
 

Ⅴ

金
別
監
（
壅
座
首
の
次
官
）
が
家
に
来
て
壅
座
首
を
呼
ぶ
。

に
せ
も
の
の
壅
座
首
が
別
監
に
区
別
を
頼
む
。

壅
座
首
は
別
監
に
区
別
を
頼
む
。

別
監
は
（
ふ
た
り
の
区
別
が
で
き
な
い
と
迷
う
、
）
そ
し
て
官
庁
に
訴
え
る
。 

 
 
 
 
 
 

 
Ⅵ

80

壅
座
首
は
自
分
が
ほ
ん
も
の
だ
と
訴
え
る
。
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に
せ
も
の
の
壅
座
首
は
自
分
が
ほ
ん
も
の
だ
と
訴
え
る
。

官
長
は
争
い
を
止
め
る
よ
う
に
言
う
。

刑
房
が
官
庁
に
訴
え
る
こ
と
を
提
案
す
る
。

壅
座
首
は
官
長
に
（
簡
単
に
）
自
分
の
戸
籍
を
言
う
。

85

官
長
は
ほ
ん
も
の
の
壅
座
首
を
疑
う
。

に
せ
も
の
の
壅
座
首
は
官
長
に
（
丁
寧
に
）
自
分
の
戸
籍
を
言
う
。

官
長
は
に
せ
も
の
の
壅
座
首
を
信
用
す
る
。 

 
 
 
 
 

 
 
 

 
 

 
 
 

 
 

Ⅶ

官
長
は
に
せ
も
の
の
壅
座
首
に
酒
を
勧
め
る
。

に
せ
も
の
の
壅
座
首
は
（
喜
ん
で
）
酒
を
飲
む
。

90

壅
座
首
は
鞭
打
ち
の
罰
を
受
け
る
。

壅
座
首
は
（
罰
を
恐
れ
）
自
分
が
に
せ
も
の
だ
と
（
嘘
の
）
証
言
を
す
る
。

衛
前
（
下
級
官
吏
）
の
号
令
で
、
ほ
ん
も
の
の
壅
座
首
は
追
放
さ
れ
る
。

壅
座
首
は
こ
じ
き
に
な
る
。

壅
座
首
は
後
悔
す
る
。

95

に
せ
も
の
の
壅
座
首
は
（
喜
ん
で
）
家
に
戻
る
。

妻
が
に
せ
も
の
の
壅
座
首
の
勝
訴
を
喜
ぶ
。

に
せ
も
の
の
壅
座
首
が
勝
訴
を
喜
ぶ
。

に
せ
も
の
の
壅
座
首
は
幸
福
な
毎
日
を
過
ご
す
。

妻
が
人
形
の
落
ち
る
夢
を
見
る
。

100

に
せ
も
の
の
壅
座
首
は
、
妻
の
夢
が
妊
娠
の
兆
し
で
あ
る
と
言
う
。

妻
は
子
ど
も
を
た
く
さ
ん
産
む
。
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妻
は
子
ど
も
を
育
て
る
。

に
せ
も
の
の
壅
座
首
は
幸
福
に
暮
ら
す
。

壅
座
首
は
、
悲
観
し
て
山
に
入
る
。

105

壅
座
首
は
白
髪
道
士
に
出
会
う
。

ほ
ん
も
の
の
壅
座
首
は
白
髪
道
士
に
礼
拝
し
、
懺
悔
し
て
、
家
族
と
の
再
会
を
願
う
。

白
髪
道
士
は
ほ
ん
も
の
の
壅
座
首
に
、
懺
悔
し
て
悔
い
改
め
、
家
に
戻
る
よ
う
に
言
う
。

壅
座
首
は
家
に
戻
る
。

妻
は
ま
た
、
に
せ
も
の
の
壅
座
首
が
現
れ
た
と
驚
く
。

110

妻
は
、
に
せ
も
の
の
壅
座
首
と
子
ど
も
た
ち
が
、
わ
ら
束
と
人
形
に
化
け
て
い
た
こ
と
を
発
見
す
る
。

壅
座
首
は
妻
に
経
過
を
尋
ね
る
。

妻
は
子
ど
も
た
ち
が
人
形
に
な
っ
て
い
た
こ
と
を
発
見
す
る
。

妻
は
親
孝
行
と
仏
道
を
尊
ぶ
こ
と
を
誓
う
。

親
孝
行
と
他
人
に
対
す
る
積
善
を
勧
め
る
。
（
以
下
、
教
訓
の
部
分
）

105

壅
座
首
を
例
に
、
親
孝
行
と
他
人
に
対
す
る
積
善
を
し
な
い
と
災
厄
が
も
た
ら
さ
れ
る
と
説
く
。

親
孝
行
を
勧
め
る
。

と
い
う
も
の
で
あ
る
。
こ
れ
は
実
に
長
い
小
説
で
、
登
場
人
物
の
行
動
に
は
常
に
長
い
会
話
を
伴
う
。
お
そ
ら
く
こ
の
よ
う
な
部
分
は
、
伝
承
の
基
本
的
な
枠
組
み
に

対
し
て
、
描
写
と
し
て
付
加
さ
れ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
こ
の
と
き
、
太
字
で
組
み
込
ま
れ
て
い
る
基
本
的
事
項
は
、
伝
承
の
基
本
的
な
枠
組
み
と
し
て
日
韓
の
間

で
空
間
的
、
地
域
的
に
共
有
さ
れ
て
い
る
も
の
で
あ
り
、
説
明
的
事
項
は
付
加
的
な
説
明
で
あ
っ
て
、
韓
国
に
お
け
る
小
説
化
の
課
程
で
整
え
ら
れ
た
も
の
と
考
え
ら

れ
る
。

具
体
的
に
論
じ
る
と
、
１
行
目
か
ら
14
行
目
は
、
主
人
公
壅
固
執
の
提
示
で
あ
る
。
名
前
と
性
格
、
そ
し
て
裕
福
で
あ
る
こ
と
を
い
う
。
そ
の
中
で
も
、
５
行
目
か

ら
14
行
目
は
、
広
く
物
語
の
伝
統
に
見
え
る
「
四
方
四
季
」
の
叙
述
で
あ
り
、
邸
宅
の
よ
う
す
と
植
物
の
配
置
を
説
明
す
る
こ
と
で
、
壅
固
執
の
裕
福
さ
を
強
調
し
て
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い
る
。
こ
の
部
分
は
、
壅
固
執
の
裕
福
さ
を
説
明
す
る
付
加
的
部
分
で
あ
る
。
次
に
、
21
行
目
か
ら
35
行
目
ま
で
、
ハ
ク
大
師
が
変
身
し
て
僧
と
し
て
現
わ
れ
、
壅

座
首
（
壅
固
執
）
が
こ
の
僧
（
ハ
ク
大
師
）
を
迫
害
す
る
こ
と
を
繰
り
返
す
。
こ
の
繰
り
返
し
が
叙
述
を
進
め
る
。

次
に
、
36
行
目
か
ら
45
行
目
ま
で
、
ハ
ク
大
師
は
壅
座
首
を
こ
ら
し
め
る
た
め
に
、
わ
ら
束
で
ほ
ん
も
の
そ
っ
く
り
の
（
に
せ
も
の
の
）
壅
座
首
を
作
る
。
さ
ら

に
、
ほ
ん
も
の
の
壅
座
首
の
家
に
赴
い
た
に
せ
も
の
の
壅
座
首
は
、
ふ
た
り
の
区
別
が
で
き
な
い
こ
と
を
順
番
に
試
験
さ
せ
る
。
ま
ず
、
51
行
目
下
僕
に
、
54
行
目

母
親
に
、
60
行
目
妻
に
、
69
行
目
息
子
に
、
79
行
目
別
監
に
、
82
行
目
官
庁
に
、
順
番
に
区
別
を
求
め
る
が
結
局
誰
も
で
き
な
い
。
い
っ
た
い
何
人
に
ほ
ん
も
の
か

に
せ
も
の
か
を
試
験
す
る
か
は
、
他
の
中
国
唐
時
代
の
『
法
苑
』
や
日
本
の
『
今
昔
』『
宇
治
拾
遺
』
な
ど
と
比
較
し
て
、
相
違
が
あ
る
。
伝
承
間
に
認
め
ら
れ
る
相
違
、

す
な
わ
ち
そ
の
内
容
と
ほ
ん
も
の
か
ど
う
か
確
認
す
る
回
数
と
は
、
韓
国
『
壅
固
執
伝
』
の
個
別
性
の
問
題
で
あ
る
と
わ
か
る
。

次
に
、
84
行
目
か
ら
98
行
目
、
官
長
が
、
ほ
ん
も
の
の
壅
座
首
と
に
せ
も
の
の
壅
座
首
と
を
取
り
間
違
え
る
。
に
せ
も
の
の
壅
座
首
は
宴
で
歓
待
さ
れ
、
幸
福
な

生
活
を
送
る
が
、
ほ
ん
も
の
の
壅
座
首
は
お
ち
ぶ
れ
て
こ
じ
き
に
な
る
。
と
こ
ろ
が
、
99
行
目
か
ら
103
行
目
妻
は
人
形
の
夢
を
見
て
妊
娠
し
、
子
ど
も
を
産
む
。
104
行

目
、
ほ
ん
も
の
の
壅
座
首
は
悲
観
し
て
山
に
入
り
、
白
髪
道
士
と
出
会
う
。
白
髪
道
士
は
、
壅
座
首
が
ほ
ん
と
う
に
懺
悔
し
反
省
し
た
こ
と
を
確
認
し
て
、
家
に
戻
る

よ
う
に
言
う
。
壅
座
首
が
家
に
戻
る
と
、
に
せ
も
の
の
壅
座
首
と
子
ど
も
た
ち
は
、
わ
ら
束
と
人
形
に
化
し
て
い
た
。

末
尾
三
行
は
、
こ
の
小
説
か
ら
親
孝
行
と
神
仏
に
対
す
る
信
仰
を
求
め
る
教
訓
で
あ
る
。

そ
れ
か
ら
日
本
説
話
と
比
較
す
る
と
き
に
問
題
に
な
る
で
あ
ろ
う
が
、
17
行
目
「
母
親
は
歌
で
壅
固
執
の
親
不
孝
を
嘆
い
た
」
条
に
お
い
て
、
歌
は
付
加
的
な
も
の

な
の
か
ど
う
か
で
あ
る
。
ま
た
、
18
行
目
「
固
執
は
（
長
生
き
す
る
）
母
親
に
口
ご
た
え
し
た
」
と
い
う
条
で
、
中
国
の
故
事
を
引
く
。
27
行
目
「
老
僧
は
再
び
（
壅

座
首
に
）
布
施
を
求
め
る
」
条
で
、
中
国
の
故
事
を
引
く
。
ま
た
、
86
行
目
「
に
せ
も
の
の
壅
座
首
は
官
長
に
（
丁
寧
に
）
自
分
の
戸
籍
を
言
う
」
条
に
、
付
加
す
る

修
辞
な
ど
が
多
い
と
い
う
こ
と
か
ら
、
韓
国
パ
ン
ソ
リ
系
小
説
『
壅
固
執
伝
』
の
文
芸
性
が
認
め
ら
れ
る
。
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補
論
１

韓
国
昔
話

フ
ン
ブ
伝

の
伝
承
と
異
本

今
度
は
韓
国
昔
話
の
側
か
ら

こ
の
類
話
に
つ
い
て
考
察
を
加
え
て
み
た
い

フ
ン
ブ
伝

の
形
式
は
大
き
く

朴
打
令

興
甫
歌

と
い

た
唱
本
型

パ
ン
ソ
リ
の
内
容
が
小
説
化
さ
れ
た
パ
ン
ソ
リ
系
小
説
型

他

説
話

昔
話
・
民

譚

形
式
に
分
け
る
こ
と
が
で
き
る

一

先
行
研
究

パ
ン
ソ
リ
系
小
説
形
式
は

作
品
に
よ

て

興
甫
伝

朴
興
甫
伝

ノ
ル
ブ
伝

燕
の
脚

フ
ン
ブ
伝

と
も
呼
ば
れ

兄
弟
間
の

友
愛

を
目
的
と
し

た

善
悪
兄
弟
譚

動
物
報
恩
譚

無
限
財
宝
譚

の
構
成
を
持
つ
朝
鮮
時
代
の
代
表
的
な
庶
民
文
学
で
あ
る

小
説
形
式

フ
ン
ブ
伝

は

春
香
伝

沈
青
伝

と
と
も
に
代
表
的
な
パ
ン
ソ
リ
系
小
説
と
し
て
最
も
有
名
な
作
品
で
あ
る

パ
ン
ソ
リ

興
甫
歌

が
記
録
物
と
し
て
初
め
に
登
場
し
た
の
は

一
八
四
三
年
宋
晩
載

一
七
八
八

一
八
五
一
年

に
よ
り
書
か
れ
た

觀
優
戱
五
十
首

で

あ
る

そ
の
後

興
甫
歌

が
小
説
作
品
化
さ
れ
た
の
は

一
九
世
紀
中
期
頃
で

現
在
伝
え
ら
れ
て
い
る
異
本
の
中
で
最
も
古
い
と
推
定
さ
れ
る
の
は

木
板
本
で

あ
る
京
板
本
系

京
板
二
十
五
張
本

で
あ
る

し
か
し
な
が
ら

京
板
二
十
五
張
本

は

刊
行
時
期
が
記
さ
れ
て
い
な
い
た
め
確
か
な
刊
行
年
度
は
明
ら
か
で
は

な
い

当
時

京
板
本
が
刷
り
出
さ
れ
た
刊
行
所
の
活
動
時
期
か
ら

一
八
六
〇
年
頃

い
く
ら
遅
く
て
も
一
八
七
〇
年
以
前
に
刊
行
さ
れ
た
と
推
測
さ
れ
る＊

１

現
在
伝
え
ら
れ
て
い
る

フ
ン
ブ
伝

の
異
本
は

木
板
本
で
あ
る

京
板
二
五
張
本

京
板
二
十
張
本

を
含
め

板
本
系
が
三
種

金
東
旭
完
本

ハ

バ

ド
大
本

な
ど
の
筆
写
本

新
文
館
本

博
文
書
館
本

世
唱
本

な
ど
の
旧
活
字
本

申
在
孝
唱
本

な
ど
の
パ
ン
ソ
リ
唱
本
が
伝
え
ら
れ
て
い
る

異
本

は
京
板
系
本
を
除
い
て

概
し
て
パ
ン
ソ
リ
的
な
形
式
か
ら
始
ま
る
こ
と
か
ら

フ
ン
ブ
伝

は

パ
ン
ソ
リ
の
書
述
過
程
か
ら
生
じ
た
も
の＊

２

で
あ
る
と
考
え
ら
れ

る

そ
の
中

現
在
日
本
語
で
翻
訳
さ
れ
た
の
は

京
板
本
系
が
八は

ち

種＊
３

博
文
書
館
系
が
二
種＊

４

申
在
孝
本

朴
打
令

一
種＊

５

民
話
が
五
種＊

６

な
ど

総
計
一
八
種

が
挙
げ
ら
れ
る＊

７

そ
れ
ら
の
伝
本
か
ら
考
え
る
と

フ
ン
ブ
伝

は
最
初
か
ら
一
つ
の
ジ

ン
ル
を
持

て
創
作
さ
れ
た
作
品
で
は
な
く

長
い
間
に
渡

て
様
々
な
ジ

ン
ル
と
し
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て
形
成
・
変
模
さ
れ
る
こ
と
に
よ

て

最
後
に
小
説
と
し
て
定
着
し
た
作
品＊

８

で
あ
る
と
推
測
で
き
る
の
で
あ
る

趙
東
一
氏
の
論
じ
る

伝
本
の
変
化
に
つ
い
て
要
約
す
る
と
次
の
よ
う
で
あ
る

一
つ
は

口
承
文
学
と
民
俗
文
学
の
ジ

ン
ル
を
持
つ
民
潭

説
話

か
ら

フ
ン
ブ
の
話

に

二
つ
は

口
承
文
学
の
形
式
で
あ
り
な
が
ら

創
作
文
学
と
し
て
の
特
徴
も
持
つ
パ
ン
ソ
リ
に

三
つ
目
は

口
承
文
学
か
ら
記
録
文
学
作
品
と
な
る

つ
ま
り

フ
ン
ブ
伝

は

民
潭

説
話
か
ら
パ
ン
ソ
リ

興
甫
歌

そ
れ
か
ら
小
説

フ
ン
ブ
伝

と
い
う

過
程
を
経
て
形
成
さ
れ
た＊

９

と
い
う
ふ
う
に
ま
と
め
る
こ
と
が
で
き
る

こ
れ
ま
で
の
考
察
に
よ
り

フ
ン
ブ
伝
と

は

説
話
か
ら
パ
ン
ソ
リ
と
な
り

ま
た
小
説
と
し
て
書
か
れ
た
の
は
確
か
な
よ
う
で
あ
る

一
つ

ま
た
は
二
つ
以

上
の
説
話
が
口
か
ら
口
へ
と
伝
承
さ
れ
る
過
程
に
お
い
て
変
化
が
続
い
て
生
じ

パ
ン
ソ
リ
の
語
り
手
に
よ

て

一
つ
の
物
語
と
し
て
ま
と
め
ら
れ

パ
ン
ソ
リ
台

本

ま
た
は
小
説
と
し
て
書
か
れ

た
＊
１
０

と
推
測
で
き
る
が

説
話
や
昔
話
か
ら
パ
ン
ソ
リ
へ
変
化

パ
ン
ソ
リ
か
ら
小
説
へ
変
化

ま
た
は

説
話
や
昔
話
か
ら
パ

ン
ソ
リ
と
な
り

そ
の
パ
ン
ソ
リ
か
ら
小
説
へ
の
変
化
と
い
う

そ
の
三
つ
の
変
化
過
程
と
相
互
関
連
性
に
つ
い
て
は

現
在
の
と
こ
ろ
明
ら
か
に
さ
れ
て
い
な
い

二

韓
国
昔
話

フ
ン
ブ
伝

異
本

題
名

(

筆
写
・
刊
行
時
期)

所
蔵

者

収
録
文
献

出
版
社

出
版
年

異
本
系
統

と
の

順
番
で
あ
る

た
だ
し

題
名
に
つ
い

て
は

私
に
日
本
語
で
訳
し
た

１

木
版
本

①

フ
ン
ブ
伝
巻
之
単

(

一
八
六
〇
年
頃
と
推
定)

金
東
旭
教
授
他
所
蔵

影
印
古
小
説
板
刻
本
全
集

第
三
巻(

延
世
大
学
人
文
科
学
研
究
所

一
九
七
三
年)

に
影

印
本
収
録

京
板
二
五
張
本

②

フ
ン
ブ
伝

(

ソ
ウ
ル
宋
洞

一
八
九
〇
年
頃)

金
根
洙
教
授
所
蔵

影
印
古
小
説
板
刻
本
全
集

(

延
世
大
学
校
人
文
科
学
研
究
所

一
九
七
三
年)

に
影
印
本

収
録

京
板
二
十
張
本
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③

興
夫
伝

翰
南
書
林
本

と
も
言
う

翰
南
書
林

一
九
二
〇

一
九
二
一

一
九
三
二
年)

韓
国
精
神
文
化
硏
究
院
図
書
館
・
ソ
ウ
ル
大
学
図
書
館

一
蓑

文
庫

他
所
蔵

京
板
二
五
張
本

２

筆
写
本

④

フ
ン
ボ
伝

金
文
基
本

と
も
言
う

(

筆
者
未
詳

一
九
〇
一
年)

金
文
基
教
授
所
蔵

金
文
基

古
典
文
学
精
選

(

太
学
社

一
九
八
二
年)

に
影
印
本
収
録

京
板
二
十
張
本
系

二
六
張
本

⑤

張
フ
ン
ボ
伝

呉
永
順
本

(
筆
者
未
詳

一
九
〇
八
年)

呉
永
順
所
蔵

史
在
東
教
授
複
写
本
所
蔵

フ
ン
ボ
伝
研
究

柳
光
秀

啓
明
文
化
社

一
九
九

三
年

に
影
印
本
収
録

二
七
張
本

⑥

フ
ン
ブ
伝

一
蓑
文
庫
本

(

筆
者
未
詳

一
九
一
三
年)

ソ
ウ
ル
大
学
校
図
書
館

一
蓑
文
庫
所
蔵

京
板
二
十
張
本
の
模
本

フ
ン
ボ
伝
研
究

柳
光
秀

啓

明
文
化
社

一
九
九
三
年

に
影
印
本
収
録

四
一
張
本

⑦

朴
興
甫
伝

林
熒
澤
本

(

筆
者
未
詳

一
九
一
六
年)

林
熒
澤
教
授
所
蔵

古
典
小
説
選

韓
国
語
文
学
会
編

蛍
雪
出
版
社

一
九
七
七
年

に
影
印
本
収

録
⑧

興
甫
伝

ハ

バ

ド
大
本

五
一
張
本

(

筆
者
未
詳

一
九
一
三

一
九
五
七
年)

ハ

バ

ド
大
学
校
・
燕
京
図
書
館
・
李
相
澤
教
授
複
写
本
所
蔵

海

外
蒐
佚
本
韓
国
古
小
説
叢
書

太
学
社

一
九
九
八
年

に
収
録

⑨

フ
ン
ブ
伝(

興
夫
伝)

金
東
旭
A
本

三
七
張
本
完
本

(

筆
者
未
詳

一
九
一
六
年)

金
東
旭
教
授
所
蔵

元
本
は
檀
国
大
大
学
栗
谷
図
書
館
羅
孫
文
庫
所

蔵

燕
の
脚(

フ
ン
ブ
歌)

一
九
一
三
年

新
旧
書
林
本)

を
母
本
と
す
る

⑩

興
甫
伝

金
東
旭
B
本

(

落
張
本

三
四
張
本)

(

筆
者
未
詳

筆
写
年
度
未
詳)

金
東
旭
教
授
所
蔵

韓
国
精
神
文
化
研
究
院
図
書
館

マ
イ
ク
ロ
フ

ル

ム

元
本
は

檀
国
大
学
校
栗
谷
図
書
館
羅
孫
文
庫
所
蔵

⑪

興
甫
伝

金
東
旭
C
本

(

落
張
本

十
四
張
本)

(

筆
写
年
度
未
詳)

金
東
旭
教
授
・
韓
国
精
神
文
化
硏
究
院
図
書
館
所
蔵

⑫

フ
ン
ブ
伝

史
在
東
A
本

(

落
張
本

四
六
張
本)

(

筆
者
未
詳

筆
写
年
度
未
詳)

史
在
東
教
授
所
蔵

韓
国
精
神
文
化
研

究
院
図
書
館

マ
イ
ク
ロ
フ

ル
ム
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⑬

フ
ン
ボ
伝

史
在
東
B
本

(

落
張
本

十
四
張
本)

(

筆
者
未
詳

筆
写
年
度
未
詳)

史
在
東
教
授
所
蔵

韓
国
精
神
文
化
研
究
院
図
書
館

マ
イ
ク
ロ
フ

ル

ム
⑭

燕
の
脚

フ
ン
ボ
伝

高
麗
大
図
書
館
本

(

四
六
張
本)

(

筆
者
未
詳

筆
写
年
度
未
詳)

高
麗
大
学
校
大
学
院
図
書
館
所
蔵

フ
ン
ボ
伝
研
究

柳
光
秀

啓

明
文
化
社

一
九
九
三
年

に
影
印
本
収
録

新
旧
書
林
本
模
写
本

⑮

朴
興
富
伝

鄭
明
基
本

(

七
九
張
本)

(

筆
者
未
詳

筆
写
年
度
未
詳)

鄭
明
基
教
授
所
蔵

３

旧
活
字
本

⑯

フ
ン
ブ
伝

新
文
館
本

(

崔
昌
善
改
作)

(

新
文
館

一
九
一
三
年)

国
立
中
央
図
書
館
所
蔵

旧
活

字
本
古
小
説
全
集

第
七
巻(

仁
川
大
学
校
民
族
文
化
研

究
所
編

一
九
八
四
年)

に
収
録

京
板
本
二
五

二
十
張
を
母
体
と
す
る

⑰

燕
の
脚

新
旧
書
林
本

(

李
海
朝
改
作)

(
新
旧
書
林

一
九
一
三
年)

国
立
中
央
図
書
館
所
蔵

旧
活
字
本
古
小
説
全
集

第
一
七
巻

(

仁
川
大
学
校
民
族
文

化
資
料
叢
書
一

一
九
八
三
年)

に
収
録

⑱

フ
ン
ブ
伝
／
フ
ン
ボ
伝

博
文
書
館
本

(

博
文
書
館

一
九
一
七
年

一
九
二
四
年

三
版
本

朴
順
浩
所
蔵
・
韓
国
精
神
文
化
硏
究
院
図
書
館

マ
イ
ク
ロ

フ

ル
ム

世
昌
書
館
本
を
母
本
と
す
る

⑲

燕
の
脚
／
興
夫
伝

永
昌
書
館
本

(

永
昌
書
館

一
九
二
二
年
以
降
と
推
定)

ソ
ウ
ル
大
学
校
図
書
館
一
蓑
文
庫
所
蔵

⑳

燕
の
脚
／
フ
ン
ブ
歌

京
城
書
籍
業
組
合
本

(

京
城
書
籍
業
組
合

一
九
二
五

一
九
二
六
年)

国
立
中
央
図
書
館
所
蔵

新
旧
書
林
本
と
同
一
本

㉑

燕
の
脚
／
フ
ン
ブ
歌

世
昌
書
館
本

(

世
昌
書
館

一
九
五
二
年)

旧
活
字
本
古
小
説
全
集

第
二
九
巻(

仁
川
大
学
校
民
族
文
化
研
究
所
編

一
九
八
四
年)

に
収
録

新
旧
書
林
本
と
同
一
本

㉒

フ
ン
ブ
伝
／
フ
ン
ボ
伝

世
昌
書
館
本

(

世
昌
書
館

一
九
五
二
年)

韓
国
精
神
文
化
硏
究
院
図
書
館
所
蔵

博
文
書
館
本
を
母
体
と
す
る

４

パ
ン
ソ
リ
唱
本

㉓

バ
ク
打
令

申
在
孝
改
作
本
／
嘉
藍
本

と
も
言
う

(

申
在
孝

一
八
七
〇∼

一
八
七
三
年)
ソ
ウ
ル
大
学
校
中
央
図
書
館
嘉
藍
文
庫
所
蔵

姜
漢
永
校
註

申

在
孝
パ
ン
ソ
リ
辞
説
集

(

民
衆
書
館

一
九
七
八
年)

に
収
録

七
四
張
本

他
に

朴
フ
ン
ボ
歌

申
在
孝
本
／
星
斗
本

一
九
一
八
年

申
在
孝
パ
ン
ソ
リ
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全
集

延
世
大
学
校
人
文
科
学
研
究
所
編

一
九
六
九
年)

に
収
録

六
一
張
本

㉔

バ
ク
打
令

李
善
有
唱
本

(

金
澤
洙

一
九
三
三
年)

五
歌
全
集

大
東
印
刷
所

一
九
三
三
年

㉕

興
甫
歌

増
補

歌
謠
集
成

(

靑
丘
古
典
声
楽
学
院

一
九
六
一
年)

㉖

興
甫
歌

朴
憲
鳳
改
作
本

唱
楽
大
網

(

国
楽
芸
術
学
校
出
版
部

一
九
六
六
年)

㉗

興
甫
歌

金
素
姫
唱
本

国
楽
大
全
集

(

新
世
紀
レ
コ

ド
出
版
部

一
九
六
八
年)

李
昌
培

韓
国
歌
唱
大
系

弘
人
文
化
社

一
九
七
六
年

㉘

興
甫
歌

金
演
洙
唱
本

(
沈
淸
歌
・
興
甫
歌
・
水
宮
歌
・
赤
壁
歌)

(

文
化
財
管
理
局

一
九
七
四
年)

㉙

興
夫
歌

朴
東
鎭
唱
本

韓
国
音
楽

第
六
巻(

伝
統
音
楽
研
究
会

一
九
七
五
年)

国
楽
全
集

第
十
三
巻(

国
立
国
楽
院

一
九
八
五
年)

㉚

フ
ン
ボ
歌

朴
緑
珠
唱
本
A
本

鄭
炳
昱

韓
国
の
パ
ン
ソ
リ

(

集
文
堂

一
九
八
一
年)

㉛

フ
ン
ボ
歌

朴
緑
珠
唱
本
B
本

／

朴
松
熙
・
朴
緑
珠
唱
本

朴
松
熙

朴
緑
珠
唱
本

(

集
文
堂

一
九
八
八
年)

㉜

フ
ン
ボ
歌

朴
奉
述
唱
本

根
の
深
い
木
編

パ
ン
ソ
リ
五
つ
の
マ
ダ
ン

(

韓
国
ブ
リ
タ
ニ
カ
会
社

一
九
八
二
年)

㉝

興
甫
歌

一
名
バ
ク
打
令

丁
珖
秀
唱
本

丁
珖
秀

伝
統
文
化
五
歌
辞
全
集

(

文
苑
社

一
九
八
六
年)

㉞

フ
ン
ボ
歌

姜
道
根
・
朴
奉
述
唱
本

李
ク

チ

編

パ
ン
ソ
リ
硏
究

(

正
音
社

一
九
八
七
年)

㉟

フ
ン
ボ
歌

林
香
任
唱
本

完
唱
パ
ン
ソ
リ(

国
立
劇
場

一
九
八
七
年)

㊱

フ
ン
ボ
歌

安
淑
善
唱
本

完
唱
パ
ン
ソ
リ(

国
立
劇
場

一
九
八
八
年)

林
香
任
唱
本
と
同
じ
唱
本

㊲

フ
ン
ボ
歌

崔
蘭
洙
唱
本

完
唱
パ
ン
ソ
リ

(

国
立
劇
場

一
九
九
〇
年)

㊳

朴
打
令
／
ノ
ル
ボ
と
フ
ン
ボ

姜
漢
永
・
田
中
明
訳
注

パ
ン
ソ
リ

平
凡
社

東
洋
文
庫

一
九
八
二
年

注＊
１
金
鎭
英
・
金
賢
柱

古
典
名
作
異
本
総
書

興
夫
伝
全
集
２

図
書
出
版
博
而
精

二
〇
〇
三
年

京
板
二
五
張
本

の
解
説
を
私
に
訳
す
る
と

当
時

京
板
本
が
刷
り
出
さ
れ
た
刊
行
所
の
活
動
時
期
が
一
八
四
〇
年
か
ら
一
八
八
〇
年
ま
で
と
あ
る
が
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ハ
ン
グ
ル
小
説
類
は

そ
の
後
半
部
に
刊
行
さ
れ
た
と
推
測
さ
れ
る

と
あ
る

＊
２
金
昌
辰

興
夫
伝
の
異
本
と
構
成
研
究

慶
照
大
学
校
大
学
院

一
九
九
一
年

＊
３
①

興
夫
伝

高
橋
亨

朝
鮮
の
物
語
集
附
俚
諺

日
韓
書
房

一
九
一
〇
年

②

足
折
燕

三
輪
環

伝
説
の
朝
鮮

東
京

博
文
館

一
九
一
九
年

③

の
る
夫
と
興
夫

朝
鮮
総
督
府

朝
鮮
童
話
集

京
城

大
阪
屋
号
書
店

一
九
二
四
年

④

興
夫
伝

田
中
梅
吉

朝
鮮
説
話
文
学
興
夫
伝

大
阪
屋
号
書
店

一
九
二
九
年

⑤

フ
ン
ブ
と
ノ
ル
ブ

松
谷
み
よ
子
・
瀬
川
択
男
再
話

朝
鮮
民
話
集
３
金
剛
山
の
虎
退
治

太
平
出
版
社

一
九
七
二
年

⑥

フ
ン
ブ
と
ノ
ル
ブ

松
谷
み
よ
子
・
瀬
川
択
男
再
話

朝
鮮
民
話
集

太
平
出
版
社

一
九
七
三
年

⑦

フ
ン
ブ
と
ノ
ル
ブ

松
谷
み
よ
子
・
瀬
川
択
男
再
話

朝
鮮
の
民
話
下

偕
成
社

一
九
八
〇
年

⑧

足
折
れ
燕

渋
沢
青
花

朝
鮮
民
話
集

現
代
教
養
文
庫

社
会
思
想
社

一
九
八
〇
年

＊
４

興
夫
伝

洪
相
圭
訳

韓
国
古
典
文
学
選
集
１

沈
清
伝
・
興
夫
伝

高
麗
書
林

一
九
七
五
年

ホ
ン
ブ
と
ノ
ル
ブ

依
田
千
百
子
・
中
西
正
樹

金
得
順
昔
話
集

三
弥
井
書
店

一
九
九
四
年

＊
５

朴
打
令

ノ
ル
ボ
と
フ
ン
ボ

姜
漢
永
・
田
中
明
訳
注

パ
ン
ソ
リ

平
凡
社

東
洋
文
庫

一
九
八
二
年

＊
６
①
金
素
雲

カ
ボ
チ

の
種

ネ
ギ
を
う
え
た
人

岩
波
少
年
文
庫

一
九
五
三
年

②
崔
仁
鶴

ホ
ン
ブ
と
ノ
ル
ブ

朝
鮮
昔
話
百
撰

日
本
放
送
出
版
協
会

一
九
七
四
年

③
韓
国
文
化
図
書
出
版
社
編
集
部
翻
訳
・
安
藤
昌
敏
翻
訳
監
修
・
朴
栄
濬

フ
ン
ブ
伝

韓
国
の
民
話
と
伝
説
１

高
麗
書
林

一
九
七
五
年

④
崔
仁
鶴
採
話
・
申
東
雨
絵

ホ
ン
ブ
と
ノ
ル
ブ

世
界
の
昔
ば
な
し
６

韓
国
の
昔
ば
な
し

大
ム
カ
デ
た
い
じ

小
峰
書
店

一
九
八
三
年

⑤
小
澤
俊
夫
編
訳

つ
ば
め
の
足

世
界
の
民
話
９

ア
ジ
ア
１

ぎ

う
せ
い
出
版

一
九
七
六
年

＊
７
邊
恩
田

フ
ン
ブ
伝

の
伝
本
系
統
と
日
本
語
訳
本
に
つ
い
て

同
志
社
国
文
学

第
六
二
号

二
〇
〇
五
年
三
月

日
本
語
訳
資
料
が
ど
の
系
統
に
属
す

る
か
と
い
う
判
断
は

こ
の
論
文
を
参
照
と
し
た
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＊
８
趙
東
一

興
夫
伝
の
両
面
性

啓
明
論
叢

五
集

啓
明
大
学

一
九
六
九
年

＊
９
注
８
に
同
じ

＊

10
印
権
煥

興
夫
伝
の
説
話
的
考
察

根
源
説
話
の
探
索
と
小
説
化
過
程
を
中
心
に

高
麗
大
学
校
国
語
国
文
学
研
究
会
編

語
文
論
集

第
一
六
巻

高
麗
大

学
校

一
九
七
五
年
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補
論
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韓
国
昔
話
・
説
話
の
中
の
ト
ケ
ビ

異
界
の
存
在

韓
国
昔
話
及
び
説
話
の
中
に
ト
ケ
ビ
は
ど
の
よ
う
に
描
か
れ
て
い
る
の
だ
ろ
う
か

韓
国
昔
話
及
び
説
話
に
出
て
来
る
ト
ケ
ビ
の
イ
メ

ジ
や
ト
ケ
ビ
の
登
場
す
る

韓
国
昔
話
の
特
徴
に
つ
い
て
調
べ
て
み
よ
う

山
崎
源
太
郎
氏
は

朝
鮮
の
奇
談
と
伝
説

に
お
い
て

朝
鮮
の
妖
怪

は

全
く
母
国
の
妖
怪
と
は
別
種
の
も
の
で

多
く
支
那
式
の
妖
怪

と
し

ト
ケ
ビ

に
つ
い
て

ト

カ

ピ

独
脚
鬼
と
書
く

朝
鮮
の
人
に
聞
く
と
色
々
な
事
を
云
う
が

何
で
も
女
の
月
経
の
血
が
箒
に
著
く
と

ト

カ

ピ
に
な
る
と
か

古
い

道
具
類
が
此
の
鬼
に
な
る
と
か
云

て
ゐ
る

此
の
鬼
は
悪
い
事
も
色
々
す
る
が

其
の
中
で
も
最
も
多
く
す
る
悪
戯
は

人
の
家
を
焼
く
事
で
あ
る

原
因
な

く
し
て
家
の
中
か
ら
突
然
火
が
出
て
家
事
に
な
る
の
は
此
の
鬼
の
仕
業
で
あ
る

併
し
此
の
鬼
は
悪
い
事
す
る
代
わ
り
に
懇
意
に
な
れ
ば

金
を
持

て
来
て
呉

れ
る
の
で

欲
の
深
い
者
は
密
か
に
此
の
鬼
を
祭
る

さ
れ
ど
一
朝
仲
が
悪
く
な

た
ら
最
後
其
の
儲
け
さ
せ
た
金
を

み
ん
な
攫

て
行
く

だ
か
ら
ト

カ

ピ
と
懇
意
に
な

て
金
の
出
来
た
者
は
直
ぐ
に
田
地
田
畑
を
買

て

持

て
行
か
れ
ぬ
様
に
す
る
の
で
ゐ
る
が

ト

カ

ピ
は
之
に
対
し
て
田
畑
の
四
隅

に
棒
杭
を
立
て
行
く
さ
う
す
る
と
作
物
が
穫
れ
な
く
な
る
と
い
ふ

又
此
の
鬼
は
時
に
婦
人
を
挑
む
こ
と
が
あ
る

之
に
應
す
る
時
は
金
持
ち
に
な
る
が

拒
む

時
に
は
貧
乏
人
に
な
る
と
伝
え
ら
れ
て
ゐ
る

所
が
此
の
ト

カ

ピ
の
苦
が
手
は
驢
馬
で
い

て

驢
馬
の
鳴
き
声
を
聞
く
と
直
ぐ
逃
げ
る

故
に
田
舎
の
金

持
ち
は
驢
馬
を
飼
ふ
者
が
多
い
と
の
事
で
あ
る

＊
１

と
述
べ
て
い
る

韓
国
に
お
い
て
ト
ケ
ビ
の
登
場
す
る
類
型
の
話
は

瘤
取
り
に
行

て

瘤
付
け
ら
れ
た
爺

や

瘤
爺
さ
ん
と
ト
ケ
ビ

と
も
呼
ば
れ

ト
ケ
ビ
の
棒

も
し

く
は

金
の
棒
・
銀
の
棒

本
論
に
お
い
て
は

ト
ケ
ビ
ま
た
は
ト
ケ
ビ
の
棒
を
得
て
裕
福
に
な

た
類
話
を
総
称
す
る

と
と
も
に

韓
国
で
は
ト
ケ
ビ
の
登
場
す

る
代
表
的
な
昔
話
と
さ
れ
る

こ
の
二
つ
の
類
型
は

前
述
し
た
よ
う
に

ト
ケ
ビ
の
棒
を
得
て
お
金
持
ち
に
な

た
兄
旁
㐌
を
羨
ん
だ
弟
が
真
似
を
し
た
が
失
敗
し

不
幸
に
な

た
と
い
う

旁
㐌
説
話

が
出
典
と
し
て
指
摘
さ
れ

同
じ
の
構
成
を
持
ち

高
橋
亨

朝
鮮
の
物
語
集

を
始
め

朝
鮮
の
奇
談
と
伝
説

朝
鮮
童

話
集

朝
鮮
伝
来
童
話
集

朝
鮮
童
話
大
集

昔
話
選
集

韓
国
伝
来
童
話
読
本

朝
鮮
昔
話
百
撰

な
ど

瘤
取
爺

と
一
緒
に

ト
ケ
ビ
の
棒

類
話
が

収
録
さ
れ
て
い
る

韓
国
口
碑

に
は

瘤
取
爺

話
型
と
同
じ
く

類
系
分
類
６
３
４

９

ト
ケ
ビ
の
お
か
げ
で
得
を
し
た
人

真
似
し
て
失
敗
す
る

に
分
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類
さ
れ

６
３
４

９
に
分
類
さ
れ
た
事
例
総
四
八
話
の
中

ト
ケ
ビ
の
棒

の
類
話
は

二
五
話
の
事
例
が
あ
る

六
の
事
例
が
収
録
さ
れ
る

瘤
取
爺

類
型
に

比
べ
て
も

は
る
か
に
多
い
数
で
あ
る

ト
ケ
ビ
の
棒

の
話
型
を
要
約
す
る
と

次
の
よ
う
で
あ
る

①
金
持
ち
の
兄
と
貧
乏
の
弟
が
い
た

②
あ
る
日

弟
が
山
へ
柴
刈
り
に
行

て

ド
ン
グ
リ
が
あ

た
の
で
親
に
あ
げ
よ
う
と
拾
う

③
帰
り
に
日
が
暮
れ
た
の
で

空
き
家
に
泊
ま
る

④
夜
中
に
な
る
と

ト
ケ
ビ
が
現
れ
て
ト
ケ
ビ
棒
を
叩
き

食
べ
物
や
お
酒
を
飲
み
な
が
ら
遊
ぶ

⑤
弟
は
驚
い
て

口
に
入
れ
て
い
た
ど
ん
ぐ
り
を
噛
ん
で
し
ま
う

⑥
そ
の
音
を
聞
い
た
ト
ケ
ビ
た
ち
は

驚
き
の
あ
ま
り
ト
ケ
ビ
棒
を
忘
れ
た
ま
ま
逃
げ
出
す

⑦
弟
は
ト
ケ
ビ
棒
を
拾
い

そ
れ
を
使

て
金
持
ち
に
な
る

⑧
欲
張
り
兄
は

自
分
も
ト
ケ
ビ
棒
を
得
よ
う
と
真
似
す
る
が

失
敗
す
る

善
良
な
人
は
拾

た
ト
ケ
ビ
の
棒
を
使

て
金
持
ち
に
な
る
が

真
似
し
た
欲
深
い
人
は
失
敗
し

不
幸
に
な
る
と
い
う
の
が
こ
の
類
型
の
主
な
結
末
で
あ
る

朝

鮮
の
物
語
集

鬼
失
金
銀
棒

の
場
合

真
似
し
た
人
は

い
か
に
も
ひ
ど
く
打
た
れ
た
り
け
む

身
丈
延
び
に
延
び
て
せ
い
の
高
さ
昨
日
の
倍
に
も
余
り

と
あ

り

旁
㐌
説
話

で
は

鬼
は
そ
の
鼻
を
ひ

ぱ

た

鼻
は

象
の
よ
う
に
な

て

帰

て
き
た

と
い
う
結
末
で
あ
る

ま
た

瘤
取
爺

類
型
の
場
合

は

も
う
一
つ
の
瘤
を
付
け
ら
れ
る
な
ど

身
体
の
一
部
分
に
被
害
を
受
け
て
い
る

日
本
昔
話
事
典＊

２

に
は

日
本
昔
話

打
出
の
小
槌

類
型
に
つ
い
て

朝

鮮
で
も
類
似
の
如
意
宝
の
昔
話
が
古
く
か
ら
知
ら
れ

酉
陽
雜
俎

に
見
ら
れ
る
新
羅
国
の
昔
話
で
は

ほ
し
い
ま
ま
に
酒
食
を
出
す
金
椎
子
を
手
に
入
れ
て
も
ど

て
来
る

日
本
の
記
録
で
は
中
世
か
ら
見
ら
れ
る
が

元
本
来
大
陸
に
あ

た
話
の
伝
播
し
た
も
の
か
も
知
れ
な
い

と
述
べ
て

島
津
久
基
氏
は

少
な
く
と
も

類
種
の
説
話
か
ら
の
変
形
に

打
出
の
小
槌

の
形
式
を
採
る
如
意
宝
モ
チ

フ
が
含
ま
れ
て
来
た
も
の
か
と
推
考
せ
ら
れ
る＊

３

と

論
じ
て
い
る

さ
ら
に

志
田
義
秀
氏
は

朝
鮮
の
物
語
集

鬼
失
金
銀
棒

を
取
り
上
げ

こ
れ
は
正
に
前
の

瘤
取

と
同
じ
種
類
の
も
の
と
見
ら
れ
る
が

確
か
そ
の
異

な
る
点
は

一
方
が
瘤
で
一
方
が
金
銀
棒
で
あ
る
と
い
う
所

だ
と
述
べ
た
う
え
に

相
違
点
と
し
て
は

朝
鮮
の
物
語
の

打
た
れ
て
身
の
丈
が
延
び
た
と
い
ふ
に

対
し
て

金
椎
子
の
伝
説
が

抜
二

其
鼻
一

鼻
如
レ

象
而
帰

で
あ
る

＊
４

と
こ
ろ
だ
と
指
摘
し
て
い
る

以
上
の
こ
と
か
ら

韓
国
昔
話

瘤
取
爺

の
類
型
の
話
は
独
自
の
説
話
で
は
な
く

酉
陽
雜
俎

の

願
い
を
叶
え
て
く
れ
て

欲
し
い
も
の
ま
ま
出
て
来
る
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棒

を
得
る
と
い
う
説
話
の
一
の
類
型
と
し
て
伝
承
さ
れ
た
可
能
性
が
高
い
と
推
測
で
き＊

５

る

現
在
の
日
本
昔
話

打
出
の
小
槌

は
そ
こ
か
ら
変
形

発
達
し
た
も

の
と
位
置
づ
け
ら
れ
よ
う

日
本
昔
話
事
典

＊
６

に
よ
る
と

日
本
昔
話

日
本
昔
話
集
成

分
類
番
号

四
一
三

打
出
の
小
槌

話
型
の
比
較
対
象
と
し
て

韓

国
昔
話
分
類＊

７

２
６
１

三
つ
の
珠

２
７
３

不
思
議
な
瓶

を

取
り
上
げ
て

崔
仁
鶴
氏
は

そ
の
二
つ
の
類
型
と
と
も
に

４
７
５

金
の
斧
・
銀
の
斧

加
え
て
い
る＊

８

さ
ら
に

韓
国
昔
話

ト
ケ
ビ
の
棒

話
型
の
話
を

４
６
０

金
の
砧
・
銀
の
砧

に
分
類
し

比
較
対
象
と
な
る
日
本
昔
話
と
し
て

集
成

分
類
番
号

一

八
四

地
蔵
浄
土

一
八
五

鼠
浄
土

四
六
二

犬
頭
絲

を
取
り
上
げ
た

隣
の
爺

型
の
う
ち
に

鬼
の
楽
土
型

・

鼠
の
楽
土
型

・

地
藏
浄
土
型

と
い
う
亜
型
を
示
し
た

通
観

と
通
じ
る
の
で
あ
る

こ
こ
で

注
目
し
た
の
は
ト
ケ
ビ
説
話
の
出
典
と
な
る

旁
㐌
説
話

始
め

ト
ケ
ビ
の
棒

瘤
取
爺

の
類
型
の
善
良
な
主
人
公
は

み
ん
な
ト
ケ
ビ

ま
た

は
ト
ケ
ビ
の
棒

の
お
か
げ
で
裕
福
に
な
る
と
い
う
結
末
で
あ
る

第
二
章
の

表
２

に
よ
る
と

瘤
を
質
と
し
て
預
け
た
話
の
事
例
は
二
つ
の
み
だ
が

瘤
を
売

る
か
交
換
な
ど
に
よ

て
金
持
ち
に
な

た
と
い
う
事
例
は
一
五
話
も
あ
る

表
２

の

⑰
⑱
番
事
例
に
は

主
人
公
は
瘤
を
取
ら
れ
る
ほ
か

ト
ケ
ビ
の
棒
を
も

ら
う
と
あ
り

⑧
番

朝
鮮
語
読
本

の
場
合

話
の
中
に
は

ト
ケ
ビ
た
ち
は

老
人
の
瘤
を
あ

と
い
う
間
取

て
は

去

て
帰
り
ま
し
た

一
人
残

た
老

人
は
瘤
が
付
け
て
あ

た
と
こ
ろ
を
触
り
な
が
ら

ト
ケ
ビ
た
ち
が
い
て
い
た
と
こ
ろ
を
見
て
み
る
と

そ
こ
に
は

立
派
な
金
銀
や
宝
が
た
く
さ
ん
あ
り
ま
し
た

と

ト
ケ
ビ
の
棒
を
も
ら
う
と
い
う
内
容
は
見
え
な
い
が

そ
の
後

老
人
が
嬉
し
く
て
踊
り
な
が
ら
歌
う
歌
の
中
に

歌
は
良
い
も
の

歌
を
歌
え

ト
ケ
ビ
ま
で
も

踊
る
よ

歌
は
良
い
も
の

歌
を
歌
え

銀
の
棒
・
金
の
棒
は

瘤
の
代
だ
よ

と
あ
る
こ
と
か
ら

も
ら

た

宝
の
中
に
ト
ケ
ビ
の
棒
が
入

て
い
た
こ
と
が
推
測
で
き
る

日
本
昔
話

瘤
取
爺

類
話
の
場
合

表
１

の
19

20
番
事
例
に

金
の
棒
を
担

た
鬼

の
登
場
は
み
え
る
が

金
の
棒
を
も
ら

た
と
い
う
事
例
は

現

在
の
と
こ
ろ
見
当
た
ら
な
い

韓
国
の
ト
ケ
ビ
と

ト
ケ
ビ
の
棒

は
切
り
離
す
こ
と
の
で
き
な
い
関
係
で
あ
る

昔
話
や
説
話
に
出
て
来
る
ト
ケ
ビ
は

叩
く
と
何
の
願
い
も
叶
え
て
く
れ
る

ト
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ケ
ビ
棒

を
持

て
い
て

そ
れ
を
使

て
悪
い
人
間
に
罰
を
与
え
た
り

人
の
願
い
を
叶
え
て
く
れ
た
り
す
る

そ
れ
で

韓
国
昔
話
や
説
話
に
登
場
す
る
ト
ケ
ビ
と
は

ど
の
よ
う
な
存
在
な
の
だ
ろ
う
か

任
晳
宰
氏
は

韓
国
昔
話
や
説
話
の
中
に
登
場
す
る
ト
ケ
ビ
に
つ
い

て

次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る

我
国
の
説
話
の
中
に
出
て
来
る
ト
ケ
ビ
は

雨
の
日
や
夜
中

ま
た
は
暗
い
と
こ
ろ
に
よ
く
現
れ
る
も
の
で

人
間
の
力
で
は
ど
う
し

う
も
で
き
な
い
こ
と

も
や

て
く
れ
る
霊
験
な
力
を
持
つ
も
の
と
言
わ
れ
る

例
え
ば

瘤
を
痛
ま
な
い
よ
う
に
取

た
り

付
け
て

宝
物
を
限
り
な
く
持

て

願
う
も
の
な
ら

何
で
も
出
て
来
る

魔
法
の

棒
を
持

て
い
る

ま
た

食
べ
は
お
酒
を
飲
ん
で
楽
し
く
遊
ぶ
の
が
好
き
で

人
間
と
は
親
し
い
関
係
だ
が

人
に
よ
く
騙
さ

れ
る
間
抜
け
な
面
も
あ
る
存
在
と
な

て
い
る

そ
し
て

裏
切
ら
れ
た
ら
お
返
し
は
す
る
も
の
の

そ
の
報
復
の
手
段
や
方
法
は

精
巧
・
巧
み
で
も
な
く

直
截
的
で
お
愚
か
な
に
き
わ
ま
り
な
い

そ
の
た
め
か

ト
ケ
ビ
は
超
自
然
的
な
霊
験
の
力
を
持

て
い
て

人
の
願
い
を
叶
え
て
く
れ
る
も
の
の

人
は
そ
れ

を
崇
め
尊
ぶ
の
で
は
な
く

馬
鹿
に
し
て
だ
ま
そ
う
と
し
た
後

最
後
に
は
忌
み
嫌
う
対
象
と
な

て
い
る

そ
し
て

心
の
中
で
は

も
し
か
し
て
ト
ケ
ビ
が

自
分
に
害
を
与
え
る
の
で
は
な
い
か
と

心
配
す
る
の
で
あ
る

と
こ
ろ
が

ト
ケ
ビ
は
悪
逆
無
道
な
も
の
で
は
な
く

悪
意
の
な
い
純
粋
な
存
在
で
あ
る

ト

ケ
ビ
を
裏
切

た
り

被
害
を
与
え
た
り
・
ま
た
は

損
傷
・
不
正
な
ど
悪
い
こ
と
を
し
な
い
限
り

人
間
に
悪
い
こ
と
は
し
な
い

＊
９

こ
の
よ
う
に

説
話
に
登
場
す
る
ト
ケ
ビ
は

瘤
取
爺

採
録
事
例
か
ら
確
認
す
る
こ
が
で
き
る
よ
う
に

遊
ぶ
の
が
好
き
で

人
間
と
は
親
し
い
関
係
だ
が

無

邪
気
で
間
抜
け
な
面
が
あ
る
た
め

人
に
だ
ま
さ
れ
や
す
い
存
在
と
し
て
描
か
れ
て
い
る

注＊
１

山
崎
源
太
郎

朝
鮮
の
妖
怪

朝
鮮
の
奇
談
と
伝
説

ウ
ツ
ボ
ヤ
書
籍
店

一
九
二
〇
年

二
一
八
頁

＊
２

稲
田
浩
二
・
大
島
建
彦
・
川
端
豊
彦
他

日
本
昔
話
事
典

弘
文
堂

一
九
七
七
年

＊
３

島
津
久
基

瘤
取

国
民
伝
説
類
聚

大
岡
山
書
店

一
九
三
三
年

＊
４

志
田
義
秀

朝
鮮
の
物
語
集

と
日
本
の
伝
説
童
話

日
本
の
伝
説
と
童
話

大
東
出
版
社

一
九
四
一
年

二
八
一
頁
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＊
５

ク

ン
ヒ

ミ

ン

旁
㐌
説
話

モ
チ

フ
の
教
科
書
収
録
樣
相
の
研
究

語
文
学
教
育

第
二
九
巻

韓
国
語
文
教
育
学
会

二
〇
〇
四
年

一
五
一

二
〇
五
頁

ト
ケ
ビ
に
棒
を
得
る
た
め
に
行

て

鼻
の
代
わ
り
に
腕
・
脚
な
ど
身
体
の
一
部
分
が
長
く
な
る
も
す
る
の
は

旁
㐌
說
話

の

身
体
の
一
部
分
が
長
く
な

る

も
そ
く
は

変
化
が
起
き
る

と
い
う
モ
チ

フ
か
ら
で
あ
る

＊
６

稲
田
浩
二
・
大
島
建
彦
・
川
端
豊
彦
ほ
か

日
本
昔
話
事
典

弘
文
堂

一
九
七
七
年

＊
７

韓
国
分
類
番
号
に
つ
い
て
は

崔
仁
鶴

韓
国
昔
話
の
研
究

弘
文
堂

一
九
七
八
年

に
よ
る

＊
８

崔
仁
鶴
氏
は
三
つ
の
類
型
に

各
々
の
日
本
昔
話
比
較
対
象
と
し
て

次
の
よ
う
に
取
り
上
げ
て
い
る
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  資料 第二章【表1】日本昔話「瘤取爺」の採録事例一覧表

話 伝承地域 主人公 異界の存在   宴 爺の動き   瘤 歌

詞

（瘤取られ・付けられた）理由

1  青森県 三戸郡田子町 上瘤爺・下瘤爺 天狗 酒、踊り 見つけられて踊りに入る    神明様に（瘤が取れるようにと）祈る

2  青森県 三戸郡五戸町関 正直な爺・悪い爺 天狗 酒盛り 自ら踊り出る 質 上手・下手

3  岩手県 下閉伊郡岩泉町 右顔に瘤もつ爺・左顔瘤もつ爺 天狗 踊り、歌 合わせて歌う 質 ○ 上手・下手

4  岩手県 江刺市 爺・隣の婆 鬼   握り飯をやる・そば団子一つ ○ 美味い握り飯 ・握り飯がない

5  岩手県 北上市 顔に瘤のある二人の爺 丈が六尺で、赤

ら顔の鼻高い天

狗、四・ 五人

踊り、歌

（神楽）

陽気に歌って舞う・陰気 報い ○ 上手（山奥の神様に祈る）・下手

6  岩手県 紫波郡矢巾町 尻に瘤のある爺二人 馬に乗った人   屁を鳴らす・糞 屁の鳴り音が良い・無礼者

7  岩手県 遠野市 顔に瘤のある・隣の爺 天狗 踊り、歌 歌い踊る ○ 上手・鳴き声で歌う

8  岩手県 西磐井郡花泉町 額に瘤のある爺 大鬼、小鬼 踊り、歌 踊りの調子が面白くて鬼仲間に入る ○ 上手（歌って踊る）・下手（歌のみ）

9  岩手県 二戸郡    203頁 爺・隣の爺 天狗 酒盛り 自ら踊り出る 質 ○

10  岩手県 花巻町 爺・隣の爺 天狗 踊り 踊りが面白くて鬼仲間に入る 質 ○ 上手・囃しを間違う

11  岩手県 東磐井郡大東町 爺・隣の爺 鬼八匹 踊り

12  岩手県 和賀郡東和町 爺・隣の爺 狐 踊り 上手（楽師様に祈る）・泣き出す

13  岩手県 二戸市一町   79頁 正直なじさま・隣のじじ 天狗 踊り 金の斧銀の斧と混ざった型 ○ 上手・下手

14  岩手県 正直の欲の深くない爺さん・欲の

深い爺さん

鬼 酒盛り あまりにも面白くて一生懸命踊る 報い ○ 上手（宝物も貰う）・下手

15  岩手県 右ほっぺた・左ほっぺたに瘤 青鬼・赤鬼 歌・踊り 元々踊りが好きな爺さん 質 ○

16  宮城県 登米郡中田町 いい爺・欲たがい爺 青鬼・赤鬼 酒盛り 鬼に誘われて、鬼の囃しに合わして踊る 質 ○ 上手・下手

17  宮城県 栗原郡金成町 爺・隣の爺 鬼 酒盛り、 鬼の歌や踊りが面白くて笑う。 報い 上手・下手

18  宮城県 柴田郡川崎町 踊り好きな爺・隣の爺 天狗四人 酒盛り 鬼に誘われる 報い ○ 上手・囃しを間違う

19  宮城県 登米郡南方町 一太郎（こぶいち）・ふざけ者の

若者

金棒を担いた鬼   神に祈る・わざと瘤を付けて鬼の所へ行く 叶う 神様の命令

20  宮城県 登米郡迫町新田 一太郎（こぶえず）・ふざけ者の

若者

金棒を担いた鬼   神に祈る・わざと瘤を付けて鬼の所へ行く 叶う 神様の命令

21  秋田県 由利郡鳥海町猿倉 伝兵衛ジイ様・隣の爺 天狗 酒盛り 質 ○ 約束を守る（ 山王様に祈る）・忘れる

22  秋田県 仙北郡南外村 爺・隣の爺 鬼 踊り、歌 清水の観音様に祈る 報い ○ 上手・怖くて踊れない
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23  秋田県 ほっぺたに瘤持つ二人の爺 天狗 踊り 報い ○ 上手（神に祈る）・下手

24  山形県 米沢市窪田 働き爺・意地悪い怠け爺 青鬼・赤鬼 酒盛り 面白くなってきて仲間に入る 質 上手・下手

25  山形県 上山市楢下 踊りうまい爺・欲深く意地悪い爺 青鬼・赤鬼 酒盛り 元々踊り上手だったので楽しく踊る 質 ○ 上手・下手

26  山形県 新庄市 酒と踊りのすきな善平爺・隣の欲

平爺

鼠 酒盛り 鬼仲間に入り踊る 報い 上手（大判小判）・猫の泣きまね（三つ四つの

瘤付けられる）

27  山形県 新庄市 ほっぺたに瘤持つ正直なまめ爺・

隣の爺

貉 酒盛り あんまりに面白そうに踊るから仲間に入る 質 上手・下手

28  山形県 新庄市 まめ爺・へやみ（怠け）爺 天狗 踊り 面白くなってきて仲間に入る 質 ○ 上手・下手

29  山形県 西田市広野字福岡 右頬に瘤・左頬に瘤持つ爺 天狗 酒盛り 元々歌の上手な爺 報い ○ 上手（薬師様に祈る）・下手

30  山形県 よい爺さん・悪い爺さん 青鬼・赤鬼 酒盛り 踊りが好きで踊ってみたいと思って 質 ○ 上手・下手

31  山形県 新庄市小月野 小僧・えらがの小僧 むじな七匹 歌い踊る 仲間に入り踊る 質 ○ 上手（権現様に祈る）・調子悪くて歌詞間違い

32  山形県 新庄市蛇塚 爺・隣の爺 天狗 歌 一緒に踊らせる 質 ○ 上手（お不動に祈る）・下手

33  山形県 西置腸郡飯豊町大平 （踊り好きな）爺・ 隣の爺 狐 踊る 踊り好きで仲間に入る 質 上手（山の神様に祈る）・下手

34  山形県西置腸郡飯豊町中津川 爺・隣の爺 鬼 踊り 踊りにはまって仲間に入る ほうび 上手・下手

35  山形県 西置腸郡小国町 正直な爺・欲ふかなじさ 天狗二人 酒盛り 踊り場が面白くて仲間に入る 質 ○

36  山形県西置腸郡小国町大石沢 右ほっぺた・左頬っぺたに瘤 鬼 酒盛り 元々踊りの好き 質 上手・下手

37  山形県 西置腸郡白鷹町折居 こぶのじいさん・隣の瘤じいさん 鬼 酒盛り 元々歌も踊りも好き 質 上手・下手

38  山形県西村山郡大江町市之沢 爺・隣の爺 鬼 ばくち 言われた通りに鶏の鳴き真似 報い   上手・下手

39  山形県東置腸郡高畠町糠野目 正直な爺と婆・意地悪い爺と婆 赤鬼・青鬼   鬼に踊りを教える 質 ○ 上手・下手

40  山形県 東田川郡余目町栄 右頬に瘤ある良い爺・左頬に瘤あ

る悪い爺

化け物 歌・踊り 自ら仲間に入り踊る 報い ○ 上手・下手

41  山形県 最上郡真屋川町 踊りすきで正直な爺・心の悪い爺 化け物 歌 自ら仲間に入り踊る 質 ○ 上手・下手

42  山形県 最上郡真屋川町及位 爺 鬼 踊り、歌 踊りに加わる お礼参りする（裏山の地蔵に祈る）

43  山形県最上郡最上町笹森関所 マメ爺・ヘヤミ爺 天狗 踊り、歌 歌って踊り出る 質 ○ 上手・下手

44  山形県 米沢市塩井町   正直じいさん・欲ふかじいさん 猿 踊り 猿に見つけられて踊りに入る 上手・下手

45  福島県 大沼郡金山町大塩 よい爺・意地悪い爺 鬼 酒盛り・

博打

鬼に見つけられて踊りに入る 質 上手・下手

46  福島県 岩瀬郡天栄村 爺・欲深い隣 鬼 酒盛り 自ら歌い始める 報い ○ 上手（銭金も貰う）・屁が出てしまう

47  福島県 耶麻郡猪苗代町 正直な爺・意地悪い爺 天狗三人 酒盛り 舞い手揃いとして踊ってやる・舞い手揃いな

のに入って踊る

お礼 ○ 上手（神に祈る）・下手
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48  福島県 平田村小平真弓 正直な爺・欲深い爺 鬼 踊り 面白くなってきて仲間に入る 報い 上手・下手

49  福島県 いわき市 左の頬・右の頬に瘤もつ爺 鬼 酒盛り 自ら歌い始める 質 上手・下手

50  福島県 大沼郡金山町小栗山 よい爺・意地悪い爺 鬼   困っている鬼を助ける 恩返し 金も貰う・へまをして金も貰えない

51  福島県 郡山市湖南町三代 正直な爺・欲深い爺 鬼 酒盛り 自ら仲間に入り踊る 質 上手（金も貰う）・下手

52  福島県 郡山市湖南町三代 爺・隣の爺 鬼 酒盛り 自ら仲間に入り踊る 質 上手・下手

53  福島県 須賀川市猪森 爺・隣の爺 猪 踊り 自ら踊りに加わる 報い 上手・下手

54  福島県 田村郡舟引町春山 爺・隣の爺 鬼 踊り 見つけられて踊りに入る ほうび 上手・下手

55  福島県 東白川郡川上 爺・隣の爺 鬼 踊り 踊り加わり上手に踊る 質 上手・下手

56  福島県南会津郡檜枝岐村居平 瘤八郎佐衛門 天狗三人 踊り、歌 舞い手揃いとして踊ってやる お礼 ○ 上手（神様に祈る）・下手

57  福島県 耶麻郡山都町一ノ木 爺・隣の爺 鬼 踊り 踊りが下手な鬼に、上手な踊りを見せてやる 報い 上手・下手

58  福島県 山都町 頬っぺたに瘤・片っぽどこに瘤 鬼 酒盛り 踊りがとっても好きで仲間に入る 質 上手・下手

59  群馬県 利根郡新治村須川 歌と踊りすきな爺・隣の爺 青鬼・赤鬼 酒盛り 歌と踊りが好き 質 ○ 上手・下手

60  群馬県 伊根郡片品村菅沼 正直な気持ちのいい爺・底意地の

悪いような爺

青鬼・赤鬼 酒盛り 踊りが好きで鬼の仲間に飛び出して踊る 質   上手・下手

61  群馬県 利根郡新治村 木こりのお爺さん 天狗 酒盛り もとより踊りの好きなおじいさん 質 ○ 上手・下手

62  群馬県 利根水上町藤原 よい爺・悪い爺 鬼 ばくち 鬼との博打に負けて瘤を取られる （博打に）負ける・勝つ

63  千葉県 市川市北国分 踊りすきな爺・欲ばり爺 鬼 酒盛り 自ら仲間に交じって踊り出す 土産に 上手・下手

64  埼玉県 入間郡越生町 よい爺・悪い爺 笠、古大根、唐

傘、蓑

踊り・歌 笠、古大根、唐傘、蓑からの調子に合わせて

踊る

報い ○ 上手・下手

65  埼玉県 川越地方 左頬っぺたに瘤・悪いお爺さん 鬼 酒盛り 元々踊りが好き 質 上手・下手

66  埼玉県 比企郡小川町相生町 爺 天狗 踊り、歌 誘われて踊る 質 ○ 上手

67  埼玉県 深谷市石塚 爺・隣の爺 鬼 踊り 面白そうだから一緒に踊る 質 上手・下手

68  千葉県 安房郡三芳村上滝田 良い爺・悪い爺 鬼 踊り 自ら仲間に入り踊る 報い   上手・下手

69  千葉県 安房郡三芳村千代 爺さん・一人の爺 鬼 宴会 面白くなってきて仲間に入る 質   上手・下手

70  千葉県 安房郡三芳村三坂 爺さん・一人の爺 鬼 宴会 面白くなってきて仲間に入る 質   上手・下手

71  新潟県 北蒲原郡   右・左ほっぺたに瘤持つ爺 青鬼・赤鬼 酒盛り 元々踊り上手で、踊りたくて仲間に入る 質   上手・下手

72  新潟県 長岡市今井町 右・左ほっぺたに瘤持つ 爺 鬼 酒盛り 元々踊りが好きで上手であった爺さん 質   上手・下手

73  新潟県 右ほっぺた・左ほっぺたに瘤持つ

悪い爺

鬼 酒盛り 鬼から誘われる 質   上手・下手

74  富山県 小矢部市埴生 爺・隣の爺 天狗 踊り、歌 自ら仲間に入り踊る 報い ○ 上手・下手
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75  富山県射水郡小杉町黒河〈1〉 よく仕事する爺・隣の横着爺 山の者   山の者に瘤を取ってくれと頼む 叶う 取ってくれる・取ってくれない

76  富山県射水郡小杉町黒河〈2〉 よい爺・悪い爺 鬼 踊り 一緒に踊る 質 上手・踊らない

77  中野県 下伊郡郡清内路村 踊り好きで正直な爺・欲深い爺 天狗 踊り、歌 自ら仲間に入り踊る 質 ○ 上手・下手

78  長野県 顔に瘤持つ二人の爺 狐 踊り、歌 一緒に歌い踊る 報い ○ 上手・下手

79  山梨県北巨摩郡白州町台ヶ原 よい爺・悪い爺 鬼 踊り 踊りを踊らせる 上手・下手

80  山梨県西八代郡市川大門新町 爺・隣の爺 鬼 踊り 鬼から誘われて踊る 報い 上手・下手

81  静岡県 浜名市芳川市 爺・意地悪い爺 鬼 酒盛り 自ら仲間に入り踊って見せる 質 上手・下手

82  岐阜県 郡上郡 踊り好きな小衛門さ 天狗 踊り 我を忘れて踊る 質 ○ 上手

83  静岡県 田方郡中伊豆町 爺・隣の爺 鬼 踊り とっても踊りが好きなお爺さん お礼 上手・下手

84  京都府 与謝郡岩滝町弓水 正直なええ爺・性の悪い爺さん 取り   鳥が教えた水を飲む ○ 水を飲むと瘤が取れる・両方に瘤できる

85  京都府 中郡大宮町大野 爺・欲な爺 鬼 踊り 弁当を求める鬼に、代わりに踊りを見せる 報い 上手・下手

86  和歌山県伊都郡高野町杖ヶ籔 踊り好きな爺・隣の爺 鬼 踊り 自ら一緒になって踊り出す 質 上手・下手

87  兵庫県 美方郡美方町貫田 右頬に瘤もつ爺・左頬瘤もつ爺 鬼四、五人 酒盛り 元々踊りが好き 質 上手・下手

88  兵庫県 朝来郡和田山町寺内 踊り好きなよい爺・悪い爺 鬼 酒盛り 浮かれて一緒に踊る 質 上手・下手

89  兵庫県 津名郡五色町鮎原 ええ爺・悪い爺 鬼 酒盛り 願いを聞かれると、瘤を取ってくれと注文 土産に 上手・下手

90  兵庫県 養父郡大屋町 爺・隣の爺 天狗三人 踊り、歌 自ら入って踊る 質 ○ 上手・下手

91  鳥取県 東伯郡関金町明高 爺・欲張り爺 青・赤・黄なが

ら黒い鬼

酒盛り 見つけられて踊らせる（願いを聞かれると瘤

を取って欲しいと言う）

褒美   上手・下手

92  鳥取県 岩美郡岩美町田後 爺・欲張り爺 鬼 酒盛り 見つけられて踊らせる 報い   上手（小判も貰う）・下手

93  鳥取県 日野郡日南町神福 踊り好きな爺・隣の爺 天狗 踊り 浮かれて踊り出す 質   上手・下手

94  鳥取県 東伯郡赤碕町篦津 爺・隣の爺 鼠 遊び 一緒に遊ぶ    鼠に弁当をやる・何もやらない

95  鳥取県 東伯郡東伯町 爺・隣の爺 鬼三人 踊り 自ら入って踊る 質 上手・下手

96  鳥取県 西伯郡伯耆町    左の頬っぺた（心のいい爺）・右

の頬っぺたに瘤（意地悪い爺）

鬼 踊り・歌 歌も踊りも好きで上手 質 上手・下手

97  島根県仁多郡横田町大呂〈1〉 爺・隣の爺 天狗三人ほど 踊り、歌 自ら入って踊る 報い ○ 上手・下手

98  島根県 大田市静間町垂水 よい爺・悪い爺 鬼 踊り 元々踊りが上手な爺さん ほうび 上手・下手

99  島根県 大田市高山町下才坂 よい爺・悪い爺 鬼 踊り 自ら入って踊る 報い ○ 上手・下手

100  島根県 大田市山口町山口 よい爺・隣の爺 鬼 踊り 自ら入って踊る 質 上手・下手

101  島根県 邑智郡大和村響谷 爺・隣の爺 鬼 踊り 面白くなって一緒に踊る ほうび 上手・下手

102  島根県 邑智郡大和村都賀行 踊り好きな爺・隣の爺 鬼 踊り 元々踊りが好き 質 上手・下手
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103  島根県 邑智郡大和村宮内 いい爺・悪い爺 鬼 酒盛り 思わず仲間に入って踊る 質 上手・下手

104  島根県 大原郡木次町東日登 踊りが上手でいい爺・悪い爺 鬼 酒盛り 浮かれて踊り出す 上手・下手

105  島根県 隠岐郡布施村飯美 右に瘤持つ爺・隣の爺 鬼 酒盛り いい気持ちになって踊り出す 質 上手・下手

106  島根県 江津市 爺・隣の爺 鬼 酒盛り 面白くて踊り出す 質 上手・下手

107  島根県仁多郡横田町大呂〈2〉 爺・隣の爺 天狗 踊り、歌 面白くて踊り出す ○ 上手・下手

108  島根県 美濃郡匹見町植地 いい爺・隣の爺 鬼 踊り 面白くて踊り出す 土産に  上手・下手

109  島根県 美濃郡匹見町臼木谷 爺・隣の爺 殿様   祈る 叶う   殿様が取ってくれる・付けられる

110  島根県 美濃郡匹見町下道川 爺・隣の爺 神様 歌 仕事しながら歌う 報い   上手（神様に祈る）・下手

111  島根県 美濃郡匹見町山根上 正直な分の爺・欲の深い爺さん 鬼 踊り 舞を舞うことが一番得意だと見せてやる お礼   上手・下手

112  島根県 美濃郡匹見町澄川 爺・隣の爺 鬼 踊り 踊りを見せてやる お礼 上手・下手

113  島根県 波多   爺・隣の爺 赤鬼・青鬼・黒

鬼

酒盛り 踊りも歌も好きな爺 質 上手・下手

114  島根県 波多   爺・隣の爺 ねずみ 踊り 踊ってみせてと頼まれる 報い 上手・下手

115  岡山県 阿哲郡哲西町生木 正直な爺・意地悪い爺 鬼 酒盛り 歌と踊りが大好きだったので、一緒に踊りた

いと声かける

報い 鬼の宝物を置いたままに帰る・持って帰る

116  岡山県 小田郡矢掛町牛角 爺・隣の爺 鬼 踊り 踊りを望まれて踊る 質 上手・下手

117  岡山県小田郡矢掛町美川寺原 いい爺・悪い爺 鬼 踊り 面白くて踊り出す 質 上手・下手

118  岡山県 川上郡備中町目尾 踊りと酒好きないい爺・悪い爺 天狗 宴会 自ら踊り出る 質 上手（宝の小箱も貰う）・下手

119  岡山県苫田郡上斎原村赤和瀬 爺・隣の爺 鬼 踊る 自ら踊り出る 上手・下手

120  岡山県 備前市三石渡瀬 爺・隣の爺 小人 酒盛り 歌につられて一緒に踊る 質 上手・下手

121  岡山県 勝田郡奈義町滝本 爺・隣の爺 鬼 酒盛り 手を叩いて騒ぐ鬼を助ける 土産に 鬼を助ける・何もせずに土産を求める

122  岡山県 勝田郡阿波村大畑 爺・隣の爺 鬼 踊り 自ら踊り出る 上手・下手

123  広島県 神石郡神石町 神楽好きな爺・隣の爺 天狗 神楽、歌 自ら神楽を舞う 質 ○ 上手・下手

124  広島県 佐伯郡湯来町水内 頬っぺたに瘤持つよい爺・悪い爺 赤鬼、青鬼 酒盛り 一緒に踊り出す 質 上手・下手

125  広島県 東広島市高屋町 善い爺・悪い爺 鬼 酒盛り いつの間にやら一緒に踊り出す 褒美に 上手・下手

126  広島県 山県郡大朝町大朝 爺・よその爺 赤鬼、青鬼 相撲 「赤勝て、青勝て」と言い、夢中に見る 報い 度胸の良い爺と瘤を取ってやる・下手

127  広島県 山県郡千代田町 いい爺・悪い爺 赤鬼、青鬼 酒盛り 仕事しながら歌う 報い ○ 上手・下手

128  愛媛県 八幡浜市日土町今出 踊りが好きで優しい爺・欲ばり爺 鬼 踊り 元々踊りが好きだったので、一緒に踊る 質 ○ 上手・下手

129  愛媛県 北宇和郡三間町戸鷹 踊りが好きな爺・隣の爺 鬼 酒盛り 恐ろしさも忘れて踊り出す 質 上手・下手

130  佐賀県 神埼郡東背振村辛上 爺・隣の爺 鬼 踊り 思わず知らずに踊り出す 質 上手・下手
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131  大分県 宇佐市 爺・隣の爺 鬼 神楽 一緒に神楽を舞う 質 上手・下手

132  大分県 竹田市 爺・悪い爺 赤鬼、青鬼 酒盛り 下手な鬼の踊りに笑うと、踊らせる 褒美に 上手・下手

133  佐賀県 某地 爺・隣の爺 鬼 酒盛り 上手に踊って見せる 質 上手（宝物）・下手（酒の肴に食われる）

134  佐賀県 神埼郡神埼町 踊り好きな爺・隣の爺 鬼 踊り 元々踊り好き 質 上手・下手

135  佐賀県 神埼郡千代田町来島 爺・隣の爺 鬼 踊り 一緒に踊る 報い 上手・下手

136  佐賀県 佐賀郡川副町新町 爺・悪い爺 鬼 浮立打つ 爺も浮立打って出る 上手・昨日だまされたと瘤を付ける

137  大分県 臼杵市 爺・隣の爺 天狗 踊り、歌 返し歌を歌うと踊りに誘われる 質 ○ 上手・下手

138  熊本県 球磨地方 踊り好きな爺・隣の爺 三人天狗 踊り 気軽く踊り好きだったので飛び出して踊る 報い ○ 上手・下手

139  熊本県 天草郡苓北町志岐上

津深江

頬にこぶをつけた二人の爺さま 恐ろしい風体を

した者たち

酒盛り 下手な鬼の踊りに笑うと、踊らせる 質 手陽気で上手に踊る・陰気で歌も踊りもできな

い

140  熊本県 玉名郡菊水町浦野谷 右瘤爺・左瘤爺 三人の天狗 踊り、歌 面白くて飛び出して踊る 質 ○ 上手・下手

141  鹿児島 県川辺郡大浦町永田 爺・もう一人の爺 赤鬼、青鬼 酒盛り 元々踊りが上手 報い 上手・下手

142  鹿児島 県大島郡大和村大棚 漁師・後半なし 妖怪   瘤があると、魚がよく取れると嘘を言う 嘘がばれる

143  石川県 金沢市荒山 正直な爺・意地の悪い爺 鬼 踊り、歌 握り飯をやって踊る 質 ○ 上手・下手

144  愛知県 吉良町小山田 優しい爺・後半なし 鼻の長い天狗 天狗が気の毒だと瘤を取ってくれる

145  香川県 小豆郡土圧町長浜 ええお爺さん・悪いお爺さん ねずみ 踊り 瘤を取ってくれと頼む 報い 上手・下手

146  香川県 二人の爺 鬼

147  不明 顔に瘤のある正直な瘤八郎左エ

門・めっくら長左エ門

天狗」 踊る 天狗に瘤を取ってくれと頼む（人数揃いで一

緒に楽しく襲る）

報い ○ 上手（人数揃いで一緒に楽しく襲る）・下手

（人数揃いなのに入って邪魔する）
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資
料

第
二
章

表
１

日
本
昔
話

瘤
取
爺

類
話
一
覧
表

の
採
録
事
例

1

169
瘤
取
爺

稲
田
浩
二
・
小
澤
俊
夫

日
本
昔
話
通
観
第
２
巻
青
森

同
朋
舎
出
版

一
九
八
二
年

三
二
二
頁

2

瘤
取
爺

能
田
多
代
子

日
本
の
昔
話
７

手

き
り
姉
さ
ま

五
戸
の
昔
話

未
来
社

一
九
五
八
年

四
六
頁
／

瘤
取
り
爺
さ
ま

川
合
勇
太
朗

青
森
県
の

昔
話

津
軽
書
房

一
九
七
二
年

三
〇
五
頁

3

114

こ
ぶ
取
り
爺
さ
ん
の
岩
泉
が
た
り

稲
田
浩
二
・
小
澤
俊
夫

日
本
昔
話
通
観
第
３
巻
岩
手

同
朋
舎
出
版

一
九
八
五
年

二
二
三
頁

4

瘤
取
り
爺
の
話

佐
々
木
喜
善

江
刺
郡
昔
話

郷
土
研
究
社

一
九
二
二
年

二
五
頁

5

六
七
番

瘤
取
り
爺
々

そ
の
一

佐
々
木
喜
善

聴
耳
草
紙

筑
摩
叢
書
28

筑
摩
書
房

一
九
六
四
年

一
一
九
頁
／

瘤
取
り
爺
々
の
話

佐
々
木
喜

農

民
俚
譚

一
誠
社

一
九
三
四
年

五
頁
／

こ
ぶ
と
り
爺
さ
ん

関
敬
吾

こ
ぶ
と
り
爺
さ
ん
・
か
ち
か
ち
山

岩
波
書
店

一
九
五
六
年

九
〇
頁
／

こ
ぶ
と
り

爺

稲
田
浩
二
・
稲
田
和
子

日
本
昔
話100
選

講
談
社

一
九
九
六
年

一
三
九
頁

6

114

こ
ぶ
取
り
爺

類
話
３

稲
田
浩
二
・
小
澤
俊
夫

日
本
昔
話
通
観
第
３
巻
岩
手

同
朋
舎
出
版

一
九
八
五
年

二
二
四
頁

7

100

番

瘤
取
爺

佐
々
木
喜
善

老
媼
夜
譚

郷
土
研
究
社
第
二
叢
書

郷
土
研
究
社

一
九
二
七
年

三
一
九
頁

8

六
七
番

瘤
取
り
爺
々

そ
の
二

佐
々
木
喜
善

聴
耳
草
紙

筑
摩
叢
書
28

筑
摩
書
房

一
九
六
四
年

一
二
一
頁

9

45

こ
ぶ
と
り
爺

丸
山
久
子
・
佐
藤
良
裕

昔
話
研
究
資
料
叢
書
９

陸
奥
二
戸
の
昔
話

三
弥
井
書
店

一
九
七
三
年

二
〇
八
頁

10

こ
ぶ
と
り
爺

平
野
直

す
ね
こ
・
た
ん
ぱ
こ

銀
河
社

一
九
七
六
年

一
八
七
頁

11

114

こ
ぶ
取
り
爺

類
話
８

稲
田
浩
二
・
小
澤
俊
夫

日
本
昔
話
通
観
第
３
巻
岩
手

同
朋
舎
出
版

一
九
八
五
年

二
二
五
頁

12

114

こ
ぶ
取
り
爺

類
話
９

同
右

二
二
五
頁

13

４

こ
ぶ
と
り
爺

丸
山
久
子
・
佐
藤
良
裕
共
編

昔
話
研
究
資
料
叢
書
９
陸
奥
二
戸
の
昔
話

三
弥
井
書
店

一
九
七
三
年

七
九
頁

14

29

瘤
取
爺

国
学
院
大
学
民
俗
文
学
研
究
会

岩
手
県
南
昔
話
集

伝
承
文
芸

第
六
号

国
学
院
大
学
民
俗
文
学
研
究
会

一
九
六
八
年

四
六
頁

15

105

こ
ぶ
取
り
爺

佐
々
木
徳
夫

遠
野
の
昔
話

笹
焼
蕪
四
朗

ぎ

う
せ
い

一
九
九
〇
年

二
六
〇
頁

16

73

こ
ぶ
取
り
爺

稲
田
浩
二
・
小
澤
俊
夫

日
本
昔
話
通
観
第
４
巻
宮
城

同
朋
舎
出
版

一
九
八
二
年

一
六
一
頁
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17

73

こ
ぶ
取
り
爺

類
話
１

稲
田
浩
二
・
小
澤
俊
夫

日
本
昔
話
通
観
第
４
巻
宮
城

同
朋
舎
出
版

一
九
八
二
年

一
六
二
頁

18

五
九

瘤
取
り
爺

佐
々
木
徳
夫

全
国
昔
話
資
料
集
成
29

陸
前
昔
話
集

岩
崎
美
術
社

一
九
七
八
年

一
七
四
頁

19

こ
ぶ
と
り
爺
さ
ん

佐
々
木
徳
夫

日
本
の
昔
話
13

む
が
す
む
が
す
あ

と
ご
ぬ

未
来
社

一
九
六
九
年

一
六
一
頁

20

73

こ
ぶ
取
り
爺

類
話
４

稲
田
浩
二
・
小
澤
俊
夫

日
本
昔
話
通
観
第
４
巻
宮
城

同
朋
舎
出
版

一
九
八
二
年

一
六
三
頁

21

23

こ
ぶ
取
爺

秋
田
県
立
博
物
館
編

民
俗
部
門
収
蔵
資
料
集
第
一
集

秋
田
の
昔
話

秋
田
県
立
博
物
館

一
九
七
七
年

二
六
頁
／

178

こ
ぶ
取
り
爺

稲
田
浩
二
・
小
澤
俊
夫

日
本
昔
話
通
観
第
５
巻
秋
田

同
朋
舎
出
版

一
九
八
二
年

三
九
九
頁

22

五
五

こ
ぶ
と
り
爺
さ
ん

今
村
義
孝
・
今
村
泰
子

日
本
の
昔
話
９

秋
田
む
が
し
こ

未
来
社

一
九
五
九
年

一
四
〇
頁

23

瘤
取
り
爺

野
村
純
一
・
畠
山
忠
男

話
の
三
番
叟

秋
田
の
昔
話

桜
楓
社

一
九
七
七
年

一
五
八
頁

24

70

こ
ぶ
取
り
爺
さ
ん

稲
田
浩
二
・
小
澤
俊
夫

日
本
昔
話
通
観
第
６
巻
山
形

同
朋
舎
出
版

一
九
八
六
年

一
四
〇
頁

25

133

こ
ぶ
と
り

武
田
正

佐
藤
家
の
昔
話

桜
楓
社

一
九
八
二
年

二
二
六
頁

26

70

こ
ぶ
取
り

類
話
２

稲
田
浩
二
・
小
澤
俊
夫

日
本
昔
話
通
観
第
６
巻
山
形

同
朋
舎
出
版

一
九
八
六
年

一
四
二
頁

27

76

瘤
取
爺

野
村
純
一
・
野
村
敬
子

雀
の
仇
討

東
北
出
版
企
画

一
九
七
六
年

三
三
八
頁

28

77

瘤
取
爺

八
天
狗

野
村
純
一
・
野
村
敬
子

雀
の
仇
討

東
北
出
版
企
画

一
九
七
六
年

三
四
二
頁

29

74

瘤
取
り
爺

石
川
純
一
郎

酒
田
の
昔
話

鶴
岡
印
刷
社

一
九
七
六
年

一
九
六

一
九
八
頁

30

瘤
取
り
爺
の
む
が
し

野
村
敬
子

資
料
昔
話

真
屋
川
の
昔
話

鮭
の
大
助

桜
楓
社

一
九
八
三
年

一
五
四
頁

31

17

シ
ツ
ペ
エ
太
郎

大
友
儀
助
採
話
集

新
庄
の
む
か
し
ば
な
し

新
庄
市
教
育
委
員
会

一
九
七
一
年

八
五
頁

32

８

こ
ぶ
と
り
爺
様

同
右

二
七
二
頁

33

52

こ
ぶ
と
り

武
田
正

昔
話
研
究
資
料
叢
書
10

飯
豊
山
麓
の
昔
話

三
弥
井
書
店

一
九
七
三
年

二
二
七
頁
／

こ
ぶ
取
り
爺

武
田
正

日
本
の
昔
話

４

羽
前
の
昔
話

日
本
放
送
出
版
協
会

一
九
七
三
年

三
六
頁
／

こ
ぶ
と
り

武
田
正

日
本
民
話
炉
端
で
き
い
た
昔

講
談
社

一
九
七
四
年

二
三
四
頁

34

66

こ
ぶ
と
り

武
田
正

飯
豊
山
麓
中
津
川
昔
話
集

下

山
形
短
期
大
学
民
話
研
究
セ
ン
タ

二
〇
〇
九
年

五
〇
頁
／

51

こ
ぶ
と
り

類
話
１

武
田
正

昔
話
研
究
資
料
叢
書
10

飯
豊
山
麓
の
昔
話

三
弥
井
書
店

一
九
七
三
年

二
二
六
頁
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35

９

こ
ぶ
と
り

武
田
正

行
け
ざ
ん
ざ
ん

小
国
昔
話
集

山
形
短
期
大
学
民
話
研
究
セ
ン
タ

一
九
七
六
年

二
六
頁

36

51

こ
ぶ
と
り

武
田
正

昔
話
研
究
資
料
叢
書
10

飯
豊
山
麓
の
昔
話

三
弥
井
書
店

一
九
七
三
年

二
二
四
頁
／

29

こ
ぶ
と
り

武
田
正

お
杉
お
玉

小
国
町
昔
話
集

山
形
短
期
大
学
民
話
研
究
セ
ン
タ

二
〇
〇
八
年

六
五
頁

37

17

こ
ぶ
と
り

武
田
正

牛
方
と
山
姥

海
老
名
ち

う
昔
話
集

海
老
名
正
三

一
九
七
〇
年

二
二
二
頁
／

51.

こ
ぶ
と
り

類
話
３

武
田
正

昔

話
研
究
資
料
叢
書
10

飯
豊
山
麓
の
昔
話

三
弥
井
書
店

一
九
七
三
年

二
二
六
頁

38

70

こ
ぶ
取
り

類
話
10

稲
田
浩
二
・
小
澤
俊
夫

日
本
昔
話
通
観
第
６
巻
山
形

同
朋
舎
出
版

一
九
八
六
年

一
四
四
頁

39

こ
ぶ
と
り

武
田
正

日
本
の
昔
話
４

羽
前
の
昔
話

日
本
放
送
出
版
協
会

一
九
七
三
年

一
五
三
頁
／

51

こ
ぶ
と
り

類
話
２

武
田
正

昔
話
研
究

資
料
叢
書
10
飯
豊
山
麓
の
昔
話

三
弥
井
書
店

一
九
七
三
年

二
二
七
頁

40

70

こ
ぶ
取
り

類
話
13

稲
田
浩
二
・
小
澤
俊
夫

日
本
昔
話
通
観
第
６
巻
山
形

同
朋
舎
出
版

一
九
八
六
年

一
四
四
頁

41

瘤
取
り

民
間
伝
承
の
会
編

昔
話
研
究

第
二
巻
四
号

三
元
社

一
九
三
六
年

四
二
頁

復
刻
版

昔
話
研
究

第
三
巻

岩
崎
美
術
社

一
九
八
〇
年

七
六
二
頁

42

70

こ
ぶ
取
り

類
話
15

稲
田
浩
二
・
小
澤
俊
夫

日
本
昔
話
通
観
第
６
巻
山
形

同
朋
舎
出
版

一
九
八
六
年

一
四
五
頁

43

六
四

コ
ブ
持
ち
爺

佐
藤
義
則

全
国
昔
話
資
料
集
成
１

羽
前
小
国
昔
話
集

岩
崎
美
術
社

一
九
七
四
年

一
三
四
頁

44

13

こ
ぶ
と
り

武
田
正

米
沢
市
塩
井
の
昔
話

付
米
沢
市
田
沢
の
昔
話
と
伝
説

山
形
短
期
大
学
民
話
研
究
セ
ン
タ

二
〇
〇
六
年

二
二
頁

45

30

地
蔵
浄
土

こ
ぶ
取
り
爺

稲
田
浩
二
・
小
澤
俊
夫

日
本
昔
話
通
観
第
７
巻
福
島

同
朋
舎
出
版

一
九
八
五
年

八
九
頁

46

30

地
蔵
浄
土

こ
ぶ
取
り
爺

類
話
１

同
右

八
九
頁

47

83

こ
ぶ
と
り
爺
さ
ん

同
右

二
一
七
頁

48

瘤
取
り
爺

東
洋
大
学
民
俗
研
究
会

小
平
の
民
俗

福
島
県
石
川
郡
平
田
村
旧
小
平
村

昭
和
四
九
年
度
調
査
報
告

東
洋
大
学
民
俗
研
究
会

一
九
七
五
年

二

七
〇
頁

49

四
一

瘤
と
り
爺
さ
ん

岩
崎
敏
夫
・
柳
田
国
男

日
本
昔
話
記
録
３

福
島
県
磐
城
地
方
昔
話
集

三
省
堂

一
九
七
四
年

新

四
八
頁

旧

五
〇
頁

50

こ
ぶ
取
り
爺

京
都
女
子
大
学
説
話
文
学
研
究
会

日
本
昔
話
通
観
編
集
委
員
会
編

金
山
町
の
昔
話

金
山
町
教
育
委
員
会

一
九
八
二
年

五
四
頁
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51

こ
ぶ
取
爺

東
京
女
子
大
学
度
郷
土
調
査
団
口
承
文
芸
班
編

猪
苗
代
湖
南
町
三
代
の
昔
話

東
京
女
子
大
学
度
郷
土
調
査
団

一
九
七
〇
年

二
六
頁

52

こ
ぶ
取
爺

東
京
女
子
大
学
史
学
科
郷
土
調
査
団
編

猪
苗
代
湖
南
の
民
俗

福
島
県
郡
山
市
湖
南
町
三
代

昭
和
四
四
年
団
調
査
報
告

東
京
女
子
大
学
文
理
学
部

史
学
科
民
俗
調
査
団

一
九
七
〇
年

一
二
四
頁

53

こ
ぶ
取
り
爺

西
郊
民
俗
談
話
会
編

大
栗
・
狸
森
の
民
俗

福
島
県
須
賀
川
市
大
栗
・
狸
森

西
郊
民
俗
談
話
会

一
九
七
六
年

二
七
二
頁

54

こ
ぶ
取
爺

船
引
町
教
育
委
員
会
編

ふ
ね
ひ
き
の
ざ

と
昔

船
引
町
教
育
委
員
会

一
九
八
〇
年

一
二
三
頁

55

こ
ぶ
取
り
爺

東
京
女
子
大
学
度
郷
土
調
査
団
口
承
文
芸
班
編

奥
州
東
白
川
の
民
俗

福
島
県
東
白
川
郡
塙
町
大
字
川

上

東
京
女
子
大
学
史
学
科

一
九
七
一

年

三
〇
頁

56

瘤
取
爺

石
川
純
一
郎

河
童
火
や
ろ
う

福
島
昔
話

桜
楓
社

一
九
七
二
年

一
四
七
頁

57

こ
ぶ
取
爺

会
津
・
山
都
の
民
話
編
集
委
員
会
編

民
話
叢
書
３
会
津
・
山
都
の
民
話

民
話
と
文
学
の
会

一
九
七
九
年

七
二
頁

58

88

瘤
取
爺

臼
田
甚
五
郎
監
修

会
津
百
話

国
学
院
大
学
説
話
研
究
会
編

桜
楓
社

一
九
七
七
年

一
七
二
頁

59

こ
ぶ
と
り

須
藤
澄
子

お
ば
あ
や
ん
の
昔
話

細
川
に
き
の
む
か
し
ば
な
し(

群
馬
県
利
根
郡
新
治
村
須
川
郷)

煥
乎
堂

一
九
八
〇
年

一
四
〇
頁

60

59

瘤
取
爺

柾
谷
明

金
の
瓜

上
州
・
利
根
の
昔
話

桜
楓
社

一
九
七
三
年

一
六
五
頁

61

二
四

瘤
取
り

上
野
勇

全
国
昔
話
資
料
集
成
13

利
根
昔
話
集

岩
崎
美
術
社

一
九
七
五
年

六
四
頁

62

81

こ
ぶ
取
り
爺

類
話
５

稲
田
浩
二
・
小
澤
俊
夫

日
本
昔
話
通
観
第
８
巻
栃
木
・
群
馬

同
朋
舎
出
版

一
九
八
六
年

二
〇
六
頁

63

こ
ぶ
と
り
爺

市
川
民
話
の
会
編

市
川
の
伝
承
民
話

第
１
集

市
川
市
教
育
委
員
会

一
九
八
〇
年

六
〇
頁

64

三
三

瘤
取
り
話

３

鈴
木
棠
三

全
国
昔
話
資
料
集
成
20

武
蔵
川
越
昔
話
集

岩
崎
美
術
社

一
九
七
五
年

一
三
三
頁
／

四
〇
瘤
取
り
話

類
話
５

鈴
木
棠
三

日
本
民
俗
誌
大
系
第
８
巻

関
東
川
越
地
方
昔
話
集

角
川
書
店

一
九
七
五
年

二
六
五
頁

65

三
三

瘤
取
り
話

２

同
右

一
三
〇
頁
／

四
〇

瘤
取
り
話

類
話
２

二
六
四
頁

66

三
三

瘤
取
り
話

１

同
右

一
二
八
頁
／

四
〇

瘤
取
り
話

二
六
四
頁

67

こ
ぶ
取
り
爺
さ
ん

柳
田
国
男
・
池
上
真
理
子

日
本
の
昔
話
28

武
蔵
の
昔
話

日
本
放
送
出
版
協
会

一
九
七
九
年

二
三
八
頁

68

221

瘤
取
爺

類
話
１

金
森
美
代
子

昔
話
研
究
資
料
叢
書
16

房
総
の
昔
話

三
弥
井
書
店

一
九
八
〇
年

二
八
〇
頁
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69

221

瘤
取
爺

金
森
美
代
子

昔
話
研
究
資
料
叢
書
16

房
総
の
昔
話

三
弥
井
書
店

一
九
八
〇
年

二
七
九
頁

70

221
瘤
取
爺

類
話
２

同
右

二
八
〇
頁

71

こ
ぶ
と
り

羽
田
啓
次

村
の
風
土
記
５

と
ん
と
昔
物
語

村
の
風
土
記
刊
行
会

一
九
七
二
年

四
八
頁

72

四
八
瘤
取
り
爺
さ

水
沢
謙
一

全
国
昔
話
資
料
集
成
22

越
後
宮
内
昔
話
集

岩
崎
美
術
社

一
九
七
七
年

一
三
六
頁

73

32

瘤
取
爺

野
村
純
一

増
補
・
改
訂
吹
谷
松
兵
衛
昔
話
集

吹
谷
松
兵
衛
昔
話
集
刊
行
会

一
九
七
五
年

八
一
頁

74

127

こ
ぶ
と
り
爺

稲
田
浩
二
・
小
澤
俊
夫

日
本
昔
話
通
観
第
11
巻
富
山
・
石
川
・
福
井

同
朋
舎
出
版

一
九
八
一
年

二
五
八
頁

75

41

瘤
取
の
話

伊
藤
曙
覧

昔
話
研
究
資
料
叢
書
６

越
中
射
水
の
昔
話

三
弥
井
書
店

一
九
七
一
年

一
二
一
頁

76

41

瘤
取
の
話

類
話
１

同
右

一
二
二
頁

77

コ
ブ
ト
リ
爺

広
川
勝
美

民
間
伝
承
集
成
１

語
り
部
の
記
録

民
話
・
山
峡
の
炉
辺

創
世
記

一
九
七
八
年

一
五
七
頁

78

三
五

瘤
取
爺

浅
川
欽
一

全
国
昔
話
資
料
集
成
40

奥
信
濃
の
昔
話

岩
崎
美
術
社

一
九
八
四
年

一
二
二
頁

79

こ
ぶ
取
り
爺

東
洋
大
学
民
俗
研
究
会

白
州
の
民
俗

山
梨
県
北
巨
摩
郡
白
州
町
旧
菅
原
・
鳳
来
村

東
洋
大
学
民
俗
研
究
会

一
九
七
八
年

二
九
六
頁

80

こ
ぶ
と
り
爺

水
沢
俊
夫
・
福
原
澄
美
子
・
森
野
郁
子

日
本
の
民
話
５

甲
信
越

ぎ

う
せ
い

一
九
七
九
年

一
八
〇
頁

81

こ
ぶ
と
り
の
話

静
岡
県
女
子
師
範
学
校
郷
土
研
究
会
編

静
岡
県
伝
説
昔
話
集

静
岡
谷
島
屋
書
店

一
九
三
四
年

四
六
二
頁

82

こ
ぶ
取
り
爺

木
島
泉

郡
上
む
か
し
む
か
し

郡
上
史
談
会

一
九
七
五
年

四
〇
頁

83

七
九

瘤
取
爺

鈴
木
暹

全
国
昔
話
資
料
集
成
30

伊
豆
昔
話
集

岩
崎
美
術
社

一
九
七
九
年

一
三
一
頁

84

こ
ぶ
取
り
水

柳
田
国
男
・
岡
節
三
・
細
見
正
三
郎

日
本
の
昔
話
21

丹
後
の
昔
話

日
本
放
送
出
版
協
会

一
九
七
八
年

四
五
頁

85

128

こ
ぶ
と
り

稲
田
浩
二
・
小
澤
俊
夫

日
本
昔
話
通
観
第
14
巻

京
都

同
朋
舎
出
版

一
九
七
七
年

二
四
五
頁

86

113

瘤
取
り
爺

稲
田
浩
二
・
小
澤
俊
夫

日
本
昔
話
通
観
第
15
巻

三
重
・
滋
賀
・
大
阪
・
奈
良
・
和
歌
山

同
朋
舎
出
版

一
九
七
七
年

一
六
六
頁

87

こ
ぶ
と
り
爺

京
都
女
子
大
学
説
話
文
学
研
究
会
編

兵
庫
県
美
方
群
美
方
・
村
岡
昔
話
集

京
都
女
子
大
学
説
話
文
学
研
究
会

一
九
七
〇
年

一
九
三
頁

88

こ
ぶ
取
り
爺

立
命
館
大
学
古
代
文
学
研
究
会

糸
井
の
昔
話

立
命
館
大
学
古
代
文
学
研
究
会

一
九
七
四
年

四
一
頁

89

よ
い
爺
さ
ん
と
悪
い
爺
さ
ん

柳
田
国
男
・
柴
口
成
浩
共
編

日
本
の
昔
話
12

東
瀬
戸
内
の
昔
話

日
本
放
送
出
版
協
会

一
九
七
七
年

五
五
頁
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90

こ
ぶ
取
り
爺

東
京
女
子
大
学
史
学
科
民
俗
調
査
団
編

東
京
女
子
大
学
民
俗
調
査
団
調
査
報
告
昭
和
四
六
年
度

奥
但
馬
の
民
俗

一
九
七
二
年

一
七
四
頁

91

瘤
取
り
爺

稲
田
和
子

鳥
取
県
関
金
町
の
昔
話

山
陽
学
園
短
期
大
学
昔
話
同
好
会

一
九
七
二
年

九
二
頁

92

94

瘤
取
り
爺

爺
と
鬼
型

類
話
１

稲
田
浩
二
・
小
澤
俊
夫

日
本
昔
話
通
観
第
17
巻
鳥
取

同
朋
舎
出
版

一
九
七
八
年

二
七
五
頁

93

94

瘤
取
り
爺

爺
と
鬼
型

類
話
２

同
右

二
七
六
頁

94

85

瘤
取
爺

稲
田
浩
二
・
福
田
晃

昔
話
研
究
資
料
叢
書
4

大
山
北
麓
の
昔
話

三
弥
井
書
店

一
九
七
〇
年

四
二
〇
頁

95

85

瘤
取
爺

類
話
１

同
右

四
二
二
頁

96

44

瘤
取
り
爺

花
園
大
学
伝
承
文
学
研
究
会

伯
耆
溝
口
町
昔
話
集

花
園
大
学
伝
承
文
学
研
究
会

一
九
八
二
年

七
六
頁

97

こ
ぶ
取
り
じ
い

田
中
瑩
一
・
酒
井
薫
美

鼻
き
き
甚
兵
衛
出
雲
の
昔
話

桜
楓
社

一
九
七
四
年

一
四
九
頁

98

こ
ぶ
と
り
爺

石
見
大
田
昔
話
集

島
根
大
学
教
育
学
部
国
語
研
究
室
昔
話
研
究
会

一
九
七
四
年

八
五
頁

99

こ
ぶ
と
り
爺

石
見
大
田
昔
話
集

同
右

八
五
頁

100

こ
ぶ
と
り
爺

石
見
大
田
昔
話
集

同
右

八
四
頁

101

こ
ぶ
と
り
爺

島
根
大
学
昔
話
研
究
会
編

島
根
県
邑
智
郡
大
和
村
昔
話
集
稿
巻
二

都
賀
・
都
賀
行
地
区

島
根
大
学
教
育
学
部

一
九
七
五
年

一
〇
八
頁

102

こ
ぶ
と
り
爺

同
右

一
一
〇
頁

103

こ
ぶ
と
り
爺

島
根
女
子
短
期
大
学
昔
話
研
究
会
編

島
根
県
邑
智
郡
大
和
村
昔
話
集
稿
巻
一

比
敷
・
宮
内
・
村
之
郷
地
区

島
根
女
子
短
期
大
学
昔
話
研
究
会

一
九
七
五
年

一
一
六
頁

104

63

こ
ぶ
と
り
爺

類
話
７

稲
田
浩
二
・
小
澤
俊
夫

日
本
昔
話
通
観
第
18
巻
島
根

同
朋
舎
出
版

一
九
七
八
年

一
九
八
頁

105

瘤
取
り
爺
さ
ん

昔
話
研
究
懇
話
会

昔
話

研
究
と
資
料

第
四
号

三
弥
井
書
店

一
九
七
五
年

一
九
一
頁

106

二
九

瘤
取
り
爺

森
脇
太
一

全
国
昔
話
資
料
集
成
36
石
見
昔
話
集

岩
崎
美
術
社

一
九
八
四
年

五
六
頁

107

63

こ
ぶ
と
り
爺

類
話
10

稲
田
浩
二
・
小
澤
俊
夫

日
本
昔
話
通
観
第
18
巻
島
根

同
朋
舎
出
版

一
九
七
八
年

一
九
九
頁

108

こ
ぶ
と
り
爺

島
根
大
学
昔
話
研
究
会

島
根
県
美
濃
郡
匹
見
町
昔
話
集

島
根
大
学
昔
話
研
究
会

一
九
七
六
年

一
三
八
頁

109

こ
ぶ
取
り
爺

同
右

一
四
二
頁
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110
こ
ぶ
と
り
爺

島
根
大
学
昔
話
研
究
会

島
根
県
美
濃
郡
匹
見
町
昔
話
集

島
根
大
学
昔
話
研
究
会

一
九
七
六
年

一
四
二
頁

111

こ
ぶ
と
り
爺

同
右

一
四
〇
頁

112

こ
ぶ
と
り
爺

同
右

一
三
九
頁

113

61

瘤
取
爺

福
田
晃
・
三
原
幸
久

昔
話
研
究
資
料
叢
書
13
因
幡
知
頭
の
昔
話

三
弥
井
書
店

一
九
七
九
年

二
三
〇
頁

114

61

瘤
取
爺

類
話
１

同
右

二
三
三
頁

115

71

瘤
取
爺

稲
田
浩
二
・
立
石
憲
利

昔
話
研
究
資
料
叢
書
８

奥
備
中
の
昔
話

一
九
七
三
年

二
七
五
頁

116
102

こ
ぶ
と
り
爺

類
話
１

稲
田
浩
二
・
小
澤
俊
夫

日
本
昔
話
通
観
第
19
巻
岡
山

同
朋
舎
出
版

一
九
七
九
年

二
五
一
頁

117
102

こ
ぶ
と
り
爺

類
話
２

同
右

二
五
一
頁

118

71

瘤
取
爺

類
話
１

稲
田
浩
二
・
立
石
憲
利

昔
話
研
究
資
料
叢
書
８
奥
備
中
の
昔
話

一
九
七
三
年

二
八
〇
頁

119
102

こ
ぶ
と
り
爺

類
話
４

稲
田
浩
二
・
小
澤
俊
夫

日
本
昔
話
通
観
第
19
巻
岡
山

同
朋
舎
出
版

一
九
七
九
年

二
六
二
頁

120
102.

こ
ぶ
と
り
爺

類
話
５

同
右

二
六
二
頁

121

こ
ぶ
取
爺

立
石
憲
利
・
前
田
東
雄

日
本
の
昔
話
９

美
作
の
昔
話

日
本
放
送
出
版
協
会

一
九
七
四
年

六
六
頁

122

こ
ぶ
取
爺

立
石
憲
利
編

岡
山
県
阿
波
村
の
昔
話

立
石
憲
利

一
九
七
一
年

四
四
頁

123

こ
ぶ
と
り
爺

稲
田
和
子
・
立
石
憲
利

日
本
の
民
話
９

山
陽

ぎ

う
せ
い

一
九
七
九
年

一
五
五
頁

124

四
一

こ
ぶ
と
り
爺

村
岡
浅
夫

全
国
昔
話
資
料
集
成
14

芸
備
昔
話
集

岩
崎
美
術
社

一
九
七
五
年

一
〇
二
頁

125

二
七

瘤
取
爺

其
の
一

磯
貝
勇

全
国
昔
話
資
料
集
成
５

安
芸
国
昔
話
集

岩
崎
美
術
社

一
九
七
四

新

六
八
頁

旧

八
四
頁

126
119

こ
ぶ
と
り
爺

類
話
３

稲
田
浩
二
・
小
澤
俊
夫

日
本
昔
話
通
観
第
20
巻

広
島
・
山
口

同
朋
舎
出
版

一
九
七
九
年

三
二
〇
頁

127

二
七

瘤
取
爺

其
の
二

磯
貝
勇

全
国
昔
話
資
料
集
成
５

安
芸
国
昔
話
集

岩
崎
美
術
社

一
九
七
四
年

新

六
九
頁

旧

八
五
頁

128

踊
り
好
き
な
瘤
爺
さ
ん

和
田
良
誉

日
本
民
話

伊
予
の
と
ん
と
昔

講
談
社

一
九
七
五
年

二
三
九
頁

129
131

こ
ぶ
と
り
爺

類
話
１

稲
田
浩
二
・
小
澤
俊
夫

日
本
昔
話
通
観
第
22
巻

愛
媛
・
高
知

同
朋
舎
出
版

一
九
七
九
年

二
五
一
頁

130

80

こ
ぶ
と
り
爺
さ
ん

稲
田
浩
二
・
小
澤
俊
夫

日
本
昔
話
通
観
第
23
巻
福
岡
・
佐
賀
・
大
分

同
朋
舎
出
版

一
九
八
〇

年

一
六
五
頁
／

こ
ぶ
と
り
爺
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さ
ん

背
振
山
麓
の
民
俗

福
岡
県
早
良
郡
早
良
町
内
野
・
脇
山
地
区
昭
和
44
年
度
調
査
報
告
書

北
九
州
大
学
民
俗
研
究
会
編

日
本
民
俗
調
査
報
告
書
集
成

九

州
・
沖
縄
の
民
俗

北
九
州
大
学
民
俗
研
究
会

一
九
七
〇
年

131

二
五

瘤
取
り
爺

阿
部
通
良
・
鈴
木
清
美
・
後
藤
貞
夫

全
国
昔
話
資
料
集
成
17

大
分
昔
話
集

岩
崎
美
術
社

一
九
七
五
年

五
九
頁

132

二
二

瘤
取
り
話

鈴
木
清
美
・
柳
田
国
男

日
本
昔
話
記
録
10
大
分
直
入
郡
昔
話
集

三
省
堂

一
九
七
三
年

新

三
九
頁

旧

四
一
頁

133

80

瘤
取
り
爺

類
話
３

稲
田
浩
二
・
小
澤
俊
夫

日
本
昔
話
通
観
第
23
巻
福
岡
・
佐
賀
・
大
分

同
朋
舎
出
版

一
九
八
〇
年

一
六
六
頁

134

80

瘤
取
り
爺

類
話
４

同
右

一
六
六
頁

135

80

瘤
取
り
爺

類
話
５

同
右

一
六
七
頁

136

瘤
取
り
爺

川
副
町
誌
編
纂
委
員
会
編

川
副
の
口
承
文
芸

川
副
町
誌
編
纂
事
務
局

一
九
七
八
年

四
八
頁

137

第
一
話

瘤
取
り
爺

民
間
伝
承
の
会
編

昔
話
研
究

第
一
巻
三
号

三
元
社

一
九
三
五
年

三
九
頁
／

七
六

瘤
取
り
爺

阿
部
通
良
・
鈴
木
清
美
・
後
藤

貞
夫

全
国
昔
話
資
料
集
成
17
大
分
昔
話
集

岩
崎
美
術
社

一
九
七
五
年

一
五
一
頁

138
136

瘤
取
話

稲
田
浩
二
・
小
澤
俊
夫

日
本
昔
話
通
観
第
24
巻
長
崎
・
熊
本
・
宮
崎

同
朋
舎
出
版

一
九
八
〇
年

二
六
六
頁

139

こ
ぶ
取
り
爺
さ
ま

柳
田
国
男
・
浜
名
志
松
共
編

日
本
の
昔
話
19

肥
後
の
昔
話

日
本
放
送
出
版
協
会

一
九
七
七
年

二
三
九
頁

140

こ
ぶ
取
り
爺

同
右

五
六
頁

141

こ
ぶ
取
り
爺
さ
ん

鹿
児
島
県
立
鹿
児
島
東
高
等
学
校
生
徒
会
民
俗
研
究
部
編

葛
山
民
俗
九
号

大
浦
町
の
昔
話

鹿
児
島
県
立
鹿
児
島
東
高
等
学
校
生
徒
会
民
研

究
部

一
九
七
四
年

一
五
頁

142

ケ
ン
ム
ン
の
が
ぶ
と
り

柳
田
国
男
・
田
畑
英
勝

日
本
の
昔
話
７

奄
美
諸
島
の
昔
話

日
本
放
送
出
版
協
会

一
九
七
四
年

二
〇
三
頁

143

瘤
取
爺

柳
田
国
男
・
加
能
昔
話
研
究
会

日
本
の
昔
話
26

加
賀
の
昔
話

日
本
放
送
出
版
協
会

一
九
七
八
年

一
六
一
頁

144
114

瘤
取
り
爺
さ
ん

山
本
節
・
永
田
典
子
・
山
田
八
千
代

昔
話
研
究
資
料
叢
書
18

西
三
河
の
昔
話

三
弥
井
書
店

一
九
八
一
年

二
五
三
頁

145

こ
ぶ
と
り
じ
い

稲
田
浩
二

日
本
の
民
話
10

四
国

ぎ

う
せ
い

一
九
七
九
年

一
三
六
頁

146

一
三
七

瘤
取
り
爺
さ
ん

武
田
明
・
谷
原
博
信

全
国
昔
話
資
料
集
成
32
東
讃
岐
昔
話
集

岩
崎
美
術
社

一
九
七
九
年

二
一
九
頁

147

瘤
八
郎
左
エ
門
と
め

く
ら
長
左
エ
門

山
村
民
俗
の
会
編

あ
し
な
か

七
〇
集

複
核
版

第
四
冊

一
九
八
一
年

名
著
出
版

一
九
六
〇
年

三
八
頁



初
出
一
覧

本
論
文
各
章
の
も
と
と
な

た
論
文
の
初
出
は

次
の
通
り
で
あ
る

た
だ
し

い
ず
れ
も
改
訂
を
施
し
て
い
る

序
章

書
き
下
ろ
し

第
一
章

原
題

宇
治
拾
遺
物
語

雀
報
恩
事

考

韓
国
昔
話
と
の
比
較
を
め
ぐ

て
同
志
社
国
文
学

第
七
四
号

二
〇
一
一
年
三
月

第
二
章

原
題

宇
治
拾
遺
物
語

第
三
話
の
特
質

韓
国
昔
話

瘤
取
爺

を
対
照
さ
せ
て
読
む

同
志
社
国
文
学

第
八
六
号

二
〇
一
七
年
三
月

第
三
章

原
題

韓
国
昔
話

藁
縄
一
本
で
長
者
に
な
る

型
の
研
究

日
本
昔
話

藁
し
べ
長
者

型
と
の
比
較
を
め
ぐ

て

文
化
学
年
報

第
六
三
号

二
〇
一
四
年
三
月

第
四
章

原
題

宇
治
拾
遺
物
語

九
二
話

五
色
鹿
事

考

日
韓
比
較
文
学
の
視
点
か
ら

文
化
学
年
報

第
六
五
号

二
〇
一
六
年
三
月

第
五
章

原
題

宇
治
拾
遺
物
語

留
志
長
者
事

考

韓
国
古
典

壅
固
執
伝

と
の
比
較
を
め
ぐ

て

廣
田
收
編

新
典
社
研
究
叢
書

2
6
5

日
本
古
典
文
学
の
方
法

新
典
社

二
〇
一
五
年
一
月

結
章

書
き
下
ろ
し


